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第１部 調査研究事業の概要 

 
第１節 調査研究の目的 

 
認定介護福祉士は､2007 年の社会福祉士及び介護福祉士法改正時の国会付帯決議（2007

年 4 月・11 月）、厚生労働省｢今後の介護人材の養成の在り方に関する検討会報告｣（2011
年 1 月）等に基づいて創設された仕組みである｡ 
介護福祉士に資格取得後の継続的な教育機会を提供し､介護福祉士の資質向上を図るこ

とで①利用者の QOL の向上、②介護と医療の連携強化と適切な役割分担の促進、③地域包

括ケアの推進等の介護サービスの高度化に対する社会的要請に応えていくことを目的とし

ている。 
認定介護福祉士は､｢ニッポンー億総活躍プラン｣が推進する介護人材の中核的な役割を

担う介護福祉の専門性の高度化による資質の向上、ならびに今後ますます希少となる介護

人材の確保と効果的･効率的な運用に資するものであり、認定介護福祉士養成研修の早急な

普及を図ることが求められている。そのためには、介護福祉士が身近な地域で働きながら研

修が受講できる環境の整備と､研修の質の担保策を講ずることが必要不可欠である。また、

全国の関係者を集め厚生労働省において行われた、「社会･援護局関係主管課長会議｣の資料

においても、認定介護福祉士の仕組みが明記されるなど、国の施策としても推進されている

ところである。 
本事業は、各地の多様な教育資源（事業者団体、介護福祉士養成校・大学､職能団体等）

を活用して研修が行われることで、介護福祉士が身近な地域で働きながら認定介護福祉士

の研修が受講できる環境整備を進めると同時に、研修の質を担保することを目的とするも

のである。 
2017 年度には、認定介護福祉士養成研修の教材等を開発するにあたっての教材の種類や

各教材の作成内容について､全科目の方針を整理した。そのうえで、養成研修の前半の内容

にあたる 3 領域（6 科目）を対象とした、認定介護福祉士養成研修を実施する各教育機関で

活用する講師向けの研修の企画･展開の手引き（ガイドライン）や受講者向けテキスト等を

開発した。 
2018 年度には、引き続き養成研修全 22 科目の後半にあたる 7 領域（16 科目）を対象と

したガイドライン等を作成するとともに､映像や web による教材のあり方について検討し

た。 
 
 
 
 
 

第２節 調査研究の内容 

 
１．認定介護福祉士養成研修における教材等の開発 

 
（１） 教材等の開発についての全体像 

本事業は認定介護福祉士養成研修の普及及び質の担保が目的であり、そのためにテキス

ト、指導のガイドライン、web による教材（以下、「ガイドライン等」）を開発し、研修実施

機関に対してこれを提供することが目的である。そのため、モデル研修での実績や既に研修

が行われている実施機関の実績なども踏まえながら、ガイドライン等の開発を検討してき

た。 
本事業の推進体制は、「推進委員会」で事業全体の方向性の確認、部会等の進捗確認、成

果物及び報告書の確認等を行い、推進委員会の下に設置された「教材開発部会」においてガ

イドライン等の開発方針の検討、ヒアリング調査等の実施、レベルの均一化に向けた調整等

を行い、教材開発部会の下に認定介護福祉士研修の領域ごとの「領域別部会」を設置しガイ

ドライン等の具体的内容の検討や作成を行ってきた。 
前年度に、本事業 1 年目として全体としてのガイドライン等開発方針の検討を行ったう

えで、認定介護福祉士養成研修Ⅰ類 3 領域 6 科目についてガイドライン等を開発したが、

本事業 2 年目となる今年度は残る 7 領域 16 科目についてのガイドライン等の開発を行っ

た。なお、今年度は認定介護福祉士養成研修として介護福祉士との学習内容の違いを明確化

させるための検討を深めたため、前年度に作成を行った科目についても、これらの検討の内

容を踏まえてガイドライン等の追加や一部修正の作業を行った。 
 
（２） 教材等の開発方針の検討 

推進委員会の下に設置された教材開発部会ではガイドライン等の開発に向けた全体的な

方針を検討した。具体的には、本事業 1 年目のガイドライン等開発の成果とヒアリング調

査の結果等を踏まえて、科目ごとの①指導のガイドラインとしての「研究の企画・展開の手

引き」（講師用ガイドライン）の内容の検討、②研修で活用できるテキスト等の教材の検討、

についてを主要検討事項とした。教材開発部会において検討したガイドライン等の開発方

針は表 1－1 のとおりである。 
この「ガイドライン等の開発方針」に基づき、認定介護福祉士養成研修 22 科目を領域ご

とに分けた部会として 6 つの「領域別部会」を設置し（領域別部会担当科目一覧は表 1－2
参照）、各教材開発部会に対してガイドライン等の具体的な検討・作成を依頼することとし

た（領域別部会への依頼内容は表 1－3 参照）。 
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表 1－1 ● 教材開発部会におけるガイドライン等の開発方針 

１．科目ごとの特性や必要性に応じて次のガイドライン等の開発を行う。 

  ①新規テキスト作成、②既存テキストの推奨・提示、③活用事例案の提示（研修における演習時の

事例案）、④「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）、⑤「習得すべき知識」の提供、

⑥その他 

２．＜新規テキスト作成＞は、「認定介護福祉士概論」については 2017 年度に行い、他の科目について

は、領域別部会での検討により必要性が認められれば作成を依頼する。新規テキスト作成を行わな

い科目については、＜既存テキストの推奨・提示＞を依頼する。 

３．各科目のガイドライン等開発にあたっては、実施機関・担当講師の研修運営の効率化と質の担保を

目的として、＜「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）＞＜習得すべき知識＞の作成

は必須とする。 

４．研修（特に演習等）で活用できる＜活用事例案の提示＞についても、必要に応じて検討してもらう

こととする。 

５．2018 年度中に全科目の講師用ガイドラインの開発を目指す。 

６．領域別部会は教材開発部会の依頼によりガイドライン等の具体的内容の検討・作成を行い、適宜教

材開発部会に報告を行うこととする。教材開発部会は領域別部会の報告を受けて、レベル等の均一

化に向けた確認等を行い、領域別部会にフィードバックを行う。 

７．教材開発部会は推進委員会の指示により開発方針等の検討を行い、領域別部会による検討結果等を

とりまとめて適宜推進委員会に報告を行い、アドバイスを受ける。 

 
  

表 1－2 ● 領域別部会担当科目一覧 

担当部会名 区分 研修領域名 研修科目名 

教材開発部会 Ⅰ類 
認定介護福祉士養成研

修導入 
認定介護福祉士概論 

医療・リハ部会 

Ⅰ類 
医療に関する領域 

疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅰ 

疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅱ 

Ⅱ類 疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅲ 

Ⅰ類 
リハビリテーションに

関する領域 

生活支援のための運動学 

生活支援のためのリハビリテーションの知識 

自立に向けた生活をするための支援の実践 

認知症部会 Ⅰ類 認知症に関する領域 認知症のある人への生活支援・連携 

福祉用具・住環

境部会 
Ⅰ類 

福祉用具と住環境に関

する領域 
福祉用具と住環境 

生活支援・介護

過程部会 

Ⅰ類 
生活支援・介護過程に

関する領域 

認定介護福祉士としての介護実践の視点 

個別支援計画作成と記録の演習 

自職場事例を用いた演習 

Ⅱ類 
自立に向けた介護実践

の指導領域 

応用的生活支援の展開と指導 

地域における介護実践の展開 

心理・社会部会 
Ⅰ類 心理・社会的支援の領

域 

心理的支援の知識・技術 

地域生活の継続と家族支援 

Ⅱ類 地域に対するプログラムの企画 

マネジメント 

部会 
Ⅱ類 

マネジメントに関する

領域 

介護サービスの特性と求められるリーダーシッ

プ、人的資源の管理 

チームマネジメント 

介護業務の標準化と質の管理 

法令理解と組織運営 

介護分野の人材育成と学習支援 
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化に向けた確認等を行い、領域別部会にフィードバックを行う。 

７．教材開発部会は推進委員会の指示により開発方針等の検討を行い、領域別部会による検討結果等を

とりまとめて適宜推進委員会に報告を行い、アドバイスを受ける。 

 
  

表 1－2 ● 領域別部会担当科目一覧 

担当部会名 区分 研修領域名 研修科目名 

教材開発部会 Ⅰ類 
認定介護福祉士養成研

修導入 
認定介護福祉士概論 

医療・リハ部会 

Ⅰ類 
医療に関する領域 

疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅰ 

疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅱ 

Ⅱ類 疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅲ 

Ⅰ類 
リハビリテーションに

関する領域 

生活支援のための運動学 

生活支援のためのリハビリテーションの知識 

自立に向けた生活をするための支援の実践 

認知症部会 Ⅰ類 認知症に関する領域 認知症のある人への生活支援・連携 

福祉用具・住環

境部会 
Ⅰ類 

福祉用具と住環境に関

する領域 
福祉用具と住環境 

生活支援・介護

過程部会 

Ⅰ類 
生活支援・介護過程に

関する領域 

認定介護福祉士としての介護実践の視点 

個別支援計画作成と記録の演習 

自職場事例を用いた演習 

Ⅱ類 
自立に向けた介護実践

の指導領域 

応用的生活支援の展開と指導 

地域における介護実践の展開 

心理・社会部会 
Ⅰ類 心理・社会的支援の領

域 

心理的支援の知識・技術 

地域生活の継続と家族支援 

Ⅱ類 地域に対するプログラムの企画 

マネジメント 

部会 
Ⅱ類 

マネジメントに関する

領域 

介護サービスの特性と求められるリーダーシッ

プ、人的資源の管理 

チームマネジメント 

介護業務の標準化と質の管理 

法令理解と組織運営 

介護分野の人材育成と学習支援 
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表 1－3 ● 領域別部会への依頼内容 

１．各科目のテキストについて、＜新規テキスト作成＞か＜既存テキストの推奨・提示＞のいずれかを

検討すること。 

  ○＜新規テキスト作成＞の場合、2018 年中に作成を終えること。 

  ○＜既存テキストの推奨・提示＞の場合、推奨テキストを具体的に列挙すること。 

  ○必要に応じて演習等で使用する＜活用事例案の提示＞事例の作成を行うこと。 

２．各科目の＜「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）＞の作成 

  ○平成 29 年度ガイドラインを参考に 2018 年度中に作成すること。 

  ○検討に際して、認証基準別表２の内容について修正が必要と思われる内容がある場合、「研修の企

画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）案にその旨を記載すること。 

  ○「含むべき教育内容」については、各教育内容が「介護福祉士」として既に学んでいる内容なの

か、「認定介護福祉士」レベルの内容なのかを分析してください。また、その内容が、①認定介護福

祉士として（介護福祉士レベルと比べて）知識の「広がり」「深さ」「応用」のいずれに該当するも

のなのか、②内容が「理論的」「技術的」なものなのか、も可能な限り明示してください。 

３．各科目の＜習得すべき知識＞の作成 

  ○１・２を踏まえて各科目 30～50 程度の習得すべき知識案を 2018 年度中に作成すること。作成に

あたっては、科目の内容全体をカバーし、認定介護福祉士レベルとして習得しておくべき知識につ

いて文章で列挙すること。 

 
（３） 「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の検討 

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）については、本事業 1 年目の検討に

おいて研修の担当講師によって内容や研修成果にぶれが生じないようにするため必要性が

認められた。現状では、研修の担当講師が参照するものは認定介護福祉士研修認証基準の別

表 2「領域・科目毎の研修内容」のみとなっており、研修時間や含むべき内容、考えられる

研修の展開が示されているものの、あくまでも基準として示しているため、実際の研修展開

のためには更に詳しい情報が必要となる。そのため、「領域・科目毎の研修内容」をより詳

細にし、研修展開例も書き加えた講師用のガイドラインとして開発することとした。 
作成した「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）は認定介護福祉士研修認

証基準の別表２「領域・科目毎の研修内容」を踏まえた内容とするため、「領域・科目毎の

研修内容」の「含むべき内容」「含むべきキーワード」を整理し、「研修の企画・展開の手引

き」（講師用ガイドライン）では「含むべき教育内容」にまとめた。「含むべき教育内容」で

は、大項目（「含むべき内容」の「○見出し」項目を基本）、中項目（「含むべき内容」の「・

見出し」項目を基本）、小項目（「含むべき内容」の文中で（ ）で括られた内容や用語、「含

むべきキーワード」の用語を基本）とした。また、「領域・科目毎の研修内容」の「含むべ

き内容」「含むべきキーワード」に挙げられていない内容や用語であっても、実際の研修展

開に役立つと思われる内容は追加記載することとした。研究上の作業としては、「研修の企

画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）案が全科目揃った段階で追加された内容を改め

て整理・検討することが課題となる。 
また、これまでの研修実績や担当講師等からの意見を基に検討を行い、「集中研修等の集

合研修型と通学型の違いへの配慮」「課題学習を可とする時間が設定されている科目での課

題学習と対面学習の切り分け」等も、研修展開例の検討に際して時間配分や課題学習への対

応を領域別部会において検討してもらうこととした。また、各研修における受講生の属性や、

研修会場の条件等に配慮するため、講師の裁量によりプログラムの選択が可能となるよう、

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）検討にあたっては講師が参照すると

よい参考文献を多く挙げることや、実施機関や講師に向けて事前準備事項、演習の具体的プ

ログラム例を例示すること、等を盛り込むこととした。教材開発部会から領域別部会に作成

を依頼した「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の項目は表 1－4 のとおり

である。 
なお、研修の質的な担保のためには、研修内容だけでなく「領域・科目毎の研修内容」で

示されている到達目標に達しているかどうかを測定する修了評価も重要である。そこで、

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）作成にあたっては「習得すべき知識」

の作成も行い、認定介護福祉士養成研修と介護福祉士養成との質的な違いを明確化させる

ために「認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方」の検討も行った。 
本事業 1 年目は、「認定介護福祉士概論」等 6 科目について開発を実施したが、2 年目と

なる今年度は残りの 16 科目についての開発を行い、全てを一括して成果物とする。 
 
表 1－4 ● 「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の項目 

Ⅰ 科目の概要 

 ○領域名、科目名、単位、時間、形態 

Ⅱ 研修の内容 

 ○教育内容、到達目標、認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方、 

含むべき教育内容（大項目、中項目、小項目） 

Ⅲ 研修の方法 

 ○事前準備（実施機関向け、講師向け）、推奨するテキストや基本文献、 

評価方法と基準、他の科目・項目との関連 

Ⅳ 展開例 

 ○展開上の考え方、研修展開例（展開内容、留意事項、課題学習を可とする場合の展開） 

 
（４） 「認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方」の検討 

ガイドライン等の開発にあたっては、認定介護福祉士養成研修の独自性を明確に示すこ

とが必要である。本事業 2 年目にあたり、この点についての示し方が検討され、認定介護福

祉士養成研修と介護福祉士の教育課程や介護福祉士の既存テキスト等と比較したうえで、
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表 1－3 ● 領域別部会への依頼内容 

１．各科目のテキストについて、＜新規テキスト作成＞か＜既存テキストの推奨・提示＞のいずれかを

検討すること。 

  ○＜新規テキスト作成＞の場合、2018 年中に作成を終えること。 

  ○＜既存テキストの推奨・提示＞の場合、推奨テキストを具体的に列挙すること。 

  ○必要に応じて演習等で使用する＜活用事例案の提示＞事例の作成を行うこと。 

２．各科目の＜「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）＞の作成 

  ○平成 29 年度ガイドラインを参考に 2018 年度中に作成すること。 

  ○検討に際して、認証基準別表２の内容について修正が必要と思われる内容がある場合、「研修の企

画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）案にその旨を記載すること。 

  ○「含むべき教育内容」については、各教育内容が「介護福祉士」として既に学んでいる内容なの

か、「認定介護福祉士」レベルの内容なのかを分析してください。また、その内容が、①認定介護福

祉士として（介護福祉士レベルと比べて）知識の「広がり」「深さ」「応用」のいずれに該当するも

のなのか、②内容が「理論的」「技術的」なものなのか、も可能な限り明示してください。 

３．各科目の＜習得すべき知識＞の作成 

  ○１・２を踏まえて各科目 30～50 程度の習得すべき知識案を 2018 年度中に作成すること。作成に

あたっては、科目の内容全体をカバーし、認定介護福祉士レベルとして習得しておくべき知識につ

いて文章で列挙すること。 

 
（３） 「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の検討 

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）については、本事業 1 年目の検討に

おいて研修の担当講師によって内容や研修成果にぶれが生じないようにするため必要性が

認められた。現状では、研修の担当講師が参照するものは認定介護福祉士研修認証基準の別

表 2「領域・科目毎の研修内容」のみとなっており、研修時間や含むべき内容、考えられる

研修の展開が示されているものの、あくまでも基準として示しているため、実際の研修展開

のためには更に詳しい情報が必要となる。そのため、「領域・科目毎の研修内容」をより詳

細にし、研修展開例も書き加えた講師用のガイドラインとして開発することとした。 
作成した「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）は認定介護福祉士研修認

証基準の別表２「領域・科目毎の研修内容」を踏まえた内容とするため、「領域・科目毎の

研修内容」の「含むべき内容」「含むべきキーワード」を整理し、「研修の企画・展開の手引

き」（講師用ガイドライン）では「含むべき教育内容」にまとめた。「含むべき教育内容」で

は、大項目（「含むべき内容」の「○見出し」項目を基本）、中項目（「含むべき内容」の「・

見出し」項目を基本）、小項目（「含むべき内容」の文中で（ ）で括られた内容や用語、「含

むべきキーワード」の用語を基本）とした。また、「領域・科目毎の研修内容」の「含むべ

き内容」「含むべきキーワード」に挙げられていない内容や用語であっても、実際の研修展

開に役立つと思われる内容は追加記載することとした。研究上の作業としては、「研修の企

画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）案が全科目揃った段階で追加された内容を改め

て整理・検討することが課題となる。 
また、これまでの研修実績や担当講師等からの意見を基に検討を行い、「集中研修等の集

合研修型と通学型の違いへの配慮」「課題学習を可とする時間が設定されている科目での課

題学習と対面学習の切り分け」等も、研修展開例の検討に際して時間配分や課題学習への対

応を領域別部会において検討してもらうこととした。また、各研修における受講生の属性や、

研修会場の条件等に配慮するため、講師の裁量によりプログラムの選択が可能となるよう、

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）検討にあたっては講師が参照すると

よい参考文献を多く挙げることや、実施機関や講師に向けて事前準備事項、演習の具体的プ

ログラム例を例示すること、等を盛り込むこととした。教材開発部会から領域別部会に作成

を依頼した「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の項目は表 1－4 のとおり

である。 
なお、研修の質的な担保のためには、研修内容だけでなく「領域・科目毎の研修内容」で

示されている到達目標に達しているかどうかを測定する修了評価も重要である。そこで、

「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）作成にあたっては「習得すべき知識」

の作成も行い、認定介護福祉士養成研修と介護福祉士養成との質的な違いを明確化させる

ために「認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方」の検討も行った。 
本事業 1 年目は、「認定介護福祉士概論」等 6 科目について開発を実施したが、2 年目と

なる今年度は残りの 16 科目についての開発を行い、全てを一括して成果物とする。 
 
表 1－4 ● 「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の項目 

Ⅰ 科目の概要 

 ○領域名、科目名、単位、時間、形態 

Ⅱ 研修の内容 

 ○教育内容、到達目標、認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方、 

含むべき教育内容（大項目、中項目、小項目） 

Ⅲ 研修の方法 

 ○事前準備（実施機関向け、講師向け）、推奨するテキストや基本文献、 

評価方法と基準、他の科目・項目との関連 

Ⅳ 展開例 

 ○展開上の考え方、研修展開例（展開内容、留意事項、課題学習を可とする場合の展開） 

 
（４） 「認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方」の検討 

ガイドライン等の開発にあたっては、認定介護福祉士養成研修の独自性を明確に示すこ

とが必要である。本事業 2 年目にあたり、この点についての示し方が検討され、認定介護福

祉士養成研修と介護福祉士の教育課程や介護福祉士の既存テキスト等と比較したうえで、
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認定介護福祉士に求められる新しい知識、実践面等で応用が求められる知識やスキルを明

示化することになった。これを明示化することにより、受講者自身が自覚化できるようにな

るとともに、認定介護福祉士養成研修の実施機関や担当講師にとっても、研修で教えるべき

新規の知識と研修で活用すべき既存の知識（介護福祉士として既に学習している知識）が明

確化されることになる。 
そこで、領域別部会における「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドライン）の検

討にあたり、科目ごとに「認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方」を整理する

こととし、項目に追加した。具体的には、認定介護福祉士養成研修の科目ごとの教育内容等

の要素について、３つの知識領域の分類「①factual knowledge domain（＝事実に関する知

識領域）」「②theoretical knowledge domain（＝メカニズムや理論に関する知識領域）」「③

practical knowledge domain（＝臨床や実践に関する知識領域）」と skill（＝技術）のそれ

ぞれどこに該当するかを検討することとした（参考文献：Pamela Trevithick, Social Work 
Skills And Knowledge 3rd Ed, Open University Press, 2012）。 
 
（５） 「習得すべき知識」の例示 

本事業 1 年目のガイドライン等の開発では、各科目の内容全体をカバーし認定介護福祉

士として習得しておくべき知識についてを「習得すべき知識」の形式で開発を行った。これ

は、認定介護福祉士として科目ごとに受講生が習得すべき知識内容であるとともに、各科目

の到達目標を細分化することで到達度を明示するものであり、知識を問う評価の参考教材

としての活用も視野に置いたものであった。 
本事業 1 年目は医療に関する領域とリハビリテーションに関する領域のⅠ類科目 5 科目

について開発を行ったが、今年度は認定介護福祉士概論を除く全科目で作成すべく領域別

部会に作成を依頼した。「習得すべき知識」は習得しておくべき知識の明文化であるため、

応用的実践やスキルに関する内容の明文化が困難であり、科目ごとの開発数には差が生じ

ているものの、ほぼ全ての科目について開発が行われ今年度の成果物となっている。 
 
（６） 教材の検討 

認定介護福祉士養成研修を広く展開していくためには、統一的な教材としてテキストの

存在は必要性が高いといえる。教材としてのテキストは、既存のテキスト等がなく新規作成

が必要となる科目と既存のテキスト等の文献が多く存在しており、既存の文献等が活用可

能な科目があることが本事業の 1 年目で指摘された。そこで、まず 1 年目には既存のテキ

スト等が存在しない「認定介護福祉士概論」についてのテキスト開発を行い成果物とした。

また、検討を行った医療に関する領域とリハビリテーションに関する領域の科目について

は、活用が可能な既存の文献等で推奨するものを「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガ

イドライン）で明示することとした。 
本事業 2 年目となる今年度は、全科目の「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイドラ

イン）を検討するにあたり、領域別部会のなかで検討を依頼した。具体的には、新規テキス

ト開発が必要なのか、あるいは既存の文献等で十分なのか等について検討してもらい、講師

が教材作成の参考として活用できる文献等を例示するよう依頼した。 
領域別部会での検討のなかでは、教材として活用可能な既存の文献等の例示については、

21 科目から合計 88 本の推奨が挙げられた。 
また、新規のテキスト開発については複数の科目においてその必要性が指摘された。そこ

で、次年度以降、web による学習教材のあり方を検討することも念頭に、学習者の自習用と

しての研修教材を試行的に開発することとし、「認定介護福祉士としての介護実践の視点」

と「地域における介護実践の展開」の 2 科目についての教材資料集を開発し、成果物とし

た。 
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第３節 調査研究の体制 

 
 本事業においては、以下の目的により「推進委員会」、「教材開発部会」、「領域別部会」を

設置し、認定介護福祉士養成研修のガイドライン等の開発に向けた検討及び作成を行った。 
 
○推進委員会 
・親委員会として事業全体の方向性の検討や、部会の進捗、成果物及び報告書内容の確認。 
・機構の理事で構成し、意見を聞いた。 

 
○教材開発部会 
 ・推進委員会の定めた方向性を踏まえ、ガイドライン等の作成方針を検討し領域別部会に

対して伝えるとともに、領域別部会において作成したガイドライン等の他領域との整

合性やレベル等についての確認。 
・機構の理事、認定介護福祉士養成研修構築にあたり中心的な役割を担ってきた委員で構

成するとともに、有識者の参画を得て意見を聞いた。 
 
○領域別部会 
 ・教材開発部会の方針に基づき、養成研修の全 22 科目について、領域をもとにした 6 つ

の部会を設置してガイドライン等の具体的な内容について検討、作成。 
・各領域に専門的な知見を持つ有識者や認定介護福祉士養成研修のカリキュラム構築時

に関わっていた各分野の委員により構成。 
 
図 1－1 ● 推進委員会、教材開発部会、領域別部会の構造 

 
 
 
  

領域別部会 

（教材等の作成、確認等） 

生活支援・介護過程部会 医療・リハ部会 心理・社会部会 

マネジメント部会 認知症部会 福祉用具・住環境部会 

指示 報告 

指示 報告 

教材開発部会（部会長；栃本副理事長） 

（教材等の作成方針検討、レベルの均一化に向けた確認等） 

推進委員会（委員長；大島理事長） 

（事業全体の方向性確認、成果物及び報告書の確認等） 

表 1－5 ● 推進委員会委員名簿 

 

「介護福祉士の資格取得後のキャリアアップ及び専門性の高度化に向けた調査研究事業」 

推進委員会 委員名簿 

 

 ※印の委員は教材開発部会委員を兼ねる 

 

 

氏 名 所 属 ・ 役 職 
機構での 

役職 

大島 伸一 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 名誉総長 理事長 

石橋 真二 公益社団法人日本介護福祉士会 名誉会長 副理事長 

太田 貞司 京都女子大学家政学部 教授 副理事長 

栃本 一三郎 上智大学総合人間科学部 教授 副理事長 

諏訪 徹 日本大学文理学部 教授 理事 

石本 淳也 公益社団法人日本介護福祉士会 会長 理事 

内田 千惠子 公益社団法人日本介護福祉士会 事務局長 理事 

及川 ゆりこ 
公益社団法人日本介護福祉士会生涯研修制度検討委員会

委員長 
理事 

上原 千寿子 広島国際大学医療福祉学部 教授 理事 

大橋 正行 学校法人大橋学園 会長 理事 

柿本 貴之 社会福祉法人暘谷福祉会 常務理事 理事 

阿部 節夫 一般社団法人全国介護事業者協議会 副理事長 理事 

野崎 吉康 社会福祉法人全国社会福祉協議会 事務局長 理事 

平川 博之 公益社団法人全国老人保健施設協会 副会長 理事 

本名 靖 東洋大学ライフデザイン学部 教授 理事 

宮島 俊彦 岡山大学客員教授 理事 

山口 保 公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会 常務理事 理事 

山田 尋志 NPO 法人介護人材キャリア開発機構 理事長 理事 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 
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表 1－6 ● 教材開発部会 委員名簿 

 

教材開発部会 委員名簿 

 
 
表 1－7 ● 領域別部会 委員名簿 
 

領域別部会「医療・リハ部会」委員名簿 
氏  名 所 属 ・ 役 職 

磯部 香奈子 船橋市立リハビリテーション病院 教育研修部 
川手 信行 昭和大学医学部 教授 
櫛橋 弘喜 介護老人保健施設ひむか苑 施設長（全老健推薦者） 
駒井 由起子 NPO 法人いきいき福祉ネットワークセンター 理事長 
中村 大介 昭和大学保健医療学部 教授 

 
領域別部会「認知症部会」委員名簿 

氏  名 所 属 ・ 役 職 
島橋 誠 公益社団法人日本看護協会看護研修学校 

認定看護師制度再構築準備室 認知症ケア認定看護師 
北村 世都 日本大学文理学部 助教 
永井 華織 小規模多機能ホームル・ソレイユ函南 

 

氏  名 所 属・役 職 

朝倉 京子 東北大学大学院医学系研究科 教授 

井部 俊子 株式会社井部看護管理研究所 代表取締役 

及川 ゆりこ 一般社団法人静岡県介護福祉士会 会長 

太田 貞司 京都女子大学家政学部 教授 

川手 信行 
昭和大学藤が丘リハビリテーション病院 リハビリテーション医

学講座 教授 

小池 昭雅 一般社団法人群馬県介護福祉士会 会長 

諏訪 徹 日本大学文理学部 教授 

栃本 一三郎 上智大学総合人間科学部 教授 

内藤 佳津雄 日本大学文理学部 教授 

根本 嘉昭 公益財団法人社会福祉振興・試験センター 理事長 

本名 靖 東洋大学ライフデザイン学部 教授 

山田 尋志 NPO 法人介護人材キャリア開発機構 理事長 

 

領域別部会「福祉用具・住環境部会」委員名簿 
氏  名 所 属 ・ 役 職 

繁成 剛 東洋大学ライフデザイン学部 教授 
大島 千帆 埼玉県立大学保健医療福祉学部 准教授 

 

 

領域別部会「生活支援・介護過程部会」委員名簿 
氏  名 所 属 ・ 役 職 

杉本 浩司 社会福祉法人ウェルガーデン法人本部採用企画室 室長 
本名 靖 東洋大学ライフデザイン学部 教授 
水谷 なおみ 日本福祉大学健康科学部 准教授 
八木 裕子 東洋大学ライフデザイン学部 准教授 

 
 

領域別部会「心理・社会部会」委員名簿 
氏  名 所 属 ・ 役 職 

安藤 繁 介護老人保健施設若宮苑 副施設長（全老健推薦者） 
諏訪 徹 日本大学文理学部 教授 
内藤 佳津雄 日本大学文理学部 教授 
宮島 渡 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ 総合施設長 

 

 
領域別部会「マネジメント部会」委員名簿 

氏  名 所 属 ・ 役 職 
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宮島 渡 高齢者総合福祉施設アザレアンさなだ 総合施設長 
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丸山 晃 東洋大学福祉社会開発研究センター 客員研究員 
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表 1－6 ● 教材開発部会 委員名簿 
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丸山 晃 東洋大学福祉社会開発研究センター 客員研究員 
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○推進委員会、教材開発部会、領域別部会の実施状況 

 

委員会・部会名 内容 開催日 

推進委員会 
第１回推進委員会 平成３０年 

第２回推進委員会 平成３１年 ３月２２日 

教材開発部会 

第１回教材開発部会 平成３０年 ８月 ６日 

第２回教材開発部会 平成３０年１１月１２日 

第３回教材開発部会 平成３１年 ２月１９日 

医療・リハ部会 

第１回医療・リハ部会 平成３０年１０月１７日 

第２回医療・リハ部会 平成３０年１２月１２日 

第３回医療・リハ部会 平成３１年 ２月 ６日 

認知症部会 

第１回認知症部会 平成３０年１０月 ９日 

第２回認知症部会 平成３０年１１月１６日 

第３回認知症部会 平成３１年 ２月 ６日 

福祉用具・ 

住環境部会 

第１回福祉用具・住環境部会 平成３０年 ９月２５日 

第２回福祉用具・住環境部会 平成３１年 １月２５日 

生活支援・ 

介護過程部会 

第１回生活支援・介護過程部会 平成３０日１０月 ６日 

第２回生活支援・介護過程部会 
平成３０年１１月２３日 

・２４日 

第３回生活支援・介護過程部会 平成３０年１２月２５日 

第４回生活支援・介護過程部会 平成３１年 ２月 ３日 

心理・社会部会 

第１回心理・社会部会 平成３０年１０月１２日 

第２回心理・社会部会 平成３１年 １月１９日 

第３回心理・社会部会 平成３１年 １月２６日 

マネジメント部会 

第１回マネジメント部会 平成３０年 ９月３０日 

第２回マネジメント部会 平成３０年１１月１８日 

第３回マネジメント部会 平成３１年 ２月 ７日 

 

 

  

第４節 今後の課題 

 

2 か年にわたる本事業の成果を踏まえて、認定介護福祉士養成研修に係る今後の課題を以

下のように整理する。 
 
○教材や事例の開発 
本事業により、認定介護福祉士養成研修の「研修の企画・展開の手引き」（講師用ガイド

ライン）が開発されたことは一定の成果である。この成果を踏まえ、研修実施機関や講師の

質的担保、受講者の学習利便性を高めるために、各科目の教材等を更に充実させていく必要

がある。このために、教材としてのテキストや教材集の開発、自職場学習を可とする時間が

設定されている科目についての自職場課題や e-learning 教材等の開発に、今後取り組む必

要がある。 
 
○各養成研修の講師との研究協議・FD 

各研修実施団体で行われている研修の質を向上させるため、講師（候補者含む）を対象に

よりよい教授法・教材等について研修や研究協議の場を設ける必要がある。この中で、それ

ぞれの教授法・教材等について研究協議、経験交流を進めるなかで、今回作成したガイドラ

インの内容や教材を豊富にしたり、ガイドラインの充実を図るなど、研修が継続的な発展し

ていく取り組みを進めていく必要がある。 
また、認定介護福祉士受講者となった者が、研修の補助者としてグループ協議を支援する

ファシリテーター等となって、後進を育成する役割を発揮できるよう後押ししていくこと

も必要である。 
 
○認定介護福祉士養成研修認証基準の検証 

2 か年のガイドラインの研究を通して、現行の研修認証基準についての課題も明らかにな

った。2 か年の研究成果を踏まえて、機構として認証基準の検証に早期に取り組むことが望

ましい。その際、地域共生社会の実現にむけた動向や、介護福祉士新カリキュラムとの関係

という視点も加味する必要がある。 
 
○認定介護福祉士養成研修の普及・拡大 
認定介護福祉士養成研修は着実に広がりを見せてはいるものの、社会の要請に応えてい

くためには更なる養成研修の普及・拡大が求められる。本事業の成果はこのための一助にな

るものの、養成研修の普及・拡大のために必要な事項を把握するとともに、研修実施機関の

研修運営についてサポート等も不可欠となっていく。従って、養成研修運営の課題把握と養

成研修運営のサポート体制構築も今後の検討課題である。 
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○推進委員会、教材開発部会、領域別部会の実施状況 
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○認定介護福祉士取得後の実態調査 
モデル事業を含めて既に認定された認定介護福祉士が、認定介護福祉士として事業所や

地域の現場のなかでどのような実践を行っているのかについての実態を把握することによ

り、養成研修の内容や教育方法等について更なる充実つながるものと考える。 
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医
療

・
リ
ハ

部
会

が
作

成
。

 

○
「
認

知
症

に
関

す
る

領
域

」
は

認
知

症
部

会
が

作
成

。
 

○
「
福

祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す

る
領

域
」
は

福
祉

用
具

・
住

環
境

部
会

が
作

成
。

 

○
「
生

活
支

援
・
介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
」
お

よ
び

「
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

」
は

生
活

支
援

・
介

護
過

程
部

会
が

作
成

。
 

○
「
心

理
・
社

会
的

支
援

の
領

域
」
は

心
理

・
社

会
部

会
が

作
成

。
 

○
「
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
」
は

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
部

会
が

作
成

。
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○認定介護福祉士取得後の実態調査 
モデル事業を含めて既に認定された認定介護福祉士が、認定介護福祉士として事業所や

地域の現場のなかでどのような実践を行っているのかについての実態を把握することによ

り、養成研修の内容や教育方法等について更なる充実つながるものと考える。 
 

 
 

 

 
 第

２
部

 
調

査
研

究
の

成
果

 
 

平
成

30
年

度
社

会
福

祉
推

進
事

業
 

介
護

福
祉

士
の

資
格

取
得

後
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
及

び
専

門
性

の
高

度
化

に
向

け
た

調
査

研
究

事
業

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
 
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
 

  ＜
作

成
の

意
図

＞
 

○
研

修
を

広
く
展

開
す

る
た

め
に

は
、

テ
キ

ス
ト
を

含
め

た
教

材
開

発
が

必
要

で
あ

る
が

、
既

存
テ

キ
ス

ト
等

の
活

用
で

展
開

が
可

能
な

科
目

も
あ

る
。

そ
こ

で
、

研
修

で
使

用
が

推
奨

さ
れ

る
既

存
テ

キ
ス

ト
等

の
教

材
や

研
修

の
展

開
や

演
習

内
容

等
に

つ
い

て
示

す
こ

と
で

研
修

の
実

施
に

資
す

る
補

助
資

料
の

作
成

が
求

め
ら

れ
る

。
ま

た
、

実
施

機
関

や
講

師

に
よ

る
研

修
内

容
の

差
を

最
小

限
に

す
る

た
め

、
研

修
内

容
や

レ
ベ

ル
の

平
準

化
を

目
的

と
し

て
モ

デ
ル

と
な

る
研

修
展

開
例

を
含

め
た

補
助

的
資

料
の

必
要

性
が

あ
る

。
そ

こ

で
、

認
証

基
準

に
示

さ
れ

た
科

目
毎

の
研

修
内

容
を

よ
り
詳

し
く
し

、
モ

デ
ル

と
な

る
研

修
展

開
例

を
含

め
た

よ
り
具

体
的

な
研

修
の

手
引

き
と

し
て

「
研

修
の

企
画

・
展

開
の

手
引

き
」
（講

師
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
を

作
成

し
た

。
 

○
各

科
目

の
到

達
度

を
担

保
す

る
た

め
の

「
習

得
す

べ
き
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識

」
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つ
い
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各
科
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「
研

修
の

企
画

・
展

開
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手
引

き
」
（
講

師
用

ガ
イ

ド
ラ
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ン

）
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後
に
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す
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。

各

科
目

の
研

修
内

容
設

計
時

だ
け

で
な

く
、

試
験

問
題

作
成

時
に

活
用

で
き

る
も

の
と

な
っ
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い

る
。

 

  ＜
作

成
方

法
＞

 

○
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認

定
介

護
福

祉
士

概
論

」
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認

定
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福
祉
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研
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発

部
会
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し
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科

目
に

つ
い
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は

教
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会
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下

に
設
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さ

れ
た

次
の

各
領

域
別

部
会
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作

成
を

行
っ
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（
表

１
参

照
）
。

 

○
「
医

療
に

関
す

る
領

域
」
お

よ
び

「
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ハ

ビ
リ
テ
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シ

ョ
ン
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す
る
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域

」
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成
。

 

○
「
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域

」
は
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。
 

○
「
福
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用
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と
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環
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」
は
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具

・
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。
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介
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過
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域
」
お
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「
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に
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け
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介
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実

践
の

指
導

領
域

」
は
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活

支
援

・
介

護
過

程
部

会
が

作
成

。
 

○
「
心

理
・
社

会
的

支
援

の
領

域
」
は

心
理

・
社
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部

会
が

作
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。
 

○
「
マ

ネ
ジ
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ン
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に
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す

る
領
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」
は
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ネ
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部
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が
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成

。
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  表

1 
●

 研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

（
講
師

用
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

）
作
成

担
当

部
会
と

担
当

科
目
一

覧
 

担
当
部
会

名
 

区
分
 

研
修
領

域
名
 

研
修
科
目

名
 

教
材
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発

部
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Ⅰ
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認
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介
護

福
祉
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養

成
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認
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論
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ハ

部
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Ⅰ
類
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に

関
す
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領

域
 

疾
患

・障
害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅰ
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患
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害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅱ

 

Ⅱ
類
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患
・障
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あ
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の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
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シ
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に
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す
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域
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た

め
の

運
動

学
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の
た

め
の

リ
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ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
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立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
 

福
祉

用
具

・住
環

境
部

会
 

Ⅰ
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具
と
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環
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具

と
住

環
境

 

認
知

症
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会
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症
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る

領
域

 
認

知
症

の
あ

る
人

へ
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携
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支
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・
介
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過

程
部

会
 

Ⅰ
類
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活
支

援
・
介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
介

護
実

践
の

視
点

 

個
別

支
援

計
画

作
成

と
記

録
の

演
習

 

自
職

場
事

例
を

用
い

た
演

習
 

Ⅱ
類

 
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

 
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

 

地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
 

心
理

・社
会

部
会

 
Ⅰ

類
 

心
理

・社
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的
支

援
の

領
域

 

心
理

的
支
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の
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・技
術

 

地
域

生
活

の
継

続
と

家
族

支
援

 

Ⅱ
類

 
地
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に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
部

会
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類

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

 

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の
管

理
 

法
令

理
解

と
組

織
運

営
 

介
護

分
野

の
人

材
育

成
と

学
習

支
援

 

 
※
本
表
は
作
成

担
当

部
会

順
と

な
っ

て
い

る
。
 

 
 

 
 

 

 
 

認
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介
護
福
祉
士
研
修
 
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
 

＜
「

習
得

す
べ

き
知

識
」

含
む

＞
 

 

目
 
次

 

 

Ⅰ
．
「

研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

」
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師
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ド
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イ

ン
）

の
作

成
目

的
と

構
成

…
…

…
…
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…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

１
 

Ⅱ
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「
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成
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…
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…
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…
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…
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／
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の
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／
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／
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４
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／
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Ⅲ
．
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…
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…
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…
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…
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…
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…
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の
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記
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の
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習
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と
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  Ⅰ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
」
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
作
成
目
的
と
構
成

 

 （
１

）
作

成
目

的
 

 
○
認
定
介
護

福
祉

士
養

成
研

修
「

研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

」
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

は
、

各
研

修
実
施
機
関
が
本
研
修
を
企
画
、
展
開
す
る
際
の
指
針
と

し
て
、

ま
た

、
各

科
目

の
担

当
講

師
が

研
修

を
展

開
す

る
際

の
指

針
と

し
て

、
作

成
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

 
○
認
定
介
護

福
祉

士
養

成
研

修
を

企
画

、
展

開
す

る
際

、
実

施
機

関
や

講
師

に
よ

る
研

修
内

容
の

差
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
研
修
内
容
や
レ
ベ
ル
の
平
準
化
を
目

的
と
し

て
モ

デ
ル

と
な

る
研

修
展

開
例

を
含

め
た

具
体

的
な

研
修

の
手

引
き

と
し

て
作

成
さ

れ
て

い
る

。
 

 
○
科
目
ご
と

に
「

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
科

目
と

し
て

の
基

本
的

考
え

方
」

が
明

示
さ

れ
て

い
る

。
教
育
目
標
、
到
達
目
標
と
併
せ
て
研
修
の
企
画
、
展
開
す

る
際
の

指
針

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
 

 
○
各
科
目
の

到
達

度
を

担
保

す
る

た
め

の
「

習
得

す
べ

き
知

識
」

に
つ

い
て

も
各

科
目

の
「

研
修

の
企

画
・
展
開
の
手
引
き
」
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
後
に
併

せ
て
掲

載
し

て
い

る
（

知
識

で
は

な
く
実

技
・

実
践

が
主

の
科

目
等

で
は

作
成

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ
る
）
。
各
科
目
の
研
修
内
容
設
計
時
だ
け
で
な
く
、
試
験

問
題
作

成
時

の
参

考
資

料
と

し
て

活
用
で

き
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

 

 （
２

）
構

成
 

      

Ⅱ
．
「
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
」
の
実
施
枠
組
み

 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
の

概
要

と
研

修
全

体
の

展
開

方
法

に
つ
い
て
の
説
明
。
 

Ⅲ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
」
(講

師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
) 

各
科

目
の

「
研

修
内

容
」
「
教

育
内

容
」
「
研

修
方

法
」
「
研

修
の

展
開
例
」
に
つ
い
て
説
明
。
 

  Ⅱ
．
「
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
」
の
実
施
枠
組
み

 

 （
１

）
研

修
の

概
要

（
「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

研
修

テ
キ

ス
ト

」
第

1
章

第
1
節

よ
り

）
 

 １
．
認
定
介
護

福
祉

士
と

は
 

（
１
）
国
の
介

護
人

材
政

策
に

お
け

る
検

討
経

過
と

位
置

づ
け

 

 
認
定
介
護

福
祉

士
は

、
介

護
福

祉
士

に
資
格

取
得

後
の

継
続

的
な

教
育

機
会

を
提

供
し

、
介

護
福

祉
士

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
①
利
用
者
の

Q
O

L
の
向
上
、

②
介
護
と
医

療
の

連
携

強
化

と
適

切
な

役
割

分
担

の
促

進
、
③

地
域

包
括

ケ
ア

の
推

進
等

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
の
高
度
化
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
つ
く
ら

れ
た

介
護

福
祉

士
の

た
め

の
仕

組
み

で
す

。
 

 
認
定
介
護
福

祉
士

は
国

の
介

護
人

材
政

策
に

基
づ

い
て

生
み

出
さ

れ
た

も
の

で
す

。
具

体
的

に
は

次
の

よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

 
 

■
20

07
年

社
会

福
祉

士
及

び
介

護
福

祉
士

法
改

正
時

の
「

国
会

付
帯

決
議

」
参

議
院

厚
生

労
働

委
員

会
附

帯
決
議
（

20
07

年
4
月

26
日
）
。
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
附
帯

決
議

（
20

07
年

11
月

2
日

）
 

・
社
会

的
援

助
の

ニ
ー

ズ
が

増
大

し
て

い
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、
重

度
の

認
知

症
や

障
害

を
持

つ
者

等
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
等
の
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
専
門

的
対
応
が

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
社

会
福

祉
士

及
び

専
門

介
護

福
祉

士
の

仕
組

み
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

 
■
「
社

会
福

祉
事

業
に

従
事

す
る

者
の

確
保

を
図

る
た

め
の

措
置

に
関

す
る

基
本

的
な

指
針

」（
20

07
年

厚
生
労
働
省
告
示
第

28
9
号
）

 
・

 国
家
資

格
等

の
有

資
格

者
に

つ
い

て
、
さ

ら
に

高
い

専
門

性
を

認
証

す
る

仕
組

み
の

構
築

を
図

る
な

ど
、
従
事
者
の
資
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

(職
能
団
体
、
養

成
機
関

の
団

体
そ

の
他

の
関

係
団

体
等

) 
■

厚
生

労
働

省
 

今
後

の
介

護
人

材
養

成
の

在
り

方
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
「

今
後

の
介

護
人

材
養

成
の

あ
り

方
つ

い
て

～
介

護
分

野
の

現
状

に
則

し
た

介
護

福

祉
士
の

養
成

の
在

り
方

と
介

護
人

材
の
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

」
（

20
11

年
1
月

) 
・

 介
護

福
祉

士
資

格
取

得
後

の
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
と

こ
ろ

十
分

な
仕

組
み

が
な

い
た
め

、
資

格
取
得

後
の

展
望
を

持
て

る
よ
う

に
す

る
た
め
に

も
、
そ

の
後

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

の
仕
組

み
を

つ
く

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
。

 1

20



  Ⅰ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
」
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
作
成
目
的
と
構
成

 

 （
１

）
作

成
目

的
 

 
○
認
定
介
護

福
祉

士
養

成
研

修
「

研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

」
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

は
、

各
研

修
実
施
機
関
が
本
研
修
を
企
画
、
展
開
す
る
際
の
指
針
と

し
て
、

ま
た

、
各

科
目

の
担

当
講

師
が

研
修

を
展

開
す

る
際

の
指

針
と

し
て

、
作

成
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

 
○
認
定
介
護

福
祉

士
養

成
研

修
を

企
画

、
展

開
す

る
際

、
実

施
機

関
や

講
師

に
よ

る
研

修
内

容
の

差
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
研
修
内
容
や
レ
ベ
ル
の
平
準
化
を
目

的
と
し

て
モ

デ
ル

と
な

る
研

修
展

開
例

を
含

め
た

具
体

的
な

研
修

の
手

引
き

と
し

て
作

成
さ

れ
て

い
る

。
 

 
○
科
目
ご
と

に
「

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
科

目
と

し
て

の
基

本
的

考
え

方
」

が
明

示
さ

れ
て

い
る

。
教
育
目
標
、
到
達
目
標
と
併
せ
て
研
修
の
企
画
、
展
開
す

る
際
の

指
針

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
 

 
○
各
科
目
の

到
達

度
を

担
保

す
る

た
め

の
「

習
得

す
べ

き
知

識
」

に
つ

い
て

も
各

科
目

の
「

研
修

の
企

画
・
展
開
の
手
引
き
」
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
後
に
併

せ
て
掲

載
し

て
い

る
（

知
識

で
は

な
く

実
技

・
実

践
が

主
の

科
目

等
で

は
作

成
さ

れ
て

い
な

い
場

合
が

あ
る
）
。
各
科
目
の
研
修
内
容
設
計
時
だ
け
で
な
く
、
試
験

問
題
作

成
時

の
参

考
資

料
と

し
て

活
用

で
き

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

 （
２

）
構

成
 

      

Ⅱ
．
「
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
」
の
実
施
枠
組
み

 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
の

概
要

と
研

修
全

体
の

展
開

方
法

に
つ
い
て
の
説
明
。
 

Ⅲ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
」
(講

師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
) 

各
科

目
の

「
研

修
内

容
」
「
教

育
内

容
」
「
研

修
方

法
」
「
研

修
の

展
開
例
」
に
つ
い
て
説
明
。
 

  Ⅱ
．
「
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
」
の
実
施
枠
組
み

 

 （
１

）
研

修
の

概
要

（
「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

研
修

テ
キ

ス
ト

」
第

1
章

第
1
節

よ
り

）
 

 １
．
認
定
介

護
福

祉
士

と
は

 

（
１
）
国
の

介
護

人
材

政
策

に
お

け
る

検
討

経
過

と
位

置
づ

け
 

 
認
定
介
護
福

祉
士

は
、

介
護

福
祉

士
に

資
格

取
得

後
の

継
続

的
な

教
育

機
会

を
提

供
し

、
介

護
福

祉
士

の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
①
利
用
者
の

Q
O

L
の
向
上
、

②
介
護
と
医

療
の

連
携

強
化

と
適

切
な

役
割

分
担

の
促

進
、
③

地
域

包
括

ケ
ア

の
推

進
等

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
の
高
度
化
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
つ
く
ら

れ
た

介
護

福
祉

士
の

た
め

の
仕

組
み

で
す

。
 

 
認
定
介
護
福

祉
士

は
国

の
介

護
人

材
政

策
に

基
づ

い
て

生
み

出
さ

れ
た

も
の

で
す

。
具

体
的

に
は

次
の

よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

 
 

■
20

07
年

社
会

福
祉

士
及

び
介

護
福

祉
士

法
改

正
時

の
「

国
会

付
帯

決
議

」
参

議
院

厚
生

労
働

委
員

会
附

帯
決
議
（

20
07

年
4
月

26
日
）
。
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員

会
附
帯

決
議

（
20

07
年

11
月

2
日

）
 

・
社
会

的
援

助
の

ニ
ー

ズ
が

増
大

し
て

い
る

こ
と

に
か

ん
が

み
、
重

度
の

認
知

症
や

障
害

を
持

つ
者

等
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
等
の
分
野
に
お
い
て
、
よ
り
専
門

的
対
応
が

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
専

門
社

会
福

祉
士

及
び

専
門

介
護

福
祉

士
の

仕
組

み
に

つ
い
て
、
早
急
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

 
■
「
社

会
福

祉
事

業
に

従
事

す
る

者
の

確
保

を
図

る
た

め
の

措
置

に
関

す
る

基
本

的
な

指
針

」（
20

07
年

厚
生
労
働
省
告
示
第

28
9
号
）

 
・

 国
家
資

格
等

の
有

資
格

者
に

つ
い

て
、
さ

ら
に

高
い

専
門

性
を

認
証

す
る

仕
組

み
の

構
築

を
図

る
な

ど
、
従
事
者
の
資
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

(職
能
団
体
、
養

成
機
関

の
団

体
そ

の
他

の
関

係
団

体
等

) 
■

厚
生

労
働

省
 

今
後

の
介

護
人

材
養

成
の

在
り

方
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
「

今
後

の
介

護
人

材
養

成
の

あ
り

方
つ

い
て

～
介

護
分

野
の

現
状

に
則

し
た

介
護

福

祉
士
の

養
成

の
在

り
方

と
介

護
人

材
の
今

後
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

」
（

20
11

年
1
月

) 
・

 介
護

福
祉

士
資

格
取

得
後

の
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

に
つ

い
て

は
、

現
在

の
と

こ
ろ

十
分

な
仕

組
み

が
な

い
た
め

、
資

格
取
得

後
の

展
望
を

持
て

る
よ
う

に
す

る
た
め
に

も
、
そ

の
後

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

の
仕
組

み
を

つ
く

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
。

 2

21



  

・
 介

護
福

祉
士

資
格

取
得

後
一

定
の

実
務

経
験

を
経

て
、

幅
広

い
知

識
・

技
術

を
身

に
付

け
、

質
の

高
い

介
護

を
行

い
、

他
の

現
場

職
員

を
指

導
で

き
る

レ
ベ

ル
に

達
し
た
介

護
福

祉
士

を
職

能
団

体
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な
わ
ち
、
財
政
と
人
口
の
制
約
か
ら
、
今
後
増
大

す
る

介
護
サ
ー
ビ

ス
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
す

べ
て
を

公
的

サ
ー

ビ
ス

で
対

応
し

た
り

、
専

門
的

な
人

材
で

対
応

で
き
る
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

地
域
包
括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

政
策

で
は

、
虚
弱
・
要

支
援

や
軽

度
者

に
つ

い
て

は
、
特

に
生

活
支

援
の

ニ
ー

ズ
（
掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、
住
環
境
整
備
、
買
物
、
見
守
り

、

ゴ
ミ
だ
し
、

配
食

、
配

送
、

買
い

物
、

移
送

、
行

政
手

続
き

、
権

利
擁

護
な

ど
）

を
、

営
利

の
民

間
サ

ー
ビ

ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

N
PO

に
よ
る
地
域
の
助
け
合
い
な

ど
多
様
な
担

い
手

に
よ

っ
て

対
応

す
る

方
向

が
目

指
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

れ
に

よ
り

、
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

へ
の
人
と
財
源
は
中
重
度
者
へ
の
支
援
に
向
け
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い

る
わ

け
で

す
。

 
 

ま
た
地
域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

も
と

で
は

、
医

療
と

介
護

の
役

割
分

担
が

変
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
十

分
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
（

20
13

年
）
を

受
け

た
「

医
療

介
護

一
体

確
保

法
」
に

よ
っ

て
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
と
い
う
政
策
目
標
は
、
医
療
と
介
護
を
同
時
に
改
革
す
る
た

め
の
目
標
と

な
り

ま
し

た
。
そ

こ
で

は
、
高
齢

者
医

療
は

、
病

床
機

能
分

化
を

進
め

て
、
早

期
の

在
宅

復
帰
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支

え

る
医
療
と
し

て
、
在

宅
医

療
を

中
心

に
予

防
、
早

期
発

見
、
健

康
管

理
、
終

末
期

医
療

等
を

行
い

、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ
け
地
域
や
在
宅
で
の
生
活
を

持

続
さ
せ
る
方

向
が

目
指

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
こ
う
し
た
政

策
の

も
と

、
今

後
も

、
居

宅
や

介
護

施
設

等
の

生
活

の
場

で
は

、
慢

性
期

障
害

の
よ

う
な

医
療
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
専
門
職

は
高
度
な
医

療
を

提
供

す
る

病
院

等
に

手
厚
く

配
置

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
こ

の
た

め
、
生

活
の

場
で

は
専
門
的
知
識
を
持
つ
介
護
福
祉
士
が
中
心
的
な
担
い
手
と
な

っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
を

計
画

・
管

理
す

る
と

と
も

に
、
医

療
的

ケ
ア

や
身

近
な

健
康

管
理

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族
へ
の
支

援

や
地
域
に
お

け
る

社
会

関
係

の
拡

大
な

ど
、
福

祉
の

専
門

職
と

し
て

の
心

理
・
社

会
的

な
支

援
も

介
護

福
祉

士
の
重
要
な
役
割
で
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
専
門
的
な
介

護
サ
ー
ビ
ス

の
中

核
的

な
人

材
で

あ
る

介
護
福

祉
士

は
、

中
重

度
者

向
け

の
サ

ー
ビ

ス
に

重
点

的
に

配
置

さ
れ
て
い
く
方
向
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

 

   
一
方
、
軽

度
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

は
担

い
手

が
多

様
化

し
、
介

護
福

祉
士

は
そ

の
一

部
と

な
り

ま
す

が
、
そ
の
場
合
で
も
、
要
介
護
度
の
維
持
や
改
善
を
図
る
た
め
の
生

活
リ
ハ
ビ
リ

に
つ

い
て

は
、
専

門
的

な
人

材
で

あ
る

介
護

福
祉

士
が

役
割

を
担

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
さ
ら
に
今
後
は
、
介
護
福
祉
士
が
社
会
福
祉
士
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

専
門

職
と

協
働

し
な

が
ら

、
介
護

専
門

職
の

立
場

か
ら

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

中
で

、
地
域
の
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
役

割
が
維
持
さ

れ
る

環
境

づ
く

り
、
家

族
へ

の
支

援
、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
活

動
と

専
門

的
な

支
援

と
の

協
働

や
機
関
間
連
携
を
促
進
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
も
必
要
で
す
。 

  
③
専
門
職
能

に
ふ

さ
わ

し
い

職
務

の
明

確
化

 
 

地
域
包
括
ケ

ア
が

め
ざ

す
方

向
を

踏
ま

え
る

と
、
今

後
は

介
護

人
材

に
つ

い
て

も
職

務
の

分
化
が
必
要

で
す

。
こ

の
た

め
機

構
で

は
、
介

護
人

材
の

業
務

分
担

の
推

進
と

介
護

福
祉

士

の
職
務
の
明

確
化

の
た

め
に

、
図

表
3
に

示
す

方
向

性
を

提
言

し
ま

し
た

。
多

様
な

人
材

が

担
う
生
活
支

援
サ

ー
ビ

ス
と

、
専

門
的

な
介
護

と
し

て
行

う
介

護
福

祉
士

の
業

務
を

明
確

に

区
別
し
、
介

護
福

祉
士

の
職

務
を

明
確

に
す
る

こ
と

を
狙

い
と

し
て

い
ま

す
。
生

活
支

援
に

あ
る

家
事

援
助

的
な

業
務

を
専

門
的

な
介

護
の

一
環

と
し

て
介

護
福

祉
士

が
行

う
こ

と
は

当
然
あ
り
ま

す
が

、
介

護
福

祉
士

は
あ

く
ま
で

も
専

門
的

な
介

護
を

行
う

職
業

と
し

て
確

立

し
て
い
く
と

い
う

こ
と

を
め

ざ
す

と
い

う
考
え

で
す

。
家

事
援

助
そ

の
も

の
を

業
と

す
る

人

に
つ
い
て
も

、
別

の
職

業
や

サ
ー

ビ
ス

と
し
て

確
立

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
 

 
図
表

3
に

介
護

福
祉

士
の

業
務

と
し

て
掲

げ
た

こ
と

を
、

こ
れ

ま
で

養
成

さ
れ

た
介

護

福
祉
士
の
す

べ
て

が
し

っ
か

り
と

担
え

る
か
と

い
う

と
、
そ

う
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

の
原

因
の

1
つ
は
、
介

護
福

祉
士

の
養

成
プ

ロ
セ
ス

が
、
長

年
の

間
、
養

成
課

程
を

経
る

場
合

に

は
国
家
試
験

を
受

け
な

く
て

よ
い

、
国

家
試
験

を
受

け
る

場
合

に
は

養
成

課
程

を
経

な
く

て

も
よ
い
、
と

い
う

形
に

な
っ

て
い

た
こ

と
で
す

。
ま

た
養

成
課

程
や

国
家

試
験

の
内

容
が

、

こ
こ
に
あ
げ

た
内

容
に

十
分

対
応

で
き

て
い
な

か
っ

た
（

い
な

い
）
こ

と
も

原
因

で
す

。
し

た
が
っ
て
、
す

で
に

介
護

福
祉

士
と

な
っ

た
人

に
対

し
て

は
継

続
教

育
が

必
要

で
す

し
、
養

成
課
程
の
高

度
化

も
必

要
で

す
。

 

●
図

表
3 

※
こ
こ
で
い
う
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

等
に
定
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
活
支
援
（
自
立
し
た

日

常
生
活
の
支
援
）
を
意
味
す
る
。

 


状
態
改
善
を
目
的
と
し
た
介

護
（
動
作
・
活
動
の
回
復
・拡

大
）


生
活
の
場
で
の
医
療
的

ケ
ア
、

生
活
リ
ハ

ビ
リ
、
身
近
な
健
康
管
理


利
用
者
へ
の
心
理
的
支
援
、

社
会
関
係
の
拡
充
、
個
別
ケ
ア
に

お
け
る
地
域
と
の
協
働
、
家
族
へ

の
介
護
技
術
の
指
導
・
支
援


ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
個
別
支
援
計

画
作
成

今
後

め
ざ
す
べ
き
介
護

人
材

の
業

務
分
担

の
推

進
と

介
護

福
祉

士
の
職

務
の

明
確

化


掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、
住
環
境
整
備
、
買
物
、
外
出
付
き
添

い
、
配
食
、
配
達
、
移
送
、
行
政
手
続
き
、
権
利
擁
護
等

認
定

介
護

福
祉

士

介
護

福
祉
士


地
域
に
お
け
る

機
関
間
連
携
、

多
様
な
資
源
の

協
働


介
護
力
向
上
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発


介

護
職

チ
ー
ム

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

生
活

支
援

サ
ー
ビ
ス
提

供
者

5
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  介
護
福
祉
士

と
し

て
一

定
の

経
験

を
重

ね
た

後
は

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

に
な

っ
て

い
く

こ
と

が
見

ら
れ

ま
す

。
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
介
護
の
仕
事
の
深
み
、

魅
力
を
継
続

教
育

を
通

し
て

よ
り

深
く

実
感

し
、
そ

れ
を

後
輩

た
ち

に
伝

え
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

人
材

、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
実
現
で
き
る
よ
う
人
と
組
織
を
マ

ネ
ー
ジ
で
き

る
人

材
を

育
成

で
き

る
道

筋
を

つ
く

り
、
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
的

な
評

価
と

適
切

な
処

遇
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
道
筋
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

の
で
す
。

 
  

②
地
域
包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

で
求

め
ら

れ
る

介
護

福
祉

士
の

役
割

～
介

護
と

医
療

の
連

携
強

化
と

適
切

な
役
割
分
担
の
促
進

 
 

現
在
進
め
ら

れ
て

い
る

地
域

包
括

ケ
ア

ス
テ

ム
の

構
築

を
め

ざ
す

政
策

は
、
日

本
が

直
面

し
て

い
る

財
政
の
制
約
（
膨
大
な
公
的
債
務
、
増
税
が
回
避
さ
れ
る
政
治
状

況
）
と
人
口
の

制
約
（

高
齢

者
の

増
加

と
生

産
年

齢
人

口
の

減
少

）
の

も
と

で
構

想
さ

れ
て

い
る

も
の

で
す

。
す
な
わ
ち
、
財
政
と
人
口
の
制
約
か
ら
、
今
後
増
大

す
る

介
護
サ
ー
ビ

ス
ニ

ー
ズ

に
つ

い
て

、
す

べ
て
を

公
的

サ
ー

ビ
ス

で
対

応
し

た
り

、
専

門
的

な
人

材
で

対
応

で
き
る
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

地
域
包
括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

政
策

で
は

、
虚
弱
・
要

支
援

や
軽

度
者

に
つ

い
て

は
、
特

に
生

活
支

援
の

ニ
ー

ズ
（
掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、
住
環
境
整
備
、
買
物
、
見
守
り

、

ゴ
ミ
だ
し
、

配
食

、
配

送
、

買
い

物
、

移
送

、
行

政
手

続
き

、
権

利
擁

護
な

ど
）

を
、

営
利

の
民

間
サ

ー
ビ

ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

N
PO

に
よ
る
地
域
の
助
け
合
い
な

ど
多
様
な
担

い
手

に
よ

っ
て

対
応

す
る

方
向

が
目

指
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

れ
に

よ
り

、
公

的
な

サ
ー

ビ
ス

へ
の
人
と
財
源
は
中
重
度
者
へ
の
支
援
に
向
け
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い

る
わ

け
で

す
。

 
 

ま
た
地
域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

も
と

で
は

、
医

療
と

介
護

の
役

割
分

担
が

変
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
十

分
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
（

20
13

年
）
を

受
け

た
「

医
療

介
護

一
体

確
保

法
」
に

よ
っ

て
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
と
い
う
政
策
目
標
は
、
医
療
と
介
護
を
同
時
に
改
革
す
る
た

め
の
目
標
と

な
り

ま
し

た
。
そ

こ
で

は
、
高
齢

者
医

療
は

、
病

床
機

能
分

化
を

進
め

て
、
早

期
の

在
宅

復
帰
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支

え

る
医
療
と
し

て
、
在

宅
医

療
を

中
心

に
予

防
、
早

期
発

見
、
健

康
管

理
、
終

末
期

医
療

等
を

行
い

、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ
け
地
域
や
在
宅
で
の
生
活
を

持

続
さ
せ
る
方

向
が

目
指

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
こ
う
し
た
政

策
の

も
と

、
今

後
も

、
居

宅
や

介
護

施
設

等
の

生
活

の
場

で
は

、
慢

性
期

障
害

の
よ

う
な

医
療
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
専
門
職

は
高
度
な
医

療
を

提
供

す
る

病
院

等
に

手
厚
く

配
置

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
こ

の
た

め
、
生

活
の

場
で

は
専
門
的
知
識
を
持
つ
介
護
福
祉
士
が
中
心
的
な
担
い
手
と
な

っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
を

計
画

・
管

理
す

る
と

と
も

に
、
医

療
的

ケ
ア

や
身

近
な

健
康

管
理

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族
へ
の
支

援

や
地
域
に
お

け
る

社
会

関
係

の
拡

大
な

ど
、
福

祉
の

専
門

職
と

し
て

の
心

理
・
社

会
的

な
支

援
も

介
護

福
祉

士
の
重
要
な
役
割
で
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
専
門
的
な
介

護
サ
ー
ビ
ス

の
中

核
的

な
人

材
で

あ
る

介
護
福

祉
士

は
、

中
重

度
者

向
け

の
サ

ー
ビ

ス
に

重
点

的
に

配
置

さ
れ
て
い
く
方
向
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

 

   
一
方
、
軽

度
者

へ
の

サ
ー

ビ
ス

は
担

い
手

が
多

様
化

し
、
介

護
福

祉
士

は
そ

の
一

部
と

な
り

ま
す

が
、
そ
の
場
合
で
も
、
要
介
護
度
の
維
持
や
改
善
を
図
る
た
め
の
生

活
リ
ハ
ビ
リ

に
つ

い
て

は
、
専

門
的

な
人

材
で

あ
る

介
護

福
祉

士
が

役
割

を
担

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
さ
ら
に
今
後
は
、
介
護
福
祉
士
が
社
会
福
祉
士
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

専
門

職
と

協
働

し
な

が
ら

、
介
護

専
門

職
の

立
場

か
ら

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

中
で

、
地
域
の
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
役

割
が
維
持
さ

れ
る

環
境

づ
く

り
、
家

族
へ

の
支

援
、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
活

動
と

専
門

的
な

支
援

と
の

協
働

や
機
関
間
連
携
を
促
進
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
も
必
要
で
す
。 

  
③
専
門
職
能

に
ふ

さ
わ

し
い

職
務

の
明

確
化

 
 

地
域
包
括
ケ

ア
が

め
ざ

す
方

向
を

踏
ま

え
る

と
、
今

後
は

介
護

人
材

に
つ

い
て

も
職

務
の

分
化
が
必
要

で
す

。
こ

の
た

め
機

構
で

は
、
介

護
人

材
の

業
務

分
担

の
推

進
と

介
護

福
祉

士

の
職
務
の
明

確
化

の
た

め
に

、
図

表
3
に

示
す

方
向

性
を

提
言

し
ま

し
た

。
多

様
な

人
材

が

担
う
生
活
支

援
サ

ー
ビ

ス
と

、
専

門
的

な
介
護

と
し

て
行

う
介

護
福

祉
士

の
業

務
を

明
確

に

区
別
し
、
介

護
福

祉
士

の
職

務
を

明
確

に
す
る

こ
と

を
狙

い
と

し
て

い
ま

す
。
生

活
支

援
に

あ
る

家
事

援
助

的
な

業
務

を
専

門
的

な
介

護
の

一
環

と
し

て
介

護
福

祉
士

が
行

う
こ

と
は

当
然
あ
り
ま

す
が

、
介

護
福

祉
士

は
あ

く
ま
で

も
専

門
的

な
介

護
を

行
う

職
業

と
し

て
確

立

し
て
い
く
と

い
う

こ
と

を
め

ざ
す

と
い

う
考
え

で
す

。
家

事
援

助
そ

の
も

の
を

業
と

す
る

人

に
つ
い
て
も

、
別

の
職

業
や

サ
ー

ビ
ス

と
し
て

確
立

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
 

 
図
表

3
に

介
護

福
祉

士
の

業
務

と
し

て
掲

げ
た

こ
と

を
、

こ
れ

ま
で

養
成

さ
れ

た
介

護

福
祉
士
の
す

べ
て

が
し

っ
か

り
と

担
え

る
か
と

い
う

と
、
そ

う
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

の
原

因
の

1
つ
は
、
介

護
福

祉
士

の
養

成
プ

ロ
セ
ス

が
、
長

年
の

間
、
養

成
課

程
を

経
る

場
合

に

は
国
家
試
験

を
受

け
な

く
て

よ
い

、
国

家
試
験

を
受

け
る

場
合

に
は

養
成

課
程

を
経

な
く

て

も
よ
い
、
と

い
う

形
に

な
っ

て
い

た
こ

と
で
す

。
ま

た
養

成
課

程
や

国
家

試
験

の
内

容
が

、

こ
こ
に
あ
げ

た
内

容
に

十
分

対
応

で
き

て
い
な

か
っ

た
（

い
な

い
）
こ

と
も

原
因

で
す

。
し

た
が
っ
て
、
す

で
に

介
護

福
祉

士
と

な
っ

た
人

に
対

し
て

は
継

続
教

育
が

必
要

で
す

し
、
養

成
課
程
の
高

度
化

も
必

要
で

す
。

 

●
図

表
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※
こ
こ
で
い
う
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法

等
に
定
め
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
活
支
援
（
自
立
し
た

日

常
生
活
の
支
援
）
を
意
味
す
る
。

 


状
態
改
善
を
目
的
と
し
た
介

護
（
動
作
・
活
動
の
回
復
・拡

大
）


生
活
の
場
で
の
医
療
的

ケ
ア
、

生
活
リ
ハ

ビ
リ
、
身
近
な
健
康
管
理


利
用
者
へ
の
心
理
的
支
援
、

社
会
関
係
の
拡
充
、
個
別
ケ
ア
に

お
け
る
地
域
と
の
協
働
、
家
族
へ

の
介
護
技
術
の
指
導
・
支
援


ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
個
別
支
援
計

画
作
成

今
後

め
ざ
す
べ
き
介
護

人
材

の
業

務
分
担

の
推

進
と

介
護

福
祉

士
の
職

務
の

明
確

化


掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、
住
環
境
整
備
、
買
物
、
外
出
付
き
添

い
、
配
食
、
配
達
、
移
送
、
行
政
手
続
き
、
権
利
擁
護
等

認
定

介
護

福
祉

士

介
護

福
祉
士


地
域
に
お
け
る

機
関
間
連
携
、

多
様
な
資
源
の

協
働


介
護
力
向
上
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発


介

護
職

チ
ー
ム

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

生
活

支
援

サ
ー
ビ
ス
提

供
者

6

25



   
認
定
介
護

福
祉

士
制

度
は

、
介

護
福

祉
士
が

養
成

課
程

で
は

習
得

で
き

な
い

知
識

・
技

術
・

判
断

力
を
資
格

取
得

後
の

継
続

教
育

の
な

か
で

獲
得

し
、
専

門
的

な
介
護

を
担
う
中
核

的
な

人
材

と
し

て
確

立
し
て

い
く

こ
と

、
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
的

な
評

価
を

得
て

、
職

業
と

し
て

確
立

さ
せ

て
い
く

こ
と

を
狙

い
と

し
て

い
ま

す
。
ま

た
、
そ
の
養

成
研

修
の

内
容

は
、

図
表

3
の
内

容
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

 
  
④
認
定
介

護
福

祉
士

が
利

用
者

、
職
場

、
地

域
に

も
た

ら
す

効
果

 
 
図
表
４
は

認
定

介
護

福
祉

士
が

配
置
さ

れ
る

こ
と

で
、
利

用
者

、
職

場
、
地

域
に

も
た

ら
す

効
果

を
示

し
た

も
の

で
す

。
認

定
介

護
福

祉
士

は
、
介

護
職

チ
ー

ム
の
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
と

し
て

、
人

材
の

育
成
や

指
導

、
他

職
種

連
携

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
と

な
り

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
よ

る
利

用
者

の
Q

O
L

の
向

上
、
効
果
的
・

効
率

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
運

用
や

人
材

活
用

に
よ

る
介

護
人

材
不

足
の

解
消

、
介

護
と

医
療

の
連

携
促

進
や

地
域

の
介

護
力

の
向

上
を

通
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム

と
い

っ
た

効
果

を
も

た
ら
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

 
 ●

図
表
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  ２
．
認
定
介

護
福

祉
士

の
役

割
と

実
践
力

と
配

置
イ

メ
ー

ジ
 

（
１
）
認
定

介
護

福
祉

士
の

役
割

実
践
力

 

 
図
表

5
は
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
（

中
心

の
円

）
と

実
践

力
（

周
辺

）
を

示
し

た
も

の
で

す
。

 
 
 
●
図
表

5 

 
認

定
介

護
福

祉
士

が
果

た
す

役
割

は
、

①
介

護
職

チ
ー

ム
の

統
括

責
任

者
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、
②

他
職

種
と

の
連

携
の

中
核

と
な

る
役

割
、
③

地
域

の
介

護
力

向
上

へ
の

働
き

か
け

な
ど

の
役

割
で

す
。

 
  

介
護

職
チ

ー
ム

に
は

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

に
お

け
る

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

、

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
な

ど
、

小
チ

ー
ム

の
リ

ー
ダ

ー
が

い
ま

す
が

、
認

定
介

護
福

祉
士

は
、

そ
れ

ら
の

リ
ー

ダ
ー

を
束

ね
て

、
介

護
職

チ
ー

ム
全

体
を

統
括

す
る

役
割

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
一

言
で

い
え

ば
介

護
チ

ー
ム

の
統

括
責

任
者
・
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

で
す

。
そ

の
た

め
に

、
研

修
で

は
、
統

括
マ

ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
な

る
た

め
の

実
践

力
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

チ
ェ

ッ
ク
・

向
上

、
介

護
技
術

の
指

導
、
ツ

ー
ル

開
発

、
サ

ー
ビ

ス
改

善
、
人

材
育

成
な

ど
を

行
う

力
を

形
成

し
ま

す
。

 
 

介
護

チ
ー

ム
の

統
括

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

で
あ

れ
ば

、
医

療
職

等
他

職
種

チ

ー
ム

の
責

任
者

と
連

携
す

る
際

の
中

核
の

役
割

を
担

い
ま

す
。

介
護

職
側

で
重

視
す

る
支

援
方

針
や

職
場

の
サ

ー
ビ

ス
の

在
り

方
を

他
職

種
チ

ー
ム

の
責

任
者

に
説

得
力

を
も

っ
て

説
明

し
た

り
（

多
職

種
の

責
任

者
た

ち
が

協
働

し
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
マ

ネ
ー

ジ
す

る
ド

ー
ナ

ツ
型

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
前

提
と

し
て

い
ま

す
）
、
ま

た
日

々
の

サ
ー

ビ
ス

で
介

護
職

と
他

職

種
が

連
携

で
き

る
よ

う
に

、
介

護
職

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

た
ち

を
指

導
す
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認
定
介
護

福
祉

士
制

度
は

、
介

護
福

祉
士
が

養
成

課
程

で
は

習
得

で
き

な
い

知
識

・
技

術
・

判
断

力
を
資
格

取
得

後
の

継
続

教
育

の
な

か
で

獲
得

し
、
専

門
的

な
介
護

を
担
う
中
核

的
な

人
材

と
し

て
確

立
し
て

い
く

こ
と

、
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
的

な
評

価
を

得
て

、
職

業
と

し
て

確
立

さ
せ

て
い
く

こ
と

を
狙

い
と

し
て

い
ま

す
。
ま

た
、
そ
の
養

成
研

修
の

内
容

は
、

図
表

3
の
内

容
に

対
応

し
て

い
ま

す
。

 
  
④
認
定
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護
福

祉
士

が
利

用
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、
職
場

、
地

域
に

も
た

ら
す

効
果

 
 
図
表
４
は

認
定

介
護

福
祉

士
が

配
置
さ

れ
る

こ
と

で
、
利

用
者

、
職

場
、
地

域
に

も
た

ら
す

効
果

を
示

し
た

も
の

で
す

。
認

定
介

護
福

祉
士

は
、
介

護
職

チ
ー

ム
の
ト

ッ
プ
リ
ー
ダ

ー
と

し
て

、
人

材
の

育
成
や

指
導

、
他

職
種

連
携

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
と

な
り

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
よ

る
利

用
者

の
Q

O
L

の
向

上
、
効
果
的
・

効
率

的
な

サ
ー

ビ
ス

の
運

用
や

人
材

活
用
に

よ
る

介
護

人
材

不
足

の
解

消
、
介

護
と

医
療

の
連

携
促

進
や

地
域

の
介

護
力

の
向

上
を

通
し

た
地

域
包

括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム

と
い

っ
た

効
果

を
も

た
ら

す
こ
と

が
期

待
さ

れ
ま

す
。
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の
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（
１
）
認
定

介
護

福
祉

士
の

役
割

実
践
力
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5
は
認

定
介

護
福

祉
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の
役

割
（

中
心

の
円

）
と

実
践

力
（

周
辺

）
を

示
し

た
も

の
で

す
。
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認

定
介

護
福

祉
士

が
果

た
す

役
割

は
、

①
介

護
職

チ
ー

ム
の

統
括

責
任

者
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、
②

他
職

種
と

の
連

携
の

中
核

と
な

る
役

割
、
③

地
域

の
介

護
力

向
上

へ
の

働
き

か
け

な
ど

の
役

割
で

す
。

 
  

介
護

職
チ

ー
ム

に
は

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

に
お

け
る

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

、

フ
ロ

ア
リ

ー
ダ

ー
な

ど
、

小
チ

ー
ム

の
リ

ー
ダ

ー
が

い
ま

す
が

、
認

定
介

護
福

祉
士

は
、

そ
れ

ら
の

リ
ー

ダ
ー

を
束

ね
て

、
介

護
職

チ
ー

ム
全

体
を

統
括

す
る

役
割

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
一

言
で

い
え

ば
介

護
チ

ー
ム

の
統

括
責

任
者
・
マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

で
す

。
そ

の
た

め
に

、
研

修
で

は
、
統

括
マ

ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
な

る
た

め
の

実
践

力
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

チ
ェ

ッ
ク
・

向
上

、
介

護
技
術

の
指

導
、
ツ

ー
ル

開
発

、
サ

ー
ビ

ス
改

善
、
人
材

育
成

な

ど
を

行
う

力
を

形
成

し
ま

す
。

 
 

介
護

チ
ー

ム
の

統
括

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

で
あ

れ
ば

、
医

療
職

等
他

職
種

チ

ー
ム

の
責

任
者

と
連

携
す

る
際

の
中

核
の

役
割

を
担

い
ま

す
。

介
護

職
側

で
重

視
す

る
支

援
方

針
や

職
場

の
サ

ー
ビ

ス
の

在
り

方
を

他
職

種
チ

ー
ム

の
責

任
者

に
説

得
力

を
も

っ
て

説
明

し
た

り
（

多
職

種
の

責
任

者
た

ち
が

協
働

し
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
マ

ネ
ー

ジ
す

る
ド

ー
ナ

ツ
型

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
前

提
と

し
て

い
ま

す
）
、
ま

た
日

々
の

サ
ー

ビ
ス

で
介

護
職

と
他

職

種
が

連
携

で
き

る
よ

う
に

、
介

護
職

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

た
ち

を
指

導
す

8
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  る
と
い
っ
た

役
割

で
す

。
こ

の
た

め
に

、
研

修
で

は
、
他

職
種

の
専

門
知

識
を

学
び

，
他

職
種

が
介

護
職

に
期
待
す
る
役
割
、
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
と
と
も
に

、
介

護
福
祉
の
視

点
か

ら
適

切
な

医
療

の
活

用
を

提
案

す
る

力
を

身
に

つ
け

ま
す

。
 

な
お

、
統

括
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

し
て

以
上

の
指

導
的

な
役

割
や

連
携

の
中

核
の

役
割

を
果

た
す

前
提

と
し

て
、

十
分

な
介

護
実

践
力

を
完

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

養
成
課
程
で

は
学

ば
な

い
、
医

療
、
リ

ハ
ビ
リ

、
心

理
社

会
的

支
援

の
知

識
を

学
ん

だ
う

え
で

、
こ

れ
ら

を
総
合
的
に
活
用
し
た
介
護
計
画
を
立
案
し
た
り
、
介
護
技
術

の
指
導
に
発

揮
し

た
り

と
い

う
形

で
、

自
身

の
実

践
力

も
完

成
さ

せ
ま

す
。

 
 

以
上
は
組
織

内
の

役
割

で
す

が
、
地

域
の
介

護
力

向
上

は
、
組

織
の

外
に

向
か

っ
て

い
く

役
割

で
す

。
そ

の
内
容
は
、
介
護
者
の
家
族
に
対
す
る
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
な
ど
住
民

の
支

援
者

と
の

協
働

、
地

域
課
題

に
対

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

・
実

施
、
多
機

関
と

の
協

働
な
ど
で
す
。
介
護
福
祉
士
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と

は
こ
れ
ま
で

あ
ま

り
期

待
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

な
か

で
介

護
福

祉
の

専
門
職
が
そ
の
専
門
性
を
地
域
で
発
揮
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
。
地

域
ケ

ア
会

議
、
計

画
策

定
委

員
会

な
ど

多
機

関
連

携
・

協
働

の
場

に
、
介

護
福

祉
の

専
門

職
を
代
表
し
て
多
く
の
認
定
介
護
福
祉
士
が
参
画
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 
 

さ
ら
に
は
、
認

定
介

護
福

祉
士

が
地

域
の
介

護
職

グ
ル

ー
プ

を
代

表
し

、
介

護
職

能
の

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
、
介
護
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、

社
会
的
に
活

躍
す

る
日

が
く

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

 （
２
）
認
定

介
護

福
祉

士
配

置
の

イ
メ

ー
ジ

 

 
図
表

6～
8
は

、
認

定
介

護
福

祉
士

の
配
置

イ
メ

ー
ジ

で
す

。
統

括
責

任
者

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
か

ら
、

各
施
設
や
事
業
所
に
必
要
な
認
定
介
護
福
祉
士
の
人
数
は
少
数

（
最
低

1
名
）

で
す

が
、

指
導

や
職

種
間

連
携

の
中

核
的

な
位

置
に

配
置

さ
れ

ま
す

。
 

 
ま
た
、
そ

の
下

の
リ

ー
ダ

ー
層

は
、
認

定
介

護
福

祉
士

と
無

関
係

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
認

定
介

護
福

祉
士

を
め
ざ
し
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
十
分
な
介
護
実
践
力
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視

点
を

修
得

し
て

い
く

と
い

う
形

で
、

職
場

全
体

、
介

護
福

祉
士

全
体

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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定
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の
配
置
の
イ
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  る
と
い
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割

で
す

。
こ

の
た
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に

、
研
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で

は
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他
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の
専

門
知

識
を
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，
他
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が
介

護
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に
期
待
す
る
役
割
、
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
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と
と
も
に

、
介

護
福
祉
の
視

点
か

ら
適

切
な

医
療

の
活

用
を

提
案

す
る

力
を
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に

つ
け

ま
す

。
 

な
お

、
統

括
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

し
て

以
上

の
指

導
的

な
役

割
や

連
携

の
中

核
の

役
割

を
果

た
す

前
提

と
し

て
、

十
分

な
介

護
実

践
力

を
完

成
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

養
成
課
程
で

は
学
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な

い
、
医

療
、
リ
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ビ
リ

、
心

理
社

会
的

支
援

の
知

識
を

学
ん

だ
う

え
で

、
こ

れ
ら

を
総
合
的
に
活
用
し
た
介
護
計
画
を
立
案
し
た
り
、
介
護
技
術

の
指
導
に
発

揮
し

た
り

と
い

う
形

で
、

自
身

の
実

践
力

も
完

成
さ

せ
ま

す
。

 
 

以
上
は
組
織

内
の

役
割

で
す

が
、
地

域
の
介

護
力

向
上

は
、
組

織
の

外
に

向
か

っ
て

い
く

役
割

で
す

。
そ

の
内
容
は
、
介
護
者
の
家
族
に
対
す
る
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
な
ど
住
民

の
支

援
者

と
の

協
働

、
地

域
課
題

に
対

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

・
実

施
、
多
機

関
と

の
協

働
な
ど
で
す
。
介
護
福
祉
士
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
こ
と

は
こ
れ
ま
で

あ
ま

り
期

待
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

な
か

で
介

護
福

祉
の

専
門
職
が
そ
の
専
門
性
を
地
域
で
発
揮
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
す
。
地

域
ケ

ア
会

議
、
計

画
策

定
委

員
会

な
ど

多
機

関
連

携
・

協
働

の
場

に
、
介

護
福

祉
の

専
門

職
を
代
表
し
て
多
く
の
認
定
介
護
福
祉
士
が
参
画
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

 
 

さ
ら
に
は
、
認

定
介

護
福

祉
士

が
地

域
の
介

護
職

グ
ル

ー
プ

を
代

表
し

、
介

護
職

能
の

ト
ッ

プ
リ

ー
ダ

ー
、
介
護
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
っ
て
、

社
会
的
に
活

躍
す

る
日

が
く

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
 

 （
２
）
認
定

介
護

福
祉

士
配

置
の

イ
メ

ー
ジ

 

 
図
表

6～
8
は

、
認

定
介

護
福

祉
士

の
配

置
イ

メ
ー

ジ
で

す
。

統
括

責
任

者
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

か
ら

、
各

施
設
や
事
業
所
に
必
要
な
認
定
介
護
福
祉
士
の
人
数
は
少
数

（
最
低

1
名
）

で
す

が
、

指
導

や
職

種
間

連
携

の
中

核
的

な
位

置
に

配
置

さ
れ

ま
す

。
 

 
ま
た
、
そ

の
下

の
リ

ー
ダ

ー
層

は
、
認

定
介

護
福

祉
士

と
無

関
係

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
認

定
介

護
福

祉
士
を
め
ざ
し
て
勉
強
す
る
こ
と
で
、
十
分
な
介
護
実
践
力
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視

点
を

修
得

し
て

い
く

と
い
う

形
で

、
職

場
全

体
、

介
護

福
祉

士
全

体
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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介
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配
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イ
メ
ー
ジ
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  ３
．
認
定
介

護
福

祉
士

の
研

修
体

系
 

 
認
定
介
護
福

祉
士

養
成

研
修
（

総
時

間
数

60
0
時

間
）
の

9
領

域
・

22
科

目
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま
た
そ
の
研
修
体
系
は
、「

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
Ⅰ
類

」

と
「
認
定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

Ⅱ
類

」
の

2
段

階
の

体
系

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

Ⅰ
類
は
、
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

学
べ

な
い

知
識
（

医
療

職
等

と
の

連
携

に
必

要
な

医
学

や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
、
福
祉
用
具
と
住

環
境
、
認
知
症

、
心

理
・
社

会
的

支
援

等
の
実

践
的

な
知

識
）

を
新

た
に

体
系

的
に

修
得

し
、

他
職

種
と
の

連
携
・
協
働
を
含
む
十
分
な
介
護
実
践
力
（
中
核
的
人

材
と

し
て
の
介
護

福
祉

士
に

今
後

求
め

ら
れ

る
知
識
・
判

断
力
・
技

術
）
を

完
成

さ
せ

る
た

め
の

部
分

で
す

。
図
表

3
に
示
し
た
介
護
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る
職
務
を
遂
行
す

る
た
め
に
必

要
な

知
識

・
技

術
・

実
践

力
を

獲
得

す
る

た
め

の
部

分
と

い
え

ま
す

。
 

 
Ⅱ
類
は
、
介

護
実

践
の

指
導

力
、
サ

ー
ビ

ス
管

理
、
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
利

用
者

を
中

心
と

し
た

地
域
づ
く
り
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
を
展
開
で
き

る
力

を
養
成
す
る

も
の

で
す

。
 

 
養
成
研
修
は

60
0
時

間
と

い
う

本
格

的
な

も
の

で
す

が
、

こ
の

う
ち

26
4
時

間
は

自
職

場
・

自
宅

等
に

お
け
る
課
題
学
習
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
受
講
負

担
を
軽
減
す

る
と

と
も

に
、

集
合

研
修

の
事

前
や

事
後

の
学

習
に

よ
っ

て
、

実
践

と
知

識
を

結
び

付
け

た
り

、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
実
行
し
た
り
と
い
う
形
で
、
実

践
と
学
習
の

循
環

を
図

る
こ

と
も

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
 

 
ま
た
、
一
定

の
実

務
経

験
と

学
習

経
験

を
も

つ
介

護
福

祉
士

で
な

け
れ

ば
、

経
験

を
活

用
し

た
学

習
が

で
き
ず
研
修
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
認
定
介
護
福

祉
士
の
養
成

研
修

を
受

講
す

る
た

め
に

次
の

よ
う

な
要

件
が

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 １
．
下
記
ア

～
ウ

の
い

ず
れ

も
満

た
す

こ
と

 
ア
 

介
護

福
祉

士
資

格
取

得
後

の
実

務
経

験
５

年
以

上
（

実
務

経
験

の
考

え
方

は
介

護
福

祉
士

国
家

試
験

の
受
験
資
格
に
準
ず
る
）

 
イ

 介
護
職

員
を

対
象

と
し

た
現

任
研

修
の

受
講

歴
と

し
て

、
10

0 
時

間
以

上
の

履
歴

を
有

し
て

い
る

こ
と
。

 
ウ

 研
修
実

施
団

体
の

課
す

レ
ポ

ー
ト

課
題

又
は

受
講

試
験

に
お

い
て

一
定

水
準

の
成

績
を

修
め

て
い

る
こ
と
。
た
だ
し
、
機
構
の
定
め
る
研
修
（
例
え
ば
介
護
福
祉

士
フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
研

修
や

認
知

症
介

護
指

導
者

養
成

研
修

等
）

を
修

了
し

て
い

る
場

合
は

免
除
す
る
。

 
 

 
な

お
、

レ
ポ

ー
ト

課
題

又
は

受
講

試
験

の
実

施
は

、
「

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
」

を
実

施
す

る
研

修
団
体
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

 
    ２
．
次
の
エ

又
は

オ
を

満
た

す
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

エ
 介

護
職

の
小

チ
ー

ム
（

ユ
ニ

ッ
ト

等
、

5～
10

 名
の

介
護

職
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

チ
ー

ム
）

の
リ
ー
ダ
ー
（
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

等
）
と

し
て

の
実

務
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 
オ

 居
宅
、

居
住

（
施

設
）

系
サ

ー
ビ

ス
双

方
で

の
生

活
支

援
の

経
験

が
あ

る
こ

と
。

 
  

た
だ
し
、
Ⅰ

類
の

科
目

で
、

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
等

の
基

礎
的

な
知

識
を

体
系

的
に

学
ぶ

科
目

（
6
科

目
）

に
つ
い
て
は
、
受
講
要
件
を
設
け
ず
、
経
験
の
浅
い
現
任
者

や
養
成
課
程

を
学

ん
で

い
る

学
生

で
も

受
講

す
る

こ
と

を
可

能
と

し
て

い
ま

す
。

 
考

え
方

 
到
達
目
標
 

Ⅰ
類
 

○
介
護
福
祉
士
養
成
課
程
で
は
学
ば
な
い
新
た
な
知
識
（
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
用
具
と
住

環
境
、
認
知
症
、
心
理
・
社
会
的
支
援
等
）
を
修
得
し
、
他
職
種
と
の
連
携
・
協
働
を
含
め

た
認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
十
分
な
介
護
実
践
力
を
完
成
さ
せ
る
。
 

○
利
用
者
の
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
等
に
お
け
る
考
え
方
に
た
っ
た
介
護
過
程
の
展
開
を
、

介
護
職
の
小
チ
ー
ム
（
ユ
ニ
ッ
ト
等
、

5～
10

名
の
介
護
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
チ
ー

ム
）
の
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
獲
得
す
る
。
 

●
認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
介
護
職
チ
ー
ム
を
指
導
す
る
た
め

の
十
分
な
介
護
実
践
力
を
確
立
す
る
。
 

●
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
用
具
と
住
環
境
、
心

理
・
社
会
的
支
援
等
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
獲
得
す
る
。
 

●
介
護
職
チ
ー
ム
に
お
い
て
自
立
に
向
け
た
介
護
過
程
の
展
開

を
指
導
で
き
る
力
を
養
成
す
る
。
 

Ⅱ
類
 

○
Ⅰ
類
で
学
ん
だ
知
識
を
も
っ
て
、
根
拠
に
基
づ
く
自
立
に
向
け
た
介
護
実
践
の
指
導
を
す
る

力
を
獲
得
す
る
。
 

○
認
定
介
護
福
祉
士
に
必
要
な
指
導
力
や
判
断
力
、
考
え
る
力
、
根
拠
を
作
り
出
す
力
、
創
意

工
夫
す
る
力
等
の
基
本
的
知
識
に
基
づ
い
た
応
用
力
を
養
成
す
る
。
 

○
サ
ー
ビ
ス
管
理
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を
整
理
、
改
善
し
、
そ
れ
ら
か
ら
根
拠
を
導
き
だ
し
、
そ

の
根
拠
に
基
づ
い
た
指
導
す
る
力
を
獲
得
す
る
。
 

○
生
活
支
援
の
視
点
か
ら
、
地
域
の
介
護
力
を
高
め
る
力
を
獲
得
す
る
。
 

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
特
性
の
も
と
、
チ
ー
ム
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
、
人
材
育
成
等
に
つ

い
て
必
要
な
専
門
的
な
理
論
に
基
づ
き
、
チ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
し
、
利
用
者
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
展
開
で
き
る
力
を

獲
得
す
る
。
 

●
認
定
介
護
福
祉
士
の
実
践
力
を
確
立
す
る
。
 

●
介
護
職
チ
ー
ム
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
知

識
を
学
び
、
チ
ー
ム
の
介
護
実
践
の
改
善
力
・
指
導
力
を
養

成
す
る
。
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  ３
．
認
定
介

護
福

祉
士

の
研

修
体

系
 

 
認
定
介
護
福

祉
士

養
成

研
修
（

総
時

間
数

60
0
時

間
）
の

9
領

域
・

22
科

目
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま
た
そ
の
研
修
体
系
は
、「

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
Ⅰ
類

」

と
「
認
定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

Ⅱ
類

」
の

2
段

階
の

体
系

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

Ⅰ
類
は
、
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

学
べ

な
い

知
識
（

医
療

職
等

と
の

連
携

に
必

要
な

医
学

や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
、
福
祉
用
具
と
住

環
境
、
認
知
症

、
心

理
・
社

会
的

支
援

等
の
実

践
的

な
知

識
）

を
新

た
に

体
系

的
に

修
得

し
、

他
職

種
と
の

連
携
・
協
働
を
含
む
十
分
な
介
護
実
践
力
（
中
核
的
人

材
と

し
て
の
介
護

福
祉

士
に

今
後

求
め

ら
れ

る
知
識
・
判

断
力
・
技

術
）
を

完
成

さ
せ

る
た

め
の

部
分

で
す

。
図
表

3
に
示
し
た
介
護
福
祉
士
に
求
め
ら
れ
る
職
務
を
遂
行
す

る
た
め
に
必

要
な

知
識

・
技

術
・

実
践

力
を

獲
得

す
る

た
め

の
部

分
と

い
え

ま
す

。
 

 
Ⅱ
類
は
、
介

護
実

践
の

指
導

力
、
サ

ー
ビ

ス
管

理
、
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
利

用
者

を
中

心
と

し
た

地
域
づ
く
り
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
を
展
開
で
き

る
力

を
養
成
す
る

も
の

で
す

。
 

 
養
成
研
修
は

60
0
時

間
と

い
う

本
格

的
な

も
の

で
す

が
、

こ
の

う
ち

26
4
時

間
は

自
職

場
・

自
宅

等
に

お
け
る
課
題
学
習
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
受
講
負

担
を
軽
減
す

る
と

と
も

に
、

集
合

研
修

の
事

前
や

事
後

の
学

習
に

よ
っ

て
、

実
践

と
知

識
を

結
び

付
け

た
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
で
実
行
し
た
り
と
い
う
形
で
、
実

践
と
学
習
の

循
環

を
図

る
こ

と
も

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
 

 
ま
た
、
一
定

の
実

務
経

験
と

学
習

経
験

を
も

つ
介

護
福

祉
士

で
な

け
れ

ば
、

経
験

を
活

用
し

た
学

習
が

で
き
ず
研
修
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
認
定
介
護
福

祉
士
の
養
成

研
修

を
受

講
す

る
た

め
に

次
の

よ
う

な
要

件
が

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 １
．
下
記
ア

～
ウ

の
い

ず
れ

も
満

た
す

こ
と

 
ア
 

介
護

福
祉

士
資

格
取

得
後

の
実

務
経

験
５

年
以

上
（

実
務

経
験

の
考

え
方

は
介

護
福

祉
士

国
家

試
験
の
受
験
資
格
に
準
ず
る
）

 
イ

 介
護
職

員
を

対
象

と
し

た
現

任
研

修
の

受
講

歴
と

し
て

、
10

0 
時

間
以

上
の

履
歴

を
有

し
て

い
る

こ
と
。

 
ウ

 研
修
実

施
団

体
の

課
す

レ
ポ

ー
ト

課
題

又
は

受
講

試
験

に
お

い
て

一
定

水
準

の
成

績
を

修
め

て
い

る
こ
と
。
た
だ
し
、
機
構
の
定
め
る
研
修
（
例
え
ば
介
護
福
祉

士
フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ッ

プ
研

修
や

認
知

症
介

護
指

導
者

養
成

研
修

等
）

を
修

了
し

て
い

る
場

合
は

免
除
す
る
。

 
 

 
な

お
、

レ
ポ

ー
ト

課
題

又
は

受
講

試
験

の
実

施
は

、
「

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
」

を
実

施
す

る
研

修
団
体
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

 
    ２
．
次
の
エ

又
は

オ
を

満
た

す
こ

と
が

望
ま

し
い

こ
と

。
 

エ
 介

護
職

の
小

チ
ー

ム
（

ユ
ニ

ッ
ト

等
、

5～
10

 名
の

介
護

職
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

チ
ー

ム
）

の
リ
ー
ダ
ー
（
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

等
）
と

し
て

の
実

務
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

 
オ

 居
宅
、

居
住

（
施

設
）

系
サ

ー
ビ

ス
双

方
で

の
生

活
支

援
の

経
験

が
あ

る
こ

と
。

 
  

た
だ
し
、
Ⅰ

類
の

科
目

で
、

医
療

・
リ

ハ
ビ

リ
等

の
基

礎
的

な
知

識
を

体
系

的
に

学
ぶ

科
目

（
6
科

目
）

に
つ
い
て
は
、
受
講
要
件
を
設
け
ず
、
経
験
の
浅
い
現
任
者

や
養
成
課
程

を
学

ん
で

い
る

学
生

で
も

受
講

す
る

こ
と

を
可

能
と

し
て

い
ま

す
。

 
考

え
方

 
到
達
目
標
 

Ⅰ
類
 

○
介
護
福
祉
士
養
成
課
程
で
は
学
ば
な
い
新
た
な
知
識
（
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
用
具
と
住

環
境
、
認
知
症
、
心
理
・
社
会
的
支
援
等
）
を
修
得
し
、
他
職
種
と
の
連
携
・
協
働
を
含
め

た
認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
十
分
な
介
護
実
践
力
を
完
成
さ
せ
る
。
 

○
利
用
者
の
尊
厳
の
保
持
や
自
立
支
援
等
に
お
け
る
考
え
方
に
た
っ
た
介
護
過
程
の
展
開
を
、

介
護
職
の
小
チ
ー
ム
（
ユ
ニ
ッ
ト
等
、

5～
10

名
の
介
護
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
チ
ー

ム
）
の
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
獲
得
す
る
。
 

●
認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
介
護
職
チ
ー
ム
を
指
導
す
る
た
め

の
十
分
な
介
護
実
践
力
を
確
立
す
る
。
 

●
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
用
具
と
住
環
境
、
心

理
・
社
会
的
支
援
等
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
獲
得
す
る
。
 

●
介
護
職
チ
ー
ム
に
お
い
て
自
立
に
向
け
た
介
護
過
程
の
展
開

を
指
導
で
き
る
力
を
養
成
す
る
。
 

Ⅱ
類
 

○
Ⅰ
類
で
学
ん
だ
知
識
を
も
っ
て
、
根
拠
に
基
づ
く
自
立
に
向
け
た
介
護
実
践
の
指
導
を
す
る

力
を
獲
得
す
る
。
 

○
認
定
介
護
福
祉
士
に
必
要
な
指
導
力
や
判
断
力
、
考
え
る
力
、
根
拠
を
作
り
出
す
力
、
創
意

工
夫
す
る
力
等
の
基
本
的
知
識
に
基
づ
い
た
応
用
力
を
養
成
す
る
。
 

○
サ
ー
ビ
ス
管
理
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を
整
理
、
改
善
し
、
そ
れ
ら
か
ら
根
拠
を
導
き
だ
し
、
そ

の
根
拠
に
基
づ
い
た
指
導
す
る
力
を
獲
得
す
る
。
 

○
生
活
支
援
の
視
点
か
ら
、
地
域
の
介
護
力
を
高
め
る
力
を
獲
得
す
る
。
 

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
特
性
の
も
と
、
チ
ー
ム
運
営
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
、
人
材
育
成
等
に
つ

い
て
必
要
な
専
門
的
な
理
論
に
基
づ
き
、
チ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
し
、
利
用
者
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
（
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
展
開
で
き
る
力
を

獲
得
す
る
。
 

●
認
定
介
護
福
祉
士
の
実
践
力
を
確
立
す
る
。
 

●
介
護
職
チ
ー
ム
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
知

識
を
学
び
、
チ
ー
ム
の
介
護
実
践
の
改
善
力
・
指
導
力
を
養

成
す
る
。
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 認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

 

領
域
名

科
目

名
時

間
（

課
題

学
習
を

可
と
す

る
時

間
）

形
態

Ⅰ
類

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
導
入

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

医
療
に

関
す

る
領

域
疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅰ

3
0
(
3
0
)

講
義

疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅱ

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関
す

る
領

域

生
活

支
援

の
た

め
の

運
動

学
1
0
(
1
0
)

講
義

生
活

支
援

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

知
識

2
0
(
8
)

講
義

・
演

習

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
3
0
(
8
)

講
義

・
演

習

福
祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す
る

領
域

福
祉

用
具

と
住

環
境

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

認
知

症
に

関
す

る
領

域
認

知
症

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

心
理
・

社
会

的
支

援
の

領
域

心
理

的
支

援
の

知
識

技
術

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

地
域

生
活

の
継

続
と

家
族

支
援

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

生
活
支

援
・

介
護

過
程

に
関
す

る
領

域

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
介

護
実

践
の

視
点

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

個
別

介
護

計
画

作
成

と
記

録
の

演
習

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習

3
0
(
2
0
)

演
習
・
講
義

Ⅰ
類

計
3
4
5
(
1
4
3
)

Ⅱ
類

医
療
に

関
す

る
領

域
疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅲ

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

心
理

・
社

会
的

支
援

の
領

域
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領
域

介
護

サ
ー

ビ
ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
人
的

資
源
の

管
理

1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の
管

理
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

法
令

理
解

と
組

織
運

営
1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

介
護

分
野

の
人

材
育

成
と

学
習

支
援

1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

自
立
に

向
け

た
介

護
実

践
の
指

導
領

域
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

6
0
(
4
0
)

演
習

・
講

義

地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
3
0
(
0
)

講
義

・
演

習
Ⅱ

類
計

2
5
5
(
1
2
1
)

合
計

6
0
0
(
2
6
4
)

 
 

 

 （
２

）
研

修
の

内
容

と
展

開
に

つ
い

て
 

 
○

各
科

目
の

研
修

時
間

数
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
の

時
間

数
以
上

で
あ

る
こ
と

。
１

時
間
を

45
分
（

＝
1
時
限

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
）。

 

 
○

各
科

目
の

教
育

目
的

に
合

致
し

、
到

達
目

標
を
達

成
で
き

る
内

容
で
あ

る
こ

と
。
 

 
○

各
科

目
の

研
修

方
法

に
つ

い
て

は
、『

認
証
基

準
』

の
定
め

る
「

考
え
ら

れ
る

展
開

」「
展
開

上
の
留

意
点

」
お

よ
び

本
『

研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

』
を

踏
ま

え
て

、
研

修
実

施
機

関
の

創
意

工
夫

を
期

待
す
る

。
 

 （
３

）
課

題
学

習
に

つ
い

て
 

 
○

課
題

学
習

の
可

否
（

全
部

可
・

一
部

可
・
否

）
は

科
目
に

よ
っ

て
定
め

ら
れ

て
い
る

。
 

 
○

課
題

学
習

の
内

容
は

次
の

内
容

が
考

え
ら
れ

る
。
 

 
 

・
事

前
課

題
、

事
後

課
題

、
自

職
場

課
題
…

…
一

定
の
課

題
を

与
え
て

レ
ポ

ー
ト
等

を
提

出
さ
せ

評
価

す
る

。
 

 
 

・
通

信
教

育
（

e-
le

ar
ni

ng
を

含
む

）
…
…

…
教

材
等
に

基
づ

い
て
学

習
さ

せ
、
テ

ス
ト

等
に
よ

り
評

価
す

る
。

 

 （
４

）
修

了
評

価
に

つ
い

て
 

 
○

原
則

と
し

て
全

課
程

の
出

席
を

要
す

る
。
欠

席
、

遅
刻
等

が
あ

る
場
合

に
つ

い
て
、

レ
ポ

ー
ト
等

の
代

替
措

置
な

ど
の

取
り

扱
い

が
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
○

各
科

目
の

到
達

目
標

に
基

づ
き

、
筆

記
試
験

や
レ

ポ
ー
ト

、
実

技
試
験

等
の

方
法
に

よ
り

習
得
度

を
評

価
す

る
こ

と
。

 

 
○

評
価

基
準

に
到

達
し

て
い

な
い

場
合

に
は
、

再
評

価
に
よ

り
修

了
さ
せ

る
か

、
不
合

格
（

再
履
修

）
と

す
る

こ
と

。
 

 （
５

）
講

師
・

教
材

等
に

つ
い

て
 

 
○

講
師

は
、『

認
証

基
準

』
に

よ
り

科
目

ご
と
に

定
め

ら
れ
た

要
件

を
満
た

し
て

い
る
こ

と
。
 

 
○

科
目

ご
と

の
到

達
目

標
を

達
成

で
き

る
研
修

展
開

と
す
る

た
め

、
適
当

な
教

材
や
設

備
等

を
準
備

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
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 認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

 

 

領
域
名

科
目

名
時

間
（

課
題

学
習
を

可
と
す

る
時

間
）

形
態

Ⅰ
類

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
導
入

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

医
療
に

関
す

る
領

域
疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅰ

3
0
(
3
0
)

講
義

疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅱ

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

リ
ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関
す

る
領

域

生
活

支
援

の
た

め
の

運
動

学
1
0
(
1
0
)

講
義

生
活

支
援

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

の
知
識

2
0
(
8
)

講
義

・
演

習

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
3
0
(
8
)

講
義

・
演

習

福
祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す
る

領
域

福
祉

用
具

と
住

環
境

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

認
知

症
に

関
す

る
領

域
認

知
症

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

心
理
・

社
会

的
支

援
の

領
域

心
理

的
支

援
の

知
識

技
術

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

地
域

生
活

の
継

続
と

家
族

支
援

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

生
活
支

援
・

介
護

過
程

に
関
す

る
領

域

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
介

護
実

践
の

視
点

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

個
別

介
護

計
画

作
成

と
記

録
の

演
習

3
0
(
0
)

講
義

・
演

習

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習

3
0
(
2
0
)

演
習
・
講
義

Ⅰ
類

計
3
4
5
(
1
4
3
)

Ⅱ
類

医
療
に

関
す

る
領

域
疾
患

・
障

害
等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支
援

・
連

携
Ⅲ

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

心
理

・
社

会
的

支
援

の
領

域
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領
域

介
護

サ
ー

ビ
ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
人
的

資
源
の

管
理

1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

チ
ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の
管

理
3
0
(
1
5
)

講
義

・
演

習

法
令

理
解

と
組

織
運

営
1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

介
護

分
野

の
人

材
育

成
と

学
習

支
援

1
5
(
7
)

講
義

・
演

習

自
立
に

向
け

た
介

護
実

践
の
指

導
領

域
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

6
0
(
4
0
)

演
習

・
講

義

地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
3
0
(
0
)

講
義

・
演

習
Ⅱ

類
計

2
5
5
(
1
2
1
)

合
計

6
0
0
(
2
6
4
)

 
 

 

 （
２

）
研

修
の

内
容

と
展

開
に

つ
い

て
 

 
○

各
科

目
の

研
修

時
間

数
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
の

時
間

数
以
上

で
あ

る
こ
と

。
１

時
間
を

45
分
（

＝
1
時
限

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
）。

 

 
○

各
科

目
の

教
育

目
的

に
合

致
し

、
到

達
目

標
を
達

成
で
き

る
内

容
で
あ

る
こ

と
。
 

 
○

各
科

目
の

研
修

方
法

に
つ

い
て

は
、『

認
証
基

準
』

の
定
め

る
「

考
え
ら

れ
る

展
開

」「
展
開

上
の
留

意
点

」
お

よ
び

本
『

研
修

の
企

画
・

展
開

の
手

引
き

』
を

踏
ま

え
て

、
研

修
実

施
機

関
の

創
意

工
夫

を
期

待
す
る

。
 

 （
３

）
課

題
学

習
に

つ
い

て
 

 
○

課
題

学
習

の
可

否
（

全
部

可
・

一
部

可
・
否

）
は

科
目
に

よ
っ

て
定
め

ら
れ

て
い
る

。
 

 
○

課
題

学
習

の
内

容
は

次
の

内
容

が
考

え
ら
れ

る
。
 

 
 

・
事

前
課

題
、

事
後

課
題

、
自

職
場

課
題
…

…
一

定
の
課

題
を

与
え
て

レ
ポ

ー
ト
等

を
提

出
さ
せ

評
価

す
る

。
 

 
 

・
通

信
教

育
（

e-
le

ar
ni

ng
を

含
む

）
…
…

…
教

材
等
に

基
づ

い
て
学

習
さ

せ
、
テ

ス
ト

等
に
よ

り
評

価
す

る
。

 

 （
４

）
修

了
評

価
に

つ
い

て
 

 
○

原
則

と
し

て
全

課
程

の
出

席
を

要
す

る
。
欠

席
、

遅
刻
等

が
あ

る
場
合

に
つ

い
て
、

レ
ポ

ー
ト
等

の
代

替
措

置
な

ど
の

取
り

扱
い

が
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
○

各
科

目
の

到
達

目
標

に
基

づ
き

、
筆

記
試
験

や
レ

ポ
ー
ト

、
実

技
試
験

等
の

方
法
に

よ
り

習
得
度

を
評

価
す

る
こ

と
。

 

 
○

評
価

基
準

に
到

達
し

て
い

な
い

場
合

に
は
、

再
評

価
に
よ

り
修

了
さ
せ

る
か

、
不
合

格
（

再
履
修

）
と

す
る

こ
と

。
 

 （
５

）
講

師
・

教
材

等
に

つ
い

て
 

 
○

講
師

は
、『

認
証

基
準

』
に

よ
り

科
目

ご
と
に

定
め

ら
れ
た

要
件

を
満
た

し
て

い
る
こ

と
。
 

 
○

科
目

ご
と

の
到

達
目

標
を

達
成

で
き

る
研
修

展
開

と
す
る

た
め

、
適
当

な
教

材
や
設

備
等

を
準
備

す
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
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認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
の
科
目
履
修
構
造

 
 【

Ⅰ
類

】
 

                          

認
定

介
護
福

祉
士

概
論

 

疾
患

・
障

害
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・

連
携

Ⅰ
 

疾
患

・
障

害
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・

連
携

Ⅱ
 

生
活
支
援

の
た
め
の

 
運

動
学

 

生
活
支
援

の
た
め
の

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の

知
識

 

自
立
に
向

け
た
生
活

を
す

る
た
め
の

支
援
の
実

践
 

福
祉
用
具

と
住

環
境

 
心

理
的
支

援
の

 
知

識
技
術

 

認
知
症
の

あ
る
人
へ

の
 

生
活
支
援

・
連
携

 
地

域
生
活

の
継
続
と

 
家

族
支
援

 

認
定
介
護

福
祉
士
と

し
て
の

介
護
実
践

の
視
点

 

個
別
支
援

計
画
作
成

と
記
録

の
演
習

 

自
職
場
事

例
を
用
い

た
演
習

 

Ⅰ
類

終
了

 

認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
の
科
目
履
修
構
造

 
 【
Ⅰ
類
】

 
                          

認
定
介
護
福
祉
士
概
論

 

疾
患
・
障

害
の
あ
る

人
へ

の
生
活
支

援
・
連
携

Ⅰ
 

疾
患
・
障

害
の
あ
る

人
へ

の
生
活
支

援
・
連
携

Ⅱ
 

生
活
支
援

の
た
め
の

 
運

動
学

 

生
活
支
援

の
た
め
の

リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の

知
識

 

自
立
に
向

け
た
生
活

を
す

る
た
め
の

支
援
の
実

践
 

福
祉
用
具

と
住
環
境

 
心

理
的
支

援
の

 
知

識
技
術

 

認
知
症
の

あ
る
人
へ

の
 

生
活
支
援

・
連
携

 
地

域
生
活

の
継
続
と

 
家

族
支
援

 

認
定
介
護

福
祉
士
と

し
て
の

介
護
実
践

の
視
点

 

個
別
支
援

計
画
作
成

と
記
録

の
演
習

 

自
職
場
事

例
を
用
い

た
演
習

 

Ⅰ
類

終
了

 

15

34



【
Ⅱ

類
】

 
                 ※

斜
体

文
字

科
目

(6
科

目
)は

受
講

要
件
の

設
定

が
な

い
科

目
（

他
の

科
目

は
受

講
要

件
の

設
定

有
）

 
※

養
成

研
修

科
目

間
で

は
矢

印
（

→
）

で
示

さ
れ

た
順

番
で

受
講

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
 

疾
患

・
障

害
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・

連
携

Ⅲ
 

地
域
に
対

す
る

 
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
企
画

 

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
特

性
と

求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
、
人

的
資
源
管

理
 

チ
ー
ム
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

 

介
護
業
務

の
標
準
化

と
質

の
管
理

 
法

令
理
解

と
組
織

運
営

 

介
護
分
野

の
人
材
育

成
と

学
習
支
援

 

応
用
的
生

活
支
援
の

 
展

開
と
指

導
 

地
域
に
お

け
る

 
介

護
実
践

の
展
開

 

Ⅱ
類

終
了

（
認

定
介

護
福

祉
士

）
 

【
Ⅱ

類
】

 
                 ※

斜
体
文
字

科
目

(6
科
目

)は
受
講
要
件
の
設
定
が
な
い
科
目
（
他
の
科
目
は
受
講
要
件
の
設
定
有
）

 
※
養
成
研
修
科
目
間
で
は
矢
印
（
→
）
で
示
さ
れ
た
順
番
で
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

疾
患
・
障

害
の
あ
る

人
へ

の
生
活
支

援
・
連
携

Ⅲ
 

地
域
に
対

す
る

 
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
企
画

 

介
護
サ
ー

ビ
ス
の
特

性
と

求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
、
人

的
資
源
管

理
 

チ
ー
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
 

介
護
業
務

の
標
準
化

と
質

の
管
理

 
法

令
理
解

と
組
織
運

営
 

介
護
分
野

の
人
材
育

成
と

学
習
支
援

 

応
用
的
生

活
支
援
の

 
展

開
と
指

導
 

地
域
に
お

け
る

 
介

護
実
践

の
展
開

 

Ⅱ
類

終
了

（
認

定
介

護
福

祉
士

）
 16

35



 
 

 

  Ⅲ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」

 

 

区
分
 

研
修
領
域

名
 

研
修
科
目

名
 

Ⅰ
類
 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
導

入
 

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
 

疾
患

・障
害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅱ

 

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

生
活

支
援

の
た

め
の

運
動

学
 

生
活

支
援

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
 

福
祉

用
具

と
住

環
境

に
関

す
る

領
域

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
 

認
知

症
に

関
す

る
領

域
 

認
知

症
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
 

心
理

・社
会

的
支

援
の

領
域

 
心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
 

地
域

生
活

の
継

続
と

家
族

支
援

 

生
活

支
援

・介
護

過
程

に
関

す
る

領
域

 

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
介

護
実

践
の

視
点

 

個
別

支
援

計
画

作
成

と
記

録
の

演
習

 

自
職

場
事

例
を

用
い

た
演

習
 

Ⅱ
類
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
 

心
理

・社
会

的
支

援
の

領
域

 
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
トに

関
す

る
領

域
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

 

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の
管

理
 

法
令

理
解

と
組

織
運

営
 

介
護

分
野

の
人

材
育

成
と

学
習

支
援

 

自
立

に
向

け
た

介
護

実
践

の
指

導
領

域
 

応
用

的
生

活
支

援
の

展
開

と
指

導
 

地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
 

研
修
の
企
画
・

展
開

の
手

引
き

（
講

師
用

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

Ⅰ
．

科
目
の
概

要
 

領
域

名
 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
導

入
 

科
目

名
 

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
 

単
 

位
 

１
単

位
 

時
 

間
 

1
5

時
間

 
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の
内

容
 

教 育 目 的

 
○

研
修

全
体

の
導

入
と

し
て

、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

、
本

研
修

で
獲

得
す

べ
き

知
識

、
実

践
力

と
、
本

研
修

全
体

の
組

み
立

て
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
 

○
介

護
現

場
の

様
々

な
問

題
が

な
ぜ

起
き

る
の

か
に

つ
い

て
、
介

護
観

・支
援

目
標

の
共

有
化

な
ど

、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

把
握

す
る

と
と

も
に

、
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠

に
基

づ
い

た
介

護
を

実
践

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
理

解
さ

せ
る

。
 

○
自

ら
考

え
る

力
・自

ら
学

ぶ
力

の
重

要
性

を
改

め
て

確
認

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
体

系
を

理
解

し
、
学

習
計

画
を

立
て

る
。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
介

護
現

場
で

お
き

る
問

題
に

つ
い

て
、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

分
析

で
き

る
。
 

④
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

を
実

践
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

説
明

で
き

る
。
 

⑤
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う
に

影
響

し
て

い
る

か
を

自
覚

す
る

。
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

認
定

介
護

福
祉

士
の

社
会

的
使

命
と

介
護

の
専

門
性

 

１
）
介

護
を

め
ぐ

る
社

会
的

動
向

と
介

護
福

祉
士

の
役

割

の
変

化
 

①
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
と

医
療

・介
護

連
携

 

②
介

護
の

専
門

性
 

③
介

護
福

祉
士

資
格

 

④
認

定
介

護
福

祉
士

研
修

の
体

系
 

２
）認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

 
①

尊
厳

 

②
自

立
支

援
 

③
根

拠
あ

る
生

活
支

援
 

④
介

護
職

の
チ

ー
ム

運
営

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

⑤
職

種
間

連
携

 

⑥
地

域
連

携
 

17

36

ペ
ー
ジ
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3

11
3

12
2

13
2

14
2

14
8
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8

16
8

17
7

18
7

19
6

20
6

21
5

22
2



 
 

 

  Ⅲ
．
「
研
修
の
企
画
・
展
開
の
手
引
き
（
講
師
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」

 

 

区
分
 

研
修

領
域

名
 

研
修

科
目

名
 

Ⅰ
類
 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
導

入
 

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
 

疾
患

・障
害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅱ

 

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

生
活

支
援

の
た

め
の

運
動

学
 

生
活

支
援

の
た

め
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
 

福
祉

用
具

と
住

環
境

に
関

す
る

領
域

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
 

認
知

症
に

関
す

る
領

域
 

認
知

症
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
 

心
理

・社
会

的
支

援
の

領
域

 
心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
 

地
域

生
活

の
継

続
と

家
族

支
援

 

生
活

支
援

・介
護

過
程

に
関

す
る

領
域

 

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
介

護
実

践
の

視
点

 

個
別

支
援

計
画

作
成

と
記

録
の

演
習

 

自
職

場
事

例
を

用
い

た
演

習
 

Ⅱ
類
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
 

心
理

・社
会

的
支

援
の

領
域

 
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

マ
ネ

ジ
メ

ン
トに

関
す

る
領

域
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

 

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の
管

理
 

法
令

理
解

と
組

織
運

営
 

介
護

分
野

の
人

材
育

成
と

学
習

支
援

 

自
立

に
向

け
た

介
護

実
践

の
指

導
領

域
 

応
用

的
生

活
支

援
の

展
開

と
指

導
 

地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

Ⅰ
．

科
目
の

概
要

 

領
域

名
 

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
導

入
 

科
目

名
 

認
定

介
護

福
祉

士
概

論
 

単
 

位
 

１
単

位
 

時
 

間
 

1
5

時
間

 
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
研

修
全

体
の

導
入

と
し

て
、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

、
本

研
修

で
獲

得
す

べ
き

知
識

、
実

践
力

と
、
本

研
修

全
体

の
組

み
立

て
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
 

○
介

護
現

場
の

様
々

な
問

題
が

な
ぜ

起
き

る
の

か
に

つ
い

て
、
介

護
観

・支
援

目
標

の
共

有
化

な
ど

、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

把
握

す
る

と
と

も
に

、
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠

に
基

づ
い

た
介

護
を

実
践

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
理

解
さ

せ
る

。
 

○
自

ら
考

え
る

力
・
自

ら
学

ぶ
力

の
重

要
性

を
改

め
て

確
認

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
体

系
を

理
解

し
、
学

習
計

画
を

立
て

る
。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
介

護
現

場
で

お
き

る
問

題
に

つ
い

て
、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

分
析

で
き

る
。
 

④
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

を
実

践
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

説
明

で
き

る
。
 

⑤
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う
に

影
響

し
て

い
る

か
を

自
覚

す
る

。
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目

 

１
．

認
定

介
護

福
祉

士
の

社
会

的
使

命
と

介
護

の
専

門
性

 

１
）
介

護
を

め
ぐ

る
社

会
的

動
向

と
介

護
福

祉
士

の
役

割

の
変

化
 

①
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
と

医
療

・介
護

連
携

 

②
介

護
の

専
門

性
 

③
介

護
福

祉
士

資
格

 

④
認

定
介

護
福

祉
士

研
修

の
体

系
 

２
）認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

 
①

尊
厳

 

②
自

立
支

援
 

③
根

拠
あ

る
生

活
支

援
 

④
介

護
職

の
チ

ー
ム

運
営

・マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

⑤
職

種
間

連
携

 

⑥
地

域
連

携
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

２
．

介
護

現
場

に
お

け
る

様
々

な

問
題

と
そ

の
要

因
 

１
）職

種
間

ま
た

は
組

織
間

に
起

こ
り
や

す
い

問
題

 
①

情
報

の
共

有
、
協

働
 

２
）
利

用
者

へ
の

関
わ

り
方

や
介

護
観

の
相

違
に

よ
り
起

き

る
問

題
 

①
離

職
意

向
 

②
ケ

ア
の

質
 

３
．

チ
ー

ム
運

営
と

職
種

間
連

携
、

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

 

１
）チ

ー
ム

を
構

成
す

る
職

種
間

連
携

 
①

各
職

種
の

役
割

と
機

能
の

理
解

 

②
連

携
 

２
）
チ

ー
ム

ケ
ア

・
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
と

は
何

か
 

①
チ

ー
ム

 

②
チ

ー
ム

ケ
ア

 

３
）
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

観
・
援

助
目

標
の

共
有

化
 

①
価

値
観

 

②
態

度
 

③
専

門
的

知
識

の
共

有
 

４
）チ

ー
ム

内
・職

種
間

の
調

整
 

①
コ

ン
フ

リ
ク

ト
 

②
調

整
能

力
 

③
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

 

５
）
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
①

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 

②
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

③
育

成
 

Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
の

初
回

と
な

る
た

め
、

実
施

前
に

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

受
講

者
の

施
設

種
別

、
経

歴
、

受
講

動
機

等
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト
を

取
る

な
ど

し
、

そ
の

情
報

を
講

師
と

共
有

す
る

こ
と

。
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

認
定

機
構

の
提

言
書

『介
護

福
祉

士
の

職
務

の
明

確
化

と
認

定
介

護
福

祉
士

に
つ

い
て

』を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
研

修
全

体
の

導
入

科
目

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
認

定
介

護
福

祉
士

制
度

や
研

修
の

全
体

構
造

に
つ

い
て

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

○
他

職
種

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

の
あ

り
方

に
つ

い
て

理
解

し
て

お
く
こ

と
。

ま
た

、
受

講
生

に
よ

っ
て

は
介

護
職

内
で

の
リ
ー

ダ
ー

、
介

護
職

と
し

て
は

一
人

職
場

、
介

護

支
援

専
門

員
等

の
他

職
種

、
等

の
経

歴
や

職
場

環
境

し
か

経
験

し
て

い
な

い
場

合
も

あ
る

が
、

多
職

種
連

携
に

お
け

る
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

の
役

割
と

運

営
が

理
解

で
き

る
よ

う
な

研
修

展
開

の
工

夫
を

す
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

推 奨 す る テ キ ス ト や
 基 本 文 献

 

＜
基

本
テ

キ
ス

ト
＞

 

○
『認

定
介

護
福

祉
士

概
論

』（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・認
定

機
構

） 

 ＜
そ

の
他

の
基

本
文

献
＞

 

○
『
生

活
支

援
総

論
』
光

生
館

 

○
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
』
光

生
館

 

○
『介

護
福

祉
士

の
職

務
の

明
確

化
と

認
定

介
護

福
祉

士
に

つ
い

て
（提

言
書

）』
（認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・認
定

機
構
）
 

 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
本

科
目

の
「
到

達
目

標
」に

達
し

て
い

る
こ

と
を

基
準

に
、
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
が

考
え

ら
れ

る
。
 

 ＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
実

施
機

関
・講

師
が

別
紙

命
題

（
※

5
0

命
題

程
度

作
成

）を
も

と
に

問
題

を
作

成
し

、
研

修
終

了
後

に
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

で
知

識
的

理
解

を
問

う
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

場
合

、
次

の
よ

う
な

課
題

に
よ

り
思

考
的

理
解

を
問

う
。
 

①
「
さ

ま
ざ

ま
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
、

成
果

を
あ

げ
る

た
め

に
は

リ
ー

ダ
ー

自
ら

の
価

値
観

が
影

響
す

る
。

本
科

目
を

終
え

て
、

今
ま

で
体

験
し

た
事

例
を

交
え

て
学

ん
だ

こ
と

を

1
6
0
0

字
程

度
に

ま
と

め
る

。
」
 

②
「
研

修
の

内
容

を
踏

ま
え

、
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

自
分

の
役

割
を

十
分

に
考

え
た

う
え

で
、

①
自

職
場

に
お

け
る

介
護

職
チ

ー
ム

が
抱

え
る

課
題

に
ど

の
よ

う
に

取
り
組

む

か
、
②

地
域

に
お

い
て

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

ど
の

よ
う
な

活
動

を
行

う
べ

き
か

、
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
1
2
0
0

字
程

度
で

ま
と

め
る

」 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
体

系
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
こ

と
。
 

③
介

護
現

場
で

お
き

る
問

題
に

つ
い

て
、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

分
析

で
き

る
こ

と
。
 

④
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

を
実

践
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

説
明

で
き

る
こ

と
。
 

⑤
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う
に

影
響

し
て

い
る

か
を

自
覚

で
き

て
い

る
こ

と
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

２
．

介
護

現
場

に
お

け
る

様
々

な

問
題

と
そ

の
要

因
 

１
）職

種
間

ま
た

は
組

織
間

に
起

こ
り
や

す
い

問
題

 
①

情
報

の
共

有
、
協

働
 

２
）
利

用
者

へ
の

関
わ

り
方

や
介

護
観

の
相

違
に

よ
り
起

き

る
問

題
 

①
離

職
意

向
 

②
ケ

ア
の

質
 

３
．

チ
ー

ム
運

営
と

職
種

間
連

携
、

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ

ッ
プ

 

１
）チ

ー
ム

を
構

成
す

る
職

種
間

連
携

 
①

各
職

種
の

役
割

と
機

能
の

理
解

 

②
連

携
 

２
）
チ

ー
ム

ケ
ア

・
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
と

は
何

か
 

①
チ

ー
ム

 

②
チ

ー
ム

ケ
ア

 

３
）
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

観
・
援

助
目

標
の

共
有

化
 

①
価

値
観

 

②
態

度
 

③
専

門
的

知
識

の
共

有
 

４
）チ

ー
ム

内
・職

種
間

の
調

整
 

①
コ

ン
フ

リ
ク

ト
 

②
調

整
能

力
 

③
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

 

５
）
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
①

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

 

②
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

③
育

成
 

Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
の

初
回

と
な

る
た

め
、

実
施

前
に

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

受
講

者
の

施
設

種
別

、
経

歴
、

受
講

動
機

等
に

つ
い

て
ア

ン
ケ

ー
ト
を

取
る

な
ど

し
、

そ
の

情
報

を
講

師
と

共
有

す
る

こ
と

。
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

認
定

機
構

の
提

言
書

『介
護

福
祉

士
の

職
務

の
明

確
化

と
認

定
介

護
福

祉
士

に
つ

い
て

』を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
研

修
全

体
の

導
入

科
目

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
認

定
介

護
福

祉
士

制
度

や
研

修
の

全
体

構
造

に
つ

い
て

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

○
他

職
種

連
携

に
お

け
る

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

の
あ

り
方

に
つ

い
て

理
解

し
て

お
く
こ

と
。

ま
た

、
受

講
生

に
よ

っ
て

は
介

護
職

内
で

の
リ
ー

ダ
ー

、
介

護
職

と
し

て
は

一
人

職
場

、
介

護

支
援

専
門

員
等

の
他

職
種

、
等

の
経

歴
や

職
場

環
境

し
か

経
験

し
て

い
な

い
場

合
も

あ
る

が
、

多
職

種
連

携
に

お
け

る
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

の
役

割
と

運

営
が

理
解

で
き

る
よ

う
な

研
修

展
開

の
工

夫
を

す
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

推 奨 す る テ キ ス ト や

 基 本 文 献

 

＜
基

本
テ

キ
ス

ト
＞
 

○
『認

定
介

護
福

祉
士

概
論

』（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・認
定

機
構

） 

 ＜
そ

の
他

の
基

本
文

献
＞
 

○
『
生

活
支

援
総

論
』
光

生
館

 

○
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
』
光

生
館

 

○
『介

護
福

祉
士

の
職

務
の

明
確

化
と

認
定

介
護

福
祉

士
に

つ
い

て
（提

言
書

）』
（認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・認
定

機
構
）
 

 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
本

科
目

の
「
到

達
目

標
」に

達
し

て
い

る
こ

と
を

基
準

に
、
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
が

考
え

ら
れ

る
。
 

 ＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
実

施
機

関
・講

師
が

別
紙

命
題

（※
5
0

命
題

程
度

作
成

）を
も

と
に

問
題

を
作

成
し

、
研

修
終

了
後

に
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

で
知

識
的

理
解

を
問

う
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

場
合

、
次

の
よ

う
な

課
題

に
よ

り
思

考
的

理
解

を
問

う
。
 

①
「
さ

ま
ざ

ま
な

チ
ー

ム
を

構
成

し
、

成
果

を
あ

げ
る

た
め

に
は

リ
ー

ダ
ー

自
ら

の
価

値
観

が
影

響
す

る
。

本
科

目
を

終
え

て
、

今
ま

で
体

験
し

た
事

例
を

交
え

て
学

ん
だ

こ
と

を

1
6
0
0

字
程

度
に

ま
と

め
る

。
」
 

②
「
研

修
の

内
容

を
踏

ま
え

、
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

自
分

の
役

割
を

十
分

に
考

え
た

う
え

で
、

①
自

職
場

に
お

け
る

介
護

職
チ

ー
ム

が
抱

え
る

課
題

に
ど

の
よ

う
に

取
り
組

む

か
、
②

地
域

に
お

い
て

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

ど
の

よ
う
な

活
動

を
行

う
べ

き
か

、
に

つ
い

て
そ

れ
ぞ

れ
1
2
0
0

字
程

度
で

ま
と

め
る

」 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
体

系
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
こ

と
。
 

③
介

護
現

場
で

お
き

る
問

題
に

つ
い

て
、
チ

ー
ム

運
営

の
視

点
で

分
析

で
き

る
こ

と
。
 

④
自

立
を

支
援

す
る

た
め

に
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

を
実

践
す

る
こ

と
の

必
要

性
を

説
明

で
き

る
こ

と
。
 

⑤
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う
に

影
響

し
て

い
る

か
を

自
覚

で
き

て
い

る
こ

と
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

他 の 科 目 ・ 項 目 と の 関 連

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（Ⅱ

類
） 

○
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
（Ⅱ

類
） 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

 ※
た

だ
し

、
本

科
目

は
研

修
全

体
の

導
入

科
目

で
あ

り
、
全

科
目

と
関

連
す

る
。
 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
研

修
全

体
の

導
入

と
し

て
、
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
や

実
践

力
に

つ
い

て
理

解
し

、
本

研
修

で
獲

得
し

て
い

く
知

識
等

に
対

す
る

理
解

を
促

す
。
 

○
事

例
を

用
い

た
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
講

義
を

組
み

合
わ

せ
、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

や
今

後
獲

得
す

べ
き

知
識

・実
践

力
に

つ
い

て
の

理
解

を
促

す
。

 

例
）
組

織
・
チ

ー
ム

を
ま

と
め

る
リ
ー

ダ
ー

の
役

割
（
講

義
）
→

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
 

○
Ⅱ

類
の

組
織

行
動

論
に

お
け

る
理

論
を

一
部

活
用

し
な

が
ら

、
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
一

人
ひ

と
り
の

構
成

員
の

能
力

（
態

度
・
価

値
観

・
有

す
る

専
門

的
な

知
識

と
経

験
）
を

踏

ま
え

て
チ

ー
ム

を
つ

く
り
、
援

助
目

標
の

立
案

、
情

報
共

有
等

の
対

処
方

法
の

学
び

を
促

す
。
 

○
講

義
と

演
習

及
び

課
題

学
習

を
通

し
て

、
「含

む
べ

き
教

育
内

容
」の

全
て

に
つ

い
て

学
習

さ
せ

る
。
 

   

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

１
時

間
 

１
．
認

定
介

護
福

祉
士

と
は

何
か

 
○

認
定

介
護

福
祉

士
制

度
の

目
的

と
概

要
 

○
研

修
全

体
の

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
、
機

構
に

つ
い

て
 

・
研

修
全

体
の

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
兼

ね
る

 

・
概

論
と

し
て

、
他

科
目

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

○
テ

キ
ス

ト
、

「
提

言

書
」 

 

２
時

間
 

２
．

介
護

を
め

ぐ
る

社
会

的
動

向
と

介
護

福
祉

士
の

役
割

の
変

化
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
と

医
療

･介
護

連
携

等
 

○
介

護
の

専
門

性
、
介

護
福

祉
士

資
格

制
度

 

・
我

が
国

の
介

護
職

集
団

と
介

護
職

チ
ー

ム
の

形
成

過
程

を
理

解
す

る
 

・
「
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

へ
の

支
援

」
の

際
、

介
護

職
が

担
う

職
能

集
団

と

し
て

の
役

割
と

機
能

、
支

援
の

意
味

に
つ

い
て

考
え

る
 

・
介

護
福

祉
士

資
格

制
度

、
認

定
介

護
福

祉
士

創
設

の
経

緯
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

制
度

や
検

討
会

報
告

書
等

を
用

い
て

学
ぶ

 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
課

題
学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

２
～

 ３
時

間
 

３
．

認
定

介
護

福
祉

士
に

求
め

ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

が
担

う
べ

き
役

割
を

学
び

、
そ

の
役

割
に

必
要

と
な

る
実

践
力

を
学

ぶ
 

○
尊

厳
を

支
え

る
ケ

ア
、

自
立

支
援

の
視

点
に

基
づ

く
介

護
、

根
拠

あ
る

生
活

支
援

、
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
、

チ
ー

ム
運

営
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

職
種

間
連

携
、

地
域

連
携

、
等

 

・
４

の
「
介

護
現

場
に

お
け

る
様

々
な

問
題

と
そ

の
要

因
」
と

の
関

係
に

も
留

意
さ

せ
な

が
ら

学
ぶ

 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
課

題
学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

１
～

 ２
時

間
 

４
．

介
護

現
場

に
お

け
る

様
々

な

問
題

と
そ

の
要

因
 

○
職

種
間

ま
た

は
組

織
間

に
起

こ
り
や

す
い

問
題

、
利

用
者

へ
の

関
わ

り
方

や

介
護

観
の

相
違

に
よ

り
起

き
る

問
題

 

※
介

護
職

一
般

の
問

題
よ

り
も

、
職

種
間

連
携

や
介

護
職

チ
ー

ム
運

営
、

後
輩

育
成

等
、

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
直

面
す

る
問

題
に

焦
点

を
あ

て

た
学

習
が

求
め

ら
れ

る
 

○
テ

キ
ス

ト
掲

載
の

事
例

や
受

講
者

に
実

践
現

場
で

起
こ

る
課

題
を

提
出

し
て

も
ら

い
（
事

前
課

題
と

し
て

想
定

可
）
、

そ
れ

ら
を

も
と

に
チ

ー
ム

運
営

に
係

る

課
題

と
要

因
を

抽
出

さ
せ

、
チ

ー
ム

の
運

営
に

何
が

必
要

な
の

か
を

考
え

さ

せ
る

演
習

、
が

考
え

ら
れ

る
。
 

○
テ

キ
ス

ト
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

他 の 科 目 ・ 項 目 と の 関 連

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（Ⅱ

類
） 

○
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
（Ⅱ

類
） 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

 ※
た

だ
し

、
本

科
目

は
研

修
全

体
の

導
入

科
目

で
あ

り
、
全

科
目

と
関

連
す

る
。
 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
研

修
全

体
の

導
入

と
し

て
、
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
や

実
践

力
に

つ
い

て
理

解
し

、
本

研
修

で
獲

得
し

て
い

く
知

識
等

に
対

す
る

理
解

を
促

す
。
 

○
事

例
を

用
い

た
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
講

義
を

組
み

合
わ

せ
、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

や
今

後
獲

得
す

べ
き

知
識

・実
践

力
に

つ
い

て
の

理
解

を
促

す
。

 

例
）
組

織
・
チ

ー
ム

を
ま

と
め

る
リ
ー

ダ
ー

の
役

割
（
講

義
）
→

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
 

○
Ⅱ

類
の

組
織

行
動

論
に

お
け

る
理

論
を

一
部

活
用

し
な

が
ら

、
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
一

人
ひ

と
り
の

構
成

員
の

能
力

（
態

度
・
価

値
観

・
有

す
る

専
門

的
な

知
識

と
経

験
）
を

踏

ま
え

て
チ

ー
ム

を
つ

く
り
、
援

助
目

標
の

立
案

、
情

報
共

有
等

の
対

処
方

法
の

学
び

を
促

す
。
 

○
講

義
と

演
習

及
び

課
題

学
習

を
通

し
て

、
「含

む
べ

き
教

育
内

容
」の

全
て

に
つ

い
て

学
習

さ
せ

る
。
 

   

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

１
時

間
 

１
．
認

定
介

護
福

祉
士

と
は

何
か

 
○

認
定

介
護

福
祉

士
制

度
の

目
的

と
概

要
 

○
研

修
全

体
の

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
、
機

構
に

つ
い

て
 

・
研

修
全

体
の

オ
リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
兼

ね
る

 

・
概

論
と

し
て

、
他

科
目

と
の

関
連

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
 

○
テ

キ
ス

ト
、

「
提

言

書
」 

 

２
時

間
 

２
．

介
護

を
め

ぐ
る

社
会

的
動

向
と

介
護

福
祉

士
の

役
割

の
変

化
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
と

医
療

･介
護

連
携

等
 

○
介

護
の

専
門

性
、
介

護
福

祉
士

資
格

制
度

 

・
我

が
国

の
介

護
職

集
団

と
介

護
職

チ
ー

ム
の

形
成

過
程

を
理

解
す

る
 

・
「
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

へ
の

支
援

」
の

際
、

介
護

職
が

担
う

職
能

集
団

と

し
て

の
役

割
と

機
能

、
支

援
の

意
味

に
つ

い
て

考
え

る
 

・
介

護
福

祉
士

資
格

制
度

、
認

定
介

護
福

祉
士

創
設

の
経

緯
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

制
度

や
検

討
会

報
告

書
等

を
用

い
て

学
ぶ

 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
課

題
学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

２
～

 ３
時

間
 

３
．

認
定

介
護

福
祉

士
に

求
め

ら

れ
る

役
割

と
実

践
力

 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

が
担

う
べ

き
役

割
を

学
び

、
そ

の
役

割
に

必
要

と
な

る
実

践
力

を
学

ぶ
 

○
尊

厳
を

支
え

る
ケ

ア
、

自
立

支
援

の
視

点
に

基
づ

く
介

護
、

根
拠

あ
る

生
活

支
援

、
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
、

チ
ー

ム
運

営
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

職
種

間
連

携
、

地
域

連
携

、
等

 

・
４

の
「
介

護
現

場
に

お
け

る
様

々
な

問
題

と
そ

の
要

因
」
と

の
関

係
に

も
留

意
さ

せ
な

が
ら

学
ぶ

 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
課

題
学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

１
～

 ２
時

間
 

４
．

介
護

現
場

に
お

け
る

様
々

な

問
題

と
そ

の
要

因
 

○
職

種
間

ま
た

は
組

織
間

に
起

こ
り
や

す
い

問
題

、
利

用
者

へ
の

関
わ

り
方

や

介
護

観
の

相
違

に
よ

り
起

き
る

問
題

 

※
介

護
職

一
般

の
問

題
よ

り
も

、
職

種
間

連
携

や
介

護
職

チ
ー

ム
運

営
、

後
輩

育
成

等
、

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
直

面
す

る
問

題
に

焦
点

を
あ

て

た
学

習
が

求
め

ら
れ

る
 

○
テ

キ
ス

ト
掲

載
の

事
例

や
受

講
者

に
実

践
現

場
で

起
こ

る
課

題
を

提
出

し
て

も
ら

い
（
事

前
課

題
と

し
て

想
定

可
）
、

そ
れ

ら
を

も
と

に
チ

ー
ム

運
営

に
係

る

課
題

と
要

因
を

抽
出

さ
せ

、
チ

ー
ム

の
運

営
に

何
が

必
要

な
の

か
を

考
え

さ

せ
る

演
習

、
が

考
え

ら
れ

る
。
 

○
テ

キ
ス

ト
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

５
～

 ８
時

間
 

５
．

チ
ー

ム
運

営
と

職
種

間
連

携
 

○
チ

ー
ム

ケ
ア

・
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
と

は
何

か
、

チ
ー

ム
を

構
成

す
る

各
職

種

の
役

割
・
機

能
の

理
解

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

観
・
援

助
目

標
の

共
有

化
、

チ
ー

ム
内

・
職

種
間

の
調

整
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

チ
ー

ム
メ

ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
 

○
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
以

下
の

例
が

考
え

ら
れ

る
 

①
他

職
種

と
の

有
機

的
な

連
携

方
法

 

・
う

ま
く
い

っ
た

事
例

を
分

析
し

、
目

標
立

案
、

ケ
ア

実
践

と
情

報
共

有
の

方

法
、
チ

ー
ム

作
り
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

②
同

一
組

織
内

に
お

け
る

価
値

観
（介

護
観

・看
護

観
）の

相
違

 

・
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
メ

ン
バ

ー
間

に
お

け
る

課
題

の
発

生
と

ケ
ア

へ
の

影

響
や

、
利

用
者

の
ケ

ア
へ

の
影

響
や

チ
ー

ム
で

の
関

わ
り
方

に
行

き
詰

っ

た
事

例
を

も
と

に
、

自
ら

の
対

応
方

法
や

考
え

方
の

課
題

に
気

付
く
よ

う
に

す
る

。
 

③
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

・
事

例
を

も
と

に
、
チ

ー
ム

内
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

態
度

、
他

職
種

と
の

連
携

の
あ

り
方

や
、

認
定

介
護

福
祉

士
に

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

④
地

域
生

活
の

支
援

と
地

域
連

携
 

・
利

用
者

の
生

活
歴

、
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

等
を

想
像

さ
せ

、
地

域
生

活

の
継

続
性

を
保

つ
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

在
り
方

に
気

付
く
よ

う
に

す
る

。
 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
一

部
に

つ
い

て
、

自
職

場

で
の

事
例

を
も

と
に

レ
ポ

ー

ト
作

成
に

よ
る

課
題

学
習

を
事

前
課

題
ま

た
は

事
後

課
題

と
し

て
設

定
す

る
こ

と

が
可

能
。

事
前

課
題

の
場

合
は

、
集

合
研

修
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
演

習
等

で
使

用
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

、

事
後

課
題

の
場

合
は

研

修
受

講
に

よ
る

対
応

方
法

や
考

え
方

の
変

化
を

気

付
か

せ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

１
～

 ２
時

間
 

６
．

チ
ー

ム
運

営
と

求
め

ら
れ

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

 

○
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

・
中

堅
職

員
や

ユ
ニ

ッ
トリ

ー
ダ

ー
等

に
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

認
定

介
護

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

違
い

に
つ

い
て

学
ぶ

 

・
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う

に
影

響
し

て

い
る

か
を

自
覚

す
る

 

○
テ

キ
ス

ト
 

 

 
※

7
時

間
以

内
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

疾
患

・障
害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅰ

 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

３
０
時

間
）
 

形
 

態
 

講
義

 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、

生
活

支
援

の
場

面
で

必
要

と
な

る
医

療
的

ケ
ア

や
判

断
及

び
医

療
職

等
と

の
連

携
の

際
の

根
拠

と
な

る
医

療
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

獲
得

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
、
解

剖
生

理
、
病

態
生

理
、
症

候
、
疾

病
等

の
基

礎
的

な
内

容
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
疾

病
・
障

害
等

に
つ

い
て

、
そ

の
機

序
、
主

な
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

等
の

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
介

護
実

践
の

根
拠

と
な

る
人

体
の

構
造

や
機

能
を

学
ぶ

ほ
か

、
「
発

達
と

老
化

の
理

解
」
で

は
高

齢
者

に

多
い

症
状

・
疾

病
の

特
徴

と
生

活
上

の
留

意
点

を
学

ぶ
。

し
か

し
、

「
機

序
、

症
状

、
診

断
・
治

療
、

経
過

と
予

後
」
、

「
主

な
薬

の
知

識
」
、

「
リ
ス

ク
と

対
応

」
、

「
生

活
支

援
の

留

意
点

・観
察

ポ
イ

ン
ト」

、
「他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

」な
ど

を
臨

床
像

と
を

結
び

つ
け

て
理

解
す

る
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

学
ん

だ
基

礎
的

な
医

学
知

識
を

ベ
ー

ス
に

、
医

療
職

と
の

連
携

に
必

要
な

医
学

知
識

と
し

て
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に

関
す

る
知

識
領

域
）体

系
的

に
新

た
に

習
得

す
る

と
と

も
に

、
臨

床
の

場
面

に
お

け
る

確
実

な
判

断
や

他
職

種
と

共
有

す
べ

き
情

報
と

、
連

携
の

際
の

根
拠

を
明

確
に

説
明

で
き

る
よ

う
な

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）の

習
得

を
目

標
と

し
て

い
る

。
 

23

42



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
概
論
 

５
～

 ８
時

間
 

５
．

チ
ー

ム
運

営
と

職
種

間
連

携
 

○
チ

ー
ム

ケ
ア

・
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
と

は
何

か
、

チ
ー

ム
を

構
成

す
る

各
職

種

の
役

割
・
機

能
の

理
解

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

観
・
援

助
目

標
の

共
有

化
、

チ
ー

ム
内

・
職

種
間

の
調

整
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

チ
ー

ム
メ

ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
 

○
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
以

下
の

例
が

考
え

ら
れ

る
 

①
他

職
種

と
の

有
機

的
な

連
携

方
法

 

・
う

ま
く
い

っ
た

事
例

を
分

析
し

、
目

標
立

案
、

ケ
ア

実
践

と
情

報
共

有
の

方

法
、
チ

ー
ム

作
り
に

つ
い

て
学

ぶ
。
 

②
同

一
組

織
内

に
お

け
る

価
値

観
（介

護
観

・看
護

観
）の

相
違

 

・
チ

ー
ム

を
構

成
す

る
メ

ン
バ

ー
間

に
お

け
る

課
題

の
発

生
と

ケ
ア

へ
の

影

響
や

、
利

用
者

の
ケ

ア
へ

の
影

響
や

チ
ー

ム
で

の
関

わ
り
方

に
行

き
詰

っ

た
事

例
を

も
と

に
、

自
ら

の
対

応
方

法
や

考
え

方
の

課
題

に
気

付
く
よ

う
に

す
る

。
 

③
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

・
事

例
を

も
と

に
、
チ

ー
ム

内
の

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
の

態
度

、
他

職
種

と
の

連
携

の
あ

り
方

や
、

認
定

介
護

福
祉

士
に

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

に

つ
い

て
検

討
す

る
。
 

④
地

域
生

活
の

支
援

と
地

域
連

携
 

・
利

用
者

の
生

活
歴

、
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

等
を

想
像

さ
せ

、
地

域
生

活

の
継

続
性

を
保

つ
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

在
り
方

に
気

付
く
よ

う
に

す
る

。
 

○
テ

キ
ス

ト
 

○
一

部
に

つ
い

て
、

自
職

場

で
の

事
例

を
も

と
に

レ
ポ

ー

ト
作

成
に

よ
る

課
題

学
習

を
事

前
課

題
ま

た
は

事
後

課
題

と
し

て
設

定
す

る
こ

と

が
可

能
。

事
前

課
題

の
場

合
は

、
集

合
研

修
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
演

習
等

で
使

用
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

、

事
後

課
題

の
場

合
は

研

修
受

講
に

よ
る

対
応

方
法

や
考

え
方

の
変

化
を

気

付
か

せ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。
 

１
～

 ２
時

間
 

６
．

チ
ー

ム
運

営
と

求
め

ら
れ

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

 

○
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

・
中

堅
職

員
や

ユ
ニ

ッ
トリ

ー
ダ

ー
等

に
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

認
定

介
護

福
祉

士
に

求
め

ら
れ

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

違
い

に
つ

い
て

学
ぶ

 

・
自

分
自

身
の

価
値

観
が

自
ら

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

ど
の

よ
う

に
影

響
し

て

い
る

か
を

自
覚

す
る

 

○
テ

キ
ス

ト
 

 

 
※

7
時

間
以

内
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

医
療

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

疾
患

・障
害

等
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
Ⅰ

 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

３
０
時

間
）
 

形
 

態
 

講
義

 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、

生
活

支
援

の
場

面
で

必
要

と
な

る
医

療
的

ケ
ア

や
判

断
及

び
医

療
職

等
と

の
連

携
の

際
の

根
拠

と
な

る
医

療
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

獲
得

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
、
解

剖
生

理
、
病

態
生

理
、
症

候
、
疾

病
等

の
基

礎
的

な
内

容
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
疾

病
・
障

害
等

に
つ

い
て

、
そ

の
機

序
、
主

な
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

等
の

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
介

護
実

践
の

根
拠

と
な

る
人

体
の

構
造

や
機

能
を

学
ぶ

ほ
か

、
「
発

達
と

老
化

の
理

解
」
で

は
高

齢
者

に

多
い

症
状

・
疾

病
の

特
徴

と
生

活
上

の
留

意
点

を
学

ぶ
。

し
か

し
、

「
機

序
、

症
状

、
診

断
・
治

療
、

経
過

と
予

後
」
、

「
主

な
薬

の
知

識
」
、

「
リ
ス

ク
と

対
応

」
、

「
生

活
支

援
の

留

意
点

・観
察

ポ
イ

ン
ト」

、
「他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

」な
ど

を
臨

床
像

と
を

結
び

つ
け

て
理

解
す

る
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

学
ん

だ
基

礎
的

な
医

学
知

識
を

ベ
ー

ス
に

、
医

療
職

と
の

連
携

に
必

要
な

医
学

知
識

と
し

て
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に

関
す

る
知

識
領

域
）体

系
的

に
新

た
に

習
得

す
る

と
と

も
に

、
臨

床
の

場
面

に
お

け
る

確
実

な
判

断
や

他
職

種
と

共
有

す
べ

き
情

報
と

、
連

携
の

際
の

根
拠

を
明

確
に

説
明

で
き

る
よ

う
な

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）の

習
得

を
目

標
と

し
て

い
る

。
 

24

43



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目

 

１
．

生
活

支
援

場
面

で
必

要
と

な
る

解
剖

生

理
、

病
態

生
理

、
症

候
、

疾
病

等
に

関
す

る

基
礎

知
識

 

１
）
主

な
症

状
 

○
発

熱
、

脱
水

、
悪

心
、

嘔
吐

、
下

痢
、

便
秘

、
失

禁
、

頻
尿

、
浮

腫
、

腹
痛

、

食
欲

不
振

、
咳

、
痰

、
喘

鳴
、
呼

吸
困

難
、
誤

嚥
 

動
悸

、
不

整
脈

、
胸

痛
、

難
聴

、
視

力
障

害
、

眩
暈

、
麻

痺
、

振
戦

、
腰

・
背

部
痛

、
膝

痛
、
不

眠
、
褥

瘡
、
な

ど
 

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
、
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

 

２
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必

要
な

基
礎

的
な

知
識

 

 

※
各

疾
患

・
障

害
等

の
ふ

ま
え

る
べ

き
ポ

イ

ン
ト 

①
機

序
､症

状
､診

断
･治

療
､経

過
と

予
後

 

②
主

な
薬

の
知

識
（作

用
と

副
作

用
） 

③
リ
ス

ク
と

対
応

 

④
生

活
支

援
の

留
意

点
・観

察
ポ

イ
ン

ト 

⑤
他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

 

１
）神

経
系

疾
患

 
①

神
経

筋
疾

患
（パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

、
筋

委
縮

性
側

索
硬

化
症

（Ａ
Ｌ
Ｓ

）等
） 

②
脳

血
管

疾
患

（
脳

梗
塞

、
脳

内
出

血
、

く
も

膜
下

出
血

、
一

過
性

脳
虚

血
発

作
（Ｔ

ＩＡ
）等

） 

２
）循

環
器

系
疾

患
 

①
慢

性
虚

血
性

心
疾

患
、
狭

心
症

、
急

性
心

筋
梗

塞
、
高

血
圧

性
疾

患
 

３
）呼

吸
器

疾
患

 
①

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
誤

嚥
性

肺
炎

、
不

顕
性

肺
炎

 

４
）代

謝
系

疾
患

 
①

脂
質

異
常

症
、
糖

尿
病

 

５
）
筋

骨
格

系
疾

患
 

①
骨

関
節

疾
患

（
膝

関
節

炎
、

骨
粗

鬆
症

、
関

節
リ
ウ

マ
チ

・
腰

部
脊

柱
管

狭

窄
症

） 

②
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

・
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、
腰

椎

圧
迫

骨
折

、
等

） 

６
）
精

神
疾

患
 

①
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
せ

ん
妄

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
候

群
、

睡
眠

障
害

等
 

７
）泌

尿
器

疾
患

 
①

頻
尿

、
失

禁
、
腎

炎
、
人

工
透

析
 

８
）そ

の
他

の
疾

患
等

 
①

老
人

性
白

内
障

、
緑

内
障

 

②
老

人
性

難
聴

 

③
高

次
脳

機
能

障
害

 

③
感

染
症

 

④
消

化
器

疾
患

 

⑤
発

達
障

害
・知

的
障

害
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

3 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 
＜

テ
キ

ス
ト

等
教

材
＞

 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

テ
キ

ス
トと

し
て

以
下

の
文

献
の

使
用

が
考

え
ら

れ
る

。
 

○
伊

藤
進

ほ
か

＝
編

著
『メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
〔第

４
版

〕』
医

学
出

版
社

、
2
0
1
3
 

○
鑪

幹
八

郎
ほ

か
＝

編
『発

達
障

害
の

心
理

臨
床

』金
子

書
房

、
1
9
9
0
 

○
箭

野
育

子
＝

編
著

『骨
・関

節
系

の
症

状
・疾

患
の

理
解

と
看

護
 (

新
ナ

ー
シ

ン
グ

レ
ク

チ
ャ

ー
)』

中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
3
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
小

野
次

朗
ほ

か
＝

編
『よ

く
わ

か
る

発
達

障
害

〔第
２
版

〕
Ｌ
Ｄ

・Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

・
高

機
能

自
閉

症
・ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

』ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
、
2
0
1
0
 

○
麻

生
武

ほ
か

＝
編

『
よ

く
わ

か
る

臨
床

発
達

心
理

学
〔第

４
版

〕』
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
、
2
0
1
2
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
、
解

剖
生

理
、
病

態
生

理
、
症

候
、
疾

病
等

の
基

礎
的

な
内

容
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
疾

病
・障

害
等

に
つ

い
て

、
そ

の
機

序
、
主

な
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

等
の

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

生
活

支
援

場
面

で
必

要
と

な
る

解
剖

生

理
、

病
態

生
理

、
症

候
、

疾
病

等
に

関
す

る

基
礎

知
識

 

１
）
主

な
症

状
 

○
発

熱
、

脱
水

、
悪

心
、

嘔
吐

、
下

痢
、

便
秘

、
失

禁
、

頻
尿

、
浮

腫
、

腹
痛

、

食
欲

不
振

、
咳

、
痰

、
喘

鳴
、
呼

吸
困

難
、
誤

嚥
 

動
悸

、
不

整
脈

、
胸

痛
、

難
聴

、
視

力
障

害
、

眩
暈

、
麻

痺
、

振
戦

、
腰

・
背

部
痛

、
膝

痛
、
不

眠
、
褥

瘡
、
な

ど
 

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
、
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

 

２
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必

要
な

基
礎

的
な

知
識

 

 

※
各

疾
患

・
障

害
等

の
ふ

ま
え

る
べ

き
ポ

イ

ン
ト 

①
機

序
､症

状
､診

断
･治

療
､経

過
と

予
後

 

②
主

な
薬

の
知

識
（作

用
と

副
作

用
） 

③
リ
ス

ク
と

対
応

 

④
生

活
支

援
の

留
意

点
・
観

察
ポ

イ
ン

ト 

⑤
他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

 

１
）神

経
系

疾
患

 
①

神
経

筋
疾

患
（パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

、
筋

委
縮

性
側

索
硬

化
症

（Ａ
Ｌ
Ｓ

）等
） 

②
脳

血
管

疾
患

（
脳

梗
塞

、
脳

内
出

血
、

く
も

膜
下

出
血

、
一

過
性

脳
虚

血
発

作
（Ｔ

ＩＡ
）等

） 

２
）循

環
器

系
疾

患
 

①
慢

性
虚

血
性

心
疾

患
、
狭

心
症

、
急

性
心

筋
梗

塞
、
高

血
圧

性
疾

患
 

３
）呼

吸
器

疾
患

 
①

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、
誤

嚥
性

肺
炎

、
不

顕
性

肺
炎

 

４
）代

謝
系

疾
患

 
①

脂
質

異
常

症
、
糖

尿
病

 

５
）
筋

骨
格

系
疾

患
 

①
骨

関
節

疾
患

（
膝

関
節

炎
、

骨
粗

鬆
症

、
関

節
リ
ウ

マ
チ

・
腰

部
脊

柱
管

狭

窄
症

） 

②
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

・
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、
腰

椎

圧
迫

骨
折

、
等

） 

６
）
精

神
疾

患
 

①
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
せ

ん
妄

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
候

群
、

睡
眠

障
害

等
 

７
）泌

尿
器

疾
患

 
①

頻
尿

、
失

禁
、
腎

炎
、
人

工
透

析
 

８
）そ

の
他

の
疾

患
等

 
①

老
人

性
白

内
障

、
緑

内
障

 

②
老

人
性

難
聴

 

③
高

次
脳

機
能

障
害

 

③
感

染
症

 

④
消

化
器

疾
患

 

⑤
発

達
障

害
・知

的
障

害
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

3 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

テ
キ

ス
トと

し
て

以
下

の
文

献
の

使
用

が
考

え
ら

れ
る

。
 

○
伊

藤
進

ほ
か

＝
編

著
『メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
〔第

４
版

〕』
医

学
出

版
社

、
2
0
1
3
 

○
鑪

幹
八

郎
ほ

か
＝

編
『発

達
障

害
の

心
理

臨
床

』金
子

書
房

、
1
9
9
0
 

○
箭

野
育

子
＝

編
著

『骨
・関

節
系

の
症

状
・疾

患
の

理
解

と
看

護
 (

新
ナ

ー
シ

ン
グ

レ
ク

チ
ャ

ー
)』

中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
3
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
小

野
次

朗
ほ

か
＝

編
『よ

く
わ

か
る

発
達

障
害

〔第
２
版

〕
Ｌ
Ｄ

・Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

・
高

機
能

自
閉

症
・ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

』ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
、
2
0
1
0
 

○
麻

生
武

ほ
か

＝
編

『
よ

く
わ

か
る

臨
床

発
達

心
理

学
〔第

４
版

〕』
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書

房
、
2
0
1
2
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
、
解

剖
生

理
、
病

態
生

理
、
症

候
、
疾

病
等

の
基

礎
的

な
内

容
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
疾

病
・障

害
等

に
つ

い
て

、
そ

の
機

序
、
主

な
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

等
の

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的
な

内
容

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

4 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（
Ⅰ

類
）：

各
疾

病
・障

害
の

障
害

特
性

の
理

解
を

す
る

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
日

々
利

用
者

と
接

す
る

機
会

の
あ

る
介

護
福

祉
士

に
と

っ
て

「
気

付
き

」
は

重
要

で
あ

り
、
疾

患
に

関
す

る
症

状
・
症

候
に

気
づ

く
こ

と
は

認
定

介
護

福
祉

士
の

専
門

性
を

高
め

る

も
の

で
あ

る
。

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
（
V
it
al

 s
ig

ns
）
を

理
解

し
正

常
と

疾
病

症
状

を
理

解
す

る
。

各
疾

患
の

機
序

、
主

な
症

状
、

診
断

・
治

療
、

経
過

と
予

後
を

理
解

す
る

。
各

疾
患

が
生

活
へ

の
影

響
に

関
す

る
知

識
を

学
び

、
利

用
者

の
生

活
を

ア
セ

ス
メ

ン
トへ

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

な
る

。
ま

た
、
日

常
生

活
上

の
注

意
点

や
生

活
支

援
す

る
場

面

で
対

応
や

専
門

職
へ

報
告

・連
携

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

  

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

生
活

支
援

場
面

で
必

要
と

な

る
解

剖
生

理
、

病
態

生
理

、
症

候
、

疾
病

等
に

関
す

る
基

礎
知

識
 

○
移

動
、

移
乗

、
歩

行
、

食
事

、
整

容
、

更
衣

、
ト
イ

レ
動

作
、

入
浴

に
関

連
し

た
身

体
機

能
の

基
礎

知
識

（解
剖

・生
理

）と
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

（v
it
al

 s
ig

ns
）

及
び

疾
患

の
代

表
的

な
症

状
を

学
習

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
２
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

２
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

①
 

○
感

染
症

 

・
感

染
症

が
局

所
的

、
全

身
的

疾
患

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
感

染
症

の
分

類
、

概
念

、
病

態
、

診
断

を
理

解
す

る
。

感
染

症
の

治
療

、
予

防
に

つ
い

て

理
解

す
る

。
 

※
以

下
、
各

疾
患

・障
害

等
に

つ
い

て
、
次

の
内

容
を

踏
ま

え
る

こ
と

 

①
機

序
、
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

 

②
主

な
薬

の
知

識
（作

用
と

副
作

用
） 

③
リ
ス

ク
と

対
応

 

④
生

活
支

援
の

留
意

点
・観

察
ポ

イ
ン

ト 

⑤
他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

 
等

 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
３
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

5 
 

２
時

間
 

３
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

②
 

○
神

経
・筋

疾
患

 

・
中

枢
神

経
疾

患
の

原
因

病
態

を
理

解
す

る
。

末
梢

神
経

疾
患

の
原

因
、

病

態
を

理
解

す
る

。
筋

疾
患

：筋
委

縮
に

は
神

経
原

性
と

筋
原

性
が

あ
る

こ
と

を

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
1
2

章
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

４
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

③
 

○
高

次
脳

機
能

障
害

 

・
脳

血
管

障
害

、
頭

部
外

傷
な

ど
の

器
質

的
損

傷
に

よ
り
失

語
・失

行
・失

認
と

い
っ

た
局

在
的

巣
症

状
、

注
意

障
害

や
記

憶
障

害
な

ど
の

欠
落

症
状

、
判

断
・遂

行
機

能
障

害
・社

会
的

行
動

障
害

な
ど

を
呈

す
る

状
態

像
を

理
解

す

る
。
 

 
○

テ
キ

ス
ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

４
時

間
 

５
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

④
 

○
循

環
器

疾
患

 

・
心

電
図

を
通

し
て

不
整

脈
を

理
解

す
る

。
心

不
全

の
病

態
、

治
療

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
虚

血
性

心
疾

患
狭

心
症

心
筋

梗
塞

の
症

状
診

断
治

療
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
呼

吸
器

疾
患

 

・
気

管
支

、
肺

の
感

染
症

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
呼

吸
不

全
を

生
じ

る
慢

性
の

肺
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

肺
循

環
障

害
に

よ
る

疾
患

に
つ

い
て

理
解

す

る
。
肺

の
腫

瘍
性

疾
患

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
５
章

・
第

６
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

 

６
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑤
 

○
消

化
器

疾
患

 

・
消

化
器

の
炎

症
性

疾
患

、
感

染
症

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
消

化
器

の
腫

瘍

性
疾

患
を

理
解

す
る

。
肝

臓
胆

嚢
膵

臓
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
代

謝
系

疾
患

 

・
代

謝
疾

患
の

成
因

と
病

体
を

理
解

す
る

。
肥

満
と

生
活

習
慣

病
の

関
連

性
を

理
解

す
る

。
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド
ロ

ー
ム

の
概

念
を

理
解

す
る

。
代

謝
異

常
の

進
展

と
動

脈
硬

化
性

疾
患

の
発

生
機

序
を

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
７
章

・
第

９
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

７
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑥
 

○
泌

尿
器

疾
患

 

・
腎

臓
の

機
能

を
学

習
し

腎
不

全
時

に
見

ら
れ

る
症

状
・
重

傷
度

を
理

解
す

る
。

人
頭

席
を

理
解

す
る

。
糖

尿
病

腎
症

の
病

態
を

理
解

す
る

。
膀

胱
機

能

を
理

解
し

、
頻

尿
失

禁
の

病
態

を
理

解
す

る
。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
1
1

章
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

３
時

間
 

８
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑦
 

○
筋

骨
格

系
疾

患
 

・
骨

の
構

造
と

仕
組

み
を

理
解

し
、
骨

折
の

症
状

、
分

類
、
治

癒
、
骨

折
に

よ
る

合
併

症
状

を
理

解
す

る
。

骨
粗

鬆
症

、
関

節
リ
ウ

マ
チ

、
変

形
性

関
節

症
、

脊
柱

管
狭

窄
症

を
理

解
す

る
。
 

『
骨

・
関

節
系

の
症

状
・
疾

患
の

理
解

と

看
護

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
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支
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携
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他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（
Ⅰ

類
）：

各
疾

病
・障

害
の

障
害

特
性

の
理

解
を

す
る

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
日

々
利

用
者

と
接

す
る

機
会

の
あ

る
介

護
福

祉
士

に
と

っ
て

「
気

付
き

」
は

重
要

で
あ

り
、
疾

患
に

関
す

る
症

状
・
症

候
に

気
づ

く
こ

と
は

認
定

介
護

福
祉

士
の

専
門

性
を

高
め

る

も
の

で
あ

る
。

バ
イ

タ
ル

サ
イ

ン
（
V
it
al

 s
ig

ns
）
を

理
解

し
正

常
と

疾
病

症
状

を
理

解
す

る
。

各
疾

患
の

機
序

、
主

な
症

状
、

診
断

・
治

療
、

経
過

と
予

後
を

理
解

す
る

。
各

疾
患

が
生

活
へ

の
影

響
に

関
す

る
知

識
を

学
び

、
利

用
者

の
生

活
を

ア
セ

ス
メ

ン
トへ

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

な
る

。
ま

た
、
日

常
生

活
上

の
注

意
点

や
生

活
支

援
す

る
場

面

で
対

応
や

専
門

職
へ

報
告

・連
携

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

  

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

生
活

支
援

場
面

で
必

要
と

な

る
解

剖
生

理
、

病
態

生
理

、
症

候
、

疾
病

等
に

関
す

る
基

礎
知

識
 

○
移

動
、

移
乗

、
歩

行
、

食
事

、
整

容
、

更
衣

、
ト
イ

レ
動

作
、

入
浴

に
関

連
し

た
身

体
機

能
の

基
礎

知
識

（解
剖

・生
理

）と
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

（v
it
al

 s
ig

ns
）

及
び

疾
患

の
代

表
的

な
症

状
を

学
習

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
２
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

２
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

①
 

○
感

染
症

 

・
感

染
症

が
局

所
的

、
全

身
的

疾
患

で
あ

る
こ

と
を

理
解

す
る

。
感

染
症

の
分

類
、

概
念

、
病

態
、

診
断

を
理

解
す

る
。

感
染

症
の

治
療

、
予

防
に

つ
い

て

理
解

す
る

。
 

※
以

下
、
各

疾
患

・障
害

等
に

つ
い

て
、
次

の
内

容
を

踏
ま

え
る

こ
と

 

①
機

序
、
症

状
、
診

断
・治

療
、
経

過
と

予
後

 

②
主

な
薬

の
知

識
（作

用
と

副
作

用
） 

③
リ
ス

ク
と

対
応

 

④
生

活
支

援
の

留
意

点
・観

察
ポ

イ
ン

ト 

⑤
他

職
種

と
共

有
す

べ
き

情
報

 
等

 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
３
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

5 
 

２
時

間
 

３
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

②
 

○
神

経
・筋

疾
患

 

・
中

枢
神

経
疾

患
の

原
因

病
態

を
理

解
す

る
。

末
梢

神
経

疾
患

の
原

因
、

病

態
を

理
解

す
る

。
筋

疾
患

：筋
委

縮
に

は
神

経
原

性
と

筋
原

性
が

あ
る

こ
と

を

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
1
2

章
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

４
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

③
 

○
高

次
脳

機
能

障
害

 

・
脳

血
管

障
害

、
頭

部
外

傷
な

ど
の

器
質

的
損

傷
に

よ
り
失

語
・失

行
・失

認
と

い
っ

た
局

在
的

巣
症

状
、

注
意

障
害

や
記

憶
障

害
な

ど
の

欠
落

症
状

、
判

断
・遂

行
機

能
障

害
・社

会
的

行
動

障
害

な
ど

を
呈

す
る

状
態

像
を

理
解

す

る
。
 

 
○

テ
キ

ス
ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

４
時

間
 

５
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

④
 

○
循

環
器

疾
患

 

・
心

電
図

を
通

し
て

不
整

脈
を

理
解

す
る

。
心

不
全

の
病

態
、

治
療

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
虚

血
性

心
疾

患
狭

心
症

心
筋

梗
塞

の
症

状
診

断
治

療
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
呼

吸
器

疾
患

 

・
気

管
支

、
肺

の
感

染
症

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
呼

吸
不

全
を

生
じ

る
慢

性
の

肺
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

肺
循

環
障

害
に

よ
る

疾
患

に
つ

い
て

理
解

す

る
。
肺

の
腫

瘍
性

疾
患

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
５
章

・
第

６
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

 

６
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑤
 

○
消

化
器

疾
患

 

・
消

化
器

の
炎

症
性

疾
患

、
感

染
症

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
消

化
器

の
腫

瘍

性
疾

患
を

理
解

す
る

。
肝

臓
胆

嚢
膵

臓
疾

患
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
代

謝
系

疾
患

 

・
代

謝
疾

患
の

成
因

と
病

体
を

理
解

す
る

。
肥

満
と

生
活

習
慣

病
の

関
連

性
を

理
解

す
る

。
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド
ロ

ー
ム

の
概

念
を

理
解

す
る

。
代

謝
異

常
の

進
展

と
動

脈
硬

化
性

疾
患

の
発

生
機

序
を

理
解

す
る

。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
７
章

・
第

９
章

 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

７
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑥
 

○
泌

尿
器

疾
患

 

・
腎

臓
の

機
能

を
学

習
し

腎
不

全
時

に
見

ら
れ

る
症

状
・
重

傷
度

を
理

解
す

る
。

人
頭

席
を

理
解

す
る

。
糖

尿
病

腎
症

の
病

態
を

理
解

す
る

。
膀

胱
機

能

を
理

解
し

、
頻

尿
失

禁
の

病
態

を
理

解
す

る
。
 

『
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

内
科

学
』

第
1
1

章
 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

３
時

間
 

８
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑦
 

○
筋

骨
格

系
疾

患
 

・
骨

の
構

造
と

仕
組

み
を

理
解

し
、
骨

折
の

症
状

、
分

類
、
治

癒
、
骨

折
に

よ
る

合
併

症
状

を
理

解
す

る
。

骨
粗

鬆
症

、
関

節
リ
ウ

マ
チ

、
変

形
性

関
節

症
、

脊
柱

管
狭

窄
症

を
理

解
す

る
。
 

『
骨

・
関

節
系

の
症

状
・
疾

患
の

理
解

と

看
護

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

6 
 

３
時

間
 

９
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑧
 

○
筋

骨
格

系
疾

患
 

・
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

・
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、
腰

椎

圧
迫

骨
折

、
等

）を
理

解
す

る
。
 

『
骨

・
関

節
系

の
症

状
・
疾

患
の

理
解

と

看
護

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

 

1
0
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的

な
知

識
⑨

 

○
精

神
的

疾
患

 

・
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
せ

ん
妄

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
候

群
、

睡
眠

障
害

等
 

○
発

達
障

害
・知

的
障

害
 

・
自

閉
症

・
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

・
広

汎
性

発
達

障
害

・
学

習
障

害
、

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
病

態
、

を
理

解
し

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
(l
if
e
 
st

ag
e
)に

応
じ

た
支

援
の

違
い

を
理

解
す

る
。
 

・
知

的
障

害
の

評
価

を
理

解
し

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
(l
if
e
 s

ta
g
e
)に

応
じ

た
支

援
の

違
い

を
理

解
す

る
。
 

『
発

達
障

害
の

心
理

臨
床

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

1
1
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的

な
知

識
⑩

 

○
そ

の
他

の
疾

患
 

・
感

覚
器

系
の

解
剖

及
び

疾
患

を
理

解
す

る
。
白

内
障

・緑
内

障
、
老

人
性

難

聴
 

 
○

テ
キ

ス
ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

 
※

 
３
０
時

間
以

内
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

7 
 「疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
循

環
器
疾

患
 

１
 
虚

血
性

心
疾

患
は

冠
状

動
脈

の
狭

窄
に

よ
っ

て
心

筋
虚

血
が

生
じ

た
状

態
を

い
う
。
 

２
 
狭

心
症

は
誘

因
か

ら
労

作
性

狭
心

症
、
安

静
時

狭
心

症
に

、
経

過
か

ら
不

安
定

狭
心

症
に

分
類

さ
れ

る
。
 

３
 
急

性
期

の
心

筋
梗

塞
の

心
電

図
で

は
Ｓ

Ｔ
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
急

性
心

筋
梗

塞
は

冠
状

動
脈

の
閉

塞
で

血
流

が
途

絶
え

て
起

こ
る

。
 

５
 冠

動
脈

の
粥

状
硬

化
が

急
性

心
筋

梗
塞

の
原

因
と

な
る

。
 

６
 
右

心
不

全
で

は
体

循
環

系
の

う
っ

血
が

著
明

に
な

る
。
 

７
 
肺

高
血

圧
症

は
右

心
不

全
の

原
因

と
な

る
。
 

８
 
起

坐
呼

吸
は

左
心

不
全

の
症

状
で

あ
る

。
 

９
 
左

心
不

全
に

よ
っ

て
急

性
肺

水
腫

を
生

じ
る

。
 

1
0
 
下

腿
浮

腫
は

右
心

不
全

の
症

状
で

あ
る

。
 

1
1
 
心

臓
弁

膜
症

の
原

因
と

し
て

、
高

齢
化

に
伴

う
動

脈
硬

化
や

リ
ウ

マ
チ

性
心

内
膜

炎
が

あ
げ

ら
れ

る
。
 

 ○
呼

吸
器
系

 

１
 
肺

気
腫

で
は

肺
が

過
膨

張
す

る
。
 

２
 
気

管
支

喘
息

の
発

作
時

は
１
秒

率
が

低
下

す
る

。
 

３
 
気

管
支

喘
息

で
は

発
作

時
に

気
道

の
狭

窄
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
肺

気
腫

で
は

肺
胞

の
破

壊
を

特
徴

と
す

る
。
 

５
 
肺

塞
栓

症
に

よ
っ

て
突

発
す

る
胸

痛
は

緊
急

の
治

療
を

要
す

る
。
 

６
 
肺

線
維

症
は

拘
束

性
肺

疾
患

で
あ

る
。
 

７
 
間

質
性

肺
炎

で
は

肺
の

線
維

化
が

み
ら

れ
る

。
 

８
 
気

管
支

ぜ
ん

そ
く
の

発
作

時
に

は
起

坐
呼

吸
が

起
こ

る
。
 

９
 
肺

気
腫

で
は

機
能

的
残

気
量

の
増

加
が

み
ら

れ
る

。
 

1
0
 
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

の
症

状
と

し
て

、
い

び
き

、
不

眠
、
昼

間
の

眠
気

が
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

6 
 

３
時

間
 

９
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、
生

活
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な

知
識

⑧
 

○
筋

骨
格

系
疾

患
 

・
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

・
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、
腰

椎

圧
迫

骨
折

、
等

）を
理

解
す

る
。
 

『
骨

・
関

節
系

の
症

状
・
疾

患
の

理
解

と

看
護

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

 

1
0
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的

な
知

識
⑨

 

○
精

神
的

疾
患

 

・
統

合
失

調
症

、
う

つ
病

、
せ

ん
妄

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
候

群
、

睡
眠

障
害

等
 

○
発

達
障

害
・知

的
障

害
 

・
自

閉
症

・
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

・
広

汎
性

発
達

障
害

・
学

習
障

害
、

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
病

態
、

を
理

解
し

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
(l
if
e
 
st

ag
e
)に

応
じ

た
支

援
の

違
い

を
理

解
す

る
。
 

・
知

的
障

害
の

評
価

を
理

解
し

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
(l
if
e
 s

ta
g
e
)に

応
じ

た
支

援
の

違
い

を
理

解
す

る
。
 

『
発

達
障

害
の

心
理

臨
床

』 

○
テ

キ
ス

ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

２
時

間
 

1
1
．

疾
患

・
障

害
等

に
お

い
て

、

生
活

支
援

に
必

要
な

基
礎

的

な
知

識
⑩

 

○
そ

の
他

の
疾

患
 

・
感

覚
器

系
の

解
剖

及
び

疾
患

を
理

解
す

る
。
白

内
障

・緑
内

障
、
老

人
性

難

聴
 

 
○

テ
キ

ス
ト
を

も
と

に
し

た
課

題
学

習
 

 
※

 
３
０
時

間
以

内
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

7 
 「疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
循

環
器
疾

患
 

１
 
虚

血
性

心
疾

患
は

冠
状

動
脈

の
狭

窄
に

よ
っ

て
心

筋
虚

血
が

生
じ

た
状

態
を

い
う
。
 

２
 
狭

心
症

は
誘

因
か

ら
労

作
性

狭
心

症
、
安

静
時

狭
心

症
に

、
経

過
か

ら
不

安
定

狭
心

症
に

分
類

さ
れ

る
。
 

３
 
急

性
期

の
心

筋
梗

塞
の

心
電

図
で

は
Ｓ

Ｔ
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
急

性
心

筋
梗

塞
は

冠
状

動
脈

の
閉

塞
で

血
流

が
途

絶
え

て
起

こ
る

。
 

５
 冠

動
脈

の
粥

状
硬

化
が

急
性

心
筋

梗
塞

の
原

因
と

な
る

。
 

６
 
右

心
不

全
で

は
体

循
環

系
の

う
っ

血
が

著
明

に
な

る
。
 

７
 
肺

高
血

圧
症

は
右

心
不

全
の

原
因

と
な

る
。
 

８
 
起

坐
呼

吸
は

左
心

不
全

の
症

状
で

あ
る

。
 

９
 
左

心
不

全
に

よ
っ

て
急

性
肺

水
腫

を
生

じ
る

。
 

1
0
 
下

腿
浮

腫
は

右
心

不
全

の
症

状
で

あ
る

。
 

1
1
 
心

臓
弁

膜
症

の
原

因
と

し
て

、
高

齢
化

に
伴

う
動

脈
硬

化
や

リ
ウ

マ
チ

性
心

内
膜

炎
が

あ
げ

ら
れ

る
。
 

 ○
呼

吸
器
系

 

１
 
肺

気
腫

で
は

肺
が

過
膨

張
す

る
。
 

２
 
気

管
支

喘
息

の
発

作
時

は
１
秒

率
が

低
下

す
る

。
 

３
 
気

管
支

喘
息

で
は

発
作

時
に

気
道

の
狭

窄
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
肺

気
腫

で
は

肺
胞

の
破

壊
を

特
徴

と
す

る
。
 

５
 
肺

塞
栓

症
に

よ
っ

て
突

発
す

る
胸

痛
は

緊
急

の
治

療
を

要
す

る
。
 

６
 
肺

線
維

症
は

拘
束

性
肺

疾
患

で
あ

る
。
 

７
 
間

質
性

肺
炎

で
は

肺
の

線
維

化
が

み
ら

れ
る

。
 

８
 
気

管
支

ぜ
ん

そ
く
の

発
作

時
に

は
起

坐
呼

吸
が

起
こ

る
。
 

９
 
肺

気
腫

で
は

機
能

的
残

気
量

の
増

加
が

み
ら

れ
る

。
 

1
0
 
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

の
症

状
と

し
て

、
い

び
き

、
不

眠
、
昼

間
の

眠
気

が
あ

る
。
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8 
 ○

消
化

器
疾
患

 

１
 
腸

閉
塞

で
は

蠕
動

不
穏

、
腹

痛
、
腹

部
膨

満
、
嘔

吐
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
イ

レ
ウ

ス
は

腸
管

の
血

流
障

害
を

伴
う

。
 

３
 
肝

硬
変

で
は

血
小

板
の

低
下

、
ア

ン
モ

ニ
ア

の
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
肝

硬
変

で
は

腹
水

が
出

現
す

る
。
 

５
 
肝

硬
変

で
は

食
道

静
脈

瘤
を

合
併

し
や

す
い

。
 

６
 
肝

硬
変

で
は

門
脈

圧
が

亢
進

す
る

。
 

７
 
肝

硬
変

で
は

黄
疸

が
認

め
ら

れ
、
直

接
ビ

リ
ル

ビ
ン

の
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

８
 
門

脈
圧

亢
進

は
食

道
静

脈
瘤

、
腹

部
静

脈
怒

張
を

呈
す

る
。
 

９
 
Ａ

型
肝

炎
は

経
口

感
染

す
る

。
 

1
0
 
Ｂ

・Ｃ
型

肝
炎

は
血

液
や

体
液

を
介

し
て

感
染

す
る

。
 

 ○
高

次
脳
機
能

障
害
 

１
 
高

次
脳

機
能

障
害

は
大

脳
皮

質
の

障
害

に
よ

っ
て

起
こ

る
。
 

２
 
前

頭
葉

障
害

で
は

発
動

性
の

低
下

が
出

現
し

や
す

い
。
 

３
 
G
e
rs

tm
an

n
症

候
群

は
失

算
、
失

書
、
手

指
失

認
、
左

右
失

認
の

４
症

状
を

示
す

。
 

４
 
K
o
rs

ak
o
ff

症
候

群
は

作
話

、
記

銘
力

障
害

、
失

見
当

識
を

示
す

健
忘

症
候

群
で

あ
る

。
 

５
 
構

成
障

害
の

対
象

者
は

、
手

本
を

写
さ

せ
る

と
図

柄
の

一
部

が
重

な
り
合

う
。
 

６
 
劣

位
（右

）半
球

の
中

大
脳

動
脈

閉
塞

で
は

半
側

空
間

無
視

が
生

じ
や

す
い

。
 

７
 
被

殻
出

血
で

は
片

麻
痺

が
み

ら
れ

る
。
 

８
 
ク

モ
膜

下
出

血
で

は
頭

痛
が

み
ら

れ
る

。
 

９
 
W

e
rn

ic
k
e

失
語

で
は

ジ
ャ

ー
ゴ

ン
が

特
徴

的
で

あ
る

。
 

1
0
 
B
ro

ca
失

語
で

は
自

発
話

が
困

難
で

あ
る

。
 

 ○
神

経
内
科
 

１
 
心

原
性

脳
塞

栓
症

の
原

因
と

し
て

最
も

多
い

の
は

心
房

細
動

で
あ

る
。
 

２
 
高

血
圧

と
動

脈
硬

化
が

脳
血

管
障

害
の

危
険

因
子

と
し

て
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
脳

動
脈

瘤
の

破
裂

に
よ

っ
て

ク
モ

膜
下

出
血

が
起

こ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
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 ４

 
脳

動
脈

瘤
は

脳
底

部
に

好
発

す
る

。
 

５
 
粥

状
硬

化
は

脳
出

血
の

原
因

と
な

る
。
 

６
 
硬

膜
下

血
腫

は
高

齢
者

の
軽

微
な

頭
部

外
傷

に
続

発
す

る
こ

と
が

多
い

。
 

７
 
頸

動
脈

粥
状

硬
化

は
脳

梗
塞

の
原

因
と

な
る

。
 

８
 
脳

出
血

に
伴

う
脳

ヘ
ル

ニ
ア

は
呼

吸
停

止
を

引
き

起
こ

す
。
 

９
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

は
中

脳
黒

質
に

あ
る

ド
ー

パ
ミ
ン

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

変
性

減
少

が
み

ら
れ

る
。
 

1
0
 
ハ

ン
チ

ン
ト
ン

舞
踏

病
は

尾
状

核
や

被
殻

に
萎

縮
が

起
こ

る
疾

患
で

あ
る

。
 

 ○
感

染
症
 

１
 
ポ

リ
オ

は
ウ

イ
ル

ス
感

染
で

あ
る

。
 

２
 
Ｃ

型
肝

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

３
 
２
種

類
以

上
の

病
原

体
に

同
時

に
感

染
す

る
こ

と
を

混
合

感
染

と
い

う
。
 

４
 
成

人
T

細
胞

白
血

病
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

５
 
Ａ

ＩＤ
Ｓ

（
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
）は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

６
 
ニ

ュ
ー

モ
シ

ス
チ

ス
肺

炎
は

日
和

見
感

染
で

あ
る

。
 

７
 
Ｂ

型
肝

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

８
 
感

染
し

て
も

発
症

し
て

い
な

い
状

態
を

不
顕

性
感

染
と

い
う
。
 

９
 
レ

ジ
オ

ネ
ラ

症
は

空
調

設
備

や
循

環
式

浴
槽

な
ど

が
感

染
源

と
な

る
。
 

1
0
 
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
・ヤ

コ
ブ

病
は

プ
リ
オ

ン
に

よ
る

感
染

症
で

あ
る

。
 

1
1
 
日

本
脳

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

1
2
 
飲

食
物

を
介

す
る

感
染

を
経

口
感

染
と

い
う
。
 

 ○
腎

泌
尿
器
疾

患
 

１
 
腎

不
全

で
は

高
血

圧
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
脳

卒
中

患
者

は
神

経
因

性
膀

胱
を

起
こ

す
。
 

３
 
腹

圧
性

失
禁

は
く
し

ゃ
み

な
ど

で
起

こ
る

。
 

４
 
腎

不
全

で
は

口
臭

が
特

徴
的

で
あ

る
。
 

５
 
慢

性
腎

不
全

に
よ

る
血

液
透

析
患

者
で

は
出

血
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
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8 
 ○

消
化

器
疾
患

 

１
 
腸

閉
塞

で
は

蠕
動

不
穏

、
腹

痛
、
腹

部
膨

満
、
嘔

吐
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
イ

レ
ウ

ス
は

腸
管

の
血

流
障

害
を

伴
う

。
 

３
 
肝

硬
変

で
は

血
小

板
の

低
下

、
ア

ン
モ

ニ
ア

の
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

４
 
肝

硬
変

で
は

腹
水

が
出

現
す

る
。
 

５
 
肝

硬
変

で
は

食
道

静
脈

瘤
を

合
併

し
や

す
い

。
 

６
 
肝

硬
変

で
は

門
脈

圧
が

亢
進

す
る

。
 

７
 
肝

硬
変

で
は

黄
疸

が
認

め
ら

れ
、
直

接
ビ

リ
ル

ビ
ン

の
上

昇
が

み
ら

れ
る

。
 

８
 
門

脈
圧

亢
進

は
食

道
静

脈
瘤

、
腹

部
静

脈
怒

張
を

呈
す

る
。
 

９
 
Ａ

型
肝

炎
は

経
口

感
染

す
る

。
 

1
0
 
Ｂ

・Ｃ
型

肝
炎

は
血

液
や

体
液

を
介

し
て

感
染

す
る

。
 

 ○
高

次
脳
機
能

障
害
 

１
 
高

次
脳

機
能

障
害

は
大

脳
皮

質
の

障
害

に
よ

っ
て

起
こ

る
。
 

２
 
前

頭
葉

障
害

で
は

発
動

性
の

低
下

が
出

現
し

や
す

い
。
 

３
 
G
e
rs

tm
an

n
症

候
群

は
失

算
、
失

書
、
手

指
失

認
、
左

右
失

認
の

４
症

状
を

示
す

。
 

４
 
K
o
rs

ak
o
ff

症
候

群
は

作
話

、
記

銘
力

障
害

、
失

見
当

識
を

示
す

健
忘

症
候

群
で

あ
る

。
 

５
 
構

成
障

害
の

対
象

者
は

、
手

本
を

写
さ

せ
る

と
図

柄
の

一
部

が
重

な
り
合

う
。
 

６
 
劣

位
（右

）半
球

の
中

大
脳

動
脈

閉
塞

で
は

半
側

空
間

無
視

が
生

じ
や

す
い

。
 

７
 
被

殻
出

血
で

は
片

麻
痺

が
み

ら
れ

る
。
 

８
 
ク

モ
膜

下
出

血
で

は
頭

痛
が

み
ら

れ
る

。
 

９
 
W

e
rn

ic
k
e

失
語

で
は

ジ
ャ

ー
ゴ

ン
が

特
徴

的
で

あ
る

。
 

1
0
 
B
ro

ca
失

語
で

は
自

発
話

が
困

難
で

あ
る

。
 

 ○
神

経
内
科
 

１
 
心

原
性

脳
塞

栓
症

の
原

因
と

し
て

最
も

多
い

の
は

心
房

細
動

で
あ

る
。
 

２
 
高

血
圧

と
動

脈
硬

化
が

脳
血

管
障

害
の

危
険

因
子

と
し

て
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
脳

動
脈

瘤
の

破
裂

に
よ

っ
て

ク
モ

膜
下

出
血

が
起

こ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
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携
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9 
 ４

 
脳

動
脈

瘤
は

脳
底

部
に

好
発

す
る

。
 

５
 
粥

状
硬

化
は

脳
出

血
の

原
因

と
な

る
。
 

６
 
硬

膜
下

血
腫

は
高

齢
者

の
軽

微
な

頭
部

外
傷

に
続

発
す

る
こ

と
が

多
い

。
 

７
 
頸

動
脈

粥
状

硬
化

は
脳

梗
塞

の
原

因
と

な
る

。
 

８
 
脳

出
血

に
伴

う
脳

ヘ
ル

ニ
ア

は
呼

吸
停

止
を

引
き

起
こ

す
。
 

９
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

は
中

脳
黒

質
に

あ
る

ド
ー

パ
ミ
ン

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

変
性

減
少

が
み

ら
れ

る
。
 

1
0
 
ハ

ン
チ

ン
ト
ン

舞
踏

病
は

尾
状

核
や

被
殻

に
萎

縮
が

起
こ

る
疾

患
で

あ
る

。
 

 ○
感

染
症
 

１
 
ポ

リ
オ

は
ウ

イ
ル

ス
感

染
で

あ
る

。
 

２
 
Ｃ

型
肝

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

３
 
２
種

類
以

上
の

病
原

体
に

同
時

に
感

染
す

る
こ

と
を

混
合

感
染

と
い

う
。
 

４
 
成

人
T

細
胞

白
血

病
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

５
 
Ａ

ＩＤ
Ｓ

（
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
）は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

６
 
ニ

ュ
ー

モ
シ

ス
チ

ス
肺

炎
は

日
和

見
感

染
で

あ
る

。
 

７
 
Ｂ

型
肝

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

８
 
感

染
し

て
も

発
症

し
て

い
な

い
状

態
を

不
顕

性
感

染
と

い
う
。
 

９
 
レ

ジ
オ

ネ
ラ

症
は

空
調

設
備

や
循

環
式

浴
槽

な
ど

が
感

染
源

と
な

る
。
 

1
0
 
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
・ヤ

コ
ブ

病
は

プ
リ
オ

ン
に

よ
る

感
染

症
で

あ
る

。
 

1
1
 
日

本
脳

炎
は

ウ
イ

ル
ス

感
染

で
あ

る
。
 

1
2
 
飲

食
物

を
介

す
る

感
染

を
経

口
感

染
と

い
う
。
 

 ○
腎

泌
尿
器
疾

患
 

１
 
腎

不
全

で
は

高
血

圧
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
脳

卒
中

患
者

は
神

経
因

性
膀

胱
を

起
こ

す
。
 

３
 
腹

圧
性

失
禁

は
く
し

ゃ
み

な
ど

で
起

こ
る

。
 

４
 
腎

不
全

で
は

口
臭

が
特

徴
的

で
あ

る
。
 

５
 
慢

性
腎

不
全

に
よ

る
血

液
透

析
患

者
で

は
出

血
傾

向
が

み
ら

れ
る

。
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 ６
 
腎

不
全

で
は

貧
血

が
み

ら
れ

る
。
 

７
 
神

経
因

性
膀

胱
は

尿
路

感
染

症
を

起
こ

し
や

す
い

 

８
 
切

迫
性

失
禁

は
尿

意
が

急
で

ト
イ

レ
に

行
く
ま

で
に

尿
失

禁
し

や
す

い
。

 

９
 
慢

性
腎

不
全

に
よ

る
血

液
透

析
患

者
で

は
骨

軟
化

症
が

み
ら

れ
る

。
 

 ○
代

謝
疾
患
 

１
 
糖

尿
病

性
ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ
ー

（末
梢

神
経

障
害

）の
初

期
症

状
と

し
て

両
下

肢
の

痺
れ

感
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
糖

尿
病

で
は

口
渇

が
み

ら
れ

る
 

３
 
下

肢
壊

疽
は

糖
尿

病
に

合
併

し
や

す
い

疾
患

で
あ

る
。
 

４
 
糖

尿
病

は
網

膜
症

を
合

併
す

る
。
 

５
 
白

内
障

は
糖

尿
病

の
眼

の
合

併
症

と
し

て
多

く
み

ら
れ

る
。
 

６
 
顔

面
蒼

白
、
冷

汗
、
倦

怠
感

、
意

識
障

害
は

急
激

に
起

き
る

低
血

糖
症

状
で

あ
る

。
 

７
 
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
は

糖
尿

病
に

合
併

し
や

す
い

疾
患

で
あ

る
。
 

８
 
糖

尿
病

の
合

併
し

や
す

い
疾

患
と

し
て

腎
症

が
あ

る
。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
医

療
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
）
 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
【
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

】
に

お
け

る
基

礎
的

な
医

学
的

知
識

を
活

用
し

て
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
の

実
践

や
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
生

活
支

援
で

行
う
医

療
行

為
に

必
要

な
知

識
を

理
解

し
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
を

実
践

で
き

る
。
 

②
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

で
き

る
。
 

③
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
の

取
扱

い
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

④
急

変
時

等
の

病
態

等
に

つ
い

て
学

び
、
そ

の
対

応
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

⑤
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
、

か
ら

だ
の

変
化

の
気

づ
き

の
ほ

か
、

医
療

職
を

は
じ

め
と

す
る

多
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま

た
、

「
医

療
的

ケ
ア

」
に

お
い

て
、

喀
痰

吸
引

や
経

管
栄

養
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
と

実
施

手
順

、
健

康
状

態
と

急
変

状
態

の
把

握
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

た
だ

し
、

生
活

支

援
に

お
け

る
急

変
時

の
対

応
、
服

薬
管

理
、
主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

等
と

の
連

携
等

の
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
に

お
け

る
医

学
的

知
識

と
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

」
の

知
識

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

医
療

職
と

の
連

携
を

進
め

て
い

く
た

め

の
実

践
的

知
識

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
の

習
得

を
目

標
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
生

活
支

援
に

お
け

る
急

変
時

の
対

応
、

服
薬

管
理

に
関

す
る

留
意

点
、

主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

等
と

の
連

携
、
利

用
者

・家
族

等
へ

の
意

思
決

定
支

援
な

ど
で

あ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅰ
 

10
 

 ６
 
腎

不
全

で
は

貧
血

が
み

ら
れ

る
。
 

７
 
神

経
因

性
膀

胱
は

尿
路

感
染

症
を

起
こ

し
や

す
い

 

８
 
切

迫
性

失
禁

は
尿

意
が

急
で

ト
イ

レ
に

行
く
ま

で
に

尿
失

禁
し

や
す

い
。

 

９
 
慢

性
腎

不
全

に
よ

る
血

液
透

析
患

者
で

は
骨

軟
化

症
が

み
ら

れ
る

。
 

 ○
代

謝
疾
患
 

１
 
糖

尿
病

性
ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ
ー

（末
梢

神
経

障
害

）の
初

期
症

状
と

し
て

両
下

肢
の

痺
れ

感
が

み
ら

れ
る

。
 

２
 
糖

尿
病

で
は

口
渇

が
み

ら
れ

る
 

３
 
下

肢
壊

疽
は

糖
尿

病
に

合
併

し
や

す
い

疾
患

で
あ

る
。
 

４
 
糖

尿
病

は
網

膜
症

を
合

併
す

る
。
 

５
 
白

内
障

は
糖

尿
病

の
眼

の
合

併
症

と
し

て
多

く
み

ら
れ

る
。
 

６
 
顔

面
蒼

白
、
冷

汗
、
倦

怠
感

、
意

識
障

害
は

急
激

に
起

き
る

低
血

糖
症

状
で

あ
る

。
 

７
 
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
は

糖
尿

病
に

合
併

し
や

す
い

疾
患

で
あ

る
。
 

８
 
糖

尿
病

の
合

併
し

や
す

い
疾

患
と

し
て

腎
症

が
あ

る
。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
医

療
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
）
 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
【
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

】
に

お
け

る
基

礎
的

な
医

学
的

知
識

を
活

用
し

て
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
の

実
践

や
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
生

活
支

援
で

行
う
医

療
行

為
に

必
要

な
知

識
を

理
解

し
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
を

実
践

で
き

る
。
 

②
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

で
き

る
。
 

③
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
の

取
扱

い
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

④
急

変
時

等
の

病
態

等
に

つ
い

て
学

び
、
そ

の
対

応
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

⑤
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
、

か
ら

だ
の

変
化

の
気

づ
き

の
ほ

か
、

医
療

職
を

は
じ

め
と

す
る

多
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
学

ぶ
。

ま

た
、

「
医

療
的

ケ
ア

」
に

お
い

て
、

喀
痰

吸
引

や
経

管
栄

養
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
と

実
施

手
順

、
健

康
状

態
と

急
変

状
態

の
把

握
な

ど
に

つ
い

て
学

ぶ
。

た
だ

し
、

生
活

支

援
に

お
け

る
急

変
時

の
対

応
、
服

薬
管

理
、
主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

等
と

の
連

携
等

の
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
に

お
け

る
医

学
的

知
識

と
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

」
の

知
識

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

医
療

職
と

の
連

携
を

進
め

て
い

く
た

め

の
実

践
的

知
識

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
の

習
得

を
目

標
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
生

活
支

援
に

お
け

る
急

変
時

の
対

応
、

服
薬

管
理

に
関

す
る

留
意

点
、

主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

等
と

の
連

携
、
利

用
者

・家
族

等
へ

の
意

思
決

定
支

援
な

ど
で

あ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や
実

践
す

る

際
の

留
意

点
 

１
）医

行
為

と
医

行
為

で
な

い
行

為
 

①
医

行
為

 

②
医

行
為

で
な

い
行

為
 

２
）意

思
決

定
支

援
 

①
利

用
者

の
尊

厳
・治

療
や

療
養

上
の

決
定

の
支

援
 

３
）介

護
職

員
等

に
よ

る
喀

痰
吸

引
等

 
①

喀
痰

吸
引

（口
腔

内
、
鼻

腔
内

、
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

内
部

） 

②
経

管
栄

養
（胃

ろ
う
・経

鼻
経

管
） 

２
．

在
宅

療
養

者
が

使
用

す
る

主
な

医
療

機

器
の

取
扱

い
に

関
す

る
留

意
点

 

 
①

吸
引

器
 

②
Ｈ

Ｏ
Ｔ

（
呼

吸
同

調
器

・
パ

ル
ス

キ
シ

メ
ー

タ
ー

・
酸

素
ボ

ン
ベ

・
カ

ニ
ュ

ー
ラ

） 

③
人

工
呼

吸
器

（睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
） 

３
．
生

活
支

援
に

お
け

る
急

変
時

対
応

 
１
）状

態
把

握
と

観
察

の
ポ

イ
ン

ト 
 

２
）急

変
時

の
判

断
と

そ
の

対
応

 
①

意
識

レ
ベ

ル
の

低
下

、
発

熱
、

脱
水

、
悪

心
、

嘔
吐

、
下

痢
、

食
欲

不

振
、
喘

鳴
、
呼

吸
困

難
、
誤

嚥
、
動

悸
、
不

整
脈

、
胸

痛
、
麻

痺
 

４
．

生
活

支
援

に
お

け
る

服
薬

管
理

に
関

す

る
知

識
や

留
意

点
 

１
）日

常
の

使
用

頻
度

の
高

い
薬

の
目

的
と

副
作

用
 

①
消

化
器

系
、
呼

吸
器

系
、
循

環
器

系
、
中

枢
神

経
系

の
薬

 

２
）生

活
支

援
に

お
け

る
服

薬
管

理
 

①
服

薬
時

の
禁

忌
食

材
 

②
服

薬
時

間
 

３
）ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 
①

服
薬

ア
ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 

②
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

４
）
誤

嚥
の

時
の

対
応

 
 

５
．

主
治

医
や

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
等

と

の
連

携
 

１
）
連

携
 

①
他

職
種

連
携

 

②
観

察
・記

録
・情

報
共

有
の

ポ
イ

ン
ト 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備
 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
医

行
為

か
医

行
為

で
な

い
か

に
つ

い
て

、
厚

生
労

働
省

か
ら

提
出

さ
れ

た
通

知
が

あ
る

た
め

ま
ず

は
そ

の
資

料
に

目
を

通
し

内
容

を
確

認
し

て
お

く
。
 

○
介

護
福

祉
士

が
ど

こ
ま

で
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

か
（業

務
範

囲
）を

事
前

に
確

認
し

、
そ

の
情

報
を

講
師

と
共

有
す

る
。
 

 
※

各
実

施
機

関
に

よ
っ

て
行

っ
て

い
る

業
務

範
囲

が
異

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

 

＜
講

師
向

け
＞

 

○
そ

も
そ

も
医

行
為

で
は

な
い

も
の

と
、
法

律
上

医
行

為
と

さ
れ

て
い

る
が

介
護

職
が

行
っ

て
よ

い
と

さ
れ

て
い

る
医

行
為

が
あ

る
こ

と
を

ま
ず

は
理

解
し

て
お

く
。
 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
医

学
知

識
の

習
得

が
浅

い
ま

ま
、

医
行

為
や

喀
痰

吸
引

・
経

管
栄

養
、

急
変

時
対

応
を

行
っ

て
い

る
可

能
性

が
高

い
。

こ
の

点
を

あ
ら

か
じ

め
踏

ま
え

た
研

修
展

開
を

考
え

る
。
 

○
服

薬
に

関
し

て
も

、
日

常
的

に
使

用
さ

れ
て

い
な

い
薬

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

使
用

頻
度

が
高

く
副

作
用

に
注

意
が

必
要

な
薬

も
多

々
あ

る
た

め
、

介
護

福
祉

士
と

し
て

薬
の

知
識

に
つ

い
て

広
く
も

っ
て

お
く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、
服

薬
介

助
す

れ
ば

よ
い

と
い

う
訳

で
は

な
い

。
こ

の
点

を
理

解
で

き
る

よ
う
な

研
修

展
開

を
考

え
る

。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
。
 

○
日

本
臨

床
倫

理
学

会
＝

監
修

『臨
床

倫
理

入
門

』へ
る

す
出

版
、
2
0
1
7
 

○
箕

岡
真

子
ほ

か
＝

編
著

『ケ
ー

ス
か

ら
学

ぶ
 高

齢
者

ケ
ア

に
お

け
る

介
護

倫
理

』医
歯

薬
出

版
、
2
0
0
8
 

○
『厚

生
労

働
省

「喀
痰

吸
引

等
研

修
テ

キ
ス

ト」
』（

第
三

号
研

修
） 

○
泰

川
恵

吾
＝

著
『ド

ク
タ

ー
ゴ

ン
の

知
っ

て
お

き
た

い
在

宅
医

療
の

機
器

・材
料

』薬
事

日
報

社
、
2
0
1
7
 

○
日

本
薬

剤
師

会
＝

編
『症

例
か

ら
学

ぶ
！

在
宅

医
療

の
基

礎
知

識
』薬

事
日

報
社

、
2
0
0
9
 

○
美

濃
良

夫
＝

編
著

『高
齢

者
 介

護
急

変
時

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
』講

談
社

、
2
0
0
7
 

○
中

澤
巧

＝
著

『介
護

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

安
心

！
薬

の
知

識
〔第

２
版

〕』
秀

和
シ

ス
テ

ム
、
2
0
1
5
 

○
藤

澤
節

子
＝

著
『
介

護
者

が
知

っ
て

お
き

た
い

薬
の

は
た

ら
き

と
つ

か
い

か
た

（
基

礎
か

ら
学

ぶ
介

護
シ

リ
ー

ズ
）
』
中

央
法

規
出

版
、

2
0
1
0
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や
実

践
す

る

際
の

留
意

点
 

１
）医

行
為

と
医

行
為

で
な

い
行

為
 

①
医

行
為

 

②
医

行
為

で
な

い
行

為
 

２
）意

思
決

定
支

援
 

①
利

用
者

の
尊

厳
・治

療
や

療
養

上
の

決
定

の
支

援
 

３
）介

護
職

員
等

に
よ

る
喀

痰
吸

引
等

 
①

喀
痰

吸
引

（口
腔

内
、
鼻

腔
内

、
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

内
部

） 

②
経

管
栄

養
（胃

ろ
う
・経

鼻
経

管
） 

２
．

在
宅

療
養

者
が

使
用

す
る

主
な

医
療

機

器
の

取
扱

い
に

関
す

る
留

意
点

 

 
①

吸
引

器
 

②
Ｈ

Ｏ
Ｔ

（
呼

吸
同

調
器

・
パ

ル
ス

キ
シ

メ
ー

タ
ー

・
酸

素
ボ

ン
ベ

・
カ

ニ
ュ

ー
ラ

） 

③
人

工
呼

吸
器

（睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
） 

３
．
生

活
支

援
に

お
け

る
急

変
時

対
応

 
１
）状

態
把

握
と

観
察

の
ポ

イ
ン

ト 
 

２
）急

変
時

の
判

断
と

そ
の

対
応

 
①

意
識

レ
ベ

ル
の

低
下

、
発

熱
、

脱
水

、
悪

心
、

嘔
吐

、
下

痢
、

食
欲

不

振
、
喘

鳴
、
呼

吸
困

難
、
誤

嚥
、
動

悸
、
不

整
脈

、
胸

痛
、
麻

痺
 

４
．

生
活

支
援

に
お

け
る

服
薬

管
理

に
関

す

る
知

識
や

留
意

点
 

１
）日

常
の

使
用

頻
度

の
高

い
薬

の
目

的
と

副
作

用
 

①
消

化
器

系
、
呼

吸
器

系
、
循

環
器

系
、
中

枢
神

経
系

の
薬

 

２
）生

活
支

援
に

お
け

る
服

薬
管

理
 

①
服

薬
時

の
禁

忌
食

材
 

②
服

薬
時

間
 

３
）ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 
①

服
薬

ア
ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 

②
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

４
）
誤

嚥
の

時
の

対
応

 
 

５
．

主
治

医
や

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
等

と

の
連

携
 

１
）
連

携
 

①
他

職
種

連
携

 

②
観

察
・記

録
・情

報
共

有
の

ポ
イ

ン
ト 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
医

行
為

か
医

行
為

で
な

い
か

に
つ

い
て

、
厚

生
労

働
省

か
ら

提
出

さ
れ

た
通

知
が

あ
る

た
め

ま
ず

は
そ

の
資

料
に

目
を

通
し

内
容

を
確

認
し

て
お

く
。
 

○
介

護
福

祉
士

が
ど

こ
ま

で
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

か
（業

務
範

囲
）を

事
前

に
確

認
し

、
そ

の
情

報
を

講
師

と
共

有
す

る
。
 

 
※

各
実

施
機

関
に

よ
っ

て
行

っ
て

い
る

業
務

範
囲

が
異

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

 

＜
講

師
向

け
＞

 

○
そ

も
そ

も
医

行
為

で
は

な
い

も
の

と
、
法

律
上

医
行

為
と

さ
れ

て
い

る
が

介
護

職
が

行
っ

て
よ

い
と

さ
れ

て
い

る
医

行
為

が
あ

る
こ

と
を

ま
ず

は
理

解
し

て
お

く
。
 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
医

学
知

識
の

習
得

が
浅

い
ま

ま
、

医
行

為
や

喀
痰

吸
引

・
経

管
栄

養
、

急
変

時
対

応
を

行
っ

て
い

る
可

能
性

が
高

い
。

こ
の

点
を

あ
ら

か
じ

め
踏

ま
え

た
研

修
展

開
を

考
え

る
。
 

○
服

薬
に

関
し

て
も

、
日

常
的

に
使

用
さ

れ
て

い
な

い
薬

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

使
用

頻
度

が
高

く
副

作
用

に
注

意
が

必
要

な
薬

も
多

々
あ

る
た

め
、

介
護

福
祉

士
と

し
て

薬
の

知
識

に
つ

い
て

広
く
も

っ
て

お
く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、
服

薬
介

助
す

れ
ば

よ
い

と
い

う
訳

で
は

な
い

。
こ

の
点

を
理

解
で

き
る

よ
う
な

研
修

展
開

を
考

え
る

。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
。
 

○
日

本
臨

床
倫

理
学

会
＝

監
修

『臨
床

倫
理

入
門

』へ
る

す
出

版
、
2
0
1
7
 

○
箕

岡
真

子
ほ

か
＝

編
著

『ケ
ー

ス
か

ら
学

ぶ
 高

齢
者

ケ
ア

に
お

け
る

介
護

倫
理

』医
歯

薬
出

版
、
2
0
0
8
 

○
『厚

生
労

働
省

「喀
痰

吸
引

等
研

修
テ

キ
ス

ト」
』（

第
三

号
研

修
） 

○
泰

川
恵

吾
＝

著
『ド

ク
タ

ー
ゴ

ン
の

知
っ

て
お

き
た

い
在

宅
医

療
の

機
器

・材
料

』薬
事

日
報

社
、
2
0
1
7
 

○
日

本
薬

剤
師

会
＝

編
『症

例
か

ら
学

ぶ
！

在
宅

医
療

の
基

礎
知

識
』薬

事
日

報
社

、
2
0
0
9
 

○
美

濃
良

夫
＝

編
著

『高
齢

者
 介

護
急

変
時

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
』講

談
社

、
2
0
0
7
 

○
中

澤
巧

＝
著

『介
護

ス
タ

ッ
フ

の
た

め
の

安
心

！
薬

の
知

識
〔第

２
版

〕』
秀

和
シ

ス
テ

ム
、
2
0
1
5
 

○
藤

澤
節

子
＝

著
『
介

護
者

が
知

っ
て

お
き

た
い

薬
の

は
た

ら
き

と
つ

か
い

か
た

（
基

礎
か

ら
学

ぶ
介

護
シ

リ
ー

ズ
）
』
中

央
法

規
出

版
、

2
0
1
0
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
生

活
支

援
で

行
う
医

療
行

為
に

必
要

な
知

識
を

理
解

し
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
を

実
践

で
き

る
。
 

②
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

で
き

る
。
 

③
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
の

取
扱

い
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

④
急

変
時

等
の

病
態

等
に

つ
い

て
学

び
、
そ

の
対

応
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

⑤
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
な

解
剖

生
理

・病
態

生
理

・疾
患

・障
害

に
つ

い
て

理
解

し
た

う
え

で
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
の

実
践

が
で

き
る

よ
う
、

医
行

為
に

必
要

な
知

識
に

対
す

る
理

解
を

促
す

。
 

○
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
解

剖
生

理
・病

態
生

理
・症

候
・疾

病
等

を
一

部
活

用
し

な
が

ら
急

変
時

対
応

、
服

薬
管

理
に

関
す

る
知

識
の

理
解

を
促

す
。
 

○
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
講

義
を

組
み

合
わ

せ
て

、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

や
今

後
獲

得
す

べ
き

知
識

・実
践

力
に

つ
い

て
の

理
解

を
促

す
。
 

 
 
＊

意
思

決
定

支
援

（講
義

）
→

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
（演

習
） 

 
 
＊

介
護

現
場

に
お

け
る

急
変

時
対

応
（講

義
）→

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
（演

習
） 

 
 
＊

主
治

医
や

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
等

と
の

連
携

（講
義

）→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

（演
習

）
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

3
時

間
 

１
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や

実
践

す
る

際
の

留
意

点
①

 

○
医

行
為

と
医

行
為

で
は

な
い

行
為

 

・
介

護
福

祉
士

と
し

て
行

え
る

医
行

為
と

医
行

為
で

は
な

い
行

為
 

厚
生

労
働

省
か

ら
提

出
さ

れ
た

通
知

を
も

と
に

、
介

護
福

祉
士

と
し

て
実

施
し

て
よ

い
医

行
為

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
厚

生
労

働
省

か
ら

提
出

さ
れ

た
通

知
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

5 
 

4
時

間
 

２
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や

実
践

す
る

際
の

留
意

点
②

 

○
意

思
決

定
支

援
 

・
利

用
者

の
尊

厳
と

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

 

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
の

尊
厳

を
守

る
（
尊

重
す

る
）
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

尊
重

し
た

関
わ

り
を

行
う

に
は

チ
ー

ム
全

体
で

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

療
養

上
の

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

も
、

「
介

護
福

祉
士

倫

理
綱

領
」
に

も
掲

げ
ら

れ
て

い
る

『
利

用
者

本
位

・
自

立
支

援
』
に

も
つ

な
が

り
、
職

能
集

団
と

し
て

の
役

割
・機

能
で

も
あ

る
と

い
う
点

も
理

解
を

促
す

。
 

・
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

方
法

を
要

検
討

で
あ

る
が

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
で

意
思

決
定

支
援

を
介

護
職

と
し

て
ど

う
し

て
い

け
ば

よ
い

か
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

 

○
事

前
課

題
（4

時
間

） 

現
場

で
利

用
者

と
の

思
い

と

ス
タ

ッ
フ

の
思

い
に

相
違

が

あ
っ

た
場

面
を

振
り
返

る
。

ど

ん
な

場
面

で
あ

っ
た

か
、

そ

の
時

の
具

体
的

な
状

況
・
利

用
者

、
ス

タ
ッ

フ
双

方
の

思

い
は

ど
ん

な
も

の
で

あ
っ

た

か
・
最

終
的

に
ど

う
い

う
決

断

を
し

た
か

（
対

応
し

た
か

）
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
提

出
。
 

4
時

間
 

３
．

介
護

職
員

等
に

よ
る

喀
痰

吸

引
 

○
喀

痰
吸

引
・経

管
栄

養
 

・
解

剖
生

理
に

つ
い

て
 

・
個

人
の

尊
厳

・利
用

者
・家

族
の

気
持

ち
の

理
解

 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

）
 

法
令

や
「介

護
福

祉
士

倫
理

綱
領

」の
『４

、
総

合
的

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

と
積

極
的

な
連

携
・
協

力
』
と

掲
げ

ら
れ

て
い

る
よ

う
に

、
介

護
職

だ
け

で
は

判

断
で

き
な

い
こ

と
も

多
々

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
ど

の
よ

う
に

連
携

し
て

い

け
ば

よ
い

か
に

つ
い

て
も

理
解

を
深

め
る

。
 

・
清

潔
保

持
と

感
染

予
防

に
つ

い
て

 

＜
喀

痰
吸

引
＞

 

・
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

内
部

等
そ

れ
ぞ

れ
の

実
施

手
順

に
つ

い
て

 

＜
経

管
栄

養
＞

 

・
胃

ろ
う

ま
た

は
腸

ろ
う

に
よ

る
経

管
栄

養
、

経
鼻

経
管

栄
養

の
実

施
手

順
に

つ
い

て
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
厚

生
労

働
省

 

「喀
痰

吸
引

研
修

テ

キ
ス

ト
」
他

 

 

 

5
時

間
 

４
．

在
宅

療
養

者
が

使
用

す
る

主

な
医

療
機

器
の

取
り
扱

い
に

関

す
る

留
意

点
 

○
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
主

な
医

療
機

器
 

・
在

宅
療

養
者

が
医

療
機

器
を

必
要

と
す

る
疾

患
、
障

害
に

つ
い

て
 

・
吸

引
器

、
Ｈ

Ｏ
Ｔ

、
人

工
呼

吸
器

を
使

用
す

る
上

で
起

こ
り
う

る
問

題
と

対
処

方
法

に
つ

い
て

 

・
医

療
機

器
の

取
り
扱

い
時

の
留

意
点

に
つ

い
て

 

高
度

な
機

種
が

在
宅

医
療

で
も

使
用

さ
れ

る
頻

度
が

多
く
な

っ
て

い
る

た

め
、

介
護

職
も

幅
広

く
取

り
扱

い
方

法
に

つ
い

て
の

知
識

を
持

っ
て

お
く
必

要

・
講

師
作

成
資

料
 

・
「
チ

ー
ム

医
療

推

進
の

た
め

の
基

本

的
な

考
え

方
と

実

践
的

事
例

集
」 

 

 

37

56



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
生

活
支

援
で

行
う
医

療
行

為
に

必
要

な
知

識
を

理
解

し
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
を

実
践

で
き

る
。
 

②
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

で
き

る
。
 

③
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
の

取
扱

い
上

の
留

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

④
急

変
時

等
の

病
態

等
に

つ
い

て
学

び
、
そ

の
対

応
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

⑤
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
必

要
な

基
礎

的
な

解
剖

生
理

・病
態

生
理

・疾
患

・障
害

に
つ

い
て

理
解

し
た

う
え

で
、
状

態
に

応
じ

た
生

活
支

援
の

実
践

が
で

き
る

よ
う
、

医
行

為
に

必
要

な
知

識
に

対
す

る
理

解
を

促
す

。
 

○
生

活
支

援
場

面
で

必
要

と
な

る
解

剖
生

理
・病

態
生

理
・症

候
・疾

病
等

を
一

部
活

用
し

な
が

ら
急

変
時

対
応

、
服

薬
管

理
に

関
す

る
知

識
の

理
解

を
促

す
。
 

○
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
講

義
を

組
み

合
わ

せ
て

、
認

定
介

護
福

祉
士

に
求

め
ら

れ
る

役
割

や
今

後
獲

得
す

べ
き

知
識

・実
践

力
に

つ
い

て
の

理
解

を
促

す
。
 

 
 
＊

意
思

決
定

支
援

（講
義

）
→

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
（演

習
） 

 
 
＊

介
護

現
場

に
お

け
る

急
変

時
対

応
（講

義
）→

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
（演

習
） 

 
 
＊

主
治

医
や

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
等

と
の

連
携

（講
義

）→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

（演
習

）
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

3
時

間
 

１
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や

実
践

す
る

際
の

留
意

点
①

 

○
医

行
為

と
医

行
為

で
は

な
い

行
為

 

・
介

護
福

祉
士

と
し

て
行

え
る

医
行

為
と

医
行

為
で

は
な

い
行

為
 

厚
生

労
働

省
か

ら
提

出
さ

れ
た

通
知

を
も

と
に

、
介

護
福

祉
士

と
し

て
実

施
し

て
よ

い
医

行
為

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
厚

生
労

働
省

か
ら

提
出

さ
れ

た
通

知
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

5 
 

4
時

間
 

２
．

生
活

支
援

で
行

う
医

行
為

や

実
践

す
る

際
の

留
意

点
②

 

○
意

思
決

定
支

援
 

・
利

用
者

の
尊

厳
と

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

 

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

は
、

利
用

者
の

尊
厳

を
守

る
（
尊

重
す

る
）
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

尊
重

し
た

関
わ

り
を

行
う

に
は

チ
ー

ム
全

体
で

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

療
養

上
の

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

も
、

「
介

護
福

祉
士

倫

理
綱

領
」
に

も
掲

げ
ら

れ
て

い
る

『
利

用
者

本
位

・
自

立
支

援
』
に

も
つ

な
が

り
、
職

能
集

団
と

し
て

の
役

割
・機

能
で

も
あ

る
と

い
う
点

も
理

解
を

促
す

。
 

・
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

方
法

を
要

検
討

で
あ

る
が

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
で

意
思

決
定

支
援

を
介

護
職

と
し

て
ど

う
し

て
い

け
ば

よ
い

か
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

 

○
事

前
課

題
（4

時
間

） 

現
場

で
利

用
者

と
の

思
い

と

ス
タ

ッ
フ

の
思

い
に

相
違

が

あ
っ

た
場

面
を

振
り
返

る
。

ど

ん
な

場
面

で
あ

っ
た

か
、

そ

の
時

の
具

体
的

な
状

況
・
利

用
者

、
ス

タ
ッ

フ
双

方
の

思

い
は

ど
ん

な
も

の
で

あ
っ

た

か
・
最

終
的

に
ど

う
い

う
決

断

を
し

た
か

（
対

応
し

た
か

）
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
提

出
。
 

4
時

間
 

３
．

介
護

職
員

等
に

よ
る

喀
痰

吸

引
 

○
喀

痰
吸

引
・経

管
栄

養
 

・
解

剖
生

理
に

つ
い

て
 

・
個

人
の

尊
厳

・利
用

者
・家

族
の

気
持

ち
の

理
解

 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

）
 

法
令

や
「介

護
福

祉
士

倫
理

綱
領

」の
『４

、
総

合
的

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供

と
積

極
的

な
連

携
・
協

力
』
と

掲
げ

ら
れ

て
い

る
よ

う
に

、
介

護
職

だ
け

で
は

判

断
で

き
な

い
こ

と
も

多
々

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
ど

の
よ

う
に

連
携

し
て

い

け
ば

よ
い

か
に

つ
い

て
も

理
解

を
深

め
る

。
 

・
清

潔
保

持
と

感
染

予
防

に
つ

い
て

 

＜
喀

痰
吸

引
＞

 

・
気

管
カ

ニ
ュ

ー
レ

内
部

等
そ

れ
ぞ

れ
の

実
施

手
順

に
つ

い
て

 

＜
経

管
栄

養
＞

 

・
胃

ろ
う

ま
た

は
腸

ろ
う

に
よ

る
経

管
栄

養
、

経
鼻

経
管

栄
養

の
実

施
手

順
に

つ
い

て
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
厚

生
労

働
省

 

「喀
痰

吸
引

研
修

テ

キ
ス

ト
」
他

 

 

 

5
時

間
 

４
．

在
宅

療
養

者
が

使
用

す
る

主

な
医

療
機

器
の

取
り
扱

い
に

関

す
る

留
意

点
 

○
在

宅
療

養
者

が
使

用
す

る
主

な
医

療
機

器
 

・
在

宅
療

養
者

が
医

療
機

器
を

必
要

と
す

る
疾

患
、
障

害
に

つ
い

て
 

・
吸

引
器

、
Ｈ

Ｏ
Ｔ

、
人

工
呼

吸
器

を
使

用
す

る
上

で
起

こ
り
う

る
問

題
と

対
処

方
法

に
つ

い
て

 

・
医

療
機

器
の

取
り
扱

い
時

の
留

意
点

に
つ

い
て

 

高
度

な
機

種
が

在
宅

医
療

で
も

使
用

さ
れ

る
頻

度
が

多
く
な

っ
て

い
る

た

め
、

介
護

職
も

幅
広

く
取

り
扱

い
方

法
に

つ
い

て
の

知
識

を
持

っ
て

お
く
必

要

・
講

師
作

成
資

料
 

・
「
チ

ー
ム

医
療

推

進
の

た
め

の
基

本

的
な

考
え

方
と

実

践
的

事
例

集
」 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

6 
 

が
あ

る
。
 

・
利

用
者

、
家

族
と

の
情

報
共

有
 

利
用

者
・家

族
の

不
安

を
取

り
除

く
た

め
に

、
2
4

時
間

対
応

は
重

要
で

あ
り
、

何
か

あ
っ

た
際

の
連

絡
体

制
の

整
備

も
介

護
職

の
役

割
の

ひ
と

つ
で

あ
る

点

に
つ

い
て

も
理

解
を

促
す

。
 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

）
 

「
チ

ー
ム

医
療

推
進

の
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
と

実
践

的
事

例
集

」
よ

り
、

在
宅

の
医

療
場

面
に

お
い

て
質

の
高

い
医

療
を

効
率

よ
く
提

供
す

る
た

め
に

は
、

医
療

・
介

護
・
福

祉
の

連
携

が
重

要
で

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

る
。

チ
ー

ム

の
統

合
性

・
ス

ピ
ー

ド
性

・
効

率
性

の
３

つ
の

要
素

が
他

職
種

連
携

に
は

必

要
。
 

7
時

間
 

５
．

生
活

支
援

に
お

け
る

急
変

時

対
応

 

○
状

況
把

握
と

観
察

の
ポ

イ
ン

ト 

・
介

護
現

場
で

起
こ

り
う
る

急
変

に
つ

い
て

 

疾
病

・
症

候
に

関
す

る
知

識
を

基
盤

と
し

て
、

そ
の

上
に

急
変

と
は

何
か

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・
急

変
と

は
ど

の
よ

う
な

状
態

か
、
急

変
時

に
観

察
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト
 

疾
病

・
症

候
が

ど
ん

な
疾

患
と

関
連

が
あ

る
か

、
ま

た
体

調
の

急
変

を
見

分

け
る

た
め

の
目

安
に

つ
い

て
も

理
解

を
深

め
る

。
 

○
急

変
時

の
判

断
と

そ
の

対
応

 

・
介

護
職

と
し

て
急

変
時

ど
ん

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
か

 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

、
医

療
と

介
護

の
連

携
）
 

「
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業
に

つ
い

て
」
よ

り
、

在
宅

療
養

生
活

に
関

わ
る

医
療

や
介

護
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
・
情

報
共

有
は

非
常

に
重

要
と

さ
れ

て

お
り
、
介

護
職

と
し

て
2
4

時
間

体
制

で
在

宅
医

療
を

提
供

す
る

期
間

が
ど

の

程
度

あ
る

か
も

理
解

を
深

め
る

。
 

・
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

は
要

検
討

で
あ

る
が

、
介

護
職

と
し

て
急

変
時

ど
の

よ
う

な
対

応
が

で
き

る
か

、
ま

た
他

職
種

と
ど

の
よ

う
に

連
携

を
図

っ
て

い
け

ば
よ

い
か

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
「
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業
に

つ
い

て
」の

報
告

書
 

 

○
事

前
課

題
（7

時
間

） 

今
ま

で
現

場
で

遭
遇

し
た

急

変
事

例
を

一
例

あ
げ

る
。

そ

の
時

利
用

者
は

ど
ん

な
症

状

で
あ

っ
た

か
、

ど
ん

な
対

応

を
し

た
か

、
ま

た
こ

の
急

変
事

例
か

ら
感

じ
た

困
難

さ
や

課

題
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
提

出
。
 

3
時

間
 

６
．

生
活

支
援

に
お

け
る

服
薬

管

理
に

関
す

る
知

識
や

留
意

点
 

○
高

齢
者

に
多

い
病

気
に

つ
い

て
 

疾
患

・
障

害
に

つ
い

て
の

知
識

を
改

め
て

確
認

し
な

が
ら

、
ど

の
よ

う
な

特
徴

が
あ

る
か

理
解

を
深

め
る

。
 

○
処

方
さ

れ
る

薬
に

つ
い

て
 

ど
の

疾
患

に
ど

ん
な

薬
が

処
方

さ
れ

る
の

か
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

7 
 

○
薬

の
副

作
用

に
つ

い
て

 

飲
み

合
わ

せ
・
食

べ
合

わ
せ

等
、

薬
に

よ
っ

て
禁

忌
と

な
る

事
柄

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

生
活

支
援

を
す

る
う

え
で

、
利

用
者

の
生

活
に

影
響

を
及

ぼ
す

副
作

用
に

対

す
る

留
意

点
。
 

○
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 

利
用

者
が

ど
の

よ
う

に
治

療
方

針
の

決
定

に
参

加
し

て
い

く
の

か
、

具
体

的

な
事

例
を

用
い

て
理

解
を

促
す

。
 

○
誤

嚥
時

の
対

応
 

誤
嚥

し
た

と
何

で
判

断
す

れ
ば

良
い

の
か

、
観

察
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト
や

対
処

時

に
留

意
事

項
に

つ
い

て
も

学
び

を
深

め
る

。
 

○
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

、
医

療
と

介
護

の
連

携
）
 

4
時

間
 

７
．

主
治

医
と

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
と

の
連

携
 

○
主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

と
薬

局
の

役
割

に
つ

い
て

 

 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
「
医

療
と

介
護

の
一

体
改

革
」
が

あ
り
、

医
療

機
能

の
分

化
／

強
化

／
連

携
を

求
め

ら
れ

て
い

る
。

地
域

包
括

シ
ス

テ
ム

の
概

要
と

そ
の

中
で

介
護

職
が

求
め

ら
れ

る
役

割
に

つ
い

て
も

学
び

を

深
め

る
。

 

○
観

察
、
記

録
、
情

報
共

有
の

ポ
イ

ン
ト 

 
薬

の
効

果
や

体
調

の
変

化
を

み
て

薬
の

調
整

・
管

理
を

か
か

り
つ

け
薬

剤
師

は
行

っ
て

い
る

た
め

、
日

々
の

利
用

者
の

状
態

を
観

察
し

見
聞

き
し

た
事

柄

を
記

録
に

残
し

、
い

つ
も

と
の

違
い

に
い

ち
早

く
気

づ
け

る
体

制
を

整
え

る
。

ま

た
そ

の
変

化
を

他
職

種
へ

発
信

・共
有

す
る

こ
と

も
介

護
職

の
役

割
で

あ
る

。
 

○
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

は
要

検
討

で
あ

る
が

、
他

職
種

と
ど

う
連

携
を

図
っ

て
い

け
ば

よ
い

か
、

連
携

を
図

る
上

で
日

々
ど

ん
な

こ
と

を
観

察
し

記
録

に
残

し
て

い
け

ば
良

い
か

を
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・講
師

作
成

資
料

 
○

事
前

課
題

（4
時

間
） 

現
場

で
行

っ
て

い
る

服
薬

管

理
に

つ
い

て
、

利
用

者
の

服

薬
管

理
に

関
す

る
課

題
、

問

題
に

つ
い

て
・
ス

タ
ッ

フ
側

の

服
薬

管
理

に
関

す
る

課
題

、

問
題

に
つ

い
て

の
２

項
目

を

レ
ポ

ー
トに

ま
と

め
て

提
出

。
 

 
※

 
１
５
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

6 
 

が
あ

る
。
 

・
利

用
者

、
家

族
と

の
情

報
共

有
 

利
用

者
・家

族
の

不
安

を
取

り
除

く
た

め
に

、
2
4

時
間

対
応

は
重

要
で

あ
り
、

何
か

あ
っ

た
際

の
連

絡
体

制
の

整
備

も
介

護
職

の
役

割
の

ひ
と

つ
で

あ
る

点

に
つ

い
て

も
理

解
を

促
す

。
 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

）
 

「
チ

ー
ム

医
療

推
進

の
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
と

実
践

的
事

例
集

」
よ

り
、

在
宅

の
医

療
場

面
に

お
い

て
質

の
高

い
医

療
を

効
率

よ
く
提

供
す

る
た

め
に

は
、

医
療

・
介

護
・
福

祉
の

連
携

が
重

要
で

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

る
。

チ
ー

ム

の
統

合
性

・
ス

ピ
ー

ド
性

・
効

率
性

の
３

つ
の

要
素

が
他

職
種

連
携

に
は

必

要
。
 

7
時

間
 

５
．

生
活

支
援

に
お

け
る

急
変

時

対
応

 

○
状

況
把

握
と

観
察

の
ポ

イ
ン

ト 

・
介

護
現

場
で

起
こ

り
う
る

急
変

に
つ

い
て

 

疾
病

・
症

候
に

関
す

る
知

識
を

基
盤

と
し

て
、

そ
の

上
に

急
変

と
は

何
か

に
つ

い
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・
急

変
と

は
ど

の
よ

う
な

状
態

か
、
急

変
時

に
観

察
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト
 

疾
病

・
症

候
が

ど
ん

な
疾

患
と

関
連

が
あ

る
か

、
ま

た
体

調
の

急
変

を
見

分

け
る

た
め

の
目

安
に

つ
い

て
も

理
解

を
深

め
る

。
 

○
急

変
時

の
判

断
と

そ
の

対
応

 

・
介

護
職

と
し

て
急

変
時

ど
ん

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
か

 

・
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

、
医

療
と

介
護

の
連

携
）
 

「
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業
に

つ
い

て
」
よ

り
、

在
宅

療
養

生
活

に
関

わ
る

医
療

や
介

護
ス

タ
ッ

フ
と

の
連

携
・
情

報
共

有
は

非
常

に
重

要
と

さ
れ

て

お
り
、
介

護
職

と
し

て
2
4

時
間

体
制

で
在

宅
医

療
を

提
供

す
る

期
間

が
ど

の

程
度

あ
る

か
も

理
解

を
深

め
る

。
 

・
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

は
要

検
討

で
あ

る
が

、
介

護
職

と
し

て
急

変
時

ど
の

よ
う

な
対

応
が

で
き

る
か

、
ま

た
他

職
種

と
ど

の
よ

う
に

連
携

を
図

っ
て

い
け

ば
よ

い
か

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

・
「
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業
に

つ
い

て
」の

報
告

書
 

 

○
事

前
課

題
（7

時
間

） 

今
ま

で
現

場
で

遭
遇

し
た

急

変
事

例
を

一
例

あ
げ

る
。

そ

の
時

利
用

者
は

ど
ん

な
症

状

で
あ

っ
た

か
、

ど
ん

な
対

応

を
し

た
か

、
ま

た
こ

の
急

変
事

例
か

ら
感

じ
た

困
難

さ
や

課

題
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
に

ま
と

め
提

出
。
 

3
時

間
 

６
．

生
活

支
援

に
お

け
る

服
薬

管

理
に

関
す

る
知

識
や

留
意

点
 

○
高

齢
者

に
多

い
病

気
に

つ
い

て
 

疾
患

・
障

害
に

つ
い

て
の

知
識

を
改

め
て

確
認

し
な

が
ら

、
ど

の
よ

う
な

特
徴

が
あ

る
か

理
解

を
深

め
る

。
 

○
処

方
さ

れ
る

薬
に

つ
い

て
 

ど
の

疾
患

に
ど

ん
な

薬
が

処
方

さ
れ

る
の

か
学

び
を

深
め

る
。
 

・
講

師
作

成
資

料
 

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

7 
 

○
薬

の
副

作
用

に
つ

い
て

 

飲
み

合
わ

せ
・
食

べ
合

わ
せ

等
、

薬
に

よ
っ

て
禁

忌
と

な
る

事
柄

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

生
活

支
援

を
す

る
う

え
で

、
利

用
者

の
生

活
に

影
響

を
及

ぼ
す

副
作

用
に

対

す
る

留
意

点
。
 

○
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

 

利
用

者
が

ど
の

よ
う

に
治

療
方

針
の

決
定

に
参

加
し

て
い

く
の

か
、

具
体

的

な
事

例
を

用
い

て
理

解
を

促
す

。
 

○
誤

嚥
時

の
対

応
 

誤
嚥

し
た

と
何

で
判

断
す

れ
ば

良
い

の
か

、
観

察
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト
や

対
処

時

に
留

意
事

項
に

つ
い

て
も

学
び

を
深

め
る

。
 

○
他

職
種

連
携

（
チ

ー
ム

医
療

、
医

療
と

介
護

の
連

携
）
 

4
時

間
 

７
．

主
治

医
と

か
か

り
つ

け
の

薬
剤

師
と

の
連

携
 

○
主

治
医

や
か

か
り
つ

け
薬

剤
師

と
薬

局
の

役
割

に
つ

い
て

 

 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
「
医

療
と

介
護

の
一

体
改

革
」
が

あ
り
、

医
療

機
能

の
分

化
／

強
化

／
連

携
を

求
め

ら
れ

て
い

る
。

地
域

包
括

シ
ス

テ
ム

の
概

要
と

そ
の

中
で

介
護

職
が

求
め

ら
れ

る
役

割
に

つ
い

て
も

学
び

を

深
め

る
。

 

○
観

察
、
記

録
、
情

報
共

有
の

ポ
イ

ン
ト 

 
薬

の
効

果
や

体
調

の
変

化
を

み
て

薬
の

調
整

・
管

理
を

か
か

り
つ

け
薬

剤
師

は
行

っ
て

い
る

た
め

、
日

々
の

利
用

者
の

状
態

を
観

察
し

見
聞

き
し

た
事

柄

を
記

録
に

残
し

、
い

つ
も

と
の

違
い

に
い

ち
早

く
気

づ
け

る
体

制
を

整
え

る
。

ま

た
そ

の
変

化
を

他
職

種
へ

発
信

・共
有

す
る

こ
と

も
介

護
職

の
役

割
で

あ
る

。
 

○
事

前
課

題
ま

た
は

事
例

を
提

示
す

る
か

は
要

検
討

で
あ

る
が

、
他

職
種

と
ど

う
連

携
を

図
っ

て
い

け
ば

よ
い

か
、

連
携

を
図

る
上

で
日

々
ど

ん
な

こ
と

を
観

察
し

記
録

に
残

し
て

い
け

ば
良

い
か

を
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

学
び

を
深

め
る

。
 

・講
師

作
成

資
料

 
○

事
前

課
題

（4
時

間
） 

現
場

で
行

っ
て

い
る

服
薬

管

理
に

つ
い

て
、

利
用

者
の

服

薬
管

理
に

関
す

る
課

題
、

問

題
に

つ
い

て
・
ス

タ
ッ

フ
側

の

服
薬

管
理

に
関

す
る

課
題

、

問
題

に
つ

い
て

の
２

項
目

を

レ
ポ

ー
トに

ま
と

め
て

提
出

。
 

 
※

 
１
５
時

間
以

内
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研
修
の
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画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

8 
 「疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
医

行
為
で

は
な

い
行
為

 

１
 
水

銀
体

温
計

・
電

子
体

温
計

に
よ

る
腋

窩
で

の
体

温
計

測
 

２
 
軽

微
な

切
傷

、
擦

り
傷

、
や

け
ど

等
に

つ
い

て
専

門
的

な
判

断
や

技
術

を
必

要
と

し
な

い
処

置
 

３
 
肛

門
か

ら
の

坐
薬

挿
入

 

４
 
ス

トマ
装

具
の

パ
ウ

チ
に

た
ま

っ
た

排
泄

物
の

除
去

 

５
 
自

動
血

圧
測

定
器

に
よ

る
血

圧
測

定
 

６
 
自

己
導

尿
を

補
助

す
る

た
め

の
カ

テ
ー

テ
ル

の
準

備
、
体

位
保

持
 

７
 
一

包
化

さ
れ

た
内

用
薬

の
内

服
、
舌

下
錠

の
内

服
の

使
用

 

 ○
意

思
決
定

支
援

（
倫
理

）
 

１
 
「
～

で
あ

る
」
は

必
ず

し
も

「～
で

あ
る

べ
き

」に
は

な
ら

な
い

。
 

２
 
生

命
倫

理
の

原
則

は
自

律
尊

重
原

則
（自

律
的

な
患

者
・利

用
者

の
意

思
決

定
を

尊
重

）、
善

行
原

則
（患

者
・利

用
者

の
利

益
を

最
優

先
）、

無
危

害
原

則
（
患

者
・
利

用
者

に
危

害
を

及
ぼ

す
の

を
避

け
る

）、
正

義
原

則
で

あ
る

。
 

３
 
利

用
者

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

場
合

、
家

族
も

含
め

利
用

者
の

意
思

を
推

定
し

尊
重

す
る

。
 

４
 
意

思
決

定
は

多
職

種
チ

ー
ム

で
相

談
し

関
わ

っ
て

い
く
。

 

 ○
喀

痰
吸
引

・
経

管
栄
養

 

１
 
喀

痰
の

性
状

は
吸

い
込

ん
だ

ほ
こ

り
や

ば
い

菌
の

種
類

、
量

に
よ

っ
て

変
化

す
る

。
 

２
 
通

常
の

喀
痰

は
無

色
透

明
か

や
や

白
っ

ぽ
く
、
や

や
粘

り
気

が
あ

る
。
 

３
 
口

腔
内

や
気

管
内

の
粘

膜
は

柔
ら

か
く
鼻

の
奥

に
は

た
く
さ

ん
の

細
か

い
血

管
が

あ
る

。
 

４
 

一
定

の
要

件
（
医

師
の

指
示

、
医

療
職

と
の

連
携

、
医

療
的

ケ
ア

の
研

修
等

）
を

満
た

し
た

場
合

、
介

護
職

員
で

あ
っ

て
も

口
腔

内
、

鼻
腔

内
、

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
内

部
の

喀
痰

吸
引

が
で

き
る

。
 

５
 
吸

引
前

後
に

手
洗

い
を

実
施

す
る

。
 

６
 
経

管
栄

養
中

嘔
吐

が
み

ら
れ

た
ら

吐
物

の
誤

飲
が

な
い

よ
う
横

向
き

に
す

る
。
 

７
 
栄

養
剤

の
注

入
を

中
止

、
ま

た
は

延
期

す
る

場
合

に
は

利
用

者
、
家

族
、
医

療
職

と
相

談
し

て
決

め
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
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携
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9 
 ８

 
胃

ろ
う
チ

ュ
ー

ブ
の

破
損

や
抜

け
が

な
い

か
、
固

定
の

位
置

を
確

認
す

る
。
 

９
 
顔

色
や

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
の

値
に

異
常

が
な

い
か

常
に

確
認

す
る

。
 

1
0
 
気

管
切

開
を

し
て

い
る

か
た

の
吸

引
を

行
な

う
場

合
、
カ

テ
ー

テ
ル

が
声

門
を

越
え

る
た

め
無

菌
的

操
作

の
徹

底
が

必
要

で
あ

る
。
 

 ○
在

宅
療
養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
 

１
 
Ｈ

Ｏ
Ｔ

（在
宅

酸
素

療
法

）
と

は
慢

性
心

不
全

や
慢

性
呼

吸
不

全
な

ど
の

方
が

自
宅

で
機

器
を

用
い

て
酸

素
を

補
充

す
る

治
療

法
で

あ
る

。
 

２
 
酸

素
療

法
を

行
な

う
目

的
は

体
に

不
足

し
て

い
る

酸
素

を
補

う
こ

と
に

あ
る

。
 

３
 
人

工
呼

吸
療

法
に

は
非

侵
襲

的
に

行
う
療

法
と

気
管

切
開

に
よ

り
侵

襲
的

に
行

う
療

法
の

２
つ

が
あ

る
。
 

４
 
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

に
は

無
呼

吸
を

予
防

す
る

た
め

に
就

寝
時

に
鼻

マ
ス

ク
を

着
用

し
空

気
を

送
り
込

み
、
気

道
を

押
し

広
げ

て
喉

の
塞

が
り
を

防
ぐ

。
 

５
 
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
方

の
心

理
面

へ
の

影
響

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
は

と
て

も
重

要
で

あ
る

。
 

６
 
喀

痰
吸

引
を

行
う
際

、
事

前
に

吸
引

圧
を

必
ず

確
認

す
る

。
 

７
 
喀

痰
吸

引
後

は
不

整
脈

や
血

圧
上

昇
な

ど
を

起
こ

す
可

能
性

が
あ

る
。
 

 ○
急

変
時
対
応

 

１
 
急

変
を

発
見

し
た

時
、
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
測

定
や

状
態

変
化

の
確

認
を

す
る

が
、
そ

の
場

を
離

れ
な

い
こ

と
が

原
則

で
あ

る
。
 

２
 
名

前
を

耳
元

で
呼

び
か

け
肩

や
頬

を
軽

く
た

た
き

返
事

や
反

応
が

あ
る

か
確

認
す

る
。
 

３
 
呼

吸
が

確
認

さ
れ

な
い

場
合

す
ぐ

に
人

工
呼

吸
を

開
始

す
る

。
 

４
 
呼

吸
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、
回

復
体

位
に

し
て

応
援

を
待

つ
。
 

５
 
高

齢
者

は
体

温
調

節
機

能
が

低
下

し
て

お
り
肺

炎
を

起
こ

し
て

い
て

も
熱

が
上

が
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
。
 

６
 
利

尿
剤

を
服

用
し

て
い

る
と

脱
水

症
を

起
こ

し
や

す
い

。
 

７
 
下

痢
症

状
が

あ
る

場
合

、
同

じ
症

状
の

人
が

身
近

に
い

な
い

か
ど

う
か

確
認

す
る

。
 

８
 
誤

嚥
に

よ
り
の

ど
が

つ
ま

っ
た

場
合

、
異

物
が

口
腔

内
に

見
え

る
と

き
は

側
臥

位
に

し
て

。
見

え
な

い
と

き
は

前
屈

位
で

の
背

部
叩

法
、
ハ

イ
ム

リ
ッ

ヒ
法

を
用

い
る

。
 

 ○
日

常
の
使

用
頻

度
の

高
い

薬
 

１
 
高

齢
者

で
は

薬
の

代
謝

、
排

泄
が

上
手

く
で

き
ず

、
状

態
で

薬
が

必
要

以
上

に
効

き
す

ぎ
る

場
合

が
あ

る
。
 

３
 
薬

の
副

作
用

の
可

能
性

を
感

じ
た

ら
す

ぐ
に

医
師

や
薬

剤
師

に
相

談
す

る
。
 

４
 
慢

性
的

な
疾

患
が

あ
る

方
で

長
期

間
薬

の
処

方
が

変
わ

ら
な

い
場

合
で

も
、
体

調
の

変
化

等
観

察
す

る
必

要
は

あ
る

。
 

５
 
高

齢
者

は
薬

が
対

外
に

排
出

さ
れ

る
ま

で
に

時
間

が
か

か
り
、
体

内
で

薬
の

濃
度

が
上

が
り
や

す
い

。
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疾
患
・
障
害
等
の
あ
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人
へ
の
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8 
 「疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
医

行
為
で

は
な

い
行
為

 

１
 
水

銀
体

温
計

・
電

子
体

温
計

に
よ

る
腋

窩
で

の
体

温
計

測
 

２
 
軽

微
な

切
傷

、
擦

り
傷

、
や

け
ど

等
に

つ
い

て
専

門
的

な
判

断
や

技
術

を
必

要
と

し
な

い
処

置
 

３
 
肛

門
か

ら
の

坐
薬

挿
入

 

４
 
ス

トマ
装

具
の

パ
ウ

チ
に

た
ま

っ
た

排
泄

物
の

除
去

 

５
 
自

動
血

圧
測

定
器

に
よ

る
血

圧
測

定
 

６
 
自

己
導

尿
を

補
助

す
る

た
め

の
カ

テ
ー

テ
ル

の
準

備
、
体

位
保

持
 

７
 
一

包
化

さ
れ

た
内

用
薬

の
内

服
、
舌

下
錠

の
内

服
の

使
用

 

 ○
意

思
決
定

支
援

（
倫
理

）
 

１
 
「
～

で
あ

る
」
は

必
ず

し
も

「～
で

あ
る

べ
き

」に
は

な
ら

な
い

。
 

２
 
生

命
倫

理
の

原
則

は
自

律
尊

重
原

則
（自

律
的

な
患

者
・利

用
者

の
意

思
決

定
を

尊
重

）、
善

行
原

則
（患

者
・利

用
者

の
利

益
を

最
優

先
）、

無
危

害
原

則
（
患

者
・
利

用
者

に
危

害
を

及
ぼ

す
の

を
避

け
る

）、
正

義
原

則
で

あ
る

。
 

３
 
利

用
者

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

場
合

、
家

族
も

含
め

利
用

者
の

意
思

を
推

定
し

尊
重

す
る

。
 

４
 
意

思
決

定
は

多
職

種
チ

ー
ム

で
相

談
し

関
わ

っ
て

い
く
。

 

 ○
喀

痰
吸
引

・
経

管
栄
養

 

１
 
喀

痰
の

性
状

は
吸

い
込

ん
だ

ほ
こ

り
や

ば
い

菌
の

種
類

、
量

に
よ

っ
て

変
化

す
る

。
 

２
 
通

常
の

喀
痰

は
無

色
透

明
か

や
や

白
っ

ぽ
く
、
や

や
粘

り
気

が
あ

る
。
 

３
 
口

腔
内

や
気

管
内

の
粘

膜
は

柔
ら

か
く
鼻

の
奥

に
は

た
く
さ

ん
の

細
か

い
血

管
が

あ
る

。
 

４
 

一
定

の
要

件
（
医

師
の

指
示

、
医

療
職

と
の

連
携

、
医

療
的

ケ
ア

の
研

修
等

）
を

満
た

し
た

場
合

、
介

護
職

員
で

あ
っ

て
も

口
腔

内
、

鼻
腔

内
、

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
内

部
の

喀
痰

吸
引

が
で

き
る

。
 

５
 
吸

引
前

後
に

手
洗

い
を

実
施

す
る

。
 

６
 
経

管
栄

養
中

嘔
吐

が
み

ら
れ

た
ら

吐
物

の
誤

飲
が

な
い

よ
う
横

向
き

に
す

る
。
 

７
 
栄

養
剤

の
注

入
を

中
止

、
ま

た
は

延
期

す
る

場
合

に
は

利
用

者
、
家

族
、
医

療
職

と
相

談
し

て
決

め
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
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 ８

 
胃

ろ
う
チ

ュ
ー

ブ
の

破
損

や
抜

け
が

な
い

か
、
固

定
の

位
置

を
確

認
す

る
。
 

９
 
顔

色
や

パ
ル

ス
オ

キ
シ

メ
ー

タ
の

値
に

異
常

が
な

い
か

常
に

確
認

す
る

。
 

1
0
 
気

管
切

開
を

し
て

い
る

か
た

の
吸

引
を

行
な

う
場

合
、
カ

テ
ー

テ
ル

が
声

門
を

越
え

る
た

め
無

菌
的

操
作

の
徹

底
が

必
要

で
あ

る
。
 

 ○
在

宅
療
養
者

が
使

用
す

る
医

療
機

器
 

１
 
Ｈ

Ｏ
Ｔ

（在
宅

酸
素

療
法

）
と

は
慢

性
心

不
全

や
慢

性
呼

吸
不

全
な

ど
の

方
が

自
宅

で
機

器
を

用
い

て
酸

素
を

補
充

す
る

治
療

法
で

あ
る

。
 

２
 
酸

素
療

法
を

行
な

う
目

的
は

体
に

不
足

し
て

い
る

酸
素

を
補

う
こ

と
に

あ
る

。
 

３
 
人

工
呼

吸
療

法
に

は
非

侵
襲

的
に

行
う
療

法
と

気
管

切
開

に
よ

り
侵

襲
的

に
行

う
療

法
の

２
つ

が
あ

る
。
 

４
 
睡

眠
時

無
呼

吸
症

候
群

に
は

無
呼

吸
を

予
防

す
る

た
め

に
就

寝
時

に
鼻

マ
ス

ク
を

着
用

し
空

気
を

送
り
込

み
、
気

道
を

押
し

広
げ

て
喉

の
塞

が
り
を

防
ぐ

。
 

５
 
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
方

の
心

理
面

へ
の

影
響

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
は

と
て

も
重

要
で

あ
る

。
 

６
 
喀

痰
吸

引
を

行
う
際

、
事

前
に

吸
引

圧
を

必
ず

確
認

す
る

。
 

７
 
喀

痰
吸

引
後

は
不

整
脈

や
血

圧
上

昇
な

ど
を

起
こ

す
可

能
性

が
あ

る
。
 

 ○
急

変
時
対
応

 

１
 
急

変
を

発
見

し
た

時
、
バ

イ
タ

ル
サ

イ
ン

の
測

定
や

状
態

変
化

の
確

認
を

す
る

が
、
そ

の
場

を
離

れ
な

い
こ

と
が

原
則

で
あ

る
。
 

２
 
名

前
を

耳
元

で
呼

び
か

け
肩

や
頬

を
軽

く
た

た
き

返
事

や
反

応
が

あ
る

か
確

認
す

る
。
 

３
 
呼

吸
が

確
認

さ
れ

な
い

場
合

す
ぐ

に
人

工
呼

吸
を

開
始

す
る

。
 

４
 
呼

吸
が

確
認

さ
れ

た
場

合
、
回

復
体

位
に

し
て

応
援

を
待

つ
。
 

５
 
高

齢
者

は
体

温
調

節
機

能
が

低
下

し
て

お
り
肺

炎
を

起
こ

し
て

い
て

も
熱

が
上

が
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
。
 

６
 
利

尿
剤

を
服

用
し

て
い

る
と

脱
水

症
を

起
こ

し
や

す
い

。
 

７
 
下

痢
症

状
が

あ
る

場
合

、
同

じ
症

状
の

人
が

身
近

に
い

な
い

か
ど

う
か

確
認

す
る

。
 

８
 
誤

嚥
に

よ
り
の

ど
が

つ
ま

っ
た

場
合

、
異

物
が

口
腔

内
に

見
え

る
と

き
は

側
臥

位
に

し
て

。
見

え
な

い
と

き
は

前
屈

位
で

の
背

部
叩

法
、
ハ

イ
ム

リ
ッ

ヒ
法

を
用

い
る

。
 

 ○
日

常
の
使

用
頻

度
の

高
い

薬
 

１
 
高

齢
者

で
は

薬
の

代
謝

、
排

泄
が

上
手

く
で

き
ず

、
状

態
で

薬
が

必
要

以
上

に
効

き
す

ぎ
る

場
合

が
あ

る
。
 

３
 
薬

の
副

作
用

の
可

能
性

を
感

じ
た

ら
す

ぐ
に

医
師

や
薬

剤
師

に
相

談
す

る
。
 

４
 
慢

性
的

な
疾

患
が

あ
る

方
で

長
期

間
薬

の
処

方
が

変
わ

ら
な

い
場

合
で

も
、
体

調
の

変
化

等
観

察
す

る
必

要
は

あ
る

。
 

５
 
高

齢
者

は
薬

が
対

外
に

排
出

さ
れ

る
ま

で
に

時
間

が
か

か
り
、
体

内
で

薬
の

濃
度

が
上

が
り
や

す
い

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅱ
 

10
 

 ６
 
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

と
は

患
者

が
積

極
的

に
治

療
方

針
の

決
定

に
参

加
し

治
療

を
受

け
る

概
念

を
指

し
て

い
る

。
 

７
 
高

齢
者

は
薬

が
喉

に
つ

ま
り
や

す
い

の
で

カ
プ

セ
ル

薬
を

内
服

す
る

場
合

、
多

め
の

水
で

服
用

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

８
 
薬

の
副

作
用

や
過

剰
な

効
果

に
よ

っ
て

め
ま

い
や

ふ
ら

つ
き

が
生

じ
る

 

９
 
薬

は
投

与
経

路
で

内
用

薬
（
内

服
薬

）
、
外

用
薬

、
注

射
薬

に
分

け
ら

れ
る

。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
１
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
介

護
福

祉
士

と
し

て
生

活
支

援
に

必
要

な
運

動
生

理
を

理
解

し
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
 

到 達 目 標

 

①
筋

・骨
・関

節
な

ど
運

動
器

系
や

脳
・脊

髄
・末

梢
神

経
な

ど
神

経
系

の
解

剖
・生

理
機

能
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
関

節
可

動
域

や
関

節
運

動
な

ど
ヒ

トの
基

本
的

な
動

き
に

つ
い

て
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
日

常
の

諸
動

作
の

中
で

、
身

体
各

部
の

相
互

関
係

を
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」に
お

い
て

、
身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

の
名

称
、
骨

、
関

節
、
筋

、
中

枢
神

経
、
末

梢
神

経
な

ど
の

解
剖

生
理

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
は

学
ぶ

。
し

か
し

、
人

間
の

運
動

の
基

本
的

・力
学

的
考

え
方

は
学

ん
で

お
ら

ず
、
そ

れ
を

活
か

し
た

介
護

技
術

の
展

開
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
そ

の
人

の
力

を
活

か
し

た
介

護
技

術
の

展
開

と
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
と

の
連

携
の

前
提

と
な

る
、

さ
ら

に
詳

細
な

身
体

の
解

剖
生

理
学

（
＝

事
実

に
関

す

る
知

識
領

域
）及

び
運

動
学

（＝
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）の

知
識

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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携
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10
 

 ６
 
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

と
は

患
者

が
積

極
的

に
治

療
方

針
の

決
定

に
参

加
し

治
療

を
受

け
る

概
念

を
指

し
て

い
る

。
 

７
 
高

齢
者

は
薬

が
喉

に
つ

ま
り
や

す
い

の
で

カ
プ

セ
ル

薬
を

内
服

す
る

場
合

、
多

め
の

水
で

服
用

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

８
 
薬

の
副

作
用

や
過

剰
な

効
果

に
よ

っ
て

め
ま

い
や

ふ
ら

つ
き

が
生

じ
る

 

９
 
薬

は
投

与
経

路
で

内
用

薬
（
内

服
薬

）
、
外

用
薬

、
注

射
薬

に
分

け
ら

れ
る

。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
１
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
介

護
福

祉
士

と
し

て
生

活
支

援
に

必
要

な
運

動
生

理
を

理
解

し
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
 

到 達 目 標

 

①
筋

・骨
・関

節
な

ど
運

動
器

系
や

脳
・脊

髄
・末

梢
神

経
な

ど
神

経
系

の
解

剖
・生

理
機

能
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
関

節
可

動
域

や
関

節
運

動
な

ど
ヒ

トの
基

本
的

な
動

き
に

つ
い

て
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
日

常
の

諸
動

作
の

中
で

、
身

体
各

部
の

相
互

関
係

を
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」に
お

い
て

、
身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

の
名

称
、
骨

、
関

節
、
筋

、
中

枢
神

経
、
末

梢
神

経
な

ど
の

解
剖

生
理

に
つ

い
て

、
基

礎
的

な
知

識
は

学
ぶ

。
し

か
し

、
人

間
の

運
動

の
基

本
的

・力
学

的
考

え
方

は
学

ん
で

お
ら

ず
、
そ

れ
を

活
か

し
た

介
護

技
術

の
展

開
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
そ

の
人

の
力

を
活

か
し

た
介

護
技

術
の

展
開

と
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
と

の
連

携
の

前
提

と
な

る
、

さ
ら

に
詳

細
な

身
体

の
解

剖
生

理
学

（
＝

事
実

に
関

す

る
知

識
領

域
）及

び
運

動
学

（＝
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）の

知
識

を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

の
名

称
 

１
）基

本
肢

位
と

基
本

面
、
運

動
の

面
と

軸
 

  

①
姿

勢
、
基

本
肢

位
 

②
運

動
面

と
軸

 

③
関

節
運

動
方

向
 

２
）身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

 

  

①
上

肢
・肩

甲
帯

 

②
体

幹
・
脊

柱
 

③
下

肢
・骨

盤
帯

 

２
．

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末
梢

神

経
な

ど
の

解
剖

・
生

理
 

１
）骨

の
構

造
と

機
能

 

 

①
骨

の
機

能
 

②
骨

の
構

造
 

２
）関

節
の

機
能

と
構

造
 

①
関

節
の

機
能

 

②
関

節
の

構
造

 

３
）筋

肉
の

構
造

と
機

能
 

①
筋

肉
の

種
類

 

②
骨

格
筋

の
収

縮
 

③
筋

収
縮

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

 

④
筋

収
縮

の
種

類
 

４
）中

枢
神

経
と

末
梢

神
経

 
①

中
枢

神
経

系
の

構
成

 

②
末

梢
神

経
系

の
構

成
 

３
．
内

部
器

官
の

運
動

時
の

生
 
理

 
１
）運

動
と

呼
吸

 

   

①
呼

吸
と

は
 

②
呼

吸
器

系
の

機
能

 

③
運

動
時

の
換

気
 

④
運

動
と

血
液

ガ
ス

 

２
）
運

動
と

循
環

器
系

の
機

能
 

 

①
心

臓
の

機
能

 

②
運

動
時

の
循

環
 

③
運

動
時

の
血

圧
 

３
）
運

動
と

体
温

調
節

 

 

①
体

温
調

整
 

②
運

動
と

体
温

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

3 
 

４
 
身

体
運

動
の

基
本

的
知

識
 

１
） 

関
節

運
動

と
回

転
力

（
ト
ル

ク
） 

 ２
）身

体
運

動
と

「テ
コ

」 

 ３
）
運

動
の

方
向

と
関

節
可

動
域

 

 ４
）
身

体
運

動
時

に
活

動
す

る
筋

 

 

①
 

関
節

運
動

と
回

転
力

（
ト
ル

ク
） 

②
 

身
体

運
動

時
の

力
の

つ
り
合

い
 

①
 

テ
コ

の
種

類
 

②
 

テ
コ

と
身

体
運

動
 

①
 

身
体

関
節

の
運

動
方

向
 

②
 

身
体

運
動

の
関

節
可

動
域

 

①
 

上
肢

の
活

動
す

る
筋

 

②
 

下
肢

の
活

動
す

る
筋

 

５
．

運
動

の
基

本
的

な
力

学
的

考
え

方
（
モ

ー
メ

ン
トな

ど
） 

１
）基

本
動

作
の

理
解

 

  

①
基

本
動

作
の

種
類

 

②
身

体
の

運
動

と
重

心
線

 

③
重

心
と

支
持

基
底

面
 

④
関

節
周

り
の

モ
ー

メ
ン

ト 

２
）基

本
動

作
の

分
析

 

 

①
動

作
分

析
の

基
本

 

②
支

持
基

底
面

の
変

化
 

③
バ

ラ
ン

ス
能

力
 

④
動

作
の

相
 

６
．
摂

食
嚥

下
に

お
け

る
解

剖
・
運

動
生

理
 

１
）
咀

嚼
運

動
 

 

①
顎

関
節

の
構

造
と

運
動

 

②
咀

嚼
運

動
に

関
わ

る
筋

 

２
）
嚥

下
運

動
 

 

①
口

腔
の

構
造

 

②
咽

頭
及

び
喉

頭
の

構
造

 

③
嚥

下
に

か
か

わ
る

筋
と

運
動

 

３
）嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

 
①

口
腔

期
 

②
咽

頭
期

 

③
食

道
期
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

の
名

称
 

１
）基

本
肢

位
と

基
本

面
、
運

動
の

面
と

軸
 

  

①
姿

勢
、
基

本
肢

位
 

②
運

動
面

と
軸

 

③
関

節
運

動
方

向
 

２
）身

体
表

面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

 

  

①
上

肢
・肩

甲
帯

 

②
体

幹
・
脊

柱
 

③
下

肢
・骨

盤
帯

 

２
．

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末
梢

神

経
な

ど
の

解
剖

・生
理

 

１
）骨

の
構

造
と

機
能

 

 

①
骨

の
機

能
 

②
骨

の
構

造
 

２
）関

節
の

機
能

と
構

造
 

①
関

節
の

機
能

 

②
関

節
の

構
造

 

３
）筋

肉
の

構
造

と
機

能
 

①
筋

肉
の

種
類

 

②
骨

格
筋

の
収

縮
 

③
筋

収
縮

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

 

④
筋

収
縮

の
種

類
 

４
）中

枢
神

経
と

末
梢

神
経

 
①

中
枢

神
経

系
の

構
成

 

②
末

梢
神

経
系

の
構

成
 

３
．
内

部
器

官
の

運
動

時
の

生
 
理

 
１
）運

動
と

呼
吸

 

   

①
呼

吸
と

は
 

②
呼

吸
器

系
の

機
能

 

③
運

動
時

の
換

気
 

④
運

動
と

血
液

ガ
ス

 

２
）
運

動
と

循
環

器
系

の
機

能
 

 

①
心

臓
の

機
能

 

②
運

動
時

の
循

環
 

③
運

動
時

の
血

圧
 

３
）
運

動
と

体
温

調
節

 

 

①
体

温
調

整
 

②
運

動
と

体
温

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

3 
 

４
 
身

体
運

動
の

基
本

的
知

識
 

１
） 

関
節

運
動

と
回

転
力

（
ト
ル

ク
） 

 ２
）身

体
運

動
と

「テ
コ

」 

 ３
）
運

動
の

方
向

と
関

節
可

動
域

 

 ４
）
身

体
運

動
時

に
活

動
す

る
筋

 

 

①
 

関
節

運
動

と
回

転
力

（
ト
ル

ク
） 

②
 

身
体

運
動

時
の

力
の

つ
り
合

い
 

①
 

テ
コ

の
種

類
 

②
 

テ
コ

と
身

体
運

動
 

①
 

身
体

関
節

の
運

動
方

向
 

②
 

身
体

運
動

の
関

節
可

動
域

 

①
 

上
肢

の
活

動
す

る
筋

 

②
 

下
肢

の
活

動
す

る
筋

 

５
．

運
動

の
基

本
的

な
力

学
的

考
え

方
（
モ

ー
メ

ン
トな

ど
） 

１
）基

本
動

作
の

理
解

 

  

①
基

本
動

作
の

種
類

 

②
身

体
の

運
動

と
重

心
線

 

③
重

心
と

支
持

基
底

面
 

④
関

節
周

り
の

モ
ー

メ
ン

ト 

２
）基

本
動

作
の

分
析

 

 

①
動

作
分

析
の

基
本

 

②
支

持
基

底
面

の
変

化
 

③
バ

ラ
ン

ス
能

力
 

④
動

作
の

相
 

６
．
摂

食
嚥

下
に

お
け

る
解

剖
・運

動
生

理
 

１
）
咀

嚼
運

動
 

 

①
顎

関
節

の
構

造
と

運
動

 

②
咀

嚼
運

動
に

関
わ

る
筋

 

２
）
嚥

下
運

動
 

 

①
口

腔
の

構
造

 

②
咽

頭
及

び
喉

頭
の

構
造

 

③
嚥

下
に

か
か

わ
る

筋
と

運
動

 

３
）嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

 
①

口
腔

期
 

②
咽

頭
期

 

③
食

道
期
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
「リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

」の
科

目
と

し
て

、
到

達
目

標
を

確
認

し
、
認

定
介

護
福

祉
士

に
必

要
と

な
る

知
識

を
確

認
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
を

説
明

す
る

上
で

必
要

と
な

る
身

体
表

面
か

ら
確

認
可

能
な

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
ま

た
、
こ

れ
ら

の
知

識
を

習
得

す
る

こ
と

で
、
身

体
運

動
学

的
分

析

な
ど

が
理

解
で

き
る

よ
う
な

工
夫

を
す

る
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

上
で

必
要

と
な

る
骨

、
関

節
、
筋

、
中

枢
神

経
、
末

梢
神

経
な

ど
の

知
識

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
時

の
内

部
器

官
（心

臓
、
呼

吸
、
体

温
、
血

圧
）な

ど
の

解
剖

・生
理

学
的

な
知

識
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

〇
摂

食
嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

上
で

必
要

と
な

る
知

識
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

ュ
メ

を
作

成
す

る
と

よ
い

。
 

〇
栢

森
良

二
＝

著
『学

生
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

概
論

〔第
2

版
〕』

、
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
5
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

〇
実

施
機

関
・講

師
が

「
習

得
す

べ
き

知
識

」を
も

と
に

試
験

問
題

を
作

成
し

、
研

修
終

了
後

に
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

で
知

識
的

理
解

を
問

う
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
ヒ

トの
身

体
運

動
に

つ
い

て
運

動
学

的
に

分
析

す
る

能
力

は
重

要
で

あ
る

。
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

場
合

、
次

の
よ

う
な

課
題

に
よ

り
思

考
的

理
解

を
問

う
。
 

①
１

）
い

す
座

位
か

ら
の

立
ち

上
が

り
動

作
に

関
す

る
運

動
学

的
分

析
、

ま
た

は
、

２
）
背

臥
位

か
ら

の
起

き
上

が
り
動

作
に

関
す

る
運

動
学

的
分

析
、

に
つ

い
て

「
肢

位
と

身
体

運
動

パ
タ

ー

ン
」
「バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
・運

動
学

的
視

点
」
に

分
け

て
、
図

表
を

作
成

せ
よ

。
 

②
摂

食
嚥

下
運

動
に

お
け

る
経

過
別

（
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

）の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

経
過

、
口

蓋
の

運
動

、
舌

の
運

動
、
咽

頭
の

運
動

に
わ

け
て

1
6
0
0

字
以

内
で

レ
ポ

ー
トを

作
成

せ
よ

。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

①
筋

・骨
・関

節
な

ど
運

動
器

系
や

脳
・脊

髄
・
末

梢
神

経
な

ど
神

経
系

の
解

剖
・生

理
機

能
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
関

節
可

動
域

や
関

節
運

動
な

ど
ヒ

トの
基

本
的

な
動

き
に

つ
い

て
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
日

常
の

諸
動

作
の

中
で

、
身

体
各

部
の

相
互

関
係

を
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

〇
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

） 

〇
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
基

本
は

集
団

研
修

（
講

義
）、

ま
た

は
課

題
学

習
に

よ
っ

て
研

修
を

展
開

す
る

。
 

○
身

体
ラ

ン
ド
マ

ー
ク

の
確

認
は

、
集

団
研

修
（
講

義
）
で

知
識

を
共

有
し

た
後

に
、

互
い

に
い

く
つ

か
の

身
体

ラ
ウ

ン
ド
マ

ー
ク

を
触

診
し

あ
い

な
が

ら
知

識
を

深
め

る
。

ま
た

、
課

題

を
与

え
、
自

己
学

習
を

可
と

す
る

。
 

○
そ

の
他

の
内

容
も

課
題

学
習

を
可

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
「リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

」の
科

目
と

し
て

、
到

達
目

標
を

確
認

し
、
認

定
介

護
福

祉
士

に
必

要
と

な
る

知
識

を
確

認
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
を

説
明

す
る

上
で

必
要

と
な

る
身

体
表

面
か

ら
確

認
可

能
な

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
ま

た
、
こ

れ
ら

の
知

識
を

習
得

す
る

こ
と

で
、
身

体
運

動
学

的
分

析

な
ど

が
理

解
で

き
る

よ
う
な

工
夫

を
す

る
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

上
で

必
要

と
な

る
骨

、
関

節
、
筋

、
中

枢
神

経
、
末

梢
神

経
な

ど
の

知
識

を
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
身

体
運

動
時

の
内

部
器

官
（心

臓
、
呼

吸
、
体

温
、
血

圧
）な

ど
の

解
剖

・生
理

学
的

な
知

識
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

〇
摂

食
嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

上
で

必
要

と
な

る
知

識
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

ュ
メ

を
作

成
す

る
と

よ
い

。
 

〇
栢

森
良

二
＝

著
『学

生
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

概
論

〔第
2

版
〕』

、
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
5
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
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評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

〇
実

施
機

関
・講

師
が

「習
得

す
べ

き
知

識
」を

も
と

に
試

験
問

題
を

作
成

し
、
研

修
終

了
後

に
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

で
知

識
的

理
解

を
問

う
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
ヒ

トの
身

体
運

動
に

つ
い

て
運

動
学

的
に

分
析

す
る

能
力

は
重

要
で

あ
る

。
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

場
合

、
次

の
よ

う
な

課
題

に
よ

り
思

考
的

理
解

を
問

う
。
 

①
１

）
い

す
座

位
か

ら
の

立
ち

上
が

り
動

作
に

関
す

る
運

動
学

的
分

析
、

ま
た

は
、

２
）
背

臥
位

か
ら

の
起

き
上

が
り
動

作
に

関
す

る
運

動
学

的
分

析
、

に
つ

い
て

「
肢

位
と

身
体

運
動

パ
タ

ー

ン
」
「バ

イ
オ

メ
カ

ニ
ク

ス
・運

動
学

的
視

点
」に

分
け

て
、
図

表
を

作
成

せ
よ

。
 

②
摂

食
嚥

下
運

動
に

お
け

る
経

過
別

（
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

）の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

経
過

、
口

蓋
の

運
動

、
舌

の
運

動
、
咽

頭
の

運
動

に
わ

け
て

1
6
0
0

字
以

内
で

レ
ポ

ー
トを

作
成

せ
よ

。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

①
筋

・骨
・関

節
な

ど
運

動
器

系
や

脳
・脊

髄
・
末

梢
神

経
な

ど
神

経
系

の
解

剖
・生

理
機

能
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
関

節
可

動
域

や
関

節
運

動
な

ど
ヒ

トの
基

本
的

な
動

き
に

つ
い

て
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
日

常
の

諸
動

作
の

中
で

、
身

体
各

部
の

相
互

関
係

を
理

解
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

〇
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

） 

〇
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
基

本
は

集
団

研
修

（
講

義
）、

ま
た

は
課

題
学

習
に

よ
っ

て
研

修
を

展
開

す
る

。
 

○
身

体
ラ

ン
ド
マ

ー
ク

の
確

認
は

、
集

団
研

修
（
講

義
）
で

知
識

を
共

有
し

た
後

に
、

互
い

に
い

く
つ

か
の

身
体

ラ
ウ

ン
ド
マ

ー
ク

を
触

診
し

あ
い

な
が

ら
知

識
を

深
め

る
。

ま
た

、
課

題

を
与

え
、
自

己
学

習
を

可
と

す
る

。
 

○
そ

の
他

の
内

容
も

課
題

学
習

を
可

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

6 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．

身
体

表
面

の
ラ

ン
ド
マ

ー
ク

の

名
称

 

〇
基

本
動

作
の

分
析

が
理

解
し

や
す

い
た

め
に

、
身

体
表

面
か

ら
触

診
可

能

な
身

体
部

位
を

確
認

す
る

。
 

〇
基

本
肢

位
と

基
本

面
の

定
義

を
確

認
。

運
動

の
面

と
軸

や
各

関
節

の
可

動

角
度

を
確

認
す

る
。
 

〇
体

表
か

ら
触

診
で

き
る

、
主

要
な

骨
や

筋
の

部
位

の
確

認
を

行
う
。
 

肩
甲

帯
、

肩
関

節
、

肘
関

節
、

手
関

節
、

手
部

、
背

部
、

腹
部

、
脊

柱
、

骨

盤
帯

、
股

関
節

、
膝

関
節

、
足

関
節

な
ど

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

２
．

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末
梢

神
経

な
ど

の
解

剖
・生

理
 

〇
運

動
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

た
め

に
、

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末

梢
神

経
な

ど
の

解
剖

・生
理

を
確

認
す

る
。
 

〇
骨

の
構

造
と

機
能

 

骨
の

機
能

、
骨

の
分

類
、
骨

の
構

造
、
骨

の
生

成
 

〇
関

節
の

機
能

と
構

造
 

関
節

の
機

能
、
形

態
に

よ
る

分
類

、
関

節
の

構
造

 

〇
筋

肉
の

構
造

と
機

能
 

筋
肉

の
種

類
、

骨
格

筋
の

形
状

。
骨

格
筋

の
収

縮
、

筋
収

縮
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、
筋

収
縮

の
種

類
、
筋

収
縮

の
力

学
的

特
性

 

〇
神

経
系

の
伝

導
路

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

３
．

内
部

器
官

の
運

動
時

の
生

 

理
 

〇
運

動
に

よ
る

身
体

活
動

変
化

を
理

解
す

る
た

め
に

、
内

部
器

官
の

運
動

時

の
解

剖
・生

理
を

確
認

す
る

。
 

〇
運

動
と

呼
吸

 

〇
運

動
と

循
環

器
系

の
機

能
 

〇
運

動
と

体
温

調
節

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

４
 
身

体
運

動
の

基
本

的
知

識
 

〇
関

節
運

動
と

回
転

力
（
ト
ル

ク
） 

〇
身

体
運

動
と

「テ
コ

」 

〇
運

動
の

方
向

と
関

節
可

動
域

 

〇
身

体
運

動
時

に
活

動
す

る
筋

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
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４
時

間
 

５
．

運
動

の
基

本
的

な
力

学
的

考

え
方

（モ
ー

メ
ン

ト
な

ど
） 

〇
身

体
動

作
能

力
の

変
化

に
応

じ
た

動
作

介
助

法
を

理
解

す
る

た
め

に
、

運

動
の

基
本

的
な

力
学

的
考

え
方

を
確

認
す

る
。
 

〇
基

本
動

作
の

理
解

 

基
本

動
作

の
種

類
、

身
体

の
運

動
と

重
心

線
、

重
心

と
支

持
基

底
面

、
関

節
周

り
の

モ
ー

メ
ン

ト 

〇
基

本
動

作
の

分
析

 

分
析

の
基

本
、

動
作

の
把

握
、

支
持

基
底

面
の

変
化

、
バ

ラ
ン

ス
能

力
の

考

え
方

、
関

節
運

動
と

活
動

す
る

筋
、
動

作
の

相
 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

1
時

間
 

６
．

摂
食

嚥
下

に
お

け
る

解
剖

・
運

動
生

理
 

○
咀

嚼
嚥

下
機

能
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

た
め

に
、

摂
食

嚥
下

に
お

け
る

解
剖

・運
動

生
理

を
確

認
す

る
。
 

〇
咀

嚼
運

動
 

顎
関

節
の

構
造

と
運

動
、
咀

嚼
運

動
に

関
わ

る
筋

 

〇
嚥

下
運

動
 

口
腔

の
構

造
、
咽

頭
及

び
喉

頭
の

構
造

、
嚥

下
に

か
か

わ
る

筋
と

運
動

 

a)
舌

の
筋

、
b)

口
蓋

の
筋

、
c)

咽
頭

の
筋

 

〇
嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

口
腔

期
、
咽

頭
期

、
食

道
期

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

 
※

 
１
０
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

6 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．

身
体

表
面

の
ラ

ン
ド
マ

ー
ク

の

名
称

 

〇
基

本
動

作
の

分
析

が
理

解
し

や
す

い
た

め
に

、
身

体
表

面
か

ら
触

診
可

能

な
身

体
部

位
を

確
認

す
る

。
 

〇
基

本
肢

位
と

基
本

面
の

定
義

を
確

認
。

運
動

の
面

と
軸

や
各

関
節

の
可

動

角
度

を
確

認
す

る
。
 

〇
体

表
か

ら
触

診
で

き
る

、
主

要
な

骨
や

筋
の

部
位

の
確

認
を

行
う
。
 

肩
甲

帯
、

肩
関

節
、

肘
関

節
、

手
関

節
、

手
部

、
背

部
、

腹
部

、
脊

柱
、

骨

盤
帯

、
股

関
節

、
膝

関
節

、
足

関
節

な
ど

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

２
．

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末
梢

神
経

な
ど

の
解

剖
・生

理
 

〇
運

動
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

た
め

に
、

骨
、

関
節

、
筋

、
中

枢
神

経
、

末

梢
神

経
な

ど
の

解
剖

・生
理

を
確

認
す

る
。
 

〇
骨

の
構

造
と

機
能

 

骨
の

機
能

、
骨

の
分

類
、
骨

の
構

造
、
骨

の
生

成
 

〇
関

節
の

機
能

と
構

造
 

関
節

の
機

能
、
形

態
に

よ
る

分
類

、
関

節
の

構
造

 

〇
筋

肉
の

構
造

と
機

能
 

筋
肉

の
種

類
、

骨
格

筋
の

形
状

。
骨

格
筋

の
収

縮
、

筋
収

縮
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、
筋

収
縮

の
種

類
、
筋

収
縮

の
力

学
的

特
性

 

〇
神

経
系

の
伝

導
路

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

３
．

内
部

器
官

の
運

動
時

の
生

 

理
 

〇
運

動
に

よ
る

身
体

活
動

変
化

を
理

解
す

る
た

め
に

、
内

部
器

官
の

運
動

時

の
解

剖
・生

理
を

確
認

す
る

。
 

〇
運

動
と

呼
吸

 

〇
運

動
と

循
環

器
系

の
機

能
 

〇
運

動
と

体
温

調
節

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

１
時

間
 

４
 
身

体
運

動
の

基
本

的
知

識
 

〇
関

節
運

動
と

回
転

力
（
ト
ル

ク
） 

〇
身

体
運

動
と

「テ
コ

」 

〇
運

動
の

方
向

と
関

節
可

動
域

 

〇
身

体
運

動
時

に
活

動
す

る
筋

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

7 
 

４
時

間
 

５
．

運
動

の
基

本
的

な
力

学
的

考

え
方

（モ
ー

メ
ン

ト
な

ど
） 

〇
身

体
動

作
能

力
の

変
化

に
応

じ
た

動
作

介
助

法
を

理
解

す
る

た
め

に
、

運

動
の

基
本

的
な

力
学

的
考

え
方

を
確

認
す

る
。
 

〇
基

本
動

作
の

理
解

 

基
本

動
作

の
種

類
、

身
体

の
運

動
と

重
心

線
、

重
心

と
支

持
基

底
面

、
関

節
周

り
の

モ
ー

メ
ン

ト 

〇
基

本
動

作
の

分
析

 

分
析

の
基

本
、

動
作

の
把

握
、

支
持

基
底

面
の

変
化

、
バ

ラ
ン

ス
能

力
の

考

え
方

、
関

節
運

動
と

活
動

す
る

筋
、
動

作
の

相
 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

1
時

間
 

６
．

摂
食

嚥
下

に
お

け
る

解
剖

・
運

動
生

理
 

○
咀

嚼
嚥

下
機

能
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

た
め

に
、

摂
食

嚥
下

に
お

け
る

解
剖

・運
動

生
理

を
確

認
す

る
。
 

〇
咀

嚼
運

動
 

顎
関

節
の

構
造

と
運

動
、
咀

嚼
運

動
に

関
わ

る
筋

 

〇
嚥

下
運

動
 

口
腔

の
構

造
、
咽

頭
及

び
喉

頭
の

構
造

、
嚥

下
に

か
か

わ
る

筋
と

運
動

 

a)
舌

の
筋

、
b)

口
蓋

の
筋

、
c)

咽
頭

の
筋

 

〇
嚥

下
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
 

口
腔

期
、
咽

頭
期

、
食

道
期

 

参
考

文
献

・
図

書
 

○
テ

キ
ス

ト
を

基
に

し
た

課
題

学
習

レ
ポ

ー
ト 

○
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
学

習
 

 
※

 
１
０
時

間
以

内
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 「生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
身

体
表
面

の
ラ

ン
ド
マ

ー
ク

の
名

称
 

１
 
基

本
的

立
位

肢
位

と
は

、
顔

面
が

正
面

を
向

き
、
両

上
肢

は
体

幹
に

そ
っ

て
下

垂
し

、
前

腕
橈

側
縁

は
前

方
を

向
き

、
下

肢
は

平
行

し
て

足
趾

が
前

方
を

向
い

た
直

立
位

で
あ

る
。
 

２
 
解

剖
学

的
立

位
肢

位
と

は
、
基

本
的

立
位

肢
位

で
前

腕
を

回
外

位
に

し
て

手
掌

を
前

方
へ

向
け

た
直

立
位

を
い

う
。
 

３
 
身

体
を

三
次

元
で

と
ら

え
る

面
を

矢
状

面
、
前

額
面

、
水

平
面

と
い

う
。
 

４
 
矢

状
面

と
は

、
身

体
の

正
中

を
通

る
垂

直
な

平
面

で
、
身

体
を

左
右

の
半

分
に

分
け

る
。
 

５
 
前

額
面

と
は

、
身

体
を

前
部

と
後

部
に

分
け

る
垂

直
平

面
で

あ
る

。
 

６
 
橈

骨
茎

状
突

起
は

手
掌

が
前

方
を

向
い

た
解

剖
学

的
肢

位
で

は
外

側
に

位
置

す
る

。
 

７
 
上

肢
長

は
、
肩

峰
か

ら
橈

骨
形

状
突

起
ま

で
を

測
定

す
る

。
 

８
 
下

肢
長

の
計

測
で

は
、
棘

下
長

は
上

前
腸

骨
棘

か
ら

内
果

、
転

子
下

長
は

大
転

子
か

ら
外

果
ま

で
を

計
測

す
る

。
 

９
 
顔

を
洗

う
動

作
で

は
前

腕
は

回
外

位
で

あ
る

。
 

1
0
 
あ

ぐ
ら

動
作

で
は

股
関

節
は

外
旋

位
で

あ
る

。
 

 ○
骨

、
関
節

、
筋

、
中
枢

神
経

、
末
梢
神

経
な

ど
の
解

剖
・

生
理
 

１
 
関

節
は

、
相

対
す

る
２
つ

あ
る

い
は

そ
れ

以
上

の
骨

を
連

結
す

る
構

造
体

と
定

義
さ

れ
、
解

剖
学

的
構

造
に

よ
り
，
不

動
関

節
、
半

関
節

、
可

動
関

節
の

３
タ

イ
プ

に
分

類
さ

れ
る

。
 

２
 
成

人
の

関
節

軟
骨

に
は

血
管

、
神

経
、
リ
ン

パ
管

は
な

く
、
滑

液
に

よ
り
栄

養
さ

れ
て

い
る

。
 

３
 
靱

帯
は

，
骨

と
骨

を
つ

な
ぐ

結
合

組
織

で
あ

り
、
関

節
の

安
定

性
を

強
め

る
働

き
が

あ
る

。
 

４
 
関

節
円

板
や

関
節

半
月

は
、
荷

重
の

緩
衝

と
吸

収
、
関

節
の

安
定

、
潤

滑
な

ど
の

機
能

を
担

っ
て

い
る

。
 

５
 
骨

の
機

能
に

は
、
体

重
の

支
持

、
臓

器
の

保
護

、
筋

や
腱

と
協

同
し

て
身

体
運

動
を

行
う
作

用
、
造

血
作

用
、
カ

ル
シ

ウ
ム

な
ど

の
ミ
ネ

ラ
ル

の
貯

蔵
で

あ
る

。
 

６
 
骨

格
筋

は
筋

膜
に

包
ま

れ
た

数
百

か
ら

数
千

本
の

筋
線

維
と

呼
ば

れ
る

細
胞

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

組
織

で
あ

る
。
 

７
 
筋

収
縮

は
，
筋

細
胞

の
細

胞
膜

に
達

し
て

い
る

運
動

神
経

に
よ

っ
て

刺
激

さ
れ

興
奮

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る
。
 

８
 
ア

デ
ノ
シ

ン
三

リ
ン

酸
（
Ａ

Ｔ
Ｐ
）の

分
解

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
り
、
ミ
オ

シ
ン

と
ア

ク
チ

ン
が

相
互

作
用

を
生

じ
収

縮
が

起
こ

る
。
 

９
 
筋

の
両

端
が

固
定

さ
れ

、
筋

の
長

さ
が

変
化

し
な

い
（関

節
の

動
き

を
伴

わ
な

い
）場

合
の

筋
の

収
縮

様
式

を
等

尺
性

収
縮

と
い

う
。
 

1
0
 
中

枢
神

経
系

は
脳

と
脊

髄
に

区
分

さ
れ

る
。
 

1
1
 
末

梢
神

経
系

は
脳

か
ら

発
す

る
脳

神
経

（
1
2

対
）と

脊
髄

か
ら

発
す

る
脊

髄
神

経
（3

1
対

）に
分

け
ら

れ
る

。
 

1
2
 
骨

の
新

陳
代

謝
は

，
新

規
に

骨
細

胞
が

つ
く
ら

れ
る

骨
の

形
成

と
、
骨

細
胞

が
破

骨
細

胞
に

よ
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
。
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 1
3
 
筋

の
収

縮
に

は
、
人

の
意

思
で

行
わ

れ
る

随
意

運
動

と
、
意

志
に

よ
ら

な
い

不
随

意
運

動
が

あ
る

。
 

1
4
 
骨

格
筋

は
、
顕

微
鏡

で
横

縞
が

見
え

る
横

紋
筋

で
、
ま

た
意

識
的

に
動

か
す

こ
と

の
で

き
る

随
意

筋
で

あ
る

。
 

1
5
 
等

尺
性

運
動

は
バ

ル
サ

ル
バ

（V
al

sa
lv

a）
手

技
に

な
り
、
胸

腔
内

圧
が

急
激

に
上

昇
し

、
血

圧
が

上
昇

す
る

。
 

1
6
 
関

節
連

動
の

中
心

的
役

割
を

す
る

筋
肉

を
主

動
筋

、
逆

の
作

用
を

す
る

筋
を

拮
抗

筋
と

い
う
。
 

1
7
 
１
つ

の
関

節
の

み
を

超
え

る
筋

で
起

始
停

止
し

て
い

る
筋

を
単

関
節

筋
と

い
う
。
 

 ○
内

部
器
官
の

運
動

時
の

生
理
 

１
 
運

動
を

開
始

す
る

と
同

時
に

１
回

換
気

量
や

呼
吸

数
は

増
加

す
る

。
 

２
 
運

動
強

度
が

増
加

す
る

と
循

環
系

の
指

標
で

あ
る

心
拍

数
や

１
回

拍
出

量
も

増
加

す
る

。
 

３
 
運

動
時

に
は

副
交

感
神

経
低

下
と

交
感

神
経

亢
進

と
な

る
た

め
心

拍
数

は
増

加
す

る
。
 

４
 
等

尺
性

運
動

時
の

収
縮

期
血

圧
は

、
等

尺
性

運
動

時
の

ほ
う
が

、
等

長
性

運
動

よ
り
大

き
く
変

化
す

る
。
 

５
 
運

動
時

の
血

圧
上

昇
を

考
慮

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
場

合
に

は
、
等

尺
性

収
縮

に
よ

る
運

動
は

で
き

る
だ

け
避

け
、
等

長
性

収
縮

に
よ

る
運

動
を

選
択

す
る

。
 

６
 
運

動
は

骨
格

筋
の

筋
血

流
量

を
増

加
さ

せ
る

。
 

７
 
動

脈
血

酸
素

分
圧

（P
aO

2
）が

異
常

の
場

合
、
吸

入
酸

素
濃

度
、
肺

の
状

態
、
換

気
の

い
ず

れ
か

に
原

因
が

あ
る

。
 

８
 
呼

吸
器

系
の

構
造

と
し

て
、
鼻

腔
か

ら
咽

頭
ま

で
を

上
気

道
、
気

管
か

ら
末

梢
ま

で
の

気
道

を
下

気
道

と
呼

ぶ
。
 

９
 
呼

吸
器

系
の

重
要

な
機

能
は

、
換

気
、
外

呼
吸

、
ガ

ス
の

運
搬

、
内

呼
吸

で
あ

る
。
 

1
0
 
吸

息
時

に
は

、
胸

壁
が

広
が

っ
て

胸
腔

の
前

後
径

が
増

大
し

て
胸

腔
が

上
下

に
広

が
る

た
め

，
胸

腔
の

容
積

が
増

す
。
 

1
1
 
呼

気
時

に
は

、
息

を
吐

く
と

き
に

は
，
筋

肉
の

収
縮

は
ほ

と
ん

ど
関

与
し

な
い

。
 

1
2
 
横

隔
膜

主
体

の
呼

吸
を

腹
式

呼
吸

と
い

う
。
 

1
3
 
洞

房
結

節
は

心
臓

の
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

と
し

て
周

期
的

に
刺

激
を

生
成

す
る

。
 

1
4
 
血

圧
は

、
心

臓
の

収
縮

に
よ

っ
て

拍
出

さ
れ

た
血

液
が

末
梢

の
血

管
を

押
し

広
げ

る
力

と
定

義
さ

れ
る

。
 

1
5
 
血

圧
の

基
準

値
は

、
収

縮
期

血
圧

お
よ

び
拡

張
期

血
圧

が
，
そ

れ
ぞ

れ
1
3
0
m

m
H
g

未
満

か
つ

8
5
m

m
H
g

未
満

を
正

常
血

圧
と

定
義

し
て

い
る

。
 

1
6
 
血

圧
に

影
響

を
与

え
る

因
子

は
、
心

拍
出

量
と

全
末

梢
血

管
抵

抗
の

積
で

表
さ

れ
る

。
 

1
7
 
心

拍
出

量
を

高
め

る
因

子
は

、
心

機
能

の
亢

進
、
体

液
量

の
増

加
で

あ
る

。
 

1
8
 
脈

拍
は

、
皮

下
の

浅
い

動
脈

（上
腕

動
脈

、
総

頸
動

脈
、
橈

骨
動

脈
、
大

腿
動

脈
、
足

背
動

脈
、
膝

窩
動

脈
、
後

脛
骨

動
脈

な
ど

）で
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
9
 
脈

拍
か

ら
，
脈

拍
数

や
脈

拍
の

リ
ズ

ム
，
拍

動
の

強
さ

，
動

脈
の

緊
張

度
，
左

右
の

違
い

な
ど

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
 

2
0
 
体

温
は

温
度

受
容

器
に

よ
っ

て
感

知
さ

れ
，
そ

の
温

度
情

報
は

中
枢

に
伝

え
ら

れ
、
体

温
の

調
節

に
関

与
し

て
い

る
。
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 「生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
身

体
表
面
の

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

の
名

称
 

１
 
基

本
的

立
位

肢
位

と
は

、
顔

面
が

正
面

を
向

き
、
両

上
肢

は
体

幹
に

そ
っ

て
下

垂
し

、
前

腕
橈

側
縁

は
前

方
を

向
き

、
下

肢
は

平
行

し
て

足
趾

が
前

方
を

向
い

た
直

立
位

で
あ

る
。
 

２
 
解

剖
学

的
立

位
肢

位
と

は
、
基

本
的

立
位

肢
位

で
前

腕
を

回
外

位
に

し
て

手
掌

を
前

方
へ

向
け

た
直

立
位

を
い

う
。
 

３
 
身

体
を

三
次

元
で

と
ら

え
る

面
を

矢
状

面
、
前

額
面

、
水

平
面

と
い

う
。
 

４
 
矢

状
面

と
は

、
身

体
の

正
中

を
通

る
垂

直
な

平
面

で
、
身

体
を

左
右

の
半

分
に

分
け

る
。
 

５
 
前

額
面

と
は

、
身

体
を

前
部

と
後

部
に

分
け

る
垂

直
平

面
で

あ
る

。
 

６
 
橈

骨
茎

状
突

起
は

手
掌

が
前

方
を

向
い

た
解

剖
学

的
肢

位
で

は
外

側
に

位
置

す
る

。
 

７
 
上

肢
長

は
、
肩

峰
か

ら
橈

骨
形

状
突

起
ま

で
を

測
定

す
る

。
 

８
 
下

肢
長

の
計

測
で

は
、
棘

下
長

は
上

前
腸

骨
棘

か
ら

内
果

、
転

子
下

長
は

大
転

子
か

ら
外

果
ま

で
を

計
測

す
る

。
 

９
 
顔

を
洗

う
動

作
で

は
前

腕
は

回
外

位
で

あ
る

。
 

1
0
 
あ

ぐ
ら

動
作

で
は

股
関

節
は

外
旋

位
で

あ
る

。
 

 ○
骨

、
関
節

、
筋

、
中
枢

神
経

、
末
梢
神

経
な

ど
の
解

剖
・

生
理
 

１
 
関

節
は

、
相

対
す

る
２
つ

あ
る

い
は

そ
れ

以
上

の
骨

を
連

結
す

る
構

造
体

と
定

義
さ

れ
、
解

剖
学

的
構

造
に

よ
り
，
不

動
関

節
、
半

関
節

、
可

動
関

節
の

３
タ

イ
プ

に
分

類
さ

れ
る

。
 

２
 
成

人
の

関
節

軟
骨

に
は

血
管

、
神

経
、
リ
ン

パ
管

は
な

く
、
滑

液
に

よ
り
栄

養
さ

れ
て

い
る

。
 

３
 
靱

帯
は

，
骨

と
骨

を
つ

な
ぐ

結
合

組
織

で
あ

り
、
関

節
の

安
定

性
を

強
め

る
働

き
が

あ
る

。
 

４
 
関

節
円

板
や

関
節

半
月

は
、
荷

重
の

緩
衝

と
吸

収
、
関

節
の

安
定

、
潤

滑
な

ど
の

機
能

を
担

っ
て

い
る

。
 

５
 
骨

の
機

能
に

は
、
体

重
の

支
持

、
臓

器
の

保
護

、
筋

や
腱

と
協

同
し

て
身

体
運

動
を

行
う
作

用
、
造

血
作

用
、
カ

ル
シ

ウ
ム

な
ど

の
ミ
ネ

ラ
ル

の
貯

蔵
で

あ
る

。
 

６
 
骨

格
筋

は
筋

膜
に

包
ま

れ
た

数
百

か
ら

数
千

本
の

筋
線

維
と

呼
ば

れ
る

細
胞

に
よ

り
構

成
さ

れ
た

組
織

で
あ

る
。
 

７
 
筋

収
縮

は
，
筋

細
胞

の
細

胞
膜

に
達

し
て

い
る

運
動

神
経

に
よ

っ
て

刺
激

さ
れ

興
奮

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る
。
 

８
 
ア

デ
ノ
シ

ン
三

リ
ン

酸
（
Ａ

Ｔ
Ｐ
）の

分
解

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
り
、
ミ
オ

シ
ン

と
ア

ク
チ

ン
が

相
互

作
用

を
生

じ
収

縮
が

起
こ

る
。
 

９
 
筋

の
両

端
が

固
定

さ
れ

、
筋

の
長

さ
が

変
化

し
な

い
（関

節
の

動
き

を
伴

わ
な

い
）場

合
の

筋
の

収
縮

様
式

を
等

尺
性

収
縮

と
い

う
。
 

1
0
 
中

枢
神

経
系

は
脳

と
脊

髄
に

区
分

さ
れ

る
。
 

1
1
 
末

梢
神

経
系

は
脳

か
ら

発
す

る
脳

神
経

（
1
2

対
）と

脊
髄

か
ら

発
す

る
脊

髄
神

経
（3

1
対

）に
分

け
ら

れ
る

。
 

1
2
 
骨

の
新

陳
代

謝
は

，
新

規
に

骨
細

胞
が

つ
く
ら

れ
る

骨
の

形
成

と
、
骨

細
胞

が
破

骨
細

胞
に

よ
っ

て
行

わ
れ

て
い

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

9 
 1
3
 
筋

の
収

縮
に

は
、
人

の
意

思
で

行
わ

れ
る

随
意

運
動

と
、
意

志
に

よ
ら

な
い

不
随

意
運

動
が

あ
る

。
 

1
4
 
骨

格
筋

は
、
顕

微
鏡

で
横

縞
が

見
え

る
横

紋
筋

で
、
ま

た
意

識
的

に
動

か
す

こ
と

の
で

き
る

随
意

筋
で

あ
る

。
 

1
5
 
等

尺
性

運
動

は
バ

ル
サ

ル
バ

（V
al

sa
lv

a）
手

技
に

な
り
、
胸

腔
内

圧
が

急
激

に
上

昇
し

、
血

圧
が

上
昇

す
る

。
 

1
6
 
関

節
連

動
の

中
心

的
役

割
を

す
る

筋
肉

を
主

動
筋

、
逆

の
作

用
を

す
る

筋
を

拮
抗

筋
と

い
う
。
 

1
7
 
１
つ

の
関

節
の

み
を

超
え

る
筋

で
起

始
停

止
し

て
い

る
筋

を
単

関
節

筋
と

い
う
。
 

 ○
内

部
器
官
の

運
動

時
の

生
理
 

１
 
運

動
を

開
始

す
る

と
同

時
に

１
回

換
気

量
や

呼
吸

数
は

増
加

す
る

。
 

２
 
運

動
強

度
が

増
加

す
る

と
循

環
系

の
指

標
で

あ
る

心
拍

数
や

１
回

拍
出

量
も

増
加

す
る

。
 

３
 
運

動
時

に
は

副
交

感
神

経
低

下
と

交
感

神
経

亢
進

と
な

る
た

め
心

拍
数

は
増

加
す

る
。
 

４
 
等

尺
性

運
動

時
の

収
縮

期
血

圧
は

、
等

尺
性

運
動

時
の

ほ
う
が

、
等

長
性

運
動

よ
り
大

き
く
変

化
す

る
。
 

５
 
運

動
時

の
血

圧
上

昇
を

考
慮

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
場

合
に

は
、
等

尺
性

収
縮

に
よ

る
運

動
は

で
き

る
だ

け
避

け
、
等

長
性

収
縮

に
よ

る
運

動
を

選
択

す
る

。
 

６
 
運

動
は

骨
格

筋
の

筋
血

流
量

を
増

加
さ

せ
る

。
 

７
 
動

脈
血

酸
素

分
圧

（P
aO

2
）が

異
常

の
場

合
、
吸

入
酸

素
濃

度
、
肺

の
状

態
、
換

気
の

い
ず

れ
か

に
原

因
が

あ
る

。
 

８
 
呼

吸
器

系
の

構
造

と
し

て
、
鼻

腔
か

ら
咽

頭
ま

で
を

上
気

道
、
気

管
か

ら
末

梢
ま

で
の

気
道

を
下

気
道

と
呼

ぶ
。
 

９
 
呼

吸
器

系
の

重
要

な
機

能
は

、
換

気
、
外

呼
吸

、
ガ

ス
の

運
搬

、
内

呼
吸

で
あ

る
。
 

1
0
 
吸

息
時

に
は

、
胸

壁
が

広
が

っ
て

胸
腔

の
前

後
径

が
増

大
し

て
胸

腔
が

上
下

に
広

が
る

た
め

，
胸

腔
の

容
積

が
増

す
。
 

1
1
 
呼

気
時

に
は

、
息

を
吐

く
と

き
に

は
，
筋

肉
の

収
縮

は
ほ

と
ん

ど
関

与
し

な
い

。
 

1
2
 
横

隔
膜

主
体

の
呼

吸
を

腹
式

呼
吸

と
い

う
。
 

1
3
 
洞

房
結

節
は

心
臓

の
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

と
し

て
周

期
的

に
刺

激
を

生
成

す
る

。
 

1
4
 
血

圧
は

、
心

臓
の

収
縮

に
よ

っ
て

拍
出

さ
れ

た
血

液
が

末
梢

の
血

管
を

押
し

広
げ

る
力

と
定

義
さ

れ
る

。
 

1
5
 
血

圧
の

基
準

値
は

、
収

縮
期

血
圧

お
よ

び
拡

張
期

血
圧

が
，
そ

れ
ぞ

れ
1
3
0
m

m
H
g

未
満

か
つ

8
5
m

m
H
g

未
満

を
正

常
血

圧
と

定
義

し
て

い
る

。
 

1
6
 
血

圧
に

影
響

を
与

え
る

因
子

は
、
心

拍
出

量
と

全
末

梢
血

管
抵

抗
の

積
で

表
さ

れ
る

。
 

1
7
 
心

拍
出

量
を

高
め

る
因

子
は

、
心

機
能

の
亢

進
、
体

液
量

の
増

加
で

あ
る

。
 

1
8
 
脈

拍
は

、
皮

下
の

浅
い

動
脈

（上
腕

動
脈

、
総

頸
動

脈
、
橈

骨
動

脈
、
大

腿
動

脈
、
足

背
動

脈
、
膝

窩
動

脈
、
後

脛
骨

動
脈

な
ど

）で
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
9
 
脈

拍
か

ら
，
脈

拍
数

や
脈

拍
の

リ
ズ

ム
，
拍

動
の

強
さ

，
動

脈
の

緊
張

度
，
左

右
の

違
い

な
ど

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
 

2
0
 
体

温
は

温
度

受
容

器
に

よ
っ

て
感

知
さ

れ
，
そ

の
温

度
情

報
は

中
枢

に
伝

え
ら

れ
、
体

温
の

調
節

に
関

与
し

て
い

る
。
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生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
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10
 

 ○
運

動
の
基
本

的
な

力
学

的
考

え
方

（
モ

ー
メ

ン
ト

な
ど

）
 

１
 
支

持
基

底
面

と
は

、
身

体
の

一
部

や
支

持
物

（杖
な

ど
）が

床
面

に
接

し
て

い
る

外
周

を
結

ぶ
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

面
の

こ
と

を
い

う
。
 

２
 
姿

勢
を

保
持

す
る

た
め

に
は

、
身

体
重

心
線

が
，
常

に
支

持
基

底
面

内
に

収
ま

っ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。
 

３
 
一

般
に

立
位

姿
勢

の
矢

状
面

上
の

正
常

ア
ラ

イ
メ

ン
トで

は
、
重

心
線

は
、
外

耳
口

、
肩

峰
大

転
子

、
膝

関
節

中
心

よ
り
や

や
前

方
、
外

果
の

２
～

５
cm

前
方

を
通

る
。
 

４
 
身

長
が

高
い

人
ほ

ど
重

心
が

高
く
な

る
た

め
安

定
性

が
低

い
。
 

５
 
モ

ー
メ

ン
トと

は
、
回

転
す

る
能

力
の

こ
と

で
あ

り
、
物

体
の

質
量

お
よ

び
回

転
す

る
中

心
か

ら
の

力
の

作
用

点
ま

で
の

距
離

と
比

例
し

て
い

る
。
 

６
 
運

動
力

学
的

に
は

座
面

の
高

い
イ

ス
か

ら
の

立
ち

上
が

り
は

、
低

い
イ

ス
か

ら
よ

り
も

立
ち

上
が

り
や

す
い

の
は

、
重

心
の

移
動

に
関

係
す

る
。
 

７
 
トル

ク
（
回

転
量

）と
は

、
関

節
運

動
で

あ
る

回
転

軸
か

ら
を

中
心

と
し

た
回

転
運

動
時

に
働

く
力

の
こ

と
で

あ
る

。
 

８
 
身

体
運

動
時

の
第

１
の

「テ
コ

」は
、
動

作
中

の
姿

勢
の

安
定

を
保

つ
際

に
利

用
さ

れ
る

。
 

９
 
運

動
学

的
分

析
で

は
、
連

続
す

る
動

作
を

い
く
つ

か
の

機
能

的
な

運
動

の
単

位
で

あ
る

 「
相

」に
分

け
て

分
析

を
進

め
る

。
 

1
0
 
モ

ー
メ

ン
トア

ー
ム

と
は

、
関

節
の

回
転

中
心

か
ら

筋
ま

で
の

距
離

で
あ

り
、
そ

の
距

離
が

大
き

い
ほ

ど
同

じ
筋

張
力

で
あ

っ
て

も
関

節
トル

ク
は

大
き

く
な

る
。
 

  ○
摂

食
嚥
下

に
お

け
る
解

剖
・

運
動

生
理

 

１
 
顎

関
節

は
側

頭
骨

の
下

顎
窩

お
よ

び
そ

の
前

部
の

関
節

結
節

と
下

顎
骨

の
下

顎
頭

と
を

連
結

す
る

楕
円

関
節

で
あ

り
、
関

節
円

板
を

持
つ

。
 

２
 
咀

嚼
運

動
を

つ
か

さ
ど

る
顎

関
節

の
運

動
筋

を
咀

嚼
筋

群
と

呼
ぶ

。
咀

嚼
筋

群
は

す
べ

て
第

Ⅴ
脳

神
経

（三
叉

神
経

支
配

）で
あ

る
。
 

３
 
口

腔
は

、
口

唇
、
口

蓋
、
口

腔
底

、
頬

、
上

・下
歯

列
、
舌

、
唾

液
腺

で
構

成
さ

れ
る

。
 

４
 
喉

頭
は

呼
吸

に
お

け
る

空
気

の
通

路
と

食
物

の
通

路
の

交
差

点
に

あ
た

り
、
通

路
の

切
り
替

え
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
 

５
 
摂

食
・嚥

下
と

は
食

物
が

認
知

さ
れ

る
こ

と
に

始
ま

り
、
口

腔
、
咽

頭
、
食

道
を

経
て

位
に

至
ま

で
の

過
程

を
言

う
。
 

６
 
嚥

下
の

３
相

と
は

、
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

で
あ

る
。
 

７
 
嚥

下
に

関
わ

る
筋

は
、
す

べ
て

舌
下

神
経

（第
Ⅹ

Ⅱ
脳

神
経

）支
配

で
あ

る
。
 

８
 
オ

トガ
イ

舌
筋

は
、
舌

の
引

き
下

げ
、
突

き
出

し
、
突

き
だ

し
た

舌
の

引
き

戻
し

、
な

ど
を

行
う
。
 

９
 
嚥

下
の

口
腔

期
は

、
食

物
を

口
腔

内
に

取
り
込

み
、
咀

嚼
す

る
こ

と
で

食
塊

を
形

成
し

、
舌

の
運

動
に

よ
り
食

塊
を

舌
後

部
ま

で
送

り
込

む
。
 

1
0
 
喉

頭
期

は
、
舌

に
よ

り
強

力
に

喉
頭

に
向

け
て

運
ば

れ
た

食
塊

を
、
食

道
入

口
部

が
十

分
開

大
し

て
、
同

時
に

気
道

を
食

塊
よ

り
完

全
に

遮
断

す
る

。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
生

活
支

援
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
２
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

８
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
や

知
識

を
活

用
し

、
リ
ハ

職
種

と
連

携
し

つ
つ

生
活

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
 

到 達 目 標

 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
と

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
）の

考
え

方
を

理
解

し
、
生

活
リ
ハ

の
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

 

②
関

節
・
骨

格
筋

・神
経

な
ど

の
構

造
に

関
す

る
知

識
を

活
用

し
て

運
動

学
的

に
分

析
・評

価
す

る
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

 

③
病

的
な

状
態

で
あ

っ
て

も
、
可

能
な

動
作

を
考

え
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

④
心

理
的

な
知

識
・
技

術
（人

間
関

係
論

・コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

等
）を

活
用

し
、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

視
点

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
連

携
・協

働
を

行
う
た

め
に

必
要

な
視

点
や

知
識

を
習

得
し

、
連

携
・協

働
が

で
き

る
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
の

基
本

」
に

お
い

て
、

生
活

を
通

し
た

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
介

護
予

防
な

ど
に

つ
い

て
、

ＩＣ
Ｆ
（
国

際
生

活
機

能
分

類
）
の

考
え

方
や

利
用

者
の

自
立

と
関

連
さ

せ
な

が
ら

学
ぶ

。
し

か
し

、
解

剖
生

理
学

及
び

運
動

学
の

知
識

と
心

理
的

な
視

点
を

加
味

し
、

生
活

支
援

の
実

践
的

知
識

や
技

術

を
習

得
す

る
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
解

剖
生

理
学

及
び

運
動

学
の

知
識

を
活

用
し

た
運

動
学

的
な

分
析

・
評

価
を

行
う

た
め

の
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

生
活

支
援

の
技

術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

心
理

的
な

知
識

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
リ
ハ

専
門

職
と

連
携

す
る

実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
運
動
学
 

10
 

 ○
運

動
の
基
本

的
な

力
学

的
考

え
方

（
モ

ー
メ

ン
ト

な
ど

）
 

１
 
支

持
基

底
面

と
は

、
身

体
の

一
部

や
支

持
物

（杖
な

ど
）が

床
面

に
接

し
て

い
る

外
周

を
結

ぶ
線

に
よ

っ
て

囲
ま

れ
た

面
の

こ
と

を
い

う
。
 

２
 
姿

勢
を

保
持

す
る

た
め

に
は

、
身

体
重

心
線

が
，
常

に
支

持
基

底
面

内
に

収
ま

っ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。
 

３
 
一

般
に

立
位

姿
勢

の
矢

状
面

上
の

正
常

ア
ラ

イ
メ

ン
トで

は
、
重

心
線

は
、
外

耳
口

、
肩

峰
大

転
子

、
膝

関
節

中
心

よ
り
や

や
前

方
、
外

果
の

２
～

５
cm

前
方

を
通

る
。
 

４
 
身

長
が

高
い

人
ほ

ど
重

心
が

高
く
な

る
た

め
安

定
性

が
低

い
。
 

５
 
モ

ー
メ

ン
トと

は
、
回

転
す

る
能

力
の

こ
と

で
あ

り
、
物

体
の

質
量

お
よ

び
回

転
す

る
中

心
か

ら
の

力
の

作
用

点
ま

で
の

距
離

と
比

例
し

て
い

る
。
 

６
 
運

動
力

学
的

に
は

座
面

の
高

い
イ

ス
か

ら
の

立
ち

上
が

り
は

、
低

い
イ

ス
か

ら
よ

り
も

立
ち

上
が

り
や

す
い

の
は

、
重

心
の

移
動

に
関

係
す

る
。
 

７
 
トル

ク
（
回

転
量

）と
は

、
関

節
運

動
で

あ
る

回
転

軸
か

ら
を

中
心

と
し

た
回

転
運

動
時

に
働

く
力

の
こ

と
で

あ
る

。
 

８
 
身

体
運

動
時

の
第

１
の

「テ
コ

」は
、
動

作
中

の
姿

勢
の

安
定

を
保

つ
際

に
利

用
さ

れ
る

。
 

９
 
運

動
学

的
分

析
で

は
、
連

続
す

る
動

作
を

い
く
つ

か
の

機
能

的
な

運
動

の
単

位
で

あ
る

 「
相

」に
分

け
て

分
析

を
進

め
る

。
 

1
0
 
モ

ー
メ

ン
トア

ー
ム

と
は

、
関

節
の

回
転

中
心

か
ら

筋
ま

で
の

距
離

で
あ

り
、
そ

の
距

離
が

大
き

い
ほ

ど
同

じ
筋

張
力

で
あ

っ
て

も
関

節
トル

ク
は

大
き

く
な

る
。
 

  ○
摂

食
嚥
下

に
お

け
る
解

剖
・

運
動

生
理

 

１
 
顎

関
節

は
側

頭
骨

の
下

顎
窩

お
よ

び
そ

の
前

部
の

関
節

結
節

と
下

顎
骨

の
下

顎
頭

と
を

連
結

す
る

楕
円

関
節

で
あ

り
、
関

節
円

板
を

持
つ

。
 

２
 
咀

嚼
運

動
を

つ
か

さ
ど

る
顎

関
節

の
運

動
筋

を
咀

嚼
筋

群
と

呼
ぶ

。
咀

嚼
筋

群
は

す
べ

て
第

Ⅴ
脳

神
経

（三
叉

神
経

支
配

）で
あ

る
。
 

３
 
口

腔
は

、
口

唇
、
口

蓋
、
口

腔
底

、
頬

、
上

・下
歯

列
、
舌

、
唾

液
腺

で
構

成
さ

れ
る

。
 

４
 
喉

頭
は

呼
吸

に
お

け
る

空
気

の
通

路
と

食
物

の
通

路
の

交
差

点
に

あ
た

り
、
通

路
の

切
り
替

え
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

。
 

５
 
摂

食
・嚥

下
と

は
食

物
が

認
知

さ
れ

る
こ

と
に

始
ま

り
、
口

腔
、
咽

頭
、
食

道
を

経
て

位
に

至
ま

で
の

過
程

を
言

う
。
 

６
 
嚥

下
の

３
相

と
は

、
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

で
あ

る
。
 

７
 
嚥

下
に

関
わ

る
筋

は
、
す

べ
て

舌
下

神
経

（第
Ⅹ

Ⅱ
脳

神
経

）支
配

で
あ

る
。
 

８
 
オ

トガ
イ

舌
筋

は
、
舌

の
引

き
下

げ
、
突

き
出

し
、
突

き
だ

し
た

舌
の

引
き

戻
し

、
な

ど
を

行
う
。
 

９
 
嚥

下
の

口
腔

期
は

、
食

物
を

口
腔

内
に

取
り
込

み
、
咀

嚼
す

る
こ

と
で

食
塊

を
形

成
し

、
舌

の
運

動
に

よ
り
食

塊
を

舌
後

部
ま

で
送

り
込

む
。
 

1
0
 
喉

頭
期

は
、
舌

に
よ

り
強

力
に

喉
頭

に
向

け
て

運
ば

れ
た

食
塊

を
、
食

道
入

口
部

が
十

分
開

大
し

て
、
同

時
に

気
道

を
食

塊
よ

り
完

全
に

遮
断

す
る

。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
生

活
支

援
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
２
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

８
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
や

知
識

を
活

用
し

、
リ
ハ

職
種

と
連

携
し

つ
つ

生
活

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
 

到 達 目 標

 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
と

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
）の

考
え

方
を

理
解

し
、
生

活
リ
ハ

の
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

 

②
関

節
・
骨

格
筋

・神
経

な
ど

の
構

造
に

関
す

る
知

識
を

活
用

し
て

運
動

学
的

に
分

析
・評

価
す

る
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

 

③
病

的
な

状
態

で
あ

っ
て

も
、
可

能
な

動
作

を
考

え
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

④
心

理
的

な
知

識
・
技

術
（人

間
関

係
論

・コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

等
）を

活
用

し
、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

視
点

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
連

携
・協

働
を

行
う
た

め
に

必
要

な
視

点
や

知
識

を
習

得
し

、
連

携
・協

働
が

で
き

る
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
の

基
本

」
に

お
い

て
、

生
活

を
通

し
た

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
介

護
予

防
な

ど
に

つ
い

て
、

ＩＣ
Ｆ
（
国

際
生

活
機

能
分

類
）
の

考
え

方
や

利
用

者
の

自
立

と
関

連
さ

せ
な

が
ら

学
ぶ

。
し

か
し

、
解

剖
生

理
学

及
び

運
動

学
の

知
識

と
心

理
的

な
視

点
を

加
味

し
、

生
活

支
援

の
実

践
的

知
識

や
技

術

を
習

得
す

る
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
解

剖
生

理
学

及
び

運
動

学
の

知
識

を
活

用
し

た
運

動
学

的
な

分
析

・
評

価
を

行
う

た
め

の
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

生
活

支
援

の
技

術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

心
理

的
な

知
識

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
リ
ハ

専
門

職
と

連
携

す
る

実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

 

54

73



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
項

目
 

中
項

目
 

小
項

目
 

１
．
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
歴

史
と

定
義

 

②
障

害
の

分
類

 

 ③
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
分

野
 

④
リ
ハ

ビ
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

理
解

 

  ⑤
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

法
規

 

①
言

葉
の

由
来

 
②

歴
史

 
③

定
義

 
 

①
障

害
と

は
 
②

ＩＣ
ＩＤ

Ｈ
 
③

ＩＣ
Ｆ
 
④

国
際

障
害

者
年

 

⑤
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

 

①
教

育
的

リ
ハ

 
②

社
会

的
リ
ハ

 
③

医
学

的
リ
ハ

 
④

職
業

的
リ
ハ

 

①
リ
ハ

専
門

医
 
②

リ
ハ

専
門

看
護

師
 
③

理
学

療
法

士
 

④
作

業
療

法
士

 
⑤

言
語

聴
覚

士
 
⑥

臨
床

心
理

士
 

⑦
義

肢
装

具
士

 
⑧

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
 
 

①
社

会
福

祉
法

 
②

身
体

障
害

者
福

祉
法

 
③

障
害

者
総

合
支

援
法

 

④
介

護
保

険
法

 
⑤

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

 

２
．
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
①

意
識

 

②
運

動
障

害
 

 ③
感

覚
障

害
 

④
高

次
脳

機
能

障
害

 

⑤
心

理
障

害
 

⑥
日

常
生

活
動

作
 

①
Ｊ
Ｃ

Ｓ
 
②

Ｇ
Ｃ

Ｓ
 

①
麻

痺
（Ｓ

ＩＡ
Ｓ

 
B
ru

nn
st

ro
m

 s
ta

g
e
）②

筋
力

（Ｍ
Ｍ

Ｔ
） 

③
関

節
可

動
域

（
Ｒ

Ｏ
Ｍ

）
④

筋
ト
ー

ヌ
ス

（
Ｍ

Ａ
Ｓ

）
 
 

①
感

覚
（各

種
感

覚
評

価
） 

①
言

語
 
②

失
行

 
③

失
認

 
④

注
意

障
害

 
⑤

記
憶

障
害

 

①
心

理
評

価
 
 

①
バ

ー
セ

ル
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
 
②

Ｆ
ＩＭ

 
③

Ａ
Ｐ
Ｄ

Ｌ
 

３
．

各
日

常
生

活
動

作
に

お
け

る
各

関
節

・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢

の
総

合
関

係
 

○
日

常
生

活
動

作
の

運
動

学
的

分
析

 

 

①
寝

返
り
動

作
の

分
析

 

②
起

き
上

が
り
動

作
の

分
析

 

③
立

ち
上

が
り
動

作
の

分
析

 

④
移

乗
動

作
の

分
析

 

４
．
運

動
学

的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
 

①
運

動
学

的
視

点
（
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）
か

ら
の

生

活
支

援
 

①
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 

立
位

）
と

生
活

支
援

 

５
．

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー

シ
ョ
ン

の
視

点
 

①
運

動
学

的
視

点
（ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）か

ら
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

②
自

立
に

向
け

た
支

援
と

介
護

予
防

（
重

度
化

予

防
・
生

活
動

作
の

維
持

）
 

①
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 

立
位

）と
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

①
介

助
方

法
の

選
択

 
②

補
装

具
の

使
用

 
③

福
祉

用
具

の
使

用
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

3 
 

６
．

心
理

的
な

理
解

を
生

活
支

援
に

活
か

す

考
え

方
 

①
精

神
的

な
支

援
 

①
人

間
関

係
論

 

②
人

間
発

達
論

 

③
社

会
的

発
達

論
 

④
傾

聴
 

⑤
ア

サ
ー

シ
ョ
ン

 

７
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
 

①
連

携
、
協

働
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

②
多

職
種

連
携

 

③
コ

ー
チ

ン
グ

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
実

習
を

行
え

る
ス

ペ
ー

ス
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
を

確
保

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

＜
講

師
向

け
＞

 

○
生

活
支

援
に

向
け

て
の

障
害

構
造

や
そ

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
理

解
し

、
そ

れ
ら

に
対

す
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
に

お
け

る
ア

プ
ロ

ー
チ

、
ボ

デ
ィ

メ
 

カ
二

ク
ス

を
利

用
し

た
介

助
方

法
を

理
解

し
、
実

践
が

で
き

る
事

を
目

標
と

す
る

。
 

○
課

題
（８

時
間

）
、
講

義
（1

0
時

間
）、

演
習

（1
2

時
間

）
を

組
み

合
わ

せ
て

、
効

果
的

に
修

得
を

目
指

す
。
 

○
演

習
は

少
人

数
（３

～
４
人

）で
構

成
し

、
事

例
検

討
方

式
で

障
害

特
性

や
介

助
法

の
選

択
、
実

際
の

介
助

な
ど

に
つ

い
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、
発

表
す

 

る
形

式
が

望
ま

し
い

。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

『リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

概
論

』 
※

各
社

か
ら

複
数

出
版

さ
れ

て
い

る
。
 

例
え

ば
、
上

好
昭

孝
ほ

か
＝

編
著

＝
『リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

概
論

〔改
訂

第
３
版

〕』
永

井
書

店
、
2
0
1
4
 

 
 
 
 
 
栢

森
良

二
＝

著
『学

生
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

概
論

〔第
２
版

〕』
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
6
 

○
三

上
真

弘
＝

監
修

『リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

テ
キ

ス
ト〔

改
訂

第
４
版

〕』
 
南

江
堂

、
2
0
1
6
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
項

目
 

中
項

目
 

小
項

目
 

１
．
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
歴

史
と

定
義

 

②
障

害
の

分
類

 

 ③
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
分

野
 

④
リ
ハ

ビ
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

理
解

 

  ⑤
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

法
規

 

①
言

葉
の

由
来

 
②

歴
史

 
③

定
義

 
 

①
障

害
と

は
 
②

ＩＣ
ＩＤ

Ｈ
 
③

ＩＣ
Ｆ
 
④

国
際

障
害

者
年

 

⑤
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

 

①
教

育
的

リ
ハ

 
②

社
会

的
リ
ハ

 
③

医
学

的
リ
ハ

 
④

職
業

的
リ
ハ

 

①
リ
ハ

専
門

医
 
②

リ
ハ

専
門

看
護

師
 
③

理
学

療
法

士
 

④
作

業
療

法
士

 
⑤

言
語

聴
覚

士
 
⑥

臨
床

心
理

士
 

⑦
義

肢
装

具
士

 
⑧

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
 
 

①
社

会
福

祉
法

 
②

身
体

障
害

者
福

祉
法

 
③

障
害

者
総

合
支

援
法

 

④
介

護
保

険
法

 
⑤

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

 

２
．
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
①

意
識

 

②
運

動
障

害
 

 ③
感

覚
障

害
 

④
高

次
脳

機
能

障
害

 

⑤
心

理
障

害
 

⑥
日

常
生

活
動

作
 

①
Ｊ
Ｃ

Ｓ
 
②

Ｇ
Ｃ

Ｓ
 

①
麻

痺
（Ｓ

ＩＡ
Ｓ

 
B
ru

nn
st

ro
m

 s
ta

g
e
）②

筋
力

（Ｍ
Ｍ

Ｔ
） 

③
関

節
可

動
域

（
Ｒ

Ｏ
Ｍ

）
④

筋
ト
ー

ヌ
ス

（
Ｍ

Ａ
Ｓ

）
 
 

①
感

覚
（各

種
感

覚
評

価
） 

①
言

語
 
②

失
行

 
③

失
認

 
④

注
意

障
害

 
⑤

記
憶

障
害

 

①
心

理
評

価
 
 

①
バ

ー
セ

ル
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
 
②

Ｆ
ＩＭ

 
③

Ａ
Ｐ
Ｄ

Ｌ
 

３
．

各
日

常
生

活
動

作
に

お
け

る
各

関
節

・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢

の
総

合
関

係
 

○
日

常
生

活
動

作
の

運
動

学
的

分
析

 

 

①
寝

返
り
動

作
の

分
析

 

②
起

き
上

が
り
動

作
の

分
析

 

③
立

ち
上

が
り
動

作
の

分
析

 

④
移

乗
動

作
の

分
析

 

４
．
運

動
学

的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
 

①
運

動
学

的
視

点
（
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）
か

ら
の

生

活
支

援
 

①
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 

立
位

）
と

生
活

支
援

 

５
．

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー

シ
ョ
ン

の
視

点
 

①
運

動
学

的
視

点
（ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）か

ら
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

②
自

立
に

向
け

た
支

援
と

介
護

予
防

（
重

度
化

予

防
・
生

活
動

作
の

維
持

）
 

①
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 

立
位

）と
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

①
介

助
方

法
の

選
択

 
②

補
装

具
の

使
用

 
③

福
祉

用
具

の
使

用
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

3 
 

６
．

心
理

的
な

理
解

を
生

活
支

援
に

活
か

す

考
え

方
 

①
精

神
的

な
支

援
 

①
人

間
関

係
論

 

②
人

間
発

達
論

 

③
社

会
的

発
達

論
 

④
傾

聴
 

⑤
ア

サ
ー

シ
ョ
ン

 

７
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
 

①
連

携
、
協

働
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

②
多

職
種

連
携

 

③
コ

ー
チ

ン
グ

、
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
実

習
を

行
え

る
ス

ペ
ー

ス
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
を

確
保

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

＜
講

師
向

け
＞

 

○
生

活
支

援
に

向
け

て
の

障
害

構
造

や
そ

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
理

解
し

、
そ

れ
ら

に
対

す
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
に

お
け

る
ア

プ
ロ

ー
チ

、
ボ

デ
ィ

メ
 

カ
二

ク
ス

を
利

用
し

た
介

助
方

法
を

理
解

し
、
実

践
が

で
き

る
事

を
目

標
と

す
る

。
 

○
課

題
（
８
時

間
）、

講
義

（
1
0

時
間

）、
演

習
（1

2
時

間
）を

組
み

合
わ

せ
て

、
効

果
的

に
修

得
を

目
指

す
。
 

○
演

習
は

少
人

数
（３

～
４
人

）
で

構
成

し
、
事

例
検

討
方

式
で

障
害

特
性

や
介

助
法

の
選

択
、
実

際
の

介
助

な
ど

に
つ

い
て

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
、
発

表
す

 

る
形

式
が

望
ま

し
い

。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

『リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

概
論

』 
※

各
社

か
ら

複
数

出
版

さ
れ

て
い

る
。
 

例
え

ば
、
上

好
昭

孝
ほ

か
＝

編
著

＝
『リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

概
論

〔改
訂

第
３
版

〕』
永

井
書

店
、
2
0
1
4
 

 
 
 
 
 
栢

森
良

二
＝

著
『学

生
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

概
論

〔第
２
版

〕』
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
6
 

○
三

上
真

弘
＝

監
修

『リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
学

テ
キ

ス
ト〔

改
訂

第
４
版

〕』
 
南

江
堂

、
2
0
1
6
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

）＋
実

技
試

験
の

実
施

 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
事

例
（
脳

卒
中

、
脊

髄
損

傷
な

ど
）に

対
し

て
、
必

要
な

評
価

法
を

レ
ポ

ー
トす

る
こ

と
 

②
「心

理
的

な
理

解
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
」「

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・協
働

を
行

う
た

め
に

必
要

な
視

点
と

知
識

」に
つ

い
て

実
習

（発
表

）評
価

 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
と

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
）の

考
え

方
を

理
解

し
、
生

活
リ
ハ

の
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
関

節
・骨

格
筋

・神
経

な
ど

の
構

造
に

関
す

る
知

識
を

活
用

し
て

運
動

学
的

に
分

析
・評

価
す

る
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
病

的
な

状
態

で
あ

っ
て

も
、
可

能
な

動
作

を
考

え
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

④
心

理
的

な
知

識
・技

術
（人

間
関

係
論

・コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

等
）を

活
用

し
、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

視
点

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
連

携
・協

働
を

行
う
た

め
に

必
要

な
視

点
や

知
識

を
習

得
し

、
連

携
・協

働
が

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

） 

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
や

日
常

生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・
筋

の
運

動
及

び
上

肢
・体

幹
・下

肢
の

総
合

関
係

に
つ

い
て

は
テ

キ
ス

ト
等

を
踏

ま
え

た
学

習
と

す
る

（
講

義

ま
た

は
課

題
学

習
）。

 

○
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

、
運

動
学

的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
、

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
に

つ
い

て
は

、
講

義
と

実
習

を
踏

ま
え

て
知

識
の

確
認

を
行

う
。

 

○
最

後
に

、
個

別
の

障
害

特
性

に
つ

い
て

の
事

例
を

も
と

に
し

た
総

合
討

議
や

実
習

、
講

義
に

よ
り
総

合
化

を
行

う
。
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

5 
  ＜
研
修
展
開
例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
歴

史
と

定
義

 

②
障

害
の

分
類

 

③
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
分

野
 

④
リ
ハ

ビ
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

理
解

 

⑤
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

法
規

 

・
テ

キ
ス

ト 
○

参
考

教
科

書
で

課
題

学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

４
時

間
 

２
．

各
日

常
生

活
動

作
に

お
け

る

各
関

節
・
筋

の
運

動
、

お
よ

び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢
の

総
合

関

係
 

①
基

本
的

動
作

の
運

動
学

的
分

析
 

・
基

本
的

動
作

（寝
返

り
 
起

き
上

が
り
 
歩

行
）、

姿
勢

（座
位

 
起

立
 
立

位
） 

・
テ

キ
ス

ト 
○

参
考

教
科

書
で

課
題

学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

２
時

間
 

３
．
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
①

意
識

②
運

動
障

害
③

感
覚

障
害

④
高

次
脳

機
能

障
害

⑤
心

理
障

害
 

⑥
日

常
生

活
動

作
に

つ
い

て
の

評
価

方
法

、
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

講
義

 

○
評

価
の

方
法

、
解

釈
な

ど
に

つ
い

て
、

ま
た

、
そ

れ
に

も
と

づ
く
リ
ハ

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
座

学
に

よ
る

講
義

 

 
 

４
時

間
 

４
．

運
動

学
的

視
点

を
生

活
支

援

に
活

か
す

考
え

方
と

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
 

○
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 
立

位
）
に

つ
い

て
の

運
動

学
的

視
点

（
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
）
に

つ
い

て
講

義
（
実

技
を

含
む

） 

○
障

害
特

性
に

基
づ

く
①

介
助

方
法

の
選

択
 

②
補

装
具

の
使

用
 

③
福

祉

用
具

の
使

用
に

つ
い

て
講

義
 

 ※
基

準
で

は
「
修

了
評

価
の

方
法

」
に

実
技

試
験

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

研
修

部
分

に
お

い
て

運
動

学
的

視
点

（
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）
に

つ
い

て
の

実
技

試
験

を
実

施
す

る
。
 

 
 

６
時

間
 

５
．
総

合
討

議
 

○
事

例
を

も
と

に
し

た
総

合
討

議
に

よ
る

学
習

 

※
「
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

」
、

「
各

日
常

生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢
の

総
合

関
係

」
、

「
運

動
学

的
視

点

を
生

活
支

援
に

活
か

す
考

え
方

」
、

「
生

活
支

援
の

中
で

活
か

す
リ
ハ

ビ
リ
テ

○
「
生

活
支

援
の

中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

視
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

）＋
実

技
試

験
の

実
施

 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

（「
習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
事

例
（脳

卒
中

、
脊

髄
損

傷
な

ど
）に

対
し

て
、
必

要
な

評
価

法
を

レ
ポ

ー
トす

る
こ

と
 

②
「
心

理
的

な
理

解
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
」「

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・協
働

を
行

う
た

め
に

必
要

な
視

点
と

知
識

」に
つ

い
て

実
習

（発
表

）評
価

 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
と

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
）の

考
え

方
を

理
解

し
、
生

活
リ
ハ

の
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
関

節
・骨

格
筋

・神
経

な
ど

の
構

造
に

関
す

る
知

識
を

活
用

し
て

運
動

学
的

に
分

析
・評

価
す

る
視

点
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
病

的
な

状
態

で
あ

っ
て

も
、
可

能
な

動
作

を
考

え
、
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

④
心

理
的

な
知

識
・技

術
（人

間
関

係
論

・コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
法

等
）を

活
用

し
、
利

用
者

の
意

欲
を

引
き

出
す

視
点

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
連

携
・協

働
を

行
う
た

め
に

必
要

な
視

点
や

知
識

を
習

得
し

、
連

携
・協

働
が

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

） 

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
や

日
常

生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・
筋

の
運

動
及

び
上

肢
・体

幹
・下

肢
の

総
合

関
係

に
つ

い
て

は
テ

キ
ス

ト
等

を
踏

ま
え

た
学

習
と

す
る

（
講

義

ま
た

は
課

題
学

習
）。

 

○
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

、
運

動
学

的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
、

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
に

つ
い

て
は

、
講

義
と

実
習

を
踏

ま
え

て
知

識
の

確
認

を
行

う
。

 

○
最

後
に

、
個

別
の

障
害

特
性

に
つ

い
て

の
事

例
を

も
と

に
し

た
総

合
討

議
や

実
習

、
講

義
に

よ
り
総

合
化

を
行

う
。
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

5 
  ＜
研
修
展
開
例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
理

念
 

①
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
歴

史
と

定
義

 

②
障

害
の

分
類

 

③
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
分

野
 

④
リ
ハ

ビ
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

理
解

 

⑤
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

法
規

 

・
テ

キ
ス

ト 
○

参
考

教
科

書
で

課
題

学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

４
時

間
 

２
．

各
日

常
生

活
動

作
に

お
け

る

各
関

節
・
筋

の
運

動
、

お
よ

び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢
の

総
合

関

係
 

①
基

本
的

動
作

の
運

動
学

的
分

析
 

・
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 
起

き
上

が
り
 
歩

行
）、

姿
勢

（座
位

 
起

立
 
立

位
） 

・
テ

キ
ス

ト 
○

参
考

教
科

書
で

課
題

学

習
（レ

ポ
ー

ト）
 

２
時

間
 

３
．
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

 
①

意
識

②
運

動
障

害
③

感
覚

障
害

④
高

次
脳

機
能

障
害

⑤
心

理
障

害
 

⑥
日

常
生

活
動

作
に

つ
い

て
の

評
価

方
法

、
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

講
義

 

○
評

価
の

方
法

、
解

釈
な

ど
に

つ
い

て
、

ま
た

、
そ

れ
に

も
と

づ
く
リ
ハ

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
座

学
に

よ
る

講
義

 

 
 

４
時

間
 

４
．

運
動

学
的

視
点

を
生

活
支

援

に
活

か
す

考
え

方
と

生
活

支
援

の
中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
 

○
基

本
的

動
作

（
寝

返
り
 

起
き

上
が

り
 

歩
行

）
、

姿
勢

（
座

位
 

起
立

 
立

位
）
に

つ
い

て
の

運
動

学
的

視
点

（
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
）
に

つ
い

て
講

義
（
実

技
を

含
む

） 

○
障

害
特

性
に

基
づ

く
①

介
助

方
法

の
選

択
 

②
補

装
具

の
使

用
 

③
福

祉

用
具

の
使

用
に

つ
い

て
講

義
 

 ※
基

準
で

は
「
修

了
評

価
の

方
法

」
に

実
技

試
験

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

研
修

部
分

に
お

い
て

運
動

学
的

視
点

（
ボ

デ
ィ

メ
カ

ニ
ク

ス
）
に

つ
い

て
の

実
技

試
験

を
実

施
す

る
。
 

 
 

６
時

間
 

５
．
総

合
討

議
 

○
事

例
を

も
と

に
し

た
総

合
討

議
に

よ
る

学
習

 

※
「
心

身
の

評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ

」
、

「
各

日
常

生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢
の

総
合

関
係

」
、

「
運

動
学

的
視

点

を
生

活
支

援
に

活
か

す
考

え
方

」
、

「
生

活
支

援
の

中
で

活
か

す
リ
ハ

ビ
リ
テ

○
「
生

活
支

援
の

中

で
活

か
す

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

視
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

6 
 

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
」
、

「
心

理
的

な
理

解
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
」
、

「
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
」
の

内
容

を
総

合
的

に
含

む
検

討
を

行
う
。
 

 ・
「
脳

卒
中

片
麻

痺
」
・
「
脊

髄
損

傷
」
「
脳

性
麻

痺
」
・
「
関

節
リ
ウ

マ
チ

」
な

ど
の

利
用

者
の

事
例

の
概

略
を

ま
ず

提
示

し
、
 

①
必

要
な

評
価

や
障

害
特

性
に

つ
い

て
討

論
す

る
。
 

 ・
十

分
に

討
論

し
た

後
、
そ

の
患

者
の

障
害

特
性

を
提

示
 

②
提

示
さ

れ
た

障
害

特
性

に
対

し
て

日
常

生
活

動
作

の
困

難
さ

を
検

討
 

③
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
を

生
か

し
た

介
助

方
法

の
工

夫
 

④
介

助
方

法
の

選
択

、
補

装
具

の
使

用
、
福

祉
用

具
の

使
用

の
検

討
 

⑤
発

表
形

式
に

よ
る

全
体

討
論

を
行

う
。

 

 ※
「
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
」
は

「
自

立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
」
で

も
含

ま
れ

る
た

め
、

こ
こ

で

は
含

ま
れ

る
程

度
で

も
よ

い
。
 

点
」
「
心

理
的

な

理
解

を
生

活
支

援
に

活
か

す
考

え

方
」
に

つ
い

て
は

実
習

内
で

の
評

価
 

○
実

習
に

お
い

て
は

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー

を
置

き
、

十
分

に

討
論

が
で

き
る

よ

う
に

ア
ド
バ

イ
ス

を

行
う
。
 

○
事

例
の

概
略

と
障

害
特

性
を

し
っ

か

り
と

提
示

す
る

こ
と

 

 
※

 
８
時

間
以

内
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の
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引

き
（

講
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ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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活
支
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7 
 「生

活
支

援
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

理
念

 

１
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
言

葉
の

意
味

を
書

き
な

さ
い

。
 

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
意

味
で

適
切

な
の

は
、
「名

誉
回

復
」で

あ
る

。
 

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
言

葉
の

意
味

に
は

、
「
機

能
訓

練
」は

含
ま

れ
な

い
。
 

２
 
全

米
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

評
議

会
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
定

義
を

書
き

な
さ

い
。
 

・
全

米
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

評
議

会
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
定

義
は

身
体

障
害

に
対

す
る

リ
ハ

の
み

で
は

な
い

。
 

３
 
Ｑ

Ｏ
Ｌ
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。

 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は

生
活

の
質

の
意

味
で

あ
る

。
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は

日
常

生
活

動
作

で
は

な
い

。
 

４
 
完

全
参

加
と

平
等

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
国

際
障

害
者

年
の

ス
ロ

ー
ガ

ン
と

し
て

掲
げ

ら
れ

た
。
 

・
す

べ
て

の
障

が
い

者
が

差
別

さ
れ

る
こ

と
な

く
ひ

と
り
の

人
間

と
し

て
平

等
に

尊
重

さ
れ

、
社

会
に

参
加

で
き

る
機

会
を

与
え

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

こ
と

。
 

・
障

害
者

は
社

会
的

弱
者

（
救

済
・
弱

者
保

護
）
で

は
な

く
、

障
害

者
は

ひ
と

り
の

人
間

と
し

て
、

そ
の

人
格

の
尊

厳
性

を
回

復
す

る
可

能
性

を
も

つ
存

在
で

あ
り
、

そ
の

人
の

自
立

は
社

会
全

体
の

発
展

に
寄

与
す

る
。
 

５
 
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
障

害
者

や
高

齢
者

な
ど

社
会

的
に

不
利

を
受

け
や

す
い

人
々

が
、

社
会

の
中

で
他

の
人

々
と

同
じ

よ
う

に
生

活
し

、
活

動
す

る
こ

と
が

社
会

の
本

来
あ

る
べ

き
姿

で
あ

る
と

い
う
考

え
方

で
あ

る
。
 

６
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
４
つ

の
分

野
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
急

性
期

医
療

と
並

行
し

て
、
医

学
的

管
理

の
下

で
行

わ
れ

る
。
 

・
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
機

能
回

復
を

図
り
，
障

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
。
 

・
教

育
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
障

害
児

の
能

力
の

向
上

と
潜

在
能

力
の

開
発

し
、
障

害
児

の
自

己
実

現
を

行
い

，
社

会
統

合
可

能
と

す
る

。
 

・
職

業
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
障

害
者

社
会

統
合

を
促

進
す

る
。
 

・
社

会
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
一

人
ひ

と
り
に

可
能

な
最

も
豊

か
な

社
会

参
加

を
実

現
す

る
権

利
を

高
め

る
。
 

・
社

会
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
物

理
的

環
境

、
経

済
的

環
境

、
法

的
環

境
、
社

会
・文

化
的

環
境

、
心

理
・情

緒
的

環
境

な
ど

を
含

む
。
 

７
 
国

際
生

活
機

能
分

類
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
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ー
シ

ョ
ン

の
視

点
」
、

「
心

理
的

な
理

解
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
」
、

「
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
」
の

内
容

を
総

合
的

に
含

む
検

討
を

行
う
。
 

 ・
「
脳

卒
中

片
麻

痺
」
・
「
脊

髄
損

傷
」
「
脳

性
麻

痺
」
・
「
関

節
リ
ウ

マ
チ

」
な

ど
の

利
用

者
の

事
例

の
概

略
を

ま
ず

提
示

し
、
 

①
必

要
な

評
価

や
障

害
特

性
に

つ
い

て
討

論
す

る
。
 

 ・
十

分
に

討
論

し
た

後
、
そ

の
患

者
の

障
害

特
性

を
提

示
 

②
提

示
さ

れ
た

障
害

特
性

に
対

し
て

日
常

生
活

動
作

の
困

難
さ

を
検

討
 

③
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
を

生
か

し
た

介
助

方
法

の
工

夫
 

④
介

助
方

法
の

選
択

、
補

装
具

の
使

用
、
福

祉
用

具
の

使
用

の
検

討
 

⑤
発

表
形

式
に

よ
る

全
体

討
論

を
行

う
。

 

 ※
「
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

・
協

働
を

行
う

た
め

に
必

要
な

視
点

と
知

識
」
は

「
自

立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

の
実

践
」
で

も
含

ま
れ

る
た

め
、

こ
こ

で

は
含

ま
れ

る
程

度
で

も
よ

い
。
 

点
」
「
心

理
的

な

理
解

を
生

活
支

援
に

活
か

す
考

え

方
」
に

つ
い

て
は

実
習

内
で

の
評

価
 

○
実

習
に

お
い

て
は

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー

を
置

き
、

十
分

に

討
論

が
で

き
る

よ

う
に

ア
ド
バ

イ
ス

を

行
う
。
 

○
事

例
の

概
略

と
障

害
特

性
を

し
っ

か

り
と

提
示

す
る

こ
と

 

 
※

 
８
時

間
以

内
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の
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引

き
（
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ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
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ョ
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7 
 「生

活
支

援
の

た
め

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

の
理

念
 

１
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
言

葉
の

意
味

を
書

き
な

さ
い

。
 

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
意

味
で

適
切

な
の

は
、
「名

誉
回

復
」で

あ
る

。
 

・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
言

葉
の

意
味

に
は

、
「
機

能
訓

練
」は

含
ま

れ
な

い
。
 

２
 
全

米
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

評
議

会
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
定

義
を

書
き

な
さ

い
。
 

・
全

米
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

評
議

会
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
定

義
は

身
体

障
害

に
対

す
る

リ
ハ

の
み

で
は

な
い

。
 

３
 
Ｑ

Ｏ
Ｌ
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。

 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は

生
活

の
質

の
意

味
で

あ
る

。
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
は

日
常

生
活

動
作

で
は

な
い

。
 

４
 
完

全
参

加
と

平
等

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
国

際
障

害
者

年
の

ス
ロ

ー
ガ

ン
と

し
て

掲
げ

ら
れ

た
。
 

・
す

べ
て

の
障

が
い

者
が

差
別

さ
れ

る
こ

と
な

く
ひ

と
り
の

人
間

と
し

て
平

等
に

尊
重

さ
れ

、
社

会
に

参
加

で
き

る
機

会
を

与
え

ら
れ

る
べ

き
で

あ
る

こ
と

。
 

・
障

害
者

は
社

会
的

弱
者

（
救

済
・
弱

者
保

護
）
で

は
な

く
、

障
害

者
は

ひ
と

り
の

人
間

と
し

て
、

そ
の

人
格

の
尊

厳
性

を
回

復
す

る
可

能
性

を
も

つ
存

在
で

あ
り
、

そ
の

人
の

自
立

は
社

会
全

体
の

発
展

に
寄

与
す

る
。
 

５
 
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
障

害
者

や
高

齢
者

な
ど

社
会

的
に

不
利

を
受

け
や

す
い

人
々

が
、

社
会

の
中

で
他

の
人

々
と

同
じ

よ
う

に
生

活
し

、
活

動
す

る
こ

と
が

社
会

の
本

来
あ

る
べ

き
姿

で
あ

る
と

い
う
考

え
方

で
あ

る
。
 

６
 
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
４
つ

の
分

野
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
急

性
期

医
療

と
並

行
し

て
、
医

学
的

管
理

の
下

で
行

わ
れ

る
。
 

・
医

学
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
機

能
回

復
を

図
り
，
障

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
。
 

・
教

育
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
障

害
児

の
能

力
の

向
上

と
潜

在
能

力
の

開
発

し
、
障

害
児

の
自

己
実

現
を

行
い

，
社

会
統

合
可

能
と

す
る

。
 

・
職

業
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
障

害
者

社
会

統
合

を
促

進
す

る
。
 

・
社

会
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
一

人
ひ

と
り
に

可
能

な
最

も
豊

か
な

社
会

参
加

を
実

現
す

る
権

利
を

高
め

る
。
 

・
社

会
的

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、
物

理
的

環
境

、
経

済
的

環
境

、
法

的
環

境
、
社

会
・文

化
的

環
境

、
心

理
・情

緒
的

環
境

な
ど

を
含

む
。
 

７
 
国

際
生

活
機

能
分

類
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
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8 
 

・
参

加
と

は
生

活
・
人

生
場

面
へ

の
関

わ
り
の

こ
と

で
あ

る
。
 

・
完

全
参

加
と

は
障

害
者

が
ま

と
ま

り
、
平

等
に

活
動

す
る

こ
と

で
は

な
い

。
 

・
参

加
制

約
と

は
社

会
的

な
参

加
が

制
約

さ
れ

た
状

態
の

こ
と

で
あ

る
。
 

・
活

動
制

限
と

は
個

人
が

活
動

を
行

う
と

き
に

生
じ

る
難

し
さ

の
こ

と
で

あ
る

。
 

８
 
介

護
保

険
で

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
と

施
設

サ
ー

ビ
ス

を
分

類
し

な
さ

い
。
 

・
在

宅
サ

ー
ビ

ス
は

、
訪

問
看

護
、
デ

イ
ケ

ア
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
が

含
ま

れ
る

。
 

・
施

設
サ

ー
ビ

ス
に

は
、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
老

人
保

健
施

設
な

ど
が

含
ま

れ
る

。
 

９
 
身

体
障

害
者

手
帳

で
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
挙

げ
な

さ
い

。
 

・
介

護
給

付
（ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
、
重

度
訪

問
介

護
、
行

動
援

護
、
シ

ョ
ー

トス
テ

イ
な

ど
）、

訓
練

等
給

付
（自

主
訓

練
、
就

業
移

行
支

援
）、

地
域

生
活

支
援

事
業

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
。

 

 ○
心

身
の
評
価

と
ア

プ
ロ
ー

チ
 

１
 
意

識
障

害
の

評
価

法
（Ｊ

Ｃ
Ｓ

 
Ｇ

Ｃ
Ｓ

）に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

 

・
Ｊ
Ｃ

Ｓ
は

意
識

障
害

を
９
段

階
に

分
類

す
る

。
 

・
Ｇ

Ｃ
Ｓ

で
意

識
清

明
は

E
4
Ｖ

5
Ｍ

6
で

あ
る

。
 

２
 
麻

痺
（B

ru
nn

st
ro

m
 s

ta
g
e
）の

評
価

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
上

肢
の

ブ
ル

ン
ス

トロ
ー

ム
ス

テ
ー

ジ
５
で

は
肘

関
節

を
伸

展
さ

せ
た

ま
ま

肩
関

節
を

9
0

度
外

転
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。
 

・
上

肢
の

ブ
ル

ン
ス

トロ
ー

ム
ス

テ
ー

ジ
４
で

は
上

肢
を

後
ろ

に
回

し
て

手
を

腰
に

あ
て

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。
 

３
 
徒

手
筋

力
検

査
を

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
徒

手
筋

力
検

査
法

で
３
は

重
力

に
逆

ら
っ

て
全

可
動

域
を

動
か

せ
る

。
 

・
徒

手
筋

力
検

査
は

６
段

階
評

価
法

で
あ

る
。
 

４
 
関

節
可

動
域

（
Ｒ

Ｏ
Ｍ

）に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
関

節
可

動
域

計
測

は
５
度

刻
み

に
測

定
す

る
。
 

・
関

節
可

動
域

は
気

を
つ

け
の

姿
勢

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
足

関
節

測
定

時
に

は
膝

を
屈

曲
位

で
お

こ
な

う
。
 

５
 
高

次
脳

機
能

障
害

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
半

側
空

間
無

視
の

評
価

方
法

に
線

分
二

等
分

テ
ス

トが
あ

る
。
 

・
Ｓ

Ｌ
Ｔ

Ａ
は

失
語

症
の

検
査

で
あ

る
。
 

・
三

宅
式

短
期

記
名

力
検

査
に

は
有

関
係

と
無

関
係

が
あ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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識
 

9 
 ６
 
日

常
生

活
動

作
の

評
価

法
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

 ○
各

日
常
生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・

下
肢

の
総

合
関

係
 

１
 
基

本
動

作
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。

 

２
 
起

き
上

が
る

と
き

（
立

ち
上

が
る

と
き

）
に

必
要

な
筋

肉
を

説
明

し
な

さ
い

。
 

 ○
運

動
学
的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
 

１
 
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
の

基
本

を
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
介

助
者

に
負

担
を

掛
け

な
い

よ
う
に

介
助

す
る

方
法

で
あ

る
。
 

・
て

こ
の

原
理

を
応

用
し

た
介

助
方

法
で

あ
る

。
 

２
 
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
を

も
ち

い
た

起
き

上
が

り
（立

ち
上

が
り
）を

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
介

助
さ

れ
る

も
の

の
か

ら
だ

に
近

づ
け

て
介

助
す

る
。
 

・
重

心
を

低
く
す

る
＞

 

・
支

持
基

底
面

積
を

ひ
ろ

く
す

る
。
 

 ○
生

活
支
援
の

中
で

活
か

す
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
 

１
 
歩

行
補

助
具

と
移

動
補

助
具

の
違

い
に

つ
い

て
述

べ
な

さ
い

。
 

・
歩

行
補

助
具

は
つ

え
（
ケ

イ
ン

・
ク

ラ
ッ

チ
）
、
歩

行
器

で
あ

る
。
 

・
移

動
補

助
具

は
車

い
す

で
あ

る
。
 

 

２
 
歩

行
補

助
具

に
つ

い
て

説
明

し
、

各
々

の
補

助
具

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
歩

行
補

助
具

は
つ

え
、
歩

行
器

が
あ

り
、
前

者
は

ケ
イ

ン
・ク

ラ
ッ

チ
に

分
け

ら
れ

る
。
 

３
 
脳

卒
中

片
麻

痺
患

者
の

階
段

昇
降

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
階

段
を

上
る

場
合

は
健

側
足

か
ら

の
ぼ

り
、
下

る
場

合
は

患
側

足
か

ら
降

り
る

。
 

４
 
脳

卒
中

片
麻

痺
の

移
乗

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
移

乗
し

よ
う
と

す
る

場
所

に
健

側
が

来
る

よ
う
に

工
夫

す
る

。
 

５
 
脊

髄
損

傷
患

者
の

移
乗

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
Ｃ

６
よ

り
高

位
損

傷
の

場
合

は
、
介

助
が

必
要

で
あ

る
。
 

・
Ｃ

６
で

は
車

い
す

へ
の

移
乗

は
前

方
移

乗
が

基
本

で
あ

る
。
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・
参

加
と

は
生

活
・
人

生
場

面
へ

の
関

わ
り
の

こ
と

で
あ

る
。
 

・
完

全
参

加
と

は
障

害
者

が
ま

と
ま

り
、
平

等
に

活
動

す
る

こ
と

で
は

な
い

。
 

・
参

加
制

約
と

は
社

会
的

な
参

加
が

制
約

さ
れ

た
状

態
の

こ
と

で
あ

る
。
 

・
活

動
制

限
と

は
個

人
が

活
動

を
行

う
と

き
に

生
じ

る
難

し
さ

の
こ

と
で

あ
る

。
 

８
 
介

護
保

険
で

の
在

宅
サ

ー
ビ

ス
と

施
設

サ
ー

ビ
ス

を
分

類
し

な
さ

い
。
 

・
在

宅
サ

ー
ビ

ス
は

、
訪

問
看

護
、
デ

イ
ケ

ア
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
、
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
が

含
ま

れ
る

。
 

・
施

設
サ

ー
ビ

ス
に

は
、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

、
介

護
老

人
保

健
施

設
な

ど
が

含
ま

れ
る

。
 

９
 
身

体
障

害
者

手
帳

で
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
挙

げ
な

さ
い

。
 

・
介

護
給

付
（ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
、
重

度
訪

問
介

護
、
行

動
援

護
、
シ

ョ
ー

トス
テ

イ
な

ど
）、

訓
練

等
給

付
（自

主
訓

練
、
就

業
移

行
支

援
）、

地
域

生
活

支
援

事
業

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
。

 

 ○
心

身
の
評
価

と
ア

プ
ロ

ー
チ
 

１
 
意

識
障

害
の

評
価

法
（Ｊ

Ｃ
Ｓ

 
Ｇ

Ｃ
Ｓ

）に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

 

・
Ｊ
Ｃ

Ｓ
は

意
識

障
害

を
９
段

階
に

分
類

す
る

。
 

・
Ｇ

Ｃ
Ｓ

で
意

識
清

明
は

E
4
Ｖ

5
Ｍ

6
で

あ
る

。
 

２
 
麻

痺
（B

ru
nn

st
ro

m
 s

ta
g
e
）の

評
価

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
上

肢
の

ブ
ル

ン
ス

トロ
ー

ム
ス

テ
ー

ジ
５
で

は
肘

関
節

を
伸

展
さ

せ
た

ま
ま

肩
関

節
を

9
0

度
外

転
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。
 

・
上

肢
の

ブ
ル

ン
ス

トロ
ー

ム
ス

テ
ー

ジ
４
で

は
上

肢
を

後
ろ

に
回

し
て

手
を

腰
に

あ
て

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。
 

３
 
徒

手
筋

力
検

査
を

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
徒

手
筋

力
検

査
法

で
３
は

重
力

に
逆

ら
っ

て
全

可
動

域
を

動
か

せ
る

。
 

・
徒

手
筋

力
検

査
は

６
段

階
評

価
法

で
あ

る
。
 

４
 
関

節
可

動
域

（
Ｒ

Ｏ
Ｍ

）に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
関

節
可

動
域

計
測

は
５
度

刻
み

に
測

定
す

る
。
 

・
関

節
可

動
域

は
気

を
つ

け
の

姿
勢

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
足

関
節

測
定

時
に

は
膝

を
屈

曲
位

で
お

こ
な

う
。
 

５
 
高

次
脳

機
能

障
害

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
半

側
空

間
無

視
の

評
価

方
法

に
線

分
二

等
分

テ
ス

トが
あ

る
。
 

・
Ｓ

Ｌ
Ｔ

Ａ
は

失
語

症
の

検
査

で
あ

る
。
 

・
三

宅
式

短
期

記
名

力
検

査
に

は
有

関
係

と
無

関
係

が
あ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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の
知
識
 

9 
 ６
 
日

常
生

活
動

作
の

評
価

法
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。
 

 ○
各

日
常
生
活

動
作

に
お

け
る

各
関

節
・

筋
の

運
動

、
お

よ
び

上
肢

・
体

幹
・
下

肢
の

総
合

関
係

 

１
 
基

本
動

作
に

つ
い

て
説

明
し

な
さ

い
。

 

２
 
起

き
上

が
る

と
き

（
立

ち
上

が
る

と
き

）
に

必
要

な
筋

肉
を

説
明

し
な

さ
い

。
 

 ○
運

動
学
的
視

点
を

生
活

支
援

に
活

か
す

考
え

方
 

１
 
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
の

基
本

を
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
介

助
者

に
負

担
を

掛
け

な
い

よ
う
に

介
助

す
る

方
法

で
あ

る
。
 

・
て

こ
の

原
理

を
応

用
し

た
介

助
方

法
で

あ
る

。
 

２
 
ボ

デ
ィ

メ
カ

二
ク

ス
を

も
ち

い
た

起
き

上
が

り
（立

ち
上

が
り
）を

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
介

助
さ

れ
る

も
の

の
か

ら
だ

に
近

づ
け

て
介

助
す

る
。
 

・
重

心
を

低
く
す

る
＞

 

・
支

持
基

底
面

積
を

ひ
ろ

く
す

る
。
 

 ○
生

活
支
援
の

中
で

活
か

す
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点
 

１
 
歩

行
補

助
具

と
移

動
補

助
具

の
違

い
に

つ
い

て
述

べ
な

さ
い

。
 

・
歩

行
補

助
具

は
つ

え
（
ケ

イ
ン

・
ク

ラ
ッ

チ
）
、
歩

行
器

で
あ

る
。
 

・
移

動
補

助
具

は
車

い
す

で
あ

る
。
 

 

２
 
歩

行
補

助
具

に
つ

い
て

説
明

し
、

各
々

の
補

助
具

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
歩

行
補

助
具

は
つ

え
、
歩

行
器

が
あ

り
、
前

者
は

ケ
イ

ン
・ク

ラ
ッ

チ
に

分
け

ら
れ

る
。
 

３
 
脳

卒
中

片
麻

痺
患

者
の

階
段

昇
降

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
階

段
を

上
る

場
合

は
健

側
足

か
ら

の
ぼ

り
、
下

る
場

合
は

患
側

足
か

ら
降

り
る

。
 

４
 
脳

卒
中

片
麻

痺
の

移
乗

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
移

乗
し

よ
う
と

す
る

場
所

に
健

側
が

来
る

よ
う
に

工
夫

す
る

。
 

５
 
脊

髄
損

傷
患

者
の

移
乗

方
法

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
Ｃ

６
よ

り
高

位
損

傷
の

場
合

は
、
介

助
が

必
要

で
あ

る
。
 

・
Ｃ

６
で

は
車

い
す

へ
の

移
乗

は
前

方
移

乗
が

基
本

で
あ

る
。
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・
Ｃ

７
以

下
の

損
傷

で
は

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
が

可
能

で
あ

る
の

で
、
車

い
す

へ
の

移
乗

は
側

方
移

乗
が

可
能

で
あ

る
。
 

６
 
リ
ー

チ
障

害
の

あ
る

関
節

リ
ウ

マ
チ

患
者

に
対

す
る

工
夫

を
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
リ
ー

チ
ャ

ー
や

、
柄

を
長

く
し

た
櫛

な
ど

を
利

用
す

る
。
 

７
 
脳

性
麻

痺
患

者
の

車
い

す
の

工
夫

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
ア

テ
トー

ゼ
型

な
ど

で
体

幹
や

頚
部

に
不

随
意

運
動

が
生

じ
る

場
合

に
は

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
型

車
い

す
が

必
要

で
あ

る
。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

８
時

間
） 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
残

さ
れ

た
能

力
を

使
っ

て
、
生

活
範

囲
と

動
作

の
拡

大
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

〇
変

形
・
拘

縮
の

予
防

な
ど

を
理

解
し

、
生

活
の

中
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
更

衣
・
食

事
（摂

食
・嚥

下
）・

排
泄

・入
浴

・整
容

等
の

日
常

生
活

動
作

全
般

に
関

す
る

考
え

方
や

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
高

齢
者

や
障

害
者

に
と

っ
て

の
栄

養
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

を
支

援
す

る
根

拠
を

理
解

し
、

疾
患

・
障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

選
択

・
実

践
で

き
る

。
 

④
移

動
（移

乗
を

含
む

）
の

意
味

や
目

的
を

理
解

し
、
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
適

切
な

移
動

方
法

を
選

択
・実

践
で

き
る

。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

身
に

付
け

、
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

。
 

⑥
利

用
者

の
能

力
を

生
か

す
支

援
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑦
可

能
な

限
り
利

用
者

の
社

会
参

加
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
の

基
本

」
に

お
い

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

と
実

際
に

ふ
れ

る
程

度
で

あ
り
、

疾
患

・
障

害
別

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
や

そ
れ

を
活

用
し

た
生

活
支

援
の

展
開

を
行

う
技

術
の

習
得

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」
「
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」
で

習
得

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

、
疾

患
・
障

害
別

に
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
と

と
も

に
、

そ
の

知
識

を
活

用
し

た
生

活
支

援
の

展
開

を
行

え
る

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
特

に
、

各
種

の
疾

患
・
障

害
に

合
わ

せ
て

、
残

存
能

力
を

活
用

し
た

生
活

範
囲

と
動

作
の

拡
大

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
技

術
の

習
得

が
、
認

定
介

護
福

祉
士

独
自

の
内

容
で

あ
る

。
 

○
こ

れ
に

よ
り
、

自
ら

が
、

利
用

者
の

疾
患

・
障

害
を

踏
ま

え
た

生
活

支
援

が
展

開
で

き
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

と
も

に
、

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

指
導

（
＝

臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
や

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
と

の
連

携
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）が

図
れ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

63

82



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

生
活
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知
識
 

10
 

 

・
Ｃ

７
以

下
の

損
傷

で
は

プ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
が

可
能

で
あ

る
の

で
、
車

い
す

へ
の

移
乗

は
側

方
移

乗
が

可
能

で
あ

る
。
 

６
 
リ
ー

チ
障

害
の

あ
る

関
節

リ
ウ

マ
チ

患
者

に
対

す
る

工
夫

を
説

明
し

な
さ

い
。
 

・
リ
ー

チ
ャ

ー
や

、
柄

を
長

く
し

た
櫛

な
ど

を
利

用
す

る
。
 

７
 
脳

性
麻

痺
患

者
の

車
い

す
の

工
夫

に
つ

い
て

説
明

し
な

さ
い

。
 

・
ア

テ
トー

ゼ
型

な
ど

で
体

幹
や

頚
部

に
不

随
意

運
動

が
生

じ
る

場
合

に
は

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
型

車
い

す
が

必
要

で
あ

る
。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

 

単
 

位
 

２
単

位
 

時
 

間
 

３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

８
時

間
） 

形
 

態
 

講
義

・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

〇
残

さ
れ

た
能

力
を

使
っ

て
、
生

活
範

囲
と

動
作

の
拡

大
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

〇
変

形
・
拘

縮
の

予
防

な
ど

を
理

解
し

、
生

活
の

中
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
更

衣
・
食

事
（摂

食
・嚥

下
）・

排
泄

・入
浴

・整
容

等
の

日
常

生
活

動
作

全
般

に
関

す
る

考
え

方
や

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
高

齢
者

や
障

害
者

に
と

っ
て

の
栄

養
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

を
支

援
す

る
根

拠
を

理
解

し
、

疾
患

・
障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

選
択

・
実

践
で

き
る

。
 

④
移

動
（移

乗
を

含
む

）
の

意
味

や
目

的
を

理
解

し
、
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
適

切
な

移
動

方
法

を
選

択
・実

践
で

き
る

。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

身
に

付
け

、
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

。
 

⑥
利

用
者

の
能

力
を

生
か

す
支

援
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑦
可

能
な

限
り
利

用
者

の
社

会
参

加
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
の

基
本

」
に

お
い

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

と
実

際
に

ふ
れ

る
程

度
で

あ
り
、

疾
患

・
障

害
別

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
や

そ
れ

を
活

用
し

た
生

活
支

援
の

展
開

を
行

う
技

術
の

習
得

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」
「
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」
で

習
得

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

、
疾

患
・
障

害
別

に
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
と

と
も

に
、

そ
の

知
識

を
活

用
し

た
生

活
支

援
の

展
開

を
行

え
る

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
特

に
、

各
種

の
疾

患
・
障

害
に

合
わ

せ
て

、
残

存
能

力
を

活
用

し
た

生
活

範
囲

と
動

作
の

拡
大

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
技

術
の

習
得

が
、
認

定
介

護
福

祉
士

独
自

の
内

容
で

あ
る

。
 

○
こ

れ
に

よ
り
、

自
ら

が
、

利
用

者
の

疾
患

・
障

害
を

踏
ま

え
た

生
活

支
援

が
展

開
で

き
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

と
も

に
、

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

指
導

（
＝

臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
や

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
と

の
連

携
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）が

図
れ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
 

１
）脳

神
経

系
疾

患
 

①
認

知
症

（
М

Ｃ
Ｉ、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
、

脳
血

管
型

認
知

症

（
血

管
性

認
知

症
）
、

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
等

、
前

頭
側

頭
型

認
知

症
） 

②
神

経
筋

疾
患

（パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
、
ギ

ラ
ン

バ
レ

ー
症

候
群

等
） 

２
）脳

血
管

障
害

 
①

脳
梗

塞
、
脳

出
血

、
く
も

膜
下

出
血

、
Ｔ

ＩＡ
等

 

３
）高

次
脳

機
能

障
害

 
①

注
意

障
害

、
記

憶
障

害
、
遂

行
機

能
障

害
 

②
失

語
症

、
観

念
失

行
、
観

念
運

動
失

行
、
相

貌
失

認
、
町

並
失

認
 

③
社

会
的

行
動

障
害

 

４
）精

神
障

害
 

①
統

合
失

調
症

、
気

分
障

害
、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

障
害

、
等

 

５
）
循

環
器

・
呼

吸
器

疾
患

 
①

循
環

器
・
呼

吸
器

疾
患

（
虚

血
性

心
疾

患
、

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、

誤
嚥

性
肺

炎
） 

②
代

謝
系

疾
患

（
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
症

候
群

[高
血

圧
・
脂

質
異

常
症

・
糖

尿

病
・肥

満
]）

 

６
）筋

骨
格

系
疾

患
 

①
骨

関
節

疾
患

（変
形

性
関

節
症

、
骨

粗
鬆

症
、
関

節
リ
ウ

マ
チ

） 

②
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

、
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、

腰
椎

圧
迫

骨
折

、
等

） 

７
）切

断
・脊

髄
損

傷
 

①
損

傷
部

位
と

傷
害

 

８
）
知

的
障

害
 

①
知

的
障

害
 

②
適

応
機

能
 

９
）発

達
障

害
 

①
広

汎
性

発
達

障
害

 

②
学

習
障

害
 

③
注

意
欠

陥
・多

動
性

障
害

 

１
０
）そ

の
他

の
疾

患
 

①
白

内
障

、
緑

内
障

 

②
老

人
性

難
聴

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

3 
 

２
．
日

常
生

活
動

作
（
Ａ

Ｄ
Ｌ
）指

導
 

１
）
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）・

排
せ

つ
・
入

浴
・
整

容
等

の
日

常
生

活
動

作
全

般
に

つ
い

て
の

知
識

 

①
更

衣
 

②
食

事
（摂

食
・嚥

下
） 

③
排

せ
つ

 

④
入

浴
 

⑤
整

容
 

⑥
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

３
．
日

常
生

活
動

作
介

助
・
支

援
 

１
）
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

、
疾

患
・
障

害
の

特
徴

を
ふ

ま
え

た
日

常
生

活
動

作
の

支
援

を
実

施
す

る
た

め
の

知
識

 

①
更

衣
 

②
食

事
（摂

食
・嚥

下
） 

③
排

せ
つ

 

④
入

浴
 

⑤
整

容
 

⑥
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

⑦
自

立
支

援
・残

存
機

能
 

４
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）
支

援
 

１
）
現

在
の

心
身

機
能

で
行

え
る

、
確

実
・
安

全
な

移
動

方
法

の
選

択
 

①
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

 

②
車

い
す

の
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

２
）獲

得
可

能
な

移
動

方
法

の
選

択
 

 

３
）
各

移
動

手
段

獲
得

 
 

４
）
獲

得
す

べ
き

移
動

手
段

に
必

要
な

能
力

・
機

能

の
評

価
 

 

５
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
 

１
）
連

携
と

チ
ー

ム
指

導
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

②
他

職
種

連
携

 

③
コ

ー
チ

ン
グ

・テ
ィ

ー
チ

ン
グ
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
疾

患
別

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
 

１
）脳

神
経

系
疾

患
 

①
認

知
症

（
М

Ｃ
Ｉ、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
、

脳
血

管
型

認
知

症

（
血

管
性

認
知

症
）
、

レ
ビ

ー
小

体
型

認
知

症
等

、
前

頭
側

頭
型

認
知

症
） 

②
神

経
筋

疾
患

（パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
、
ギ

ラ
ン

バ
レ

ー
症

候
群

等
） 

２
）脳

血
管

障
害

 
①

脳
梗

塞
、
脳

出
血

、
く
も

膜
下

出
血

、
Ｔ

ＩＡ
等

 

３
）高

次
脳

機
能

障
害

 
①

注
意

障
害

、
記

憶
障

害
、
遂

行
機

能
障

害
 

②
失

語
症

、
観

念
失

行
、
観

念
運

動
失

行
、
相

貌
失

認
、
町

並
失

認
 

③
社

会
的

行
動

障
害

 

４
）精

神
障

害
 

①
統

合
失

調
症

、
気

分
障

害
、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

障
害

、
等

 

５
）
循

環
器

・
呼

吸
器

疾
患

 
①

循
環

器
・
呼

吸
器

疾
患

（
虚

血
性

心
疾

患
、

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

、

誤
嚥

性
肺

炎
） 

②
代

謝
系

疾
患

（
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
症

候
群

[高
血

圧
・
脂

質
異

常
症

・
糖

尿

病
・肥

満
]）

 

６
）筋

骨
格

系
疾

患
 

①
骨

関
節

疾
患

（変
形

性
関

節
症

、
骨

粗
鬆

症
、
関

節
リ
ウ

マ
チ

） 

②
高

齢
者

に
多

い
骨

折
等

（
大

腿
骨

頸
部

骨
折

、
橈

骨
遠

位
端

骨
折

、

腰
椎

圧
迫

骨
折

、
等

） 

７
）切

断
・脊

髄
損

傷
 

①
損

傷
部

位
と

傷
害

 

８
）
知

的
障

害
 

①
知

的
障

害
 

②
適

応
機

能
 

９
）発

達
障

害
 

①
広

汎
性

発
達

障
害

 

②
学

習
障

害
 

③
注

意
欠

陥
・多

動
性

障
害

 

１
０
）そ

の
他

の
疾

患
 

①
白

内
障

、
緑

内
障

 

②
老

人
性

難
聴

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

3 
 

２
．
日

常
生

活
動

作
（
Ａ

Ｄ
Ｌ
）指

導
 

１
）
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）・

排
せ

つ
・
入

浴
・
整

容
等

の
日

常
生

活
動

作
全

般
に

つ
い

て
の

知
識

 

①
更

衣
 

②
食

事
（摂

食
・嚥

下
） 

③
排

せ
つ

 

④
入

浴
 

⑤
整

容
 

⑥
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

３
．
日

常
生

活
動

作
介

助
・支

援
 

１
）
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

、
疾

患
・
障

害
の

特
徴

を
ふ

ま
え

た
日

常
生

活
動

作
の

支
援

を
実

施
す

る
た

め
の

知
識

 

①
更

衣
 

②
食

事
（摂

食
・嚥

下
） 

③
排

せ
つ

 

④
入

浴
 

⑤
整

容
 

⑥
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

⑦
自

立
支

援
・残

存
機

能
 

４
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）
支

援
 

１
）
現

在
の

心
身

機
能

で
行

え
る

、
確

実
・
安

全
な

移
動

方
法

の
選

択
 

①
ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

 

②
車

い
す

の
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

２
）獲

得
可

能
な

移
動

方
法

の
選

択
 

 

３
）
各

移
動

手
段

獲
得

 
 

４
）
獲

得
す

べ
き

移
動

手
段

に
必

要
な

能
力

・
機

能

の
評

価
 

 

５
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
 

１
）
連

携
と

チ
ー

ム
指

導
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

 

②
他

職
種

連
携

 

③
コ

ー
チ

ン
グ

・テ
ィ

ー
チ

ン
グ
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
実

技
の

で
き

る
場

所
の

確
保

 

○
車

い
す

や
リ
フ

トな
ど

福
祉

用
具

の
用

意
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
 

・
伊

藤
利

之
ほ

か
＝

監
修

『Ａ
Ｄ

Ｌ
と

そ
の

周
辺

 評
価

・指
導

・介
護

の
実

際
〔第

３
版

〕』
医

学
書

院
、
2
0
1
6
 

・
鶴

見
隆

正
ほ

か
＝

編
集

『
日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境
学

（
標

準
理

学
療

法
学

 専
門

分
野

）
〔
第

５
版

〕
』
医

学
書

院
、
2
0
1
7
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
日

本
理

学
療

法
士

協
会

＝
編

『
起

き
ま

し
ょ

う
す

わ
り
ま

し
ょ

う
 
理

学
療

法
士

が
す

す
め

る
動

作
の

介
助

法
（
家

庭
で

で
き

る
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
シ

リ
ー

ズ
１

）
』
日

本
理

学
療

法
士

協
会

事
務

局
、
1
9
9
7
 

○
『高

齢
者

の
た

め
の

車
椅

子
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
 』

 テ
ク

ノ
エ

イ
ド
協

会
 
ht

tp
:/

/
w

w
w

.t
e
ch

no
-
ai

ds
.o

r.
jp

/
re

se
ar

ch
/
v
o
l1

8
.p

df
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

等
（「

習
得

す
べ

き
知

識
」か

ら
作

成
） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
疾

患
別

の
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

特
徴

と
介

助
方

法
に

つ
い

て
の

レ
ポ

ー
ト 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
更

衣
・食

事
（
摂

食
・嚥

下
）・

排
泄

・入
浴

・整
容

等
の

日
常

生
活

動
作

全
般

に
関

す
る

考
え

方
や

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
高

齢
者

や
障

害
者

に
と

っ
て

の
栄

養
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

を
支

援
す

る
根

拠
を

理
解

し
、

疾
患

・
障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

選
択

・
実

践
で

き
る

。
 

④
移

動
（移

乗
を

含
む

）
の

意
味

や
目

的
を

理
解

し
、
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
適

切
な

移
動

方
法

を
選

択
・実

践
で

き
る

。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

身
に

付
け

、
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

。
 

⑥
利

用
者

の
能

力
を

生
か

す
支

援
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑦
可

能
な

限
り
利

用
者

の
社

会
参

加
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・支
援

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
「
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」
と

「
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」を

修
了

後
に

受
講

す
る

科
目

で
あ

る
の

で
、
こ

れ
ら

の
科

目
の

内
容

を
踏

ま
え

て
、
利

用

者
の

状
況

に
応

じ
て

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

が
実

践
で

き
る

よ
う
総

合
的

な
内

容
と

す
る

。
 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
一

対
一

で
支

援
す

る
と

い
う

視
点

で
は

な
く
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

こ
と

を
通

し
た

支
援

実
践

が
で

き
る

よ
う

演
習

（事
例

）で
学

ば
せ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
実

技
の

で
き

る
場

所
の

確
保

 

○
車

い
す

や
リ
フ

トな
ど

福
祉

用
具

の
用

意
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

下
記

の
文

献
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

講
師

が
資

料
や

レ
ジ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
 

・
伊

藤
利

之
ほ

か
＝

監
修

『Ａ
Ｄ

Ｌ
と

そ
の

周
辺

 評
価

・指
導

・介
護

の
実

際
〔第

３
版

〕』
医

学
書

院
、
2
0
1
6
 

・
鶴

見
隆

正
ほ

か
＝

編
集

『
日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境
学

（
標

準
理

学
療

法
学

 専
門

分
野

）
〔
第

５
版

〕
』
医

学
書

院
、
2
0
1
7
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
日

本
理

学
療

法
士

協
会

＝
編

『
起

き
ま

し
ょ

う
す

わ
り
ま

し
ょ

う
 
理

学
療

法
士

が
す

す
め

る
動

作
の

介
助

法
（
家

庭
で

で
き

る
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
シ

リ
ー

ズ
１

）
』
日

本
理

学
療

法
士

協
会

事
務

局
、
1
9
9
7
 

○
『高

齢
者

の
た

め
の

車
椅

子
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
 』

 テ
ク

ノ
エ

イ
ド
協

会
 
ht

tp
:/

/
w

w
w

.t
e
ch

no
-
ai

ds
.o

r.
jp

/
re

se
ar

ch
/
v
o
l1

8
.p

df
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
  

選
択

問
題

等
（
「習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
疾

患
別

の
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

特
徴

と
介

助
方

法
に

つ
い

て
の

レ
ポ

ー
ト 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
更

衣
・
食

事
（摂

食
・嚥

下
）・

排
泄

・入
浴

・整
容

等
の

日
常

生
活

動
作

全
般

に
関

す
る

考
え

方
や

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
高

齢
者

や
障

害
者

に
と

っ
て

の
栄

養
を

理
解

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

③
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
（
摂

食
・
嚥

下
）
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

を
支

援
す

る
根

拠
を

理
解

し
、

疾
患

・
障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

選
択

・
実

践
で

き
る

。
 

④
移

動
（移

乗
を

含
む

）
の

意
味

や
目

的
を

理
解

し
、
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
適

切
な

移
動

方
法

を
選

択
・実

践
で

き
る

。
 

⑤
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う
た

め
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

身
に

付
け

、
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

。
 

⑥
利

用
者

の
能

力
を

生
か

す
支

援
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑦
可

能
な

限
り
利

用
者

の
社

会
参

加
の

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・支
援

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
「
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

」
と

「
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
」を

修
了

後
に

受
講

す
る

科
目

で
あ

る
の

で
、
こ

れ
ら

の
科

目
の

内
容

を
踏

ま
え

て
、
利

用

者
の

状
況

に
応

じ
て

自
立

に
向

け
た

生
活

を
す

る
た

め
の

支
援

が
実

践
で

き
る

よ
う
総

合
的

な
内

容
と

す
る

。
 

○
介

護
福

祉
士

と
し

て
一

対
一

で
支

援
す

る
と

い
う

視
点

で
は

な
く
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

こ
と

を
通

し
た

支
援

実
践

が
で

き
る

よ
う

演
習

（事
例

）で
学

ば
せ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

6 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

疾
患

別
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の

基
礎

 

〇
各

疾
患

に
よ

っ
て

生
じ

る
障

害
と

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

方
法

に
つ

い
て

講
義

に
よ

っ
て

学
ぶ

。
 

（
①

脳
神

経
系

疾
患

と
脳

血
管

障
害

 
②

高
齢

者
 

③
循

環
・
呼

吸
疾

患
 

④

筋
骨

格
・
切

断
・
脊

髄
損

傷
 

⑤
精

神
障

害
・
知

的
障

害
・
発

達
障

害
・
高

次

脳
機

能
障

害
） 

○
テ

キ
ス

トま
た

は
講

師
作

成
資

料
 

○
課

題
学

習
（
レ

ポ
ー

ト
課

題
） 

２
時

間
 

２
．

日
常

生
活

動
作

（
Ａ

Ｄ
Ｌ

）
指

導
 

〇
Ａ

Ｄ
Ｌ
・Ｉ

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

概
念

、
分

類
に

つ
い

て
講

義
で

学
ぶ

。
 

〇
Ａ

Ｄ
Ｌ
・Ｉ

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

講
義

で
学

ぶ
。
 

○
更

衣
・
食

事
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

の
各

場
面

で
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
に

つ
い

て
と

支
援

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
テ

キ
ス

トま
た

は
講

師
作

成
資

料
 

○
『標

準
理

学
療

法

学
 日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境

学
』 

○
課

題
学

習
（
レ

ポ
ー

ト
課

題
） 

４
時

間
 

３
．

日
常

生
活

動
作

介
助

・
支

 

援
①

＜
講

義
＞

 

〇
疾

患
別

に
支

援
方

法
を

講
義

で
学

ぶ
。
 

○
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

す
る

た
め

に
な

ぜ
そ

の
支

援
方

法
が

よ
い

の
か

身

体
構

造
・
身

体
の

動
き

に
つ

い
て

も
学

び
を

深
め

る
。

 

○
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

の
場

面
で

、
疾

患
・障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

学
ぶ

。
 

○
講

師
作

成
資

料
 

○
『標

準
理

学
療

法

学
 日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境

学
』 

○
『
家

庭
で

で
き

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
』 

 

1
2

時
間

 
４

．
日

常
生

活
動

作
介

助
・
支

 

援
②

＜
実

習
＞

 

〇
疾

患
別

に
Ａ

Ｄ
Ｌ
支

援
方

法
を

実
技

・演
習

で
学

ぶ
。
 

〇
事

例
を

も
と

に
介

助
・
支

援
方

法
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
、

実
技

を
ま

じ
え

て
発

表
す

る
。
 

○
事

例
と

し
て

は
、

「
脳

卒
中

片
麻

痺
」
「
脊

髄
損

傷
」
「
脳

性
麻

痺
」
「
関

節
リ
ウ

マ
チ

」等
を

想
定

す
る

。
 

○
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

す
る

た
め

に
な

ぜ
そ

の
支

援
方

法
が

よ
い

の
か

身

体
構

造
・
身

体
の

動
き

に
つ

い
て

も
学

び
を

深
め

る
。

 

○
実

技
実

習
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

7 
 

２
時

間
 

５
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）支
援

 

＜
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
＞

 

〇
座

位
、

移
動

、
移

乗
に

関
す

る
福

祉
用

具
、

補
装

具
に

つ
い

て
講

義
と

実
際

の
用

具
を

用
い

た
演

習
に

て
学

ぶ
。
 

〇
変

形
・
麻

痺
等

に
応

じ
た

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
座

位
保

持
）
に

つ
い

て
、

椅
子

、
車

い
す

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

を
用

い
て

演
習

に
て

学
ぶ

。
 

○
『
高

齢
者

の
た

め

の
車

椅
子

フ
ィ

ッ

テ
ィ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
』 

○
実

技
演

習
 

 

２
時

間
 

６
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）
支

援
 

＜
移

動
＞

 

○
移

動
の

支
援

に
つ

い
て

実
践

的
な

学
習

を
行

う
（
歩

行
、

い
ざ

り
等

へ
の

支

援
に

つ
い

て
）
。
 

○
実

技
実

習
 

 

２
時

間
 

７
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

術
 

○
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・

技
術

と
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
コ

ー
チ

ン
グ

等
の

技
術

を
学

び
、

支
援

の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
講

師
作

成
資

料
 

 

 
※

 
８
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

6 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

疾
患

別
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の

基
礎

 

〇
各

疾
患

に
よ

っ
て

生
じ

る
障

害
と

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

方
法

に
つ

い
て

講
義

に
よ

っ
て

学
ぶ

。
 

（
①

脳
神

経
系

疾
患

と
脳

血
管

障
害

 
②

高
齢

者
 

③
循

環
・
呼

吸
疾

患
 

④

筋
骨

格
・
切

断
・
脊

髄
損

傷
 

⑤
精

神
障

害
・
知

的
障

害
・
発

達
障

害
・
高

次

脳
機

能
障

害
） 

○
テ

キ
ス

トま
た

は
講

師
作

成
資

料
 

○
課

題
学

習
（
レ

ポ
ー

ト
課

題
） 

２
時

間
 

２
．

日
常

生
活

動
作

（
Ａ

Ｄ
Ｌ

）
指

導
 

〇
Ａ

Ｄ
Ｌ
・Ｉ

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

概
念

、
分

類
に

つ
い

て
講

義
で

学
ぶ

。
 

〇
Ａ

Ｄ
Ｌ
・Ｉ

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

講
義

で
学

ぶ
。
 

○
更

衣
・
食

事
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

の
各

場
面

で
の

Ａ
Ｄ

Ｌ
に

つ
い

て
と

支
援

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
テ

キ
ス

トま
た

は
講

師
作

成
資

料
 

○
『標

準
理

学
療

法

学
 日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境

学
』 

○
課

題
学

習
（
レ

ポ
ー

ト
課

題
） 

４
時

間
 

３
．

日
常

生
活

動
作

介
助

・
支

 

援
①

＜
講

義
＞

 

〇
疾

患
別

に
支

援
方

法
を

講
義

で
学

ぶ
。
 

○
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

す
る

た
め

に
な

ぜ
そ

の
支

援
方

法
が

よ
い

の
か

身

体
構

造
・
身

体
の

動
き

に
つ

い
て

も
学

び
を

深
め

る
。

 

○
利

用
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

、
更

衣
・
食

事
・
排

泄
・
入

浴
・
整

容
等

の
場

面
で

、
疾

患
・障

害
等

に
応

じ
た

適
切

な
支

援
を

学
ぶ

。
 

○
講

師
作

成
資

料
 

○
『標

準
理

学
療

法

学
 日

常
生

活
活

動
学

・
生

活
環

境

学
』 

○
『
家

庭
で

で
き

る
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ

ン
』 

 

1
2

時
間

 
４

．
日

常
生

活
動

作
介

助
・
支

 

援
②

＜
実

習
＞

 

〇
疾

患
別

に
Ａ

Ｄ
Ｌ
支

援
方

法
を

実
技

・演
習

で
学

ぶ
。
 

〇
事

例
を

も
と

に
介

助
・
支

援
方

法
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
、

実
技

を
ま

じ
え

て
発

表
す

る
。
 

○
事

例
と

し
て

は
、

「
脳

卒
中

片
麻

痺
」
「
脊

髄
損

傷
」
「
脳

性
麻

痺
」
「
関

節
リ
ウ

マ
チ

」等
を

想
定

す
る

。
 

○
支

援
の

根
拠

を
言

語
化

す
る

た
め

に
な

ぜ
そ

の
支

援
方

法
が

よ
い

の
か

身

体
構

造
・
身

体
の

動
き

に
つ

い
て

も
学

び
を

深
め

る
。

 

○
実

技
実

習
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

7 
 

２
時

間
 

５
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）支
援

 

＜
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
＞

 

〇
座

位
、

移
動

、
移

乗
に

関
す

る
福

祉
用

具
、

補
装

具
に

つ
い

て
講

義
と

実
際

の
用

具
を

用
い

た
演

習
に

て
学

ぶ
。
 

〇
変

形
・
麻

痺
等

に
応

じ
た

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

（
座

位
保

持
）
に

つ
い

て
、

椅
子

、
車

い
す

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

を
用

い
て

演
習

に
て

学
ぶ

。
 

○
『
高

齢
者

の
た

め

の
車

椅
子

フ
ィ

ッ

テ
ィ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
』 

○
実

技
演

習
 

 

２
時

間
 

６
．

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

・
移

動
（
移

乗
を

含
む

）支
援

 

＜
移

動
＞

 

○
移

動
の

支
援

に
つ

い
て

実
践

的
な

学
習

を
行

う
（
歩

行
、

い
ざ

り
等

へ
の

支

援
に

つ
い

て
）
。
 

○
実

技
実

習
 

 

２
時

間
 

７
．

リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技

術
 

○
リ
ハ

職
種

と
の

連
携

や
介

護
チ

ー
ム

の
指

導
を

行
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・

技
術

と
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
コ

ー
チ

ン
グ

等
の

技
術

を
学

び
、

支
援

の

根
拠

を
言

語
化

し
、
連

携
や

指
導

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
講

師
作

成
資

料
 

 

 
※

 
８
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

8 
 「自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
疾

患
別
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
 

１
 
脳

血
管

障
害

の
病

型
分

類
に

は
脳

梗
塞

、
脳

出
血

、
く
も

膜
下

出
血

な
ど

が
あ

る
。
 

２
 
脳

出
血

の
原

因
に

は
高

血
圧

性
脳

出
血

と
血

液
凝

固
（機

能
）異

常
、
脳

動
静

脈
奇

形
（脳

血
管

の
先

天
的

な
異

常
）に

よ
る

も
の

と
が

あ
る

。
 

３
 
単

麻
痺

と
は

上
下

肢
の

う
ち

１
肢

だ
け

が
麻

痺
し

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
 

４
 
前

頭
葉

が
障

害
さ

れ
る

と
遂

行
機

能
障

害
、
問

題
解

決
能

力
の

低
下

、
注

意
障

害
が

出
現

す
る

。
 

５
 
頭

頂
葉

が
障

害
さ

れ
る

と
視

覚
失

認
、
地

誌
的

障
害

が
出

現
す

る
。
 

６
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
主

な
病

態
は

中
脳

黒
質

緻
密

部
の

トバ
ミ
ン

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

脱
落

お
よ

び
変

性
で

あ
る

。
 

７
 
狭

心
症

が
出

現
し

た
場

合
、
安

静
と

ニ
トロ

グ
リ
セ

リ
ン

を
舌

下
投

与
す

る
と

症
状

が
改

善
す

る
。
 

 ○
日

常
生
活

動
作

（
A

D
L）

の
指

導
、

支
援

 
１
 
Ａ

Ｄ
Ｌ
は

身
の

回
り
の

動
作

（身
辺

処
理

）と
移

動
動

作
、
お

よ
び

そ
の

他
の

活
動

な
ど

に
分

け
ら

れ
る

。
 

２
 
食

事
動

作
は

摂
食

動
作

と
嚥

下
機

能
の

両
方

が
必

要
で

あ
る

。
 

３
 
嚥

下
は

先
行

期
、
準

備
期

、
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

の
５
期

に
分

け
ら

れ
る

。
 

４
 
食

事
動

作
の

自
立

支
援

で
は

食
物

が
認

知
さ

れ
る

か
ど

う
か

観
察

す
る

。
 

５
 
排

泄
動

作
は

性
別

、
尿

･便
の

違
い

に
よ

っ
て

動
作

の
姿

勢
や

過
程

が
異

な
る

。
 

６
 
排

泄
動

作
時

に
立

ち
上

が
り
が

困
難

な
場

合
に

使
用

す
る

福
祉

用
具

が
あ

る
。
 

７
 
入

浴
動

作
は

運
動

機
能

や
認

知
機

能
も

要
求

さ
れ

る
。

 

８
 
浴

槽
出

入
り
に

つ
い

て
歩

行
が

安
定

し
て

い
て

も
立

位
で

跨
ぐ

動
作

は
転

倒
に

つ
な

が
る

た
め

座
位

で
跨

ぐ
方

法
を

選
択

す
る

。
 

９
 
更

衣
動

作
は

季
節

、
場

所
、
目

的
に

あ
っ

た
衣

服
を

選
ぶ

こ
と

が
自

立
支

援
の

一
歩

で
あ

る
。
 

1
0
 
更

衣
動

作
の

自
立

支
援

に
は

リ
ー

チ
ャ

ー
や

ボ
タ

ン
エ

イ
ド
な

ど
の

福
祉

用
具

の
使

用
を

検
討

す
る

。
 

1
1
 
整

容
動

作
は

個
人

の
好

み
や

習
慣

な
ど

が
反

映
さ

れ
や

す
い

。
 

1
2
 
整

容
動

作
の

自
立

支
援

を
考

え
る

と
き

、
対

象
者

の
好

み
や

習
慣

も
把

握
し

て
お

く
。
 

1
3
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
言

語
に

よ
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
非

言
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
。
 

1
4
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

は
失

語
症

、
構

音
障

害
な

ど
原

因
は

さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
。
 

1
5
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
は

徐
々

に
字

が
小

さ
く
な

る
小

字
症

が
み

ら
れ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

9 
 1
6
 
聴

覚
障

害
者

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
手

話
や

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
筆

談
な

ど
で

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
。
 

1
7
 
ス

プ
リ
ン

グ
・
バ

ラ
ン

サ
ー

は
、
頸

髄
損

傷
に

よ
り
皿

へ
の

リ
ー

チ
が

困
難

な
場

合
に

用
い

る
自

助
具

で
あ

る
。
 

1
8
 
食

事
時

は
頚

部
が

軽
度

前
屈

し
た

姿
勢

が
よ

い
。
 

1
9
 
排

泄
動

作
に

て
立

ち
上

が
り
が

困
難

な
場

合
補

高
便

座
、
昇

降
便

座
な

ど
を

使
用

し
て

便
座

を
高

く
す

る
。
 

2
0
 
ル

ー
プ

付
き

タ
オ

ル
は

、
片

麻
痺

患
者

の
洗

体
動

作
に

有
用

な
自

助
具

で
あ

る
。
 

2
1
 
片

麻
痺

患
者

が
浴

槽
へ

入
る

動
作

の
順

序
は

健
側

下
肢

か
ら

で
あ

る
。
 

2
2
 
片

麻
痺

患
者

が
前

開
き

上
衣

を
着

る
と

き
に

袖
を

通
す

順
序

は
麻

痺
側

上
肢

か
ら

で
あ

る
。
 

2
3
 
整

容
動

作
時

、
道

具
を

把
持

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

、
柄

を
太

く
す

る
こ

と
も

有
用

な
方

法
で

あ
る

。
 

2
4
 
失

語
症

者
の

聴
覚

的
理

解
の

障
害

を
補

う
た

め
に

話
し

手
側

は
簡

単
な

言
葉

を
用

い
た

短
い

文
で

伝
え

る
。
 

 ○
リ

ハ
職
種
と

の
連

携
や

チ
ー

ム
の

指
導

を
行

な
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技
術

 

１
 
コ

ー
チ

ン
グ

は
自

分
で

問
題

を
解

決
で

き
る

レ
ベ

ル
の

ス
タ

ッ
フ

に
用

い
る

と
よ

い
。
 

２
 
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
は

指
示

を
出

し
助

言
し

答
え

を
教

え
る

行
為

で
あ

る
。
 

３
 
コ

ー
チ

ン
グ

と
は

相
手

か
ら

答
え

を
引

き
出

し
自

己
決

定
や

自
己

解
決

を
支

持
す

る
。
 

４
 
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

向
上

に
は

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

の
実

践
が

重
要

で
あ

る
。
 

５
 
チ

ー
ム

医
療

に
お

い
て

多
方

面
の

専
門

的
な

立
場

か
ら

情
報

を
共

有
し

あ
う
必

要
が

あ
る

。
 

６
 
連

携
を

強
化

し
て

い
く
に

は
多

職
種

理
解

が
重

要
で

あ
る

。
 

７
 
質

の
高

い
ケ

ア
を

提
供

す
る

た
め

に
は

多
職

種
連

携
が

不
可

欠
で

あ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

8 
 「自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
疾

患
別
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
 

１
 
脳

血
管

障
害

の
病

型
分

類
に

は
脳

梗
塞

、
脳

出
血

、
く
も

膜
下

出
血

な
ど

が
あ

る
。
 

２
 
脳

出
血

の
原

因
に

は
高

血
圧

性
脳

出
血

と
血

液
凝

固
（機

能
）異

常
、
脳

動
静

脈
奇

形
（脳

血
管

の
先

天
的

な
異

常
）に

よ
る

も
の

と
が

あ
る

。
 

３
 
単

麻
痺

と
は

上
下

肢
の

う
ち

１
肢

だ
け

が
麻

痺
し

て
い

る
状

態
で

あ
る

。
 

４
 
前

頭
葉

が
障

害
さ

れ
る

と
遂

行
機

能
障

害
、
問

題
解

決
能

力
の

低
下

、
注

意
障

害
が

出
現

す
る

。
 

５
 
頭

頂
葉

が
障

害
さ

れ
る

と
視

覚
失

認
、
地

誌
的

障
害

が
出

現
す

る
。
 

６
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

の
主

な
病

態
は

中
脳

黒
質

緻
密

部
の

トバ
ミ
ン

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

脱
落

お
よ

び
変

性
で

あ
る

。
 

７
 
狭

心
症

が
出

現
し

た
場

合
、
安

静
と

ニ
トロ

グ
リ
セ

リ
ン

を
舌

下
投

与
す

る
と

症
状

が
改

善
す

る
。
 

 ○
日

常
生
活

動
作

（
A

D
L）

の
指

導
、

支
援

 
１
 
Ａ

Ｄ
Ｌ
は

身
の

回
り
の

動
作

（身
辺

処
理

）と
移

動
動

作
、
お

よ
び

そ
の

他
の

活
動

な
ど

に
分

け
ら

れ
る

。
 

２
 
食

事
動

作
は

摂
食

動
作

と
嚥

下
機

能
の

両
方

が
必

要
で

あ
る

。
 

３
 
嚥

下
は

先
行

期
、
準

備
期

、
口

腔
期

、
咽

頭
期

、
食

道
期

の
５
期

に
分

け
ら

れ
る

。
 

４
 
食

事
動

作
の

自
立

支
援

で
は

食
物

が
認

知
さ

れ
る

か
ど

う
か

観
察

す
る

。
 

５
 
排

泄
動

作
は

性
別

、
尿

･便
の

違
い

に
よ

っ
て

動
作

の
姿

勢
や

過
程

が
異

な
る

。
 

６
 
排

泄
動

作
時

に
立

ち
上

が
り
が

困
難

な
場

合
に

使
用

す
る

福
祉

用
具

が
あ

る
。
 

７
 
入

浴
動

作
は

運
動

機
能

や
認

知
機

能
も

要
求

さ
れ

る
。

 

８
 
浴

槽
出

入
り
に

つ
い

て
歩

行
が

安
定

し
て

い
て

も
立

位
で

跨
ぐ

動
作

は
転

倒
に

つ
な

が
る

た
め

座
位

で
跨

ぐ
方

法
を

選
択

す
る

。
 

９
 
更

衣
動

作
は

季
節

、
場

所
、
目

的
に

あ
っ

た
衣

服
を

選
ぶ

こ
と

が
自

立
支

援
の

一
歩

で
あ

る
。
 

1
0
 
更

衣
動

作
の

自
立

支
援

に
は

リ
ー

チ
ャ

ー
や

ボ
タ

ン
エ

イ
ド
な

ど
の

福
祉

用
具

の
使

用
を

検
討

す
る

。
 

1
1
 
整

容
動

作
は

個
人

の
好

み
や

習
慣

な
ど

が
反

映
さ

れ
や

す
い

。
 

1
2
 
整

容
動

作
の

自
立

支
援

を
考

え
る

と
き

、
対

象
者

の
好

み
や

習
慣

も
把

握
し

て
お

く
。
 

1
3
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
言

語
に

よ
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
非

言
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

る
。
 

1
4
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

は
失

語
症

、
構

音
障

害
な

ど
原

因
は

さ
ま

ざ
ま

で
あ

る
。
 

1
5
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
は

徐
々

に
字

が
小

さ
く
な

る
小

字
症

が
み

ら
れ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
立
に
向
け
た
生
活
を
す
る
た
め
の
支
援
の
実
践
 

9 
 1
6
 
聴

覚
障

害
者

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
手

話
や

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

、
筆

談
な

ど
で

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
。
 

1
7
 
ス

プ
リ
ン

グ
・
バ

ラ
ン

サ
ー

は
、
頸

髄
損

傷
に

よ
り
皿

へ
の

リ
ー

チ
が

困
難

な
場

合
に

用
い

る
自

助
具

で
あ

る
。
 

1
8
 
食

事
時

は
頚

部
が

軽
度

前
屈

し
た

姿
勢

が
よ

い
。
 

1
9
 
排

泄
動

作
に

て
立

ち
上

が
り
が

困
難

な
場

合
補

高
便

座
、
昇

降
便

座
な

ど
を

使
用

し
て

便
座

を
高

く
す

る
。
 

2
0
 
ル

ー
プ

付
き

タ
オ

ル
は

、
片

麻
痺

患
者

の
洗

体
動

作
に

有
用

な
自

助
具

で
あ

る
。
 

2
1
 
片

麻
痺

患
者

が
浴

槽
へ

入
る

動
作

の
順

序
は

健
側

下
肢

か
ら

で
あ

る
。
 

2
2
 
片

麻
痺

患
者

が
前

開
き

上
衣

を
着

る
と

き
に

袖
を

通
す

順
序

は
麻

痺
側

上
肢

か
ら

で
あ

る
。
 

2
3
 
整

容
動

作
時

、
道

具
を

把
持

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

、
柄

を
太

く
す

る
こ

と
も

有
用

な
方

法
で

あ
る

。
 

2
4
 
失

語
症

者
の

聴
覚

的
理

解
の

障
害

を
補

う
た

め
に

話
し

手
側

は
簡

単
な

言
葉

を
用

い
た

短
い

文
で

伝
え

る
。
 

 ○
リ

ハ
職
種
と

の
連

携
や

チ
ー

ム
の

指
導

を
行

な
う

た
め

に
必

要
な

知
識

・
技
術

 

１
 
コ

ー
チ

ン
グ

は
自

分
で

問
題

を
解

決
で

き
る

レ
ベ

ル
の

ス
タ

ッ
フ

に
用

い
る

と
よ

い
。
 

２
 
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
は

指
示

を
出

し
助

言
し

答
え

を
教

え
る

行
為

で
あ

る
。
 

３
 
コ

ー
チ

ン
グ

と
は

相
手

か
ら

答
え

を
引

き
出

し
自

己
決

定
や

自
己

解
決

を
支

持
す

る
。
 

４
 
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

向
上

に
は

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

の
実

践
が

重
要

で
あ

る
。
 

５
 
チ

ー
ム

医
療

に
お

い
て

多
方

面
の

専
門

的
な

立
場

か
ら

情
報

を
共

有
し

あ
う
必

要
が

あ
る

。
 

６
 
連

携
を

強
化

し
て

い
く
に

は
多

職
種

理
解

が
重

要
で

あ
る

。
 

７
 
質

の
高

い
ケ

ア
を

提
供

す
る

た
め

に
は

多
職

種
連

携
が

不
可

欠
で

あ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
福

祉
用

具
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
て

支
援

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
住

環
境

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

て
家

族
や

利
用

者
の

支
援

に
活

用
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
福

祉
用

具
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
介

護
場

面
に

応
じ

て
、
福

祉
用

具
等

を
選

択
し

、
そ

れ
ら

を
活

用
し

た
支

援
技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
住

環
境

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

④
在

宅
や

施
設

を
問

わ
ず

、
利

用
者

の
生

活
の

場
と

な
る

住
環

境
を

評
価

し
、
利

用
者

の
生

活
や

介
護

場
面

に
応

じ
た

改
善

案
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
生

活
支

援
技

術
」
に

お
い

て
、

福
祉

用
具

の
意

義
と

活
用

に
つ

い
て

学
ぶ

が
、

多
く
の

場
合

、
基

礎
的

な
知

識
の

習
得

が
中

心
で

あ
り
、

具
体

的
な

使
用

方
法

の
習

得
は

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
ま

た
、

同
じ

「
生

活
支

援
技

術
」
に

お
い

て
、

自
立

に
向

け
た

居
住

環
境

の
整

備
を

学
ぶ

が
、
居

住
環

境
整

備

の
意

義
と

目
的

を
は

じ
め

と
す

る
基

礎
的

な
知

識
の

習
得

に
留

ま
り
、
実

践
的

知
識

の
習

得
ま

で
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

習
得

し
た

基
礎

的
な

知
識

を
踏

ま
え

て
、

介
護

場
面

に
応

じ
、

利
用

者
の

状
況

や
障

害
程

度
に

よ
っ

て
福

祉
用

具
を

選
択

し
、

活
用

で
き

る
自

薦

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
併

せ
て

、
施

設
や

在
宅

を
問

わ
ず

、
利

用
者

の
生

活
の

場
と

な
る

住
環

境
を

評
価

し
、
利

用
者

や
家

族
の

状
況

に
応

じ
た

改
善

を
提

案
で

き
る

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

移
動

介
護

に
お

い
て

使
用

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

関
す

る
基

礎
知

識
お

よ

び
支

援
技

術
 

車
い

す
 

車
い

す
付

属
品

 

歩
行

器
 

杖
 

・
手

動
車

い
す

（
標

準
型

、
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

、
テ

ィ
ル

ト
式

、
リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ

・テ
ィ

ル
ト式

、
片

手
駆

動
式

） 

・
シ

ー
トク

ッ
シ

ョ
ン

（姿
勢

保
持

用
、
褥

そ
う
予

防
用

） 

・
電

動
車

い
す

（
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
式

、
ハ

ン
ド
ル

式
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・
テ

ィ
ル

ト式
、
昇

降
式

） 

・
歩

行
器

（四
脚

、
交

互
式

、
前

輪
付

き
） 

・
歩

行
車

（ロ
ー

レ
ー

タ
ー

、
３
輪

、
４
輪

、
６
輪

） 

・
Ｔ

字
杖

、
松

葉
杖

、
多

脚
杖

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド
ク

ラ
ッ

チ
、

ア
ン

ダ
ー

ア
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
、
サ

イ
ド
ケ

イ
ン

、
前

腕
支

持
杖

 

移
乗

介
護

に
お

い
て

使
用

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

関
す

る
基

礎
知

識
お

よ

び
支

援
技

術
 

移
動

用
リ
フ

ト 

吊
り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト
） 

トラ
ン

ス
フ

ァ
ー

ボ
ー

ド
 

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト 

体
位

変
換

補
助

具
 

・
天

井
走

行
式

、
床

走
行

式
、
固

定
式

、
据

え
置

き
式

、
入

浴
用

 

・
シ

ー
ト
型

、
脚

分
離

型
（
ロ

ー
バ

ッ
ク

、
ハ

イ
バ

ッ
ク

）
、

ベ
ル

ト
型

、
ト
イ

レ

用
、
椅

子
型

 

そ
の

他
の

福
祉

用
具

に
関

す
る

基
礎

知
識

と
支

援
技

術
 

 

Ａ
Ｄ

Ｌ
関

連
用

具
 

・
睡

眠
 

・
起

居
 

・
排

泄
 

・
入

浴
 

・
食

事
 

 

・
ベ

ッ
ド
（２

モ
ー

タ
ー

、
３
モ

ー
タ

ー
） 

・
マ

ッ
トレ

ス
、
褥

そ
う
予

防
用

マ
ッ

ト、
移

乗
用

手
す

り
、
テ

ー
ブ

ル
 

・
オ

ム
ツ

類
、

失
禁

パ
ン

ツ
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト
イ

レ
、

吸
引

式
集

尿
器

、
差

込
式

便
器

、
補

高
便

座
 

・
滑

り
止

め
マ

ッ
ト
、

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
、

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

、
入

浴
用

椅

子
、
バ

ス
ボ

ー
ド
、
バ

ス
グ

リ
ッ

プ
 

・
食

事
用

自
助

具
（食

器
、
カ

トラ
リ
ー

、
滑

り
止

め
マ

ッ
ト等

） 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
福

祉
用

具
と

住
環

境
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
福

祉
用

具
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
て

支
援

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
住

環
境

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

て
家

族
や

利
用

者
の

支
援

に
活

用
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
福

祉
用

具
に

関
す

る
基

礎
的

な
知

識
を

習
得

し
、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

②
介

護
場

面
に

応
じ

て
、
福

祉
用

具
等

を
選

択
し

、
そ

れ
ら

を
活

用
し

た
支

援
技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
住

環
境

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

を
習

得
し

、
支

援
に

活
用

で
き

る
。
 

④
在

宅
や

施
設

を
問

わ
ず

、
利

用
者

の
生

活
の

場
と

な
る

住
環

境
を

評
価

し
、
利

用
者

の
生

活
や

介
護

場
面

に
応

じ
た

改
善

案
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
生

活
支

援
技

術
」
に

お
い

て
、

福
祉

用
具

の
意

義
と

活
用

に
つ

い
て

学
ぶ

が
、

多
く
の

場
合

、
基

礎
的

な
知

識
の

習
得

が
中

心
で

あ
り
、

具
体

的
な

使
用

方
法

の
習

得
は

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
ま

た
、

同
じ

「
生

活
支

援
技

術
」
に

お
い

て
、

自
立

に
向

け
た

居
住

環
境

の
整

備
を

学
ぶ

が
、
居

住
環

境
整

備

の
意

義
と

目
的

を
は

じ
め

と
す

る
基

礎
的

な
知

識
の

習
得

に
留

ま
り
、
実

践
的

知
識

の
習

得
ま

で
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

習
得

し
た

基
礎

的
な

知
識

を
踏

ま
え

て
、

介
護

場
面

に
応

じ
、

利
用

者
の

状
況

や
障

害
程

度
に

よ
っ

て
福

祉
用

具
を

選
択

し
、

活
用

で
き

る
自

薦

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
併

せ
て

、
施

設
や

在
宅

を
問

わ
ず

、
利

用
者

の
生

活
の

場
と

な
る

住
環

境
を

評
価

し
、
利

用
者

や
家

族
の

状
況

に
応

じ
た

改
善

を
提

案
で

き
る

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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修
の
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・
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開
の
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引

き
（

講
師
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ガ

イ
ド
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ン
）
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と
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環
境
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含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

移
動

介
護

に
お

い
て

使
用

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

関
す

る
基

礎
知

識
お

よ

び
支

援
技

術
 

車
い

す
 

車
い

す
付

属
品

 

歩
行

器
 

杖
 

・
手

動
車

い
す

（
標

準
型

、
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

、
テ

ィ
ル

ト
式

、
リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ

・テ
ィ

ル
ト式

、
片

手
駆

動
式

） 

・
シ

ー
トク

ッ
シ

ョ
ン

（姿
勢

保
持

用
、
褥

そ
う
予

防
用

） 

・
電

動
車

い
す

（
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
式

、
ハ

ン
ド
ル

式
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・
テ

ィ
ル

ト式
、
昇

降
式

） 

・
歩

行
器

（四
脚

、
交

互
式

、
前

輪
付

き
） 

・
歩

行
車

（ロ
ー

レ
ー

タ
ー

、
３
輪

、
４
輪

、
６
輪

） 

・
Ｔ

字
杖

、
松

葉
杖

、
多

脚
杖

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド
ク

ラ
ッ

チ
、

ア
ン

ダ
ー

ア
ー

ム
ク

ラ
ッ

チ
、
サ

イ
ド
ケ

イ
ン

、
前

腕
支

持
杖

 

移
乗

介
護

に
お

い
て

使
用

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

関
す

る
基

礎
知

識
お

よ

び
支

援
技

術
 

移
動

用
リ
フ

ト 

吊
り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト
） 

トラ
ン

ス
フ

ァ
ー

ボ
ー

ド
 

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト 

体
位

変
換

補
助

具
 

・
天

井
走

行
式

、
床

走
行

式
、
固

定
式

、
据

え
置

き
式

、
入

浴
用

 

・
シ

ー
ト
型

、
脚

分
離

型
（
ロ

ー
バ

ッ
ク

、
ハ

イ
バ

ッ
ク

）
、

ベ
ル

ト
型

、
ト
イ

レ

用
、
椅

子
型

 

そ
の

他
の

福
祉

用
具

に
関

す
る

基
礎

知
識

と
支

援
技

術
 

 

Ａ
Ｄ

Ｌ
関

連
用

具
 

・
睡

眠
 

・
起

居
 

・
排

泄
 

・
入

浴
 

・
食

事
 

 

・
ベ

ッ
ド
（２

モ
ー

タ
ー

、
３
モ

ー
タ

ー
） 

・
マ

ッ
トレ

ス
、
褥

そ
う
予

防
用

マ
ッ

ト、
移

乗
用

手
す

り
、
テ

ー
ブ

ル
 

・
オ

ム
ツ

類
、

失
禁

パ
ン

ツ
、
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ー
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ブ

ル
ト
イ

レ
、

吸
引

式
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尿
器

、
差

込
式

便
器

、
補

高
便

座
 

・
滑

り
止

め
マ

ッ
ト
、

シ
ャ

ワ
ー
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ェ

ア
、

シ
ャ
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ー
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ャ
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ー

、
入

浴
用

椅

子
、
バ

ス
ボ

ー
ド
、
バ

ス
グ

リ
ッ

プ
 

・
食

事
用

自
助

具
（食

器
、
カ
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リ
ー

、
滑

り
止

め
マ

ッ
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） 
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住

宅
設

備
関

連
用

具
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

器
具

 

 姿
勢

保
持

 

義
肢

・
装

具
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト
 

福
祉

車
両

 

・段
差

解
消

機
、
階

段
昇

降
機

、
ホ

ー
ム

エ
レ

ベ
ー

タ
 

・
透

明
文

字
盤

、
音

声
出

力
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

エ
イ

ド
（
Ｖ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）
、

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

、
環

境
制

御
機

器
（Ｅ

Ｃ
Ｓ
） 

・
座

位
保

持
装

置
、
立

位
保

持
具

、
臥

位
保

持
具

 

・
下

肢
装

具
、
上

肢
装

具
、
体

幹
装

具
、
靴

型
装

具
 

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ロ
ボ

ッ
ト、

見
守

り
ロ

ボ
ッ

ト、
パ

ワ
ー

ス
ー

ツ
 

利
用

者
が

自
立

生
活

を
送

る
た

め
の

疾
病

や
障

害
の

状
況

に
応

じ
た

住
環

境
の

必
要

性
と

対
策

の
理

解
 

住
環

境
整

備
の

基
礎

知
識

（
生

活
様

式
や

日
本

の

木
造

住
宅

の
特

徴
、

家
庭

内
（
住

宅
内

）
事

故
の

状

況
、
住

宅
改

造
の

基
礎

知
識

） 

他
職

種
と

の
連

携
 

 

・
床

座
と

い
す

座
の

生
活

様
式

 

・
高

温
多

湿
の

気
候

に
合

わ
せ

た
造

り
 

・
尺

貫
法

に
よ

る
制

約
 

・
手

す
り
、

段
差

の
解

消
、

開
口

部
の

確
保

、
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

、
福

祉

用
具

と
の

併
用

、
温

熱
環

境
、

光
の

環
境

、
音

の
環

境
、

災
害

へ
の

備

え
 

利
用

者
の

住
環

境
の

評
価

 
住

ま
い

の
安

全
性

や
快

適
性

質
の

評
価

 

 

・
住

ま
い

の
安

全
性

 

・
住

ま
い

の
快

適
性

（色
彩

・光
環

境
、
温

熱
環

境
） 

生
活

及
び

介
護

場
面

に
応

じ
た

住
環

境
整

備
 

 

トイ
レ

に
お

け
る

住
環

境
整

備
 

浴
室

に
お

け
る

住
環

境
整

備
 

居
室

・寝
室

に
お

け
る

住
環

境
整

備
 

玄
関

・ア
プ

ロ
ー

チ
に

お
け

る
住

環
境

整
備

 

疾
病

・障
害

に
応

じ
た

住
環

境
整

備
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4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

義
と

実
習

が
可

能
な

広
さ

の
会

場
と

実
習

用
の

福
祉

用
具

を
準

備
す

る
。
 

○
ス

ラ
イ

ド
を

映
写

で
き

る
設

備
を

確
保

す
る

。
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
適

切
な

可
動

式
の

机
と

椅
子

が
配

置
さ

れ
て

い
る

会
場

を
確

保
す

る
。
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
テ

キ
ス

トと
実

技
を

行
う
た

め
の

福
祉

用
具

の
確

認
を

す
る

。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
新

規
テ

キ
ス

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
時

間
的

に
難

し
い

の
で

、
既

存
の

文
献

や
書

籍
を

基
に

し
た

資
料

や
レ

ジ
ュ

メ
を

作
成

す
る

こ
と

が
推

奨
さ

れ
る

。
 

○
市

川
洌

ほ
か

＝
著

『福
祉

用
具

支
援

論
 自

分
ら

し
い

生
活

を
作

る
た

め
に

』テ
ク

ノ
エ

イ
ド
協

会
、
2
0
0
6
 

○
『福

祉
用

具
プ

ラ
ン

ナ
ー

が
使

う
 高

齢
者

の
た

め
の

車
椅

子
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
』テ

ク
ノ
エ

イ
ド
協

会
、
2
0
1
3
 

○
『福

祉
住

環
境

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

検
定

試
験

２
級

公
式

テ
キ

ス
ト 

改
訂

５
版

』東
京

商
工

会
議

所
、
2
0
1
6
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
市

川
洌

＝
編

『
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
た

め
の

福
祉

用
具

ア
セ

ス
メ

ン
ト・

マ
ニ

ュ
ア

ル
』中

央
法

規
出

版
、
2
0
0
0
 

○
田

中
理

＝
監

修
『車

い
す

・シ
ー

テ
ィ

ン
グ

ー
そ

の
理

解
と

実
践

—
』は

る
書

房
、
2
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0
7
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市

川
洌
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ら

せ
る

介
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の
技
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ス

ラ
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ト
・
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ン
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フ
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ボ

ー
ド
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規
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版
、
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1
4
 

○
長

澤
泰

＝
監

修
『
初

め
て

学
ぶ

 
福

祉
住

環
境

〔第
３
版

〕』
市

ヶ
谷

出
版

社
、
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0
1
8
 

○
金

沢
善

智
＝

著
『
利

用
者

か
ら

学
ぶ

福
祉

住
環

境
整

備
』三

輪
書

店
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7
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環
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と
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能
な
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の
会
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の
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を
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に
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す
る
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が
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ま
し
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に
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評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

1
0
0

点
満

点
中

6
0

点
以

上
が

合
格

 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

福
祉

用
具

と
住

環
境

に
関

す
る

基
礎

知
識

と
そ

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
に

理
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
。
 

【
例

】 

①
 移

動
、
移

乗
、
起

居
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

②
 食

事
、
排

泄
、
入

浴
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

③
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

、
姿

勢
保

持
具

、
義

肢
装

具
、
介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

そ
れ

ら
を

必
要

と
す

る
ユ

ー
ザ

ー
の

状
態

に
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

④
 
自

宅
や

利
用

者
の

住
ま

い
（
在

宅
・
施

設
問

わ
ず

）
に

つ
い

て
説

明
し

た
う

え
で

、
そ

の
住

ま
い

に
要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

（
し

て
い

る
）
場

合
、

バ
リ
ア

や
生

活
上

の
困

難

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
住

環
境

の
課

題
・問

題
点

を
1
,6

0
0

字
以

内
で

ま
と

め
る

こ
と

。
 

⑤
 住

宅
内

の
特

定
の

空
間

を
挙

げ
、
要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

た
め

に
求

め
ら

れ
る

基
本

的
な

住
環

境
整

備
の

内
容

に
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

⑥
 何

ら
か

の
疾

病
や

障
害

を
挙

げ
、
そ

の
疾

病
や

障
害

の
特

性
を

踏
ま

え
た

う
え

で
利

用
者

の
自

立
を

支
え

る
住

環
境

整
備

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ

と
。
 

＜
演

習
の

な
か

に
お

け
る
実

技
チ

ェ
ッ

ク
試

験
＞

 

①
 福

祉
用

具
に

つ
い

て
は

、
実

技
演

習
の

な
か

で
、
講

師
及

び
講

師
を

補
助

す
る

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
等

が
統

一
し

た
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

トを
も

と
に

実
技

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

の
評

価
方

法
も

考
え

ら
れ

る
。
 

②
 福

祉
用

具
と

住
環

境
の

総
合

的
な

事
例

演
習

の
な

か
で

も
、
そ

の
発

表
等

を
も

っ
て

演
習

か
評

価
の

一
部

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
 移

動
、
移

乗
、
起

居
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
理

解
し

、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

②
 食

事
、
排

泄
、
入

浴
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
理

解
し

、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

③
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

、
姿

勢
保

持
具

、
義

肢
装

具
、
介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

そ
れ

ら
を

必
要

と
す

る
ユ

ー
ザ

ー
像

を
理

解
し

て
い

る
。
 

④
 要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

住
環

境
の

課
題

や
問

題
点

を
十

分
理

解
し

、
ア

セ
ス

メ
ン

トに
応

用
で

き
る

。
 

⑤
 住

宅
改

造
の

基
本

的
な

知
識

に
つ

い
て

十
分

に
理

解
し

て
い

る
。
 

⑥
 疾

病
や

障
害

へ
の

理
解

を
前

提
と

し
て

、
疾

病
や

障
害

の
特

性
を

踏
ま

え
た

住
環

境
整

備
を

理
解

し
、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

研
修
の
企
画
・
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開
の
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引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ
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）
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他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
際

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え

方

 

○
講

義
で

紹
介

し
た

福
祉

用
具

は
、
可

能
な

限
り
実

物
を

使
っ

た
実

技
を

行
う
。
 

○
移

動
と

移
乗

に
関

連
す

る
福

祉
用

具
は

二
人

で
ペ

ア
に

な
り
、
介

護
者

と
被

介
護

者
に

な
っ

て
体

験
す

る
。
 

○
住

環
境

は
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う
イ

ラ
ス

ト、
写

真
や

映
像

な
ど

の
資

料
を

用
い

た
教

材
が

望
ま

し
い

。
 

○
学

ん
だ

知
識

を
活

か
し

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

る
事

例
検

討
（
受

講
者

が
事

例
を

持
ち

寄
る

、
あ

る
い

は
講

師
が

提
供

す
る

事
例

）
を

行
い

、
自

ら
の

環
境

評
価

の
視

点
の

特

徴
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
他

者
の

視
点

を
学

び
な

が
ら

具
体

的
な

プ
ラ

ン
を

提
案

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．
移

動
関

連
用

具
⑴

 
○

（講
義

）車
い

す
の

種
類

と
機

能
的

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）車

い
す

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

・
手

動
型

車
い

す
の

種
類

に
は

、
自

走
式

と
介

助
式

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の

操
作

方
法

の
違

い
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
車

い
す

の
乗

車
姿

勢
を

変
え

る
機

構
と

し
て

、
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
、

テ
ィ

ル
ト
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
挙

上
機

構
の

特
徴

と
操

作
の

注
意

点
に

つ
い

て
理

解
し

て

い
る

こ
と

。
 

○
（演

習
）車

い
す

の
介

助
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

２
．
移

動
関

連
用

具
⑵

 
○

（講
義

）歩
行

器
と

杖
の

種
類

と
機

能
的

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）歩

行
器

と
杖

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

○
（演

習
）歩

行
器

と
杖

の
介

助
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
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評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

1
0
0

点
満

点
中

6
0

点
以

上
が

合
格

 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

福
祉

用
具

と
住

環
境

に
関

す
る

基
礎

知
識

と
そ

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
に

理
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
。
 

【
例

】 

①
 移

動
、
移

乗
、
起

居
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

②
 食

事
、
排

泄
、
入

浴
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

③
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

、
姿

勢
保

持
具

、
義

肢
装

具
、
介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

そ
れ

ら
を

必
要

と
す

る
ユ

ー
ザ

ー
の

状
態

に
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

④
 
自

宅
や

利
用

者
の

住
ま

い
（
在

宅
・
施

設
問

わ
ず

）
に

つ
い

て
説

明
し

た
う

え
で

、
そ

の
住

ま
い

に
要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

（
し

て
い

る
）
場

合
、

バ
リ
ア

や
生

活
上

の
困

難

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
住

環
境

の
課

題
・問

題
点

を
1
,6

0
0

字
以

内
で

ま
と

め
る

こ
と

。
 

⑤
 住

宅
内

の
特

定
の

空
間

を
挙

げ
、
要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

た
め

に
求

め
ら

れ
る

基
本

的
な

住
環

境
整

備
の

内
容

に
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ
と

。
 

⑥
 何

ら
か

の
疾

病
や

障
害

を
挙

げ
、
そ

の
疾

病
や

障
害

の
特

性
を

踏
ま

え
た

う
え

で
利

用
者

の
自

立
を

支
え

る
住

環
境

整
備

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

1
,6

0
0

字
以

内
に

ま
と

め
る

こ

と
。
 

＜
演

習
の

な
か

に
お

け
る
実

技
チ

ェ
ッ

ク
試

験
＞

 

①
 福

祉
用

具
に

つ
い

て
は

、
実

技
演

習
の

な
か

で
、
講

師
及

び
講

師
を

補
助

す
る

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
等

が
統

一
し

た
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

トを
も

と
に

実
技

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
に

よ

っ
て

の
評

価
方

法
も

考
え

ら
れ

る
。
 

②
 福

祉
用

具
と

住
環

境
の

総
合

的
な

事
例

演
習

の
な

か
で

も
、
そ

の
発

表
等

を
も

っ
て

演
習

か
評

価
の

一
部

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
 移

動
、
移

乗
、
起

居
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
理

解
し

、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

②
 食

事
、
排

泄
、
入

浴
に

関
連

す
る

福
祉

用
具

と
そ

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
十

分
理

解
し

、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

③
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

、
姿

勢
保

持
具

、
義

肢
装

具
、
介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

そ
れ

ら
を

必
要

と
す

る
ユ

ー
ザ

ー
像

を
理

解
し

て
い

る
。
 

④
 要

介
護

高
齢

者
が

生
活

す
る

住
環

境
の

課
題

や
問

題
点

を
十

分
理

解
し

、
ア

セ
ス

メ
ン

トに
応

用
で

き
る

。
 

⑤
 住

宅
改

造
の

基
本

的
な

知
識

に
つ

い
て

十
分

に
理

解
し

て
い

る
。
 

⑥
 疾

病
や

障
害

へ
の

理
解

を
前

提
と

し
て

、
疾

病
や

障
害

の
特

性
を

踏
ま

え
た

住
環

境
整

備
を

理
解

し
、
介

護
現

場
で

応
用

で
き

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
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他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
際

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え

方

 

○
講

義
で

紹
介

し
た

福
祉

用
具

は
、
可

能
な

限
り
実

物
を

使
っ

た
実

技
を

行
う
。
 

○
移

動
と

移
乗

に
関

連
す

る
福

祉
用

具
は

二
人

で
ペ

ア
に

な
り
、
介

護
者

と
被

介
護

者
に

な
っ

て
体

験
す

る
。
 

○
住

環
境

は
具

体
的

に
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う
イ

ラ
ス

ト、
写

真
や

映
像

な
ど

の
資

料
を

用
い

た
教

材
が

望
ま

し
い

。
 

○
学

ん
だ

知
識

を
活

か
し

た
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

る
事

例
検

討
（
受

講
者

が
事

例
を

持
ち

寄
る

、
あ

る
い

は
講

師
が

提
供

す
る

事
例

）
を

行
い

、
自

ら
の

環
境

評
価

の
視

点
の

特

徴
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
他

者
の

視
点

を
学

び
な

が
ら

具
体

的
な

プ
ラ

ン
を

提
案

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．
移

動
関

連
用

具
⑴

 
○

（講
義

）車
い

す
の

種
類

と
機

能
的

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）車

い
す

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

・
手

動
型

車
い

す
の

種
類

に
は

、
自

走
式

と
介

助
式

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の

操
作

方
法

の
違

い
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
車

い
す

の
乗

車
姿

勢
を

変
え

る
機

構
と

し
て

、
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
、

テ
ィ

ル
ト
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
挙

上
機

構
の

特
徴

と
操

作
の

注
意

点
に

つ
い

て
理

解
し

て

い
る

こ
と

。
 

○
（演

習
）車

い
す

の
介

助
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

２
．
移

動
関

連
用

具
⑵

 
○

（講
義

）歩
行

器
と

杖
の

種
類

と
機

能
的

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）歩

行
器

と
杖

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

○
（演

習
）歩

行
器

と
杖

の
介

助
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
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修
の
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・
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・
四

脚
歩

行
器

と
４

輪
歩

行
車

（
ロ

ー
レ

イ
タ

ー
）
の

特
徴

と
適

用
の

注
意

点

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
多

脚
（
多

点
）
杖

と
歩

行
器

型
杖

（
サ

イ
ド
ケ

イ
ン

）
の

適
用

例
と

使
用

上
の

注
意

点
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

こ
と

。
 

２
時

間
 

３
．
移

乗
関

連
用

具
⑴

 
○

（
講

義
）
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
と

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト
の

有
効

な
使

用
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（
講

義
）
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
と

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト
の

使
用

方
法

を
実

技
に

よ
っ

て
確

認
す

る
。
 

・
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
、

ベ
ッ

ド
と

車
い

す
の

移
乗

を
安

全
に

確

実
に

介
助

で
き

る
こ

と
。
 

 
・

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
トを

使
っ

た
ベ

ッ
ド
上

の
体

位
変

換
と

、
車

い
す

な
ど

へ

の
移

乗
介

助
が

習
得

で
き

て
い

る
こ

と
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

４
．
移

乗
関

連
用

具
⑵

 
○

（講
義

）リ
フ

トと
吊

り
具

の
種

類
と

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）リ

フ
トと

吊
り
具

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）リ

フ
トと

吊
り
具

を
用

い
た

介
助

方
法

を
実

技
に

よ
っ

て
確

認
す

る
。
 

・
床

走
行

リ
フ

ト
、

固
定

式
リ
フ

ト
、

据
え

置
き

型
リ
フ

ト
、
天

井
走

行
式

リ
フ

ト
の

特
徴

と
使

用
上

の
注

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
ベ

ル
ト
型

、
脚

分
離

型
、

シ
ー

ト
型

の
そ

れ
ぞ

れ
の

吊
り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー

ト）
の

特
徴

を
理

解
し

、
介

助
方

法
に

つ
い

て
習

得
し

て
い

る
こ

と
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

Ａ
Ｄ

Ｌ
関

連
用

具
 

○
（講

義
）ベ

ッ
ド
及

び
付

属
品

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
（演

習
）ベ

ッ
ド
及

び
付

属
品

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

・
介

護
用

（
電

動
）
ベ

ッ
ド
の

高
さ

と
背

上
げ

と
脚

上
げ

機
構

の
有

効
な

使
用

方
法

と
注

意
点

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
。
 

○
（
講

義
）
体

位
変

換
器

、
褥

瘡
予

防
マ

ッ
ト
、

姿
勢

保
持

ク
ッ

シ
ョ
ン

の
種

類
と

使
用

方
法

を
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）排

泄
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

○
（講

義
）入

浴
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
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○
（講

義
）食

事
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

２
時

間
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

 
○

（講
義

）コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ボ
ー

ド
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（
講

義
）
音

声
出

力
型

会
話

補
助

装
置

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す

る
。
 

○
（講

義
）重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）環

境
制

御
装

置
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

４
時

間
 

そ
の

他
の

福
祉

用
具

 
○

（講
義

）姿
勢

保
持

装
置

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
（講

義
）義

肢
装

具
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）福

祉
車

両
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

１
時

間
 

住
環

境
を

取
り
巻

く
状

況
 

◯
（
講

義
）
高

齢
期

の
住

ま
い

や
住

環
境

に
関

す
る

意
識

の
多

様
性

を
理

解
す

る
。
 

◯
（講

義
）家

庭
内

事
故

の
状

況
を

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書

 
 

２
時

間
 

住
環

境
整

備
の

基
礎

知
識

 
◯

（講
義

）日
本

の
生

活
様

式
や

住
宅

の
特

徴
を

学
ぶ

。
 

◯
（講

義
）住

宅
改

造
の

基
礎

知
識

（手
す

り
の

設
置

、
段

差
の

解
消

、
開

口
部

の
確

保
、
ス

ペ
ー

ス
）を

理
解

す
る

。
 

◯
（
講

義
）
利

用
者

の
身

体
特

性
に

配
慮

し
た

温
熱

環
境

、
光

の
環

境
、

音
の

環
境

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書

 

 

 

２
時

間
 

住
環

境
の

評
価

 
◯

（
演

習
）
事

例
あ

る
い

は
受

講
者

の
自

宅
を

題
材

に
、

住
環

境
の

評
価

を
行

う
。
 

◯
（
演

習
）
利

用
者

の
生

活
を

想
定

し
、

住
宅

の
安

全
性

、
暮

ら
し

や
す

さ
を

チ

ェ
ッ

ク
す

る
。
 

参
考

図
書

 
 

２
時

間
 

住
環

境
整

備
の

基
礎

知
識

 
◯

（講
義

）住
宅

改
造

の
基

礎
知

識
（手

す
り
の

設
置

、
段

差
の

解
消

、
開

口
部

の
確

保
、
ス

ペ
ー

ス
）を

理
解

す
る

。
 

◯
（
講

義
）
高

齢
期

の
身

体
特

性
に

配
慮

し
た

温
熱

環
境

、
光

の
環

境
、

音
の

環
境

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書
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・
四

脚
歩

行
器

と
４

輪
歩

行
車

（
ロ

ー
レ

イ
タ

ー
）
の

特
徴

と
適

用
の

注
意

点

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
多

脚
（
多

点
）
杖

と
歩

行
器

型
杖

（
サ

イ
ド
ケ

イ
ン

）
の

適
用

例
と

使
用

上
の

注
意

点
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

こ
と

。
 

２
時

間
 

３
．
移

乗
関

連
用

具
⑴

 
○

（
講

義
）
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
と

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト
の

有
効

な
使

用
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（
講

義
）
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
と

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
ト
の

使
用

方
法

を
実

技
に

よ
っ

て
確

認
す

る
。
 

・
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
、

ベ
ッ

ド
と

車
い

す
の

移
乗

を
安

全
に

確

実
に

介
助

で
き

る
こ

と
。
 

 
・

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
トを

使
っ

た
ベ

ッ
ド
上

の
体

位
変

換
と

、
車

い
す

な
ど

へ

の
移

乗
介

助
が

習
得

で
き

て
い

る
こ

と
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

４
．
移

乗
関

連
用

具
⑵

 
○

（講
義

）リ
フ

トと
吊

り
具

の
種

類
と

特
徴

を
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）リ

フ
トと

吊
り
具

の
使

用
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（演

習
）リ

フ
トと

吊
り
具

を
用

い
た

介
助

方
法

を
実

技
に

よ
っ

て
確

認
す

る
。
 

・
床

走
行

リ
フ

ト
、

固
定

式
リ
フ

ト
、

据
え

置
き

型
リ
フ

ト
、
天

井
走

行
式

リ
フ

ト
の

特
徴

と
使

用
上

の
注

意
点

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

こ
と

。
 

・
ベ

ル
ト
型

、
脚

分
離

型
、

シ
ー

ト
型

の
そ

れ
ぞ

れ
の

吊
り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー

ト）
の

特
徴

を
理

解
し

、
介

助
方

法
に

つ
い

て
習

得
し

て
い

る
こ

と
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

２
時

間
 

Ａ
Ｄ

Ｌ
関

連
用

具
 

○
（講

義
）ベ

ッ
ド
及

び
付

属
品

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
（演

習
）ベ

ッ
ド
及

び
付

属
品

の
操

作
方

法
を

実
技

に
よ

っ
て

確
認

す
る

。
 

・
介

護
用

（
電

動
）
ベ

ッ
ド
の

高
さ

と
背

上
げ

と
脚

上
げ

機
構

の
有

効
な

使
用

方
法

と
注

意
点

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
。
 

○
（
講

義
）
体

位
変

換
器

、
褥

瘡
予

防
マ

ッ
ト
、

姿
勢

保
持

ク
ッ

シ
ョ
ン

の
種

類
と

使
用

方
法

を
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）排

泄
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

○
（講

義
）入

浴
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
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○
（講

義
）食

事
関

連
用

具
の

種
類

と
特

徴
を

理
解

す
る

。
 

２
時

間
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

用
具

 
○

（講
義

）コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ボ
ー

ド
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（
講

義
）
音

声
出

力
型

会
話

補
助

装
置

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す

る
。
 

○
（講

義
）重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）環

境
制

御
装

置
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

４
時

間
 

そ
の

他
の

福
祉

用
具

 
○

（講
義

）姿
勢

保
持

装
置

の
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

○
（講

義
）義

肢
装

具
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）福

祉
車

両
の

種
類

と
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

○
（講

義
）介

護
ロ

ボ
ッ

トの
種

類
と

特
徴

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

・
図

書
 

 

１
時

間
 

住
環

境
を

取
り
巻

く
状

況
 

◯
（
講

義
）
高

齢
期

の
住

ま
い

や
住

環
境

に
関

す
る

意
識

の
多

様
性

を
理

解
す

る
。
 

◯
（講

義
）家

庭
内

事
故

の
状

況
を

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書

 
 

２
時

間
 

住
環

境
整

備
の

基
礎

知
識

 
◯

（講
義

）日
本

の
生

活
様

式
や

住
宅

の
特

徴
を

学
ぶ

。
 

◯
（講

義
）住

宅
改

造
の

基
礎

知
識

（手
す

り
の

設
置

、
段

差
の

解
消

、
開

口
部

の
確

保
、
ス

ペ
ー

ス
）を

理
解

す
る

。
 

◯
（
講

義
）
利

用
者

の
身

体
特

性
に

配
慮

し
た

温
熱

環
境

、
光

の
環

境
、

音
の

環
境

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書

 

 

 

２
時

間
 

住
環

境
の

評
価

 
◯

（
演

習
）
事

例
あ

る
い

は
受

講
者

の
自

宅
を

題
材

に
、

住
環

境
の

評
価

を
行

う
。
 

◯
（
演

習
）
利

用
者

の
生

活
を

想
定

し
、

住
宅

の
安

全
性

、
暮

ら
し

や
す

さ
を

チ

ェ
ッ

ク
す

る
。
 

参
考

図
書

 
 

２
時

間
 

住
環

境
整

備
の

基
礎

知
識

 
◯

（講
義

）住
宅

改
造

の
基

礎
知

識
（手

す
り
の

設
置

、
段

差
の

解
消

、
開

口
部

の
確

保
、
ス

ペ
ー

ス
）を

理
解

す
る

。
 

◯
（
講

義
）
高

齢
期

の
身

体
特

性
に

配
慮

し
た

温
熱

環
境

、
光

の
環

境
、

音
の

環
境

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

参
考

図
書
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２
時

間
 

生
活

場
面

に
応

じ
た

住
環

境
整

備
 

◯
（講

義
）要

介
護

状
態

の
人

へ
の

生
活

や
介

護
と

関
連

の
深

い
主

要
な

空
間

（
ト
イ

レ
、

浴
室

、
居

室
・
寝

室
、

玄
関

や
ア

プ
ロ

ー
チ

）
ご

と
に

求
め

ら
れ

る
住

環
境

整
備

を
理

解
す

る
。
 

参
考

図
書

 
 

３
時

間
 

疾
病

や
障

害
の

状
況

に
応

じ
た

住

環
境

の
課

題
と

対
策

 
 

◯
（
講

義
）
事

例
を

用
い

て
、

疾
病

や
障

害
の

状
況

に
応

じ
た

住
環

境
の

課
題

と
利

用
者

の
自

立
生

活
を

支
援

す
る

具
体

的
な

整
備

例
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

・
片

麻
痺

、
認

知
症

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

、
視

覚
障

害
な

ど
 

参
考

図
書

 
 

４
時

間
 

事
例

検
討

 
◯

（
演

習
）
事

例
を

用
い

て
、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

福
祉

用
具

と
住

環
境

に

関
す

る
支

援
計

画
を

立
案

す
る

。
 

◯
（
演

習
）
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

り
支

援
計

画
を

立
案

し
、

計
画

の
発

表
、

講

評
を

行
う

。
 

 
 

 
※

3
0

時
間

以
内

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
境
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 「福
祉

用
具

と
住

環
境

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
移

動
介
護

に
お

い
て
使

用
す

る
福

祉
用

具
と

そ
の
使

用
方

法
に
関

す
る

基
礎
知

識
お

よ
び
支

援
技

術
 

１
 
手

動
型

車
い

す
の

種
類

に
は

、
自

走
式

と
介

助
式

が
あ

り
、
車

輪
の

径
だ

け
で

な
く
介

助
方

法
に

も
違

い
が

あ
る

。
 

２
 
車

い
す

に
必

要
な

条
件

は
、
移

乗
し

易
さ

、
座

位
姿

勢
の

安
定

、
駆

動
や

操
作

の
し

や
す

さ
で

あ
る

。
 

３
 
車

い
す

の
乗

車
姿

勢
を

変
え

る
機

構
と

し
て

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
、
テ

ィ
ル

ト、
フ

ッ
トサ

ポ
ー

ト挙
上

機
構

が
あ

る
。
 

４
 
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
と

テ
ィ

ル
ト
の

両
方

の
機

能
が

あ
る

場
合

、
テ

ィ
ル

トし
た

後
に

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
し

て
角

度
を

変
え

る
と

姿
勢

が
ず

れ
に

く
い

。
 

５
 
車

い
す

の
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト
の

張
り
調

整
に

よ
っ

て
使

用
者

の
円

背
な

ど
に

合
せ

て
調

整
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
座

位
姿

勢
が

改
善

で
き

る
。
 

６
 
褥

そ
う
予

防
と

姿
勢

保
持

の
た

め
使

用
者

の
状

態
に

あ
っ

た
シ

ー
トク

ッ
シ

ョ
ン

を
選

択
し

、
常

時
使

用
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

 

７
 
電

動
車

い
す

の
種

類
に

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
で

操
作

す
る

標
準

型
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
や

テ
ィ

ル
ト
な

ど
姿

勢
変

換
機

能
が

つ
い

た
も

の
、

ハ
ン

ド
ル

で
操

作
す

る
電

動
３
輪

車
・
４
輪

車
、

標
準

型
車

い
す

に
モ

ー
タ

ー
と

バ
ッ

テ
リ
ー

を
組

み
込

ん
だ

簡
易

電
動

式
、
ハ

ン
ド
リ
ム

の
駆

動
を

モ
ー

タ
ー

で
ア

シ
ス

トす
る

も
の

が
あ

る
。
 

８
 
杖

の
適

切
な

長
さ

は
、
足

の
小

指
の

外
側

1
5
cm

の
と

こ
ろ

に
突

い
た

と
き

、
膝

関
節

が
約

3
0

度
屈

曲
す

る
位

置
ま

た
は

直
立

し
た

と
き

の
大

転
子

の
位

置
で

あ
る

。
 

９
 
Ｔ

字
型

杖
の

突
き

方
に

は
２
点

動
作

歩
行

と
３
点

動
作

歩
行

が
あ

る
。
 

1
0
 
歩

行
器

に
は

四
脚

歩
行

器
、
交

互
型

歩
行

器
、
前

２
輪

歩
行

器
、
４
輪

歩
行

車
（ロ

ー
レ

イ
タ

ー
）、

６
輪

歩
行

車
、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
な

ど
が

あ
る

。
 

1
1
 
歩

行
車

や
シ

ル
バ

ー
カ

ー
に

は
座

る
こ

と
が

で
き

る
シ

ー
トが

あ
る

が
、
必

ず
パ

ー
キ

ン
グ

ブ
レ

ー
キ

を
か

け
て

か
ら

座
る

。
 

1
2
 
坂

道
で

歩
行

者
を

使
う
場

合
は

制
動

ブ
レ

ー
キ

を
使

う
が

、
モ

ー
タ

ー
や

摩
擦

力
で

ス
ピ

ー
ド
を

制
御

で
き

る
タ

イ
プ

も
出

て
い

る
。
 

 ○
移

乗
介

護
に

お
い

て
使
用

す
る

福
祉
用

具
と

そ
の

使
用

方
法
に

関
す

る
基
礎

知
識

お
よ

び
支

援
技

術
 

１
 
移

動
用

リ
フ

トの
種

類
に

は
、
床

走
行

式
リ
フ

ト
、
固

定
式

リ
フ

ト
、
据

え
置

き
型

リ
フ

ト、
天

井
走

行
式

リ
フ

トな
ど

が
あ

る
。
 

２
 
吊

り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト）

に
は

ベ
ル

ト型
、
脚

分
離

型
、
シ

ー
ト型

、
トイ

レ
用

、
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ
ー

型
が

あ
り
、
そ

れ
ぞ

れ
介

助
方

法
に

違
い

が
あ

る
。
 

３
 
脚

分
離

型
吊

り
具

は
使

用
者

の
大

腿
部

を
安

全
に

支
え

る
た

め
先

端
部

を
交

差
さ

せ
て

吊
り
上

げ
る

。
 

４
 
吊

り
具

を
身

体
に

敷
き

こ
む

と
き

は
、
使

用
者

が
座

位
の

場
合

は
体

幹
を

前
傾

さ
せ

、
臥

位
の

場
合

は
側

臥
位

に
体

位
変

換
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

５
 
トラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
ベ

ッ
ド
か

ら
車

椅
子

の
移

乗
を

す
る

と
き

は
車

い
す

の
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト
と

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

トを
外

す
か

折
り
た

た
む

。
 

６
 
トラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
ベ

ッ
ド
か

ら
車

椅
子

の
移

乗
す

る
場

合
に

は
、
車

い
す

の
位

置
、
ボ

ー
ド
を

置
く
位

置
と

角
度

に
気

を
つ

け
、
ベ

ッ
ド
の

手
す

り
と

車
い

す
の

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

トを

有
効

に
使

っ
て

臀
部

を
ス

ム
ー

ズ
に

滑
ら

せ
る

。
 

７
 
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
の

上
に

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
トを

敷
く
と

、
移

乗
す

る
と

き
の

摩
擦

抵
抗

が
低

減
で

き
る

。
 

８
 
ベ

ッ
ド
上

で
利

用
者

を
体

位
変

換
す

る
際

に
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

シ
ー

トを
有

効
に

使
え

ば
、
介

助
負

担
が

軽
減

で
き

る
。
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２
時

間
 

生
活

場
面

に
応

じ
た

住
環

境
整

備
 

◯
（講

義
）要

介
護

状
態

の
人

へ
の

生
活

や
介

護
と

関
連

の
深

い
主

要
な

空
間

（
ト
イ

レ
、

浴
室

、
居

室
・
寝

室
、

玄
関

や
ア

プ
ロ

ー
チ

）
ご

と
に

求
め

ら
れ

る
住

環
境

整
備

を
理

解
す

る
。
 

参
考

図
書

 
 

３
時

間
 

疾
病

や
障

害
の

状
況

に
応

じ
た

住

環
境

の
課

題
と

対
策

 
 

◯
（
講

義
）
事

例
を

用
い

て
、

疾
病

や
障

害
の

状
況

に
応

じ
た

住
環

境
の

課
題

と
利

用
者

の
自

立
生

活
を

支
援

す
る

具
体

的
な

整
備

例
に

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

・
片

麻
痺

、
認

知
症

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

、
視

覚
障

害
な

ど
 

参
考

図
書

 
 

４
時

間
 

事
例

検
討

 
◯

（
演

習
）
事

例
を

用
い

て
、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
て

福
祉

用
具

と
住

環
境

に

関
す

る
支

援
計

画
を

立
案

す
る

。
 

◯
（
演

習
）
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

り
支

援
計

画
を

立
案

し
、

計
画

の
発

表
、

講

評
を

行
う

。
 

 
 

 
※

3
0

時
間

以
内

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

福
祉
用
具
と
住
環
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 「福
祉

用
具

と
住

環
境

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
移

動
介
護

に
お

い
て
使

用
す

る
福

祉
用

具
と

そ
の
使

用
方

法
に
関

す
る

基
礎
知

識
お

よ
び
支

援
技

術
 

１
 
手

動
型

車
い

す
の

種
類

に
は

、
自

走
式

と
介

助
式

が
あ

り
、
車

輪
の

径
だ

け
で

な
く
介

助
方

法
に

も
違

い
が

あ
る

。
 

２
 
車

い
す

に
必

要
な

条
件

は
、
移

乗
し

易
さ

、
座

位
姿

勢
の

安
定

、
駆

動
や

操
作

の
し

や
す

さ
で

あ
る

。
 

３
 
車

い
す

の
乗

車
姿

勢
を

変
え

る
機

構
と

し
て

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
、
テ

ィ
ル

ト、
フ

ッ
トサ

ポ
ー

ト挙
上

機
構

が
あ

る
。
 

４
 
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
と

テ
ィ

ル
ト
の

両
方

の
機

能
が

あ
る

場
合

、
テ

ィ
ル

トし
た

後
に

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
し

て
角

度
を

変
え

る
と

姿
勢

が
ず

れ
に

く
い

。
 

５
 
車

い
す

の
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト
の

張
り
調

整
に

よ
っ

て
使

用
者

の
円

背
な

ど
に

合
せ

て
調

整
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
座

位
姿

勢
が

改
善

で
き

る
。
 

６
 
褥

そ
う
予

防
と

姿
勢

保
持

の
た

め
使

用
者

の
状

態
に

あ
っ

た
シ

ー
トク

ッ
シ

ョ
ン

を
選

択
し

、
常

時
使

用
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

 

７
 
電

動
車

い
す

の
種

類
に

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
で

操
作

す
る

標
準

型
、

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
や

テ
ィ

ル
ト
な

ど
姿

勢
変

換
機

能
が

つ
い

た
も

の
、

ハ
ン

ド
ル

で
操

作
す

る
電

動
３
輪

車
・
４
輪

車
、

標
準

型
車

い
す

に
モ

ー
タ

ー
と

バ
ッ

テ
リ
ー

を
組

み
込

ん
だ

簡
易

電
動

式
、
ハ

ン
ド
リ
ム

の
駆

動
を

モ
ー

タ
ー

で
ア

シ
ス

トす
る

も
の

が
あ

る
。
 

８
 
杖

の
適

切
な

長
さ

は
、
足

の
小

指
の

外
側

1
5
cm

の
と

こ
ろ

に
突

い
た

と
き

、
膝

関
節

が
約

3
0

度
屈

曲
す

る
位

置
ま

た
は

直
立

し
た

と
き

の
大

転
子

の
位

置
で

あ
る

。
 

９
 
Ｔ

字
型

杖
の

突
き

方
に

は
２
点

動
作

歩
行

と
３
点

動
作

歩
行

が
あ

る
。
 

1
0
 
歩

行
器

に
は

四
脚

歩
行

器
、
交

互
型

歩
行

器
、
前

２
輪

歩
行

器
、
４
輪

歩
行

車
（ロ

ー
レ

イ
タ

ー
）、

６
輪

歩
行

車
、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
な

ど
が

あ
る

。
 

1
1
 
歩

行
車

や
シ

ル
バ

ー
カ

ー
に

は
座

る
こ

と
が

で
き

る
シ

ー
トが

あ
る

が
、
必

ず
パ

ー
キ

ン
グ

ブ
レ

ー
キ

を
か

け
て

か
ら

座
る

。
 

1
2
 
坂

道
で

歩
行

者
を

使
う
場

合
は

制
動

ブ
レ

ー
キ

を
使

う
が

、
モ

ー
タ

ー
や

摩
擦

力
で

ス
ピ

ー
ド
を

制
御

で
き

る
タ

イ
プ

も
出

て
い

る
。
 

 ○
移

乗
介

護
に

お
い

て
使
用

す
る

福
祉
用

具
と

そ
の

使
用

方
法
に

関
す

る
基
礎

知
識

お
よ

び
支

援
技

術
 

１
 
移

動
用

リ
フ

トの
種

類
に

は
、
床

走
行

式
リ
フ

ト
、
固

定
式

リ
フ

ト
、
据

え
置

き
型

リ
フ

ト、
天

井
走

行
式

リ
フ

トな
ど

が
あ

る
。
 

２
 
吊

り
具

（
ス

リ
ン

グ
シ

ー
ト）

に
は

ベ
ル

ト型
、
脚

分
離

型
、
シ

ー
ト型

、
トイ

レ
用

、
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ
ー

型
が

あ
り
、
そ

れ
ぞ

れ
介

助
方

法
に

違
い

が
あ

る
。
 

３
 
脚

分
離

型
吊

り
具

は
使

用
者

の
大

腿
部

を
安

全
に

支
え

る
た

め
先

端
部

を
交

差
さ

せ
て

吊
り
上

げ
る

。
 

４
 
吊

り
具

を
身

体
に

敷
き

こ
む

と
き

は
、
使

用
者

が
座

位
の

場
合

は
体

幹
を

前
傾

さ
せ

、
臥

位
の

場
合

は
側

臥
位

に
体

位
変

換
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

５
 
トラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
ベ

ッ
ド
か

ら
車

椅
子

の
移

乗
を

す
る

と
き

は
車

い
す

の
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト
と

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

トを
外

す
か

折
り
た

た
む

。
 

６
 
トラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
を

使
っ

て
ベ

ッ
ド
か

ら
車

椅
子

の
移

乗
す

る
場

合
に

は
、
車

い
す

の
位

置
、
ボ

ー
ド
を

置
く
位

置
と

角
度

に
気

を
つ

け
、
ベ

ッ
ド
の

手
す

り
と

車
い

す
の

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

トを

有
効

に
使

っ
て

臀
部

を
ス

ム
ー

ズ
に

滑
ら

せ
る

。
 

７
 
ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
ボ

ー
ド
の

上
に

ス
ラ

イ
デ

ィ
ン

グ
シ

ー
トを

敷
く
と

、
移

乗
す

る
と

き
の

摩
擦

抵
抗

が
低

減
で

き
る

。
 

８
 
ベ

ッ
ド
上

で
利

用
者

を
体

位
変

換
す

る
際

に
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

シ
ー

トを
有

効
に

使
え

ば
、
介

助
負

担
が

軽
減

で
き

る
。
 

82

101
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 ９
 
介

護
用

（
電

動
）
ベ

ッ
ド
の

高
さ

を
調

整
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
利

用
者

の
立

ち
上

が
り
や

す
さ

、
車

い
す

な
ど

へ
の

移
乗

し
や

す
さ

、
介

助
者

の
中

腰
姿

勢
に

よ
る

介
護

負
担

を
軽

減
で

き
る

。
 

1
0
 
ベ

ッ
ド
の

背
上

げ
を

し
た

後
に

は
使

用
者

の
体

幹
を

前
傾

さ
せ

て
腹

胸
部

へ
の

圧
迫

を
除

去
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

1
1
 
ベ

ッ
ド
の

背
上

げ
を

す
る

前
に

脚
上

げ
を

し
て

臀
部

が
前

方
に

ず
れ

な
い

よ
う
に

角
度

を
調

節
す

る
こ

と
が

重
要

だ
が

、
こ

の
操

作
を

自
動

で
制

御
す

る
機

種
も

あ
る

。
 

 ○
そ

の
他
の
福

祉
用

具
に

関
す

る
基

礎
知

識
と

支
援
技

術
 

１
 
食

事
動

作
の

補
助

と
な

る
ス

プ
ー

ン
、
フ

ォ
ー

ク
、
箸

、
食

器
、
トレ

イ
に

は
多

く
の

自
助

具
が

販
売

さ
れ

て
お

り
、
利

用
者

の
状

態
に

合
せ

て
選

択
し

、
調

整
す

る
こ

と
が

必
要

な
と

き
も

あ
る

。
 

２
 

入
浴

動
作

を
安

全
に

補
助

す
る

た
め

の
福

祉
用

具
と

し
て

滑
り
止

め
マ

ッ
ト
、

浴
槽

用
手

す
り
、

入
浴

用
い

す
（
バ

ス
チ

ェ
ア

）
、

浴
槽

内
い

す
、

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

、
バ

ス
ボ

ー
ド
、

浴
槽

内
リ

フ
ト（

バ
ス

リ
フ

ト）
な

ど
が

あ
る

が
、
安

全
に

使
用

す
る

た
め

に
は

設
置

状
況

と
使

用
方

法
を

毎
回

確
認

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
便

器
へ

の
立

ち
座

り
が

困
難

な
場

合
、
昇

降
式

便
座

、
補

高
便

座
、
トイ

レ
用

手
す

り
な

ど
を

利
用

す
る

。
 

４
 
便

器
へ

の
移

乗
が

困
難

な
場

合
は

シ
ャ

ワ
ー

（ト
イ

レ
）
キ

ャ
リ
ー

や
床

走
行

式
ま

た
は

固
定

型
リ
フ

トを
使

用
す

る
。
 

５
 
ポ

ー
タ

ブ
ル

トイ
レ

に
は

様
々

な
種

類
が

あ
る

が
、
移

乗
の

し
や

す
さ

と
排

泄
物

の
処

理
の

し
や

す
さ

、
消

臭
機

能
な

ど
が

選
択

の
ポ

イ
ン

トに
な

る
。
 

６
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

機
器

は
視

覚
障

害
、

聴
覚

障
害

、
重

度
身

体
障

害
、

発
達

障
害

な
ど

に
よ

っ
て

様
々

な
製

品
が

開
発

さ
れ

、
多

く
は

補
装

具
と

日
常

生
活

用
具

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
。
 

７
 
重

度
身

体
障

害
者

を
対

象
と

し
た

意
思

伝
達

装
置

や
会

話
補

助
装

置
（Ｖ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）は

、
使

用
者

の
運

動
機

能
に

合
せ

て
適

切
な

入
力

装
置

や
ス

イ
ッ

チ
が

選
ば

れ
て

い
る

。
 

５
 
透

明
文

字
盤

や
様

々
な

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
を

書
い

た
ボ

ー
ド
で

重
度

障
害

者
や

発
達

障
害

者
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

６
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト
に

は
移

乗
支

援
、

移
動

支
援

、
排

泄
支

援
、

入
浴

支
援

、
見

守
り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
機

能
訓

練
支

援
、

介
護

事
業

支
援

な
ど

分
野

で
研

究
開

発
中

で
あ

り
、

実
際

に
介

護
の

現
場

で
使

用
さ

れ
て

い
る

の
は

見
守

り
や

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

連
し

た
ロ

ボ
ッ

トで
あ

る
。
 

７
 
義

肢
装

具
に

は
下

肢
装

具
、
上

肢
装

具
、
体

幹
装

具
、
頚

椎
装

具
、
靴

型
装

具
が

あ
り
、
治

療
目

的
や

身
体

に
合

せ
て

正
し

く
装

着
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
 

８
 
福

祉
車

両
に

は
車

い
す

リ
フ

ト装
備

車
、
ス

ロ
ー

プ
装

備
車

、
リ
フ

トア
ッ

プ
シ

ー
ト装

備
車

、
運

転
補

助
装

置
装

備
車

な
ど

が
あ

り
、
使

用
者

に
合

せ
て

選
択

さ
れ

る
。

 

 ○
生

活
及
び
介

護
場

面
に
応

じ
た

住
環

境
の

整
備
 

１
 
手

す
り
に

は
、
縦

手
す

り
と

横
手

す
り
が

あ
り
、
そ

れ
ぞ

れ
役

割
が

異
な

る
。
 

２
 
手

す
り
は

、
円

形
を

基
本

の
形

状
と

す
る

が
、
関

節
リ
ウ

マ
チ

な
ど

で
手

指
に

拘
縮

が
あ

る
人

が
使

用
す

る
場

合
、
上

側
が

平
た

い
形

状
の

方
が

使
い

や
す

い
場

合
も

あ
る

。
 

３
 
横

手
す

り
の

端
部

は
、
衣

服
が

引
っ

か
か

ら
ぬ

よ
う
、
壁

面
に

曲
げ

込
む

と
安

全
性

が
高

ま
る

。
 

４
 
トイ

レ
や

浴
室

な
ど

で
移

乗
、
上

下
移

動
の

際
に

使
用

さ
れ

る
手

す
り
の

直
径

は
、
細

め
の

2
8
〜

3
2
m

m
程

度
が

望
ま

し
い

。
 

５
 
廊

下
の

床
段

差
の

解
消

の
た

め
に

す
り
つ

け
板

を
設

置
す

る
際

、
通

行
時

に
姿

勢
が

不
安

定
に

な
り
が

ち
な

歩
行

器
や

多
点

杖
な

ど
を

使
用

す
る

人
が

い
る

場
合

は
十

分
な

検
討

が
必

要

で
あ

る
。
 

６
 
トイ

レ
や

浴
室

の
内

開
き

戸
は

、
中

で
人

が
倒

れ
た

場
合

に
救

援
が

困
難

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
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 ７
 
よ

い
姿

勢
を

保
つ

た
め

に
は

、
テ

ー
ブ

ル
の

天
板

（上
部

）と
い

す
の

座
面

の
差

が
2
7
～

3
0
cm

程
度

が
望

ま
し

い
 

８
 
グ

レ
ア

と
は

強
す

ぎ
る

輝
度

に
よ

り
、
眩

し
さ

、
見

え
方

の
低

下
や

不
快

感
が

生
じ

る
現

象
の

こ
と

で
あ

る
。
 

９
 
開

き
戸

に
比

べ
、
開

口
部

の
大

き
い

扉
の

例
と

し
て

、
引

き
戸

や
折

れ
戸

が
あ

る
。
 

1
0
 

加
齢

に
伴

う
水

晶
体

の
黄

濁
、

視
覚

機
能

の
低

下
に

よ
り
、

同
一

平
面

状
で

あ
っ

て
も

床
面

の
色

彩
の

違
い

や
仕

上
げ

の
違

い
に

よ
り
段

差
に

み
え

る
こ

と
が

あ
る

た
め

配
慮

が
必

要
で

あ

る
。
 

 ○
利

用
者
の
住

環
境

の
評

価
 

１
 
高

齢
者

の
家

庭
内

の
不

慮
の

事
故

に
よ

る
死

亡
者

数
が

最
も

多
い

の
は

、
「不

慮
の

溺
死

お
よ

び
溺

水
」で

あ
る

。
 

２
 
在

来
工

法
に

よ
る

木
造

住
宅

は
、
通

常
、
夏

に
過

ご
し

や
す

い
よ

う
に

つ
く
ら

れ
て

い
る

。
 

３
 
在

来
工

法
に

よ
る

木
造

住
宅

は
、
尺

貫
法

に
基

づ
き

3
尺

を
基

本
と

し
て

設
計

さ
れ

て
い

る
。
３
尺

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

廊
下

の
有

効
幅

員
は

最
大

で
7
8
0
m

m
で

あ
る

。
 

４
 
ヒ

ー
トシ

ョ
ッ

ク
は

室
内

の
温

度
差

の
大

き
く
な

り
や

す
い

冬
場

の
発

生
件

数
が

多
い

。
 

５
 

床
座

（
和

式
）
の

生
活

様
式

の
方

は
、

い
す

座
（
洋

式
）
の

生
活

様
式

と
比

較
す

る
と

立
ち

座
り
動

作
な

ど
に

伴
う

身
体

へ
の

負
担

が
大

き
い

。
一

方
、

い
す

座
の

生
活

は
移

動
の

難
し

い
家

具
が

多
く
な

る
た

め
部

屋
の

使
い

方
や

動
線

確
保

な
ど

に
配

慮
が

必
要

な
場

合
が

あ
る

。
 

 ○
利

用
者
が
自

立
生

活
を

送
る

た
め

の
疾

病
や

障
害
の

状
況

に
応

じ
た

住
環

境
の

課
題

と
対
策

 

１
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

患
者

の
住

環
境

整
備

で
は

、
移

動
補

助
、
転

倒
防

止
と

夜
間

の
排

泄
動

作
の

改
善

に
対

応
す

る
住

環
境

整
備

の
必

要
性

が
高

い
。
 

２
 
認

知
症

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、
安

全
が

確
保

で
き

る
住

環
境

、
B
P
S
D

に
対

応
す

る
住

環
境

、
安

心
で

き
る

住
環

境
づ

く
り
が

求
め

ら
れ

る
。
 

３
 

関
節

リ
ウ

マ
チ

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、

転
倒

を
防

ぐ
住

環
境

、
痛

み
を

悪
化

さ
せ

な
い

よ
う
な

室
内

環
境

の
調

整
の

ほ
か

、
関

節
に

負
担

を
か

け
な

い
よ

う
な

自
助

具
や

生
活

用
品

の
工

夫
を

組
み

合
わ

せ
た

住
環

境
整

備
が

求
め

ら
れ

る
。
 

４
 
脳

血
管

障
害

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、
移

動
レ

ベ
ル

の
程

度
や

注
意

障
害

の
有

無
な

ど
に

対
応

す
る

住
環

境
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

５
 

視
覚

障
害

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
に

は
、

床
に

も
の

を
置

か
な

い
こ

と
や

段
差

を
無

く
し

移
動

時
の

安
全

性
を

高
め

る
ほ

か
、

段
差

が
あ

る
場

所
、

ド
ア

ノ
ブ

や
鍵

穴
の

位
置

が
わ

か
り
や

す

い
よ

う
目

立
た

せ
る

工
夫

な
ど

が
あ

る
。
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 ９
 
介

護
用

（
電

動
）
ベ

ッ
ド
の

高
さ

を
調

整
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
利

用
者

の
立

ち
上

が
り
や

す
さ

、
車

い
す

な
ど

へ
の

移
乗

し
や

す
さ

、
介

助
者

の
中

腰
姿

勢
に

よ
る

介
護

負
担

を
軽

減
で

き
る

。
 

1
0
 
ベ

ッ
ド
の

背
上

げ
を

し
た

後
に

は
使

用
者

の
体

幹
を

前
傾

さ
せ

て
腹

胸
部

へ
の

圧
迫

を
除

去
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

1
1
 
ベ

ッ
ド
の

背
上

げ
を

す
る

前
に

脚
上

げ
を

し
て

臀
部

が
前

方
に

ず
れ

な
い

よ
う
に

角
度

を
調

節
す

る
こ

と
が

重
要

だ
が

、
こ

の
操

作
を

自
動

で
制

御
す

る
機

種
も

あ
る

。
 

 ○
そ

の
他
の
福

祉
用

具
に

関
す

る
基

礎
知

識
と

支
援
技

術
 

１
 
食

事
動

作
の

補
助

と
な

る
ス

プ
ー

ン
、
フ

ォ
ー

ク
、
箸

、
食

器
、
トレ

イ
に

は
多

く
の

自
助

具
が

販
売

さ
れ

て
お

り
、
利

用
者

の
状

態
に

合
せ

て
選

択
し

、
調

整
す

る
こ

と
が

必
要

な
と

き
も

あ
る

。
 

２
 

入
浴

動
作

を
安

全
に

補
助

す
る

た
め

の
福

祉
用

具
と

し
て

滑
り
止

め
マ

ッ
ト
、

浴
槽

用
手

す
り
、

入
浴

用
い

す
（
バ

ス
チ

ェ
ア

）
、

浴
槽

内
い

す
、

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

、
バ

ス
ボ

ー
ド
、

浴
槽

内
リ

フ
ト（

バ
ス

リ
フ

ト）
な

ど
が

あ
る

が
、
安

全
に

使
用

す
る

た
め

に
は

設
置

状
況

と
使

用
方

法
を

毎
回

確
認

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
便

器
へ

の
立

ち
座

り
が

困
難

な
場

合
、
昇

降
式

便
座

、
補

高
便

座
、
トイ

レ
用

手
す

り
な

ど
を

利
用

す
る

。
 

４
 
便

器
へ

の
移

乗
が

困
難

な
場

合
は

シ
ャ

ワ
ー

（ト
イ

レ
）
キ

ャ
リ
ー

や
床

走
行

式
ま

た
は

固
定

型
リ
フ

トを
使

用
す

る
。
 

５
 
ポ

ー
タ

ブ
ル

トイ
レ

に
は

様
々

な
種

類
が

あ
る

が
、
移

乗
の

し
や

す
さ

と
排

泄
物

の
処

理
の

し
や

す
さ

、
消

臭
機

能
な

ど
が

選
択

の
ポ

イ
ン

トに
な

る
。
 

６
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

機
器

は
視

覚
障

害
、

聴
覚

障
害

、
重

度
身

体
障

害
、

発
達

障
害

な
ど

に
よ

っ
て

様
々

な
製

品
が

開
発

さ
れ

、
多

く
は

補
装

具
と

日
常

生
活

用
具

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
。
 

７
 
重

度
身

体
障

害
者

を
対

象
と

し
た

意
思

伝
達

装
置

や
会

話
補

助
装

置
（Ｖ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）は

、
使

用
者

の
運

動
機

能
に

合
せ

て
適

切
な

入
力

装
置

や
ス

イ
ッ

チ
が

選
ば

れ
て

い
る

。
 

５
 
透

明
文

字
盤

や
様

々
な

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
を

書
い

た
ボ

ー
ド
で

重
度

障
害

者
や

発
達

障
害

者
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

６
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト
に

は
移

乗
支

援
、

移
動

支
援

、
排

泄
支

援
、

入
浴

支
援

、
見

守
り
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
機

能
訓

練
支

援
、

介
護

事
業

支
援

な
ど

分
野

で
研

究
開

発
中

で
あ

り
、

実
際

に
介

護
の

現
場

で
使

用
さ

れ
て

い
る

の
は

見
守

り
や

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
関

連
し

た
ロ

ボ
ッ

トで
あ

る
。
 

７
 
義

肢
装

具
に

は
下

肢
装

具
、
上

肢
装

具
、
体

幹
装

具
、
頚

椎
装

具
、
靴

型
装

具
が

あ
り
、
治

療
目

的
や

身
体

に
合

せ
て

正
し

く
装

着
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。
 

８
 
福

祉
車

両
に

は
車

い
す

リ
フ

ト装
備

車
、
ス

ロ
ー

プ
装

備
車

、
リ
フ

トア
ッ

プ
シ

ー
ト装

備
車

、
運

転
補

助
装

置
装

備
車

な
ど

が
あ

り
、
使

用
者

に
合

せ
て

選
択

さ
れ

る
。

 

 ○
生

活
及
び
介

護
場

面
に
応

じ
た

住
環

境
の

整
備
 

１
 
手

す
り
に

は
、
縦

手
す

り
と

横
手

す
り
が

あ
り
、
そ

れ
ぞ

れ
役

割
が

異
な

る
。
 

２
 
手

す
り
は

、
円

形
を

基
本

の
形

状
と

す
る

が
、
関

節
リ
ウ

マ
チ

な
ど

で
手

指
に

拘
縮

が
あ

る
人

が
使

用
す

る
場

合
、
上

側
が

平
た

い
形

状
の

方
が

使
い

や
す

い
場

合
も

あ
る

。
 

３
 
横

手
す

り
の

端
部

は
、
衣

服
が

引
っ

か
か

ら
ぬ

よ
う
、
壁

面
に

曲
げ

込
む

と
安

全
性

が
高

ま
る

。
 

４
 
トイ

レ
や

浴
室

な
ど

で
移

乗
、
上

下
移

動
の

際
に

使
用

さ
れ

る
手

す
り
の

直
径

は
、
細

め
の

2
8
〜

3
2
m

m
程

度
が

望
ま

し
い

。
 

５
 
廊

下
の

床
段

差
の

解
消

の
た

め
に

す
り
つ

け
板

を
設

置
す

る
際

、
通

行
時

に
姿

勢
が

不
安

定
に

な
り
が

ち
な

歩
行

器
や

多
点

杖
な

ど
を

使
用

す
る

人
が

い
る

場
合

は
十

分
な

検
討

が
必

要

で
あ

る
。
 

６
 
トイ

レ
や

浴
室

の
内

開
き

戸
は

、
中

で
人

が
倒

れ
た

場
合

に
救

援
が

困
難

に
な

る
場

合
が

あ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
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 ７
 
よ

い
姿

勢
を

保
つ

た
め

に
は

、
テ

ー
ブ

ル
の

天
板

（上
部

）と
い

す
の

座
面

の
差

が
2
7
～

3
0
cm

程
度

が
望

ま
し

い
 

８
 
グ

レ
ア

と
は

強
す

ぎ
る

輝
度

に
よ

り
、
眩

し
さ

、
見

え
方

の
低

下
や

不
快

感
が

生
じ

る
現

象
の

こ
と

で
あ

る
。
 

９
 
開

き
戸

に
比

べ
、
開

口
部

の
大

き
い

扉
の

例
と

し
て

、
引

き
戸

や
折

れ
戸

が
あ

る
。
 

1
0
 

加
齢

に
伴

う
水

晶
体

の
黄

濁
、

視
覚

機
能

の
低

下
に

よ
り
、

同
一

平
面

状
で

あ
っ

て
も

床
面

の
色

彩
の

違
い

や
仕

上
げ

の
違

い
に

よ
り
段

差
に

み
え

る
こ

と
が

あ
る

た
め

配
慮

が
必

要
で

あ

る
。
 

 ○
利

用
者
の
住

環
境

の
評

価
 

１
 
高

齢
者

の
家

庭
内

の
不

慮
の

事
故

に
よ

る
死

亡
者

数
が

最
も

多
い

の
は

、
「不

慮
の

溺
死

お
よ

び
溺

水
」で

あ
る

。
 

２
 
在

来
工

法
に

よ
る

木
造

住
宅

は
、
通

常
、
夏

に
過

ご
し

や
す

い
よ

う
に

つ
く
ら

れ
て

い
る

。
 

３
 
在

来
工

法
に

よ
る

木
造

住
宅

は
、
尺

貫
法

に
基

づ
き

3
尺

を
基

本
と

し
て

設
計

さ
れ

て
い

る
。
３
尺

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

廊
下

の
有

効
幅

員
は

最
大

で
7
8
0
m

m
で

あ
る

。
 

４
 
ヒ

ー
トシ

ョ
ッ

ク
は

室
内

の
温

度
差

の
大

き
く
な

り
や

す
い

冬
場

の
発

生
件

数
が

多
い

。
 

５
 

床
座

（
和

式
）
の

生
活

様
式

の
方

は
、

い
す

座
（
洋

式
）
の

生
活

様
式

と
比

較
す

る
と

立
ち

座
り
動

作
な

ど
に

伴
う

身
体

へ
の

負
担

が
大

き
い

。
一

方
、

い
す

座
の

生
活

は
移

動
の

難
し

い
家

具
が

多
く
な

る
た

め
部

屋
の

使
い

方
や

動
線

確
保

な
ど

に
配

慮
が

必
要

な
場

合
が

あ
る

。
 

 ○
利

用
者
が
自

立
生

活
を

送
る

た
め

の
疾

病
や

障
害
の

状
況

に
応

じ
た

住
環

境
の

課
題

と
対
策

 

１
 
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

患
者

の
住

環
境

整
備

で
は

、
移

動
補

助
、
転

倒
防

止
と

夜
間

の
排

泄
動

作
の

改
善

に
対

応
す

る
住

環
境

整
備

の
必

要
性

が
高

い
。
 

２
 
認

知
症

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、
安

全
が

確
保

で
き

る
住

環
境

、
B
P
S
D

に
対

応
す

る
住

環
境

、
安

心
で

き
る

住
環

境
づ

く
り
が

求
め

ら
れ

る
。
 

３
 

関
節

リ
ウ

マ
チ

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、

転
倒

を
防

ぐ
住

環
境

、
痛

み
を

悪
化

さ
せ

な
い

よ
う
な

室
内

環
境

の
調

整
の

ほ
か

、
関

節
に

負
担

を
か

け
な

い
よ

う
な

自
助

具
や

生
活

用
品

の
工

夫
を

組
み

合
わ

せ
た

住
環

境
整

備
が

求
め

ら
れ

る
。
 

４
 
脳

血
管

障
害

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
で

は
、
移

動
レ

ベ
ル

の
程

度
や

注
意

障
害

の
有

無
な

ど
に

対
応

す
る

住
環

境
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

５
 

視
覚

障
害

の
人

へ
の

住
環

境
整

備
に

は
、

床
に

も
の

を
置

か
な

い
こ

と
や

段
差

を
無

く
し

移
動

時
の

安
全

性
を

高
め

る
ほ

か
、

段
差

が
あ

る
場

所
、

ド
ア

ノ
ブ

や
鍵

穴
の

位
置

が
わ

か
り
や

す

い
よ

う
目

立
た

せ
る

工
夫

な
ど

が
あ

る
。
 

  

84

103



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
認

知
症

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
認

知
症

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

 Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
認

知
症

の
あ

る
人

が
地

域
に

お
い

て
自

立
し

た
生

活
を

営
め

る
よ

う
に

実
践

的
な

知
識

と
技

術
を

獲
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

他
の

介
護

職
へ

の
指

導
及

び
認

知
症

の
あ

る
人

を
取

り
巻

く
環

境
を

形
成

す
る

他
職

種
や

地
域

と
の

連
携

を
通

じ
て

支
援

し
て

い
け

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
認

知
症

に
関

す
る

生
活

支
援

に
必

要
な

医
療

的
知

識
を

習
得

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
認

知
症

の
生

活
支

援
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
認

知
症

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

④
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

、
政

策
等

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

⑤
認

知
症

の
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
を

理
解

し
、
よ

り
よ

い
対

応
が

で
き

る
。
 

⑥
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
等

か
ら

利
用

者
の

状
態

を
分

析
し

、
適

時
・適

切
な

ケ
ア

方
法

や
医

療
等

の
他

職
種

連
携

の
必

要
性

に
つ

い
て

判
断

で
き

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
認

知
症

の
人

の
心

理
や

身
体

機
能

、
社

会
的

側
面

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
の

人
を

中
心

に
据

え
、

本
人

や
家

族
、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

認
知

症
ケ

ア
に

つ
い

て
理

解
す

る
た

め
の

基
礎

的
な

知
識

は
習

得
す

る
が

、
実

践
的

な
知

識
・技

術
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

学
ん

だ
知

識
を

踏
ま

え
、
新

た
に

実
践

的
知

識
と

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

自
身

の
介

護
実

践
経

験
と

を
統

合
化

さ
せ

、
介

護
職

チ
ー

ム
を

指
導

で
き

る
よ

う
に

す
る

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
。
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

2 
  

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
 
認

知
症

に
つ

い
て

 
1
) 

認
知

症
の

病
態

生
理

と
臨

床
診

断
 

①
 脳

の
構

造
と

機
能

 

②
 認

知
症

の
疫

学
、
定

義
、
用

語
 

③
 認

知
症

の
経

過
に

応
じ

た
医

療
 

④
 認

知
症

の
症

候
 

⑤
 若

年
性

認
知

症
と

老
年

認
知

症
の

相
違

 

⑥
 認

知
症

の
臨

床
診

断
と

検
査

方
法

 

2
) 

認
知

症
を

き
た

す
疾

患
と

治
療

 
①

 認
知

機
能

障
害

に
関

連
す

る
薬

物
療

法
 

②
 認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
）に

関
連

す
る

薬
物

療
法

 

③
 
認

知
症

の
非

薬
物

療
法

（
認

知
症

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
リ
ア

リ
テ

ィ

－
・オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

） 

④
 
認

知
症

を
き

た
す

疾
患

・
病

態
の

特
徴

と
診

断
、

治
療

（
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

、
前

頭
側

頭
葉

変
性

症
、

血
管

性
認

知
症

） 

２
 

認
知

症
の

生
活

支
援

に
必

要
な

知
識

・

技
術

 

1
) 

認
知

症
の

発
症

か
ら

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応

し
た

症
状

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

①
 認

知
症

の
進

行
に

伴
う
症

状
の

変
化

と
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

②
 
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
求

め
ら

れ
る

生
活

リ
ズ

ム

回
復

の
た

め
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

2
) 

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
ケ

ア
 

①
 認

知
症

の
人

の
体

験
世

界
 

②
 パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
の

考
え

方
 

3
) 

生
活

・
療

養
環

境
に

求
め

ら
れ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト 

①
 認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
 

②
 生

活
・療

養
環

境
づ

く
り
の

た
め

の
原

理
・
原

則
 

85

104



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
認

知
症

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
認

知
症

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

 Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
認

知
症

の
あ

る
人

が
地

域
に

お
い

て
自

立
し

た
生

活
を

営
め

る
よ

う
に

実
践

的
な

知
識

と
技

術
を

獲
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

他
の

介
護

職
へ

の
指

導
及

び
認

知
症

の
あ

る
人

を
取

り
巻

く
環

境
を

形
成

す
る

他
職

種
や

地
域

と
の

連
携

を
通

じ
て

支
援

し
て

い
け

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
認

知
症

に
関

す
る

生
活

支
援

に
必

要
な

医
療

的
知

識
を

習
得

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
認

知
症

の
生

活
支

援
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
認

知
症

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

④
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

、
政

策
等

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

⑤
認

知
症

の
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
を

理
解

し
、
よ

り
よ

い
対

応
が

で
き

る
。
 

⑥
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
等

か
ら

利
用

者
の

状
態

を
分

析
し

、
適

時
・適

切
な

ケ
ア

方
法

や
医

療
等

の
他

職
種

連
携

の
必

要
性

に
つ

い
て

判
断

で
き

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
認

知
症

の
人

の
心

理
や

身
体

機
能

、
社

会
的

側
面

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
習

得
す

る
と

と
も

に
、

認
知

症
の

人
を

中
心

に
据

え
、

本
人

や
家

族
、
地

域
の

力
を

活
か

し
た

認
知

症
ケ

ア
に

つ
い

て
理

解
す

る
た

め
の

基
礎

的
な

知
識

は
習

得
す

る
が

、
実

践
的

な
知

識
・技

術
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
養

成
課

程
で

学
ん

だ
知

識
を

踏
ま

え
、
新

た
に

実
践

的
知

識
と

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

自
身

の
介

護
実

践
経

験
と

を
統

合
化

さ
せ

、
介

護
職

チ
ー

ム
を

指
導

で
き

る
よ

う
に

す
る

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
。
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

2 
  

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
 
認

知
症

に
つ

い
て

 
1
) 

認
知

症
の

病
態

生
理

と
臨

床
診

断
 

①
 脳

の
構

造
と

機
能

 

②
 認

知
症

の
疫

学
、
定

義
、
用

語
 

③
 認

知
症

の
経

過
に

応
じ

た
医

療
 

④
 認

知
症

の
症

候
 

⑤
 若

年
性

認
知

症
と

老
年

認
知

症
の

相
違

 

⑥
 認

知
症

の
臨

床
診

断
と

検
査

方
法

 

2
) 

認
知

症
を

き
た

す
疾

患
と

治
療

 
①

 認
知

機
能

障
害

に
関

連
す

る
薬

物
療

法
 

②
 認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
）に

関
連

す
る

薬
物

療
法

 

③
 
認

知
症

の
非

薬
物

療
法

（
認

知
症

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
リ
ア

リ
テ

ィ

－
・オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

） 

④
 
認

知
症

を
き

た
す

疾
患

・
病

態
の

特
徴

と
診

断
、

治
療

（
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

型
認

知
症

、
レ

ビ
ー

小
体

型
認

知
症

、
前

頭
側

頭
葉

変
性

症
、

血
管

性
認

知
症

） 

２
 

認
知

症
の

生
活

支
援

に
必

要
な

知
識

・

技
術

 

1
) 

認
知

症
の

発
症

か
ら

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応

し
た

症
状

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

①
 認

知
症

の
進

行
に

伴
う
症

状
の

変
化

と
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

②
 
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
求

め
ら

れ
る

生
活

リ
ズ

ム

回
復

の
た

め
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

2
) 

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
ケ

ア
 

①
 認

知
症

の
人

の
体

験
世

界
 

②
 パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
の

考
え

方
 

3
) 

生
活

・
療

養
環

境
に

求
め

ら
れ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト 

①
 認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
 

②
 生

活
・療

養
環

境
づ

く
り
の

た
め

の
原

理
・
原

則
 

86

105



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

3 
 

 
4
) 

認
知

症
の

人
の

生
活

機
能

に
焦

点
を

あ
て

た
ア

セ
ス

メ
ン

トと
ケ

ア
 

①
 疾

患
関

連
・身

体
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

②
 心

理
・言

語
側

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

③
 社

会
・文

化
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

④
 
６

つ
の

生
活

行
動

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（
活

動
、

休
息

、
食

事
、

排
泄

、
身

じ
た

く
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

） 

⑤
 
生

活
・
療

養
環

境
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
（
物

理
的

環
境

、
社

会
的

環
境

、

ケ
ア

・治
療

環
境

） 

⑥
 過

去
か

ら
現

在
の

そ
の

人
の

生
き

方
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

⑦
 統

合
的

ア
セ

ス
メ

ン
トに

よ
る

ケ
ア

の
立

案
 

⑧
 生

活
の

拡
充

に
向

け
た

支
援

の
実

際
 

5
) 

認
知

症
の

行
動

・
心

理
症

状
（
B
P
S
D
）
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

ケ
ア

 

①
 認

知
症

の
行

動
・
心

理
症

状
（
B
P
S
D
）
の

理
解

 

②
 ケ

ア
を

受
け

入
れ

て
も

ら
う
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
 

6
) 

認
知

症
の

人
の

家
族

支
援

 
①

 認
知

症
の

人
と

家
族

の
特

徴
 

②
 家

族
に

対
す

る
支

援
方

法
 

３
 
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

 
1
) 

認
知

症
の

人
と

家
族

を
支

え
る

た
め

の
諸

制
度

と
社

会
資

源
 

①
 認

知
症

施
策

推
進

総
合

戦
略

 

②
 地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

③
 介

護
保

険
制

度
 

④
 認

知
症

の
人

の
権

利
を

擁
護

す
る

た
め

の
制

度
と

社
会

資
源

 

⑤
 高

齢
者

虐
待

に
関

す
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑥
 高

齢
者

の
自

動
車

運
転

に
関

す
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑦
 災

害
時

に
お

け
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑧
 若

年
性

認
知

症
の

人
と

家
族

を
支

え
る

各
種

支
援

 

４
 
多

職
種

連
携

等
の

基
礎

的
な

知
識

 
1
) 

認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
組

織
内

外
の

連
携

 
①

 各
職

種
の

専
門

性
と

役
割

 

②
 多

職
種

と
の

協
働

・連
携

 

③
 他

機
関

と
の

連
携

、
社

会
資

源
の

活
用

方
法

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

4 
  

 
2
) 

認
知

症
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

トツ
ー

ル
 

①
 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
認

知
症

ア
セ

ス
メ

ン
ト
シ

ー
ト

（D
A
S
C
-
2
1
）の

活
用

方
法

 

②
 
Z
ar

it
 
介

護
負

担
尺

度
日

本
語

版
の

う
ち

８
項

目
（
Z
ar

it
 
B
ur

d
e
n 

In
te

rv
ie

w
：
J
-
Z
B
I_
8
）
の

活
用

方
法

 

③
 
認

知
症

行
動

障
害

尺
度

（
D
e
m

e
nt

ia
 
B
e
ha

v
io

r 
D
is

tu
rb

an
ce

 

S
ca

le
：D

B
D
1
3
）の

活
用

方
法

 

④
 改

訂
長

谷
川

式
簡

易
知

能
評

価
ス

ケ
ー

ル
（H

D
S
-
R
）の

活
用

方
法

 

3
) 

認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
情

報
共

有
 

①
 認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

観
察

・記
録

の
ポ

イ
ン

ト 

②
 多

職
種

連
携

の
た

め
の

情
報

共
有

の
ポ

イ
ン

ト 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

3 
 

 
4
) 

認
知

症
の

人
の

生
活

機
能

に
焦

点
を

あ
て

た
ア

セ
ス

メ
ン

トと
ケ

ア
 

①
 疾

患
関

連
・身

体
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

②
 心

理
・言

語
側

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

③
 社

会
・文

化
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

④
 
６

つ
の

生
活

行
動

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（
活

動
、

休
息

、
食

事
、

排
泄

、
身

じ
た

く
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

） 

⑤
 
生

活
・
療

養
環

境
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
（
物

理
的

環
境

、
社

会
的

環
境

、

ケ
ア

・治
療

環
境

） 

⑥
 過

去
か

ら
現

在
の

そ
の

人
の

生
き

方
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

⑦
 統

合
的

ア
セ

ス
メ

ン
トに

よ
る

ケ
ア

の
立

案
 

⑧
 生

活
の

拡
充

に
向

け
た

支
援

の
実

際
 

5
) 

認
知

症
の

行
動

・
心

理
症

状
（
B
P
S
D
）
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

ケ
ア

 

①
 認

知
症

の
行

動
・
心

理
症

状
（
B
P
S
D
）
の

理
解

 

②
 ケ

ア
を

受
け

入
れ

て
も

ら
う
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
 

6
) 

認
知

症
の

人
の

家
族

支
援

 
①

 認
知

症
の

人
と

家
族

の
特

徴
 

②
 家

族
に

対
す

る
支

援
方

法
 

３
 
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

 
1
) 

認
知

症
の

人
と

家
族

を
支

え
る

た
め

の
諸

制
度

と
社

会
資

源
 

①
 認

知
症

施
策

推
進

総
合

戦
略

 

②
 地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

③
 介

護
保

険
制

度
 

④
 認

知
症

の
人

の
権

利
を

擁
護

す
る

た
め

の
制

度
と

社
会

資
源

 

⑤
 高

齢
者

虐
待

に
関

す
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑥
 高

齢
者

の
自

動
車

運
転

に
関

す
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑦
 災

害
時

に
お

け
る

制
度

と
社

会
資

源
 

⑧
 若

年
性

認
知

症
の

人
と

家
族

を
支

え
る

各
種

支
援

 

４
 
多

職
種

連
携

等
の

基
礎

的
な

知
識

 
1
) 

認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
組

織
内

外
の

連
携

 
①

 各
職

種
の

専
門

性
と

役
割

 

②
 多

職
種

と
の

協
働

・連
携

 

③
 他

機
関

と
の

連
携

、
社

会
資

源
の

活
用

方
法

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

4 
  

 
2
) 

認
知

症
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

トツ
ー

ル
 

①
 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
認

知
症

ア
セ

ス
メ

ン
ト
シ

ー
ト

（D
A
S
C
-
2
1
）の

活
用

方
法

 

②
 
Z
ar

it
 
介

護
負

担
尺

度
日

本
語

版
の

う
ち

８
項

目
（
Z
ar

it
 
B
ur

d
e
n 

In
te

rv
ie

w
：
J
-
Z
B
I_
8
）
の

活
用

方
法

 

③
 
認

知
症

行
動

障
害

尺
度

（
D
e
m

e
nt

ia
 
B
e
ha

v
io

r 
D
is

tu
rb

an
ce

 

S
ca

le
：D

B
D
1
3
）の

活
用

方
法

 

④
 改

訂
長

谷
川

式
簡

易
知

能
評

価
ス

ケ
ー

ル
（H

D
S
-
R
）の

活
用

方
法

 

3
) 

認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
情

報
共

有
 

①
 認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

観
察

・記
録

の
ポ

イ
ン

ト 

②
 多

職
種

連
携

の
た

め
の

情
報

共
有

の
ポ

イ
ン

ト 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

5 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
 講

義
で

の
知

識
が

活
用

・
確

認
で

き
る

事
例

を
用

意
し

、
事

前
課

題
を

出
し

て
お

く
。
 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
介

護
職

に
向

け
て

、
認

知
症

ケ
ア

の
理

念
に

も
と

づ
き

、
必

要
な

知
識

と
実

践
と

が
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
い

て
い

る
か

、
事

例
を

通
じ

て
学

べ

る
ス

タ
イ

ル
の

テ
キ

ス
トは

み
ら

れ
な

い
。
そ

う
し

た
趣

旨
の

テ
キ

ス
トを

開
発

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。
 

 ＜
そ

の
他

の
受

講
者

向
け
基

本
文

献
＞
 

※
下

記
の

文
献

等
を

参
考

に
し

な
が

ら
講

師
が

資
料

や
レ

ジ
ュ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
。
 

○
日

本
神

経
学

会
＝

監
修

『認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

2
0
1
7
』医

学
書

院
、
2
0
1
7
 

○
日

本
看

護
協

会
＝

編
『
認

知
症

ケ
ア

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

』照
林

社
、
2
0
1
6
 

○
児

玉
桂

子
ほ

か
＝

編
『Ｐ

Ｅ
Ａ

Ｐ
に

も
と

づ
く
認

知
症

ケ
ア

の
た

め
の

施
設

環
境

づ
く
り
実

践
マ

ニ
ュ

ア
ル

』中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
0
 

○
山

川
み

や
え

ほ
か

＝
編

著
『
認

知
症

－
本

人
と

家
族

の
生

活
基

盤
を

固
め

る
多

職
種

連
携

』日
本

看
護

協
会

出
版

会
、
2
0
1
7
 

○
認

知
症

介
護

研
究

・研
修

セ
ン

タ
ー

＝
監

修
『認

知
症

介
護

実
践

者
研

修
標

準
テ

キ
ス

ト』
ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
認

知
症

介
護

研
究

・研
修

セ
ン

タ
ー

＝
編

集
『認

知
症

介
護

実
践

リ
ー

ダ
ー

研
修

標
準

テ
キ

ス
ト』

ワ
ー

ル
ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
水

野
裕

＝
著

『
実

践
パ

ー
ソ

ン
・
セ

ン
タ

ー
ド
・
ケ

ア
』
ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

2
0
0
8
 

○
日

本
認

知
症

ケ
ア

学
会

＝
編

『認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
社

会
資

源
〔改

訂
５
版

〕』
ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
中

島
健

二
ほ

か
＝

編
『
認

知
症

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

』
医

学
書

院
、

2
0
1
3
 

○
ジ

ェ
ー

ン
・キ

ャ
ッ

シ
ュ

ほ
か

＝
著

／
訓

覇
法

子
＝

訳
『認

知
症

ケ
ア

の
自

我
心

理
学

入
門

―
自

我
を

支
え

る
対

応
法

』ク
リ
エ

イ
ツ

か
も

が
わ

、
2
0
1
5
  

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

6 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
 
選

択
問

題
（
「習

得
す

べ
き

知
識

」か
ら

作
成

す
る

こ
と

が
可

能
） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
知

識
と

実
践

の
統

合
化

を
評

価
す

る
に

は
、

受
講

生
が

作
成

し
た

レ
ポ

ー
ト
が

必
要

と
な

る
。

レ
ポ

ー
ト
の

内
容

と
し

て
は

、
事

例
に

基
づ

き
、

「
課

題
」
「
支

援
の

目
標

」
「
支

援
の

内
容

・
方

法
」
を

書
か

せ
る

。
そ

の
な

か
に

、
①

医
療

、
②

介
護

、
③

心
理

・
社

会
、

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
、

⑤
本

人
視

点
の

う
ち

、
３

つ
以

上
の

視
点

が
入

っ
て

い
る

か
を

評
価

す
る

。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
認

知
症

に
関

す
る

生
活

支
援

に
必

要
な

医
療

的
知

識
を

習
得

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
認

知
症

の
生

活
支

援
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
認

知
症

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

④
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

、
政

策
等

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

⑤
認

知
症

の
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
を

理
解

し
、
よ

り
よ

い
対

応
が

で
き

る
。
 

⑥
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
等

か
ら

利
用

者
の

状
態

を
分

析
し

、
適

時
・適

切
な

ケ
ア

方
法

や
医

療
等

の
他

職
種

連
携

の
必

要
性

に
つ

い
て

判
断

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

○
心

理
的

支
援

の
知

識
・
技

術
（Ⅰ

類
）
 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、

医
学

的
知

識
や

社
会

制
度

な
ど

、
認

知
症

ケ
ア

に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
知

識
を

習
得

す
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

が
、

た
だ

知
識

を
習

得
す

る
だ

け
で

な
く
、
そ

う
し

た
知

識
を

活
か

し
、
認

知
症

の
人

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

適
切

に
ア

セ
ス

メ
ン

トし
て

、
そ

の
人

の
地

域
で

の
生

活
を

支
援

す
る

視
点

が
も

て
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
 
認

知
症

ケ
ア

の
基

本
理

念
を

理
解

し
た

う
え

で
、

地
域

で
生

じ
る

典
型

事
例

を
通

し
て

、
チ

ー
ム

ケ
ア

に
よ

っ
て

「
地

域
で

の
認

知
症

の
人

へ
の

生
活

支
援

」
を

実
現

し
て

い
く
具

体
的

な
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
 
認

知
症

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

な
か

で
多

職
種

と
の

連
携

に
お

い
て

共
有

で
き

る
知

識
を

増
や

す
と

と
も

に
、

生
活

支
援

の
た

め
の

医
療

的
知

識
の

活
用

を
提

案
・
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

5 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
 講

義
で

の
知

識
が

活
用

・確
認

で
き

る
事

例
を

用
意

し
、
事

前
課

題
を

出
し

て
お

く
。
 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
介

護
職

に
向

け
て

、
認

知
症

ケ
ア

の
理

念
に

も
と

づ
き

、
必

要
な

知
識

と
実

践
と

が
ど

の
よ

う
に

結
び

つ
い

て
い

る
か

、
事

例
を

通
じ

て
学

べ

る
ス

タ
イ

ル
の

テ
キ

ス
トは

み
ら

れ
な

い
。
そ

う
し

た
趣

旨
の

テ
キ

ス
トを

開
発

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。
 

 ＜
そ

の
他

の
受

講
者

向
け
基

本
文

献
＞

 

※
下

記
の

文
献

等
を

参
考

に
し

な
が

ら
講

師
が

資
料

や
レ

ジ
ュ

メ
を

作
成

す
る

と
よ

い
。
 

○
日

本
神

経
学

会
＝

監
修

『認
知

症
疾

患
診

療
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

2
0
1
7
』医

学
書

院
、
2
0
1
7
 

○
日

本
看

護
協

会
＝

編
『認

知
症

ケ
ア

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

』照
林

社
、
2
0
1
6
 

○
児

玉
桂

子
ほ

か
＝

編
『Ｐ

Ｅ
Ａ

Ｐ
に

も
と

づ
く
認

知
症

ケ
ア

の
た

め
の

施
設

環
境

づ
く
り
実

践
マ

ニ
ュ

ア
ル

』中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
0
 

○
山

川
み

や
え

ほ
か

＝
編

著
『認

知
症

－
本

人
と

家
族

の
生

活
基

盤
を

固
め

る
多

職
種

連
携

』日
本

看
護

協
会

出
版

会
、
2
0
1
7
 

○
認

知
症

介
護

研
究

・
研

修
セ

ン
タ

ー
＝

監
修

『認
知

症
介

護
実

践
者

研
修

標
準

テ
キ

ス
ト』

ワ
ー

ル
ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
認

知
症

介
護

研
究

・
研

修
セ

ン
タ

ー
＝

編
集

『認
知

症
介

護
実

践
リ
ー

ダ
ー

研
修

標
準

テ
キ

ス
ト』

ワ
ー

ル
ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
水

野
裕

＝
著

『
実

践
パ

ー
ソ

ン
・
セ

ン
タ

ー
ド
・
ケ

ア
』
ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

2
0
0
8
 

○
日

本
認

知
症

ケ
ア

学
会

＝
編

『認
知

症
ケ

ア
に

お
け

る
社

会
資

源
〔改

訂
５
版

〕』
ワ

ー
ル

ド
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
2
0
1
6
 

○
中

島
健

二
ほ

か
＝

編
『
認

知
症

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

』
医

学
書

院
、

2
0
1
3
 

○
ジ

ェ
ー

ン
・キ

ャ
ッ

シ
ュ

ほ
か

＝
著

／
訓

覇
法

子
＝

訳
『認

知
症

ケ
ア

の
自

我
心

理
学

入
門

―
自

我
を

支
え

る
対

応
法

』ク
リ
エ

イ
ツ

か
も

が
わ

、
2
0
1
5
  

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

6 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

○
正

誤
問

題
 
選

択
問

題
（「

習
得

す
べ

き
知

識
」か

ら
作

成
す

る
こ

と
が

可
能

） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
知

識
と

実
践

の
統

合
化

を
評

価
す

る
に

は
、

受
講

生
が

作
成

し
た

レ
ポ

ー
ト
が

必
要

と
な

る
。

レ
ポ

ー
ト
の

内
容

と
し

て
は

、
事

例
に

基
づ

き
、

「
課

題
」
「
支

援
の

目
標

」
「
支

援
の

内
容

・
方

法
」
を

書
か

せ
る

。
そ

の
な

か
に

、
①

医
療

、
②

介
護

、
③

心
理

・
社

会
、

④
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
、

⑤
本

人
視

点
の

う
ち

、
３

つ
以

上
の

視
点

が
入

っ
て

い
る

か
を

評
価

す
る

。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
認

知
症

に
関

す
る

生
活

支
援

に
必

要
な

医
療

的
知

識
を

習
得

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

②
認

知
症

の
生

活
支

援
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

習
得

し
、
実

践
で

き
る

。
 

③
認

知
症

に
お

け
る

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

④
認

知
症

支
援

に
関

す
る

社
会

制
度

、
政

策
等

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

⑤
認

知
症

の
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
を

理
解

し
、
よ

り
よ

い
対

応
が

で
き

る
。
 

⑥
症

状
や

使
用

し
て

い
る

薬
等

か
ら

利
用

者
の

状
態

を
分

析
し

、
適

時
・適

切
な

ケ
ア

方
法

や
医

療
等

の
他

職
種

連
携

の
必

要
性

に
つ

い
て

判
断

で
き

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅲ
（Ⅱ

類
） 

○
心

理
的

支
援

の
知

識
・
技

術
（Ⅰ

類
）
 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、

医
学

的
知

識
や

社
会

制
度

な
ど

、
認

知
症

ケ
ア

に
関

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
知

識
を

習
得

す
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

が
、

た
だ

知
識

を
習

得
す

る
だ

け
で

な
く
、
そ

う
し

た
知

識
を

活
か

し
、
認

知
症

の
人

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

適
切

に
ア

セ
ス

メ
ン

トし
て

、
そ

の
人

の
地

域
で

の
生

活
を

支
援

す
る

視
点

が
も

て
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
 
認

知
症

ケ
ア

の
基

本
理

念
を

理
解

し
た

う
え

で
、

地
域

で
生

じ
る

典
型

事
例

を
通

し
て

、
チ

ー
ム

ケ
ア

に
よ

っ
て

「
地

域
で

の
認

知
症

の
人

へ
の

生
活

支
援

」
を

実
現

し
て

い
く
具

体
的

な
方

法
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
 
認

知
症

の
基

礎
知

識
を

習
得

す
る

な
か

で
多

職
種

と
の

連
携

に
お

い
て

共
有

で
き

る
知

識
を

増
や

す
と

と
も

に
、

生
活

支
援

の
た

め
の

医
療

的
知

識
の

活
用

を
提

案
・
説

明
で

き
る

よ
う

に
す

る
。
 

 

90

109



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

7 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．
認

知
症

に
つ

い
て

 
○

認
知

症
の

病
態

生
理

と
臨

床
診

断
 

・
認

知
症

の
疫

学
、
定

義
、
用

語
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
認

知
症

で
認

め
ら

れ
る

認
知

機
能

障
害

お
よ

び
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状

（Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
認

知
症

や
類

似
し

た
精

神
神

経
疾

患
の

症
候

と
病

態
、
お

よ
び

検
査

方
法

に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

を
き

た
す

疾
患

と
治

療
 

・
認

知
症

治
療

の
概

要
と

、
非

薬
物

療
法

及
び

薬
物

療
法

に
つ

い
て

理
解

を

深
め

る
。

 

・
認

知
症

や
認

知
症

様
の

症
状

を
き

た
す

疾
患

の
特

徴
と

治
療

に
つ

い
て

理

解
を

深
め

る
。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

参
考

・
課

題
文

献
等

か
ら

課
題

学
習

（6
時

間
） 

６
時

間
 

２
．

認
知

症
の

生
活

支
援

に
必

要

な
知

識
・
技

術
 

○
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応
し

た
症

状
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応
し

、
認

知
症

の
人

が
継

続
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
で

き
る

。
 

○
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
 

・
認

知
所

の
人

を
全

人
的

に
と

ら
え

る
視

点
を

養
う
と

と
も

に
、
そ

の
人

の
健

康
と

尊
厳

あ
る

生
活

を
支

援
す

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

認
知

症
ケ

ア
の

専
門

性

と
役

割
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
生

活
・療

養
環

境
に

求
め

ら
れ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
の

意
味

を
理

解
し

た
う
え

で
、
認

知
症

の
特

性

を
踏

ま
え

た
生

活
・治

療
環

境
の

調
整

方
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

○
認

知
症

の
人

の
生

活
機

能
に

焦
点

を
あ

て
た

ア
セ

ス
メ

ン
トと

ケ
ア

 

・
認

知
症

の
人

の
生

活
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
誘

因
・要

因
を

分
析

し
、
生

活

機
能

の
維

持
・向

上
に

向
け

た
ケ

ア
計

画
を

立
案

す
る

。
 

・
生

活
機

能
に

焦
点

を
あ

て
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

下
記

事
前

課
題

作
成

 

 
（
１
時

間
） 

 ○
事

前
課

題
 

実
践

の
場

に
お

け
る

認
知

症

の
人

の
生

活
に

支
障

を
き

た

し
て

い
る

誘
因

・
要

因
を

分

析
し

、
生

活
機

能
の

維
持

・

向
上

に
向

け
た

ケ
ア

計
画

を

立
案

す
る

。
 

○
事

前
課

題
 

立
案

し
た

ケ
ア

計
画

を
基

に

実
践

し
た

内
容

と
結

果
、

評

価
に

つ
い

て
ま

と
め

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

8 
 

○
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（B

P
S
D
）の

ア
セ

ス
メ

ン
トと

ケ
ア

 

・
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（B

P
S
D
）を

悪
化

さ
せ

る
要

因
・誘

因
に

働
き

か

け
、
予

防
・緩

和
す

る
方

策
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

の
人

の
家

族
支

援
 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
に

対
す

る
支

援
の

方
策

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

４
時

間
 

３
．

認
知

症
支

援
に

関
す

る
社

会

制
度

 

○
認

知
症

の
人

と
家

族
を

支
え

る
た

め
の

諸
制

度
と

社
会

資
源

 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
を

支
え

る
た

め
の

諸
制

度
と

社
会

資
源

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

参
考

・
課

題
文

献
等

か
ら

課
題

学
習

（４
時

間
） 

５
時

間
 

４
．

多
職

種
連

携
等

の
基

礎
的

な

知
識

 

○
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

組
織

内
外

の
連

携
 

・
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

組
織

内
外

の
連

携
を

推
進

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

に
関

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
トツ

ー
ル

 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
を

把
握

す
る

う
え

で
必

要
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ツ

ー
ル

を
理

解
し

、
組

織
内

外
の

連
携

に
活

用
で

き
る

。
 

○
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

情
報

共
有

 

・
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

観
察

・
記

録
の

ポ
イ

ン
ト
を

理
解

し
た

う
え

で
、

認
知

症

の
人

が
継

続
し

た
生

活
を

送
れ

る
よ

う
に

情
報

共
有

が
で

き
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(1
) 

事
例

テ
ー

マ
➊

「
独

居
の

軽
度

認

知
症

高
齢

者
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（認

知
症

の
医

学
的

理
解

／
疾

患
別

、
ス

テ
ー

ジ
別

ア

プ
ロ

ー
チ

／
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
／

人
間

性
心

理
学

／
総

合
事

業
） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➊

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

7 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．
認

知
症

に
つ

い
て

 
○

認
知

症
の

病
態

生
理

と
臨

床
診

断
 

・
認

知
症

の
疫

学
、
定

義
、
用

語
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
認

知
症

で
認

め
ら

れ
る

認
知

機
能

障
害

お
よ

び
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状

（Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
）に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
認

知
症

や
類

似
し

た
精

神
神

経
疾

患
の

症
候

と
病

態
、
お

よ
び

検
査

方
法

に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

を
き

た
す

疾
患

と
治

療
 

・
認

知
症

治
療

の
概

要
と

、
非

薬
物

療
法

及
び

薬
物

療
法

に
つ

い
て

理
解

を

深
め

る
。

 

・
認

知
症

や
認

知
症

様
の

症
状

を
き

た
す

疾
患

の
特

徴
と

治
療

に
つ

い
て

理

解
を

深
め

る
。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

参
考

・
課

題
文

献
等

か
ら

課
題

学
習

（6
時

間
） 

６
時

間
 

２
．

認
知

症
の

生
活

支
援

に
必

要

な
知

識
・
技

術
 

○
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応
し

た
症

状
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
認

知
症

の
発

症
か

ら
エ

ン
ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

に
対

応
し

、
認

知
症

の
人

が
継

続
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
で

き
る

。
 

○
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
 

・
認

知
所

の
人

を
全

人
的

に
と

ら
え

る
視

点
を

養
う
と

と
も

に
、
そ

の
人

の
健

康
と

尊
厳

あ
る

生
活

を
支

援
す

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
る

認
知

症
ケ

ア
の

専
門

性

と
役

割
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
生

活
・療

養
環

境
に

求
め

ら
れ

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
の

意
味

を
理

解
し

た
う
え

で
、
認

知
症

の
特

性

を
踏

ま
え

た
生

活
・治

療
環

境
の

調
整

方
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

○
認

知
症

の
人

の
生

活
機

能
に

焦
点

を
あ

て
た

ア
セ

ス
メ

ン
トと

ケ
ア

 

・
認

知
症

の
人

の
生

活
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
誘

因
・要

因
を

分
析

し
、
生

活

機
能

の
維

持
・
向

上
に

向
け

た
ケ

ア
計

画
を

立
案

す
る

。
 

・
生

活
機

能
に

焦
点

を
あ

て
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

下
記

事
前

課
題

作
成

 

 
（
１
時

間
） 

 ○
事

前
課

題
 

実
践

の
場

に
お

け
る

認
知

症

の
人

の
生

活
に

支
障

を
き

た

し
て

い
る

誘
因

・
要

因
を

分

析
し

、
生

活
機

能
の

維
持

・

向
上

に
向

け
た

ケ
ア

計
画

を

立
案

す
る

。
 

○
事

前
課

題
 

立
案

し
た

ケ
ア

計
画

を
基

に

実
践

し
た

内
容

と
結

果
、

評

価
に

つ
い

て
ま

と
め

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

8 
 

○
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（B

P
S
D
）の

ア
セ

ス
メ

ン
トと

ケ
ア

 

・
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
（B

P
S
D
）を

悪
化

さ
せ

る
要

因
・誘

因
に

働
き

か

け
、
予

防
・緩

和
す

る
方

策
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

の
人

の
家

族
支

援
 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
に

対
す

る
支

援
の

方
策

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

４
時

間
 

３
．

認
知

症
支

援
に

関
す

る
社

会

制
度

 

○
認

知
症

の
人

と
家

族
を

支
え

る
た

め
の

諸
制

度
と

社
会

資
源

 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
を

支
え

る
た

め
の

諸
制

度
と

社
会

資
源

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
○

参
考

・
課

題
文

献
等

か
ら

課
題

学
習

（４
時

間
） 

５
時

間
 

４
．

多
職

種
連

携
等

の
基

礎
的

な

知
識

 

○
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

組
織

内
外

の
連

携
 

・
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

組
織

内
外

の
連

携
を

推
進

す
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

○
認

知
症

に
関

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
トツ

ー
ル

 

・
認

知
症

の
人

と
家

族
を

把
握

す
る

う
え

で
必

要
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ツ

ー
ル

を
理

解
し

、
組

織
内

外
の

連
携

に
活

用
で

き
る

。
 

○
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

情
報

共
有

 

・
認

知
症

ケ
ア

に
お

け
る

観
察

・
記

録
の

ポ
イ

ン
ト
を

理
解

し
た

う
え

で
、

認
知

症

の
人

が
継

続
し

た
生

活
を

送
れ

る
よ

う
に

情
報

共
有

が
で

き
る

。
 

講
師

作
成

資
料

 
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(1
) 

事
例

テ
ー

マ
➊

「
独

居
の

軽
度

認

知
症

高
齢

者
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（認

知
症

の
医

学
的

理
解

／
疾

患
別

、
ス

テ
ー

ジ
別

ア

プ
ロ

ー
チ

／
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
ケ

ア
／

人
間

性
心

理
学

／
総

合
事

業
） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➊

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

9 
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(2
) 

事
例

テ
ー

マ
➋

「
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

強
い

高
齢

者
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（B

P
S
D

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト／
環

境
調

整
／

行
動

理
論

に

基
づ

い
た

支
援

／
多

職
種

連
携

と
留

意
点

／
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

／

認
知

症
の

人
へ

の
生

活
支

援
の

専
門

性
） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➋

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(3
) 

事
例

テ
ー

マ
➌

「
介

護
負

担
感

が

強
い

家
族

」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（家

族
の

心
理

（ス
トレ

ス
・喪

失
と

悲
嘆

）／
地

域
に

お

け
る

家
族

支
援

の
た

め
の

社
会

資
源

（
認

知
症

カ
フ

ェ
、

家
族

介
護

者
支

援

事
業

な
ど

））
 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➌

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(4
) 

事
例

テ
ー

マ
➍

「多
職

種
連

携
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（
各

職
種

の
専

門
性

を
踏

ま
え

た
協

働
と

連
携

／
社

会
資

源
の

活
用

／
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

の
活

用
／

記
録

と
情

報
共

有
／

カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➍

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

10
 

 

１
時

間
 

知
識

と
実

践
の

統
合

 
○

全
体

の
振

り
返

り
 

・
本

科
目

で
習

得
し

た
知

識
が

実
践

で
ど

の
よ

う
に

活
か

せ
る

か
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
「地

域
に

お
い

て
認

知
症

の
人

を
ど

の
よ

う
に

支
援

す
る

か
」と

い
う
視

点
の

重

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

 
 

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

9 
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(2
) 

事
例

テ
ー

マ
➋

「
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

強
い

高
齢

者
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（B

P
S
D

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト／
環

境
調

整
／

行
動

理
論

に

基
づ

い
た

支
援

／
多

職
種

連
携

と
留

意
点

／
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

／

認
知

症
の

人
へ

の
生

活
支

援
の

専
門

性
） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➋

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(3
) 

事
例

テ
ー

マ
➌

「
介

護
負

担
感

が

強
い

家
族

」
 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（家

族
の

心
理

（ス
トレ

ス
・喪

失
と

悲
嘆

）／
地

域
に

お

け
る

家
族

支
援

の
た

め
の

社
会

資
源

（
認

知
症

カ
フ

ェ
、

家
族

介
護

者
支

援

事
業

な
ど

））
 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➌

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

２
時

間
 

事
例

学
習

(4
) 

事
例

テ
ー

マ
➍

「多
職

種
連

携
」 

○
事

例
紹

介
 

○
参

加
者

の
レ

ポ
ー

トの
発

表
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

 

・
課

題
の

抽
出

／
支

援
目

標
の

設
定

／
支

援
方

法
の

検
討

／
発

表
 

○
講

義
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
講

評
 

・
事

例
の

考
え

方
の

ポ
イ

ン
ト 

・
必

要
な

知
識

の
確

認
（
各

職
種

の
専

門
性

を
踏

ま
え

た
協

働
と

連
携

／
社

会
資

源
の

活
用

／
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ツ

ー
ル

の
活

用
／

記
録

と
情

報
共

有
／

カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

） 

○
事

例
と

ワ
ー

ク
シ

ー
トの

活
用

 

○
事

前
課

題
（１

時
間

） 

テ
ー

マ
➍

の
事

例
を

読
み

各

自
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を

行
い

、
そ

の
分

析

結
果

（
課

題
）
を

導
き

出
す

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
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１
時

間
 

知
識

と
実

践
の

統
合

 
○

全
体

の
振

り
返

り
 

・
本

科
目

で
習

得
し

た
知

識
が

実
践

で
ど

の
よ

う
に

活
か

せ
る

か
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

・
「地

域
に

お
い

て
認

知
症

の
人

を
ど

の
よ

う
に

支
援

す
る

か
」と

い
う
視

点
の

重

要
性

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
 

 
 

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
 

   
 

94

113



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
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 「認
知

症
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
認

知
症
に

つ
い

て
 

１
 

代
表

的
な

認
知

症
の

診
断

基
準

に
は

、
世

界
保

健
機

関
に

よ
る

国
際

疾
病

分
類

第
1
0

版
（
IC

D
-
1
0
）
や

米
国

国
立

老
化

研
究

所
/
A
lz
he

im
er

病
協

会
ワ

ー
ク

グ
ル

ー
プ

na
ti
o
na

l 

in
st

it
ut

e
 o

n 
A
g
in
g
-
A
lz
he

im
e
r’

s 
A
ss

o
ci

at
io

n 
w

o
rk

g
ro

up
(N

IA
-
A
A
)基

準
、

米
国

精
神

医
学

会
に

よ
る

精
神

疾
患

の
診

断
・統

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
５
版

（D
S
M

-
5
）が

あ
る

。
 

２
 
D
S
M

-
5

で
は

m
aj

o
r 

ne
ur

o
co

g
ni
ti
v
e
 d

is
o
rd

e
r〔

認
知

症
（
D
S
M

-
5
）
〕
、
m

ild
 n

e
ur

o
co

g
ni
ti
v
e
 d

is
o
rd

e
r〔

軽
度

認
知

障
害

（D
S
M

-
5
）〕

と
い

う
新

た
な

用
語

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い
る

。

ほ
か

に
、

su
b
je

ct
iv

e
 c

o
g
ni
ti
v
e
 i
m

pa
ir
m

e
nt

(S
C
I)
や

su
b
je

ct
iv

e
 c

o
g
ni
ti
v
e
 d

e
cl

in
e
(S

C
D
)と

い
う
用

語
な

ど
が

あ
る

。
 

３
 

認
知

症
の

経
過

は
、

原
因

疾
患

や
類

型
に

よ
っ

て
一

様
で

は
な

い
が

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
な

ど
比

較
的

緩
徐

に
進

行
す

る
変

性
疾

患
の

場
合

の
一

般
的

な
経

過
と

医
療

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
認

知
症

の
地

域
ケ

ア
に

お
け

る
役

割
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

認
知

症
の

医
療

に
は

、
認

知
症

そ
の

も
の

に
対

す
る

医
療

、
認

知
機

能
の

低
下

や
行

動
・
心

理
症

状
の

増
悪

要
因

と
な

る
心

身
状

態
の

改
善

を
図

る
た

め
の

医
療

、
認

知
症

の
人

が
罹

っ
た

一
般

的
な

身
体

疾
患

に
対

す
る

医
療

、
や

が
て

は
看

取
り
に

至
る

ま
で

の
全

人
的

医
療

な
ど

が
必

要
と

な
る

。
 

４
 
認

知
症

の
症

候
に

は
、
記

憶
、
言

語
、
視

空
間

認
知

な
ど

の
認

知
機

能
の

障
害

と
、
そ

れ
に

伴
う
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
be

ha
v
io

ra
l 
ps

y
ch

o
lo

g
ic

al
 s

y
m

pt
o
m

s 
o
f 

d
e
m

e
nt

ia
(Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
)か

ら
な

る
。
疾

患
ご

と
の

機
能

低
下

部
位

を
反

映
し

、
複

数
の

認
知

機
能

障
害

が
認

め
ら

れ
る

。
B
P
S
D

は
認

知
機

能
障

害
を

基
盤

に
、
身

体
的

要
因

、
環

境
的

要
因

、
心

理
的

要
因

な
ど

の
影

響
を

受
け

て
出

現
す

る
。
 

５
 

若
年

性
認

知
症

は
、

働
き

盛
り
の

年
齢

で
発

症
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
た

め
、

認
知

症
が

原
因

で
退

職
や

休
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

と
収

入
や

家
計

に
大

き
な

影
響

が
出

る
こ

と
に

な
る

。
ま

た
、

認
知

症
高

齢
者

の
介

護
が

配
偶

者
や

子
ど

も
な

ど
複

数
の

身
内

に
よ

っ
て

お
こ

な
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
の

に
対

し
、

若
年

性
認

知
症

の
場

合
は

配
偶

者
に

介
護

の
負

担
が

集
中

し
が

ち
に

な

る
。
B
P
S
D

の
出

現
頻

度
は

、
若

年
性

認
知

症
全

体
で

は
認

知
症

高
齢

者
と

同
じ

く
ら

い
で

、
約

2
/
3

で
あ

る
。
内

容
的

に
は

少
し

違
い

が
あ

り
、
高

齢
者

で
は

無
関

心
や

う
つ

が
多

い
の

に
比

べ
て

、
若

年
性

認
知

症
で

は
興

奮
が

最
も

多
い

。
 

６
 

認
知

機
能

検
査

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
特

徴
が

あ
り
優

れ
た

点
も

あ
れ

ば
限

界
も

あ
る

。
こ

の
こ

と
を

わ
き

ま
え

た
上

で
、

認
知

機
能

検
査

を
適

切
に

使
用

し
、

適
切

に
評

価
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
認

知
症

の
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う
の

か
、
重

症
度

判
定

を
行

う
の

か
、
薬

物
治

療
や

ケ
ア

の
効

果
判

定
に

用
い

る
の

か
な

ど
、
実

施
す

る
目

的
や

対
象

者
に

合
わ

せ
て

上
手

に
使

い

分
け

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
質

問
式

と
観

察
式

の
ア

セ
ス

メ
ン

トス
ケ

ー
ル

の
特

徴
は

以
下

の
と

お
り
で

あ
る

。
 

 
＜

質
問

式
＞

 

・
最

低
限

の
情

報
が

あ
れ

ば
実

施
可

能
 

・
本

人
の

み
で

あ
っ

て
も

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
 

・
本

人
が

協
力

的
で

な
け

れ
ば

実
施

で
き

な
い

 

・
著

し
い

視
聴

覚
障

害
が

あ
れ

ば
実

施
不

可
 

・
施

行
者

に
よ

る
ば

ら
つ

き
が

少
な

い
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
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・
在

宅
・入

院
/
入

所
を

問
わ

な
い

 

 
＜

観
察

式
＞

 

・
本

人
の

日
常

生
活

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
が

必
要

 

・
通

常
、
本

人
以

外
に

本
人

の
状

態
を

十
分

に
把

握
し

て
い

る
家

族
あ

る
い

は
介

護
/
看

護
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

情
報

が
必

要
 

・
本

人
が

拒
否

的
で

あ
っ

て
も

実
施

可
能

 

・
視

聴
覚

障
害

が
あ

っ
て

も
実

施
可

能
 

・
結

果
の

ば
ら

つ
き

を
少

な
く
す

る
た

め
に

は
一

定
の

訓
練

が
必

要
 

・
在

宅
で

は
適

当
な

観
察

項
目

で
あ

っ
て

も
入

院
/
入

所
で

は
不

適
当

な
場

合
が

あ
る

 

７
 
認

知
症

の
認

知
機

能
障

害
を

評
価

す
る

際
に

有
用

な
評

価
尺

度
と

し
て

、
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
に

は
M

in
i 
M

e
nt

al
 S

ta
te

 E
x
am

in
at

io
n(

M
M

S
E
)が

臨
床

及
び

研
究

に
お

い
て

国
際

的
に

も
広

く
用

い
ら

れ
て

い
る

。
評

価
の

対
象

、
目

的
、
環

境
な

ど
に

応
じ

て
必

要
な

検
査

を
追

加
し

、
個

々
の

背
景

や
状

態
を

勘
案

し
て

解
釈

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

８
 
1
9
7
4
 年

に
作

成
さ

れ
た

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

は
、
幅

広
く
臨

床
の

領
域

で
使

用
さ

れ
て

き
た

が
、
そ

の
後

質
問

項
目

と
採

点
基

準
等

の
見

直
し

が
行

わ
れ

、
1
9
9
1

年
に

改
訂

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

（
H
D
S
-
R
）
と

し
て

改
訂

さ
れ

た
。

改
訂

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

（
H
D
S
-
R
）
は

、
加

藤
ら

に
よ

っ
て

一
般

の
高

齢
者

か
ら

認
知

症
高

齢
者

を
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
を

目
的

に
作

成
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、
記

憶
を

中
心

と
し

た
高

齢
者

の
大

ま
か

な
認

知
機

能
障

害
の

有
無

を
と

ら
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
質

問
項

目
は

９
問

と
少

な
く
、
本

人
の

生
年

月
日

さ
え

確
認

で
き

れ
ば

お
よ

そ
５
分

～
1
0

分
程

度
で

施
行

で
き

る
。
 

９
 
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

評
価

と
し

て
N
e
ur

o
ps

y
ch

ia
tr

ic
 I

nv
e
nt

o
ry

(N
P
I)
が

、
A
D
L

の
評

価
尺

度
と

し
て

P
hy

si
ca

l 
S
e
lf
-
M

ai
nt

e
na

nc
e
 S

ca
le

(P
S
M

S
)が

、
全

般
的

重
症

度
の

評
価

と
し

て
C
lin

ic
al

 

D
e
m

e
nt

ia
 R

at
in
g
(C

D
R
)が

広
く
津

か
会

わ
れ

て
お

り
、
日

本
語

版
も

利
用

可
能

で
あ

る
。
 

1
0
 

A
lz
he

im
e
r

型
認

知
症

は
、

①
潜

行
性

に
発

症
し

、
緩

徐
に

進
行

す
る

、
②

近
時

記
憶

障
害

で
発

症
す

る
こ

と
が

多
い

、
③

進
行

に
伴

い
、

見
当

識
障

害
や

遂
行

機
能

障
害

、
視

空
間

障

害
が

加
わ

る
、

④
ア

パ
シ

ー
や

う
つ

症
状

な
ど

の
精

神
症

状
、

病
識

の
低

下
、

取
り
繕

い
反

応
と

い
っ

た
特

徴
的

な
対

人
行

動
が

み
ら

れ
る

、
⑤

初
老

期
発

症
例

で
は

、
失

語
症

状
や

視
空

間
障

害
、
視

空
間

障
害

、
遂

行
機

能
障

害
な

ど
の

記
憶

以
外

の
認

知
機

能
障

害
が

前
景

に
立

つ
こ

と
も

多
い

、
⑥

病
初

期
か

ら
著

明
な

局
所

神
経

症
候

を
認

め
る

こ
と

は
ま

れ
で

あ
る

。
 

1
1
 

認
知

症
の

治
療

は
認

知
機

能
の

改
善

と
生

活
の

質
qu

al
it
y
 
o
f 

lif
e
(Q

O
L
)向

上
を

目
的

と
し

て
、

薬
物

療
法

と
非

薬
物

療
法

を
組

み
合

わ
せ

て
行

う
。

認
知

症
の

行
動

・
心

理
症

状

b
e
ha

v
io

ra
l 
ps

y
ch

o
lo

g
ic

al
 s

y
m

pt
o
m

s 
o
f 

d
e
m

e
nt

ia
(B

P
S
D
)に

は
非

薬
物

療
法

を
薬

物
療

法
よ

り
優

先
的

に
行

う
こ

と
を

原
則

と
す

る
。
向

精
神

薬
を

使
用

す
る

場
合

は
、
有

害
事

象
と

投
薬

の
必

要
性

を
継

続
的

に
評

価
す

る
。
 

1
2
 
認

知
症

の
人

に
対

す
る

非
薬

物
療

法
に

は
、
認

知
機

能
訓

練
、
認

知
刺

激
、
運

動
療

法
、
回

想
法

、
音

楽
療

法
、
日

常
生

活
動

作
訓

練
な

ど
が

あ
る

。
 

1
3
 
A
lz
he

im
e
r

型
認

知
症

者
の

認
知

機
能

改
善

の
た

め
に

、
現

在
使

用
可

能
な

薬
剤

は
、
コ

ロ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

阻
害

薬
ch

o
lin

e
st

e
ra

se
 i

nh
ib

it
o
r(

C
hE

l)
の

ド
ネ

ペ
ジ

ル
、
ガ

ラ
ン

タ
ミ
ン

、

リ
バ

ス
チ

グ
ミ
ン

の
３
種

類
と

Ｎ
Ｍ

Ｄ
Ａ

受
容

体
拮

抗
薬

メ
マ

ン
チ

ン
で

あ
る

。
い

ず
れ

も
有

効
性

を
示

す
科

学
的

根
拠

が
あ

り
、
使

用
す

る
よ

う
に

勧
め

ら
れ

る
。
 

1
4
 
L
e
w

y
小

体
型

認
知

症
に

対
す

る
治

療
方

針
と

し
て

は
、
さ

ま
ざ

ま
な

臨
床

症
状

に
対

す
る

対
症

的
治

療
を

計
画

す
る

。
そ

れ
に

は
薬

物
療

法
と

非
薬

物
療

法
が

含
ま

れ
る

。
 

1
5
 
前

頭
側

頭
葉

変
性

症
の

行
動

障
害

を
改

善
す

る
目

的
で

選
択

的
セ

ロ
トニ

ン
再

取
り
込

み
阻

害
薬

se
le

ct
iv

e
 s

e
ro

to
ni
n 

re
up

ta
k
e
 i
nh

ib
it
o
r(

S
S
R
I)
の

使
用

が
推

奨
さ

れ
る

（適
応

外
）。

 

1
6
 
血

管
性

認
知

症
の

認
知

機
能

障
害

の
治

療
に

は
、

コ
リ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

阻
害

薬
で

あ
る

ド
ネ

ペ
ジ

ル
、

ガ
ラ

ン
タ

ミ
ン

、
リ
バ

ス
チ

グ
ミ
ン

、
お

よ
び

N
-
m

e
th

y
l-

D
-
as

pa
rt

at
e
(Ｎ

Ｍ
Ｄ

Ａ
)受

95

114



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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携
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 「認
知

症
の

あ
る

人
へ

の
生

活
支

援
・連

携
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
認

知
症
に

つ
い

て
 

１
 

代
表

的
な

認
知

症
の

診
断

基
準

に
は

、
世

界
保

健
機

関
に

よ
る

国
際

疾
病

分
類

第
1
0

版
（
IC

D
-
1
0
）
や

米
国

国
立

老
化

研
究

所
/
A
lz
he

im
er

病
協

会
ワ

ー
ク

グ
ル

ー
プ

na
ti
o
na

l 

in
st

it
ut

e
 o

n 
A
g
in
g
-
A
lz
he

im
e
r’

s 
A
ss

o
ci

at
io

n 
w

o
rk

g
ro

up
(N

IA
-
A
A
)基

準
、

米
国

精
神

医
学

会
に

よ
る

精
神

疾
患

の
診

断
・統

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

第
５
版

（D
S
M

-
5
）が

あ
る

。
 

２
 
D
S
M

-
5

で
は

m
aj

o
r 

ne
ur

o
co

g
ni
ti
v
e
 d

is
o
rd

e
r〔

認
知

症
（
D
S
M

-
5
）
〕
、
m

ild
 n

e
ur

o
co

g
ni
ti
v
e
 d

is
o
rd

e
r〔

軽
度

認
知

障
害

（D
S
M

-
5
）〕

と
い

う
新

た
な

用
語

が
取

り
入

れ
ら

れ
て

い
る

。

ほ
か

に
、

su
b
je

ct
iv

e
 c

o
g
ni
ti
v
e
 i
m

pa
ir
m

e
nt

(S
C
I)
や

su
b
je

ct
iv

e
 c

o
g
ni
ti
v
e
 d

e
cl

in
e
(S

C
D
)と

い
う
用

語
な

ど
が

あ
る

。
 

３
 

認
知

症
の

経
過

は
、

原
因

疾
患

や
類

型
に

よ
っ

て
一

様
で

は
な

い
が

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
な

ど
比

較
的

緩
徐

に
進

行
す

る
変

性
疾

患
の

場
合

の
一

般
的

な
経

過
と

医
療

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
認

知
症

の
地

域
ケ

ア
に

お
け

る
役

割
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

認
知

症
の

医
療

に
は

、
認

知
症

そ
の

も
の

に
対

す
る

医
療

、
認

知
機

能
の

低
下

や
行

動
・
心

理
症

状
の

増
悪

要
因

と
な

る
心

身
状

態
の

改
善

を
図

る
た

め
の

医
療

、
認

知
症

の
人

が
罹

っ
た

一
般

的
な

身
体

疾
患

に
対

す
る

医
療

、
や

が
て

は
看

取
り
に

至
る

ま
で

の
全

人
的

医
療

な
ど

が
必

要
と

な
る

。
 

４
 
認

知
症

の
症

候
に

は
、
記

憶
、
言

語
、
視

空
間

認
知

な
ど

の
認

知
機

能
の

障
害

と
、
そ

れ
に

伴
う
認

知
症

の
行

動
・心

理
症

状
be

ha
v
io

ra
l 
ps

y
ch

o
lo

g
ic

al
 s

y
m

pt
o
m

s 
o
f 

d
e
m

e
nt

ia
(Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
)か

ら
な

る
。
疾

患
ご

と
の

機
能

低
下

部
位

を
反

映
し

、
複

数
の

認
知

機
能

障
害

が
認

め
ら

れ
る

。
B
P
S
D

は
認

知
機

能
障

害
を

基
盤

に
、
身

体
的

要
因

、
環

境
的

要
因

、
心

理
的

要
因

な
ど

の
影

響
を

受
け

て
出

現
す

る
。
 

５
 

若
年

性
認

知
症

は
、

働
き

盛
り
の

年
齢

で
発

症
す

る
ケ

ー
ス

が
多

い
た

め
、

認
知

症
が

原
因

で
退

職
や

休
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
る

と
収

入
や

家
計

に
大

き
な

影
響

が
出

る
こ

と
に

な
る

。
ま

た
、

認
知

症
高

齢
者

の
介

護
が

配
偶

者
や

子
ど

も
な

ど
複

数
の

身
内

に
よ

っ
て

お
こ

な
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
の

に
対

し
、

若
年

性
認

知
症

の
場

合
は

配
偶

者
に

介
護

の
負

担
が

集
中

し
が

ち
に

な

る
。
B
P
S
D

の
出

現
頻

度
は

、
若

年
性

認
知

症
全

体
で

は
認

知
症

高
齢

者
と

同
じ

く
ら

い
で

、
約

2
/
3

で
あ

る
。
内

容
的

に
は

少
し

違
い

が
あ

り
、
高

齢
者

で
は

無
関

心
や

う
つ

が
多

い
の

に
比

べ
て

、
若

年
性

認
知

症
で

は
興

奮
が

最
も

多
い

。
 

６
 

認
知

機
能

検
査

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
特

徴
が

あ
り
優

れ
た

点
も

あ
れ

ば
限

界
も

あ
る

。
こ

の
こ

と
を

わ
き

ま
え

た
上

で
、

認
知

機
能

検
査

を
適

切
に

使
用

し
、

適
切

に
評

価
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
認

知
症

の
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
う
の

か
、
重

症
度

判
定

を
行

う
の

か
、
薬

物
治

療
や

ケ
ア

の
効

果
判

定
に

用
い

る
の

か
な

ど
、
実

施
す

る
目

的
や

対
象

者
に

合
わ

せ
て

上
手

に
使

い

分
け

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
質

問
式

と
観

察
式

の
ア

セ
ス

メ
ン

トス
ケ

ー
ル

の
特

徴
は

以
下

の
と

お
り
で

あ
る

。
 

 
＜

質
問

式
＞

 

・
最

低
限

の
情

報
が

あ
れ

ば
実

施
可

能
 

・
本

人
の

み
で

あ
っ

て
も

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
 

・
本

人
が

協
力

的
で

な
け

れ
ば

実
施

で
き

な
い

 

・
著

し
い

視
聴

覚
障

害
が

あ
れ

ば
実

施
不

可
 

・
施

行
者

に
よ

る
ば

ら
つ

き
が

少
な

い
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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・
在

宅
・入

院
/
入

所
を

問
わ

な
い

 

 
＜

観
察

式
＞

 

・
本

人
の

日
常

生
活

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
が

必
要

 

・
通

常
、
本

人
以

外
に

本
人

の
状

態
を

十
分

に
把

握
し

て
い

る
家

族
あ

る
い

は
介

護
/
看

護
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

情
報

が
必

要
 

・
本

人
が

拒
否

的
で

あ
っ

て
も

実
施

可
能

 

・
視

聴
覚

障
害

が
あ

っ
て

も
実

施
可

能
 

・
結

果
の

ば
ら

つ
き

を
少

な
く
す

る
た

め
に

は
一

定
の

訓
練

が
必

要
 

・
在

宅
で

は
適

当
な

観
察

項
目

で
あ

っ
て

も
入

院
/
入

所
で

は
不

適
当

な
場

合
が

あ
る

 

７
 
認

知
症

の
認

知
機

能
障

害
を

評
価

す
る

際
に

有
用

な
評

価
尺

度
と

し
て

、
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
に

は
M

in
i 
M

e
nt

al
 S

ta
te

 E
x
am

in
at

io
n(

M
M

S
E
)が

臨
床

及
び

研
究

に
お

い
て

国
際

的
に

も
広

く
用

い
ら

れ
て

い
る

。
評

価
の

対
象

、
目

的
、
環

境
な

ど
に

応
じ

て
必

要
な

検
査

を
追

加
し

、
個

々
の

背
景

や
状

態
を

勘
案

し
て

解
釈

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

８
 
1
9
7
4
 年

に
作

成
さ

れ
た

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

は
、
幅

広
く
臨

床
の

領
域

で
使

用
さ

れ
て

き
た

が
、
そ

の
後

質
問

項
目

と
採

点
基

準
等

の
見

直
し

が
行

わ
れ

、
1
9
9
1

年
に

改
訂

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

（
H
D
S
-
R
）
と

し
て

改
訂

さ
れ

た
。

改
訂

長
谷

川
式

簡
易

知
能

評
価

ス
ケ

ー
ル

（
H
D
S
-
R
）
は

、
加

藤
ら

に
よ

っ
て

一
般

の
高

齢
者

か
ら

認
知

症
高

齢
者

を
ス

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
す

る
こ

と
を

目
的

に
作

成
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、
記

憶
を

中
心

と
し

た
高

齢
者

の
大

ま
か

な
認

知
機

能
障

害
の

有
無

を
と

ら
え

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
質

問
項

目
は

９
問

と
少

な
く
、
本

人
の

生
年

月
日

さ
え

確
認

で
き

れ
ば

お
よ

そ
５
分

～
1
0

分
程

度
で

施
行

で
き

る
。
 

９
 
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

評
価

と
し

て
N
e
ur

o
ps

y
ch

ia
tr

ic
 I

nv
e
nt

o
ry

(N
P
I)
が

、
A
D
L

の
評

価
尺

度
と

し
て

P
hy

si
ca

l 
S
e
lf
-
M

ai
nt

e
na

nc
e
 S

ca
le

(P
S
M

S
)が

、
全

般
的

重
症

度
の

評
価

と
し

て
C
lin

ic
al

 

D
e
m

e
nt

ia
 R

at
in
g
(C

D
R
)が

広
く
津

か
会

わ
れ

て
お

り
、
日

本
語

版
も

利
用

可
能

で
あ

る
。
 

1
0
 

A
lz
he

im
e
r

型
認

知
症

は
、

①
潜

行
性

に
発

症
し

、
緩

徐
に

進
行

す
る

、
②

近
時

記
憶

障
害

で
発

症
す

る
こ

と
が

多
い

、
③

進
行

に
伴

い
、

見
当

識
障

害
や

遂
行

機
能

障
害

、
視

空
間

障

害
が

加
わ

る
、

④
ア

パ
シ

ー
や

う
つ

症
状

な
ど

の
精

神
症

状
、

病
識

の
低

下
、

取
り
繕

い
反

応
と

い
っ

た
特

徴
的

な
対

人
行

動
が

み
ら

れ
る

、
⑤

初
老

期
発

症
例

で
は

、
失

語
症

状
や

視
空

間
障

害
、
視

空
間

障
害

、
遂

行
機

能
障

害
な

ど
の

記
憶

以
外

の
認

知
機

能
障

害
が

前
景

に
立

つ
こ

と
も

多
い

、
⑥

病
初

期
か

ら
著

明
な

局
所

神
経

症
候

を
認

め
る

こ
と

は
ま

れ
で

あ
る

。
 

1
1
 

認
知

症
の

治
療

は
認

知
機

能
の

改
善

と
生

活
の

質
qu

al
it
y
 
o
f 

lif
e
(Q

O
L
)向

上
を

目
的

と
し

て
、

薬
物

療
法

と
非

薬
物

療
法

を
組

み
合

わ
せ

て
行

う
。

認
知

症
の

行
動

・
心

理
症

状

b
e
ha

v
io

ra
l 
ps

y
ch

o
lo

g
ic

al
 s

y
m

pt
o
m

s 
o
f 

d
e
m

e
nt

ia
(B

P
S
D
)に

は
非

薬
物

療
法

を
薬

物
療

法
よ

り
優

先
的

に
行

う
こ

と
を

原
則

と
す

る
。
向

精
神

薬
を

使
用

す
る

場
合

は
、
有

害
事

象
と

投
薬

の
必

要
性

を
継

続
的

に
評

価
す

る
。
 

1
2
 
認

知
症

の
人

に
対

す
る

非
薬

物
療

法
に

は
、
認

知
機

能
訓

練
、
認

知
刺

激
、
運

動
療

法
、
回

想
法

、
音

楽
療

法
、
日

常
生

活
動

作
訓

練
な

ど
が

あ
る

。
 

1
3
 
A
lz
he

im
e
r

型
認

知
症

者
の

認
知

機
能

改
善

の
た

め
に

、
現

在
使

用
可

能
な

薬
剤

は
、
コ

ロ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

阻
害

薬
ch

o
lin

e
st

e
ra

se
 i

nh
ib

it
o
r(

C
hE

l)
の

ド
ネ

ペ
ジ

ル
、
ガ

ラ
ン

タ
ミ
ン

、

リ
バ

ス
チ

グ
ミ
ン

の
３
種

類
と

Ｎ
Ｍ

Ｄ
Ａ

受
容

体
拮

抗
薬

メ
マ

ン
チ

ン
で

あ
る

。
い

ず
れ

も
有

効
性

を
示

す
科

学
的

根
拠

が
あ

り
、
使

用
す

る
よ

う
に

勧
め

ら
れ

る
。
 

1
4
 
L
e
w

y
小

体
型

認
知

症
に

対
す

る
治

療
方

針
と

し
て

は
、
さ

ま
ざ

ま
な

臨
床

症
状

に
対

す
る

対
症

的
治

療
を

計
画

す
る

。
そ

れ
に

は
薬

物
療

法
と

非
薬

物
療

法
が

含
ま

れ
る

。
 

1
5
 
前

頭
側

頭
葉

変
性

症
の

行
動

障
害

を
改

善
す

る
目

的
で

選
択

的
セ

ロ
トニ

ン
再

取
り
込

み
阻

害
薬

se
le

ct
iv

e
 s

e
ro

to
ni
n 

re
up

ta
k
e
 i
nh

ib
it
o
r(

S
S
R
I)
の

使
用

が
推

奨
さ

れ
る

（適
応

外
）。

 

1
6
 
血

管
性

認
知

症
の

認
知

機
能

障
害

の
治

療
に

は
、

コ
リ
ン

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

阻
害

薬
で

あ
る

ド
ネ

ペ
ジ

ル
、

ガ
ラ

ン
タ

ミ
ン

、
リ
バ

ス
チ

グ
ミ
ン

、
お

よ
び

N
-
m

e
th

y
l-

D
-
as

pa
rt

at
e
(Ｎ

Ｍ
Ｄ

Ａ
)受

96

115



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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容
体

拮
抗

薬
で

あ
る

メ
マ

ン
チ

ン
の

投
与

が
勧

め
ら

れ
る

（適
応

外
）。

 

1
7
 

認
知

症
の

人
に

行
動

・
心

理
症

状
が

出
現

し
た

場
合

は
、

ま
ず

そ
の

発
現

に
関

連
す

る
因

子
や

増
悪

・
改

善
要

因
を

評
価

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

行
動

・
心

理
症

状
が

高
度

で
認

知
症

の
人

や
周

囲
に

危
害

が
及

ぶ
危

険
性

が
あ

る
場

合
は

薬
物

療
法

を
考

慮
す

る
。

抗
精

神
病

薬
を

投
与

す
る

場
合

、
薬

物
治

療
の

利
点

と
危

険
性

の
検

討
を

十
分

に
行

う
こ

と
、

認
知

機
能

や
標

的
症

状
の

定
期

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
、
薬

物
用

量
は

少
量

よ
り
開

始
す

る
こ

と
、
期

間
を

限
定

し
定

期
的

（3
か

月
ご

と
等

）に
治

療
を

見
直

す
こ

と
に

注
意

す
る

。
特

に
レ

ビ
ー

小
体

型

認
知

症
は

錐
体

外
路

症
状

を
含

め
た

薬
物

過
敏

反
応

に
注

意
す

る
。
 

1
8
 

抗
精

神
病

薬
で

は
過

鎮
静

、
低

血
圧

、
脱

力
に

よ
る

転
倒

が
多

く
、

便
秘

や
口

渇
も

起
き

や
す

く
、

悪
性

症
候

群
も

生
ず

る
。

死
亡

率
の

上
昇

、
リ
ス

ペ
リ
ド
ン

に
よ

る
錐

体
外

路
系

の
有

害

事
象

、
オ

ラ
ン

ザ
ピ

ン
や

ク
エ

チ
ア

ピ
ン

な
ど

に
よ

る
体

重
増

加
、
血

糖
値

上
昇

と
の

関
連

等
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。
 

1
9
 

抗
う

つ
薬

の
選

択
的

セ
ロ

ト
ニ

ン
再

取
り
込

み
阻

害
薬

（
S
S
R
I）

や
セ

ロ
ト
ニ

ン
・
ノ
ル

エ
ピ

ネ
フ

リ
ン

再
取

り
込

み
阻

害
剤

（
S
N
R
I）

で
は

消
火

器
症

状
と

し
て

吐
き

気
や

軟
便

が
み

ら
れ

、
稀

に

セ
ロ

トニ
ン

症
候

群
も

生
ず

る
。
 

2
0
 

主
と

し
て

ベ
ン

ゾ
ジ

ア
ゼ

ピ
ン

系
薬

物
で

あ
る

抗
不

安
薬

や
睡

眠
導

入
剤

で
は

転
倒

、
誤

嚥
、

嚥
下

障
害

、
日

中
の

眠
気

、
呼

吸
抑

制
等

が
み

ら
れ

る
。

高
齢

者
や

認
知

症
の

人
の

薬
物

療
法

は
十

分
に

注
意

す
べ

き
で

あ
る

。
 

2
1
 

せ
ん

妄
は

、
身

体
疾

患
や

外
傷

、
薬

物
、

手
術

、
心

理
的

ス
ト
レ

ス
、

環
境

の
変

化
な

ど
が

引
き

金
と

な
っ

て
一

時
的

に
意

識
が

曇
り
、

記
憶

障
害

や
見

当
識

障
害

が
起

こ
っ

た
状

態
で

、

幻
覚

や
妄

想
、

行
動

障
害

を
呈

す
る

こ
と

が
あ

る
。

認
知

症
と

類
似

し
た

症
状

を
呈

す
る

た
め

、
認

知
症

と
最

も
間

違
わ

れ
や

す
い

病
態

だ
が

、
せ

ん
妄

の
発

症
は

急
激

で
、

症
状

が
一

日
の

中
で

も
動

揺
し

可
塑

性
で

あ
る

と
い

う
特

徴
を

も
つ

。
せ

ん
妄

症
状

は
適

切
な

治
療

と
ケ

ア
に

よ
り
消

失
す

る
が

、
ひ

と
目

で
せ

ん
妄

と
認

知
症

を
区

別
す

る
こ

と
は

難
し

い
が

、
認

知
症

と
せ

ん

妄
の

臨
床

病
態

の
違

い
を

理
解

し
、
高

齢
者

に
現

れ
て

い
る

症
状

や
発

症
経

過
を

よ
く
観

察
し

て
見

極
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
認

知
症
の
生

活
支

援
に

必
要

な
知
識
・

技
術
 

１
 
認

知
症

の
人

た
ち

が
暮

ら
し

の
場

で
ど

の
よ

う
な

不
自

由
を

感
じ

て
い

る
の

か
、
ど

の
よ

う
な

思
い

を
持

っ
て

い
る

の
か

を
理

解
す

る
た

め
に

は
、

認
知

症
の

人
た

ち
自

身
の

声
に

耳
を

傾
け

、
認

知
症

の
人

た
ち

の
言

葉
と

行
動

に
き

め
細

や
か

に
心

を
配

り
な

が
ら

寄
り
添

い
、
そ

し
て

想
像

力
を

働
か

せ
、
“そ

の
人

”と
の

か
か

わ
り
を

検
証

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
 

２
 
パ

ー
ソ

ン
･セ

ン
タ

ー
ド
･ケ

ア
は

、
認

知
症

を
も

つ
人

を
一

人
の

“人
”と

し
て

尊
重

し
、

そ
の

人
の

視
点

や
立

場
に

立
っ

て
理

解
し

、
ケ

ア
を

行
お

う
と

す
る

認
知

症
ケ

ア
の

考
え

方
で

あ
る

。
こ

の

考
え

方
を

提
唱

し
た

英
国

の
故

トム
・キ

ッ
トウ

ッ
ド
は

、
当

時
の

業
務

中
心

の
ケ

ア
に

対
し

て
、
人

中
心

の
ケ

ア
の

重
要

性
を

主
張

し
、
世

界
的

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

。
 

３
 

当
事

者
本

位
に

お
け

る
ケ

ア
提

供
者

側
の

立
ち

位
置

は
、

「
本

来
的

に
は

人
間

は
、

自
分

以
外

の
何

者
に

も
な

れ
な

い
」
で

あ
る

か
ら

、
「
こ

の
人

の
抱

え
て

い
る

受
苦

は
、

こ
の

人
な

り
の

や
り

方
で

努
力

す
る

力
を

内
在

さ
せ

て
い

る
」と

い
う
理

念
を

中
心

に
お

い
て

、
不

確
実

で
あ

い
ま

い
な

環
境

世
界

に
あ

る
数

々
の

リ
ス

ク
を

取
り
除

き
な

が
ら

伴
奏

す
る

と
こ

ろ
の

支
援

に
あ

る
。
 

４
 

認
知

症
初

期
（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

４
ス

テ
ー

ジ
；
中

等
度

の
認

知
機

能
低

下
（
臨

床
診

断
は

軽
度

）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
軽

度
認

知
症

（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

１
に

相
当

）
）
は

、
認

知
機

能
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
だ

け
で

は
な

く
、

認

知
症

の
人

と
家

族
か

ら
生

活
の

中
で

生
じ

て
い

る
出

来
事

や
困

っ
て

い
る

こ
と

、
認

知
症

の
捉

え
方

、
不

安
や

葛
藤

、
疲

労
、

ス
ト
レ

ス
の

状
況

、
睡

眠
状

況
、

身
体

的
不

快
感

の
有

無
な

ど
を

収
集

し
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
。

そ
の

際
、

認
知

症
の

人
が

自
分

の
思

い
を

語
れ

る
よ

う
に

傾
聴

す
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。
ま

た
、

認
知

症
の

診
断

・
治

療
の

内
容

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

状
況

を
確

認
し

、
早

期
か

ら
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

が
活

用
で

き
る

よ
う
に

働
き

か
け

る
。
 

５
 

認
知

症
中

期
（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

５
～

６
ス

テ
ー

ジ
；
や

や
高

度
か

ら
高

度
の

認
知

機
能

低
下

（
臨

床
診

断
は

中
等

度
か

ら
や

や
高

度
）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
中

等
度

認
知

症
（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

２
）
に

相
当

）
は

、
認

知

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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機
能

、
身

体
状

況
（
栄

養
状

態
、

排
泄

状
態

、
痛

み
や

不
快

感
の

有
無

等
）
、

睡
眠

状
況

、
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

内
容

・
出

現
状

況
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

状
況

、
服

薬
状

況
、

生
活

環
境

、
事

故
の

危
険

性
の

有

無
、

介
護

状
況

、
介

護
者

の
疲

労
感

、
介

護
負

担
感

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

状
況

な
ど

を
観

察
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト
す

る
。

介
護

者
の

介
護

負
担

感
が

増
加

し
在

宅
で

の
対

応
が

無
理

な
場

合
は

、
入

院
・
入

所
に

つ
い

て
家

族
と

と
も

に
検

討
す

る
。
 

６
 
認

知
症

後
期

（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

６
後

半
～

７
ス

テ
ー

ジ
；
高

度
か

ら
非

常
に

高
度

の
認

知
機

能
低

下
（
臨

床
診

断
は

や
や

高
度

か
ら

高
度

）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
高

度
認

知
症

（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

３
）
に

相
当

）
は

、
バ

イ

タ
ル

サ
イ

ン
、

呼
吸

機
能

、
嚥

下
機

能
、

栄
養

状
態

、
皮

膚
の

状
態

、
排

泄
状

況
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
な

ど
、

身
体

状
況

を
よ

く
観

察
し

、
清

潔
な

ど
の

日
常

生
活

援
助

を
充

実
さ

せ
な

が
ら

、
合

併
症

の

予
防

、
早

期
発

見
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
表

情
や

視
線

、
発

語
・
発

声
、
声

が
け

へ
の

反
応

も
観

察
す

る
。

在
宅

で
生

活
し

て
い

る
場

合
は

、
介

護
状

況
、
介

護
者

の
疲

労
感

、
ス

ト
レ

ス
、

介

護
負

担
感

、
看

取
り
へ

の
意

向
な

ど
ア

セ
ス

メ
ン

トし
、
介

護
者

の
介

護
負

担
感

が
軽

減
す

る
よ

う
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
を

図
っ

て
い

く
。
 

６
 
エ

ン
ド
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
（
e
nd

-
o
f-

lif
e
-
ca

re
）と

は
、
“
病

や
老

い
な

ど
に

よ
り
、
人

が
人

生
を

終
え

る
時

期
に

必
要

と
さ

れ
る

ケ
ア

”
の

こ
と

で
あ

る
。

認
知

症
の

エ
ン

ド
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア

は
、
最

後
の

瞬
間

ま
で

“人
間

と
し

て
の

尊
厳

”
を

失
わ

な
い

よ
う
に

す
る

こ
と

が
最

も
重

要
な

目
標

で
あ

る
。
 

７
 
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
と

は
、
「認

知
症

の
人

を
取

り
巻

き
、
相

互
作

用
を

及
ぼ

す
外

界
」と

定
義

で
き

る
。
こ

の
こ

と
は

、
認

知
症

の
人

か
ら

す
れ

ば
援

助
者

も
“環

境
の

一
部

”で
あ

る

こ
と

を
意

味
す

る
。
援

助
者

は
、
自

己
の

立
ち

位
置

や
放

つ
言

葉
が

す
べ

て
認

知
症

の
人

に
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
も

自
覚

し
た

う
え

で
、
支

援
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

８
 
認

知
症

の
人

は
、
自

分
自

身
の

力
だ

け
で

環
境

条
件

を
整

え
る

こ
と

が
難

し
く
、
認

知
症

の
進

行
に

伴
い

環
境

か
ら

の
ス

トレ
ス

刺
激

閾
値

が
低

く
な

る
た

め
、

環
境

の
変

化
が

行
動

・心
理

症

状
に

直
結

し
や

す
い

。
認

知
症

の
人

自
ら

が
居

場
所

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
工

夫
や

、
居

心
地

の
良

い
環

境
が

施
設

の
な

か
に

施
さ

れ
て

い
る

か
、

な
ど

の
視

点
で

環
境

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
個

々
人

に
応

じ
た

環
境

づ
く
り
を

行
う
こ

と
は

決
し

て
容

易
で

は
な

い
が

、
専

門
的

環
境

支
援

指
針

（P
ro

fe
ss

io
na

l 
E
nv

ir
o
nm

e
nt

al
 A

ss
e
ss

m
e
nt

 P
ro

to
co

l；
P
E
A
P
）

な
ど

を
参

考
に

、
想

像
力

と
創

造
力

を
働

か
せ

て
、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
計

画
的

か
つ

意
図

的
な

環
境

づ
く
り
を

実
践

す
る

。
 

９
 

認
知

症
の

人
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

ケ
ア

で
重

要
な

の
は

「
当

事
者

本
位

の
視

点
」
で

あ
る

。
ど

の
よ

う
な

こ
と

に
悩

み
苦

し
み

、
不

自
由

を
感

じ
て

い
る

の
か

、
そ

れ
は

ど
ん

な
周

囲
の

か
か

わ
り
方

や
環

境
と

の
関

係
で

生
じ

て
い

る
の

か
、

ま
た

本
人

は
ど

の
よ

う
に

生
き

た
い

と
願

っ
て

い
る

の
か

な
ど

に
つ

い
て

、
当

事
者

の
思

い
を

傾
聴

す
る

。
重

度
の

認
知

症
の

人
で

あ
っ

て
も

、
視

覚
的

提
示

と
二

者
択

一
な

ど
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

を
駆

使
し

て
、

可
能

な
限

り
 

本
人

の
意

思
を

確
認

す
る

。
同

時
に

「
○

○
さ

ん
な

ら
ば

、
ど

う
し

た
い

だ
ろ

う
か

」
と

い
う
当

事
者

本
位

の
視

点
に

立
つ

必
要

が
あ

る
。
 

1
0
 
認

知
症

ケ
ア

で
は

、
た

と
え

認
知

症
疾

患
や

そ
の

他
の

身
体

疾
患

、
障

害
を

抱
え

て
い

て
も

認
知

症
の

人
が

い
き

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
そ

の
人

の
“
も

て
る

力
”
を

大
切

に
支

援

し
て

い
る

。
こ

の
基

盤
と

な
る

考
え

方
が

“
生

活
行

動
モ

デ
ル

”
で

あ
る

。
“
生

活
行

動
モ

デ
ル

”
は

、
山

田
ら

が
国

際
生

活
機

能
分

類
（
In
te

rn
at

io
na

l 
C
la
ss

if
ic

at
io

n 
o
f 

d
is

ab
ili
ty

 
an

d
 

he
al

th
 ;
IC

F
）を

参
考

に
認

知
症

ケ
ア

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。
“生

活
行

動
モ

デ
ル

”で
は

、
以

下
の

4
つ

の
視

点
を

大
切

に
し

て
い

る
。
 

A
) 

認
知

症
の

人
を

「身
体

的
」「

心
理

・霊
的

」「
社

会
・文

化
的

」な
ホ

リ
ス

テ
ィ

ッ
ク

な
存

在
と

し
て

と
ら

え
る

 

B
) 

生
活

を
営

む
た

め
に

不
可

欠
な

６
つ

の
生

活
行

動
「
活

動
」
「
休

息
」
「
食

事
」
「排

泄
」「

身
じ

た
く
」「

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」に
み

る
認

知
症

の
人

の
も

て
る

力
に

着
眼

す
る

 

C
) 

生
活

が
拡

充
す

る
よ

う
に

「
生

活
環

境
」
を

整
え

る
 

D
) 

認
知

症
の

人
が

築
い

て
き

た
生

活
史

の
道

を
基

盤
に

、
豊

か
な

人
生

の
統

合
へ

と
向

か
っ

て
歩

ん
で

い
け

る
よ

う
支

援
す

る
 

1
1
 
疾

患
関

連
/
身

体
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

トで
は

、
現

病
歴

、
既

往
歴

、
検

査
、
治

療
と

副
作

用
、
退

院
後

の
予

定
、
運

動
機

能
、
感

覚
・知

覚
、
認

知
機

能
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
2
 
心

理
・霊

的
側

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
で

は
、
健

康
知

覚
・意

向
、

自
己

知
覚

、
価

値
・信

念
、
気

分
・情

動
、
信

仰
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

97

116



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
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携
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容
体

拮
抗

薬
で

あ
る

メ
マ

ン
チ

ン
の

投
与

が
勧

め
ら

れ
る

（適
応

外
）。

 

1
7
 

認
知

症
の

人
に

行
動

・
心

理
症

状
が

出
現

し
た

場
合

は
、

ま
ず

そ
の

発
現

に
関

連
す

る
因

子
や

増
悪

・
改

善
要

因
を

評
価

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

行
動

・
心

理
症

状
が

高
度

で
認

知
症

の
人

や
周

囲
に

危
害

が
及

ぶ
危

険
性

が
あ

る
場

合
は

薬
物

療
法

を
考

慮
す

る
。

抗
精

神
病

薬
を

投
与

す
る

場
合

、
薬

物
治

療
の

利
点

と
危

険
性

の
検

討
を

十
分

に
行

う
こ

と
、

認
知

機
能

や
標

的
症

状
の

定
期

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
、
薬

物
用

量
は

少
量

よ
り
開

始
す

る
こ

と
、
期

間
を

限
定

し
定

期
的

（3
か

月
ご

と
等

）に
治

療
を

見
直

す
こ

と
に

注
意

す
る

。
特

に
レ

ビ
ー

小
体

型

認
知

症
は

錐
体

外
路

症
状

を
含

め
た

薬
物

過
敏

反
応

に
注

意
す

る
。
 

1
8
 

抗
精

神
病

薬
で

は
過

鎮
静

、
低

血
圧

、
脱

力
に

よ
る

転
倒

が
多

く
、

便
秘

や
口

渇
も

起
き

や
す

く
、

悪
性

症
候

群
も

生
ず

る
。

死
亡

率
の

上
昇

、
リ
ス

ペ
リ
ド
ン

に
よ

る
錐

体
外

路
系

の
有

害

事
象

、
オ

ラ
ン

ザ
ピ

ン
や

ク
エ

チ
ア

ピ
ン

な
ど

に
よ

る
体

重
増

加
、
血

糖
値

上
昇

と
の

関
連

等
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。
 

1
9
 

抗
う

つ
薬

の
選

択
的

セ
ロ

ト
ニ

ン
再

取
り
込

み
阻

害
薬

（
S
S
R
I）

や
セ

ロ
ト
ニ

ン
・
ノ
ル

エ
ピ

ネ
フ

リ
ン

再
取

り
込

み
阻

害
剤

（
S
N
R
I）

で
は

消
火

器
症

状
と

し
て

吐
き

気
や

軟
便

が
み

ら
れ

、
稀

に

セ
ロ

トニ
ン

症
候

群
も

生
ず

る
。
 

2
0
 

主
と

し
て

ベ
ン

ゾ
ジ

ア
ゼ

ピ
ン

系
薬

物
で

あ
る

抗
不

安
薬

や
睡

眠
導

入
剤

で
は

転
倒

、
誤

嚥
、

嚥
下

障
害

、
日

中
の

眠
気

、
呼

吸
抑

制
等

が
み

ら
れ

る
。

高
齢

者
や

認
知

症
の

人
の

薬
物

療
法

は
十

分
に

注
意

す
べ

き
で

あ
る

。
 

2
1
 

せ
ん

妄
は

、
身

体
疾

患
や

外
傷

、
薬

物
、

手
術

、
心

理
的

ス
ト
レ

ス
、

環
境

の
変

化
な

ど
が

引
き

金
と

な
っ

て
一

時
的

に
意

識
が

曇
り
、

記
憶

障
害

や
見

当
識

障
害

が
起

こ
っ

た
状

態
で

、

幻
覚

や
妄

想
、

行
動

障
害

を
呈

す
る

こ
と

が
あ

る
。

認
知

症
と

類
似

し
た

症
状

を
呈

す
る

た
め

、
認

知
症

と
最

も
間

違
わ

れ
や

す
い

病
態

だ
が

、
せ

ん
妄

の
発

症
は

急
激

で
、

症
状

が
一

日
の

中
で

も
動

揺
し

可
塑

性
で

あ
る

と
い

う
特

徴
を

も
つ

。
せ

ん
妄

症
状

は
適

切
な

治
療

と
ケ

ア
に

よ
り
消

失
す

る
が

、
ひ

と
目

で
せ

ん
妄

と
認

知
症

を
区

別
す

る
こ

と
は

難
し

い
が

、
認

知
症

と
せ

ん

妄
の

臨
床

病
態

の
違

い
を

理
解

し
、
高

齢
者

に
現

れ
て

い
る

症
状

や
発

症
経

過
を

よ
く
観

察
し

て
見

極
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 ○
認

知
症
の
生

活
支

援
に

必
要

な
知
識
・

技
術
 

１
 
認

知
症

の
人

た
ち

が
暮

ら
し

の
場

で
ど

の
よ

う
な

不
自

由
を

感
じ

て
い

る
の

か
、
ど

の
よ

う
な

思
い

を
持

っ
て

い
る

の
か

を
理

解
す

る
た

め
に

は
、

認
知

症
の

人
た

ち
自

身
の

声
に

耳
を

傾
け

、
認

知
症

の
人

た
ち

の
言

葉
と

行
動

に
き

め
細

や
か

に
心

を
配

り
な

が
ら

寄
り
添

い
、
そ

し
て

想
像

力
を

働
か

せ
、
“そ

の
人

”と
の

か
か

わ
り
を

検
証

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
 

２
 
パ

ー
ソ

ン
･セ

ン
タ

ー
ド
･ケ

ア
は

、
認

知
症

を
も

つ
人

を
一

人
の

“
人

”
と

し
て

尊
重

し
、

そ
の

人
の

視
点

や
立

場
に

立
っ

て
理

解
し

、
ケ

ア
を

行
お

う
と

す
る

認
知

症
ケ

ア
の

考
え

方
で

あ
る

。
こ

の

考
え

方
を

提
唱

し
た

英
国

の
故

トム
・キ

ッ
トウ

ッ
ド
は

、
当

時
の

業
務

中
心

の
ケ

ア
に

対
し

て
、
人

中
心

の
ケ

ア
の

重
要

性
を

主
張

し
、
世

界
的

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

。
 

３
 

当
事

者
本

位
に

お
け

る
ケ

ア
提

供
者

側
の

立
ち

位
置

は
、

「
本

来
的

に
は

人
間

は
、

自
分

以
外

の
何

者
に

も
な

れ
な

い
」
で

あ
る

か
ら

、
「
こ

の
人

の
抱

え
て

い
る

受
苦

は
、

こ
の

人
な

り
の

や
り

方
で

努
力

す
る

力
を

内
在

さ
せ

て
い

る
」と

い
う
理

念
を

中
心

に
お

い
て

、
不

確
実

で
あ

い
ま

い
な

環
境

世
界

に
あ

る
数

々
の

リ
ス

ク
を

取
り
除

き
な

が
ら

伴
奏

す
る

と
こ

ろ
の

支
援

に
あ

る
。
 

４
 

認
知

症
初

期
（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

４
ス

テ
ー

ジ
；
中

等
度

の
認

知
機

能
低

下
（
臨

床
診

断
は

軽
度

）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
軽

度
認

知
症

（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

１
に

相
当

）
）
は

、
認

知
機

能
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
だ

け
で

は
な

く
、

認

知
症

の
人

と
家

族
か

ら
生

活
の

中
で

生
じ

て
い

る
出

来
事

や
困

っ
て

い
る

こ
と

、
認

知
症

の
捉

え
方

、
不

安
や

葛
藤

、
疲

労
、

ス
ト
レ

ス
の

状
況

、
睡

眠
状

況
、

身
体

的
不

快
感

の
有

無
な

ど
を

収
集

し
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
。

そ
の

際
、

認
知

症
の

人
が

自
分

の
思

い
を

語
れ

る
よ

う
に

傾
聴

す
る

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。
ま

た
、

認
知

症
の

診
断

・
治

療
の

内
容

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

状
況

を
確

認
し

、
早

期
か

ら
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

が
活

用
で

き
る

よ
う
に

働
き

か
け

る
。
 

５
 

認
知

症
中

期
（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

５
～

６
ス

テ
ー

ジ
；
や

や
高

度
か

ら
高

度
の

認
知

機
能

低
下

（
臨

床
診

断
は

中
等

度
か

ら
や

や
高

度
）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
中

等
度

認
知

症
（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

２
）
に

相
当

）
は

、
認

知

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
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携
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機
能

、
身

体
状

況
（
栄

養
状

態
、

排
泄

状
態

、
痛

み
や

不
快

感
の

有
無

等
）
、

睡
眠

状
況

、
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
の

内
容

・
出

現
状

況
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
の

状
況

、
服

薬
状

況
、

生
活

環
境

、
事

故
の

危
険

性
の

有

無
、

介
護

状
況

、
介

護
者

の
疲

労
感

、
介

護
負

担
感

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

活
用

状
況

な
ど

を
観

察
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト
す

る
。

介
護

者
の

介
護

負
担

感
が

増
加

し
在

宅
で

の
対

応
が

無
理

な
場

合
は

、
入

院
・
入

所
に

つ
い

て
家

族
と

と
も

に
検

討
す

る
。
 

６
 
認

知
症

後
期

（
Ｆ
Ａ

Ｓ
Ｔ

６
後

半
～

７
ス

テ
ー

ジ
；
高

度
か

ら
非

常
に

高
度

の
認

知
機

能
低

下
（
臨

床
診

断
は

や
や

高
度

か
ら

高
度

）
、

Ｃ
Ｄ

Ｒ
で

は
高

度
認

知
症

（
Ｃ

Ｄ
Ｒ

３
）
に

相
当

）
は

、
バ

イ

タ
ル

サ
イ

ン
、

呼
吸

機
能

、
嚥

下
機

能
、

栄
養

状
態

、
皮

膚
の

状
態

、
排

泄
状

況
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
な

ど
、

身
体

状
況

を
よ

く
観

察
し

、
清

潔
な

ど
の

日
常

生
活

援
助

を
充

実
さ

せ
な

が
ら

、
合

併
症

の

予
防

、
早

期
発

見
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
表

情
や

視
線

、
発

語
・
発

声
、
声

が
け

へ
の

反
応

も
観

察
す

る
。

在
宅

で
生

活
し

て
い

る
場

合
は

、
介

護
状

況
、
介

護
者

の
疲

労
感

、
ス

ト
レ

ス
、

介

護
負

担
感

、
看

取
り
へ

の
意

向
な

ど
ア

セ
ス

メ
ン

トし
、
介

護
者

の
介

護
負

担
感

が
軽

減
す

る
よ

う
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
を

図
っ

て
い

く
。
 

６
 
エ

ン
ド
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア
（
e
nd

-
o
f-

lif
e
-
ca

re
）と

は
、
“
病

や
老

い
な

ど
に

よ
り
、
人

が
人

生
を

終
え

る
時

期
に

必
要

と
さ

れ
る

ケ
ア

”
の

こ
と

で
あ

る
。

認
知

症
の

エ
ン

ド
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

・
ケ

ア

は
、
最

後
の

瞬
間

ま
で

“人
間

と
し

て
の

尊
厳

”
を

失
わ

な
い

よ
う
に

す
る

こ
と

が
最

も
重

要
な

目
標

で
あ

る
。
 

７
 
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

の
環

境
と

は
、
「認

知
症

の
人

を
取

り
巻

き
、
相

互
作

用
を

及
ぼ

す
外

界
」と

定
義

で
き

る
。
こ

の
こ

と
は

、
認

知
症

の
人

か
ら

す
れ

ば
援

助
者

も
“環

境
の

一
部

”で
あ

る

こ
と

を
意

味
す

る
。
援

助
者

は
、
自

己
の

立
ち

位
置

や
放

つ
言

葉
が

す
べ

て
認

知
症

の
人

に
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
も

自
覚

し
た

う
え

で
、
支

援
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

８
 
認

知
症

の
人

は
、
自

分
自

身
の

力
だ

け
で

環
境

条
件

を
整

え
る

こ
と

が
難

し
く
、
認

知
症

の
進

行
に

伴
い

環
境

か
ら

の
ス

トレ
ス

刺
激

閾
値

が
低

く
な

る
た

め
、

環
境

の
変

化
が

行
動

・心
理

症

状
に

直
結

し
や

す
い

。
認

知
症

の
人

自
ら

が
居

場
所

を
認

知
で

き
る

よ
う

な
工

夫
や

、
居

心
地

の
良

い
環

境
が

施
設

の
な

か
に

施
さ

れ
て

い
る

か
、

な
ど

の
視

点
で

環
境

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
個

々
人

に
応

じ
た

環
境

づ
く
り
を

行
う
こ

と
は

決
し

て
容

易
で

は
な

い
が

、
専

門
的

環
境

支
援

指
針

（P
ro

fe
ss

io
na

l 
E
nv

ir
o
nm

e
nt

al
 A

ss
e
ss

m
e
nt

 P
ro

to
co

l；
P
E
A
P
）

な
ど

を
参

考
に

、
想

像
力

と
創

造
力

を
働

か
せ

て
、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
計

画
的

か
つ

意
図

的
な

環
境

づ
く
り
を

実
践

す
る

。
 

９
 

認
知

症
の

人
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

ケ
ア

で
重

要
な

の
は

「
当

事
者

本
位

の
視

点
」
で

あ
る

。
ど

の
よ

う
な

こ
と

に
悩

み
苦

し
み

、
不

自
由

を
感

じ
て

い
る

の
か

、
そ

れ
は

ど
ん

な
周

囲
の

か
か

わ
り
方

や
環

境
と

の
関

係
で

生
じ

て
い

る
の

か
、

ま
た

本
人

は
ど

の
よ

う
に

生
き

た
い

と
願

っ
て

い
る

の
か

な
ど

に
つ

い
て

、
当

事
者

の
思

い
を

傾
聴

す
る

。
重

度
の

認
知

症
の

人
で

あ
っ

て
も

、
視

覚
的

提
示

と
二

者
択

一
な

ど
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

を
駆

使
し

て
、

可
能

な
限

り
 

本
人

の
意

思
を

確
認

す
る

。
同

時
に

「
○

○
さ

ん
な

ら
ば

、
ど

う
し

た
い

だ
ろ

う
か

」
と

い
う
当

事
者

本
位

の
視

点
に

立
つ

必
要

が
あ

る
。
 

1
0
 
認

知
症

ケ
ア

で
は

、
た

と
え

認
知

症
疾

患
や

そ
の

他
の

身
体

疾
患

、
障

害
を

抱
え

て
い

て
も

認
知

症
の

人
が

い
き

き
と

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

、
そ

の
人

の
“
も

て
る

力
”
を

大
切

に
支

援

し
て

い
る

。
こ

の
基

盤
と

な
る

考
え

方
が

“
生

活
行

動
モ

デ
ル

”
で

あ
る

。
“
生

活
行

動
モ

デ
ル

”
は

、
山

田
ら

が
国

際
生

活
機

能
分

類
（
In
te

rn
at

io
na

l 
C
la
ss

if
ic

at
io

n 
o
f 

d
is

ab
ili
ty

 
an

d
 

he
al

th
 ;
IC

F
）を

参
考

に
認

知
症

ケ
ア

の
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。
“生

活
行

動
モ

デ
ル

”で
は

、
以

下
の

4
つ

の
視

点
を

大
切

に
し

て
い

る
。
 

A
) 

認
知

症
の

人
を

「身
体

的
」「

心
理

・霊
的

」「
社

会
・文

化
的

」な
ホ

リ
ス

テ
ィ

ッ
ク

な
存

在
と

し
て

と
ら

え
る

 

B
) 

生
活

を
営

む
た

め
に

不
可

欠
な

６
つ

の
生

活
行

動
「
活

動
」
「
休

息
」
「
食

事
」
「排

泄
」「

身
じ

た
く
」「

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」に
み

る
認

知
症

の
人

の
も

て
る

力
に

着
眼

す
る

 

C
) 

生
活

が
拡

充
す

る
よ

う
に

「
生

活
環

境
」
を

整
え

る
 

D
) 

認
知

症
の

人
が

築
い

て
き

た
生

活
史

の
道

を
基

盤
に

、
豊

か
な

人
生

の
統

合
へ

と
向

か
っ

て
歩

ん
で

い
け

る
よ

う
支

援
す

る
 

1
1
 
疾

患
関

連
/
身

体
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

トで
は

、
現

病
歴

、
既

往
歴

、
検

査
、
治

療
と

副
作

用
、
退

院
後

の
予

定
、
運

動
機

能
、
感

覚
・知

覚
、
認

知
機

能
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
2
 
心

理
・霊

的
側

面
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
で

は
、
健

康
知

覚
・意

向
、

自
己

知
覚

、
価

値
・信

念
、
気

分
・情

動
、
信

仰
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

98

117



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

15
 

 1
3
 
社

会
・文

化
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
、
役

割
・関

係
、

家
事

・
学

習
、
遊

び
、
社

会
参

加
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
4
 
活

動
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
行

動
範

囲
、
移

動
能

力
、
安

全
性

、
物

理
的

環
境

、
活

動
を

支
え

る
環

境
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
5
 
休

息
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
睡

眠
、
活

動
と

休
息

な
ど

の
情

報
を

収
集

す
る

。
 

1
6
 
食

事
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
食

事
指

導
、
食

欲
・嗜

好
、
認

知
、
栄

養
状

態
、
体

格
、
水

分
摂

取
、
摂

食
行

動
、
食

べ
方

、
嚥

下
、
満

足
感

な
ど

の
情

報
を

収
集

す
る

。
 

1
7
 
排

泄
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
認

知
、
尿

意
・
便

意
、
排

尿
、
排

便
、
排

泄
動

作
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
8
 
身

じ
た

く
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
清

潔
、
身

だ
し

な
み

、
更

衣
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
9
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ア

セ
ス

メ
ン

トで
は

、
意

欲
、
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
理

解
、
送

受
信

機
能

、
言

語
・非

言
語

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

2
0
 

認
知

症
の

人
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
は

、
①

多
面

的
、

包
括

的
に

情
報

収
集

し
、

認
知

症
の

人
を

全
人

的
に

理
解

す
る

、
②

治
療

可
能

な
健

康
上

の
問

題
を

見
い

だ
し

、
そ

の
能

力
を

発
揮

し
た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

に
支

援
す

る
、

④
個

別
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
明

ら
か

に
し

、
認

知
症

の
人

と
家

族
に

と
っ

て
最

も
重

要
な

こ
と

に
焦

点
を

当
て

た
具

体
的

な
ケ

ア
プ

ラ
ン

を
考

案
す

る
、

と
い

っ
た

目
的

で
行

わ
れ

る
。

“
認

知
症

の
人

が
望

む
生

活
は

何
か

”
を

重
視

し
、

そ
の

際
、

生
活

が
円

滑
に

営
め

な
い

と
す

る
な

ら
ば

な
ぜ

な
の

か
、
疾

患
や

障
害

は
認

知
症

の
人

の
生

活
に

ど
の

よ
う
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
の

か
、
そ

し
て

病
態

に
つ

い
て

も
し

っ
か

り
と

分
析

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

関
係

の
な

か
か

ら
具

体
的

な
看

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

考
案

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
 

2
1
 

認
知

症
ケ

ア
の

展
開

で
は

、
「
対

象
者

が
望

む
生

活
は

何
か

」
を

重
視

す
る

。
そ

の
際

、
生

活
が

円
滑

に
行

え
て

い
な

い
と

す
れ

ば
な

ぜ
な

の
か

、
疾

患
や

障
害

は
認

知
症

の
人

の
生

活
に

ど
の

よ
う

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
か

、
病

態
に

つ
い

て
も

し
っ

か
り
と

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
。

同
時

に
、

認
知

症
の

人
の

も
て

る
力

に
着

眼
す

る
。

認
知

症
ケ

ア
で

は
、

生
活

を
営

む
う

え
で

認
知

症
の

人
の

プ
ラ

ス
の

側
面

を
前

面
に

引
き

出
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

支
援

す
る

。
 

2
2
 
認

知
症

で
は

認
知

機
能

障
害

に
加

え
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

行
動

・心
理

症
状

が
み

ら
れ

る
こ

と
が

多
く
、
認

知
症

の
人

や
介

護
者

の
Q
O
L

を
低

下
さ

せ
る

大
き

な
要

因
と

な
っ

て
い

る
。
行

動
・

心
理

症
状

は
、

脳
の

障
害

部
位

や
認

知
機

能
障

害
の

経
過

と
関

係
し

な
が

ら
、

他
の

身
体

状
態

や
心

理
状

態
、

周
囲

の
不

適
切

な
対

応
や

物
理

的
環

境
な

ど
の

影
響

も
受

け
て

現
れ

て
く

る
。

そ
の

た
め

、
認

知
症

の
人

に
か

か
わ

る
認

定
介

護
福

祉
士

に
は

、
い

か
な

る
行

動
・
心

理
症

状
か

を
特

定
し

、
症

状
を

悪
化

さ
せ

る
要

因
・
誘

因
に

働
き

か
け

、
行

動
・
心

理
症

状
の

予
防

、

緩
和

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
見

し
た

だ
け

で
は

、
解

釈
が

難
し

い
症

状
に

も
多

様
な

要
因

が
関

与
し

て
い

る
こ

と
を

念
頭

に
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

開
催

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

2
3
 
「
認

知
症

の
人

は
何

も
わ

か
ら

な
い

」
な

ど
と

考
え

る
の

で
は

な
く
、

障
害

さ
れ

た
理

解
力

に
見

合
っ

た
情

報
提

供
の

方
法

と
時

間
、

配
慮

が
適

切
で

あ
る

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

、

ケ
ア

に
つ

い
て

の
説

明
用

紙
を

目
に

届
く
場

所
に

大
き

く
掲

示
す

る
こ

と
で

、
認

知
症

の
人

が
情

報
を

目
に

し
、

援
助

者
か

ら
い

つ
も

同
じ

説
明

を
聞

く
こ

と
で

、
認

知
症

の
人

の
状

況
認

知
を

助

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
援

助
者

は
、

記
憶

障
害

を
も

つ
認

知
症

の
人

の
特

徴
を

よ
く
理

解
し

、
根

気
よ

く
同

じ
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
繰

り
返

す
よ

う
に

す
る

。
認

知
症

の
人

の
身

体
的

、
社

会
的

、
心

理
的

要
因

と
の

因
果

関
係

に
目

を
向

け
、
一

人
ひ

と
り
異

な
る

状
態

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

2
4
 

介
護

家
族

の
心

理
状

態
は

、
「
驚

愕
」
→

「
否

認
」
→

「
怒

り
」
→

「
抑

う
つ

」
→

「
適

応
」
→

「
再

起
」
の

経
過

を
た

ど
っ

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
し

か
し

、
介

護
家

族
は

何
度

か
「
適

応
」
し

た
よ

う
に

み
え

て
も

、
再

び
新

た
な

認
知

症
の

人
の

症
状

や
出

来
事

に
直

面
す

る
た

び
に

「
否

認
」
や

「
怒

り
」
と

適
応

の
間

を
行

き
来

す
る

。
認

定
介

護
福

祉
士

看
護

職
は

、
そ

の
揺

れ
動

く
家

族
の

心

理
の

理
解

に
努

め
な

が
ら

支
援

を
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

2
5
 

家
族

同
士

は
似

た
価

値
観

や
文

化
を

も
つ

こ
と

が
多

い
が

、
一

人
ひ

と
り
違

う
個

人
で

あ
る

。
そ

の
た

め
家

族
内

の
意

見
が

一
致

し
な

い
こ

と
や

、
家

族
で

一
度

決
定

し
た

方
針

・
方

向
性

が

覆
る

こ
と

が
あ

る
。

緊
急

時
の

対
応

だ
け

で
は

な
く
、

医
療

や
生

活
全

般
に

関
連

す
る

事
項

の
家

族
の

連
絡

窓
口

と
な

る
人

を
確

認
し

て
明

記
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

家
族

の
連

絡
窓

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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口
の

混
乱

は
、

認
知

症
の

人
の

適
時

・
適

切
な

ケ
ア

提
供

に
支

障
を

及
ぼ

し
、

家
族

の
心

労
に

も
つ

な
が

る
。

こ
れ

ら
を

回
避

す
る

た
め

に
は

日
頃

か
ら

家
族

と
対

話
を

も
ち

、
家

族
関

係
や

家

族
連

絡
窓

口
に

関
す

る
情

報
収

集
を

適
宜

、
意

図
的

に
行

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
 

 ○
認

知
症
支
援

に
関

す
る

社
会

制
度
 

１
 
厚

生
労

働
省

が
「
認

知
症

の
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き
る

限
り
住

み
慣

れ
た

地
域

の
よ

い
環

境
で

自
分

ら
し

く
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
を

実
現

す
る

」
た

め
に

、
「認

知
症

施
策

推
進

５
か

年
計

画
」
（2

0
1
2

年
9

月
公

表
の

オ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
）を

改
め

、
2
0
1
5

年
1

月
に

策
定

し
た

も
の

を
「新

オ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
（認

知
症

施
策

推
進

総
合

戦
略

）」
と

い
う
。
施

策
は

以
下

の
7

つ
の

柱
に

沿
っ

て
進

め
、
対

象
期

間
は

団
塊

の
世

代
が

7
5

歳
以

上
と

な
る

2
0
2
5

年
だ

が
、
当

面
の

数
値

目
標

の
設

定
年

度
は

介
護

保
険

に
合

わ
せ

て
2
0
1
7

年
度

末
と

し
て

い
る

。
 

①
 

認
知

症
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

普
及

・啓
発

の
推

進
 

②
 

認
知

症
の

容
態

に
応

じ
た

適
時

・
適

切
な

医
療

・
介

護
な

ど
の

提
供

 

③
 

若
年

性
認

知
症

施
策

の
強

化
 

④
 

認
知

症
の

人
の

介
護

者
へ

の
支

援
 

⑤
 

認
知

症
の

人
を

含
む

高
齢

者
に

や
さ

し
い

地
域

づ
く
り
の

推
進

 

⑥
 

認
知

症
の

予
防

法
、
診

断
法

、
治

療
法

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
、
介

護
モ

デ
ル

な
ど

の
研

究
開

発
お

よ
び

そ
の

成
果

の
普

及
の

推
進

 

⑦
 

認
知

症
の

人
や

そ
の

家
族

の
視

点
の

重
視

 

２
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
は

、
高

齢
者

が
要

介
護

状
態

に
な

っ
て

も
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

自
分

ら
し

い
生

活
を

最
期

ま
で

送
れ

る
よ

う
に

、
地

域
内

で
サ

ポ
ー

ト
し

合
う

シ
ス

テ
ム

の
こ

と

を
い

う
。

介
護

職
が

不
足

し
、

既
存

の
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

は
高

齢
者

を
支

え
切

れ
な

い
状

況
に

な
り
つ

つ
あ

り
、

公
的

な
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く
地

域
の

力
を

活
用

し
な

が
ら

高
齢

者

を
支

え
て

い
く
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。
 

３
 

高
齢

化
に

伴
い

、
介

護
を

必
要

と
す

る
方

の
増

加
が

見
込

ま
れ

て
い

ま
す

が
、

少
子

化
・
核

家
族

化
な

ど
に

よ
り
、
家

族
だ

け
で

介
護

を
支

え
る

こ
と

は
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

「
介

護
保

険
制

度
」
は

、
こ

う
し

た
状

況
を

背
景

に
、
介

護
を

必
要

と
す

る
状

態
に

な
っ

て
も

安
心

し
て

生
活

が
送

れ
る

よ
う
、
介

護
を

社
会

全
体

で
支

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

平
成

1
2

年
4

月
か

ら
ス

タ
ー

ト

し
た

も
の

で
あ

る
。
 

４
 

成
年

後
見

制
度

と
は

、
広

義
に

は
日

本
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
法

制
を

い
う

。
つ

ま
り
、

人
（
自

然
人

）
の

意
思

能
力

が
低

い
状

態
が

あ
る

程
度

の
期

間
続

い
て

い
る

場
合

に
、

本
人

の
判

断
を

他
の

者
が

補
う
こ

と
に

よ
っ

て
、
本

人
を

法
律

的
に

支
援

す
る

た
め

の
制

度
を

い
う
[1

]。
1
9
9
9

年
の

民
法

改
正

で
従

来
の

禁
治

産
制

度
に

代
わ

っ
て

制
定

さ
れ

、
翌

2
0
0
0

年
４
月

１

日
に

施
行

さ
れ

た
。
民

法
に

基
づ

く
法

定
後

見
と

、
任

意
後

見
契

約
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
任

意
後

見
と

が
あ

る
。
 

５
 
高

齢
者

虐
待

防
止

法
と

は
、
介

護
疲

れ
に

よ
る

肉
親

の
虐

待
な

ど
が

後
を

絶
た

な
い

こ
と

を
受

け
て

制
定

さ
れ

、
2
0
0
6

年
4

月
施

行
さ

れ
た

。
高

齢
者

へ
の

虐
待

を
「
身

体
的

虐
待

」
「
介

護
の

放
棄

・
放

任
」
「
心

理
的

虐
待

」
「
性

的
虐

待
」
「
経

済
的

虐
待

」
の

５
類

型
に

分
類

。
家

庭
内

や
高

齢
者

施
設

で
虐

待
が

疑
わ

れ
る

事
例

を
発

見
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
市

町
村

に
通

報
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
通

報
を

受
け

た
市

町
村

は
虐

待
防

止
や

高
齢

者
保

護
の

た
め

の
適

切
な

措
置

を
と

る
と

定
め

て
お

り
、
立

ち
入

り
調

査
な

ど
が

で
き

る
と

規
定

し
て

い
る

。
 

６
 
認

知
症

の
人

の
日

常
生

活
・社

会
生

活
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
2
0
1
7

年
に

策
定

さ
れ

た
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
基

本
計

画
に

お
い

て
、
「意

思
決

定

の
支

援
の

在
り
方

に
つ

い
て

の
指

針
の

策
定

に
向

け
た

検
討

等
が

進
め

ら
れ

る
べ

き
」と

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、
こ

れ
ま

で
の

研
究

等
を

基
に

2
0
1
8

年
に

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
日

常
生

99

118



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
 

15
 

 1
3
 
社

会
・文

化
的

側
面

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
、
役

割
・関

係
、

家
事

・
学

習
、
遊

び
、
社

会
参

加
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
4
 
活

動
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
行

動
範

囲
、
移

動
能

力
、
安

全
性

、
物

理
的

環
境

、
活

動
を

支
え

る
環

境
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
5
 
休

息
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
睡

眠
、
活

動
と

休
息

な
ど

の
情

報
を

収
集

す
る

。
 

1
6
 
食

事
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
食

事
指

導
、
食

欲
・嗜

好
、
認

知
、
栄

養
状

態
、
体

格
、
水

分
摂

取
、
摂

食
行

動
、
食

べ
方

、
嚥

下
、
満

足
感

な
ど

の
情

報
を

収
集

す
る

。
 

1
7
 
排

泄
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
認

知
、
尿

意
・
便

意
、
排

尿
、
排

便
、
排

泄
動

作
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
8
 
身

じ
た

く
の

ア
セ

ス
メ

ン
トで

は
、
清

潔
、
身

だ
し

な
み

、
更

衣
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

1
9
 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ア

セ
ス

メ
ン

トで
は

、
意

欲
、
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
理

解
、
送

受
信

機
能

、
言

語
・非

言
語

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
の

情
報

を
収

集
す

る
。
 

2
0
 

認
知

症
の

人
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
は

、
①

多
面

的
、

包
括

的
に

情
報

収
集

し
、

認
知

症
の

人
を

全
人

的
に

理
解

す
る

、
②

治
療

可
能

な
健

康
上

の
問

題
を

見
い

だ
し

、
そ

の
能

力
を

発
揮

し
た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

に
支

援
す

る
、

④
個

別
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
明

ら
か

に
し

、
認

知
症

の
人

と
家

族
に

と
っ

て
最

も
重

要
な

こ
と

に
焦

点
を

当
て

た
具

体
的

な
ケ

ア
プ

ラ
ン

を
考

案
す

る
、

と
い

っ
た

目
的

で
行

わ
れ

る
。

“
認

知
症

の
人

が
望

む
生

活
は

何
か

”
を

重
視

し
、

そ
の

際
、

生
活

が
円

滑
に

営
め

な
い

と
す

る
な

ら
ば

な
ぜ

な
の

か
、
疾

患
や

障
害

は
認

知
症

の
人

の
生

活
に

ど
の

よ
う
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
の

か
、
そ

し
て

病
態

に
つ

い
て

も
し

っ
か

り
と

分
析

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

関
係

の
な

か
か

ら
具

体
的

な
看

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

考
案

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。
 

2
1
 

認
知

症
ケ

ア
の

展
開

で
は

、
「
対

象
者

が
望

む
生

活
は

何
か

」
を

重
視

す
る

。
そ

の
際

、
生

活
が

円
滑

に
行

え
て

い
な

い
と

す
れ

ば
な

ぜ
な

の
か

、
疾

患
や

障
害

は
認

知
症

の
人

の
生

活
に

ど
の

よ
う

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

の
か

、
病

態
に

つ
い

て
も

し
っ

か
り
と

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
。

同
時

に
、

認
知

症
の

人
の

も
て

る
力

に
着

眼
す

る
。

認
知

症
ケ

ア
で

は
、

生
活

を
営

む
う

え
で

認
知

症
の

人
の

プ
ラ

ス
の

側
面

を
前

面
に

引
き

出
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

支
援

す
る

。
 

2
2
 
認

知
症

で
は

認
知

機
能

障
害

に
加

え
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

行
動

・心
理

症
状

が
み

ら
れ

る
こ

と
が

多
く
、
認

知
症

の
人

や
介

護
者

の
Q
O
L

を
低

下
さ

せ
る

大
き

な
要

因
と

な
っ

て
い

る
。
行

動
・

心
理

症
状

は
、

脳
の

障
害

部
位

や
認

知
機

能
障

害
の

経
過

と
関

係
し

な
が

ら
、

他
の

身
体

状
態

や
心

理
状

態
、

周
囲

の
不

適
切

な
対

応
や

物
理

的
環

境
な

ど
の

影
響

も
受

け
て

現
れ

て
く

る
。

そ
の

た
め

、
認

知
症

の
人

に
か

か
わ

る
認

定
介

護
福

祉
士

に
は

、
い

か
な

る
行

動
・
心

理
症

状
か

を
特

定
し

、
症

状
を

悪
化

さ
せ

る
要

因
・
誘

因
に

働
き

か
け

、
行

動
・
心

理
症

状
の

予
防

、

緩
和

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
見

し
た

だ
け

で
は

、
解

釈
が

難
し

い
症

状
に

も
多

様
な

要
因

が
関

与
し

て
い

る
こ

と
を

念
頭

に
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

積
極

的
に

開
催

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

。
 

2
3
 
「
認

知
症

の
人

は
何

も
わ

か
ら

な
い

」
な

ど
と

考
え

る
の

で
は

な
く
、

障
害

さ
れ

た
理

解
力

に
見

合
っ

た
情

報
提

供
の

方
法

と
時

間
、

配
慮

が
適

切
で

あ
る

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

、

ケ
ア

に
つ

い
て

の
説

明
用

紙
を

目
に

届
く
場

所
に

大
き

く
掲

示
す

る
こ

と
で

、
認

知
症

の
人

が
情

報
を

目
に

し
、

援
助

者
か

ら
い

つ
も

同
じ

説
明

を
聞

く
こ

と
で

、
認

知
症

の
人

の
状

況
認

知
を

助

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
援

助
者

は
、

記
憶

障
害

を
も

つ
認

知
症

の
人

の
特

徴
を

よ
く
理

解
し

、
根

気
よ

く
同

じ
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
繰

り
返

す
よ

う
に

す
る

。
認

知
症

の
人

の
身

体
的

、
社

会
的

、
心

理
的

要
因

と
の

因
果

関
係

に
目

を
向

け
、
一

人
ひ

と
り
異

な
る

状
態

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

2
4
 

介
護

家
族

の
心

理
状

態
は

、
「
驚

愕
」
→

「
否

認
」
→

「
怒

り
」
→

「
抑

う
つ

」
→

「
適

応
」
→

「
再

起
」
の

経
過

を
た

ど
っ

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
し

か
し

、
介

護
家

族
は

何
度

か
「
適

応
」
し

た
よ

う
に

み
え

て
も

、
再

び
新

た
な

認
知

症
の

人
の

症
状

や
出

来
事

に
直

面
す

る
た

び
に

「
否

認
」
や

「
怒

り
」
と

適
応

の
間

を
行

き
来

す
る

。
認

定
介

護
福

祉
士

看
護

職
は

、
そ

の
揺

れ
動

く
家

族
の

心

理
の

理
解

に
努

め
な

が
ら

支
援

を
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

2
5
 

家
族

同
士

は
似

た
価

値
観

や
文

化
を

も
つ

こ
と

が
多

い
が

、
一

人
ひ

と
り
違

う
個

人
で

あ
る

。
そ

の
た

め
家

族
内

の
意

見
が

一
致

し
な

い
こ

と
や

、
家

族
で

一
度

決
定

し
た

方
針

・
方

向
性

が

覆
る

こ
と

が
あ

る
。

緊
急

時
の

対
応

だ
け

で
は

な
く
、

医
療

や
生

活
全

般
に

関
連

す
る

事
項

の
家

族
の

連
絡

窓
口

と
な

る
人

を
確

認
し

て
明

記
し

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

家
族

の
連

絡
窓

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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口
の

混
乱

は
、
認

知
症

の
人

の
適

時
・適

切
な

ケ
ア

提
供

に
支

障
を

及
ぼ

し
、
家

族
の

心
労

に
も

つ
な

が
る

。
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
に

は
日

頃
か

ら
家

族
と

対
話

を
も

ち
、

家
族

関
係

や
家

族
連

絡
窓

口
に

関
す

る
情

報
収

集
を

適
宜

、
意

図
的

に
行

う
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
 

 ○
認

知
症
支
援

に
関

す
る

社
会

制
度
 

１
 
厚

生
労

働
省

が
「
認

知
症

の
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き
る

限
り
住

み
慣

れ
た

地
域

の
よ

い
環

境
で

自
分

ら
し

く
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
を

実
現

す
る

」
た

め
に

、
「認

知
症

施
策

推
進

５
か

年
計

画
」
（2

0
1
2

年
9

月
公

表
の

オ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
）を

改
め

、
2
0
1
5

年
1

月
に

策
定

し
た

も
の

を
「新

オ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
（認

知
症

施
策

推
進

総
合

戦
略

）」
と

い
う
。
施

策
は

以
下

の
7

つ
の

柱
に

沿
っ

て
進

め
、
対

象
期

間
は

団
塊

の
世

代
が

7
5

歳
以

上
と

な
る

2
0
2
5

年
だ

が
、
当

面
の

数
値

目
標

の
設

定
年

度
は

介
護

保
険

に
合

わ
せ

て
2
0
1
7

年
度

末
と

し
て

い
る

。
 

①
 

認
知

症
へ

の
理

解
を

深
め

る
た

め
の

普
及

・啓
発

の
推

進
 

②
 

認
知

症
の

容
態

に
応

じ
た

適
時

・
適

切
な

医
療

・
介

護
な

ど
の

提
供

 

③
 

若
年

性
認

知
症

施
策

の
強

化
 

④
 

認
知

症
の

人
の

介
護

者
へ

の
支

援
 

⑤
 

認
知

症
の

人
を

含
む

高
齢

者
に

や
さ

し
い

地
域

づ
く
り
の

推
進

 

⑥
 

認
知

症
の

予
防

法
、
診

断
法

、
治

療
法

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

モ
デ

ル
、
介

護
モ

デ
ル

な
ど

の
研

究
開

発
お

よ
び

そ
の

成
果

の
普

及
の

推
進

 

⑦
 

認
知

症
の

人
や

そ
の

家
族

の
視

点
の

重
視

 

２
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
は

、
高

齢
者

が
要

介
護

状
態

に
な

っ
て

も
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

自
分

ら
し

い
生

活
を

最
期

ま
で

送
れ

る
よ

う
に

、
地

域
内

で
サ

ポ
ー

ト
し

合
う

シ
ス

テ
ム

の
こ

と

を
い

う
。

介
護

職
が

不
足

し
、

既
存

の
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

は
高

齢
者

を
支

え
切

れ
な

い
状

況
に

な
り
つ

つ
あ

り
、

公
的

な
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く
地

域
の

力
を

活
用

し
な

が
ら

高
齢

者

を
支

え
て

い
く
シ

ス
テ

ム
の

構
築

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。
 

３
 

高
齢

化
に

伴
い

、
介

護
を

必
要

と
す

る
方

の
増

加
が

見
込

ま
れ

て
い

ま
す

が
、

少
子

化
・
核

家
族

化
な

ど
に

よ
り
、
家

族
だ

け
で

介
護

を
支

え
る

こ
と

は
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

「
介

護
保

険
制

度
」
は

、
こ

う
し

た
状

況
を

背
景

に
、
介

護
を

必
要

と
す

る
状

態
に

な
っ

て
も

安
心

し
て

生
活

が
送

れ
る

よ
う
、
介

護
を

社
会

全
体

で
支

え
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

平
成

1
2

年
4

月
か

ら
ス

タ
ー

ト

し
た

も
の

で
あ

る
。
 

４
 

成
年

後
見

制
度

と
は

、
広

義
に

は
日

本
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
法

制
を

い
う

。
つ

ま
り
、

人
（
自

然
人

）
の

意
思

能
力

が
低

い
状

態
が

あ
る

程
度

の
期

間
続

い
て

い
る

場
合

に
、

本
人

の
判

断
を

他
の

者
が

補
う
こ

と
に

よ
っ

て
、
本

人
を

法
律

的
に

支
援

す
る

た
め

の
制

度
を

い
う
[1

]。
1
9
9
9

年
の

民
法

改
正

で
従

来
の

禁
治

産
制

度
に

代
わ

っ
て

制
定

さ
れ

、
翌

2
0
0
0

年
４
月

１

日
に

施
行

さ
れ

た
。
民

法
に

基
づ

く
法

定
後

見
と

、
任

意
後

見
契

約
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
任

意
後

見
と

が
あ

る
。
 

５
 
高

齢
者

虐
待

防
止

法
と

は
、
介

護
疲

れ
に

よ
る

肉
親

の
虐

待
な

ど
が

後
を

絶
た

な
い

こ
と

を
受

け
て

制
定

さ
れ

、
2
0
0
6

年
4

月
施

行
さ

れ
た

。
高

齢
者

へ
の

虐
待

を
「
身

体
的

虐
待

」
「
介

護
の

放
棄

・
放

任
」
「
心

理
的

虐
待

」
「
性

的
虐

待
」
「
経

済
的

虐
待

」
の

５
類

型
に

分
類

。
家

庭
内

や
高

齢
者

施
設

で
虐

待
が

疑
わ

れ
る

事
例

を
発

見
し

た
場

合
は

、
速

や
か

に
市

町
村

に
通

報
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
通

報
を

受
け

た
市

町
村

は
虐

待
防

止
や

高
齢

者
保

護
の

た
め

の
適

切
な

措
置

を
と

る
と

定
め

て
お

り
、
立

ち
入

り
調

査
な

ど
が

で
き

る
と

規
定

し
て

い
る

。
 

６
 
認

知
症

の
人

の
日

常
生

活
・社

会
生

活
に

お
け

る
意

思
決

定
支

援
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
2
0
1
7

年
に

策
定

さ
れ

た
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
基

本
計

画
に

お
い

て
、
「意

思
決

定

の
支

援
の

在
り
方

に
つ

い
て

の
指

針
の

策
定

に
向

け
た

検
討

等
が

進
め

ら
れ

る
べ

き
」と

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、
こ

れ
ま

で
の

研
究

等
を

基
に

2
0
1
8

年
に

作
成

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
日

常
生

10
0

119



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ
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活
や

社
会

生
活

等
に

お
い

て
認

知
症

の
人

の
意

思
が

適
切

に
反

映
さ

れ
た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
認

知
症

の
人

の
意

思
決

定
を

支
援

す
る

標
準

的
な

手
法

や
留

意
点

、
有

効
な

取
組

方
、

本
人

の
意

思
決

定
能

力
に

応
じ

た
支

援
の

あ
り
方

等
の

方
針

が
示

さ
れ

て
い

る
。
 

７
 
高

齢
者

講
習

と
は

、
自

動
車

運
転

免
許

の
更

新
期

間
満

了
時

の
年

齢
が

7
0

歳
以

上
の

ド
ラ

イ
バ

ー
に

義
務

づ
け

ら
れ

た
講

習
を

い
う
。
視

力
や

反
射

な
ど

身
体

機
能

の
低

下
に

加
え

、
認

知
症

の
増

加
で

高
齢

運
転

者
に

よ
る

交
通

事
故

が
増

え
て

お
り
、
高

齢
者

本
人

に
自

分
の

運
転

能
力

や
技

能
水

準
を

自
覚

し
て

も
ら

う
目

的
で

実
施

し
て

い
る

。
7
0
～

7
4

歳
は

「合
理

化
高

齢
者

講
習

」（
２
時

間
、
受

講
料

4
,6

5
0

円
。
金

額
は

2
0
1
7

年
７
月

時
点

、
以

下
同

様
）を

受
講

。
7
5

歳
以

上
は

、
違

反
行

為
の

有
無

や
認

知
機

能
の

低
下

状
態

に
従

っ
て

、
認

知
機

能

検
査

（
通

常
と

臨
時

の
い

ず
れ

か
）
と

高
齢

者
講

習
（
合

理
化

と
高

度
化

の
い

ず
れ

か
）
を

受
講

す
る

義
務

が
あ

り
、

認
知

症
と

診
断

さ
れ

れ
ば

免
許

取
り
消

し
か

停
止

処
分

と
な

る
。

対
象

者

は
、

運
転

免
許

試
験

場
や

民
間

教
習

所
で

受
講

す
る

。
ビ

デ
オ

と
講

習
で

交
通

規
則

や
安

全
運

転
に

関
す

る
知

識
を

再
確

認
し

、
動

体
視

力
や

夜
間

視
力

を
測

定
す

る
ほ

か
、

実
際

に
車

を
運

転
し

指
導

員
か

ら
運

転
技

術
に

つ
い

て
助

言
を

受
け

、
危

な
か

っ
た

点
な

ど
に

つ
い

て
話

し
合

う
。
更

新
期

間
満

了
の

半
年

前
か

ら
受

講
で

き
る

。
 

８
 
災

害
時

要
援

護
者

支
援

制
度

は
、
災

害
時

に
家

族
な

ど
の

協
力

が
得

ら
れ

ず
、

自
力

で
避

難
す

る
こ

と
が

困
難

な
ひ

と
り
暮

ら
し

の
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
、
妊

産
婦

な
ど

（
災

害
時

要
援

護
者

）
が

、
自

身
の

同
意

の
上

で
、

そ
の

個
人

の
情

報
を

地
域

の
自

治
会

、
自

主
防

災
組

織
、

マ
ン

シ
ョ
ン

管
理

組
合

、
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

な
ど

に
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り
、

実
際

に
災

害

が
起

き
た

時
の

安
否

確
認

と
平

常
時

の
見

守
り
活

動
等

に
活

用
し

て
い

く
制

度
で

あ
る

。
 

９
 

若
年

性
認

知
症

の
場

合
、

社
会

で
活

躍
中

の
年

齢
で

発
症

す
る

た
め

、
病

気
に

よ
る

能
力

低
下

の
影

響
が

、
生

活
の

中
で

顕
著

に
現

れ
る

。
病

気
と

気
づ

か
れ

や
す

い
一

方
で

、
他

の
病

気
を

疑
わ

れ
る

、
診

断
確

定
に

時
間

が
か

か
る

な
ど

、
適

切
な

治
療

ま
で

に
遠

回
り
す

る
と

、
そ

の
間

の
生

活
に

も
影

響
す

る
。
 

＜
経

済
的

支
援

＞
  

・
就

労
が

困
難

で
収

入
が

減
っ

た
り
、
医

療
費

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
利

用
料

で
経

済
的

に
負

担
に

な
っ

た
り
す

る
た

め
、
お

金
に

関
す

る
制

度
は

早
め

に
利

用
を

検
討

す
る

。
 

①
 

「自
立

支
援

医
療

（精
神

通
院

）」
：認

知
症

の
治

療
に

か
か

る
医

療
費

の
自

己
負

担
分

が
助

成
さ

れ
る

 

②
 

「精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
」：

国
お

よ
び

自
治

体
の

障
害

者
の

た
め

の
制

度
が

利
用

で
き

る
 

③
 

「障
害

年
金

」：
受

給
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

、
障

害
を

事
由

と
し

た
年

金
の

給
付

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

 

＜
日

常
生

活
支

援
＞

  

・4
0

歳
以

上
の

場
合

に
は

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

、
4
0

歳
未

満
の

場
合

に
は

障
害

者
の

自
立

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

＜
就

労
支

援
＞

  

・職
場

の
理

解
が

得
ら

れ
る

場
合

、
仕

事
内

容
の

変
更

や
、
障

害
者

雇
用

の
検

討
が

で
き

る
か

を
相

談
し

て
み

る
。
た

だ
し

、
そ

れ
が

本
人

の
負

担
に

な
っ

た
り
、
休

職
し

て
休

業
保

障
は

受

け
ら

れ
て

も
す

る
こ

と
が

な
く
て

自
閉

的
な

生
活

に
な

っ
た

り
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、
退

職
し

て
生

活
の

再
設

計
を

検
討

し
た

方
が

よ
い

場
合

も
あ

る
。
 

 ○
多

職
種
連
携

等
の

基
礎

的
な

知
識

 

１
 
多

職
種

連
携

（
IP

W
：
In
te

rp
ro

fe
ss

io
na

l 
W

o
rk

）
と

は
「
異

な
る

専
門

職
か

ら
な

る
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
、
あ

る
い

は
異

な
る

機
関

・
施

設
が

、
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

（
患

者
・
家

族
）
の

利
益

を
第

一
に

、
総

合
的

・
包

括
的

な
保

健
医

療
福

祉
ケ

ア
を

提
供

す
る

た
め

に
、
相

互
尊

重
、
互

恵
関

係
に

よ
る

協
働

実
践

を
行

う
こ

と
、
ま

た
そ

の
方

法
・過

程
」と

さ
れ

て
い

る
。

 

２
 

ど
れ

だ
け

個
人

で
優

れ
た

認
知

症
ケ

ア
の

知
識

と
技

術
を

持
ち

あ
わ

せ
て

い
た

と
し

て
も

、
認

知
症

の
人

を
ひ

と
り
で

ケ
ア

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

ま
た

、
周

囲
の

理
解

や
協

力
を

得
ら

れ
な

い

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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ま
ま

、
個

人
の

思
い

だ
け

で
ケ

ア
を

し
て

い
る

と
、

次
第

に
周

囲
か

ら
孤

立
し

、
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
る

。
そ

れ
を

回
避

す
る

た
め

に
は

、
自

身
の

専
門

性
や

役
割

に
固

執
せ

ず
、

日
頃

か
ら

同
僚

や
他

職
種

に
敬

意
を

払
い

、
話

し
合

え
る

場
を

つ
く
る

努
力

が
必

要
と

な
る

。
幅

広
い

視
点

で
、
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

何
が

最
善

か
を

判
断

し
、
認

知
症

ケ
ア

の
質

を
高

め
て

い
く
に

は
チ

ー
ム

ケ
ア

が
欠

か
せ

な
い

。
チ

ー
ム

で
個

々
の

ケ
ー

ス
、

そ
れ

に
伴

う
困

難
や

課
題

を
共

有
し

、
協

力
し

て
問

題
の

解
決

方
法

を
模

索
し

て
い

く
な

か
で

、
よ

り
客

観
的

な
分

析
や

幅
広

い
視

点
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

可
能

に
な

り
、
そ

れ
が

認
知

症
ケ

ア
の

質
向

上
に

結
び

付
く
。
 

３
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ツ

ー
ル

を
活

用
す

る
意

義
は

、
ど

の
機

能
が

ど
の

程
度

残
存

し
、

障
害

さ
れ

て
い

る
の

か
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

障
害

さ
れ

た
機

能
を

補
い

な
が

ら
、

も
て

る
機

能
を

前
面

に
引

き

出
す

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
検

査
時

に
み

ら
れ

た
昔

の
思

い
出

や
趣

味
、

仕
事

に
つ

い
て

の
語

り
か

ら
、

家
族

か
ら

の
話

で
は

得
ら

れ
な

か
っ

た
本

人
の

大
切

に
し

て
い

る
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
認

知
機

能
障

害
と

相
乗

的
に

悪
化

す
る

可
能

性
を

考
慮

し
な

が
ら

、
得

ら
れ

た
情

報
を

も
と

に
、
必

要
な

ケ
ア

介
入

の
優

先
順

位
を

決
定

し
て

い
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
 

４
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

認
知

症
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（
D
A
S
C
-
2
1
）
は

、
原

則
と

し
て

研
修

を
受

け
た

専
門

職
が

高
齢

者
の

「
認

知
機

能
障

害
」
と

「
生

活
障

害
」
を

把
握

し
、

認
知

症
を

検
出

し
、
重

症
度

を
評

価
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

トツ
ー

ル
と

し
て

、
適

切
な

内
的

信
頼

性
と

併
存

的
妥

当
性

お
よ

び
弁

別
的

妥
当

性
を

有
す

る
こ

と
が

証
明

さ
れ

て
い

る
。

 

＜
D
A
S
C
－

2
1

の
特

徴
＞

 

・
D
A
S
C
－

2
1

は
、
導

入
の

Ａ
、
Ｂ

項
目

と
１
～

2
1

項
目

の
評

価
項

目
か

ら
な

る
ア

セ
ス

メ
ン

トシ
ー

トで
あ

る
。
 

・
認

知
機

能
と

生
活

機
能

を
総

合
的

に
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
ＩＡ

Ｄ
Ｌ
の

項
目

（６
項

目
）
が

充
実

し
て

い
る

の
で

、
軽

度
認

知
症

の
生

活
機

能
障

害
を

検
出

し
や

す
い

。
 

・
４
件

法
で

評
価

し
て

い
る

た
め

に
障

害
の

機
能

変
動

を
カ

バ
ー

で
き

る
。
 

・
設

問
は

具
体

的
で

あ
り
、
観

察
法

に
よ

っ
て

評
価

で
き

る
。
 

・
簡

便
で

、
短

時
間

で
実

施
で

き
る

。
 

・
評

価
方

法
も

単
純

で
あ

る
。
 

・
簡

単
な

研
修

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
認

知
症

の
基

本
的

な
理

解
と

認
知

症
の

総
合

的
ア

セ
ス

メ
ン

トの
基

本
的

技
術

を
修

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
評

価
結

果
か

ら
臨

床
像

の
全

体
を

あ
る

程
度

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、
か

つ
必

要
な

支
援

の
目

安
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

５
 
ｊ-

Z
B
I（

介
護

負
担

尺
度

日
本

語
版

）は
Z
B
Iの

日
本

語
版

で
、
原

著
の

Z
B
Iと

同
じ

く
2
2

項
目

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
J
-
Z
B
I_
8
（短

縮
版

）は
因

子
分

析
の

結
果

に
基

づ
き

荒
井

ら
が

選
択

し
た

８
項

目
か

ら
な

る
短

縮
版

で
、
P
e
rs

o
na

l 
S
tr

ai
n(

5
項

目
)と

R
o
le

 S
tr

ai
n(

3
項

目
)の

2
つ

の
因

子
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。
J
-
Z
B
I、

J
-
Z
B
I_
8

い
ず

れ
も

信
頼

性
、
妥

当
性

に
つ

い
て

確

認
さ

れ
て

い
る

。
家

族
介

護
者

に
お

け
る

抑
う

つ
症

状
に

関
す

る
カ

ッ
ト
オ

フ
ポ

イ
ン

ト
（
閾

値
）
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

家
族

介
護

者
に

よ
る

不
適

切
処

遇
に

関
し

て
、
J
-
Z
B
I_
8

得
点

か
ら

予
測

で
き

る
研

究
結

果
も

得
ら

れ
て

い
る

。
 

６
 
認

知
症

の
行

動
・
心

理
症

状
の

存
在

は
、

介
護

者
の

負
担

を
増

し
、

在
宅

で
の

生
活

を
困

難
に

す
る

要
因

の
一

つ
と

考
え

ら
れ

る
。
こ

の
行

動
症

状
を

鋭
敏

に
感

知
で

き
る

評
価

尺
度

と
し

て

2
8
 項

目
か

ら
な

る
認

知
症

行
動

障
害

尺
度

D
e
m

e
nt

ia
 B

e
ha

v
io

r 
D
is

tu
rb

an
ce

 s
ca

le
：Ｄ

Ｂ
Ｄ

が
1
9
9
0
 年

に
発

表
さ

れ
広

く
臨

床
、
介

護
現

場
で

使
用

さ
れ

て
き

て
い

る
。
町

田
ら

は

2
8
 項

目
あ

る
Ｄ

Ｂ
Ｄ

か
ら

因
子

分
析

を
用

い
て

、
1
3

項
目

を
選

び
Ｄ

Ｂ
Ｄ

の
短

縮
版

と
し

て
発

表
し

た
。

そ
の

中
で

Ｄ
Ｂ

Ｄ
2
8

と
強

い
相

関
を

示
す

だ
け

で
な

く
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
や

基
本

的
Ａ

Ｄ
Ｌ
、
手

段
的

Ａ
Ｄ

Ｌ
と

は
負

の
相

関
を

示
し

、
Z
ar

it
 の

介
護

負
担

尺
度

と
は

正
の

相
関

を
示

す
こ

と
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

。
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

は
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

、
可

能
な

限
り
、

多
く

の
情

報
を

得
る

必
要

が
あ

り
、
有

用
性

が
高

く
か

つ
簡

潔
な

ア
セ

ス
メ

ン
トツ

ー
ル

を
用

い
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
そ

の
た

め
に

行
動

症
状

の
評

価
尺

度
と

し
て

Ｄ
Ｂ

Ｄ
1
3
 を

採
用

し
て

い
る

。
 

10
1

120



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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活
や

社
会

生
活

等
に

お
い

て
認

知
症

の
人

の
意

思
が

適
切

に
反

映
さ

れ
た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

、
認

知
症

の
人

の
意

思
決

定
を

支
援

す
る

標
準

的
な

手
法

や
留

意
点

、
有

効
な

取
組

方
、

本
人

の
意

思
決

定
能

力
に

応
じ

た
支

援
の

あ
り
方

等
の

方
針

が
示

さ
れ

て
い

る
。
 

７
 
高

齢
者

講
習

と
は

、
自

動
車

運
転

免
許

の
更

新
期

間
満

了
時

の
年

齢
が

7
0

歳
以

上
の

ド
ラ

イ
バ

ー
に

義
務

づ
け

ら
れ

た
講

習
を

い
う
。
視

力
や

反
射

な
ど

身
体

機
能

の
低

下
に

加
え

、
認

知
症

の
増

加
で

高
齢

運
転

者
に

よ
る

交
通

事
故

が
増

え
て

お
り
、
高

齢
者

本
人

に
自

分
の

運
転

能
力

や
技

能
水

準
を

自
覚

し
て

も
ら

う
目

的
で

実
施

し
て

い
る

。
7
0
～

7
4

歳
は

「合
理

化
高

齢
者

講
習

」（
２
時

間
、
受

講
料

4
,6

5
0

円
。
金

額
は

2
0
1
7

年
７
月

時
点

、
以

下
同

様
）を

受
講

。
7
5

歳
以

上
は

、
違

反
行

為
の

有
無

や
認

知
機

能
の

低
下

状
態

に
従

っ
て

、
認

知
機

能

検
査

（
通

常
と

臨
時

の
い

ず
れ

か
）
と

高
齢

者
講

習
（
合

理
化

と
高

度
化

の
い

ず
れ

か
）
を

受
講

す
る

義
務

が
あ

り
、

認
知

症
と

診
断

さ
れ

れ
ば

免
許

取
り
消

し
か

停
止

処
分

と
な

る
。

対
象

者

は
、

運
転

免
許

試
験

場
や

民
間

教
習

所
で

受
講

す
る

。
ビ

デ
オ

と
講

習
で

交
通

規
則

や
安

全
運

転
に

関
す

る
知

識
を

再
確

認
し

、
動

体
視

力
や

夜
間

視
力

を
測

定
す

る
ほ

か
、

実
際

に
車

を
運

転
し

指
導

員
か

ら
運

転
技

術
に

つ
い

て
助

言
を

受
け

、
危

な
か

っ
た

点
な

ど
に

つ
い

て
話

し
合

う
。
更

新
期

間
満

了
の

半
年

前
か

ら
受

講
で

き
る

。
 

８
 
災

害
時

要
援

護
者

支
援

制
度

は
、
災

害
時

に
家

族
な

ど
の

協
力

が
得

ら
れ

ず
、

自
力

で
避

難
す

る
こ

と
が

困
難

な
ひ

と
り
暮

ら
し

の
高

齢
者

、
障

が
い

者
、

乳
幼

児
、
妊

産
婦

な
ど

（
災

害
時

要
援

護
者

）
が

、
自

身
の

同
意

の
上

で
、

そ
の

個
人

の
情

報
を

地
域

の
自

治
会

、
自

主
防

災
組

織
、

マ
ン

シ
ョ
ン

管
理

組
合

、
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

な
ど

に
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り
、

実
際

に
災

害

が
起

き
た

時
の

安
否

確
認

と
平

常
時

の
見

守
り
活

動
等

に
活

用
し

て
い

く
制

度
で

あ
る

。
 

９
 

若
年

性
認

知
症

の
場

合
、

社
会

で
活

躍
中

の
年

齢
で

発
症

す
る

た
め

、
病

気
に

よ
る

能
力

低
下

の
影

響
が

、
生

活
の

中
で

顕
著

に
現

れ
る

。
病

気
と

気
づ

か
れ

や
す

い
一

方
で

、
他

の
病

気
を

疑
わ

れ
る

、
診

断
確

定
に

時
間

が
か

か
る

な
ど

、
適

切
な

治
療

ま
で

に
遠

回
り
す

る
と

、
そ

の
間

の
生

活
に

も
影

響
す

る
。
 

＜
経

済
的

支
援

＞
  

・
就

労
が

困
難

で
収

入
が

減
っ

た
り
、
医

療
費

や
介

護
サ

ー
ビ

ス
利

用
料

で
経

済
的

に
負

担
に

な
っ

た
り
す

る
た

め
、
お

金
に

関
す

る
制

度
は

早
め

に
利

用
を

検
討

す
る

。
 

①
 

「自
立

支
援

医
療

（
精

神
通

院
）」

：認
知

症
の

治
療

に
か

か
る

医
療

費
の

自
己

負
担

分
が

助
成

さ
れ

る
 

②
 

「精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
」：

国
お

よ
び

自
治

体
の

障
害

者
の

た
め

の
制

度
が

利
用

で
き

る
 

③
 

「障
害

年
金

」：
受

給
要

件
を

満
た

し
て

い
る

場
合

、
障

害
を

事
由

と
し

た
年

金
の

給
付

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

 

＜
日

常
生

活
支

援
＞

  

・4
0

歳
以

上
の

場
合

に
は

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

、
4
0

歳
未

満
の

場
合

に
は

障
害

者
の

自
立

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

＜
就

労
支

援
＞

  

・職
場

の
理

解
が

得
ら

れ
る

場
合

、
仕

事
内

容
の

変
更

や
、
障

害
者

雇
用

の
検

討
が

で
き

る
か

を
相

談
し

て
み

る
。
た

だ
し

、
そ

れ
が

本
人

の
負

担
に

な
っ

た
り
、
休

職
し

て
休

業
保

障
は

受

け
ら

れ
て

も
す

る
こ

と
が

な
く
て

自
閉

的
な

生
活

に
な

っ
た

り
す

る
よ

う
で

あ
れ

ば
、
退

職
し

て
生

活
の

再
設

計
を

検
討

し
た

方
が

よ
い

場
合

も
あ

る
。
 

 ○
多

職
種
連
携

等
の

基
礎

的
な

知
識

 

１
 
多

職
種

連
携

（
IP

W
：
In
te

rp
ro

fe
ss

io
na

l 
W

o
rk

）
と

は
「
異

な
る

専
門

職
か

ら
な

る
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
、
あ

る
い

は
異

な
る

機
関

・
施

設
が

、
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

（
患

者
・
家

族
）
の

利
益

を
第

一
に

、
総

合
的

・
包

括
的

な
保

健
医

療
福

祉
ケ

ア
を

提
供

す
る

た
め

に
、
相

互
尊

重
、
互

恵
関

係
に

よ
る

協
働

実
践

を
行

う
こ

と
、
ま

た
そ

の
方

法
・過

程
」と

さ
れ

て
い

る
。

 

２
 

ど
れ

だ
け

個
人

で
優

れ
た

認
知

症
ケ

ア
の

知
識

と
技

術
を

持
ち

あ
わ

せ
て

い
た

と
し

て
も

、
認

知
症

の
人

を
ひ

と
り
で

ケ
ア

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

ま
た

、
周

囲
の

理
解

や
協

力
を

得
ら

れ
な

い

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
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ま
ま

、
個

人
の

思
い

だ
け

で
ケ

ア
を

し
て

い
る

と
、

次
第

に
周

囲
か

ら
孤

立
し

、
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
る

。
そ

れ
を

回
避

す
る

た
め

に
は

、
自

身
の

専
門

性
や

役
割

に
固

執
せ

ず
、

日
頃

か
ら

同
僚

や
他

職
種

に
敬

意
を

払
い

、
話

し
合

え
る

場
を

つ
く
る

努
力

が
必

要
と

な
る

。
幅

広
い

視
点

で
、
認

知
症

の
人

に
と

っ
て

何
が

最
善

か
を

判
断

し
、
認

知
症

ケ
ア

の
質

を
高

め
て

い
く
に

は
チ

ー
ム

ケ
ア

が
欠

か
せ

な
い

。
チ

ー
ム

で
個

々
の

ケ
ー

ス
、

そ
れ

に
伴

う
困

難
や

課
題

を
共

有
し

、
協

力
し

て
問

題
の

解
決

方
法

を
模

索
し

て
い

く
な

か
で

、
よ

り
客

観
的

な
分

析
や

幅
広

い
視

点
か

ら
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

可
能

に
な

り
、
そ

れ
が

認
知

症
ケ

ア
の

質
向

上
に

結
び

付
く
。
 

３
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ツ

ー
ル

を
活

用
す

る
意

義
は

、
ど

の
機

能
が

ど
の

程
度

残
存

し
、

障
害

さ
れ

て
い

る
の

か
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

障
害

さ
れ

た
機

能
を

補
い

な
が

ら
、

も
て

る
機

能
を

前
面

に
引

き

出
す

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
検

査
時

に
み

ら
れ

た
昔

の
思

い
出

や
趣

味
、

仕
事

に
つ

い
て

の
語

り
か

ら
、

家
族

か
ら

の
話

で
は

得
ら

れ
な

か
っ

た
本

人
の

大
切

に
し

て
い

る
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
認

知
機

能
障

害
と

相
乗

的
に

悪
化

す
る

可
能

性
を

考
慮

し
な

が
ら

、
得

ら
れ

た
情

報
を

も
と

に
、
必

要
な

ケ
ア

介
入

の
優

先
順

位
を

決
定

し
て

い
く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。
 

４
 

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

認
知

症
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（
D
A
S
C
-
2
1
）
は

、
原

則
と

し
て

研
修

を
受

け
た

専
門

職
が

高
齢

者
の

「
認

知
機

能
障

害
」
と

「
生

活
障

害
」
を

把
握

し
、

認
知

症
を

検
出

し
、
重

症
度

を
評

価
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

トツ
ー

ル
と

し
て

、
適

切
な

内
的

信
頼

性
と

併
存

的
妥

当
性

お
よ

び
弁

別
的

妥
当

性
を

有
す

る
こ

と
が

証
明

さ
れ

て
い

る
。

 

＜
D
A
S
C
－

2
1

の
特

徴
＞

 

・
D
A
S
C
－

2
1

は
、
導

入
の

Ａ
、
Ｂ

項
目

と
１
～

2
1

項
目

の
評

価
項

目
か

ら
な

る
ア

セ
ス

メ
ン

トシ
ー

トで
あ

る
。
 

・
認

知
機

能
と

生
活

機
能

を
総

合
的

に
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
ＩＡ

Ｄ
Ｌ
の

項
目

（６
項

目
）
が

充
実

し
て

い
る

の
で

、
軽

度
認

知
症

の
生

活
機

能
障

害
を

検
出

し
や

す
い

。
 

・
４
件

法
で

評
価

し
て

い
る

た
め

に
障

害
の

機
能

変
動

を
カ

バ
ー

で
き

る
。
 

・
設

問
は

具
体

的
で

あ
り
、
観

察
法

に
よ

っ
て

評
価

で
き

る
。
 

・
簡

便
で

、
短

時
間

で
実

施
で

き
る

。
 

・
評

価
方

法
も

単
純

で
あ

る
。
 

・
簡

単
な

研
修

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
認

知
症

の
基

本
的

な
理

解
と

認
知

症
の

総
合

的
ア

セ
ス

メ
ン

トの
基

本
的

技
術

を
修

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
評

価
結

果
か

ら
臨

床
像

の
全

体
を

あ
る

程
度

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
、
か

つ
必

要
な

支
援

の
目

安
を

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

５
 
ｊ-

Z
B
I（

介
護

負
担

尺
度

日
本

語
版

）は
Z
B
Iの

日
本

語
版

で
、
原

著
の

Z
B
Iと

同
じ

く
2
2

項
目

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
J
-
Z
B
I_
8
（短

縮
版

）は
因

子
分

析
の

結
果

に
基

づ
き

荒
井

ら
が

選
択

し
た

８
項

目
か

ら
な

る
短

縮
版

で
、
P
e
rs

o
na

l 
S
tr

ai
n(

5
項

目
)と

R
o
le

 S
tr

ai
n(

3
項

目
)の

2
つ

の
因

子
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。
J
-
Z
B
I、

J
-
Z
B
I_
8

い
ず

れ
も

信
頼

性
、
妥

当
性

に
つ

い
て

確

認
さ

れ
て

い
る

。
家

族
介

護
者

に
お

け
る

抑
う

つ
症

状
に

関
す

る
カ

ッ
ト
オ

フ
ポ

イ
ン

ト
（
閾

値
）
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

家
族

介
護

者
に

よ
る

不
適

切
処

遇
に

関
し

て
、
J
-
Z
B
I_
8

得
点

か
ら

予
測

で
き

る
研

究
結

果
も

得
ら

れ
て

い
る

。
 

６
 
認

知
症

の
行

動
・
心

理
症

状
の

存
在

は
、

介
護

者
の

負
担

を
増

し
、

在
宅

で
の

生
活

を
困

難
に

す
る

要
因

の
一

つ
と

考
え

ら
れ

る
。
こ

の
行

動
症

状
を

鋭
敏

に
感

知
で

き
る

評
価

尺
度

と
し

て

2
8
 項

目
か

ら
な

る
認

知
症

行
動

障
害

尺
度

D
e
m

e
nt

ia
 B

e
ha

v
io

r 
D
is

tu
rb

an
ce

 s
ca

le
：Ｄ

Ｂ
Ｄ

が
1
9
9
0
 年

に
発

表
さ

れ
広

く
臨

床
、
介

護
現

場
で

使
用

さ
れ

て
き

て
い

る
。
町

田
ら

は

2
8
 項

目
あ

る
Ｄ

Ｂ
Ｄ

か
ら

因
子

分
析

を
用

い
て

、
1
3

項
目

を
選

び
Ｄ

Ｂ
Ｄ

の
短

縮
版

と
し

て
発

表
し

た
。

そ
の

中
で

Ｄ
Ｂ

Ｄ
2
8

と
強

い
相

関
を

示
す

だ
け

で
な

く
Ｍ

Ｍ
Ｓ

Ｅ
や

基
本

的
Ａ

Ｄ
Ｌ
、
手

段
的

Ａ
Ｄ

Ｌ
と

は
負

の
相

関
を

示
し

、
Z
ar

it
 の

介
護

負
担

尺
度

と
は

正
の

相
関

を
示

す
こ

と
を

明
ら

か
に

し
て

い
る

。
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

は
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

、
可

能
な

限
り
、

多
く

の
情

報
を

得
る

必
要

が
あ

り
、
有

用
性

が
高

く
か

つ
簡

潔
な

ア
セ

ス
メ

ン
トツ

ー
ル

を
用

い
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
そ

の
た

め
に

行
動

症
状

の
評

価
尺

度
と

し
て

Ｄ
Ｂ

Ｄ
1
3
 を

採
用

し
て

い
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・
社

会
的

支
援

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
心

理
的

支
援

の
知

識
・
技

術
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
援

助
対

象
者

の
心

理
を

理
解

・支
援

す
る

う
え

で
必

要
な

心
理

学
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
、
心

理
的

理
解

と
支

援
の

方
法

を
習

得
さ

せ
る

。
 

到 達 目 標

 

①
人

間
の

心
理

と
行

動
に

関
す

る
理

論
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
自

己
と

他
者

の
心

理
を

理
解

す
る

た
め

の
基

本
姿

勢
と

生
じ

や
す

い
バ

イ
ア

ス
を

理
解

す
る

。
 

③
学

習
と

欲
求

・
動

機
づ

け
の

理
論

を
理

解
し

、
支

援
に

応
用

で
き

る
。
 

④
心

理
的

理
解

や
支

援
の

基
本

的
技

法
を

知
り
、
実

践
に

取
り
入

れ
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

の
養

成
課

程
で

は
、

「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
人

間
の

心
理

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

広
く
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

主
と

し
て

感
情

（
気

持
ち

）
を

中
心

と

し
た

介
護

か
ら

見
た

こ
こ

ろ
の

動
き

に
つ

い
て

学
ぶ

が
、

心
理

学
の

知
識

は
学

ば
な

い
。

ま
た

、
「
発

達
と

老
化

の
理

解
」
で

は
、

児
童

期
の

発
達

や
高

齢
期

の
老

化
に

伴
う

心
理

的
特

徴
等

を
学

ぶ
が

、
成

人
期

の
心

理
学

に
関

す
る

理
論

や
実

践
に

つ
い

て
は

、
体

系
的

に
学

ば
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
に

お
い

て
個

々
の

支
援

対
象

者
や

そ
の

家
族

の
心

理
状

態
を

理
解

し
て

支
援

を
構

築
し

て
い

く
た

め
に

、
心

理
学

的
な

知
識

を
系

統
的

に
学

び
（
＝

メ
カ

ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）
、

こ
れ

ら
を

活
用

し
、

利
用

者
の

意
思

決
定

を
尊

重
す

る
面

接
や

、
認

知
や

行
動

の
心

理
学

を
基

盤
と

し
た

実
践

的
な

支
援

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

部
下

や
後

輩
の

指
導

や
育

成
計

画
の

立
案

を
行

う
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）と
技

術
（Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

心
理

学
の

基
本

的
理

解
 

こ
こ

ろ
を

科
学

的
に

理
解

す
る

こ
と

 

心
理

的
現

象
の

特
性

・主
観

性
・客

観
性

の
理

解
 

 

心
の

科
学

の
基

本
的

態
度

 

認
知

の
錯

誤
現

象
（
錯

覚
、

注
意

機
能

、
記

憶
（
虚

記
憶

）
、
認

知
・
思

考

の
バ

イ
ア

ス
等

） 

自
己

と
他

者
の

心
理

的
理

解
 

自
己

概
念

の
理

解
 

社
会

的
認

知
 

社
会

的
行

動
、
集

団
に

お
け

る
行

動
 

個
人

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
、
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

 

第
一

印
象

、
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

、
原

因
帰

属
 

共
感

、
援

助
行

動
、
同

調
、
応

諾
、
社

会
的

促
進

・抑
制

 

学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

 
学

習
の

基
本

原
理

と
応

用
 

欲
求

と
適

応
の

理
解

 

 動
機

づ
け

の
理

解
と

応
用

 

条
件

づ
け

の
基

本
原

理
、
行

動
療

法
へ

の
応

用
 

生
得

的
動

機
、
社

会
的

動
機

、
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

階
層

説
、
防

衛
機

制
 

達
成

動
機

、
内

発
的

動
機

づ
け

 

心
理

的
支

援
技

法
の

基
礎

と
実

践
 

ス
トレ

ス
と

対
処

方
略

の
理

解
 

心
理

学
的

な
面

接
技

術
の

理
解

と
応

用
 

生
活

支
援

へ
の

認
知

行
動

療
法

等
の

応
用

 

 

ス
トレ

ス
コ

ー
ピ

ン
グ

、
認

知
症

ケ
ア

等
へ

の
応

用
 

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
、
面

接
へ

の
応

用
 

行
動

療
法

、
認

知
行

動
療

法
、

動
機

づ
け

面
接

、
自

立
支

援
・
機

能
訓

練
・
相

談
援

助
等

へ
の

応
用
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・
社

会
的

支
援

に
関

す
る

領
域

 

科
目

名
 

 
心

理
的

支
援

の
知

識
・
技

術
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
援

助
対

象
者

の
心

理
を

理
解

・支
援

す
る

う
え

で
必

要
な

心
理

学
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
、
心

理
的

理
解

と
支

援
の

方
法

を
習

得
さ

せ
る

。
 

到 達 目 標

 

①
人

間
の

心
理

と
行

動
に

関
す

る
理

論
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
自

己
と

他
者

の
心

理
を

理
解

す
る

た
め

の
基

本
姿

勢
と

生
じ

や
す

い
バ

イ
ア

ス
を

理
解

す
る

。
 

③
学

習
と

欲
求

・
動

機
づ

け
の

理
論

を
理

解
し

、
支

援
に

応
用

で
き

る
。
 

④
心

理
的

理
解

や
支

援
の

基
本

的
技

法
を

知
り
、
実

践
に

取
り
入

れ
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

の
養

成
課

程
で

は
、

「
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

」
に

お
い

て
人

間
の

心
理

に
関

す
る

基
本

的
事

項
を

広
く
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

主
と

し
て

感
情

（
気

持
ち

）
を

中
心

と

し
た

介
護

か
ら

見
た

こ
こ

ろ
の

動
き

に
つ

い
て

学
ぶ

が
、

心
理

学
の

知
識

は
学

ば
な

い
。

ま
た

、
「
発

達
と

老
化

の
理

解
」
で

は
、

児
童

期
の

発
達

や
高

齢
期

の
老

化
に

伴
う

心
理

的
特

徴
等

を
学

ぶ
が

、
成

人
期

の
心

理
学

に
関

す
る

理
論

や
実

践
に

つ
い

て
は

、
体

系
的

に
学

ば
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
に

お
い

て
個

々
の

支
援

対
象

者
や

そ
の

家
族

の
心

理
状

態
を

理
解

し
て

支
援

を
構

築
し

て
い

く
た

め
に

、
心

理
学

的
な

知
識

を
系

統
的

に
学

び
（
＝

メ
カ

ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）
、

こ
れ

ら
を

活
用

し
、

利
用

者
の

意
思

決
定

を
尊

重
す

る
面

接
や

、
認

知
や

行
動

の
心

理
学

を
基

盤
と

し
た

実
践

的
な

支
援

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

部
下

や
後

輩
の

指
導

や
育

成
計

画
の

立
案

を
行

う
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）と
技

術
（Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

心
理

学
の

基
本

的
理

解
 

こ
こ

ろ
を

科
学

的
に

理
解

す
る

こ
と

 

心
理

的
現

象
の

特
性

・主
観

性
・客

観
性

の
理

解
 

 

心
の

科
学

の
基

本
的

態
度

 

認
知

の
錯

誤
現

象
（
錯

覚
、

注
意

機
能

、
記

憶
（
虚

記
憶

）
、
認

知
・
思

考

の
バ

イ
ア

ス
等

） 

自
己

と
他

者
の

心
理

的
理

解
 

自
己

概
念

の
理

解
 

社
会

的
認

知
 

社
会

的
行

動
、
集

団
に

お
け

る
行

動
 

個
人

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
、
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

 

第
一

印
象

、
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

、
原

因
帰

属
 

共
感

、
援

助
行

動
、
同

調
、
応

諾
、
社

会
的

促
進

・抑
制

 

学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

 
学

習
の

基
本

原
理

と
応

用
 

欲
求

と
適

応
の

理
解

 

 動
機

づ
け

の
理

解
と

応
用

 

条
件

づ
け

の
基

本
原

理
、
行

動
療

法
へ

の
応

用
 

生
得

的
動

機
、
社

会
的

動
機

、
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

階
層

説
、
防

衛
機

制
 

達
成

動
機

、
内

発
的

動
機

づ
け

 

心
理

的
支

援
技

法
の

基
礎

と
実

践
 

ス
トレ

ス
と

対
処

方
略

の
理

解
 

心
理

学
的

な
面

接
技

術
の

理
解

と
応

用
 

生
活

支
援

へ
の

認
知

行
動

療
法

等
の

応
用

 

 

ス
トレ

ス
コ

ー
ピ

ン
グ

、
認

知
症

ケ
ア

等
へ

の
応

用
 

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
、
面

接
へ

の
応

用
 

行
動

療
法

、
認

知
行

動
療

法
、

動
機

づ
け

面
接

、
自

立
支

援
・
機

能
訓

練
・
相

談
援

助
等

へ
の

応
用
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
事

前
課

題
と

し
て

 

・
資

料
や

推
奨

図
書

を
読

ま
せ

、
自

己
学

習
を

行
わ

せ
る

。
 

・
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト課
題

を
課

し
、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

○
事

前
課

題
テ

ー
マ

例
：
利

用
者

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
難

し
い

。
 

 
 
 
 
 
自

立
支

援
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

 
 
 
 
 
家

族
と

の
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

 
 
 
 
 
部

下
や

後
輩

の
や

る
気

が
高

ま
ら

な
い

 
 
な

ど
 

○
事

前
レ

ポ
ー

ト課
題

で
は

、
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
１
つ

取
り
上

げ
て

、
詳

細
に

そ
の

状
況

を
ま

と
め

る
。
 

○
事

後
レ

ポ
ー

ト課
題

で
は

、
研

修
で

習
得

し
た

事
項

を
生

か
し

、
事

前
課

題
の

解
決

法
に

つ
い

て
考

察
し

、
可

能
で

あ
れ

ば
取

り
組

み
を

行
う
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

新
規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
 

本
研

修
の

狙
い

に
絞

っ
た

心
理

学
の

教
科

書
は

存
在

し
な

い
た

め
、
新

規
作

成
が

有
効

だ
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 
注

記
：
筆

記
試

験
を

行
う

場
合

で
も

必
ず

実
技

に
関

す
る

評
価

を
加

え
る

べ
き

 

①
筆

記
試

験
（
5
0

問
程

度
）
 5

0
点

満
点

 

②
実

技
課

題
へ

の
評

価
 
（演

習
課

題
へ

の
参

加
度

・達
成

度
、
実

技
課

題
の

達
成

度
） 

4
0

点
満

点
  

③
事

後
課

題
 
1
0

点
満

点
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
実

技
課

題
（
演

習
課

題
へ

の
参

加
度

・達
成

度
、
実

技
の

習
得

度
） 

5
0

点
満

点
 

②
事

後
課

題
（
レ

ポ
ー

ト）
の

評
価

 (
5
0

点
満

点
） 

 
※

事
後

課
題

に
知

識
を

問
う
問

題
を

含
め

る
。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 
 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 

 7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 

 6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

や
事

前
・事

後
課

題
の

再
提

出
を

行
う
。
 

総
合

点
で

評
価

す
る

と
と

も
に

、
評

価
の

構
成

要
素

ご
と

に
６
０
％

の
得

点
を

必
要

と
す

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
や

自
立

に
向

け
た

生
活

支
援

等
に

お
い

て
利

用
者

や
家

族
、
他

職
種

等
の

心
理

的
状

態
を

考
慮

し
た

取
り
組

み
を

導
入

で
き

る
。
 

○
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
活

動
計

画
や

人
材

育
成

に
お

い
て

、
動

機
づ

け
等

に
配

慮
し

た
取

り
組

み
が

立
案

で
き

る
。
 

注
記

：リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
認

知
症

の
科

目
と

関
連

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
事

前
課

題
と

し
て

 

・
資

料
や

推
奨

図
書

を
読

ま
せ

、
自

己
学

習
を

行
わ

せ
る

。
 

・
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

○
事

前
課

題
テ

ー
マ

例
：利

用
者

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
難

し
い

。
 

 
 
 
 
 
自

立
支

援
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

 
 
 
 
 
家

族
と

の
関

係
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

 
 
 
 
 
部

下
や

後
輩

の
や

る
気

が
高

ま
ら

な
い

 
 
な

ど
 

○
事

前
レ

ポ
ー

ト課
題

で
は

、
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
１
つ

取
り
上

げ
て

、
詳

細
に

そ
の

状
況

を
ま

と
め

る
。
 

○
事

後
レ

ポ
ー

ト課
題

で
は

、
研

修
で

習
得

し
た

事
項

を
生

か
し

、
事

前
課

題
の

解
決

法
に

つ
い

て
考

察
し

、
可

能
で

あ
れ

ば
取

り
組

み
を

行
う
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

新
規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
 

本
研

修
の

狙
い

に
絞

っ
た

心
理

学
の

教
科

書
は

存
在

し
な

い
た

め
、
新

規
作

成
が

有
効

だ
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞
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評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 
注

記
：
筆

記
試

験
を

行
う

場
合

で
も

必
ず

実
技

に
関

す
る

評
価

を
加

え
る

べ
き

 

①
筆

記
試

験
（
5
0

問
程

度
）
 5

0
点

満
点

 

②
実

技
課

題
へ

の
評

価
 
（演

習
課

題
へ

の
参

加
度

・達
成

度
、
実

技
課

題
の

達
成

度
） 

4
0

点
満

点
  

③
事

後
課

題
 
1
0

点
満

点
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
実

技
課

題
（演

習
課

題
へ

の
参

加
度

・達
成

度
、
実

技
の

習
得

度
） 

5
0

点
満

点
 

②
事

後
課

題
（レ

ポ
ー

ト）
の

評
価

 (
5
0

点
満

点
） 

 
※

事
後

課
題

に
知

識
を

問
う
問

題
を

含
め

る
。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 
 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 

 7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 

 6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

や
事

前
・事

後
課

題
の

再
提

出
を

行
う
。
 

総
合

点
で

評
価

す
る

と
と

も
に

、
評

価
の

構
成

要
素

ご
と

に
６
０
％

の
得

点
を

必
要

と
す

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
や

自
立

に
向

け
た

生
活

支
援

等
に

お
い

て
利

用
者

や
家

族
、
他

職
種

等
の

心
理

的
状

態
を

考
慮

し
た

取
り
組

み
を

導
入

で
き

る
。
 

○
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
活

動
計

画
や

人
材

育
成

に
お

い
て

、
動

機
づ

け
等

に
配

慮
し

た
取

り
組

み
が

立
案

で
き

る
。
 

注
記

：リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
認

知
症

の
科

目
と

関
連

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
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5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
ま

ず
、
「
心

理
学

の
基

本
的

理
解

」
で

は
、

科
学

的
な

人
間

理
解

の
基

本
的

考
え

方
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、
「
主

観
的

」
「
客

観
的

」
（
あ

る
い

は
間

主
観

的
も

含
め

）
な

見
方

と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

そ
の

際
に

生
じ

る
心

理
過

程
の

影
響

に
つ

い
て

体
験

的
に

理
解

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
そ

の
た

め
、

理
論

の
説

明
に

留
ま

ら
ず

、
知

覚
、

記
憶

、
思

考

等
に

お
け

る
バ

イ
ア

ス
あ

る
い

は
錯

誤
現

象
を

体
験

し
、

自
己

の
認

識
の

主
観

性
の

強
さ

、
客

観
性

を
確

保
す

る
こ

と
の

難
し

さ
を

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

上
で

、
再

度
科

学
的

態
度

の
重

要
性

を
再

確
認

す
る

。
 

○
次

に
、

社
会

心
理

学
に

お
け

る
知

見
を

学
び

、
支

援
対

象
者

の
理

解
や

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

理
解

の
基

本
と

な
る

自
己

理
解

と
他

者
理

解
（
社

会
的

認
知

）
お

よ
び

対
人

的
行

動
や

集
団

行
動

に
お

い
て

生
じ

や
す

い
課

題
を

理
解

す
る

。
そ

の
た

め
に

、
自

己
覚

知
を

図
る

課
題

（パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
検

査
な

ど
）、

社
会

的
認

知
の

バ
イ

ア
ス

（ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ

や
基

本
的

帰
属

の
錯

誤
な

ど
）を

生
じ

や
す

い
事

例
を

用
い

る
な

ど
体

験
的

な
理

解
を

図
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

○
ま

た
、

「
学

習
と

動
機

づ
け

の
理

解
」
で

は
、

支
援

対
象

者
へ

の
自

立
支

援
・
重

度
化

防
止

等
を

目
指

し
た

ケ
ア

や
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
人

材
育

成
や

チ
ー

ム
行

動
の

形
成

に
欠

か
せ

な
い

学
習

と
動

機
づ

け
の

基
礎

と
な

る
理

論
を

理
解

さ
せ

る
。

こ
の

部
分

は
理

論
的

理
解

が
重

要
で

あ
る

が
、

実
践

的
理

解
と

結
び

つ
き

や
す

い
よ

う
に

、
学

習
や

動
機

づ

け
に

配
慮

し
た

ケ
ア

、
チ

ー
ム

行
動

等
の

事
例

を
教

材
に

用
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
以

上
の

事
項

に
関

す
る

心
理

学
に

関
す

る
基

本
的

理
解

に
基

づ
き

、
「
心

理
的

支
援

技
法

の
基

礎
と

実
践

」
で

は
、

利
用

者
や

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

抱
え

る
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て

基
本

的
理

解
と

コ
ー

ピ
ン

グ
（
対

処
法

）
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
心

理
学

的
な

面
接

技
術

、
認

知
行

動
療

法
（
行

動
療

法
を

含
む

）
、

等
の

ケ
ア

場
面

で
の

応
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

と
と

も
に

、
用

い
ら

れ
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

を
練

習
す

る
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

講
義

演
習

 

６
時

間
 

 

心
理

学
の

基
本

的
理

解
 

①
科

学
的

研
究

方
法

の
基

本
的

理
解

 

・
客

観
性

、
実

証
性

、
再

現
性

、
反

証
性

、
仮

説
演

繹
法

な
ど

の
科

学
的

思

考
の

中
核

に
あ

る
考

え
方

の
理

解
を

図
る

 

 ②
心

理
的

現
象

の
特

性
・主

観
性

・客
観

性
の

理
解

 

・
主

観
・
客

観
（
間

主
観

）
の

理
解

 

・
心

理
的

な
自

動
的

過
程

の
存

在
の

理
解

（錯
覚

、
注

意
、
虚

記
憶

等
） 

・
他

者
の

主
観

の
理

解
に

お
け

る
推

測
や

共
感

（多
面

的
理

解
の

重
要

性
） 

・
他

者
の

心
理

的
理

解
に

つ
い

て
、

知
覚

現
象

や
認

知
バ

イ
ア

ス
に

関
す

る

体
験

を
通

じ
て

、
上

記
の

よ
う

な
原

則
へ

の
理

解
を

深
め

て
い

く
こ

と
が

望

ま
し

い
。
 

概
念

だ
け

で
な

く
事

例
を

用
い

て
説

明
す

る
。
 

 錯
覚

や
多

義
図

形
 

注
意

現
象

 

認
知

バ
イ

ア
ス

等
の

事
例

等
を

用
い

る
。
 

 ３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
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師

用
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 講

義
演

習
 

６
時

間
 

 

自
己

と
他

者
の

心
理

的
理

解
 

①
自

己
概

念
の

理
解

 

・
自

己
概

念
を

構
成

す
る

個
人

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
と

社
会

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

性
質

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

（社
会

的
比

較
や

栄
光

浴
な

ど
） 

②
社

会
的

認
知

 

・
第

一
印

象
、

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
、

原
因

帰
属

等
の

社
会

的
認

知
に

関
す

る

基
本

原
則

の
理

解
を

図
る

 

③
社

会
的

行
動

、
集

団
に

お
け

る
行

動
 

・
共

感
と

援
助

行
動

（生
起

に
影

響
す

る
要

因
） 

・
同

調
、
応

諾
と

い
っ

た
態

度
の

変
容

に
対

す
る

他
者

か
ら

の
影

響
 

・
社

会
的

促
進

・抑
制

と
い

っ
た

集
団

に
お

け
る

個
人

の
行

動
へ

の
影

響
 

 ＜
演

習
事

例
：時

間
に

応
じ

て
選

択
す

る
＞

 

①
パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
検

査
を

用
い

た
自

己
覚

知
の

演
習

 

②
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

的
理

解
や

基
本

的
帰

属
エ

ラ
ー

が
生

じ
る

対
人

的
理

解
の

経
験

 

③
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

作
業

に
お

け
る

社
会

的
促

進
・
抑

制
（
生

じ
や

す
い

条
件

を

設
定

す
る

）の
経

験
 

身
近

な
事

例
を

用
い

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
理

論
の

理
解

を
図

る
。
 

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

に
関

す
る

演
習

を
行

う
こ

と
で

、
実

際

に
応

用
可

能
な

体

験
的

理
解

を
深

め

る
。
 

  

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
 

講
義

演
習

 

６
時

間
 

 

学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

 
①

学
習

の
基

本
原

理
と

応
用

 

・
条

件
づ

け
の

基
本

原
理

 

・
学

習
理

論
の

応
用

（応
用

行
動

分
析

、
行

動
療

法
等

） 

②
欲

求
と

適
応

の
理

解
 

・
生

得
的

動
機

・社
会

的
動

機
 

・
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

階
層

説
 

・
防

衛
機

制
 

③
動

機
づ

け
の

応
用

と
理

解
 

・
達

成
動

機
・
内

発
的

動
機

づ
け

の
理

解
と

応
用

 

  

身
近

な
事

例
を

用
い

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
理

論
の

理
解

を
図

る
。
 

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

に
関

す
る

演
習

を
行

う
こ

と
で

、
実

際

に
応

用
可

能
な

体

験
的

理
解

を
深

め

る
。
 

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
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 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
ま

ず
、
「
心

理
学

の
基

本
的

理
解

」
で

は
、

科
学

的
な

人
間

理
解

の
基

本
的

考
え

方
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、
「
主

観
的

」
「
客

観
的

」
（
あ

る
い

は
間

主
観

的
も

含
め

）
な

見
方

と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
、

そ
の

際
に

生
じ

る
心

理
過

程
の

影
響

に
つ

い
て

体
験

的
に

理
解

で
き

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
そ

の
た

め
、

理
論

の
説

明
に

留
ま

ら
ず

、
知

覚
、

記
憶

、
思

考

等
に

お
け

る
バ

イ
ア

ス
あ

る
い

は
錯

誤
現

象
を

体
験

し
、

自
己

の
認

識
の

主
観

性
の

強
さ

、
客

観
性

を
確

保
す

る
こ

と
の

難
し

さ
を

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

上
で

、
再

度
科

学
的

態
度

の
重

要
性

を
再

確
認

す
る

。
 

○
次

に
、

社
会

心
理

学
に

お
け

る
知

見
を

学
び

、
支

援
対

象
者

の
理

解
や

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

理
解

の
基

本
と

な
る

自
己

理
解

と
他

者
理

解
（
社

会
的

認
知

）
お

よ
び

対
人

的
行

動
や

集
団

行
動

に
お

い
て

生
じ

や
す

い
課

題
を

理
解

す
る

。
そ

の
た

め
に

、
自

己
覚

知
を

図
る

課
題

（パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
検

査
な

ど
）、

社
会

的
認

知
の

バ
イ

ア
ス

（ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ

や
基

本
的

帰
属

の
錯

誤
な

ど
）を

生
じ

や
す

い
事

例
を

用
い

る
な

ど
体

験
的

な
理

解
を

図
る

こ
と

が
有

効
で

あ
る

。
 

○
ま

た
、

「
学

習
と

動
機

づ
け

の
理

解
」
で

は
、

支
援

対
象

者
へ

の
自

立
支

援
・
重

度
化

防
止

等
を

目
指

し
た

ケ
ア

や
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
人

材
育

成
や

チ
ー

ム
行

動
の

形
成

に
欠

か
せ

な
い

学
習

と
動

機
づ

け
の

基
礎

と
な

る
理

論
を

理
解

さ
せ

る
。

こ
の

部
分

は
理

論
的

理
解

が
重

要
で

あ
る

が
、

実
践

的
理

解
と

結
び

つ
き

や
す

い
よ

う
に

、
学

習
や

動
機

づ

け
に

配
慮

し
た

ケ
ア

、
チ

ー
ム

行
動

等
の

事
例

を
教

材
に

用
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
以

上
の

事
項

に
関

す
る

心
理

学
に

関
す

る
基

本
的

理
解

に
基

づ
き

、
「
心

理
的

支
援

技
法

の
基

礎
と

実
践

」
で

は
、

利
用

者
や

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

抱
え

る
ス

ト
レ

ス
に

つ
い

て

基
本

的
理

解
と

コ
ー

ピ
ン

グ
（
対

処
法

）
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
心

理
学

的
な

面
接

技
術

、
認

知
行

動
療

法
（
行

動
療

法
を

含
む

）
、

等
の

ケ
ア

場
面

で
の

応
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

と
と

も
に

、
用

い
ら

れ
る

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
法

を
練

習
す

る
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

講
義

演
習

 

６
時

間
 

 

心
理

学
の

基
本

的
理

解
 

①
科

学
的

研
究

方
法

の
基

本
的

理
解

 

・
客

観
性

、
実

証
性

、
再

現
性

、
反

証
性

、
仮

説
演

繹
法

な
ど

の
科

学
的

思

考
の

中
核

に
あ

る
考

え
方

の
理

解
を

図
る

 

 ②
心

理
的

現
象

の
特

性
・主

観
性

・客
観

性
の

理
解

 

・
主

観
・
客

観
（
間

主
観

）
の

理
解

 

・
心

理
的

な
自

動
的

過
程

の
存

在
の

理
解

（錯
覚

、
注

意
、
虚

記
憶

等
） 

・
他

者
の

主
観

の
理

解
に

お
け

る
推

測
や

共
感

（多
面

的
理

解
の

重
要

性
） 

・
他

者
の

心
理

的
理

解
に

つ
い

て
、

知
覚

現
象

や
認

知
バ

イ
ア

ス
に

関
す

る

体
験

を
通

じ
て

、
上

記
の

よ
う

な
原

則
へ

の
理

解
を

深
め

て
い

く
こ

と
が

望

ま
し

い
。
 

概
念

だ
け

で
な

く
事

例
を

用
い

て
説

明
す

る
。
 

 錯
覚

や
多

義
図

形
 

注
意

現
象

 

認
知

バ
イ

ア
ス

等
の

事
例

等
を

用
い

る
。
 

 ３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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 講

義
演

習
 

６
時

間
 

 

自
己

と
他

者
の

心
理

的
理

解
 

①
自

己
概

念
の

理
解

 

・
自

己
概

念
を

構
成

す
る

個
人

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
と

社
会

的
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

性
質

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

（社
会

的
比

較
や

栄
光

浴
な

ど
） 

②
社

会
的

認
知

 

・
第

一
印

象
、

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
、

原
因

帰
属

等
の

社
会

的
認

知
に

関
す

る

基
本

原
則

の
理

解
を

図
る

 

③
社

会
的

行
動

、
集

団
に

お
け

る
行

動
 

・
共

感
と

援
助

行
動

（生
起

に
影

響
す

る
要

因
） 

・
同

調
、
応

諾
と

い
っ

た
態

度
の

変
容

に
対

す
る

他
者

か
ら

の
影

響
 

・
社

会
的

促
進

・抑
制

と
い

っ
た

集
団

に
お

け
る

個
人

の
行

動
へ

の
影

響
 

 ＜
演

習
事

例
：時

間
に

応
じ

て
選

択
す

る
＞

 

①
パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
検

査
を

用
い

た
自

己
覚

知
の

演
習

 

②
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

的
理

解
や

基
本

的
帰

属
エ

ラ
ー

が
生

じ
る

対
人

的
理

解
の

経
験

 

③
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

作
業

に
お

け
る

社
会

的
促

進
・
抑

制
（
生

じ
や

す
い

条
件

を

設
定

す
る

）の
経

験
 

身
近

な
事

例
を

用
い

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
理

論
の

理
解

を
図

る
。
 

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

に
関

す
る

演
習

を
行

う
こ

と
で

、
実

際

に
応

用
可

能
な

体

験
的

理
解

を
深

め

る
。
 

  

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
 

講
義

演
習

 

６
時

間
 

 

学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

 
①

学
習

の
基

本
原

理
と

応
用

 

・
条

件
づ

け
の

基
本

原
理

 

・
学

習
理

論
の

応
用

（応
用

行
動

分
析

、
行

動
療

法
等

） 

②
欲

求
と

適
応

の
理

解
 

・
生

得
的

動
機

・社
会

的
動

機
 

・
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

階
層

説
 

・
防

衛
機

制
 

③
動

機
づ

け
の

応
用

と
理

解
 

・
達

成
動

機
・内

発
的

動
機

づ
け

の
理

解
と

応
用

 

  

身
近

な
事

例
を

用
い

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
理

論
の

理
解

を
図

る
。
 

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

内
容

に
関

す
る

演
習

を
行

う
こ

と
で

、
実

際

に
応

用
可

能
な

体

験
的

理
解

を
深

め

る
。
 

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
 

10
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
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＜
演

習
事

例
：時

間
に

応
じ

て
選

択
す

る
＞

 

①
応

用
行

動
分

析
や

行
動

療
法

の
手

法
を

用
い

た
ケ

ア
手

法
の

検
討

 

②
防

衛
機

制
と

考
え

ら
れ

る
介

護
事

例
に

関
す

る
事

例
検

討
 

③
達

成
動

機
や

内
発

的
動

機
づ

け
を

高
め

る
援

助
や

人
材

育
成

の
立

案
 

 

講
義

実
習

 

1
2

時
間

 

心
理

的
支

援
技

法
の

 

基
礎

と
実

践
 

＜
講

義
＞

 

①
ス

トレ
ス

と
対

処
方

略
の

理
解

 

・
ス

トレ
ス

の
基

本
的

理
解

と
コ

ー
ピ

ン
グ

 

②
心

理
学

的
な

面
接

技
術

の
理

解
と

応
用

 

・
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
等

に
よ

る
面

接
技

術
 

・
動

機
づ

け
面

接
等

の
基

礎
の

理
解

 

③
認

知
行

動
療

法
等

の
基

本
的

理
解

 

・
行

動
療

法
、
認

知
行

動
療

法
等

の
ケ

ア
へ

の
応

用
 

 ＜
演

習
事

例
＞

 

①
ス

ト
レ

ス
コ

ー
ピ

ン
グ

の
認

知
症

ケ
ア

へ
の

応
用

に
つ

い
て

の
事

例
検

討
や

ロ

ー
ル

プ
レ

イ
 

②
援

助
場

面
や

チ
ー

ム
運

営
に

お
け

る
面

接
場

面
を

設
定

し
た

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

 

③
自

立
支

援
、

機
能

訓
練

、
相

談
援

助
等

の
場

面
を

設
定

し
、

行
動

療
法

、

認
知

行
動

療
法

を
応

用
す

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
や

事
例

検
討

 

 ＜
事

後
課

題
＞

 

・
事

前
課

題
で

取
り
上

げ
た

課
題

に
つ

い
て

、
研

修
で

習
得

し
た

事
項

を
応

用
し

て
解

決
を

め
ざ

す
取

り
組

み
の

計
画

を
立

案
す

る
。
 

（実
際

に
取

り
組

み
を

し
て

、
そ

の
結

果
の

評
価

を
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

） 

技
法

に
つ

い
て

、
基

本
的

な
理

念
と

方
法

を
学

べ
る

よ
う

に
す

る
。
 

 そ
れ

ぞ
れ

の
内

容
に

関
す

る
実

技
演

習
を

行
う

こ
と

で
実

際
に

応

用
可

能
な

体
験

的

理
解

を
深

め
る

。
 

 

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
 

 ３
時

間
分

 

授
業

内
で

練
習

し
た

技
法

を

試
行

し
、

成
果

と
課

題
を

自

己
評

価
す

る
。
 

    

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
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 「心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
心

理
学
の

基
本

的
理
解

 

１
 
心

理
学

は
心

の
現

象
を

科
学

的
に

研
究

す
る

学
問

領
域

で
あ

る
。
 

２
 
科

学
的

研
究

に
求

め
ら

れ
る

態
度

は
、
客

観
性

、
実

証
性

、
再

現
性

、
反

証
性

な
ど

で
あ

る
。
 

３
 
仮

説
演

繹
法

と
は

、
経

験
か

ら
仮

説
を

作
成

し
、
そ

の
仮

説
の

正
否

を
実

験
や

調
査

な
ど

を
用

い
て

実
証

的
に

確
認

す
る

方
法

で
あ

る
。
 

４
 
人

間
の

知
覚

は
、
外

界
の

性
質

を
正

確
に

映
し

て
い

る
の

で
は

な
く
、
心

理
的

過
程

を
経

て
再

構
成

さ
れ

た
世

界
で

あ
る

。
 

５
 
注

意
は

、
情

報
の

選
択

や
集

中
に

関
わ

る
機

能
で

あ
り
、
選

択
、
配

分
、
持

続
、
転

換
等

の
性

質
を

持
つ

。
 

６
 
注

意
へ

の
負

荷
が

高
ま

る
と

、
他

の
情

報
や

行
動

へ
の

注
意

の
配

分
が

少
な

く
な

り
、
情

報
に

気
づ

か
な

い
、
行

動
を

制
御

で
き

て
い

な
い

等
の

現
象

が
生

じ
る

。
 

７
 
記

憶
は

、
符

号
化

、
貯

蔵
、
検

索
の

３
段

階
の

過
程

が
あ

る
。
 

８
 
虚

記
憶

と
は

、
実

際
に

経
験

し
て

い
な

い
こ

と
を

、
符

号
化

や
検

索
に

お
け

る
操

作
に

よ
っ

て
、
あ

た
か

も
経

験
し

た
か

の
よ

う
に

感
じ

る
現

象
で

あ
る

。
 

９
 
確

証
バ

イ
ア

ス
と

は
、
仮

説
や

信
念

に
あ

っ
た

証
拠

に
着

目
し

た
り
、
検

索
し

た
り
す

る
こ

と
で

仮
説

や
信

念
へ

の
確

証
が

深
ま

る
認

知
的

バ
イ

ア
ス

で
あ

る
。
 

 ○
自

己
と

他
者

の
心

理
的
理

解
 

１
 
自

己
概

念
と

は
、
自

分
自

身
に

つ
い

て
持

っ
て

い
る

考
え

や
イ

メ
ー

ジ
の

こ
と

で
あ

り
、
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

と
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
含

ん
で

い
る

。
 

２
 
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

と
は

、
性

格
特

性
や

能
力

な
ど

内
的

属
性

に
つ

い
て

、
自

分
と

他
者

と
は

異
な

る
存

在
で

あ
る

と
す

る
自

己
概

念
で

あ
る

。
 

３
 
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

と
は

、
所

属
集

団
の

一
員

と
し

て
、
そ

の
集

団
の

特
性

を
共

有
し

て
い

る
存

在
で

あ
る

こ
と

と
す

る
自

己
概

念
で

あ
る

。
 

４
 
社

会
的

比
較

と
は

、
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

立
す

る
た

め
に

、
他

者
と

相
対

的
に

比
較

す
る

こ
と

で
あ

り
、
上

方
比

較
と

下
方

比
較

が
あ

る
。
 

５
 
栄

光
浴

と
は

、
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

に
基

づ
き

、
自

分
の

所
属

す
る

集
団

の
メ

ン
バ

ー
の

栄
誉

を
自

分
の

こ
と

の
よ

う
に

感
じ

、
自

尊
心

が
高

め
る

こ
と

で
あ

る
。
 

６
 
第

一
印

象
は

、
初

頭
性

効
果

や
自

己
成

就
的

予
言

に
よ

っ
て

強
ま

る
傾

向
が

あ
る

。
 

７
 
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

と
は

、
あ

る
集

団
の

メ
ン

バ
ー

に
つ

い
て

、
均

一
的

で
一

般
化

さ
れ

た
信

念
や

期
待

で
あ

り
、
社

会
的

認
知

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

。
 

８
 
他

者
の

行
動

の
背

後
に

あ
る

原
因

は
、
そ

の
人

の
性

質
、
能

力
等

の
内

的
属

性
に

帰
属

さ
れ

や
す

い
こ

と
を

基
本

的
帰

属
エ

ラ
ー

（基
本

的
帰

属
の

錯
誤

）と
い

う
。
 

９
 
同

調
と

は
、
自

分
の

意
見

や
態

度
は

本
来

異
な

っ
て

い
て

も
、
他

者
が

示
す

意
見

や
行

動
に

従
う
こ

と
を

い
い

、
情

報
的

影
響

と
規

範
的

影
響

に
分

け
ら

れ
る

。
 

1
0
 
権

威
者

か
ら

の
命

令
や

社
会

的
圧

力
に

よ
り
、
自

分
の

意
志

と
は

反
し

て
い

て
も

従
う
こ

と
を

服
従

と
い

う
。
  

1
1
  

社
会

的
促

進
と

は
、
共

同
作

業
者

や
観

察
者

等
の

他
者

の
存

在
に

よ
っ

て
、
単

独
作

業
よ

り
も

作
業

の
遂

行
成

績
が

向
上

す
る

こ
と

を
い

う
。
 

1
2
  

社
会

的
抑

制
（
社

会
的

手
抜

き
）と

は
、
共

同
作

業
者

や
観

察
者

等
の

他
者

の
存

在
に

よ
っ

て
、
単

独
作

業
よ

り
も

作
業

の
遂

行
成

績
が

低
下

す
る

こ
と

い
う
。
 

1
3
  

社
会

的
抑

制
は

、
不

慣
れ

な
作

業
で

あ
っ

た
り
、
責

任
の

所
在

が
不

明
確

で
あ

っ
た

り
す

る
と

生
じ

や
す

い
。
 

10
9
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7 
 

＜
演

習
事

例
：時

間
に

応
じ

て
選

択
す

る
＞

 

①
応

用
行

動
分

析
や

行
動

療
法

の
手

法
を

用
い

た
ケ

ア
手

法
の

検
討

 

②
防

衛
機

制
と

考
え

ら
れ

る
介

護
事

例
に

関
す

る
事

例
検

討
 

③
達

成
動

機
や

内
発

的
動

機
づ

け
を

高
め

る
援

助
や

人
材

育
成

の
立

案
 

 

講
義

実
習

 

1
2

時
間

 

心
理

的
支

援
技

法
の

 

基
礎

と
実

践
 

＜
講

義
＞

 

①
ス

トレ
ス

と
対

処
方

略
の

理
解

 

・
ス

トレ
ス

の
基

本
的

理
解

と
コ

ー
ピ

ン
グ

 

②
心

理
学

的
な

面
接

技
術

の
理

解
と

応
用

 

・
パ

ー
ソ

ン
セ

ン
タ

ー
ド
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
等

に
よ

る
面

接
技

術
 

・
動

機
づ

け
面

接
等

の
基

礎
の

理
解

 

③
認

知
行

動
療

法
等

の
基

本
的

理
解

 

・
行

動
療

法
、
認

知
行

動
療

法
等

の
ケ

ア
へ

の
応

用
 

 ＜
演

習
事

例
＞

 

①
ス

ト
レ

ス
コ

ー
ピ

ン
グ

の
認

知
症

ケ
ア

へ
の

応
用

に
つ

い
て

の
事

例
検

討
や

ロ

ー
ル

プ
レ

イ
 

②
援

助
場

面
や

チ
ー

ム
運

営
に

お
け

る
面

接
場

面
を

設
定

し
た

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

 

③
自

立
支

援
、

機
能

訓
練

、
相

談
援

助
等

の
場

面
を

設
定

し
、

行
動

療
法

、

認
知

行
動

療
法

を
応

用
す

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
や

事
例

検
討

 

 ＜
事

後
課

題
＞

 

・
事

前
課

題
で

取
り
上

げ
た

課
題

に
つ

い
て

、
研

修
で

習
得

し
た

事
項

を
応

用
し

て
解

決
を

め
ざ

す
取

り
組

み
の

計
画

を
立

案
す

る
。
 

（実
際

に
取

り
組

み
を

し
て

、
そ

の
結

果
の

評
価

を
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

） 

技
法

に
つ

い
て

、
基

本
的

な
理

念
と

方
法

を
学

べ
る

よ
う

に
す

る
。
 

 そ
れ

ぞ
れ

の
内

容
に

関
す

る
実

技
演

習
を

行
う

こ
と

で
実

際
に

応

用
可

能
な

体
験

的

理
解

を
深

め
る

。
 

 

３
時

間
分

 

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
事

例
問

題

を
出

題
し

、
事

例
に

つ
い

て

教
科

書
等

を
用

い
て

、
調

べ

て
事

例
の

理
解

や
解

決
方

法
の

立
案

を
行

う
。
 

 ３
時

間
分

 

授
業

内
で

練
習

し
た

技
法

を

試
行

し
、

成
果

と
課

題
を

自

己
評

価
す

る
。
 

    

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
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 「心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
心

理
学
の

基
本

的
理
解

 

１
 
心

理
学

は
心

の
現

象
を

科
学

的
に

研
究

す
る

学
問

領
域

で
あ

る
。
 

２
 
科

学
的

研
究

に
求

め
ら

れ
る

態
度

は
、
客

観
性

、
実

証
性

、
再

現
性

、
反

証
性

な
ど

で
あ

る
。
 

３
 
仮

説
演

繹
法

と
は

、
経

験
か

ら
仮

説
を

作
成

し
、
そ

の
仮

説
の

正
否

を
実

験
や

調
査

な
ど

を
用

い
て

実
証

的
に

確
認

す
る

方
法

で
あ

る
。
 

４
 
人

間
の

知
覚

は
、
外

界
の

性
質

を
正

確
に

映
し

て
い

る
の

で
は

な
く
、
心

理
的

過
程

を
経

て
再

構
成

さ
れ

た
世

界
で

あ
る

。
 

５
 
注

意
は

、
情

報
の

選
択

や
集

中
に

関
わ

る
機

能
で

あ
り
、
選

択
、
配

分
、
持

続
、
転

換
等

の
性

質
を

持
つ

。
 

６
 
注

意
へ

の
負

荷
が

高
ま

る
と

、
他

の
情

報
や

行
動

へ
の

注
意

の
配

分
が

少
な

く
な

り
、
情

報
に

気
づ

か
な

い
、
行

動
を

制
御

で
き

て
い

な
い

等
の

現
象

が
生

じ
る

。
 

７
 
記

憶
は

、
符

号
化

、
貯

蔵
、
検

索
の

３
段

階
の

過
程

が
あ

る
。
 

８
 
虚

記
憶

と
は

、
実

際
に

経
験

し
て

い
な

い
こ

と
を

、
符

号
化

や
検

索
に

お
け

る
操

作
に

よ
っ

て
、
あ

た
か

も
経

験
し

た
か

の
よ

う
に

感
じ

る
現

象
で

あ
る

。
 

９
 
確

証
バ

イ
ア

ス
と

は
、
仮

説
や

信
念

に
あ

っ
た

証
拠

に
着

目
し

た
り
、
検

索
し

た
り
す

る
こ

と
で

仮
説

や
信

念
へ

の
確

証
が

深
ま

る
認

知
的

バ
イ

ア
ス

で
あ

る
。
 

 ○
自

己
と

他
者

の
心

理
的
理

解
 

１
 
自

己
概

念
と

は
、
自

分
自

身
に

つ
い

て
持

っ
て

い
る

考
え

や
イ

メ
ー

ジ
の

こ
と

で
あ

り
、
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

と
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
含

ん
で

い
る

。
 

２
 
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

と
は

、
性

格
特

性
や

能
力

な
ど

内
的

属
性

に
つ

い
て

、
自

分
と

他
者

と
は

異
な

る
存

在
で

あ
る

と
す

る
自

己
概

念
で

あ
る

。
 

３
 
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

と
は

、
所

属
集

団
の

一
員

と
し

て
、
そ

の
集

団
の

特
性

を
共

有
し

て
い

る
存

在
で

あ
る

こ
と

と
す

る
自

己
概

念
で

あ
る

。
 

４
 
社

会
的

比
較

と
は

、
個

人
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

立
す

る
た

め
に

、
他

者
と

相
対

的
に

比
較

す
る

こ
と

で
あ

り
、
上

方
比

較
と

下
方

比
較

が
あ

る
。
 

５
 
栄

光
浴

と
は

、
社

会
的

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

に
基

づ
き

、
自

分
の

所
属

す
る

集
団

の
メ

ン
バ

ー
の

栄
誉

を
自

分
の

こ
と

の
よ

う
に

感
じ

、
自

尊
心

が
高

め
る

こ
と

で
あ

る
。
 

６
 
第

一
印

象
は

、
初

頭
性

効
果

や
自

己
成

就
的

予
言

に
よ

っ
て

強
ま

る
傾

向
が

あ
る

。
 

７
 
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

と
は

、
あ

る
集

団
の

メ
ン

バ
ー

に
つ

い
て

、
均

一
的

で
一

般
化

さ
れ

た
信

念
や

期
待

で
あ

り
、
社

会
的

認
知

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

。
 

８
 
他

者
の

行
動

の
背

後
に

あ
る

原
因

は
、
そ

の
人

の
性

質
、
能

力
等

の
内

的
属

性
に

帰
属

さ
れ

や
す

い
こ

と
を

基
本

的
帰

属
エ

ラ
ー

（基
本

的
帰

属
の

錯
誤

）と
い

う
。
 

９
 
同

調
と

は
、
自

分
の

意
見

や
態

度
は

本
来

異
な

っ
て

い
て

も
、
他

者
が

示
す

意
見

や
行

動
に

従
う
こ

と
を

い
い

、
情

報
的

影
響

と
規

範
的

影
響

に
分

け
ら

れ
る

。
 

1
0
 
権

威
者

か
ら

の
命

令
や

社
会

的
圧

力
に

よ
り
、
自

分
の

意
志

と
は

反
し

て
い

て
も

従
う
こ

と
を

服
従

と
い

う
。
  

1
1
  

社
会

的
促

進
と

は
、
共

同
作

業
者

や
観

察
者

等
の

他
者

の
存

在
に

よ
っ

て
、
単

独
作

業
よ

り
も

作
業

の
遂

行
成

績
が

向
上

す
る

こ
と

を
い

う
。
 

1
2
  

社
会

的
抑

制
（
社

会
的

手
抜

き
）と

は
、
共

同
作

業
者

や
観

察
者

等
の

他
者

の
存

在
に

よ
っ

て
、
単

独
作

業
よ

り
も

作
業

の
遂

行
成

績
が

低
下

す
る

こ
と

い
う
。
 

1
3
  

社
会

的
抑

制
は

、
不

慣
れ

な
作

業
で

あ
っ

た
り
、
責

任
の

所
在

が
不

明
確

で
あ

っ
た

り
す

る
と

生
じ

や
す

い
。
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 1
4
 援

助
行

動
は

、
周

囲
に

多
く
の

人
が

い
て

、
責

任
が

分
散

す
る

と
傍

観
者

効
果

が
生

じ
て

、
生

起
し

に
く
く
な

る
。
 

 ○
学

習
と
動
機

づ
け

の
理

解
 

１
 
学

習
と

は
、
経

験
に

よ
っ

て
永

続
的

に
生

じ
る

行
動

の
変

化
で

あ
る

。
 

２
 
レ

ス
ポ

ン
デ

ン
ト条

件
づ

け
で

は
、
生

理
的

反
応

を
引

き
起

こ
す

刺
激

に
別

の
新

た
な

刺
激

を
随

伴
さ

せ
る

こ
と

で
、

そ
の

新
た

な
刺

激
に

対
し

て
も

同
様

の
生

理
的

反
応

が
生

じ
る

と
い

う
新

し
い

刺
激

―
反

応
の

関
係

が
学

習
さ

れ
る

。
 

３
 
オ

ペ
ラ

ン
ト
条

件
づ

け
で

は
、
あ

る
刺

激
や

状
況

に
お

い
て

生
起

し
た

行
動

に
対

し
て

報
酬

や
罰

を
与

え
る

こ
と

で
、
そ

の
刺

激
や

状
況

に
対

す
る

適
応

的
な

行
動

が
学

習
さ

れ
る

。
 

４
 
系

統
的

脱
感

作
と

は
、

レ
ス

ポ
ン

デ
ン

ト
条

件
づ

け
を

応
用

し
、

不
安

や
恐

怖
が

生
じ

る
さ

ま
ざ

ま
な

対
象

に
つ

い
て

、
そ

の
不

安
や

恐
怖

を
感

じ
る

程
度

に
応

じ
た

階
層

表
を

作
成

し
、
軽

度

の
も

の
か

ら
順

に
不

安
や

恐
怖

を
抑

止
す

る
よ

う
な

刺
激

を
随

伴
さ

せ
る

こ
と

で
不

安
や

恐
怖

を
解

消
し

て
い

く
心

理
療

法
の

１
つ

で
あ

る
。
 

５
 

社
会

的
技

能
訓

練
（
Ｓ

Ｓ
Ｔ

：
S
o
ci

al
 S

k
ill
 T

ra
in
in
g
）
で

は
、

オ
ペ

ラ
ン

ト
条

件
づ

け
を

応
用

し
、

モ
デ

リ
ン

グ
（
観

察
学

習
）
や

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
通

し
て

、
社

会
的

生
活

の
中

で
必

要
な

社
会

的
行

動
を

学
習

す
る

。
 

６
 

オ
ペ

ラ
ン

ト
条

件
づ

け
の

応
用

に
は

、
練

習
の

成
果

が
出

や
す

く
す

る
た

め
に

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

に
す

る
こ

と
や

行
動

に
対

し
て

そ
の

評
価

（
報

酬
や

罰
）
を

随
伴

さ
せ

る
即

時
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ

ク
等

が
有

効
で

あ
る

。
 

７
 
生

得
的

動
機

と
は

、
生

物
と

し
て

持
っ

て
い

る
生

理
的

欲
求

に
基

づ
く
も

の
で

あ
り
、
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

の
働

き
な

ど
が

あ
る

。
 

８
 
社

会
的

動
機

と
は

、
学

習
に

よ
っ

て
習

得
し

て
い

く
動

機
で

あ
り
、
達

成
、
親

和
、
獲

得
と

い
っ

た
多

様
な

動
機

が
含

ま
れ

る
。
 

９
 防

衛
機

制
は

、
動

機
が

達
成

さ
れ

な
い

こ
と

に
よ

る
不

満
感

や
自

尊
心

の
低

下
と

い
っ

た
心

理
的

な
不

適
応

状
態

を
抑

制
す

る
た

め
に

自
動

的
に

生
じ

る
行

動
で

あ
る

。
 

1
0
 達

成
動

機
と

は
、
目

標
を

達
成

し
よ

う
と

い
う
動

機
の

こ
と

で
あ

る
。
 

1
1
 達

成
動

機
を

高
め

る
に

は
、
目

標
が

重
要

で
あ

り
、
期

待
・価

値
理

論
で

は
、
目

標
の

も
つ

価
値

と
目

標
達

成
の

見
込

み
（期

待
）を

積
に

よ
っ

て
達

成
動

機
が

決
定

さ
れ

る
と

考
え

る
。
 

1
2
 達

成
動

機
を

高
め

る
期

待
は

、
結

果
を

達
成

で
き

る
行

動
へ

の
期

待
（
結

果
期

待
）
と

そ
の

行
動

が
自

分
に

で
き

る
か

と
い

う
期

待
（
効

力
期

待
）
に

分
解

さ
れ

る
。

効
力

期
待

は
自

己
効

力

感
と

も
呼

ば
れ

て
、
自

尊
心

と
も

関
係

し
て

お
り
、
達

成
動

機
の

高
さ

に
影

響
す

る
。
 

1
3
 内

発
的

動
機

と
は

、
行

動
に

対
す

る
外

部
か

ら
の

報
酬

や
罰

で
は

な
く
、

好
奇

心
、

満
足

感
の

内
的

な
状

態
に

基
づ

く
動

機
で

あ
り
、
学

習
や

仕
事

へ
の

自
発

性
に

英
キ

ュ
し

て
い

る
。

自
律

感
（
自

己
決

定
）、

有
能

感
等

に
よ

っ
て

高
ま

る
。
 

1
4
 ア

ン
ダ

ー
マ

イ
ニ

ン
グ

効
果

と
は

、
内

発
的

動
機

に
よ

っ
て

生
じ

た
行

動
に

対
し

て
、
報

酬
や

罰
を

与
え

る
と

、
そ

の
行

動
に

対
す

る
内

発
的

動
機

が
低

下
す

る
現

象
で

あ
る

。
 

 ○
心

理
的
支
援

技
法

の
基
礎

と
実

践
 

１
 
ス

ト
レ

ス
の

原
因

を
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
と

い
う
。
 

２
 
ス

ト
レ

ス
と

は
、
ス

トレ
ッ

サ
ー

に
対

抗
す

る
心

身
の

反
応

で
あ

る
。
 

３
 
ス

ト
レ

ス
が

生
じ

た
と

き
に

そ
れ

を
緩

和
す

る
行

動
を

対
処

行
動

（コ
ー

ピ
ン

グ
）と

い
う
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

10
 

 ４
 
対

処
行

動
（コ

ー
ピ

ン
グ

）に
は

、
問

題
焦

点
型

対
処

と
情

動
焦

点
型

対
処

が
あ

る
。
 

５
 
行

動
療

法
と

は
、
学

習
理

論
を

基
本

と
し

た
心

理
療

法
で

あ
る

。
 

６
 
認

知
行

動
療

法
は

、
心

理
的

問
題

の
原

因
に

対
す

る
認

知
の

歪
み

を
変

化
さ

せ
る

こ
と

で
行

動
を

変
化

さ
せ

る
。
 

  

11
1
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

9 
 1
4
 援

助
行

動
は

、
周

囲
に

多
く
の

人
が

い
て

、
責

任
が

分
散

す
る

と
傍

観
者

効
果

が
生

じ
て

、
生

起
し

に
く
く
な

る
。
 

 ○
学

習
と
動
機

づ
け

の
理

解
 

１
 
学

習
と

は
、
経

験
に

よ
っ

て
永

続
的

に
生

じ
る

行
動

の
変

化
で

あ
る

。
 

２
 
レ

ス
ポ

ン
デ

ン
ト条

件
づ

け
で

は
、
生

理
的

反
応

を
引

き
起

こ
す

刺
激

に
別

の
新

た
な

刺
激

を
随

伴
さ

せ
る

こ
と

で
、

そ
の

新
た

な
刺

激
に

対
し

て
も

同
様

の
生

理
的

反
応

が
生

じ
る

と
い

う
新

し
い

刺
激

―
反

応
の

関
係

が
学

習
さ

れ
る

。
 

３
 
オ

ペ
ラ

ン
ト条

件
づ

け
で

は
、
あ

る
刺

激
や

状
況

に
お

い
て

生
起

し
た

行
動

に
対

し
て

報
酬

や
罰

を
与

え
る

こ
と

で
、
そ

の
刺

激
や

状
況

に
対

す
る

適
応

的
な

行
動

が
学

習
さ

れ
る

。
 

４
 
系

統
的

脱
感

作
と

は
、

レ
ス

ポ
ン

デ
ン

ト
条

件
づ

け
を

応
用

し
、

不
安

や
恐

怖
が

生
じ

る
さ

ま
ざ

ま
な

対
象

に
つ

い
て

、
そ

の
不

安
や

恐
怖

を
感

じ
る

程
度

に
応

じ
た

階
層

表
を

作
成

し
、
軽

度

の
も

の
か

ら
順

に
不

安
や

恐
怖

を
抑

止
す

る
よ

う
な

刺
激

を
随

伴
さ

せ
る

こ
と

で
不

安
や

恐
怖

を
解

消
し

て
い

く
心

理
療

法
の

１
つ

で
あ

る
。
 

５
 

社
会

的
技

能
訓

練
（
Ｓ

Ｓ
Ｔ

：
S
o
ci

al
 S

k
ill
 T

ra
in
in
g
）
で

は
、

オ
ペ

ラ
ン

ト
条

件
づ

け
を

応
用

し
、

モ
デ

リ
ン

グ
（
観

察
学

習
）
や

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

を
通

し
て

、
社

会
的

生
活

の
中

で
必

要
な

社
会

的
行

動
を

学
習

す
る

。
 

６
 

オ
ペ

ラ
ン

ト
条

件
づ

け
の

応
用

に
は

、
練

習
の

成
果

が
出

や
す

く
す

る
た

め
に

ス
モ

ー
ル

ス
テ

ッ
プ

に
す

る
こ

と
や

行
動

に
対

し
て

そ
の

評
価

（
報

酬
や

罰
）
を

随
伴

さ
せ

る
即

時
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ

ク
等

が
有

効
で

あ
る

。
 

７
 
生

得
的

動
機

と
は

、
生

物
と

し
て

持
っ

て
い

る
生

理
的

欲
求

に
基

づ
く
も

の
で

あ
り
、
ホ

メ
オ

ス
タ

シ
ス

の
働

き
な

ど
が

あ
る

。
 

８
 
社

会
的

動
機

と
は

、
学

習
に

よ
っ

て
習

得
し

て
い

く
動

機
で

あ
り
、
達

成
、
親

和
、
獲

得
と

い
っ

た
多

様
な

動
機

が
含

ま
れ

る
。
 

９
 防

衛
機

制
は

、
動

機
が

達
成

さ
れ

な
い

こ
と

に
よ

る
不

満
感

や
自

尊
心

の
低

下
と

い
っ

た
心

理
的

な
不

適
応

状
態

を
抑

制
す

る
た

め
に

自
動

的
に

生
じ

る
行

動
で

あ
る

。
 

1
0
 達

成
動

機
と

は
、
目

標
を

達
成

し
よ

う
と

い
う
動

機
の

こ
と

で
あ

る
。
 

1
1
 達

成
動

機
を

高
め

る
に

は
、
目

標
が

重
要

で
あ

り
、
期

待
・価

値
理

論
で

は
、
目

標
の

も
つ

価
値

と
目

標
達

成
の

見
込

み
（期

待
）を

積
に

よ
っ

て
達

成
動

機
が

決
定

さ
れ

る
と

考
え

る
。
 

1
2
 達

成
動

機
を

高
め

る
期

待
は

、
結

果
を

達
成

で
き

る
行

動
へ

の
期

待
（
結

果
期

待
）
と

そ
の

行
動

が
自

分
に

で
き

る
か

と
い

う
期

待
（
効

力
期

待
）
に

分
解

さ
れ

る
。

効
力

期
待

は
自

己
効

力

感
と

も
呼

ば
れ

て
、
自

尊
心

と
も

関
係

し
て

お
り
、
達

成
動

機
の

高
さ

に
影

響
す

る
。
 

1
3
 内

発
的

動
機

と
は

、
行

動
に

対
す

る
外

部
か

ら
の

報
酬

や
罰

で
は

な
く
、

好
奇

心
、

満
足

感
の

内
的

な
状

態
に

基
づ

く
動

機
で

あ
り
、
学

習
や

仕
事

へ
の

自
発

性
に

英
キ

ュ
し

て
い

る
。

自
律

感
（
自

己
決

定
）、

有
能

感
等

に
よ

っ
て

高
ま

る
。
 

1
4
 ア

ン
ダ

ー
マ

イ
ニ

ン
グ

効
果

と
は

、
内

発
的

動
機

に
よ

っ
て

生
じ

た
行

動
に

対
し

て
、
報

酬
や

罰
を

与
え

る
と

、
そ

の
行

動
に

対
す

る
内

発
的

動
機

が
低

下
す

る
現

象
で

あ
る

。
 

 ○
心

理
的
支
援

技
法

の
基
礎

と
実

践
 

１
 
ス

ト
レ

ス
の

原
因

を
ス

ト
レ

ッ
サ

ー
と

い
う
。
 

２
 
ス

ト
レ

ス
と

は
、
ス

トレ
ッ

サ
ー

に
対

抗
す

る
心

身
の

反
応

で
あ

る
。
 

３
 
ス

ト
レ

ス
が

生
じ

た
と

き
に

そ
れ

を
緩

和
す

る
行

動
を

対
処

行
動

（コ
ー

ピ
ン

グ
）と

い
う
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

心
理
的
支
援
の
知
識
・
技
術
 

10
 

 ４
 
対

処
行

動
（コ

ー
ピ

ン
グ

）に
は

、
問

題
焦

点
型

対
処

と
情

動
焦

点
型

対
処

が
あ

る
。
 

５
 
行

動
療

法
と

は
、
学

習
理

論
を

基
本

と
し

た
心

理
療

法
で

あ
る

。
 

６
 
認

知
行

動
療

法
は

、
心

理
的

問
題

の
原

因
に

対
す

る
認

知
の

歪
み

を
変

化
さ

せ
る

こ
と

で
行

動
を

変
化

さ
せ

る
。
 

  

11
2
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・社

会
的

支
援

の
領

域
 

科
目

名
 

 
地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
3
0

時
間

（集
合

研
修

1
5

時
間

、
課

題
学

習
1
5

時
間

） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
利

用
者

本
人

が
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

、
社

会
的

役
割

の
維

持
、
社

会
参

加
の

支
援

や
、
家

族
へ

の
支

援
が

行
え

る
と

と
も

に
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

は
な

い
地

域
の

イ
ン

フ

ォ
ー

マ
ル

な
資

源
も

活
用

し
て

、
地

域
生

活
の

継
続

が
支

援
で

き
る

実
践

力
を

習
得

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
利

用
者

が
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

や
社

会
的

役
割

を
踏

ま
え

て
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

が
必

要
に

な
っ

て
も

そ
れ

ら
と

の
関

係
を

断
ち

切
ら

ず
に

で
き

る
だ

け
維

持
で

き
る

支
援

の
計

画
を

考
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
担

い
手

に
よ

る
互

助
の

活
動

に
つ

い
て

、
担

い
手

、
活

動
内

容
、
連

携
の

方
策

や
留

意
点

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
家

族
介

護
者

の
負

担
や

困
難

に
つ

い
て

、
典

型
例

を
あ

げ
る

と
と

も
に

、
家

族
介

護
者

へ
の

支
援

や
連

携
の

方
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

④
複

合
的

な
困

難
を

抱
え

る
家

族
に

つ
い

て
、
典

型
例

を
あ

げ
る

と
と

も
に

、
支

援
や

関
係

機
関

等
と

の
連

携
の

方
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
社

会
の

理
解

」
に

お
い

て
、

社
会

と
生

活
の

し
く
み

と
し

て
、

家
族

、
社

会
、

地
域

の
概

念
や

構
造

、
形

態
な

ど
を

学
ぶ

。
ま

た
、

「
介

護
の

基

本
」
の

な
か

で
、

介
護

を
必

要
と

す
る

人
の

生
活

を
支

え
る

し
く
み

と
し

て
、

地
域

連
携

や
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
支

援
に

つ
い

て
も

学
ぶ

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

を
、

利
用

者
の

社
会

参
加

や
家

族
へ

の
支

援
に

活
用

す
る

実
践

的
な

知
識

を
学

ぶ
に

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
の

多
様

な
社

会
資

源
を

活
用

し
な

が
ら

、
ま

た
、

利
用

者
の

家
族

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
そ

れ
ま

で
の

社
会

関
係

を
断

ち
切

る
こ

と
な

く
、
利

用
者

が
継

続
的

に
地

域
で

の
暮

ら
し

が
続

け
ら

れ
る

よ
う
に

す
る

た
め

の
実

践
的

な
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

社
会

関
係

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト
、

社

会
的

役
割

、
社

会
参

加
の

重
要

性
と

支

援
 

 

１
）社

会
的

な
繋

が
り
、
人

間
関

係
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

 

サ
ポ

ー
トの

維
持

、
再

形
成

の
支

援
 

２
）介

護
サ

ー
ビ

ス
に

よ
っ

て
、
社

会
関

係
等

を
断

 

ち
切

っ
て

し
ま

う
危

険
性

と
そ

の
回

避
 

３
）社

会
的

役
割

の
維

持
、
社

会
参

加
の

支
援

 

①
地

域
で

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

支
え

る
 

②
地

域
で

の
関

係
を

築
き

な
が

ら
生

活
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

 

③
生

活
か

ら
介

護
だ

け
を

切
り
出

す
の

で
は

な
く
、

生
活

そ
の

も
を

支
援

す

る
  

２
．

地
域

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
担

い
手

に
よ

る
互

助
活

動
 

１
）
利

用
者

の
地

域
で

の
暮

ら
し

を
可

能
に

す
る

た
め

に
、

近
隣

住
民

、
商

店
、

知
人

友
人

な
ど

こ
れ

ま

で
の

関
係

の
継

続
、

新
た

な
つ

な
が

り
、

場
の

支

援
 

２
）
本

人
か

ら
見

た
地

域
資

源
、

居
場

所
作

り
、

役

割
や

生
き

が
い

づ
く
り
な

ど
新

た
な

活
動

の
場

 

３
）
地

域
住

民
、

利
用

者
双

方
を

支
援

の
対

象
に

す

る
 

①
本

人
を

取
り
巻

く
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

資
源

、
住

民
ら

と
利

用
者

の
生

き
が

い
、
役

割
、
居

場
づ

く
り
に

取
り
組

む
 

②
住

民
主

体
に

よ
る

参
画

 

③
地

域
に

暮
ら

す
利

用
者

の
生

活
課

題
は

高
齢

者
、

障
害

者
、

児
童

全

て
が

対
象

に
な

る
 

④
専

門
職

だ
け

で
は

な
く
住

民
も

担
い

手
に

な
る

 

⑤
地

域
と

つ
な

が
る

こ
と

で
、

問
題

を
共

有
し

て
新

た
な

ま
ち

づ
く
り
に

つ
な

が
る

 

３
．
家

族
支

援
 

１
）家

族
介

護
者

の
負

担
と

支
援

 

２
）複

合
的

な
困

難
を

抱
え

る
家

族
の

支
援

 

 

①
家

族
の

定
義

と
課

題
 

②
介

護
家

族
の

負
担

の
特

性
と

支
援

 

②
多

問
題

家
族

へ
の

支
援

 

③
男

性
介

護
者

の
特

性
と

支
援
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・社

会
的

支
援

の
領

域
 

科
目

名
 

 
地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
3
0

時
間

（集
合

研
修

1
5

時
間

、
課

題
学

習
1
5

時
間

） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
利

用
者

本
人

が
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

、
社

会
的

役
割

の
維

持
、
社

会
参

加
の

支
援

や
、
家

族
へ

の
支

援
が

行
え

る
と

と
も

に
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

は
な

い
地

域
の

イ
ン

フ

ォ
ー

マ
ル

な
資

源
も

活
用

し
て

、
地

域
生

活
の

継
続

が
支

援
で

き
る

実
践

力
を

習
得

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
利

用
者

が
培

っ
て

き
た

社
会

関
係

や
社

会
的

役
割

を
踏

ま
え

て
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

が
必

要
に

な
っ

て
も

そ
れ

ら
と

の
関

係
を

断
ち

切
ら

ず
に

で
き

る
だ

け
維

持
で

き
る

支
援

の
計

画
を

考
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
担

い
手

に
よ

る
互

助
の

活
動

に
つ

い
て

、
担

い
手

、
活

動
内

容
、
連

携
の

方
策

や
留

意
点

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
家

族
介

護
者

の
負

担
や

困
難

に
つ

い
て

、
典

型
例

を
あ

げ
る

と
と

も
に

、
家

族
介

護
者

へ
の

支
援

や
連

携
の

方
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

④
複

合
的

な
困

難
を

抱
え

る
家

族
に

つ
い

て
、
典

型
例

を
あ

げ
る

と
と

も
に

、
支

援
や

関
係

機
関

等
と

の
連

携
の

方
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
社

会
の

理
解

」
に

お
い

て
、

社
会

と
生

活
の

し
く
み

と
し

て
、

家
族

、
社

会
、

地
域

の
概

念
や

構
造

、
形

態
な

ど
を

学
ぶ

。
ま

た
、

「
介

護
の

基

本
」
の

な
か

で
、

介
護

を
必

要
と

す
る

人
の

生
活

を
支

え
る

し
く
み

と
し

て
、

地
域

連
携

や
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
支

援
に

つ
い

て
も

学
ぶ

。
し

か
し

、
そ

れ
ら

を
、

利
用

者
の

社
会

参
加

や
家

族
へ

の
支

援
に

活
用

す
る

実
践

的
な

知
識

を
学

ぶ
に

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
の

多
様

な
社

会
資

源
を

活
用

し
な

が
ら

、
ま

た
、

利
用

者
の

家
族

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
そ

れ
ま

で
の

社
会

関
係

を
断

ち
切

る
こ

と
な

く
、
利

用
者

が
継

続
的

に
地

域
で

の
暮

ら
し

が
続

け
ら

れ
る

よ
う
に

す
る

た
め

の
実

践
的

な
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．

社
会

関
係

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト
、

社

会
的

役
割

、
社

会
参

加
の

重
要

性
と

支

援
 

 

１
）社

会
的

な
繋

が
り
、
人

間
関

係
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

 

サ
ポ

ー
トの

維
持

、
再

形
成

の
支

援
 

２
）介

護
サ

ー
ビ

ス
に

よ
っ

て
、
社

会
関

係
等

を
断

 

ち
切

っ
て

し
ま

う
危

険
性

と
そ

の
回

避
 

３
）社

会
的

役
割

の
維

持
、
社

会
参

加
の

支
援

 

①
地

域
で

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

支
え

る
 

②
地

域
で

の
関

係
を

築
き

な
が

ら
生

活
す

る
こ

と
を

支
援

す
る

 

③
生

活
か

ら
介

護
だ

け
を

切
り
出

す
の

で
は

な
く
、

生
活

そ
の

も
を

支
援

す

る
  

２
．

地
域

の
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
担

い
手

に
よ

る
互

助
活

動
 

１
）
利

用
者

の
地

域
で

の
暮

ら
し

を
可

能
に

す
る

た
め

に
、

近
隣

住
民

、
商

店
、

知
人

友
人

な
ど

こ
れ

ま

で
の

関
係

の
継

続
、

新
た

な
つ

な
が

り
、

場
の

支

援
 

２
）
本

人
か

ら
見

た
地

域
資

源
、

居
場

所
作

り
、

役

割
や

生
き

が
い

づ
く
り
な

ど
新

た
な

活
動

の
場

 

３
）
地

域
住

民
、

利
用

者
双

方
を

支
援

の
対

象
に

す

る
 

①
本

人
を

取
り
巻

く
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

資
源

、
住

民
ら

と
利

用
者

の
生

き
が

い
、
役

割
、
居

場
づ

く
り
に

取
り
組

む
 

②
住

民
主

体
に

よ
る

参
画

 

③
地

域
に

暮
ら

す
利

用
者

の
生

活
課

題
は

高
齢

者
、

障
害

者
、

児
童

全

て
が

対
象

に
な

る
 

④
専

門
職

だ
け

で
は

な
く
住

民
も

担
い

手
に

な
る

 

⑤
地

域
と

つ
な

が
る

こ
と

で
、

問
題

を
共

有
し

て
新

た
な

ま
ち

づ
く
り
に

つ
な

が
る

 

３
．
家

族
支

援
 

１
）家

族
介

護
者

の
負

担
と

支
援

 

２
）複

合
的

な
困

難
を

抱
え

る
家

族
の

支
援

 

 

①
家

族
の

定
義

と
課

題
 

②
介

護
家

族
の

負
担

の
特

性
と

支
援

 

②
多

問
題

家
族

へ
の

支
援

 

③
男

性
介

護
者

の
特

性
と

支
援

 

  
 

11
4
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

＜
講

師
向

け
＞

 

事
前

課
題

と
し

て
 

○
資

料
や

推
奨

図
書

の
読

み
込

み
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

トワ
ー

ク
、
家

族
支

援
等

の
自

己
学

習
を

行
う
 

○
自

職
場

の
地

域
で

の
利

用
者

支
援

に
関

す
る

事
例

を
ま

と
め

る
 

○
自

職
場

の
利

用
者

、
家

族
支

援
に

関
す

る
事

例
を

ま
と

め
る

 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト課
題

を
課

し
、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

事
前

レ
ポ

ー
ト課

題
（
例

）「
地

域
で

暮
ら

す
複

雑
な

問
題

を
抱

え
る

高
齢

者
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
トワ

ー
ク

を
通

じ
た

支
援

に
つ

い
て

」 

事
後

レ
ポ

ー
ト課

題
（
例

）「
地

域
に

暮
ら

し
続

け
る

た
め

の
家

族
と

利
用

者
双

方
へ

の
支

援
に

つ
い

て
」 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

 

コ
メ

ン
ト
欄

 
既

存
の

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

」
の

文
献

・
書

籍
等

が
活

用
で

き
る

が
、

そ
れ

に
加

え
て

利
用

者
側

か
ら

見
た

暮
ら

し
の

支
援

を
体

系

的
に

深
め

つ
つ

研
修

を
組

み
立

て
る

必
要

が
あ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

編
集

委
員

会
＝

編
『
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト
ワ

ー
ク

実
践

テ
キ

ス
ト
ブ

ッ
ク

 
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
』
中

央
法

規
出

版
、
2
0
1
0
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
「コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

」「
家

族
支

援
」な

ど
講

義
で

学
ん

だ
基

礎
理

論
に

関
す

る
筆

記
試

験
（2

0
問

、
2
0

点
満

点
） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

②
リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
（2

0
点

満
点

で
評

価
） 

③
講

義
・演

習
へ

の
参

加
貢

献
状

況
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
）（

2
0

点
満

点
で

評
価

） 

④
事

前
・事

後
課

題
の

評
価

（そ
れ

ぞ
れ

2
0

点
満

点
） 

＜
評

価
基

準
＞

 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 

 7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 

 6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

を
行

う
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

・
地

域
で

の
生

活
を

継
続

す
る

た
め

の
見

通
し

の
立

っ
た

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
地

域
生

活
を

継
続

す
る

た
め

に
、
他

職
種

に
自

立
に

向
け

た
生

活
支

援
を

指
導

で
き

る
。
 

・
他

職
種

を
含

む
介

護
連

携
チ

ー
ム

に
事

例
検

討
が

運
営

で
き

る
。
 

・
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
が

実
践

で
き

る
 

○
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
自

分
の

地
域

の
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

取
り
組

み
の

現
状

と
今

後
の

課
題

を
踏

ま
え

、
自

職
場

の
立

ち
位

置
や

役
割

、
今

後
の

活
動

方
針

に
つ

い
て

説
明

で
 

き
る

。
 

・
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、
地

域
資

源
開

発
、
介

護
職

へ
の

研
修

支
援

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

   
 

11
5

134



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

＜
講

師
向

け
＞

 

事
前

課
題

と
し

て
 

○
資

料
や

推
奨

図
書

の
読

み
込

み
ソ

ー
シ

ャ
ル

ネ
ッ

トワ
ー

ク
、
家

族
支

援
等

の
自

己
学

習
を

行
う
 

○
自

職
場

の
地

域
で

の
利

用
者

支
援

に
関

す
る

事
例

を
ま

と
め

る
 

○
自

職
場

の
利

用
者

、
家

族
支

援
に

関
す

る
事

例
を

ま
と

め
る

 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

事
前

レ
ポ

ー
ト課

題
（例

）「
地

域
で

暮
ら

す
複

雑
な

問
題

を
抱

え
る

高
齢

者
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ネ

ッ
トワ

ー
ク

を
通

じ
た

支
援

に
つ

い
て

」 

事
後

レ
ポ

ー
ト課

題
（例

）「
地

域
に

暮
ら

し
続

け
る

た
め

の
家

族
と

利
用

者
双

方
へ

の
支

援
に

つ
い

て
」 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

 

コ
メ

ン
ト
欄

 
既

存
の

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

」
の

文
献

・
書

籍
等

が
活

用
で

き
る

が
、

そ
れ

に
加

え
て

利
用

者
側

か
ら

見
た

暮
ら

し
の

支
援

を
体

系

的
に

深
め

つ
つ

研
修

を
組

み
立

て
る

必
要

が
あ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

編
集

委
員

会
＝

編
『
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト
ワ

ー
ク

実
践

テ
キ

ス
ト
ブ

ッ
ク

 
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
』
中

央
法

規
出

版
、
2
0
1
0
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

①
「コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

」「
家

族
支

援
」な

ど
講

義
で

学
ん

だ
基

礎
理

論
に

関
す

る
筆

記
試

験
（2

0
問

、
2
0

点
満

点
） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

②
リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
（2

0
点

満
点

で
評

価
） 

③
講

義
・
演

習
へ

の
参

加
貢

献
状

況
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
）（

2
0

点
満

点
で

評
価

） 

④
事

前
・
事

後
課

題
の

評
価

（
そ

れ
ぞ

れ
2
0

点
満

点
） 

＜
評

価
基

準
＞

 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 

 7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 

 6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

を
行

う
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

・
地

域
で

の
生

活
を

継
続

す
る

た
め

の
見

通
し

の
立

っ
た

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

・
地

域
生

活
を

継
続

す
る

た
め

に
、
他

職
種

に
自

立
に

向
け

た
生

活
支

援
を

指
導

で
き

る
。
 

・
他

職
種

を
含

む
介

護
連

携
チ

ー
ム

に
事

例
検

討
が

運
営

で
き

る
。
 

・
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
が

実
践

で
き

る
 

○
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
自

分
の

地
域

の
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

取
り
組

み
の

現
状

と
今

後
の

課
題

を
踏

ま
え

、
自

職
場

の
立

ち
位

置
や

役
割

、
今

後
の

活
動

方
針

に
つ

い
て

説
明

で
 

き
る

。
 

・
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、
地

域
資

源
開

発
、
介

護
職

へ
の

研
修

支
援

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

   
 

11
6

135



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
事

前
学

習
、
事

前
レ

ポ
ー

ト、
の

作
成

を
通

じ
て

予
習

を
行

う
。
 

○
自

職
場

の
地

域
で

の
利

用
者

支
援

に
関

す
る

事
例

、
自

職
場

の
利

用
者

、
家

族
支

援
に

関
す

る
事

例
を

ま
と

め
る

こ
と

で
自

職
場

の
振

り
返

り
を

行
う
。
 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

○
集

合
研

修
講

義
を

含
む

研
修

を
通

じ
て

理
論

を
実

践
と

結
び

つ
け

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
演

習
を

通
じ

、
自

職
場

の
課

題
へ

の
気

づ
き

と
課

題
解

決
に

向
け

た
整

理
を

行
う
。
 

○
集

合
研

修
終

了
後

、
振

り
返

り
の

テ
ス

トを
通

じ
理

解
度

を
点

検
す

る
。
 

○
事

後
課

題
の

提
出

を
通

じ
て

、
実

践
に

向
け

た
振

り
返

り
を

行
う
。
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

 

１
．

地
域

で
の

多
様

な
生

活

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
適

切
な

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

つ

な
ぐ

支
援

 

  

１
）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

通
じ

て
地

域
で

の
多

様
な

生
活

ニ
ー

ズ
（
生

活
課

題
）
を

明

ら
か

に
す

る
。
 

２
）
生

活
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
地

域
生

活
の

自
立

に
つ

な
が

る
社

会
資

源

を
調

整
す

る
。
 

３
）
利

用
者

の
持

つ
資

源
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

つ
な

げ
、

不
足

す
る

資
源

は
創

造
す

る
。
 

４
）事

例
を

通
じ

た
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
トの

方
法

を
学

ぶ
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
前

課
題

５
時

間
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
に

よ
り
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト
を

行

う
。
（事

例
） 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

２
．

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ワ

ー
ク

の

講
義

と
演

習
 

１
）ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
トワ

ー
ク

の
基

本
的

な
考

え
方

 

２
）
利

用
者

の
望

む
暮

ら
し

を
実

現
す

る
た

め
に

、
地

域
に

点
在

す
る

社
会

資
源

と
つ

な
ぐ

（エ
コ

マ
ッ

プ
を

通
じ

て
資

源
に

意
味

を
つ

け
る

） 

 
 
（
例

：行
き

つ
け

の
美

容
院

、
子

ど
も

が
小

さ
い

頃
か

ら
の

マ
マ

友
） 

３
）利

用
者

の
役

割
や

生
き

が
い

の
た

め
の

社
会

資
源

 

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
後

課
題

５
時

間
 

利
用

者
と

社
会

資
源

を
つ

な

ぐ
マ

ッ
プ

づ
く
り
（
本

人
に

と
っ

て
の

資
源

の
意

味
づ

け
を

行

う
）。

 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

 

３
．
家

族
支

援
 

１
）家

族
と

は
、
家

族
の

抱
え

る
問

題
と

は
何

か
 

２
）家

族
介

護
の

心
理

 

３
）家

族
介

護
の

評
価

 

・
事

前
課

題
の

事
例

を
使

っ
た

演
習

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
後

課
題

５
時

間
 

家
族

介
護

の
事

例
に

つ
い

て

評
価

し
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
る

。
（2

,0
0
0

字
程

度
） 

 
※

 
 
1
5

時
間

以
内

 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

6 
 「地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
（

20
05

年
か

ら
20

15
年

）
 

こ
れ

ま
で

、
地

域
包

括
ケ

ア
研

究
会

は
幾

た
び

も
の

報
告

書
を

出
し

て
い

る
が

、
一

貫
し

て
い

る
の

は
単

な
る

シ
ス

テ
ム

で
は

な
く
、

様
々

な
資

源
、

機
関

が
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
作

り
、

医
療

・
介

護
・
保

健
等

複
雑

で
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

生
活

者
の

支
援

を
行

う
こ

と
を

前
提

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
一

人
の

生
活

者
が

抱
え

る
生

活
上

の
課

題
は

地
域

に
暮

ら
す

人
々

に
と

っ
て

共
通

す
る

課
題

出
る

こ
と

、
さ

ら
に

は
高

齢
者

の
み

な
ら

ず
障

害
、
児

童
、
生

活
困

窮
者

に
つ

い
て

も
共

通
し

た
課

題
で

あ
り
こ

の
よ

う
な

ネ
ッ

トワ
ー

ク
を

垂
直

、
水

平
に

統
合

す
こ

と
で

「共
生

社
会

」の
実

現

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

重
要

な
視

点
と

な
る

。
 

１
 

２
４

時
間

３
６

５
日

の
医

療
・
介

護
・
福

祉
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

日
常

生
活

圏
域

（
概

ね
３

０
分

以
内

）
の

中
で

提
供

さ
れ

る
。

つ
ま

り
、

サ
ー

ビ
ス

資
源

の
包

括
化

の
意

義
が

提
案

さ
れ

て

い
る

の
で

あ
る

。
（第

１
期

） 

２
 

地
域

に
は

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
(共

助
)だ

け
で

な
く
、

医
療

保
険

サ
ー

ビ
ス

(共
助

)、
住

民
主

体
の

サ
ー

ビ
ス

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
(互

助
)、

セ
ル

フ
ケ

ア
の

取
組

み
(自

助
)等

数
多

く
の

資
源

が
存

在
す

る
が

、
こ

れ
ら

の
資

源
は

未
だ

に
断

片
化

し
て

い
る

。
今

後
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
が

持
つ

 
「
自

助
、

互
助

、
共

助
、

公
助

」
の

役
割

分
担

を
踏

ま
え

な
が

ら
、
有

機
的

に
連

動
し

て
提

供
さ

れ
る

よ
う
な

シ
ス

テ
ム

構
築

が
検

討
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
（第

２
期

） 

３
 

団
塊

の
世

代
か

後゙
期

高
齢

者
と

な
る

 2
0
2
5
 年

に
む

け
て

、
今

後
の

よ
り
具

体
的

な
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
展

望
 
す

る
た

め
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
基

本
的

な
考

え
方

を
改

め
て

整
理

す
る

」つ
ま

り
、
５
つ

の
構

成
要

素
に

加
え

本
人

と
家

族
、
市

町
村

の
あ

り
方

を
さ

ら
に

ま
と

め
た

。
 

４
 

保
険

者
や

自
治

体
の

進
め

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

基
本

方
針

が
、
同

一
の

目
的

の
達

成
の

た
め

に
、

地
域

内
の

専
門

職
や

関
係

者
に

共
有

さ
れ

る
状

態
を

、
本

報

告
書

で
は

「
規

範
的

統
合

」
と

よ
ぶ

。
「
規

範
的

統
合

」
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
地

域
の

諸
主

体
が

、
 
同

じ
方

向
性

に
向

か
っ

て
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
り
、

自
治

体
の

首
長

に
よ

る
強

い

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

発
信

も
重

要
で

あ
る

。
」
と

し
て

、
自

治
体

に
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
中

心
的

な
役

割
を

期
待

し
て

い
る

。
し

か
も

、
機

関
同

士
の

連
携

や
調

整
で

は
な

く
「
統

合
」
を

目
指

す
よ

う
求

め
て

い
る

。
（
第

４
期

）
 

５
 

本
報

告
書

に
お

け
る

『
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
』
は

（
中

略
）
地

域
の

実
態

把
握

と
課

題
分

析
を

通
じ

て
設

定
さ

れ
た

地
域

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

「
自

助
・
互

助
・
共

助
・
公

助
」
に

基
づ

く

「
医

療
・
看

護
」
「
介

護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
「
保

健
・
福

祉
」
「介

護
予

防
・
生

活
支

援
」
「
住

ま
い

」
の

各
資

源
を

い
か

に
発

掘
・
整

備
し

、
組

み
合

わ
せ

、
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
い

く
の

か
の

検

討
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

。
（第

５
期

） 

６
 
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

効
果

的
に

推
進

し
て

い
く
た

め
に

は
、
主

体
で

あ
る

市
町

村
と

事
業

を
推

進
す

る
、
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
住

民
と

の
で

会
う
「場

」が
必

要
と

な
る

。
（第

６
期

） 

 ○
地

域
に
あ
る

「
資

源
」

 

１
 
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

 

 ○
ラ

イ
フ
サ
ポ

ー
ト

ワ
ー

ク
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
事

前
学

習
、
事

前
レ

ポ
ー

ト、
の

作
成

を
通

じ
て

予
習

を
行

う
。
 

○
自

職
場

の
地

域
で

の
利

用
者

支
援

に
関

す
る

事
例

、
自

職
場

の
利

用
者

、
家

族
支

援
に

関
す

る
事

例
を

ま
と

め
る

こ
と

で
自

職
場

の
振

り
返

り
を

行
う
。
 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

○
集

合
研

修
講

義
を

含
む

研
修

を
通

じ
て

理
論

を
実

践
と

結
び

つ
け

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
演

習
を

通
じ

、
自

職
場

の
課

題
へ

の
気

づ
き

と
課

題
解

決
に

向
け

た
整

理
を

行
う
。
 

○
集

合
研

修
終

了
後

、
振

り
返

り
の

テ
ス

トを
通

じ
理

解
度

を
点

検
す

る
。
 

○
事

後
課

題
の

提
出

を
通

じ
て

、
実

践
に

向
け

た
振

り
返

り
を

行
う
。
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

 

１
．

地
域

で
の

多
様

な
生

活

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
適

切
な

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

つ

な
ぐ

支
援

 

  

１
）
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

通
じ

て
地

域
で

の
多

様
な

生
活

ニ
ー

ズ
（
生

活
課

題
）
を

明

ら
か

に
す

る
。
 

２
）
生

活
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
地

域
生

活
の

自
立

に
つ

な
が

る
社

会
資

源

を
調

整
す

る
。
 

３
）
利

用
者

の
持

つ
資

源
と

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
を

つ
な

げ
、

不
足

す
る

資
源

は
創

造
す

る
。
 

４
）事

例
を

通
じ

た
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
トの

方
法

を
学

ぶ
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
前

課
題

５
時

間
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
に

よ
り
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト
を

行

う
。
（事

例
） 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

２
．

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
ワ

ー
ク

の

講
義

と
演

習
 

１
）ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
トワ

ー
ク

の
基

本
的

な
考

え
方

 

２
）
利

用
者

の
望

む
暮

ら
し

を
実

現
す

る
た

め
に

、
地

域
に

点
在

す
る

社
会

資
源

と
つ

な
ぐ

（エ
コ

マ
ッ

プ
を

通
じ

て
資

源
に

意
味

を
つ

け
る

） 

 
 
（
例

：行
き

つ
け

の
美

容
院

、
子

ど
も

が
小

さ
い

頃
か

ら
の

マ
マ

友
） 

３
）利

用
者

の
役

割
や

生
き

が
い

の
た

め
の

社
会

資
源

 

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
後

課
題

５
時

間
 

利
用

者
と

社
会

資
源

を
つ

な

ぐ
マ

ッ
プ

づ
く
り
（
本

人
に

と
っ

て
の

資
源

の
意

味
づ

け
を

行

う
）。

 

講
義

２
時

間
 

演
習

３
時

間
 

 

３
．
家

族
支

援
 

１
）家

族
と

は
、
家

族
の

抱
え

る
問

題
と

は
何

か
 

２
）家

族
介

護
の

心
理

 

３
）家

族
介

護
の

評
価

 

・
事

前
課

題
の

事
例

を
使

っ
た

演
習

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

事
後

課
題

５
時

間
 

家
族

介
護

の
事

例
に

つ
い

て

評
価

し
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
る

。
（2

,0
0
0

字
程

度
） 

 
※

 
 
1
5

時
間

以
内

 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

6 
 「地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
（

20
05

年
か

ら
20

15
年

）
 

こ
れ

ま
で

、
地

域
包

括
ケ

ア
研

究
会

は
幾

た
び

も
の

報
告

書
を

出
し

て
い

る
が

、
一

貫
し

て
い

る
の

は
単

な
る

シ
ス

テ
ム

で
は

な
く
、

様
々

な
資

源
、

機
関

が
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
作

り
、

医
療

・
介

護
・
保

健
等

複
雑

で
多

様
な

ニ
ー

ズ
を

持
つ

生
活

者
の

支
援

を
行

う
こ

と
を

前
提

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
一

人
の

生
活

者
が

抱
え

る
生

活
上

の
課

題
は

地
域

に
暮

ら
す

人
々

に
と

っ
て

共
通

す
る

課
題

出
る

こ
と

、
さ

ら
に

は
高

齢
者

の
み

な
ら

ず
障

害
、
児

童
、
生

活
困

窮
者

に
つ

い
て

も
共

通
し

た
課

題
で

あ
り
こ

の
よ

う
な

ネ
ッ

トワ
ー

ク
を

垂
直

、
水

平
に

統
合

す
こ

と
で

「共
生

社
会

」の
実

現

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

重
要

な
視

点
と

な
る

。
 

１
 

２
４

時
間

３
６

５
日

の
医

療
・
介

護
・
福

祉
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

日
常

生
活

圏
域

（
概

ね
３

０
分

以
内

）
の

中
で

提
供

さ
れ

る
。

つ
ま

り
、

サ
ー

ビ
ス

資
源

の
包

括
化

の
意

義
が

提
案

さ
れ

て

い
る

の
で

あ
る

。
（第

１
期

） 

２
 

地
域

に
は

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
(共

助
)だ

け
で

な
く
、

医
療

保
険

サ
ー

ビ
ス

(共
助

)、
住

民
主

体
の

サ
ー

ビ
ス

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
(互

助
)、

セ
ル

フ
ケ

ア
の

取
組

み
(自

助
)等

数
多

く
の

資
源

が
存

在
す

る
が

、
こ

れ
ら

の
資

源
は

未
だ

に
断

片
化

し
て

い
る

。
今

後
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
が

持
つ

 
「
自

助
、

互
助

、
共

助
、

公
助

」
の

役
割

分
担

を
踏

ま
え

な
が

ら
、
有

機
的

に
連

動
し

て
提

供
さ

れ
る

よ
う
な

シ
ス

テ
ム

構
築

が
検

討
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
（第

２
期

） 

３
 

団
塊

の
世

代
か

後゙
期

高
齢

者
と

な
る

 2
0
2
5
 年

に
む

け
て

、
今

後
の

よ
り
具

体
的

な
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
展

望
 
す

る
た

め
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
基

本
的

な
考

え
方

を
改

め
て

整
理

す
る

」つ
ま

り
、
５
つ

の
構

成
要

素
に

加
え

本
人

と
家

族
、
市

町
村

の
あ

り
方

を
さ

ら
に

ま
と

め
た

。
 

４
 

保
険

者
や

自
治

体
の

進
め

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
関

す
る

基
本

方
針

が
、
同

一
の

目
的

の
達

成
の

た
め

に
、

地
域

内
の

専
門

職
や

関
係

者
に

共
有

さ
れ

る
状

態
を

、
本

報

告
書

で
は

「
規

範
的

統
合

」
と

よ
ぶ

。
「
規

範
的

統
合

」
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、
地

域
の

諸
主

体
が

、
 
同

じ
方

向
性

に
向

か
っ

て
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
り
、

自
治

体
の

首
長

に
よ

る
強

い

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

発
信

も
重

要
で

あ
る

。
」
と

し
て

、
自

治
体

に
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
築

の
中

心
的

な
役

割
を

期
待

し
て

い
る

。
し

か
も

、
機

関
同

士
の

連
携

や
調

整
で

は
な

く
「
統

合
」
を

目
指

す
よ

う
求

め
て

い
る

。
（
第

４
期

）
 

５
 

本
報

告
書

に
お

け
る

『
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
』
は

（
中

略
）
地

域
の

実
態

把
握

と
課

題
分

析
を

通
じ

て
設

定
さ

れ
た

地
域

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
、

「
自

助
・
互

助
・
共

助
・
公

助
」
に

基
づ

く

「
医

療
・
看

護
」
「
介

護
・
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
「
保

健
・
福

祉
」
「介

護
予

防
・
生

活
支

援
」
「
住

ま
い

」
の

各
資

源
を

い
か

に
発

掘
・
整

備
し

、
組

み
合

わ
せ

、
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
い

く
の

か
の

検

討
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

。
（第

５
期

） 

６
 
地

域
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

効
果

的
に

推
進

し
て

い
く
た

め
に

は
、
主

体
で

あ
る

市
町

村
と

事
業

を
推

進
す

る
、
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
住

民
と

の
で

会
う
「場

」が
必

要
と

な
る

。
（第

６
期

） 

 ○
地

域
に
あ
る

「
資

源
」
 

１
 
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

 

 ○
ラ

イ
フ
サ
ポ

ー
ト

ワ
ー
ク
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

7 
 １
 
安

心
し

た
生

活
を

支
え

る
４
つ

の
ポ

イ
ン

ト 

①
本

人
の

思
い

や
願

い
を

叶
え

る
支

援
 

②
２
４
時

間
３
６
５
日

「そ
の

人
ら

し
い

暮
ら

し
」を

支
え

る
 

③
馴

染
み

の
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

の
支

援
 

④
地

域
と

の
支

え
合

い
 

２
 
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

①
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

利
用

者
が

今
、
ど

う
し

た
い

か
、
何

を
し

た
い

か
を

聞
き

、
実

現
し

た
い

こ
と

に
向

け
て

の
支

援
方

策
を

一
緒

に
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
達

成
し

た
喜

び
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

目
標

を
、

確
実

に
ど

う
す

れ
ば

実
現

で
き

る
の

か
、
ご

本
人

も
含

ん
だ

チ
ー

ム
で

考
え

実
践

す
る

こ
と

か
ら

始
ま

り
ま

す
。
も

う
ち

ょ
っ

と
手

を
伸

ば
せ

ば
実

現
で

き
る

と
い

う
、
目

の
前

の
目

標
へ

の
取

り

組
み

の
積

み
重

ね
こ

そ
が

重
要

で
す

。
 

②
出

会
い

 

利
用

者
・
家

族
と

支
援

者
と

の
良

好
な

関
係

を
気

づ
く
こ

と
は

、
今

後
の

支
援

関
係

を
構

築
し

て
い

く
上

で
大

変
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る

「
ラ

ポ
ー

ル
の

形
成

」
で

は
、

出
会

い
時

か
ら

長
い

期
間

を
通

じ
て

関
係

を
暖

め
な

が
ら

深
め

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

利
用

者
と

の
出

会
い

を
通

じ
、

必
要

な
こ

と
は

何
か

関
わ

り
を

通
じ

て
理

解
し

ま
す

が
、

決
し

て
支

援
者

の
価

値
観

を
押

し
つ

け
る

も
の

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
 

③
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
、

課
題

を
あ

ぶ
り
出

す
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
本

人
の

持
っ

て
い

る
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト能

力
、
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

を
は

か
る

機
会

で
す

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

は
、

い
う
な

れ
ば

分

析
的

理
解

で
す

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
、

継
続

的
な

関
わ

り
を

す
る

た
め

の
「
関

係
づ

く
り
」
の

成
否

に
よ

っ
て

、
得

ら
れ

る
情

報
も

変
わ

っ
て

い
き

ま
す

。
関

係
づ

く
り
が

重
要

な
の

は
、

高
齢

者

か
ら

す
れ

ば
、
人

生
の

最
後

を
こ

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
事

業
者

に
託

す
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

全
幅

の
信

頼
を

寄
せ

る
こ

と
が

で
き

る
存

在
に

な
る

の
か

、
そ

の
こ

と
が

高
齢

者
の

人
生

を
大

き
く
左

右
す

る
か

ら
で

す
。
 

④
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
 

従
来

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

得
ら

れ
た

情
報

か
ら

本
人

の
で

き
な

い
こ

と
を

課
題

と
捉

え
、
課

題
を

克
服

す
る

た
め

の
必

要
な

計
画

を
『ケ

ア
プ

ラ
ン

』と
呼

ん
で

き
ま

し
た

。
し

か
し

、
現

在
の

『ケ
ア

プ
ラ

ン
』で

は
、
本

人
の

言
葉

を
使

っ
て

い
た

と
し

て
も

本
人

主
体

の
暮

ら
し

が
表

現
さ

れ
る

も
の

に
は

な
か

な
か

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。
本

人
が

ど
の

よ
う
に

暮
ら

し
た

い
の

か
と

い
う

よ
り
も

む
し

ろ
、
支

援
者

側
が

ど
う
し

た
い

か
、
ど

う
暮

ら
さ

せ
た

い
か

と
い

う
提

供
者

主
体

の
プ

ラ
ン

に
な

り
が

ち
で

す
。
ケ

ア
プ

ラ
ン

で
必

要
な

こ
と

は
、
本

人
が

今
を

、
今

か
ら

を
ど

の
よ

う
に

生
き

た

い
の

か
、
暮

ら
し

た
い

の
か

を
知

り
、
「自

己
決

定
」に

基
づ

い
た

「ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト(
生

活
支

援
)プ

ラ
ン

」を
作

る
こ

と
で

す
。

 

⑤
サ

ー
ビ

ス
提

供
 

実
施

と
は

、
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

だ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
ア

セ
ス

メ
ン

トに
お

い
て

関
わ

り
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

説
明

し
た

と
お

り
、
実

施
す

る
こ

と
と

は
、
関

わ
る

こ
と

で
す

。
 

⑥
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
と

は
、
人

と
状

況
の

関
係

性
を

振
り
返

る
こ

と
で

す
。
計

画
ど

お
り
に

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
る

だ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
こ

れ
ま

で
の

か
か

わ
り
が

十
分

で

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

8 
 

あ
っ

た
か

、
不

足
し

て
い

な
い

か
な

ど
、
か

か
わ

り
の

プ
ロ

セ
ス

を
追

跡
し

、
振

り
返

る
こ

と
で

す
。
 

 ○
地

域
の
イ
ン

フ
ォ

ー
マ
ル

な
担

い
手
に

よ
る

互
助

活
動

 

１
 
エ

コ
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
本

人
の

持
つ

資
源

の
見

え
る

化
 

２
 
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

を
使

う
こ

と
で

切
れ

る
関

係
「切

れ
る

支
援

」か
ら

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
で

「つ
な

ぐ
支

援
」 

３
 
「
役

割
づ

く
り
」
「
居

場
所

づ
く
り
」
「
生

き
が

い
づ

く
り
」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

「
こ

れ
ま

で
の

暮
ら

し
」
と

「
こ

れ
か

ら
の

暮
ら

し
」
の

落
差

を
少

な
く
す

る
。
 

４
 
利

用
者

の
持

つ
「地

域
資

源
と

の
関

係
力

」と
「支

援
者

が
持

つ
支

援
力

」に
よ

る
「新

た
な

関
係

力
」を

築
、
不

足
す

る
資

源
は

創
造

す
る

。
 

５
 
利

用
者

「
に

」
何

が
で

き
る

か
、

か
ら

、
利

用
者

「
と

」
何

が
で

き
る

か
、
利

用
者

「が
」何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
。
 

 ○
家

族
支
援

 

１
 
家

族
と

は
何

か
 

①
家

族
と

は
、
夫

婦
、
親

子
、
き

ょ
う
だ

い
な

ど
少

数
の

近
親

者
を

主
要

な
成

員
と

し
、
成

員
相

互
の

感
情

的
関

わ
り
合

い
で

結
ば

れ
た

幸
福

追
求

の
集

団
で

あ
る

。
 

②
そ

の
う
え

で
家

族
支

援
を

捉
え

る
た

め
の

考
え

方
 

・
家

族
介

護
の

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
 

 
 
 
・

家
族

介
護

者
へ

の
ラ

ベ
リ
ン

グ
 

 
③

家
族

の
実

態
 

 
 
 
・

高
齢

者
世

帯
の

増
加

 

 
 
 
・

３
世

代
同

居
の

減
少

 

 
 
 
・

高
齢

者
虐

待
の

い
る

世
帯

の
特

徴
 

 
④

家
族

の
抱

え
る

課
題

 

 
 
 
・

家
族

の
縮

小
と

介
護

者
の

高
齢

化
 

 
 
 
・

配
偶

者
と

子
に

よ
る

介
護

（い
わ

ゆ
る

、
老

老
介

護
、
シ

ン
グ

ル
介

護
） 

 
 
 
・

男
性

介
護

者
の

急
増

 

２
 
介

護
家

族
の

心
理

 

①
家

族
の

葛
藤

と
自

己
犠

牲
 

②
家

族
の

心
理

的
ス

テ
ッ

プ
 

・
「戸

惑
い

・
シ

ョ
ッ

ク
・否

定
」 

 
 
 
・

「混
乱

・
悲

哀
・怒

り
・
防

衛
」
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師
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ガ
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）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

7 
 １
 
安

心
し

た
生

活
を

支
え

る
４
つ

の
ポ

イ
ン

ト 

①
本

人
の

思
い

や
願

い
を

叶
え

る
支

援
 

②
２
４
時

間
３
６
５
日

「そ
の

人
ら

し
い

暮
ら

し
」を

支
え

る
 

③
馴

染
み

の
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

の
支

援
 

④
地

域
と

の
支

え
合

い
 

２
 
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

①
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
視

点
 

利
用

者
が

今
、
ど

う
し

た
い

か
、
何

を
し

た
い

か
を

聞
き

、
実

現
し

た
い

こ
と

に
向

け
て

の
支

援
方

策
を

一
緒

に
考

え
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
達

成
し

た
喜

び
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

目
標

を
、

確
実

に
ど

う
す

れ
ば

実
現

で
き

る
の

か
、
ご

本
人

も
含

ん
だ

チ
ー

ム
で

考
え

実
践

す
る

こ
と

か
ら

始
ま

り
ま

す
。
も

う
ち

ょ
っ

と
手

を
伸

ば
せ

ば
実

現
で

き
る

と
い

う
、
目

の
前

の
目

標
へ

の
取

り

組
み

の
積

み
重

ね
こ

そ
が

重
要

で
す

。
 

②
出

会
い

 

利
用

者
・
家

族
と

支
援

者
と

の
良

好
な

関
係

を
気

づ
く
こ

と
は

、
今

後
の

支
援

関
係

を
構

築
し

て
い

く
上

で
大

変
重

要
な

こ
と

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る

「
ラ

ポ
ー

ル
の

形
成

」
で

は
、

出
会

い
時

か
ら

長
い

期
間

を
通

じ
て

関
係

を
暖

め
な

が
ら

深
め

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

利
用

者
と

の
出

会
い

を
通

じ
、

必
要

な
こ

と
は

何
か

関
わ

り
を

通
じ

て
理

解
し

ま
す

が
、

決
し

て
支

援
者

の
価

値
観

を
押

し
つ

け
る

も
の

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
 

③
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
、

課
題

を
あ

ぶ
り
出

す
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
本

人
の

持
っ

て
い

る
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト能

力
、
セ

ル
フ

ケ
ア

能
力

を
は

か
る

機
会

で
す

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

は
、

い
う
な

れ
ば

分

析
的

理
解

で
す

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

は
、

継
続

的
な

関
わ

り
を

す
る

た
め

の
「
関

係
づ

く
り
」
の

成
否

に
よ

っ
て

、
得

ら
れ

る
情

報
も

変
わ

っ
て

い
き

ま
す

。
関

係
づ

く
り
が

重
要

な
の

は
、

高
齢

者

か
ら

す
れ

ば
、
人

生
の

最
後

を
こ

の
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

や
事

業
者

に
託

す
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

全
幅

の
信

頼
を

寄
せ

る
こ

と
が

で
き

る
存

在
に

な
る

の
か

、
そ

の
こ

と
が

高
齢

者
の

人
生

を
大

き
く
左

右
す

る
か

ら
で

す
。
 

④
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
 

従
来

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

得
ら

れ
た

情
報

か
ら

本
人

の
で

き
な

い
こ

と
を

課
題

と
捉

え
、
課

題
を

克
服

す
る

た
め

の
必

要
な

計
画

を
『ケ

ア
プ

ラ
ン

』と
呼

ん
で

き
ま

し
た

。
し

か
し

、
現

在
の

『ケ
ア

プ
ラ

ン
』で

は
、
本

人
の

言
葉

を
使

っ
て

い
た

と
し

て
も

本
人

主
体

の
暮

ら
し

が
表

現
さ

れ
る

も
の

に
は

な
か

な
か

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。
本

人
が

ど
の

よ
う
に

暮
ら

し
た

い
の

か
と

い
う

よ
り
も

む
し

ろ
、
支

援
者

側
が

ど
う
し

た
い

か
、
ど

う
暮

ら
さ

せ
た

い
か

と
い

う
提

供
者

主
体

の
プ

ラ
ン

に
な

り
が

ち
で

す
。
ケ

ア
プ

ラ
ン

で
必

要
な

こ
と

は
、
本

人
が

今
を

、
今

か
ら

を
ど

の
よ

う
に

生
き

た

い
の

か
、
暮

ら
し

た
い

の
か

を
知

り
、
「自

己
決

定
」に

基
づ

い
た

「ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト(
生

活
支

援
)プ

ラ
ン

」を
作

る
こ

と
で

す
。

 

⑤
サ

ー
ビ

ス
提

供
 

実
施

と
は

、
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

だ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
ア

セ
ス

メ
ン

トに
お

い
て

関
わ

り
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

説
明

し
た

と
お

り
、
実

施
す

る
こ

と
と

は
、
関

わ
る

こ
と

で
す

。
 

⑥
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
と

は
、
人

と
状

況
の

関
係

性
を

振
り
返

る
こ

と
で

す
。
計

画
ど

お
り
に

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
て

い
る

か
を

確
認

す
る

だ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
こ

れ
ま

で
の

か
か

わ
り
が

十
分

で

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

8 
 

あ
っ

た
か

、
不

足
し

て
い

な
い

か
な

ど
、
か

か
わ

り
の

プ
ロ

セ
ス

を
追

跡
し

、
振

り
返

る
こ

と
で

す
。
 

 ○
地

域
の
イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

担
い

手
に

よ
る

互
助

活
動

 

１
 
エ

コ
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
本

人
の

持
つ

資
源

の
見

え
る

化
 

２
 
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

を
使

う
こ

と
で

切
れ

る
関

係
「切

れ
る

支
援

」か
ら

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
で

「つ
な

ぐ
支

援
」 

３
 
「
役

割
づ

く
り
」
「
居

場
所

づ
く
り
」
「
生

き
が

い
づ

く
り
」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

「
こ

れ
ま

で
の

暮
ら

し
」
と

「
こ

れ
か

ら
の

暮
ら

し
」
の

落
差

を
少

な
く
す

る
。
 

４
 
利

用
者

の
持

つ
「地

域
資

源
と

の
関

係
力

」と
「支

援
者

が
持

つ
支

援
力

」に
よ

る
「新

た
な

関
係

力
」を

築
、
不

足
す

る
資

源
は

創
造

す
る

。
 

５
 
利

用
者

「
に

」
何

が
で

き
る

か
、

か
ら

、
利

用
者

「
と

」
何

が
で

き
る

か
、
利

用
者

「が
」何

が
で

き
る

か
を

考
え

る
。
 

 ○
家

族
支
援

 

１
 
家

族
と

は
何

か
 

①
家

族
と

は
、
夫

婦
、
親

子
、
き

ょ
う
だ

い
な

ど
少

数
の

近
親

者
を

主
要

な
成

員
と

し
、
成

員
相

互
の

感
情

的
関

わ
り
合

い
で

結
ば

れ
た

幸
福

追
求

の
集

団
で

あ
る

。
 

②
そ

の
う
え

で
家

族
支

援
を

捉
え

る
た

め
の

考
え

方
 

・
家

族
介

護
の

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ
 

 
 
 
・

家
族

介
護

者
へ

の
ラ

ベ
リ
ン

グ
 

 
③

家
族

の
実

態
 

 
 
 
・

高
齢

者
世

帯
の

増
加

 

 
 
 
・

３
世

代
同

居
の

減
少

 

 
 
 
・

高
齢

者
虐

待
の

い
る

世
帯

の
特

徴
 

 
④

家
族

の
抱

え
る

課
題

 

 
 
 
・

家
族

の
縮

小
と

介
護

者
の

高
齢

化
 

 
 
 
・

配
偶

者
と

子
に

よ
る

介
護

（い
わ

ゆ
る

、
老

老
介

護
、
シ

ン
グ

ル
介

護
） 

 
 
 
・

男
性

介
護

者
の

急
増

 

２
 
介

護
家

族
の

心
理

 

①
家

族
の

葛
藤

と
自

己
犠

牲
 

②
家

族
の

心
理

的
ス

テ
ッ

プ
 

・
「戸

惑
い

・
シ

ョ
ッ

ク
・否

定
」 

 
 
 
・

「混
乱

・
悲

哀
・怒

り
・
防

衛
」
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

9 
  
 
 
・

「自
認

・
割

り
切

り
」 

 
 
 
・

「適
応

・
受

容
」 

③
家

族
介

護
の

評
価

 

 
 
 
・

見
え

な
い

家
族

を
見

る
 
「
機

能
上

」
「
法

律
上

」
「
関

係
上

」
「
血

縁
上

」
様

々
な

家
族

観
 

 
 
 
・

家
族

関
係

の
評

価
 
ジ

ェ
ノ
グ

ラ
ム

に
よ

る
見

え
る

化
 

 
 
 
・

介
護

負
担

の
評

価
 
う
つ

の
評

価
（Z

ar
it

等
） 

  
 
 ・

家
族

の
肯

定
的

評
価

 

 
 
 
・

男
性

介
護

者
の

課
題

と
支

援
 
 
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
実

践
が

根
拠

に
基

づ
い

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、
自

立
を

目
指

し
た

介
護

実
践

の
視

点
を

獲
得

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
知

識
を

統
合

す
る

科
目

と
し

て
、
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

の
考

え
方

、
自

立
支

援
の

た
め

の
介

護
実

践
の

視
点

を
理

解
し

、
支

援
の

枠
組

み
を

組
み

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、
医

療
・リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・認
知

症
・心

理
社

会
的

支
援

等
の

各
領

域
で

学
ん

だ
知

識
を

統
合

し
て

、
介

護
過

程
の

展
開

を
確

認
す

る
。
 

③
地

域
生

活
を

想
定

し
た

介
護

実
践

が
組

み
立

て
ら

れ
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
過

程
」
に

つ
い

て
、

介
護

過
程

の
意

義
・
目

的
を

学
ぶ

な
か

で
、

根
拠

に
基

づ
く
介

護
実

践
や

個
別

ケ
ア

の
重

要
性

に
つ

い
て

も
学

ぶ
と

と
も

に
、

介
護

過
程

の
展

開
方

法
に

つ
い

て
も

学
ぶ

。
し

か
し

、
介

護
過

程
の

意
義

、
目

的
、

展
開

方
法

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

も
の

の
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
留

ま
っ

て
い

る
、

ま

た
、
医

学
知

識
、
運

動
学

、
障

害
・疾

患
別

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
等

を
総

合
的

に
活

用
し

て
介

護
過

程
を

展
開

す
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

に
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

で
習

得
し

た
、
医

療
・リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・認
知

症
・心

理
社

会
的

支
援

の
知

識
を

統
合

し
、
な

お
か

つ
自

身
の

現
場

実
践

を
ふ

ま
え

な
が

ら
、

自
立

に
向

け
た

介
護

実
践

の
視

点
を

取
り
入

れ
た

支
援

が
組

み
立

て
ら

れ
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
こ

と
を

目
標

す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
生
活
の
継
続
と
家
族
支
援
 

9 
  
 
 
・

「自
認

・
割

り
切

り
」 

 
 
 
・

「適
応

・
受

容
」 

③
家

族
介

護
の

評
価

 

 
 
 
・

見
え

な
い

家
族

を
見

る
 
「
機

能
上

」
「
法

律
上

」
「
関

係
上

」
「
血

縁
上

」
様

々
な

家
族

観
 

 
 
 
・

家
族

関
係

の
評

価
 
ジ

ェ
ノ
グ

ラ
ム

に
よ

る
見

え
る

化
 

 
 
 
・

介
護

負
担

の
評

価
 
う
つ

の
評

価
（Z

ar
it

等
） 

  
 
 ・

家
族

の
肯

定
的

評
価

 

 
 
 
・

男
性

介
護

者
の

課
題

と
支

援
 
 
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
実

践
が

根
拠

に
基

づ
い

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
、
自

立
を

目
指

し
た

介
護

実
践

の
視

点
を

獲
得

さ
せ

る
。

 

到 達 目 標

 

①
知

識
を

統
合

す
る

科
目

と
し

て
、
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

の
考

え
方

、
自

立
支

援
の

た
め

の
介

護
実

践
の

視
点

を
理

解
し

、
支

援
の

枠
組

み
を

組
み

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

②
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
、
医

療
・リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・認
知

症
・心

理
社

会
的

支
援

等
の

各
領

域
で

学
ん

だ
知

識
を

統
合

し
て

、
介

護
過

程
の

展
開

を
確

認
す

る
。
 

③
地

域
生

活
を

想
定

し
た

介
護

実
践

が
組

み
立

て
ら

れ
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
介

護
過

程
」
に

つ
い

て
、

介
護

過
程

の
意

義
・
目

的
を

学
ぶ

な
か

で
、

根
拠

に
基

づ
く
介

護
実

践
や

個
別

ケ
ア

の
重

要
性

に
つ

い
て

も
学

ぶ
と

と
も

に
、

介
護

過
程

の
展

開
方

法
に

つ
い

て
も

学
ぶ

。
し

か
し

、
介

護
過

程
の

意
義

、
目

的
、

展
開

方
法

な
ど

に
つ

い
て

学
ぶ

も
の

の
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
留

ま
っ

て
い

る
、

ま

た
、
医

学
知

識
、
運

動
学

、
障

害
・疾

患
別

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
等

を
総

合
的

に
活

用
し

て
介

護
過

程
を

展
開

す
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

に
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

で
習

得
し

た
、
医

療
・リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

・認
知

症
・心

理
社

会
的

支
援

の
知

識
を

統
合

し
、
な

お
か

つ
自

身
の

現
場

実
践

を
ふ

ま
え

な
が

ら
、

自
立

に
向

け
た

介
護

実
践

の
視

点
を

取
り
入

れ
た

支
援

が
組

み
立

て
ら

れ
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
こ

と
を

目
標

す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
.根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

と
は

 
○

Ｅ
Ｂ

Ｃ
の

理
解

 

○
介

護
実

践
に

基
づ

い
た

根
拠

 

○
介

護
の

科
学

化
 

・
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

 

・
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

さ
が

す
 

・
そ

の
人

の
持

つ
能

力
を

発
揮

で
き

る
環

境
の

整
備

 

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
根

拠
 

・
デ

ー
タ

の
作

成
方

法
 

・
記

録
の

数
値

化
 

・
数

値
化

し
た

記
録

か
ら

根
拠

の
抽

出
 

２
.生

活
支

援
・自

立
支

援
を

実
践

す
る

た
め

の
介

護
と

は
 

○
介

護
実

践
の

視
点

 

○
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
地

域
で

生
き

る
と

は
 

３
.生

活
支

援
・
自

立
支

援
の

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

 

○
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

○
そ

の
人

ら
し

さ
を

引
き

出
す

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

・
ア

セ
ス

メ
ン

トと
は

 

・
そ

の
人

ら
し

さ
と

は
（評

価
方

法
の

理
解

） 

・
ＩＣ

Ｆ
の

活
用

の
視

点
 

・
関

係
を

築
く
 

４
.個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

の
獲

得
 

○
個

別
支

援
計

画
 

  

・
個

別
支

援
計

画
と

は
（ケ

ア
プ

ラ
ン

等
と

の
違

い
） 

・
他

の
個

別
支

援
計

画
と

の
関

連
性

（
介

護
保

険
（
施

設
・
居

宅
）
・
障

害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

） 

・
地

域
生

活
に

根
差

し
た

個
別

支
援

計
画

 

・
介

護
過

程
の

展
開

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

 
 

本
科

目
の

受
講

要
件

は
「
Ⅰ

類
の

本
領

域
以

外
の

全
て

の
科

目
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

の
「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

」
「
医

療
に

関
す

る
領

域
」
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

」「
福

祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す

る
領

域
」「

認
知

症
に

関
す

る
領

域
」「

心
理

・
社

会
的

支
援

の
領

域
」の

1
0

科
目

全
て

が
修

了
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、
受

講
さ

せ
る

こ
と

 

 ＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
.根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

と
は

 
○

Ｅ
Ｂ

Ｃ
の

理
解

 

○
介

護
実

践
に

基
づ

い
た

根
拠

 

○
介

護
の

科
学

化
 

・
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

 

・
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

さ
が

す
 

・
そ

の
人

の
持

つ
能

力
を

発
揮

で
き

る
環

境
の

整
備

 

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
根

拠
 

・
デ

ー
タ

の
作

成
方

法
 

・
記

録
の

数
値

化
 

・
数

値
化

し
た

記
録

か
ら

根
拠

の
抽

出
 

２
.生

活
支

援
・自

立
支

援
を

実
践

す
る

た
め

の
介

護
と

は
 

○
介

護
実

践
の

視
点

 

○
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
地

域
で

生
き

る
と

は
 

３
.生

活
支

援
・
自

立
支

援
の

た
め

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

 

○
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

○
そ

の
人

ら
し

さ
を

引
き

出
す

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

・
ア

セ
ス

メ
ン

トと
は

 

・
そ

の
人

ら
し

さ
と

は
（評

価
方

法
の

理
解

） 

・
ＩＣ

Ｆ
の

活
用

の
視

点
 

・
関

係
を

築
く
 

４
.個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

の
獲

得
 

○
個

別
支

援
計

画
 

  

・
個

別
支

援
計

画
と

は
（ケ

ア
プ

ラ
ン

等
と

の
違

い
） 

・
他

の
個

別
支

援
計

画
と

の
関

連
性

（
介

護
保

険
（
施

設
・
居

宅
）
・
障

害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

） 

・
地

域
生

活
に

根
差

し
た

個
別

支
援

計
画

 

・
介

護
過

程
の

展
開

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

 
 

本
科

目
の

受
講

要
件

は
「
Ⅰ

類
の

本
領

域
以

外
の

全
て

の
科

目
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

の
「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

」
「
医

療
に

関
す

る
領

域
」
「
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

領
域

」「
福

祉
用

具
と

住
環

境
に

関
す

る
領

域
」「

認
知

症
に

関
す

る
領

域
」「

心
理

・
社

会
的

支
援

の
領

域
」の

1
0

科
目

全
て

が
修

了
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、
受

講
さ

せ
る

こ
と

 

 ＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
修

了
評

価
＞

 

 
以

下
に

よ
り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
事

後
課

題
「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

個
別

支
援

計
画

」に
つ

い
て

介
護

実
践

を
組

み
立

て
自

職
場

に
お

い
て

介
護

職
チ

ー
ム

が
ど

の
よ

う
に

取
り
組

む
か

、
1
2
0
0

字
程

度

で
ま

と
め

る
。
」を

提
出

す
る

こ
と

。
 

④
事

後
課

題
の

全
て

の
評

価
が

Ａ
～

Ｃ
で

あ
る

こ
と

。
Ｄ

評
価

の
場

合
は

１
度

の
み

再
提

出
を

認
め

、
Ｃ

以
上

の
評

価
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

※
Ｄ

評
価

の
場

合
未

修
了

と
な

り
、
本

科
目

の
修

了
を

要
件

と
す

る
科

目
は

受
講

で
き

な
い

。
 

 ＜
事

後
課

題
の

評
価

基
準
＞

 

①
自

立
支

援
の

視
点

が
あ

る
 

②
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

考
え

方
を

踏
ま

え
て

い
る

 

③
Ｅ

Ｂ
Ｃ

の
視

点
が

盛
り
込

ま
れ

て
い

る
 

以
上

の
３
つ

の
う
ち

、
３
つ

盛
り
込

ま
れ

て
い

る
場

合
は

Ａ
、
２
つ

の
場

合
Ｂ

、
１
つ

の
場

合
Ｃ

、
盛

り
込

ま
れ

て
い

な
い

場
合

Ｄ
評

価
と

す
る

。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 
※

本
領

域
以

外
の

全
科

目
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
 

○
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
（Ⅰ

類
） 

○
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

（
Ⅰ

類
） 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方
 

○
「イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ン

の
理

解
」と

「講
義

の
理

解
」の

確
認

を
行

う
こ

と
。
 

○
大

項
目

１
、
２
を

は
じ

め
に

学
び

、
そ

の
後

の
大

項
目

３
，
４
は

、
そ

れ
ぞ

れ
大

項
目

２
を

踏
ま

え
た

学
習

内
容

と
す

る
。
 

○
講

義
と

演
習

（
個

人
ワ

ー
ク

か
ら

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。
 

○
本

科
目

に
続

く
科

目
（個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
、
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

）へ
の

接
続

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
 

○
本

科
目

は
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

の
設

定
は

さ
れ

て
い

な
い

（全
て

を
集

合
研

修
と

す
る

）。
 

 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容
（

講
義

の
ポ

イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

と
は

 

 

○
Ｅ

Ｂ
Ｃ

の
理

解
 

○
介

護
実

践
に

基
づ

い
た

根
拠

 

・
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

 

・
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

さ
が

す
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

・
そ

の
人

の
持

つ
能

力
を

発
揮

で
き

る
環

境
の

整
備

 

※
演

習
科

目
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 

補
助

講
師

 

 

４
時

間
 

 
○

介
護

の
科

学
化

 

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
根

拠
 

・
デ

ー
タ

の
作

成
方

法
 

・
記

録
の

数
値

化
 

・
数

値
化

し
た

記
録

か
ら

根
拠

の
抽

出
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

２
．

生
活

支
援

・
自

立
支

援
を

実

践
す

る
た

め
の

介
護

と
は

 

○
介

護
実

践
の

視
点

 

○
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー
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認
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介
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福
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て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
修

了
評

価
＞

 

 
以

下
に

よ
り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
事

後
課

題
「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

個
別

支
援

計
画

」に
つ

い
て

介
護

実
践

を
組

み
立

て
自

職
場

に
お

い
て

介
護

職
チ

ー
ム

が
ど

の
よ

う
に

取
り
組

む
か

、
1
2
0
0

字
程

度

で
ま

と
め

る
。
」を

提
出

す
る

こ
と

。
 

④
事

後
課

題
の

全
て

の
評

価
が

Ａ
～

Ｃ
で

あ
る

こ
と

。
Ｄ

評
価

の
場

合
は

１
度

の
み

再
提

出
を

認
め

、
Ｃ

以
上

の
評

価
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

※
Ｄ

評
価

の
場

合
未

修
了

と
な

り
、
本

科
目

の
修

了
を

要
件

と
す

る
科

目
は

受
講

で
き

な
い

。
 

 ＜
事

後
課

題
の

評
価

基
準
＞

 

①
自

立
支

援
の

視
点

が
あ

る
 

②
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

考
え

方
を

踏
ま

え
て

い
る

 

③
Ｅ

Ｂ
Ｃ

の
視

点
が

盛
り
込

ま
れ

て
い

る
 

以
上

の
３
つ

の
う
ち

、
３
つ

盛
り
込

ま
れ

て
い

る
場

合
は

Ａ
、
２
つ

の
場

合
Ｂ

、
１
つ

の
場

合
Ｃ

、
盛

り
込

ま
れ

て
い

な
い

場
合

Ｄ
評

価
と

す
る

。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 
※

本
領

域
以

外
の

全
科

目
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
 

○
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
（Ⅰ

類
） 

○
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

（
Ⅰ

類
） 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
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認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
「イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ン

の
理

解
」と

「講
義

の
理

解
」の

確
認

を
行

う
こ

と
。
 

○
大

項
目

１
、
２
を

は
じ

め
に

学
び

、
そ

の
後

の
大

項
目

３
，
４
は

、
そ

れ
ぞ

れ
大

項
目

２
を

踏
ま

え
た

学
習

内
容

と
す

る
。
 

○
講

義
と

演
習

（
個

人
ワ

ー
ク

か
ら

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。
 

○
本

科
目

に
続

く
科

目
（個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
、
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

）へ
の

接
続

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
 

○
本

科
目

は
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

の
設

定
は

さ
れ

て
い

な
い

（全
て

を
集

合
研

修
と

す
る

）。
 

 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容
（

講
義

の
ポ

イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．
根

拠
に

基
づ

い
た

介
護

と
は

 

 

○
Ｅ

Ｂ
Ｃ

の
理

解
 

○
介

護
実

践
に

基
づ

い
た

根
拠

 

・
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

 

・
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

さ
が

す
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

・
そ

の
人

の
持

つ
能

力
を

発
揮

で
き

る
環

境
の

整
備

 

※
演

習
科

目
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 

補
助

講
師

 

 

４
時

間
 

 
○

介
護

の
科

学
化

 

・
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
根

拠
 

・
デ

ー
タ

の
作

成
方

法
 

・
記

録
の

数
値

化
 

・
数

値
化

し
た

記
録

か
ら

根
拠

の
抽

出
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

２
．

生
活

支
援

・
自

立
支

援
を

実

践
す

る
た

め
の

介
護

と
は

 

○
介

護
実

践
の

視
点

 

○
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー
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6 
 

・
地

域
で

活
き

る
と
は

 

２
時

間
 

３
．

生
活

支
援

・
自

立
支

援
の

た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

○
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

・
ア

セ
ス

メ
ン

トと
は

 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
そ

の
人

ら
し

さ
と

は
（
評

価
方

法
の

理
解

）
 

※
演

習
科

目
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 

補
助

講
師

 

 

２
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
ＩＣ

Ｆ
の

活
用

の
視

点
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

２
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
関

係
を

築
く
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

４
．

個
別

支
援

計
画

作
成

の
視

点

の
獲

得
 

○
個

別
支

援
計

画
 

・
個

別
支

援
計

画
と

は
（
ケ

ア
プ

ラ
ン

等
と

の
違

い
）
 

・
他

の
個

別
支

援
計

画
と

の
関

連
性

（
介

護
保

険
（
施

設
・
居

宅
）
・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

２
時

間
 

 
○

個
別

支
援

計
画

 

・
地

域
生

活
に

根
差

し
た

個
別

支
援

計
画

 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

 
○

個
別

支
援

計
画

 

・
介

護
過

程
の

展
開

 

※
演

習
（事

例
提

示
で

の
個

人
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

 
 

 
 

※
 
 
な

し
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

7 
 「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
根

拠
に
基

づ
い

た
介
護

と
は
 

１
 
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

、
…

…
根

拠
に

基
づ

く
実

践
(E

v
id

e
nc

e
-
b
as

e
d
 p

ra
ct

ic
e
 (

E
B
P
))

は
1
9
9
2

年
に

正
式

に
導

入
さ

れ
て

か
ら

普
及

し
て

き
た

、
臨

床
実

践
へ

の
学

際
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

で
あ

る
。

医
学

に
お

い
て

根
拠

に
基

づ
く
医

療
(E

B
M

)と
し

て
始

ま
り
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

職
（
英

語
版

）
と

教
育

分
野

と
そ

の
他

に
広

が
っ

た
。

根
拠

に
基

づ
く
実

践
(Ｅ

Ｂ
Ｐ

)は
伝

統
的

に
３

つ
の

基
本

原
則

を

ま
と

め
た

「
三

本
足

の
椅

子
（
ス

ツ
ー

ル
）
」
の

観
点

か
ら

定
義

さ
れ

て
い

る
。

す
な

わ
ち

、
①

あ
る

治
療

が
効

く
の

か
ど

う
か

、
ま

た
な

ぜ
効

く
の

か
に

つ
い

て
の

入
手

可
能

な
最

良
の

研
究

エ
ビ

デ
ン

ス
、

②
そ

れ
ぞ

れ
の

患
者

固
有

の
健

康
状

態
と

診
断

、
そ

れ
ら

に
対

し
て

取
り
う

る
介

入
の

個
々

の
リ
ス

ク
と

利
益

を
す

ば
や

く
特

定
す

る
臨

床
的

専
門

知
識

（
臨

床
的

判
断

と
経

験
）
、

③
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

好
み

と
価

値
観

、
の

３
つ

で
あ

る
。

根
拠

に
基

づ
く
行

動
実

践
(E

v
id

e
nc

e
-
b
as

e
d
 b

e
ha

v
io

ra
l 

pr
ac

ti
c
e
(Ｅ

Ｂ
Ｂ

Ｐ
))

は
「
実

践
者

の
専

門
知

識
に

対
し

て
入

手
可

能
な

最

良
の

エ
ビ

デ
ン

ス
と

、
ほ

か
の

リ
ソ

ー
ス

と
、

影
響

を
受

け
る

人
達

の
特

徴
・
状

態
・
必

要
性

・
価

値
観

を
ま

と
め

て
、
ど

の
よ

う
に

健
康

を
促

進
し

、
ケ

ア
を

提
供

す
る

か
の

意
思

決
定

か
ら

成
る

。

こ
れ

は
環

境
と

組
織

の
文

脈
に

準
拠

し
た

方
法

で
行

わ
れ

る
。

エ
ビ

デ
ン

ス
は

観
察

と
実

験
を

通
じ

、
問

い
を

定
式

化
し

、
仮

説
の

テ
ス

ト
を

し
て

デ
ー

タ
を

系
統

的
に

集
め

た
こ

と
か

ら
生

ま
れ

る
研

究
結

果
で

あ
る

。
」こ

の
よ

う
な

理
論

に
基

づ
き

E
v
id

e
nc

e
-
ba

se
d 

ca
re

(Ｅ
Ｂ

Ｃ
)が

必
要

と
さ

れ
る

こ
と

が
介

護
の

世
界

で
も

主
張

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。
 

２
 

介
護

実
践

か
ら

根
拠

を
さ

が
す

意
味

と
は

、
…

…
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

探
す

意
味

は
、

経
験

的
を

基
礎

に
し

た
介

護
実

践
を

初
心

者
に

説
明

し
て

も
、

何
故

そ
う

す
る

の
か

を
明

確
に

説

明
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
介

護
実

践
の

根
拠

が
わ

か
れ

ば
、
誰

に
で

も
説

明
で

き
、
初

心
者

で
も

実
践

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
ま

た
、
ケ

ア
の

個
別

化
に

も
応

用
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。
 

 ○
生

活
支
援
・

自
立

（
律
）

支
援

を
実

践
す

る
た
め

の
介

護
と

は
 

１
 
介

護
実

践
の

視
点

と
な

る
「人

間
の

尊
厳

」と
は

、
…

…
＜

国
際

法
に

お
け

る
「個

人
の

尊
厳

」＞
1
9
4
5

年
（昭

和
2
0

年
）に

調
印

・発
効

し
た

国
際

連
合

憲
章

は
、
「基

本
的

人
権

と
人

間

の
尊

厳
及

び
価

値
と

男
女

及
び

大
小

各
国

の
同

権
と

に
関

す
る

信
念

を
あ

ら
た

め
て

確
認

」す
る

と
し

て
、
人

間
の

尊
厳

（個
人

の
尊

厳
）を

基
本

原
理

と
し

て
い

る
。
 ま

た
、
1
9
4
8

年
（昭

和

2
3

年
）
に

国
連

総
会

で
採

択
さ

れ
た

世
界

人
権

宣
言

も
、
前

文
で

「
人

類
社

会
の

す
べ

て
の

構
成

員
の

固
有

の
尊

厳
と

平
等

で
譲

る
こ

と
の

で
き

な
い

権
利

と
を

承
認

す
る

こ
と

は
、

世
界

に

お
け

る
自

由
、

正
義

及
び

平
和

の
基

礎
」
、

「
国

際
連

合
の

諸
国

民
は

、
国

際
連

合
憲

章
に

お
い

て
、

基
本

的
人

権
、

人
間

の
尊

厳
及

び
価

値
並

び
に

男
女

の
同

権
に

つ
い

て
の

信
念

を
再

確
認

」
す

る
と

し
、

1
条

で
「
す

べ
て

の
人

間
は

、
生

れ
な

が
ら

に
し

て
自

由
で

あ
り
、

か
つ

、
尊

厳
と

権
利

と
に

つ
い

て
平

等
で

あ
る

。
」
と

定
め

て
、

個
人

の
尊

厳
を

基
本

原
理

と
し

て
い

る
。
 

1
9
6
6

年
（
昭

和
4
1

年
）に

採
択

さ
れ

て
1
9
7
6

年
（昭

和
5
1

年
）
に

発
効

し
た

国
際

人
権

規
約

も
こ

の
流

れ
を

受
け

て
、
「経

済
的

、
社

会
的

及
び

文
化

的
権

利
」を

定
め

た
A

規
約

、

「市
民

的
及

び
政

治
的

権
利

」を
定

め
た

B
規

約
の

い
ず

れ
も

前
文

で
、
「こ

れ
ら

の
権

利
が

人
間

の
固

有
の

尊
厳

に
由

来
す

る
こ

と
を

認
め

」る
と

し
て

い
る

。
 
 

＜
憲

法
に

お
け

る
「個

人
の

尊
厳

」
＞

 

日
本

国
憲

法
の

根
底

に
は

「
個

人
の

尊
厳

」
の

理
念

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

日
本

国
憲

法
の

三
大

原
理

と
し

て
し

ば
し

ば
挙

げ
ら

れ
る

国
民

主
権

、
基

本
的

人
権

の
尊

重
、
平

和
主

義
も

、
「
個

人
の

尊
厳

」
を

根
拠

と
す

る
。

す
な

わ
ち

、
す

べ
て

の
個

人
が

尊
重

さ
れ

る
た

め
の

政
治

体
制

は
、

す
べ

て
の

個
人

が
参

政
権

を
有

す
る

民
主

主
義

を
中

心
と

し
た

国
民

主
権

が
適

す
る

と
さ

れ
、

す
べ

て
の

個
人

が
人

と
し

て
有

す
る

基
本

的
人

権
は

尊
重

さ
れ

、
す

べ
て

の
個

人
が

尊
重

さ
れ

る
た

め
に

は
平

和
な

国
家

の
建

設
が

必
要

と
さ

れ
る

。
憲

法
学

の
通

説
に

お
い

て
は

、
特

に
自

由
の

保
障

（
基

本
的

人
権

の
尊

重
）
と

国
民

の
制

憲
権

（憲
法

を
制

定
す

る
権

利
。
国

民
主

権
。
）が

個
人

の
尊

厳
に

よ
っ

て
根

拠
付

け
ら

れ
る

と
説

く
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

6 
 

・
地

域
で

活
き

る
と
は

 

２
時

間
 

３
．

生
活

支
援

・
自

立
支

援
の

た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

○
ア

セ
ス

メ
ン

ト 

・
ア

セ
ス

メ
ン

トと
は

 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
そ

の
人

ら
し

さ
と

は
（
評

価
方

法
の

理
解

）
 

※
演

習
科

目
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 

補
助

講
師

 

 

２
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
ＩＣ

Ｆ
の

活
用

の
視

点
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

２
時

間
 

 
○

そ
の

人
ら

し
さ

を
引

き
出

す
ア

セ
ス

メ
ン

ト
 

・
関

係
を

築
く
 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

４
．

個
別

支
援

計
画

作
成

の
視

点

の
獲

得
 

○
個

別
支

援
計

画
 

・
個

別
支

援
計

画
と

は
（
ケ

ア
プ

ラ
ン

等
と

の
違

い
）
 

・
他

の
個

別
支

援
計

画
と

の
関

連
性

（
介

護
保

険
（
施

設
・
居

宅
）
・
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

２
時

間
 

 
○

個
別

支
援

計
画

 

・
地

域
生

活
に

根
差

し
た

個
別

支
援

計
画

 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

４
時

間
 

 
○

個
別

支
援

計
画

 

・
介

護
過

程
の

展
開

 

※
演

習
（事

例
提

示
で

の
個

人
ワ

ー
ク

） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

 
 

 
 

 
 

※
 
 
な

し
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

7 
 「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
根

拠
に
基

づ
い

た
介
護

と
は
 

１
 
Ｅ

Ｂ
Ｃ

と
は

、
…

…
根

拠
に

基
づ

く
実

践
(E

v
id

e
nc

e
-
b
as

e
d
 p

ra
ct

ic
e
 (

E
B
P
))

は
1
9
9
2

年
に

正
式

に
導

入
さ

れ
て

か
ら

普
及

し
て

き
た

、
臨

床
実

践
へ

の
学

際
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

で
あ

る
。

医
学

に
お

い
て

根
拠

に
基

づ
く
医

療
(E

B
M

)と
し

て
始

ま
り
、

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

職
（
英

語
版

）
と

教
育

分
野

と
そ

の
他

に
広

が
っ

た
。

根
拠

に
基

づ
く
実

践
(Ｅ

Ｂ
Ｐ

)は
伝

統
的

に
３

つ
の

基
本

原
則

を

ま
と

め
た

「
三

本
足

の
椅

子
（
ス

ツ
ー

ル
）
」
の

観
点

か
ら

定
義

さ
れ

て
い

る
。

す
な

わ
ち

、
①

あ
る

治
療

が
効

く
の

か
ど

う
か

、
ま

た
な

ぜ
効

く
の

か
に

つ
い

て
の

入
手

可
能

な
最

良
の

研
究

エ
ビ

デ
ン

ス
、

②
そ

れ
ぞ

れ
の

患
者

固
有

の
健

康
状

態
と

診
断

、
そ

れ
ら

に
対

し
て

取
り
う

る
介

入
の

個
々

の
リ
ス

ク
と

利
益

を
す

ば
や

く
特

定
す

る
臨

床
的

専
門

知
識

（
臨

床
的

判
断

と
経

験
）
、

③
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

好
み

と
価

値
観

、
の

３
つ

で
あ

る
。

根
拠

に
基

づ
く
行

動
実

践
(E

v
id

e
nc

e
-
b
as

e
d
 b

e
ha

v
io

ra
l 

pr
ac

ti
c
e
(Ｅ

Ｂ
Ｂ

Ｐ
))

は
「
実

践
者

の
専

門
知

識
に

対
し

て
入

手
可

能
な

最

良
の

エ
ビ

デ
ン

ス
と

、
ほ

か
の

リ
ソ

ー
ス

と
、

影
響

を
受

け
る

人
達

の
特

徴
・
状

態
・
必

要
性

・
価

値
観

を
ま

と
め

て
、
ど

の
よ

う
に

健
康

を
促

進
し

、
ケ

ア
を

提
供

す
る

か
の

意
思

決
定

か
ら

成
る

。

こ
れ

は
環

境
と

組
織

の
文

脈
に

準
拠

し
た

方
法

で
行

わ
れ

る
。

エ
ビ

デ
ン

ス
は

観
察

と
実

験
を

通
じ

、
問

い
を

定
式

化
し

、
仮

説
の

テ
ス

ト
を

し
て

デ
ー

タ
を

系
統

的
に

集
め

た
こ

と
か

ら
生

ま
れ

る
研

究
結

果
で

あ
る

。
」
こ

の
よ

う
な

理
論

に
基

づ
き

E
v
id

e
nc

e
-
ba

se
d 

ca
re

(Ｅ
Ｂ

Ｃ
)が

必
要

と
さ

れ
る

こ
と

が
介

護
の

世
界

で
も

主
張

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。
 

２
 

介
護

実
践

か
ら

根
拠

を
さ

が
す

意
味

と
は

、
…

…
介

護
実

践
か

ら
根

拠
を

探
す

意
味

は
、

経
験

的
を

基
礎

に
し

た
介

護
実

践
を

初
心

者
に

説
明

し
て

も
、

何
故

そ
う

す
る

の
か

を
明

確
に

説

明
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
介

護
実

践
の

根
拠

が
わ

か
れ

ば
、
誰

に
で

も
説

明
で

き
、
初

心
者

で
も

実
践

す
る

こ
と

が
出

来
る

。
ま

た
、
ケ

ア
の

個
別

化
に

も
応

用
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。
 

 ○
生

活
支
援
・

自
立

（
律
）

支
援

を
実

践
す

る
た
め

の
介

護
と

は
 

１
 
介

護
実

践
の

視
点

と
な

る
「人

間
の

尊
厳

」と
は

、
…

…
＜

国
際

法
に

お
け

る
「個

人
の

尊
厳

」＞
1
9
4
5

年
（昭

和
2
0

年
）に

調
印

・発
効

し
た

国
際

連
合

憲
章

は
、
「基

本
的

人
権

と
人

間

の
尊

厳
及

び
価

値
と

男
女

及
び

大
小

各
国

の
同

権
と

に
関

す
る

信
念

を
あ

ら
た

め
て

確
認

」す
る

と
し

て
、
人

間
の

尊
厳

（個
人

の
尊

厳
）を

基
本

原
理

と
し

て
い

る
。
 ま

た
、
1
9
4
8

年
（昭

和

2
3

年
）
に

国
連

総
会

で
採

択
さ

れ
た

世
界

人
権

宣
言

も
、
前

文
で

「
人

類
社

会
の

す
べ

て
の

構
成

員
の

固
有

の
尊

厳
と

平
等

で
譲

る
こ

と
の

で
き

な
い

権
利

と
を

承
認

す
る

こ
と

は
、

世
界

に

お
け

る
自

由
、

正
義

及
び

平
和

の
基

礎
」
、

「
国

際
連

合
の

諸
国

民
は

、
国

際
連

合
憲

章
に

お
い

て
、

基
本

的
人

権
、

人
間

の
尊

厳
及

び
価

値
並

び
に

男
女

の
同

権
に

つ
い

て
の

信
念

を
再

確
認

」
す

る
と

し
、

1
条

で
「
す

べ
て

の
人

間
は

、
生

れ
な

が
ら

に
し

て
自

由
で

あ
り
、

か
つ

、
尊

厳
と

権
利

と
に

つ
い

て
平

等
で

あ
る

。
」
と

定
め

て
、

個
人

の
尊

厳
を

基
本

原
理

と
し

て
い

る
。
 

1
9
6
6

年
（
昭

和
4
1

年
）に

採
択

さ
れ

て
1
9
7
6

年
（昭

和
5
1

年
）
に

発
効

し
た

国
際

人
権

規
約

も
こ

の
流

れ
を

受
け

て
、
「経

済
的

、
社

会
的

及
び

文
化

的
権

利
」を

定
め

た
A

規
約

、

「市
民

的
及

び
政

治
的

権
利

」を
定

め
た

B
規

約
の

い
ず

れ
も

前
文

で
、
「こ

れ
ら

の
権

利
が

人
間

の
固

有
の

尊
厳

に
由

来
す

る
こ

と
を

認
め

」る
と

し
て

い
る

。
 
 

＜
憲

法
に

お
け

る
「個

人
の

尊
厳

」
＞

 

日
本

国
憲

法
の

根
底

に
は

「
個

人
の

尊
厳

」
の

理
念

が
あ

る
と

さ
れ

る
。

日
本

国
憲

法
の

三
大

原
理

と
し

て
し

ば
し

ば
挙

げ
ら

れ
る

国
民

主
権

、
基

本
的

人
権

の
尊

重
、
平

和
主

義
も

、
「
個

人
の

尊
厳

」
を

根
拠

と
す

る
。

す
な

わ
ち

、
す

べ
て

の
個

人
が

尊
重

さ
れ

る
た

め
の

政
治

体
制

は
、

す
べ

て
の

個
人

が
参

政
権

を
有

す
る

民
主

主
義

を
中

心
と

し
た

国
民

主
権

が
適

す
る

と
さ

れ
、

す
べ

て
の

個
人

が
人

と
し

て
有

す
る

基
本

的
人

権
は

尊
重

さ
れ

、
す

べ
て

の
個

人
が

尊
重

さ
れ

る
た

め
に

は
平

和
な

国
家

の
建

設
が

必
要

と
さ

れ
る

。
憲

法
学

の
通

説
に

お
い

て
は

、
特

に
自

由
の

保
障

（
基

本
的

人
権

の
尊

重
）
と

国
民

の
制

憲
権

（憲
法

を
制

定
す

る
権

利
。
国

民
主

権
。
）が

個
人

の
尊

厳
に

よ
っ

て
根

拠
付

け
ら

れ
る

と
説

く
。
 

12
8
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

8 
 ２
 
介

護
実

践
の

視
点

と
な

る
「Q

O
L
」と

は
、
…

…
ク

オ
リ
テ

ィ
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

（英
: 
qu

al
it
y
 o

f 
lif

e
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）と

は
、
一

般
に

、
ひ

と
り
ひ

と
り
の

人
生

の
内

容
の

質
や

社
会

的
に

み
た

生
活

の
質

の

こ
と

を
指

し
、

つ
ま

り
あ

る
人

が
ど

れ
だ

け
人

間
ら

し
い

生
活

や
自

分
ら

し
い

生
活

を
送

り
、

人
生

に
幸

福
を

見
出

し
て

い
る

か
、
と

い
う

こ
と

を
尺

度
と

し
て

と
ら

え
る

概
念

で
あ

る
。
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

「
幸

福
」

と
は

、
身

心
の

健
康

、
良

好
な

人
間

関
係

、
や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

、
快

適
な

住
環

境
、
十

分
な

教
育

、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

、
レ

ジ
ャ

ー
な

ど
様

々
な

観
点

か
ら

計
ら

れ
る

。
 
 

ま
た

Ｑ
Ｏ

Ｌ
に

は
国

家
の

発
展

、
個

人
の

人
権

・
自

由
が

保
障

さ
れ

て
い

る
度

合
い

、
居

住
の

快
適

さ
と

の
関

連
性

も
指

摘
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

ク
オ

リ
テ

ィ
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

は
、

個
人

の
収

入

や
財

産
を

基
に

産
出

さ
れ

る
生

活
水

準
（英

：s
ta

nd
ar

d 
o
f 

liv
in
g
）と

は
分

け
て

考
え

ら
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。
 

 ○
生

活
支
援

・
自

立
支
援

の
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
 

１
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
、

…
…

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

過
程

で
、

ま
ず

、
初

期
状

態
の

把
握

を
行

う
。

初
期

状
態

は
今

後
の

支
援

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
と

な
り
、

中
間

評
価

・
最

終
評

価
の

際
比

較
検

討
す

る

情
報

と
な

る
こ

と
か

ら
、

数
量

化
な

ど
、

で
き

る
だ

け
客

観
的

な
把

握
に

努
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
漏

れ
が

な
い

よ
う

に
、

移
動

関
連

、
生

活
関

連
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

な
ど

分

野
別

に
評

価
項

目
を

設
定

し
て

お
く
と

よ
い

。
必

要
に

応
じ

て
、
医

師
、
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

、
言

語
聴

覚
士

や
心

理
職

等
と

連
携

し
、
本

人
の

同
意

を
得

た
う
え

で
情

報
を

収
集

し
、

総
合

的
な

把
握

に
努

め
る

。
生

活
歴

や
家

族
歴

等
の

基
本

情
報

に
つ

い
て

は
、

相
談

支
援

専
門

員
に

よ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

際
、

す
で

に
把

握
し

て
い

る
た

め
、

ご
本

人
の

同
意

の
下

、
あ

ら
か

じ
め

情
報

共
有

し
て

お
く
と

よ
い

が
、
信

頼
関

係
構

築
の

た
め

に
も

、
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

等
が

直
接

面
接

で
確

認
し

て
お

く
事

項
も

あ
る

。
記

録
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
以

降
同

様
で

す
が

、
第

三
者

が
読

ん
で

も
わ

か
る

よ
う

に
記

載
す

る
こ

と
を

心
が

け
る

。
特

殊
な

略
語

を
使

わ
な

い
、

本
人

が
発

し
た

言
葉

の
ま

ま
記

載
す

る
等

が
必

要
で

あ
る

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

過
程

は
、

利
用

者
と

支
援

者
の

相
互

理
解

の
場

で
あ

り
、

さ
ら

に
、

利
用

者
本

人
及

び
利

用
者

を
取

り
巻

く
環

境
の

情
報

の
収

集
と

分
析

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
利

用
者

の
主

訴
を

十
分

に

傾
聴

し
、

利
用

者
の

生
活

歴
、

家
族

状
況

を
聞

き
だ

す
と

と
も

に
、

直
面

し
て

い
る

課
題

、
課

題
が

も
た

ら
す

不
安

や
葛

藤
を

探
求

し
、

さ
ら

に
、

利
用

者
の

了
解

を
得

た
う

え
で

、
こ

れ
ま

で
本

人
と

関
わ

っ
て

き
た

医
師

、
教

員
、
心

理
判

定
員

等
の

専
門

家
か

ら
の

情
報

入
手

を
行

い
、
個

別
的

に
か

つ
総

合
的

に
利

用
者

の
状

態
像

を
客

観
的

に
把

握
す

る
。
 

            研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践
の

視
点

 

9 
                             

12
9

148



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

認
定
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
介
護
実
践
の
視
点
 

8 
 ２
 
介

護
実

践
の

視
点

と
な

る
「Q

O
L
」と

は
、
…

…
ク

オ
リ
テ

ィ
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

（英
: 
qu

al
it
y
 o

f 
lif

e
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）と

は
、
一

般
に

、
ひ

と
り
ひ

と
り
の

人
生

の
内

容
の

質
や

社
会

的
に

み
た

生
活

の
質

の

こ
と

を
指

し
、

つ
ま

り
あ

る
人

が
ど

れ
だ

け
人

間
ら

し
い

生
活

や
自

分
ら

し
い

生
活

を
送

り
、

人
生

に
幸

福
を

見
出

し
て

い
る

か
、
と

い
う

こ
と

を
尺

度
と

し
て

と
ら

え
る

概
念

で
あ

る
。
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の

「
幸

福
」

と
は

、
身

心
の

健
康

、
良

好
な

人
間

関
係

、
や

り
が

い
の

あ
る

仕
事

、
快

適
な

住
環

境
、
十

分
な

教
育

、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

、
レ

ジ
ャ

ー
な

ど
様

々
な

観
点

か
ら

計
ら

れ
る

。
 
 

ま
た

Ｑ
Ｏ

Ｌ
に

は
国

家
の

発
展

、
個

人
の

人
権

・
自

由
が

保
障

さ
れ

て
い

る
度

合
い

、
居

住
の

快
適

さ
と

の
関

連
性

も
指

摘
さ

れ
る

。
し

た
が

っ
て

ク
オ

リ
テ

ィ
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

は
、

個
人

の
収

入

や
財

産
を

基
に

産
出

さ
れ

る
生

活
水

準
（英

：s
ta

nd
ar

d 
o
f 

liv
in
g
）と

は
分

け
て

考
え

ら
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。
 

 ○
生

活
支
援

・
自

立
支
援

の
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
 

１
 

ア
セ

ス
メ

ン
ト
と

は
、

…
…

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

過
程

で
、

ま
ず

、
初

期
状

態
の

把
握

を
行

う
。

初
期

状
態

は
今

後
の

支
援

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
と

な
り
、

中
間

評
価

・
最

終
評

価
の

際
比

較
検

討
す

る

情
報

と
な

る
こ

と
か

ら
、

数
量

化
な

ど
、

で
き

る
だ

け
客

観
的

な
把

握
に

努
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
漏

れ
が

な
い

よ
う

に
、

移
動

関
連

、
生

活
関

連
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

関
連

な
ど

分

野
別

に
評

価
項

目
を

設
定

し
て

お
く
と

よ
い

。
必

要
に

応
じ

て
、
医

師
、
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

、
言

語
聴

覚
士

や
心

理
職

等
と

連
携

し
、
本

人
の

同
意

を
得

た
う
え

で
情

報
を

収
集

し
、

総
合

的
な

把
握

に
努

め
る

。
生

活
歴

や
家

族
歴

等
の

基
本

情
報

に
つ

い
て

は
、

相
談

支
援

専
門

員
に

よ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト
の

際
、

す
で

に
把

握
し

て
い

る
た

め
、

ご
本

人
の

同
意

の
下

、
あ

ら
か

じ
め

情
報

共
有

し
て

お
く
と

よ
い

が
、
信

頼
関

係
構

築
の

た
め

に
も

、
サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

等
が

直
接

面
接

で
確

認
し

て
お

く
事

項
も

あ
る

。
記

録
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
以

降
同

様
で

す
が

、
第

三
者

が
読

ん
で

も
わ

か
る

よ
う

に
記

載
す

る
こ

と
を

心
が

け
る

。
特

殊
な

略
語

を
使

わ
な

い
、

本
人

が
発

し
た

言
葉

の
ま

ま
記

載
す

る
等

が
必

要
で

あ
る

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

過
程

は
、

利
用

者
と

支
援

者
の

相
互

理
解

の
場

で
あ

り
、

さ
ら

に
、

利
用

者
本

人
及

び
利

用
者

を
取

り
巻

く
環

境
の

情
報

の
収

集
と

分
析

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
利

用
者

の
主

訴
を

十
分

に

傾
聴

し
、

利
用

者
の

生
活

歴
、

家
族

状
況

を
聞

き
だ

す
と

と
も

に
、

直
面

し
て

い
る

課
題

、
課

題
が

も
た

ら
す

不
安

や
葛

藤
を

探
求

し
、

さ
ら

に
、

利
用

者
の

了
解

を
得

た
う

え
で

、
こ

れ
ま

で
本

人
と

関
わ

っ
て

き
た

医
師

、
教

員
、
心

理
判

定
員

等
の

専
門

家
か

ら
の

情
報

入
手

を
行

い
、
個

別
的

に
か

つ
総

合
的

に
利

用
者

の
状

態
像

を
客

観
的

に
把

握
す

る
。
 

            研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践
の

視
点

 

9 
                             

13
0
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践
の

視
点

 

10
 

 ○
個

別
支
援
計

画
作

成
の
視

点
の

獲
得
 

１
 
個

別
支

援
計

画
と

（サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
）ケ

ア
プ

ラ
ン

と
の

違
い

を
具

体
的

に
示

す
と

、
…

…
以

下
の

図
を

参
考

に
考

え
る

。
 

                     
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
が

個
別

支
援

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
が

法
的

規
定

で
決

ま
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

介
護

保
険

法
で

は
、

介
護

保
険

施
設

に
は

施
設

ケ
ア

マ

ネ
し

か
存

在
し

な
い

。
従

っ
て

、
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
（ケ

ア
プ

ラ
ン

）
は

あ
る

が
、

個
別

支
援

計
画

の
作

成
担

当
者

が
法

的
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

に
な

る
。

介
護

保
険

施
設

で
は

、
個

別
支

援
計

画
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
多

い
の

は
、

こ
の

よ
う

な
理

由
に

よ
る

。
 

  

相
談

支
援

員
 

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
利

用
者

の
状

態
に

即
し

た
個

別
支

援
計

画
を

作
成

・評
価

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
個

別
支

援
計

画
を

実
施

す
る

際
の

記
録

様
式

の
作

成
、
記

録
方

法
を

評
価

し
、
新

し
く
開

発
す

る
力

量
を

形
成

す
る

と
と

も
に

指
導

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

を
チ

ー
ム

に
お

い
て

指
導

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
医

療
・
リ
ハ

ビ
リ
・認

知
症

な
ど

、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

知
識

を
ふ

ま
え

た
う
え

で
ア

セ
ス

メ
ン

トを
行

い
、
課

題
を

明
確

化
し

、
個

別
支

援
計

画
を

評
価

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
利

用
者

の
全

人
的

理
解

や
他

専
門

職
か

ら
の

情
報

を
統

合
し

、
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

と
記

録
方

法
を

評
価

し
、
他

職
員

に
指

導
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

に
お

い
て

個
別

支
援

計
画

作
成

の
指

導
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「介

護
過

程
」に

つ
い

て
の

基
本

的
考

え
方

は
学

ぶ
が

、
チ

ー
ム

へ
の

指
導

や
記

録
様

式
の

開
発

ま
で

は
学

ん
で

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
科

目
を

受
け

て
、

な
お

か
つ

自
身

の
現

場
実

践
を

ふ
ま

え
な

が
ら

、
認

定
介

護
福

祉
士

自
身

が
個

別
支

援

計
画

を
作

成
で

き
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

作
成

し
た

計
画

の
指

導
・
修

正
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
ま

た
、
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
を

開
発

し
、

記
録

方
法

を
評

価
し

て
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
メ

ン

バ
ー

に
指

導
で

き
る

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師
用

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践
の

視
点

 

10
 

 ○
個

別
支
援
計

画
作

成
の
視

点
の

獲
得
 

１
 
個

別
支

援
計

画
と

（サ
ー

ビ
ス

等
利

用
計

画
）ケ

ア
プ

ラ
ン

と
の

違
い

を
具

体
的

に
示

す
と

、
…

…
以

下
の

図
を

参
考

に
考

え
る

。
 

                     
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
で

は
、

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
が

個
別

支
援

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
が

法
的

規
定

で
決

ま
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

介
護

保
険

法
で

は
、

介
護

保
険

施
設

に
は

施
設

ケ
ア

マ

ネ
し

か
存

在
し

な
い

。
従

っ
て

、
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
（ケ

ア
プ

ラ
ン

）
は

あ
る

が
、

個
別

支
援

計
画

の
作

成
担

当
者

が
法

的
に

規
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

に
な

る
。

介
護

保
険

施
設

で
は

、
個

別
支

援
計

画
が

作
成

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
多

い
の

は
、

こ
の

よ
う

な
理

由
に

よ
る

。
 

  

相
談

支
援

員
 

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
利

用
者

の
状

態
に

即
し

た
個

別
支

援
計

画
を

作
成

・評
価

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
個

別
支

援
計

画
を

実
施

す
る

際
の

記
録

様
式

の
作

成
、
記

録
方

法
を

評
価

し
、
新

し
く
開

発
す

る
力

量
を

形
成

す
る

と
と

も
に

指
導

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

を
チ

ー
ム

に
お

い
て

指
導

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
医

療
・
リ
ハ

ビ
リ
・認

知
症

な
ど

、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

知
識

を
ふ

ま
え

た
う
え

で
ア

セ
ス

メ
ン

トを
行

い
、
課

題
を

明
確

化
し

、
個

別
支

援
計

画
を

評
価

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
利

用
者

の
全

人
的

理
解

や
他

専
門

職
か

ら
の

情
報

を
統

合
し

、
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

と
記

録
方

法
を

評
価

し
、
他

職
員

に
指

導
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

に
お

い
て

個
別

支
援

計
画

作
成

の
指

導
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「介

護
過

程
」に

つ
い

て
の

基
本

的
考

え
方

は
学

ぶ
が

、
チ

ー
ム

へ
の

指
導

や
記

録
様

式
の

開
発

ま
で

は
学

ん
で

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
科

目
を

受
け

て
、

な
お

か
つ

自
身

の
現

場
実

践
を

ふ
ま

え
な

が
ら

、
認

定
介

護
福

祉
士

自
身

が
個

別
支

援

計
画

を
作

成
で

き
る

こ
と

は
も

と
よ

り
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

作
成

し
た

計
画

の
指

導
・
修

正
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
と

技
術

（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
ま

た
、
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
を

開
発

し
、

記
録

方
法

を
評

価
し

て
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
メ

ン

バ
ー

に
指

導
で

き
る

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
.事

例
に

沿
っ

た
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・

評
価

・
修

正
と

指
導

 

○
事

例
の

理
解

 

 

・
ＩＣ

Ｆ
 

・
対

象
者

の
状

況
の

理
解

 

・
医

学
的

知
識

や
運

動
学

等
の

知
識

の
確

認
 

・
心

理
的

側
面

・身
体

的
側

面
・社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・評
価

・修
正

 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

の
指

 

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト（
課

題
抽

出
） 

・
計

画
立

案
（目

標
達

成
） 

・
計

画
評

価
・修

正
 

・
指

導
の

視
点

・指
導

方
法

 

※
 
高

齢
（施

設
）、

高
齢

（在
宅

）、
障

害
の

事
例

 

２
.個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

、
記

録
方

法
の

習
得

と
指

導
 

○
記

録
と

は
 

○
記

録
様

式
の

作
成

 

○
記

録
方

法
の

習
得

 

○
記

録
の

視
点

と
記

録
の

指
導

 

 

・
記

録
の

目
的

 

・
記

録
を

行
う
際

の
視

点
（利

用
者

主
体

と
多

角
的

視
点

） 

・
客

観
性

の
確

保
（事

実
と

推
測

と
の

切
り
分

け
） 

・
記

録
の

種
類

（エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、
行

動
記

録
、
観

察
記

録
） 

・
利

用
者

の
人

権
（個

人
情

報
の

保
護

） 

・
介

護
実

践
の

共
有

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

 
 
本

科
目

の
受

講
要

件
は

「
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

の
他

領
域

と
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介

護
実

践
の

視
点

」の
全

て
が

修
了

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
受

講
さ

せ
る

こ
と

 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

。
 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 

13
3

152



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
.事

例
に

沿
っ

た
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・

評
価

・
修

正
と

指
導

 

○
事

例
の

理
解

 

 

・
ＩＣ

Ｆ
 

・
対

象
者

の
状

況
の

理
解

 

・
医

学
的

知
識

や
運

動
学

等
の

知
識

の
確

認
 

・
心

理
的

側
面

・身
体

的
側

面
・社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・評
価

・修
正

 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

の
指

 

 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト（
課

題
抽

出
） 

・
計

画
立

案
（目

標
達

成
） 

・
計

画
評

価
・修

正
 

・
指

導
の

視
点

・指
導

方
法

 

※
 
高

齢
（施

設
）、

高
齢

（在
宅

）、
障

害
の

事
例

 

２
.個

別
支

援
計

画
に

沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

、
記

録
方

法
の

習
得

と
指

導
 

○
記

録
と

は
 

○
記

録
様

式
の

作
成

 

○
記

録
方

法
の

習
得

 

○
記

録
の

視
点

と
記

録
の

指
導

 

 

・
記

録
の

目
的

 

・
記

録
を

行
う
際

の
視

点
（利

用
者

主
体

と
多

角
的

視
点

） 

・
客

観
性

の
確

保
（事

実
と

推
測

と
の

切
り
分

け
） 

・
記

録
の

種
類

（エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、
行

動
記

録
、
観

察
記

録
） 

・
利

用
者

の
人

権
（個

人
情

報
の

保
護

） 

・
介

護
実

践
の

共
有

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

 
 
本

科
目

の
受

講
要

件
は

「
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

の
他

領
域

と
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介

護
実

践
の

視
点

」の
全

て
が

修
了

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

、
受

講
さ

せ
る

こ
と

 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

。
 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 ＜
評

価
方

法
＞

 

当
該

科
目

の
学

習
の

中
で

作
成

し
た

成
果

物
（修

正
し

た
個

別
支

援
計

画
）を

評
価

す
る

。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
心

理
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

②
身

体
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

③
社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

３
つ

で
Ａ

評
価

、
２
つ

で
Ｂ

評
価

、
１
つ

で
Ｃ

評
価

（
こ

こ
ま

で
が

合
格

）
。

ゼ
ロ

で
Ｄ

評
価

（
不

合
格

）
と

す
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
）※

こ
の

科
目

の
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
。
 

○
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

（
Ⅰ

類
） 

※
内

容
的

連
続

性
が

あ
る

た
め

本
科

目
と

連
続

で
受

講
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」科

目
で

受
講

者
が

そ
れ

ぞ
れ

作
成

し
た

個
別

支
援

計
画

を
活

用
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
「イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ン

の
理

解
」と

「講
義

の
理

解
」の

確
認

を
行

う
こ

と
。
 

○
講

義
と

演
習

（
個

人
ワ

ー
ク

か
ら

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。
 

○
当

該
領

域
の

他
科

目
（
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
、

自
職

場
事

例
を

用
い

た
演

習
）
と

の
関

連
性

と
継

続
性

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
特

に
、

「
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

」
と

は
関

連
性

が
深

く
、
一

体
的

な
研

修
展

開
が

望
ま

し
い

。
 

○
本

科
目

は
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

の
設

定
は

さ
れ

て
い

な
い

（全
て

を
集

合
研

修
と

す
る

）。
 

    研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

5 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容
（

講
義

の
ポ

イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．

事
例

に
沿

っ
た

個
別

支
援

計

画
の

作
成

・
評

価
・
修

正
と

指

導
 

○
事

例
の

理
解

 

・
ＩＣ

Ｆ
 

・
対

象
者

の
状

況
の

理
解

 

・
医

学
的

知
識

や
運

動
学

等
の

知
識

の
確

認
 

・
心

理
的

側
面

・身
体

的
側

面
・社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
 

 
 

1
8

時
間

 
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・評
価

・修
正

 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

の
指

導
 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト（
課

題
抽

出
） 

・
計

画
立

案
（目

標
達

成
） 

・
計

画
評

価
・修

正
 

・
指

導
の

視
点

・指
導

方
法

 

 （展
開

例
） 

・
１
事

例
目

（８
時

間
） 

 
前

回
の

事
例

で
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
を

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

で

た
た

き
合

い
→

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

発
表

→
グ

ル
ー

プ
代

表
１

件
選

定
→

全
体

発
表

。
 

・
２
事

例
目

（６
時

間
） 

・
３
事

例
目

（４
時

間
） 

 
 

２
時

間
 

２
．

個
別

支
援

計
画

に
沿

っ
た

記

録
様

式
の

作
成

、
記

録
方

法
の

習
得

と
指

導
 

○
記

録
と

は
 

・
記

録
の

目
的

 

※
前

回
の

事
例

を
踏

ま
え

た
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

に
係

る
講

義
 

 
 

８
時

間
 

 
○

記
録

様
式

の
作

成
 

○
記

録
方

法
の

習
得

 

○
記

録
の

視
点

と
記

録
の

指
導
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 ＜
評

価
方

法
＞

 

当
該

科
目

の
学

習
の

中
で

作
成

し
た

成
果

物
（修

正
し

た
個

別
支

援
計

画
）を

評
価

す
る

。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
心

理
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

②
身

体
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

③
社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
の

観
点

が
含

ま
れ

て
い

る
 

３
つ

で
Ａ

評
価

、
２
つ

で
Ｂ

評
価

、
１
つ

で
Ｃ

評
価

（
こ

こ
ま

で
が

合
格

）
。

ゼ
ロ

で
Ｄ

評
価

（
不

合
格

）
と

す
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
）※

こ
の

科
目

の
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
。
 

○
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

（
Ⅰ

類
） 

※
内

容
的

連
続

性
が

あ
る

た
め

本
科

目
と

連
続

で
受

講
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
「認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」科

目
で

受
講

者
が

そ
れ

ぞ
れ

作
成

し
た

個
別

支
援

計
画

を
活

用
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

○
「イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ン

の
理

解
」と

「講
義

の
理

解
」の

確
認

を
行

う
こ

と
。
 

○
講

義
と

演
習

（
個

人
ワ

ー
ク

か
ら

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
。
 

○
当

該
領

域
の

他
科

目
（
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
、

自
職

場
事

例
を

用
い

た
演

習
）
と

の
関

連
性

と
継

続
性

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
特

に
、

「
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

」
と

は
関

連
性

が
深

く
、
一

体
的

な
研

修
展

開
が

望
ま

し
い

。
 

○
本

科
目

は
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

の
設

定
は

さ
れ

て
い

な
い

（全
て

を
集

合
研

修
と

す
る

）。
 

    研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

5 
 ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容
（

講
義

の
ポ

イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

２
時

間
 

１
．

事
例

に
沿

っ
た

個
別

支
援

計

画
の

作
成

・
評

価
・
修

正
と

指

導
 

○
事

例
の

理
解

 

・
ＩＣ

Ｆ
 

・
対

象
者

の
状

況
の

理
解

 

・
医

学
的

知
識

や
運

動
学

等
の

知
識

の
確

認
 

・
心

理
的

側
面

・身
体

的
側

面
・社

会
的

側
面

か
ら

の
支

援
 

 
 

1
8

時
間

 
 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・評
価

・修
正

 

○
個

別
支

援
計

画
の

作
成

の
指

導
 

・
ア

セ
ス

メ
ン

ト（
課

題
抽

出
） 

・
計

画
立

案
（目

標
達

成
） 

・
計

画
評

価
・
修

正
 

・
指

導
の

視
点

・指
導

方
法

 

 （展
開

例
） 

・
１
事

例
目

（８
時

間
） 

 
前

回
の

事
例

で
作

成
し

た
個

別
支

援
計

画
を

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

で

た
た

き
合

い
→

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

発
表

→
グ

ル
ー

プ
代

表
１

件
選

定
→

全
体

発
表

。
 

・
２
事

例
目

（６
時

間
） 

・
３
事

例
目

（４
時

間
） 

 
 

２
時

間
 

２
．

個
別

支
援

計
画

に
沿

っ
た

記

録
様

式
の

作
成

、
記

録
方

法
の

習
得

と
指

導
 

○
記

録
と

は
 

・
記

録
の

目
的

 

※
前

回
の

事
例

を
踏

ま
え

た
個

別
支

援
計

画
作

成
の

視
点

に
係

る
講

義
 

 
 

８
時

間
 

 
○

記
録

様
式

の
作

成
 

○
記

録
方

法
の

習
得

 

○
記

録
の

視
点

と
記

録
の

指
導
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

6 
 

・
記

録
を

行
う
際

の
視

点
（利

用
者

主
体

と
多

角
的

視
点

） 

・
客

観
性

の
確

保
（事

実
と

推
測

と
の

切
り
分

け
） 

・
記

録
の

種
類

（エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、
行

動
記

録
、
観

察
記

録
） 

・
利

用
者

の
人

権
（個

人
情

報
の

保
護

） 

・
介

護
実

践
の

共
有

 

 （展
開

例
） 

※
個

人
ワ

ー
ク

（
記

録
様

式
を

作
成

）
→

グ
ル

ー
プ

内
で

た
た

き
合

い
→

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

発
表

→
グ

ル
ー

プ
代

表
１
件

選
定

。
 

※
選

定
さ

れ
た

様
式

で
、

各
自

が
、

次
の

科
目

（
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

）の
2
0

時
間

分
の

事
前

課
題

と
し

て
、
自

職
場

に
お

け
る

実
践

課

題
に

取
り
組

む
こ

と
 

 【具
体

的
な

実
践

課
題

】 

 

 
 

 
 

※
 
 
な

し
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

7 
 「個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
事

例
の
理

解
 

１
 
ＩＣ

Ｆ
と

は
 

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
以

下
ＩＣ

Ｆ
）は

、
障

害
の

持
つ

持
た

ざ
る

に
関

わ
ら

ず
、
す

べ
て

の
人

を
対

象
と

し
た

生
活

機
能

、
生

き
る

こ
と

の
全

体
を

現
す

も
の

で
あ

る
こ

と
は

、
す

で
に

こ
れ

ま
で

先
行

し
て

研
究

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
そ

の
実

際
の

使
い

方
は

、
医

療
、
介

護
（ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト）
の

中
に

お
い

て
も

す
で

に
実

践
さ

れ
て

い
る

。
時

間
的

、
空

間
的

な
差

を
超

え
た

普
遍

的

な
も

の
と

し
て

、
ＩＣ

Ｆ
は

大
規

模
複

合
災

害
時

の
包

括
的

支
援

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
上

で
も

き
わ

め
て

重
要

な
視

点
で

あ
る

。
 

２
 
ＩＣ

Ｆ
の

理
念

《
生

活
機

能
＝

生
き

る
こ

と
の

全
体

》
 

ＩＣ
Ｆ
の

根
底

と
な

る
考

え
方

に
「生

活
機

能
モ

デ
ル

」が
あ

る
。
生

活
機

能
と

は
「心

身
機

能
・構

造
、
活

動
、
参

加
の

全
て

を
含

む
包

括
用

語
」5

)と
言

い
表

す
こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
大

川

（2
0
0
7
）は

、
ＩＣ

Ｆ
を

す
べ

て
の

人
に

つ
い

て
の

「
健

康
の

構
成

要
素

に
関

す
る

分
類

」と
し

、
生

活
機

能
モ

デ
ル

を
「“

生
き

る
こ

と
の

全
体

像
”を

示
す

“
共

通
言

語
”
」
と

言
い

表
し

て
い

る
。

し

た
が

っ
て

、
生

活
機

能
モ

デ
ル

と
は

、
疾

病
や

障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
す

べ
て

の
人

が
生

活
の

中
で

関
る

健
康

上
の

あ
ら

ゆ
る

問
題

に
つ

い
て

、
共

通
し

た
見

方
や

と
ら

え
方

を
す

る
こ

と
、

と
言

い
換

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

具
体

的
に

生
活

機
能

の
３
つ

の
レ

ベ
ル

は
以

下
の

通
り
で

あ
る

。
 

①
＜

心
身

機
能

・
構

造
（
生

物
レ

ベ
ル

）
＞

 

生
命

の
維

持
に

直
接

つ
な

が
る

も
の

で
「心

身
機

能
」と

「身
体

構
造

」に
分

け
ら

れ
る

。
 

「心
身

機
能

」…
 手

足
の

動
き

、
視

覚
・聴

覚
、
内

臓
、
精

神
等

の
機

能
面

 

「身
体

構
造

」…
 指

の
関

節
、
胃

・
腸

、
皮

膚
等

の
構

造
面

 

②
＜

活
動

（
生

活
レ

ベ
ル

）
＞

 

一
連

の
動

作
か

ら
な

る
目

的
を

も
っ

た
個

人
が

遂
行

す
る

生
活

行
動

で
あ

り
、
日

常
生

活
動

作
以

外
に

も
職

業
的

動
作

、
余

暇
活

動
も

含
ま

れ
る

た
め

、
文

化
的

な
生

活
、
社

会
生

活
に

必
要

な
活

動
す

べ
て

を
含

む
。
 

③
＜

参
加

（
人

生
レ

ベ
ル

）
＞

 

家
庭

内
で

の
役

割
を

含
め

、
社

会
的

な
役

割
を

持
っ

て
、
そ

れ
を

果
た

す
こ

と
で

あ
る

。
地

域
組

織
の

中
で

な
ん

ら
か

の
役

割
を

も
ち

、
文

化
的

・政
治

的
・宗

教
的

な
ど

広
い

範
囲

に
か

か

わ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

6 
 

・
記

録
を

行
う
際

の
視

点
（利

用
者

主
体

と
多

角
的

視
点

） 

・
客

観
性

の
確

保
（事

実
と

推
測

と
の

切
り
分

け
） 

・
記

録
の

種
類

（エ
ピ

ソ
ー

ド
記

録
、
行

動
記

録
、
観

察
記

録
） 

・
利

用
者

の
人

権
（個

人
情

報
の

保
護

） 

・
介

護
実

践
の

共
有

 

 （展
開

例
） 

※
個

人
ワ

ー
ク

（
記

録
様

式
を

作
成

）
→

グ
ル

ー
プ

内
で

た
た

き
合

い
→

各
々

修
正

→
グ

ル
ー

プ
内

発
表

→
グ

ル
ー

プ
代

表
１
件

選
定

。
 

※
選

定
さ

れ
た

様
式

で
、

各
自

が
、

次
の

科
目

（
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

）の
2
0

時
間

分
の

事
前

課
題

と
し

て
、
自

職
場

に
お

け
る

実
践

課

題
に

取
り
組

む
こ

と
 

 【具
体

的
な

実
践

課
題

】 

 

 
 

 
 

※
 
 
な

し
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

7 
 「個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
事

例
の
理

解
 

１
 
ＩＣ

Ｆ
と

は
 

ＩＣ
Ｆ
（国

際
生

活
機

能
分

類
以

下
ＩＣ

Ｆ
）は

、
障

害
の

持
つ

持
た

ざ
る

に
関

わ
ら

ず
、
す

べ
て

の
人

を
対

象
と

し
た

生
活

機
能

、
生

き
る

こ
と

の
全

体
を

現
す

も
の

で
あ

る
こ

と
は

、
す

で
に

こ
れ

ま
で

先
行

し
て

研
究

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
そ

の
実

際
の

使
い

方
は

、
医

療
、
介

護
（ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト）
の

中
に

お
い

て
も

す
で

に
実

践
さ

れ
て

い
る

。
時

間
的

、
空

間
的

な
差

を
超

え
た

普
遍

的

な
も

の
と

し
て

、
ＩＣ

Ｆ
は

大
規

模
複

合
災

害
時

の
包

括
的

支
援

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
上

で
も

き
わ

め
て

重
要

な
視

点
で

あ
る

。
 

２
 
ＩＣ

Ｆ
の

理
念

《
生

活
機

能
＝

生
き

る
こ

と
の

全
体

》
 

ＩＣ
Ｆ
の

根
底

と
な

る
考

え
方

に
「生

活
機

能
モ

デ
ル

」が
あ

る
。
生

活
機

能
と

は
「心

身
機

能
・構

造
、
活

動
、
参

加
の

全
て

を
含

む
包

括
用

語
」5

)と
言

い
表

す
こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
大

川

（2
0
0
7
）は

、
ＩＣ

Ｆ
を

す
べ

て
の

人
に

つ
い

て
の

「
健

康
の

構
成

要
素

に
関

す
る

分
類

」と
し

、
生

活
機

能
モ

デ
ル

を
「“

生
き

る
こ

と
の

全
体

像
”を

示
す

“
共

通
言

語
”
」
と

言
い

表
し

て
い

る
。

し

た
が

っ
て

、
生

活
機

能
モ

デ
ル

と
は

、
疾

病
や

障
害

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
す

べ
て

の
人

が
生

活
の

中
で

関
る

健
康

上
の

あ
ら

ゆ
る

問
題

に
つ

い
て

、
共

通
し

た
見

方
や

と
ら

え
方

を
す

る
こ

と
、

と
言

い
換

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

具
体

的
に

生
活

機
能

の
３
つ

の
レ

ベ
ル

は
以

下
の

通
り
で

あ
る

。
 

①
＜

心
身

機
能

・
構

造
（
生

物
レ

ベ
ル

）
＞

 

生
命

の
維

持
に

直
接

つ
な

が
る

も
の

で
「
心

身
機

能
」と

「身
体

構
造

」に
分

け
ら

れ
る

。
 

「心
身

機
能

」
…

 手
足

の
動

き
、
視

覚
・
聴

覚
、
内

臓
、
精

神
等

の
機

能
面

 

「身
体

構
造

」
…

 指
の

関
節

、
胃

・
腸

、
皮

膚
等

の
構

造
面

 

②
＜

活
動

（
生

活
レ

ベ
ル

）
＞

 

一
連

の
動

作
か

ら
な

る
目

的
を

も
っ

た
個

人
が

遂
行

す
る

生
活

行
動

で
あ

り
、
日

常
生

活
動

作
以

外
に

も
職

業
的

動
作

、
余

暇
活

動
も

含
ま

れ
る

た
め

、
文

化
的

な
生

活
、
社

会
生

活
に

必
要

な
活

動
す

べ
て

を
含

む
。
 

③
＜

参
加

（
人

生
レ

ベ
ル

）
＞

 

家
庭

内
で

の
役

割
を

含
め

、
社

会
的

な
役

割
を

持
っ

て
、
そ

れ
を

果
た

す
こ

と
で

あ
る

。
地

域
組

織
の

中
で

な
ん

ら
か

の
役

割
を

も
ち

、
文

化
的

・政
治

的
・宗

教
的

な
ど

広
い

範
囲

に
か

か

わ
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

8 
                        ３
 
生

活
機

能
モ

デ
ル

の
重

要
な

ポ
イ

ン
ト 

・
生

活
機

能
の

３
つ

の
レ

ベ
ル

（①
心

身
機

能
・構

造
、
②

活
動

、
③

参
加

）を
常

に
偏

る
こ

と
な

く
全

体
と

し
て

見
る

こ
と

。
 

・
３
つ

の
レ

ベ
ル

は
①

生
命

レ
ベ

ル
、
②

生
活

レ
ベ

ル
、
③

人
生

レ
ベ

ル
、
と

言
い

換
え

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、
こ

れ
ら

を
総

合
的

に
と

ら
え

る
こ

と
。
 

・
病

気
や

障
害

を
こ

れ
ま

で
の

「医
学

モ
デ

ル
（生

物
学

的
視

点
に

立
っ

た
モ

デ
ル

）」
と

「社
会

モ
デ

ル
（社

会
環

境
的

観
点

に
立

っ
た

モ
デ

ル
）」

と
二

分
し

た
と

ら
え

方
で

は
な

く
「統

合
モ

デ

ル
」
と

し
て

と
ら

え
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

9 
 

・
３
つ

の
レ

ベ
ル

間
に

は
互

い
に

影
響

し
あ

う
関

係
が

あ
る

。
一

方
そ

れ
ぞ

れ
の

レ
ベ

ル
の

独
自

性
も

あ
る

。
健

康
状

態
、
環

境
因

子
、
個

人
因

子
と

の
間

に
お

い
て

も
相

互
作

用
が

あ
る

こ

と
。
 

・
生

活
機

能
全

体
や

そ
れ

を
構

成
す

る
個

別
の

レ
ベ

ル
に

お
い

て
も

、
全

て
を

プ
ラ

ス
の

面
か

ら
と

ら
え

る
こ

と
。
 

・
共

通
言

語
と

は
、
生

活
機

能
モ

デ
ル

に
沿

っ
て

「人
が

生
き

る
」こ

と
の

全
体

像
を

と
ら

え
る

こ
と

で
あ

り
、
も

の
の

見
方

・と
ら

え
方

を
関

係
者

（各
専

門
家

と
本

人
・家

族
な

ど
）が

共
通

に
も

つ
こ

と
。
 

a）
専

門
家

と
当

事
者

と
の

間
の

「
共

通
言

語
」
、
b
）
各

種
専

門
家

の
間

の
「共

通
言

語
」、

c）
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

間
の

「共
通

言
語

」 

で
あ

る
。
 

（引
用

文
献

） 

○
平

成
2
1
 年

度
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
（厚

生
労

働
科

学
特

別
研

究
事

業
）終

末
期

の
生

活
者

を
支

え
る

相
談

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
に

関
す

る
研

究
川

島
孝

一
郎

（2
0
1
0
） 

○
平

成
2
1
 年

度
老

人
保

健
事

業
推

進
費

等
補

助
金

（老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
分

）在
宅

移
行

を
促

進
す

る
病

院
医

師
機

能
の

教
育

強
化

と
介

護
連

携
推

進
戦

略
に

関
す

る
調

査

研
究

事
業

川
島

孝
一

郎
（2

0
1
0
） 

 ○
個

別
支
援

計
画

に
沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

、
記
録

方
法

の
習
得

と
指

導
 

１
 
記

録
（
介

護
）
と

は
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
上

で
欠

か
せ

な
い

の
が

日
々

の
利

用
者

の
様

子
の

記
録

や
、

そ
の

他
様

々
な

こ
と

を
記

録
し

て
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
介

護
記

録
は

日
々

の
利

用
者

の
変

化
に

つ
い

て
の

振
り
返

り
だ

け
で

な
く
、
事

故
や

訴
訟

と
な

っ
た

際
の

重
要

な
証

拠
資

料
に

も
な

る
。
介

護
記

録
の

目
的

や
記

載
す

べ
き

事
項

を
含

め
て

考
え

て
み

る
。
 

介
護

記
録

は
、

利
用

者
が

ど
の

よ
う

に
過

ご
し

た
か

、
血

圧
・
体

温
な

ど
の

バ
イ

タ
ル

や
病

状
な

ど
が

ど
う

変
化

し
た

か
、

利
用

者
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

が
行

わ
れ

た
か

を
記

載
す

る
こ

と
に

な
る

。
介

護
記

録
を

記
載

す
る

こ
と

で
、

利
用

者
の

生
活

全
般

の
変

化
の

様
子

や
、

サ
ー

ビ
ス

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
た

か
を

記
載

者
だ

け
で

な
く
、

チ
ー

ム
で

知
る

重
要

な
資

料
で

あ
り
、

提
供

さ
れ

た
ケ

ア
を

見
直

し
、

ケ
ア

の
質

を
高

め
る

た
め

の
き

っ
か

け
に

も
な

る
。

ど
ん

な
に

良
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

て
も

介
護

記
録

が
な

け
れ

ば
そ

の
事

実
を

証
明

す
る

こ
と

は
出

来
な

い
。
利

用
者

が
施

設
や

事
業

所
で

ど
の

よ
う
に

過
ご

し
て

い
た

か
を

示
す

資
料

に
な

る
と

同
時

に
、

ど
の

よ
う
な

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
者

に
提

供
さ

れ
て

い
た

か
を

他
事

業
所

や
ご

家
族

様
に

提
示

す
る

際
の

重
要

な
証

に
も

な
る

。
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

時
も

、
前

回
作

成
時

か
ら

ど
の

よ
う

な
変

化
が

あ
っ

た
か

、
利

用
者

の
現

在
の

ニ
ー

ズ
を

知
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

人
に

あ

っ
た

支
援

計
画

内
容

を
変

更
す

る
際

の
根

拠
と

な
る

。
 

２
 
記

録
（
介

護
）
の

内
容

は
 

記
録

と
は

誰
が

見
て

も
そ

の
内

容
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。
実

際
に

介
護

記
録

に
書

く
内

容
は

、
以

下
と

な
る

。
 

①
介

護
を

実
施

し
た

日
時

・場
所

 

利
用

者
に

対
し

て
記

録
者

が
関

わ
っ

た
時

間
と

場
所

を
記

載
す

る
。

記
載

す
る

と
き

は
「
1
0
:1

5
�

・
1
0
:3

0
」
な

ど
記

録
者

が
関

わ
り
始

め
た

時
間

と
関

わ
り
を

終
え

た
時

間
を

正
確

に
記

載
す

る
。
ま

た
、
利

用
者

の
お

部
屋

で
関

わ
っ

た
の

か
、
施

設
の

フ
ロ

ア
で

関
わ

っ
た

の
か

な
ど

、
関

わ
っ

た
場

所
も

記
載

す
る

。
 

 

②
介

護
の

具
体

的
内

容
 

利
用

者
に

対
し

て
介

護
者

が
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
た

か
、

ど
の

よ
う

な
介

護
を

提
供

し
た

か
を

書
く
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

、
排

泄
介

助
を

行
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

行
っ

た
か

、
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                        ３
 
生

活
機

能
モ

デ
ル

の
重

要
な

ポ
イ

ン
ト 

・
生

活
機

能
の

３
つ

の
レ

ベ
ル

（①
心

身
機

能
・構

造
、
②

活
動

、
③

参
加

）を
常

に
偏

る
こ

と
な

く
全

体
と

し
て

見
る

こ
と

。
 

・
３
つ

の
レ

ベ
ル

は
①

生
命

レ
ベ

ル
、
②

生
活

レ
ベ

ル
、
③

人
生

レ
ベ

ル
、
と

言
い

換
え

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、
こ

れ
ら

を
総

合
的

に
と

ら
え

る
こ

と
。
 

・
病

気
や

障
害

を
こ

れ
ま

で
の

「医
学

モ
デ

ル
（
生

物
学

的
視

点
に

立
っ

た
モ

デ
ル

）」
と

「社
会

モ
デ

ル
（社

会
環

境
的

観
点

に
立

っ
た

モ
デ

ル
）」

と
二

分
し

た
と

ら
え

方
で

は
な

く
「統

合
モ

デ

ル
」
と

し
て

と
ら

え
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

9 
 

・
３
つ

の
レ

ベ
ル

間
に

は
互

い
に

影
響

し
あ

う
関

係
が

あ
る

。
一

方
そ

れ
ぞ

れ
の

レ
ベ

ル
の

独
自

性
も

あ
る

。
健

康
状

態
、
環

境
因

子
、
個

人
因

子
と

の
間

に
お

い
て

も
相

互
作

用
が

あ
る

こ

と
。
 

・
生

活
機

能
全

体
や

そ
れ

を
構

成
す

る
個

別
の

レ
ベ

ル
に

お
い

て
も

、
全

て
を

プ
ラ

ス
の

面
か

ら
と

ら
え

る
こ

と
。
 

・
共

通
言

語
と

は
、
生

活
機

能
モ

デ
ル

に
沿

っ
て

「人
が

生
き

る
」こ

と
の

全
体

像
を

と
ら

え
る

こ
と

で
あ

り
、
も

の
の

見
方

・と
ら

え
方

を
関

係
者

（各
専

門
家

と
本

人
・家

族
な

ど
）が

共
通

に
も

つ
こ

と
。
 

a）
専

門
家

と
当

事
者

と
の

間
の

「
共

通
言

語
」
、
b
）
各

種
専

門
家

の
間

の
「共

通
言

語
」、

c）
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

間
の

「共
通

言
語

」 

で
あ

る
。
 

（引
用

文
献

） 

○
平

成
2
1
 年

度
厚

生
労

働
科

学
研

究
費

補
助

金
（厚

生
労

働
科

学
特

別
研

究
事

業
）終

末
期

の
生

活
者

を
支

え
る

相
談

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
に

関
す

る
研

究
川

島
孝

一
郎

（2
0
1
0
） 

○
平

成
2
1
 年

度
老

人
保

健
事

業
推

進
費

等
補

助
金

（老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
分

）在
宅

移
行

を
促

進
す

る
病

院
医

師
機

能
の

教
育

強
化

と
介

護
連

携
推

進
戦

略
に

関
す

る
調

査

研
究

事
業

川
島

孝
一

郎
（2

0
1
0
） 

 ○
個

別
支
援

計
画

に
沿
っ

た
記

録
様

式
の

作
成

、
記
録

方
法

の
習
得

と
指

導
 

１
 
記

録
（
介

護
）
と

は
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
上

で
欠

か
せ

な
い

の
が

日
々

の
利

用
者

の
様

子
の

記
録

や
、

そ
の

他
様

々
な

こ
と

を
記

録
し

て
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
介

護
記

録
は

日
々

の
利

用
者

の
変

化
に

つ
い

て
の

振
り
返

り
だ

け
で

な
く
、
事

故
や

訴
訟

と
な

っ
た

際
の

重
要

な
証

拠
資

料
に

も
な

る
。
介

護
記

録
の

目
的

や
記

載
す

べ
き

事
項

を
含

め
て

考
え

て
み

る
。
 

介
護

記
録

は
、

利
用

者
が

ど
の

よ
う

に
過

ご
し

た
か

、
血

圧
・
体

温
な

ど
の

バ
イ

タ
ル

や
病

状
な

ど
が

ど
う

変
化

し
た

か
、

利
用

者
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

が
行

わ
れ

た
か

を
記

載
す

る
こ

と
に

な
る

。
介

護
記

録
を

記
載

す
る

こ
と

で
、

利
用

者
の

生
活

全
般

の
変

化
の

様
子

や
、

サ
ー

ビ
ス

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
た

か
を

記
載

者
だ

け
で

な
く
、

チ
ー

ム
で

知
る

重
要

な
資

料
で

あ
り
、

提
供

さ
れ

た
ケ

ア
を

見
直

し
、

ケ
ア

の
質

を
高

め
る

た
め

の
き

っ
か

け
に

も
な

る
。

ど
ん

な
に

良
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

て
も

介
護

記
録

が
な

け
れ

ば
そ

の
事

実
を

証
明

す
る

こ
と

は
出

来
な

い
。
利

用
者

が
施

設
や

事
業

所
で

ど
の

よ
う
に

過
ご

し
て

い
た

か
を

示
す

資
料

に
な

る
と

同
時

に
、

ど
の

よ
う
な

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
者

に
提

供
さ

れ
て

い
た

か
を

他
事

業
所

や
ご

家
族

様
に

提
示

す
る

際
の

重
要

な
証

に
も

な
る

。
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

時
も

、
前

回
作

成
時

か
ら

ど
の

よ
う

な
変

化
が

あ
っ

た
か

、
利

用
者

の
現

在
の

ニ
ー

ズ
を

知
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

人
に

あ

っ
た

支
援

計
画

内
容

を
変

更
す

る
際

の
根

拠
と

な
る

。
 

２
 
記

録
（
介

護
）
の

内
容

は
 

記
録

と
は

誰
が

見
て

も
そ

の
内

容
が

分
か

る
よ

う
に

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。
実

際
に

介
護

記
録

に
書

く
内

容
は

、
以

下
と

な
る

。
 

①
介

護
を

実
施

し
た

日
時

・場
所

 

利
用

者
に

対
し

て
記

録
者

が
関

わ
っ

た
時

間
と

場
所

を
記

載
す

る
。

記
載

す
る

と
き

は
「
1
0
:1

5
�

・
1
0
:3

0
」
な

ど
記

録
者

が
関

わ
り
始

め
た

時
間

と
関

わ
り
を

終
え

た
時

間
を

正
確

に
記

載
す

る
。
ま

た
、
利

用
者

の
お

部
屋

で
関

わ
っ

た
の

か
、
施

設
の

フ
ロ

ア
で

関
わ

っ
た

の
か

な
ど

、
関

わ
っ

た
場

所
も

記
載

す
る

。
 

 

②
介

護
の

具
体

的
内

容
 

利
用

者
に

対
し

て
介

護
者

が
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
た

か
、

ど
の

よ
う

な
介

護
を

提
供

し
た

か
を

書
く
必

要
が

あ
る

。
例

え
ば

、
排

泄
介

助
を

行
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

行
っ

た
か

、

14
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そ
の

と
き

の
利

用
者

の
様

子
は

ど
う
か

な
ど

も
記

載
す

る
。
利

用
者

の
体

調
が

す
ぐ

れ
な

い
場

合
、
尿

や
便

の
色

、
形

状
、
量

な
ど

も
記

載
し

て
記

録
に

残
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

③
利

用
者

の
心

身
状

態
 

日
々

の
バ

イ
タ

ル
の

記
録

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
利

用
者

の
一

日
の

心
身

状
態

の
変

化
に

つ
い

て
も

記
載

す
る

。
そ

の
際

、
「
本

日
な

ん
と

な
く
し

ん
ど

そ
う

」
「
機

嫌
が

悪
そ

う
」
な

ど
と

い
う

主
観

的
な

書
き

方
で

は
な

く
、

「
食

事
介

助
時

の
む

せ
が

多
い

」
や

「
下

を
向

い
た

ま
ま

誰
が

声
を

か
け

て
も

返
答

し
な

い
」
な

ど
と

、
客

観
的

事
実

に
基

づ
い

た
書

き
方

と
主

観
的

の
内

容
を

分
け

て
記

載
す

る
。
ま

た
、
医

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
に

利
用

者
の

状
態

の
こ

と
を

報
告

し
た

場
合

、
そ

の
報

告
内

容
も

記
載

す
る

。
 

介
護

記
録

を
記

載
す

る
と

、
文

末
に

記
載

者
の

氏
名

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
申

し
送

り
等

で
記

載
内

容
の

説
明

を
求

め
た

り
、

記
載

内
容

に
不

備
が

あ
っ

た
際

に
誰

に
確

認
し

た
ら

よ
い

か
が

分
か

り
、

対
応

が
円

滑
に

な
る

。
ま

た
、

事
故

が
起

こ
っ

た
際

に
責

任
の

所
在

や
、

今
後

の
対

応
を

検
討

す
る

際
に

も
必

要
と

な
る

の
で

、
記

載
者

は
忘

れ
ず

に
署

名
す

る
よ

う
に

す
る

。
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

２
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
事

例
か

ら
個

別
支

援
計

画
を

作
成

し
、
実

施
方

法
を

チ
ー

ム
に

お
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
計

画
を

実
施

し
、
チ

ー
ム

に
お

い
て

適
切

な
記

録
か

ら
計

画
を

評
価

し
、
課

題
を

抽
出

し
、
計

画
を

修
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
事

例
に

つ
い

て
、
各

種
の

知
識

を
活

用
し

、
利

用
者

の
全

人
的

理
解

や
他

専
門

職
か

ら
の

情
報

等
を

統
合

し
、
適

切
な

ア
セ

ス
メ

ン
トに

よ
り
、
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
個

別
支

援
計

画
を

実
施

す
る

に
あ

た
り
、
個

別
支

援
会

議
を

開
催

し
、
個

別
支

援
計

画
を

全
体

に
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
個

別
支

援
計

画
の

実
施

内
容

を
評

価
・指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

④
実

施
内

容
の

評
価

か
ら

、
チ

ー
ム

に
お

い
て

計
画

を
修

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑤
個

別
支

援
計

画
と

実
施

内
容

の
妥

当
性

に
つ

い
て

評
価

し
、
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

観
・支

援
の

考
え

方
・倫

理
観

を
共

有
し

、
個

別
支

援
計

画
と

そ
の

実
施

記
録

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
介

護
職

チ
ー

ム
の

個
別

支
援

計
画

作
成

や
記

録
、
修

正
の

指
導

に
つ

い
て

は
学

ん
で

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
」
科

目
を

受
け

て
、

自
職

場
で

、
介

護
職

チ
ー

ム
に

お
け

る
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・
実

施
、

実
施

内
容

や
記

録
内

容

の
評

価
・指

導
が

で
き

る
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

個
別
支
援
計
画
作
成
と
記
録
の
演
習
 

10
 

 

そ
の

と
き

の
利

用
者

の
様

子
は

ど
う
か

な
ど

も
記

載
す

る
。
利

用
者

の
体

調
が

す
ぐ

れ
な

い
場

合
、
尿

や
便

の
色

、
形

状
、
量

な
ど

も
記

載
し

て
記

録
に

残
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

③
利

用
者

の
心

身
状

態
 

日
々

の
バ

イ
タ

ル
の

記
録

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
利

用
者

の
一

日
の

心
身

状
態

の
変

化
に

つ
い

て
も

記
載

す
る

。
そ

の
際

、
「
本

日
な

ん
と

な
く
し

ん
ど

そ
う

」
「
機

嫌
が

悪
そ

う
」
な

ど
と

い
う

主
観

的
な

書
き

方
で

は
な

く
、

「
食

事
介

助
時

の
む

せ
が

多
い

」
や

「
下

を
向

い
た

ま
ま

誰
が

声
を

か
け

て
も

返
答

し
な

い
」
な

ど
と

、
客

観
的

事
実

に
基

づ
い

た
書

き
方

と
主

観
的

の
内

容
を

分
け

て
記

載
す

る
。
ま

た
、
医

師
や

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

等
に

利
用

者
の

状
態

の
こ

と
を

報
告

し
た

場
合

、
そ

の
報

告
内

容
も

記
載

す
る

。
 

介
護

記
録

を
記

載
す

る
と

、
文

末
に

記
載

者
の

氏
名

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
申

し
送

り
等

で
記

載
内

容
の

説
明

を
求

め
た

り
、

記
載

内
容

に
不

備
が

あ
っ

た
際

に
誰

に
確

認
し

た
ら

よ
い

か
が

分
か

り
、

対
応

が
円

滑
に

な
る

。
ま

た
、

事
故

が
起

こ
っ

た
際

に
責

任
の

所
在

や
、

今
後

の
対

応
を

検
討

す
る

際
に

も
必

要
と

な
る

の
で

、
記

載
者

は
忘

れ
ず

に
署

名
す

る
よ

う
に

す
る

。
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
生

活
支

援
・介

護
過

程
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
自

職
場

事
例

を
用

い
た

演
習

 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

２
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
事

例
か

ら
個

別
支

援
計

画
を

作
成

し
、
実

施
方

法
を

チ
ー

ム
に

お
い

て
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
計

画
を

実
施

し
、
チ

ー
ム

に
お

い
て

適
切

な
記

録
か

ら
計

画
を

評
価

し
、
課

題
を

抽
出

し
、
計

画
を

修
正

す
る

こ
と

が
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
事

例
に

つ
い

て
、
各

種
の

知
識

を
活

用
し

、
利

用
者

の
全

人
的

理
解

や
他

専
門

職
か

ら
の

情
報

等
を

統
合

し
、
適

切
な

ア
セ

ス
メ

ン
トに

よ
り
、
個

別
支

援
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
個

別
支

援
計

画
を

実
施

す
る

に
あ

た
り
、
個

別
支

援
会

議
を

開
催

し
、
個

別
支

援
計

画
を

全
体

に
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
個

別
支

援
計

画
の

実
施

内
容

を
評

価
・指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

④
実

施
内

容
の

評
価

か
ら

、
チ

ー
ム

に
お

い
て

計
画

を
修

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑤
個

別
支

援
計

画
と

実
施

内
容

の
妥

当
性

に
つ

い
て

評
価

し
、
指

導
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

観
・支

援
の

考
え

方
・倫

理
観

を
共

有
し

、
個

別
支

援
計

画
と

そ
の

実
施

記
録

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
介

護
職

チ
ー

ム
の

個
別

支
援

計
画

作
成

や
記

録
、
修

正
の

指
導

に
つ

い
て

は
学

ん
で

い
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
「
個

別
支

援
計

画
作

成
と

記
録

の
演

習
」
科

目
を

受
け

て
、

自
職

場
で

、
介

護
職

チ
ー

ム
に

お
け

る
個

別
支

援
計

画
の

作
成

・
実

施
、

実
施

内
容

や
記

録
内

容

の
評

価
・指

導
が

で
き

る
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．

計
画

の
一

連
の

流
れ

に
対

す
る

自
己

評

価
と

他
者

評
価

 

 

○
介

護
職

員
の

共
通

理
解

を
図

る
 

○
他

職
種

と
の

共
通

理
解

の
形

成
 

  

・
個

別
支

援
会

議
 

・
チ

ー
ム

の
形

成
 

・
他

職
種

と
の

連
携

 

・
学

ん
だ

知
識

・
技

術
の

統
合

 

・
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

・
他

の
専

門
職

の
情

報
の

統
合

 

・
家

族
状

況
な

ど
を

踏
ま

え
た

、
個

別
支

援
計

画
の

作
成

 

・
適

切
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

２
．
個

別
支

援
計

画
実

践
の

全
体

的
評

価
 

 

○
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

○
チ

ー
ム

の
形

成
（
介

護
職

チ
ー

ム
、

他
職

種
と

の

チ
ー

ム
） 

○
記

録
様

式
の

評
価

 

○
記

録
方

法
の

評
価

 

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
地

域
で

生
き

る
と

は
 

・
記

録
様

式
の

修
正

 

・
記

録
方

法
の

修
正

 

・
記

録
の

数
値

化
 

※
 
本

科
目

は
、
2
0

時
間

の
自

職
場

課
題

を
踏

ま
え

て
実

施
さ

れ
る

科
目

で
あ

る
。
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備
 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
）
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

計
画

の
一

連
の

流
れ

に
対

す
る

自
己

評

価
と

他
者

評
価

 

 

○
介

護
職

員
の

共
通

理
解

を
図

る
 

○
他

職
種

と
の

共
通

理
解

の
形

成
 

  

・
個

別
支

援
会

議
 

・
チ

ー
ム

の
形

成
 

・
他

職
種

と
の

連
携

 

・
学

ん
だ

知
識

・
技

術
の

統
合

 

・
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

・
他

の
専

門
職

の
情

報
の

統
合

 

・
家

族
状

況
な

ど
を

踏
ま

え
た

、
個

別
支

援
計

画
の

作
成

 

・
適

切
な

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

２
．
個

別
支

援
計

画
実

践
の

全
体

的
評

価
 

 

○
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

○
チ

ー
ム

の
形

成
（
介

護
職

チ
ー

ム
、

他
職

種
と

の

チ
ー

ム
） 

○
記

録
様

式
の

評
価

 

○
記

録
方

法
の

評
価

 

 

・
尊

厳
と

は
 

・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
 

・
自

立
支

援
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
地

域
で

生
き

る
と

は
 

・
記

録
様

式
の

修
正

 

・
記

録
方

法
の

修
正

 

・
記

録
の

数
値

化
 

※
 
本

科
目

は
、
2
0

時
間

の
自

職
場

課
題

を
踏

ま
え

て
実

施
さ

れ
る

科
目

で
あ

る
。
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅰ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

書
籍

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
）
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
本

科
目

は
、
以

下
の

①
②

の
要

件
を

満
た

し
た

者
に

対
し

、
③

で
評

価
を

行
う
。
 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
当

該
科

目
で

実
施

し
た

内
容

を
踏

ま
え

、
自

職
場

で
事

例
検

討
会

を
実

施
し

、
「
そ

の
事

例
検

討
会

で
使

用
し

た
資

料
」
と

「
実

施
レ

ポ
ー

ト
（
1
2
0
0

字
程

度
）
」
が

提
出

さ
れ

て

い
る

こ
と

。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
の

評
価

方
法
と

評
価

基
準

＞
 

①
自

職
場

で
の

事
例

検
討

の
た

め
の

資
料

が
、
当

該
科

目
の

学
び

を
踏

ま
え

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

 

②
当

該
科

目
で

の
学

び
の

振
り
返

り
が

適
切

に
実

施
さ

れ
、
自

職
場

で
の

事
例

検
討

会
出

席
者

の
学

び
に

繋
が

っ
た

か
 

③
事

後
課

題
と

し
て

の
「実

施
レ

ポ
ー

ト」
が

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
か

 

以
上

の
３

点
を

、
そ

れ
ぞ

れ
、

「
優

・
良

・
可

・
不

可
」
で

評
価

を
行

い
、

３
つ

と
も

「
可

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、
１

つ
で

も
「
不

可
」
が

あ
る

場
合

は
再

提
出

さ
れ

た

レ
ポ

ー
トを

再
評

価
す

る
。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

○
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
（Ⅰ

類
） 

※
こ

の
科

目
の

修
了

後
に

本
科

目
を

受
講

す
る

 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の

考 え 方

 

○
Ⅰ

類
全

科
目

の
最

後
の

科
目

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

知
識

を
総

活
用

し
、
研

修
内

容
を

構
成

す
る

こ
と

。
 

○
当

該
領

域
の

他
科

目
（
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
、

個
別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

）
と

の
関

連
性

と
継

続
性

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
特

に
、

「
個

別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

」と
は

関
連

性
が

深
く
、
一

体
的

な
研

修
展

開
が

望
ま

し
い

。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

2
0

時
間

 
１

．
計

画
の

一
連

の
流

れ
に

対
す

る
自

己
評

価
と

他
者

評
価

 

○
自

職
場

で
の

実
践

の
事

例
化

（自
職

場
課

題
と

す
る

） 

※
・
「
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
」
で

選
定

し
た

記
録

様
式

を
用

い
て

自

職
場

の
介

護
チ

ー
ム

と
し

て
個

別
支

援
会

議
の

開
催

、
個

別
支

援
計

画

の
作

成
等

の
実

践
を

行
い

、
事

例
と

し
て

ま
と

め
る

。
 

 
・

自
職

場
で

の
実

践
に

際
し

て
は

、
介

護
チ

ー
ム

内
で

の
共

通
理

解
を

図
る

こ

と
や

、
他

職
種

と
の

共
通

理
解

を
図

り
な

が
ら

す
す

め
る

こ
と

を
求

め
る

。
 

 
・

「個
別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

」と
一

体
的

に
展

開
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

や
む

を
得

ず
連

続
で

受
講

で
き

な
い

受
講

生
が

い
る

場
合

（
別

の
研

修
実

施
機

関
で

受
講

す
る

こ
と

や
、

受
講

の
年

度
が

遅
れ

る
可

能
性

が

考
え

ら
れ

る
）の

は
個

別
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。
 

「
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
」
で

選

定
し

た
記

録
様

式
を

用
い

る
。
 

○
自

職
場

に
お

け
る

実
践

課

題
（2

0
時

間
） 

８
時

間
 

 
○

介
護

職
員

の
共

通
理

解
を

図
る

 

○
他

職
種

と
の

共
通

理
解

の
形

成
 

 （展
開

） 

※
 
①

グ
ル

ー
プ

内
で

各
受

講
者

の
実

践
（先

修
受

講
科

目
（個

別
支

援
計

画

と
記

録
の

演
習

）
で

グ
ル

ー
プ

毎
に

選
定

し
た

記
録

様
式

を
使

用
し

た
実

践
）の

報
告

 

②
グ

ル
ー

プ
内

で
の

検
討

（課
題

の
抽

出
、
計

画
の

修
正

等
）
 

③
発

表
（各

グ
ル

ー
プ

２
事

例
程

度
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ

ー
、
ポ

イ
ン

タ
ー

 

 

14
5

164



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
本

科
目

は
、
以

下
の

①
②

の
要

件
を

満
た

し
た

者
に

対
し

、
③

で
評

価
を

行
う
。
 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
当

該
科

目
で

実
施

し
た

内
容

を
踏

ま
え

、
自

職
場

で
事

例
検

討
会

を
実

施
し

、
「
そ

の
事

例
検

討
会

で
使

用
し

た
資

料
」
と

「
実

施
レ

ポ
ー

ト
（
1
2
0
0

字
程

度
）
」
が

提
出

さ
れ

て

い
る

こ
と

。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
の

評
価

方
法
と

評
価

基
準

＞
 

①
自

職
場

で
の

事
例

検
討

の
た

め
の

資
料

が
、
当

該
科

目
の

学
び

を
踏

ま
え

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

 

②
当

該
科

目
で

の
学

び
の

振
り
返

り
が

適
切

に
実

施
さ

れ
、
自

職
場

で
の

事
例

検
討

会
出

席
者

の
学

び
に

繋
が

っ
た

か
 

③
事

後
課

題
と

し
て

の
「実

施
レ

ポ
ー

ト」
が

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
か

 

以
上

の
３

点
を

、
そ

れ
ぞ

れ
、

「
優

・
良

・
可

・
不

可
」
で

評
価

を
行

い
、

３
つ

と
も

「
可

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、
１

つ
で

も
「
不

可
」
が

あ
る

場
合

は
再

提
出

さ
れ

た

レ
ポ

ー
トを

再
評

価
す

る
。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
科

目
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

○
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
（Ⅰ

類
） 

※
こ

の
科

目
の

修
了

後
に

本
科

目
を

受
講

す
る

 

○
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

（Ⅱ
類

） 

○
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

指
導

領
域

（Ⅱ
類

） 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の

考 え 方

 

○
Ⅰ

類
全

科
目

の
最

後
の

科
目

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

知
識

を
総

活
用

し
、
研

修
内

容
を

構
成

す
る

こ
と

。
 

○
当

該
領

域
の

他
科

目
（
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
、

個
別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

）
と

の
関

連
性

と
継

続
性

を
意

識
し

た
展

開
と

す
る

。
特

に
、

「
個

別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

」と
は

関
連

性
が

深
く
、
一

体
的

な
研

修
展

開
が

望
ま

し
い

。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

2
0

時
間

 
１

．
計

画
の

一
連

の
流

れ
に

対
す

る
自

己
評

価
と

他
者

評
価

 

○
自

職
場

で
の

実
践

の
事

例
化

（自
職

場
課

題
と

す
る

） 

※
・
「
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
」
で

選
定

し
た

記
録

様
式

を
用

い
て

自

職
場

の
介

護
チ

ー
ム

と
し

て
個

別
支

援
会

議
の

開
催

、
個

別
支

援
計

画

の
作

成
等

の
実

践
を

行
い

、
事

例
と

し
て

ま
と

め
る

。
 

 
・

自
職

場
で

の
実

践
に

際
し

て
は

、
介

護
チ

ー
ム

内
で

の
共

通
理

解
を

図
る

こ

と
や

、
他

職
種

と
の

共
通

理
解

を
図

り
な

が
ら

す
す

め
る

こ
と

を
求

め
る

。
 

 
・

「個
別

支
援

計
画

と
記

録
の

演
習

」と
一

体
的

に
展

開
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

が
、

や
む

を
得

ず
連

続
で

受
講

で
き

な
い

受
講

生
が

い
る

場
合

（
別

の
研

修
実

施
機

関
で

受
講

す
る

こ
と

や
、

受
講

の
年

度
が

遅
れ

る
可

能
性

が

考
え

ら
れ

る
）の

は
個

別
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。
 

「
個

別
支

援
計

画
と

記
録

の
演

習
」
で

選

定
し

た
記

録
様

式
を

用
い

る
。
 

○
自

職
場

に
お

け
る

実
践

課

題
（2

0
時

間
） 

８
時

間
 

 
○

介
護

職
員

の
共

通
理

解
を

図
る

 

○
他

職
種

と
の

共
通

理
解

の
形

成
 

 （展
開

） 

※
 
①

グ
ル

ー
プ

内
で

各
受

講
者

の
実

践
（先

修
受

講
科

目
（個

別
支

援
計

画

と
記

録
の

演
習

）
で

グ
ル

ー
プ

毎
に

選
定

し
た

記
録

様
式

を
使

用
し

た
実

践
）の

報
告

 

②
グ

ル
ー

プ
内

で
の

検
討

（課
題

の
抽

出
、
計

画
の

修
正

等
） 

③
発

表
（各

グ
ル

ー
プ

２
事

例
程

度
） 

Ｐ
Ｃ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ

ー
、
ポ

イ
ン

タ
ー
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

6 
 

２
時

間
 

２
．

個
別

支
援

計
画

実
践

の
全

体

的
評

価
 

 

○
介

護
過

程
の

展
開

の
再

確
認

 

・
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

・
チ

ー
ム

の
形

成
（介

護
職

チ
ー

ム
、
他

職
種

と
の

チ
ー

ム
） 

・
記

録
様

式
の

評
価

 

・
記

録
方

法
の

評
価

 

 （展
開

） 

※
 
ま

と
め

と
質

疑
応

答
 

 

 
 

 
※

 
2
0

時
間

以
内

 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
医

療
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅲ

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
日

常
に

よ
く
あ

る
疾

患
だ

け
で

な
く
、

対
応

す
る

頻
度

が
少

な
い

疾
患

や
障

害
等

を
含

め
て

、
高

齢
者

・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

の
医

学
的

知
識

を
用

い
て

、
生

活

支
援

、
連

携
、
介

護
職

へ
の

指
導

を
実

践
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・
障

害
等

に
つ

い
て

、
機

序
、
症

状
、
治

療
法

・薬
理

作
用

等
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
症

状
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

し
、
医

療
の

必
要

性
に

つ
い

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
介

護
職

へ
の

指
導

を
行

う
た

め
の

疾
患

や
障

害
等

に
応

じ
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

し
、
実

践
で

き
る

。
 

④
利

用
者

の
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

生
活

支
援

に
関

す
る

医
療

的
知

識
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
生

活
支

援
（介

護
職

）の
役

割
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
本

科
目

は
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
お

よ
び

「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

Ⅰ
・
Ⅱ

」
で

は
学

ば
な

い
、

比
較

的
介

護
職

に
よ

る
対

応
頻

度
が

少
な

い
疾

患
や

障

害
等

に
関

す
る

医
学

知
識

を
習

得
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
し

、
そ

れ
を

用
い

て
生

活
支

援
、

連
携

、
介

護
職

へ
の

指
導

を
実

践
で

き
る

力
（
＝

臨
床

や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
 

○
併

せ
て

、
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

に
つ

い
て

は
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

「
生

活
支

援
技

術
」
で

、
終

末
期

の
経

過
に

沿
っ

た
支

援
や

チ
ー

ム
ケ

ア
の

実
施

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

と
技

術
を

学
ぶ

が
、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
本

科
目

で
は

、
新

た
に

実
践

的
知

識
と

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

自
身

の
介

護
実

践
経

験
と

を
統

合
化

さ
せ

、
介

護
職

チ
ー

ム
を

指
導

で
き

る
よ

う
に

す
る

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）。
意

思
決

定
の

支
援

に
お

い
て

は
、
家

族
へ

の
支

援
も

視
野

に
入

れ
る

。
 

○
ま

た
、

「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

ふ
ま

え
、

介
護

職
チ

ー
ム

を
医

療
面

か
ら

指
導

・
教

育
す

る
実

践
的

知
識

を
習

得
す

る
（
＝

臨
床

や
実

践

に
関

す
る

知
識

領
域

）こ
と

も
、
本

科
目

の
目

標
で

あ
る

。
介

護
職

の
専

門
性

を
踏

ま
え

て
医

療
職

と
積

極
的

に
連

携
で

き
る

実
践

力
を

養
う
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

自
職
場
事
例
を
用
い
た
演
習
 

6 
 

２
時

間
 

２
．

個
別

支
援

計
画

実
践

の
全

体

的
評

価
 

 

○
介

護
過

程
の

展
開

の
再

確
認

 

・
利

用
者

の
全

体
的

理
解

 

・
チ

ー
ム

の
形

成
（介

護
職

チ
ー

ム
、
他

職
種

と
の

チ
ー

ム
） 

・
記

録
様

式
の

評
価

 

・
記

録
方

法
の

評
価

 

 （展
開

） 

※
 
ま

と
め

と
質

疑
応

答
 

 

 
 

 
※

 
2
0

時
間

以
内

 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
医

療
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
疾

患
・障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅲ

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
日

常
に

よ
く
あ

る
疾

患
だ

け
で

な
く
、

対
応

す
る

頻
度

が
少

な
い

疾
患

や
障

害
等

を
含

め
て

、
高

齢
者

・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
つ

い
て

の
医

学
的

知
識

を
用

い
て

、
生

活

支
援

、
連

携
、
介

護
職

へ
の

指
導

を
実

践
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・
障

害
等

に
つ

い
て

、
機

序
、
症

状
、
治

療
法

・薬
理

作
用

等
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
症

状
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

し
、
医

療
の

必
要

性
に

つ
い

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
介

護
職

へ
の

指
導

を
行

う
た

め
の

疾
患

や
障

害
等

に
応

じ
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

し
、
実

践
で

き
る

。
 

④
利

用
者

の
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

生
活

支
援

に
関

す
る

医
療

的
知

識
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
生

活
支

援
（介

護
職

）の
役

割
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
本

科
目

は
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
お

よ
び

「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

Ⅰ
・
Ⅱ

」
で

は
学

ば
な

い
、

比
較

的
介

護
職

に
よ

る
対

応
頻

度
が

少
な

い
疾

患
や

障

害
等

に
関

す
る

医
学

知
識

を
習

得
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
し

、
そ

れ
を

用
い

て
生

活
支

援
、

連
携

、
介

護
職

へ
の

指
導

を
実

践
で

き
る

力
（
＝

臨
床

や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
 

○
併

せ
て

、
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

に
つ

い
て

は
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

「
生

活
支

援
技

術
」
で

、
終

末
期

の
経

過
に

沿
っ

た
支

援
や

チ
ー

ム
ケ

ア
の

実
施

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

と
技

術
を

学
ぶ

が
、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
本

科
目

で
は

、
新

た
に

実
践

的
知

識
と

介
護

職
チ

ー
ム

へ
の

自
身

の
介

護
実

践
経

験
と

を
統

合
化

さ
せ

、
介

護
職

チ
ー

ム
を

指
導

で
き

る
よ

う
に

す
る

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）。
意

思
決

定
の

支
援

に
お

い
て

は
、
家

族
へ

の
支

援
も

視
野

に
入

れ
る

。
 

○
ま

た
、

「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
を

ふ
ま

え
、

介
護

職
チ

ー
ム

を
医

療
面

か
ら

指
導

・
教

育
す

る
実

践
的

知
識

を
習

得
す

る
（
＝

臨
床

や
実

践

に
関

す
る

知
識

領
域

）こ
と

も
、
本

科
目

の
目

標
で

あ
る

。
介

護
職

の
専

門
性

を
踏

ま
え

て
医

療
職

と
積

極
的

に
連

携
で

き
る

実
践

力
を

養
う
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・
障

害
等

 
○

「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

ず
、

対
応

す
る

頻
度

は
少

な

い
が

学
習

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

疾
患

 

○
難

病
、
特

定
疾

病
の

知
識

と
そ

の
対

応
 

○
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら
の

障
害

（
ポ

リ
オ

等
）
、

認
知

症
以

外
の

精
神

障
害

、
神

経
難

病
、

術
後

管
理

等
 

・疾
病

・障
害

の
機

序
、
症

状
、
診

断
・治

療
、
薬

物
療

法
等

 

・ア
セ

ス
メ

ン
ト、

生
活

支
援

の
留

意
点

、
観

察
の

ポ
イ

ン
ト等

 

・特
定

疾
患

、
難

病
 

２
．
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
い

上
の

留
意

点
 

○
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
人

の
介

護
上

の

留
意

点
 

・観
察

の
ポ

イ
ン

ト 

３
．

多
職

種
連

携
と

疾
患

・
障

害
に

応
じ

た

生
活

支
援

 

○
他

職
種

と
の

連
携

や
確

認
の

ポ
イ

ン
ト等

 

○
高

齢
者

・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

生

活
支

援
 

○
出

現
し

て
い

る
症

状
か

ら
原

因
を

理
解

す
る

事

例
、
症

状
が

重
複

し
て

い
る

事
例

 

 

４
．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

 
○

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
介

護
職

の
役

割
 

・介
護

職
の

役
割

 

・家
族

の
心

理
と

家
族

支
援

 

・が
ん

の
理

解
と

対
応

、
が

ん
の

４
つ

の
苦

痛
に

対
す

る
支

援
 

・グ
リ
ー

フ
ケ

ア
、
意

思
決

定
支

援
 

・
必

要
な

医
学

的
知

識
と

連
携

 

・麻
薬

や
睡

眠
剤

の
作

用
、
副

作
用

の
基

礎
的

な
知

識
 

５
．
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の
指

導
教

育
 

○
医

学
的

知
識

を
用

い
て

の
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の

指
導

教
育

 

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
講

師
の

職
種

や
専

門
領

域
の

特
性

に
偏

る
こ

と
の

な
い

よ
う
、
あ

く
ま

で
も

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
視

点
で

教
授

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
研

修
講

師
と

再
確

認
す

る
。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
在

宅
看

護
や

在
宅

ケ
ア

の
概

論
・技

術
の

テ
キ

ス
トを

参
考

に
す

る
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 
＜

テ
キ

ス
ト

等
教

材
＞

 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

②
既

存
の

文
献

等
で

十
分

 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

テ
キ

ス
トま

た
は

講
師

参
考

書
と

し
て

使
用

可
能

な
文

献
を

下
記

に
列

挙
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

○
介

護
福

祉
士

養
成

講
座

編
集

委
員

会
『最

新
介

護
福

祉
士

養
成

講
座

８
生

活
支

援
技

術
Ⅲ

』中
央

法
規

出
版

.2
0
1
9

年
 

○
水

戸
美

津
子

編
『新

看
護

観
察

の
キ

ー
ポ

イ
ン

トシ
リ
ー

ズ
 
在

宅
看

護
』中

央
法

規
出

版
.2

0
1
4

年
 

○
石

垣
和

子
.上

野
ま

り
編

『
在

宅
看

護
論

 
自

分
ら

し
い

生
活

の
継

続
を

め
ざ

し
て

（
第

2
版

）
』
南

江
堂

.2
0
1
7

年
 

○
在

原
実

著
『ケ

ア
マ

ネ
必

携
！

医
療

知
識

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

 
高

齢
者

の
病

気
と

く
す

り
』中

央
法

規
出

版
.2

0
1
3

年
 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」 

ht
tp

s:
/
/
w

w
w

.m
hl
w

.g
o
.jp

/
st

f/
se

is
ak

un
it
su

it
e
/
b
un

y
a/

k
e
nk

o
u_

ir
y
o
u/

ir
y
o
u/

sa
is

y
u_

ir
y
o
u/

in
d
e
x
.h

tm
l 

[ 
資

料
] 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」リ
ー

フ
レ

ッ
ト 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」解
説

編
 

○
難

病
情

報
セ

ン
タ

ー
 
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
an

by
o
u.

o
r.
jp

/
 

＜
そ

の
他

の
受

講
者

向
け
基

本
文

献
＞

 

○
上

記
文

献
と

資
料
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・障
害

等
 

○
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

ず
、

対
応

す
る

頻
度

は
少

な

い
が

学
習

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

疾
患

 

○
難

病
、
特

定
疾

病
の

知
識

と
そ

の
対

応
 

○
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら
の

障
害

（
ポ

リ
オ

等
）
、

認
知

症
以

外
の

精
神

障
害

、
神

経
難

病
、

術
後

管
理

等
 

・疾
病

・障
害

の
機

序
、
症

状
、
診

断
・治

療
、
薬

物
療

法
等

 

・ア
セ

ス
メ

ン
ト、

生
活

支
援

の
留

意
点

、
観

察
の

ポ
イ

ン
ト等

 

・特
定

疾
患

、
難

病
 

２
．
人

工
呼

吸
器

の
取

扱
い

上
の

留
意

点
 

○
人

工
呼

吸
器

を
使

用
し

て
い

る
人

の
介

護
上

の

留
意

点
 

・観
察

の
ポ

イ
ン

ト 

３
．

多
職

種
連

携
と

疾
患

・
障

害
に

応
じ

た

生
活

支
援

 

○
他

職
種

と
の

連
携

や
確

認
の

ポ
イ

ン
ト等

 

○
高

齢
者

・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

に
応

じ
た

生

活
支

援
 

○
出

現
し

て
い

る
症

状
か

ら
原

因
を

理
解

す
る

事

例
、
症

状
が

重
複

し
て

い
る

事
例

 

 

４
．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

 
○

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
介

護
職

の
役

割
 

・介
護

職
の

役
割

 

・家
族

の
心

理
と

家
族

支
援

 

・が
ん

の
理

解
と

対
応

、
が

ん
の

４
つ

の
苦

痛
に

対
す

る
支

援
 

・グ
リ
ー

フ
ケ

ア
、
意

思
決

定
支

援
 

・
必

要
な

医
学

的
知

識
と

連
携

 

・麻
薬

や
睡

眠
剤

の
作

用
、
副

作
用

の
基

礎
的

な
知

識
 

５
．
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の
指

導
教

育
 

○
医

学
的

知
識

を
用

い
て

の
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の

指
導

教
育

 

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
講

師
の

職
種

や
専

門
領

域
の

特
性

に
偏

る
こ

と
の

な
い

よ
う
、
あ

く
ま

で
も

認
定

介
護

福
祉

士
と

し
て

の
視

点
で

教
授

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
研

修
講

師
と

再
確

認
す

る
。
 

＜
講

師
向
け

＞
 

○
在

宅
看

護
や

在
宅

ケ
ア

の
概

論
・
技

術
の

テ
キ

ス
トを

参
考

に
す

る
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

②
既

存
の

文
献

等
で

十
分

 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
※

テ
キ

ス
トま

た
は

講
師

参
考

書
と

し
て

使
用

可
能

な
文

献
を

下
記

に
列

挙
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

○
介

護
福

祉
士

養
成

講
座

編
集

委
員

会
『最

新
介

護
福

祉
士

養
成

講
座

８
生

活
支

援
技

術
Ⅲ

』中
央

法
規

出
版

.2
0
1
9

年
 

○
水

戸
美

津
子

編
『新

看
護

観
察

の
キ

ー
ポ

イ
ン

トシ
リ
ー

ズ
 
在

宅
看

護
』中

央
法

規
出

版
.2

0
1
4

年
 

○
石

垣
和

子
.上

野
ま

り
編

『
在

宅
看

護
論

 
自

分
ら

し
い

生
活

の
継

続
を

め
ざ

し
て

（
第

2
版

）
』
南

江
堂

.2
0
1
7

年
 

○
在

原
実

著
『ケ

ア
マ

ネ
必

携
！

医
療

知
識

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

 
高

齢
者

の
病

気
と

く
す

り
』中

央
法

規
出

版
.2

0
1
3

年
 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」 

ht
tp

s:
/
/
w

w
w

.m
hl
w

.g
o
.jp

/
st

f/
se

is
ak

un
it
su

it
e
/
b
un

y
a/

k
e
nk

o
u_

ir
y
o
u/

ir
y
o
u/

sa
is

y
u_

ir
y
o
u/

in
d
e
x
.h

tm
l 

[ 
資

料
] 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」リ
ー

フ
レ

ッ
ト 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」 

○
「人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

」解
説

編
 

○
難

病
情

報
セ

ン
タ

ー
 
ht

tp
:/

/
w

w
w

.n
an

by
o
u.

o
r.
jp

/
 

＜
そ

の
他

の
受

講
者

向
け
基

本
文

献
＞
 

○
上

記
文

献
と

資
料
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・
障

害
等

に
つ

い
て

、
機

序
、
症

状
、
治

療
法

・薬
理

作
用

等
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
症

状
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

し
、
医

療
の

必
要

性
に

つ
い

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
介

護
職

へ
の

指
導

を
行

う
た

め
の

疾
患

や
障

害
等

に
応

じ
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

し
、
実

践
で

き
る

。
 

④
利

用
者

の
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

生
活

支
援

に
関

す
る

医
療

的
知

識
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
生

活
支

援
（介

護
職

）の
役

割
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。

 

以
上

を
基

準
と

し
た

う
え

で
、
1
0
0

点
満

点
中

6
0

点
以

上
が

合
格

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

）
 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
高

齢
者

の
特

徴
（
解

剖
整

理
等

）
や

日
常

生
活

援
助

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
他

の
領

域
の

研
修

内
容

で
学

習
す

る
た

め
、
医

療
に

関
す

る
内

容
が

主
と

な
る

が
疾

患
・
障

害
の

医
学

的
知

識
だ

け
で

な
く
、
心

理
的

側
面

の
理

解
も

深
め

、
利

用
者

・家
族

へ
の

適
切

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
介

護
実

践
に

お
い

て
、
障

害
や

疾
患

に
よ

る
今

後
の

見
通

し
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

意
図

的
な

情
報

収
集

・
観

察
が

で
き

る
こ

と
が

ね
ら

い
で

あ
る

。
（
現

状
か

ら
考

え
ら

れ
る

リ
ス

ク
、

改

善
可

能
性

） 

○
在

宅
復

帰
や

自
宅

で
の

生
活

場
面

で
の

介
護

へ
と

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う
、
単

な
る

知
識

の
詰

め
込

み
学

習
と

な
ら

な
い

よ
う
に

す
る

。
 

○
日

常
の

健
康

管
理

に
お

け
る

観
察

ポ
イ

ン
ト
や

、
情

報
共

有
す

る
た

め
の

確
認

ポ
イ

ン
ト
な

ど
は

、
受

講
者

が
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
講

義
内

に
事

例
を

用
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等

の
方

法
を

と
る

。
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
活

用
す

る
。

（
病

気
を

持
つ

認
知

症
の

一
人

暮
ら

し
の

人
へ

の
支

援
、

人
生

の
最

終
段

階
の

人
へ

の
支

援
、

医
師

・
看

護
師

と
連

携
を

必
要

と
す

る
人

へ
の

支
援

、
等

） 

○
考

え
ら

れ
る

課
題

を
イ

メ
ー

ジ
し

な
が

ら
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
介

護
職

が
行

う
こ

と
、

医
療

職
に

報
告

・
委

ね
る

こ
と

、
が

明
確

に
理

解
で

き
、

家
族

や
介

護
職

に
説

明
・
指

導
で

き
る

よ

う
に

す
る

。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項
等

 

課
題

学
習
を

可
と

す
る

場
合

の
展
開

例
 

４
時

間
 

１
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

①
 

（
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

な
い

疾
患

・
障

害
） 

○
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

ず
、

対

応
す

る
頻

度
は

少
な

い
が

学
習

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

も
の

） 

※
感

染
症

（
結

核
、

Ｈ
ＩＶ

感
染

症
な

ど
）
、

消
化

器
疾

患
（
腸

閉
塞

、
肝

機
能

障
害

な
ど

）
、

腎
臓

機
能

障
害

、
そ

の
他

（
※

疾
患

で
は

な
い

が
、

フ
レ

イ

ル
、

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

、
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
シ

ン
ド
ロ

ー
ム

に
つ

い
て

、
ど

ん
な

状
態

の
事

か
、

特
徴

と
し

て
原

因
・
状

態
像

く
ら

い
は

理
解

し
て

お
い

た
方

が
よ

い
）
 

○
内

容
 

・
発

生
等

の
機

序
、

症
状

、
治

療
、

薬
の

知
識

、
生

活
支

援
の

留
意

点
・
観

察

の
ポ

イ
ン

ト等
 

○
展

開
 

・
生

活
支

援
の

留
意

点
・
観

察
の

ポ
イ

ン
ト
は

、
扱

う
疾

患
・
障

害
を

い
く
つ

か
の

グ
ル

ー
プ

に
振

り
分

け
て

、
話

し
合

い
→

発
表

→
共

有
→

講
師

よ
り
補

足
説

明
・
講

義
 

 
課

題
学

習
可

（４
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

15
1

170



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

） 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

①
高

齢
者

・
障

害
者

の
疾

患
・障

害
等

に
つ

い
て

、
機

序
、
症

状
、
治

療
法

・薬
理

作
用

等
を

理
解

し
、
説

明
で

き
る

。
 

②
症

状
か

ら
利

用
者

の
状

態
を

分
析

し
、
医

療
の

必
要

性
に

つ
い

て
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

③
介

護
職

へ
の

指
導

を
行

う
た

め
の

疾
患

や
障

害
等

に
応

じ
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

理
解

し
、
実

践
で

き
る

。
 

④
利

用
者

の
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

生
活

支
援

に
関

す
る

医
療

的
知

識
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
生

活
支

援
（介

護
職

）の
役

割
を

理
解

し
、
他

者
に

説
明

で
き

る
。

 

以
上

を
基

準
と

し
た

う
え

で
、
1
0
0

点
満

点
中

6
0

点
以

上
が

合
格

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅰ
（Ⅰ

類
） 

○
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・連
携

Ⅱ
（Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
運

動
学

（
Ⅰ

類
） 

○
生

活
支

援
の

た
め

の
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
（Ⅰ

類
） 

○
自

立
に

向
け

た
生

活
を

す
る

た
め

の
支

援
の

実
践

（Ⅰ
類

） 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
高

齢
者

の
特

徴
（
解

剖
整

理
等

）
や

日
常

生
活

援
助

、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

は
他

の
領

域
の

研
修

内
容

で
学

習
す

る
た

め
、
医

療
に

関
す

る
内

容
が

主
と

な
る

が
疾

患
・
障

害
の

医
学

的
知

識
だ

け
で

な
く
、
心

理
的

側
面

の
理

解
も

深
め

、
利

用
者

・家
族

へ
の

適
切

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

○
介

護
実

践
に

お
い

て
、
障

害
や

疾
患

に
よ

る
今

後
の

見
通

し
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

意
図

的
な

情
報

収
集

・
観

察
が

で
き

る
こ

と
が

ね
ら

い
で

あ
る

。
（
現

状
か

ら
考

え
ら

れ
る

リ
ス

ク
、

改

善
可

能
性

） 

○
在

宅
復

帰
や

自
宅

で
の

生
活

場
面

で
の

介
護

へ
と

つ
な

げ
ら

れ
る

よ
う
、
単

な
る

知
識

の
詰

め
込

み
学

習
と

な
ら

な
い

よ
う
に

す
る

。
 

○
日

常
の

健
康

管
理

に
お

け
る

観
察

ポ
イ

ン
ト
や

、
情

報
共

有
す

る
た

め
の

確
認

ポ
イ

ン
ト
な

ど
は

、
受

講
者

が
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
講

義
内

に
事

例
を

用
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等

の
方

法
を

と
る

。
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

を
活

用
す

る
。

（
病

気
を

持
つ

認
知

症
の

一
人

暮
ら

し
の

人
へ

の
支

援
、

人
生

の
最

終
段

階
の

人
へ

の
支

援
、

医
師

・
看

護
師

と
連

携
を

必
要

と
す

る
人

へ
の

支
援

、
等

） 

○
考

え
ら

れ
る

課
題

を
イ

メ
ー

ジ
し

な
が

ら
ア

セ
ス

メ
ン

ト
し

、
介

護
職

が
行

う
こ

と
、

医
療

職
に

報
告

・
委

ね
る

こ
と

、
が

明
確

に
理

解
で

き
、

家
族

や
介

護
職

に
説

明
・
指

導
で

き
る

よ

う
に

す
る

。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項
等

 

課
題

学
習
を

可
と

す
る

場
合

の
展
開

例
 

４
時

間
 

１
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

①
 

（
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

な
い

疾
患

・障
害

）
 

○
「
疾

患
・
障

害
等

の
あ

る
人

へ
の

生
活

支
援

・
連

携
Ⅰ

・
Ⅱ

」
で

扱
わ

ず
、

対

応
す

る
頻

度
は

少
な

い
が

学
習

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

も
の

） 

※
感

染
症

（
結

核
、

Ｈ
ＩＶ

感
染

症
な

ど
）
、

消
化

器
疾

患
（
腸

閉
塞

、
肝

機
能

障
害

な
ど

）
、

腎
臓

機
能

障
害

、
そ

の
他

（
※

疾
患

で
は

な
い

が
、

フ
レ

イ

ル
、

サ
ル

コ
ペ

ニ
ア

、
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
シ

ン
ド
ロ

ー
ム

に
つ

い
て

、
ど

ん
な

状
態

の
事

か
、

特
徴

と
し

て
原

因
・
状

態
像

く
ら

い
は

理
解

し
て

お
い

た
方

が
よ

い
）
 

○
内

容
 

・
発

生
等

の
機

序
、

症
状

、
治

療
、

薬
の

知
識

、
生

活
支

援
の

留
意

点
・
観

察

の
ポ

イ
ン

ト等
 

○
展

開
 

・
生

活
支

援
の

留
意

点
・
観

察
の

ポ
イ

ン
ト
は

、
扱

う
疾

患
・
障

害
を

い
く
つ

か
の

グ
ル

ー
プ

に
振

り
分

け
て

、
話

し
合

い
→

発
表

→
共

有
→

講
師

よ
り
補

足
説

明
・
講

義
 

 
課

題
学

習
可

（４
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

15
2

171



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

6 
 

３
時

間
 

２
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

②
 

（
難

病
、

特
定

疾
病

の
知

識
と

そ

の
対

応
） 

○
内

容
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

、
社

会
資

源
（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支

援
、

意
思

決
定

支
援

（
※

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

ど
の

程
度

含
め

る
か

、

「６
．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

」と
調

整
す

る
こ

と
） 

・
1
6

の
特

定
疾

病
は

自
己

学
習

と
し

、
よ

く
見

ら
れ

る
疾

病
は

講
義

で
再

確

認
。
 

○
展

開
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

は
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト
と

し
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支
援

、
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
は

、
い

く
つ

か

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

話
し

合
う

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

し
な

い
も

の
は

講
義

で
お

さ

え
る

。
 

・
特

徴
・
生

活
支

援
の

留
意

点
：
症

状
の

進
行

度
に

よ
っ

て
、

身
体

機
能

や
健

康
状

態
に

ど
ん

な
影

響
が

あ
る

か
、

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

生
活

支
援

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

か
、

利
用

者
の

状
況

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

段
階

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
導

く
。
 

・
社

会
資

源
：
難

病
の

方
が

利
用

で
き

る
社

会
資

源
に

つ
い

て
、

自
分

の
住

ん

で
い

る
市

役
所

や
保

健
所

な
ど

で
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

入
手

し
事

前
学

習
を

促

す
。
→

グ
ル

ー
プ

で
共

有
し

、
理

解
を

深
め

る
。
 

・
意

思
決

定
支

援
：
言

語
的

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
な

く
な

る
前

に
話

し
合

っ
て

お
く
こ

と
や

聴
い

て
お

く
こ

と
に

つ
い

て
、

話
し

合
い

、
考

え
る

機
会

を
設

け

る
な

ど
。
 

○
ど

の
よ

う
な

経
過

を
た

ど
る

か
イ

メ
ー

ジ
で

き

る
よ

う
に

、
事

例
や

Ｄ

Ｖ
Ｄ

な
ど

活
用

。
 

（
難

病
の

方
の

在
宅

療

養
の

テ
レ

ビ
番

組
を

録
画

し
て

視
聴

す
る

な
ど

、
身

近
に

感
じ

る
工

夫
） 

 

課
題

学
習

可
（３

時
間

） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

※
1
6

の
特

定
疾

病
を

含

め
る

。
 

２
時

間
 

３
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

③
 

（
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら

の
障

害
等

）
 

○
内

容
 

・
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら
の

障
害

（
ポ

リ
オ

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
等

）
の

特
徴

（
治

療
、

症
状

、
予

後
等

）
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）、
多

職
種

と
の

連
携

、
家

族
支

援
 

○
展

開
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

は
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト
と

し
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

 
課

題
学

習
可

（２
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

7 
 

多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支
援

、
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
は

、
い

く
つ

か
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
話

し
合

う
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
し

な
い

も
の

は
講

義
で

お
さ

え

る
。
 

・
特

徴
・
生

活
支

援
の

留
意

点
：
症

状
の

進
行

度
に

よ
っ

て
、

身
体

機
能

や
健

康
状

態
に

ど
ん

な
影

響
が

あ
る

か
、

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

生
活

支
援

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

か
、

利
用

者
の

状
況

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

段
階

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
導

く
。
 

・
社

会
資

源
：
患

者
・
家

族
が

利
用

で
き

る
社

会
資

源
に

つ
い

て
、

自
分

の
住

ん
で

い
る

市
役

所
や

保
健

所
な

ど
で

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

入
手

し
事

前
学

習
を

促

す
。
→

グ
ル

ー
プ

で
共

有
し

、
理

解
を

深
め

る
。
 

・
意

思
決

定
支

援
：
言

語
的

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
な

く
な

る
前

に
話

し
合

っ
て

お
く
こ

と
や

聴
い

て
お

く
こ

と
に

つ
い

て
、

話
し

合
い

、
考

え
る

機
会

を
設

け

る
な

ど
。
 

２
時

間
 

４
．

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
上

の

留
意

点
 

○
講

義
の

ポ
イ

ン
ト 

①
人

工
呼

吸
器

の
機

能
や

種
類

：
在

宅
人

工
呼

吸
療

法
に

は
、

気
管

切
開

下

陽
圧

換
気

療
法

（
tr

ac
he

o
st

o
m

y
 
po

si
ti
v
e
 
pr

e
ss

ur
e
 
v
e
nt

ila
ti
o
n 

: 

T
P
P
V
）と

非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

療
法

（n
o
n-

in
v
as

iv
e
 p

o
si

ti
v
e
 p

re
ss

ur
e
 

v
e
nt

ila
ti
o
n 

: 
N
P
P
V
）の

2
種

類
が

あ
る

こ
と

。
 

②
在

宅
で

起
こ

り
や

す
い

トラ
ブ

ル
 

③
観

察
の

ポ
イ

ン
ト 

④
医

療
職

と
の

連
携

（報
告

・連
絡

・相
談

す
べ

き
こ

と
や

連
携

方
法

な
ど

） 

○
展

開
の

ポ
イ

ン
ト 

・
観

察
の

ポ
イ

ン
ト
・
支

援
の

ポ
イ

ン
ト
：
人

工
呼

吸
器

を
装

着
し

て
い

る
利

用
者

の
心

理
面

の
理

解
も

含
め

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
導

く
。
 

・
①

②
③

④
に

つ
い

て
、

全
部

も
し

く
は

一
部

を
事

前
学

習
レ

ポ
ー

ト
と

す
る

こ
と

で
、

集
合

研
修

で
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

共
有

し
、

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
可

能
。
 

・
＋

α
展

開
：自

職
場

の
介

護
職

員
に

説
明

・指
導

す
る

場
合

の
留

意
点

を
考

え
る

。
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
で

実
践

し
て

み
る

こ
と

で
、

知
識

の
再

確
認

、
説

明

力
の

確
認

・
振

り
返

り
が

で
き

る
。

医
療

職
と

の
連

携
に

つ
い

て
も

、
同

様
に

展

開
す

る
こ

と
で

職
場

で
の

実
践

力
に

つ
な

が
る

。
 

 ※
器

材
等

の
準

備
が

大
変

な
こ

と
と

、
介

護
職

は
人

工
呼

吸
器

の
取

り
扱

い
自

○
在

宅
で

の
人

工
呼

吸

器
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

る

よ
う

に
、

写
真

や
ス

ラ

イ
ド
等

で
、

機
能

や
種

類
の

違
い

が
理

解
で

き
る

よ
う

工
夫

す
る

必

要
が

あ
る

。
（
人

工
呼

吸
器

を
用

い
る

こ
と

は

必
須

で
は

な
い

が
、

メ

ー
カ

ー
の

協
力

を
得

る
、

ま
た

は
近

隣
の

医

学
・
看

護
系

大
学

の

人
工

呼
吸

器
を

見
学

さ
せ

て
も

ら
う

、
な

ど
多

様
な

社
会

資
源

の
活

用
や

工
夫

す
る

こ
と

で

直
接

触
れ

る
機

会
を
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

6 
 

３
時

間
 

２
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

②
 

（
難

病
、

特
定

疾
病

の
知

識
と

そ

の
対

応
） 

○
内

容
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

、
社

会
資

源
（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支

援
、

意
思

決
定

支
援

（
※

意
思

決
定

支
援

に
つ

い
て

ど
の

程
度

含
め

る
か

、

「６
．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

」と
調

整
す

る
こ

と
） 

・
1
6

の
特

定
疾

病
は

自
己

学
習

と
し

、
よ

く
見

ら
れ

る
疾

病
は

講
義

で
再

確

認
。
 

○
展

開
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

は
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト
と

し
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支
援

、
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
は

、
い

く
つ

か

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

話
し

合
う

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

し
な

い
も

の
は

講
義

で
お

さ

え
る

。
 

・
特

徴
・
生

活
支

援
の

留
意

点
：
症

状
の

進
行

度
に

よ
っ

て
、

身
体

機
能

や
健

康
状

態
に

ど
ん

な
影

響
が

あ
る

か
、

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

生
活

支
援

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

か
、

利
用

者
の

状
況

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

段
階

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
導

く
。
 

・
社

会
資

源
：
難

病
の

方
が

利
用

で
き

る
社

会
資

源
に

つ
い

て
、

自
分

の
住

ん

で
い

る
市

役
所

や
保

健
所

な
ど

で
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

入
手

し
事

前
学

習
を

促

す
。
→

グ
ル

ー
プ

で
共

有
し

、
理

解
を

深
め

る
。
 

・
意

思
決

定
支

援
：
言

語
的

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
な

く
な

る
前

に
話

し
合

っ
て

お
く
こ

と
や

聴
い

て
お

く
こ

と
に

つ
い

て
、

話
し

合
い

、
考

え
る

機
会

を
設

け

る
な

ど
。
 

○
ど

の
よ

う
な

経
過

を
た

ど
る

か
イ

メ
ー

ジ
で

き

る
よ

う
に

、
事

例
や

Ｄ

Ｖ
Ｄ

な
ど

活
用

。
 

（
難

病
の

方
の

在
宅

療

養
の

テ
レ

ビ
番

組
を

録
画

し
て

視
聴

す
る

な
ど

、
身

近
に

感
じ

る
工

夫
） 

 

課
題

学
習

可
（３

時
間

） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

※
1
6

の
特

定
疾

病
を

含

め
る

。
 

２
時

間
 

３
．

高
齢

者
・
障

害
者

の
疾

患
・
障

害
等

③
 

（
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら

の
障

害
等

） 

○
内

容
 

・
先

天
性

障
害

・
乳

幼
児

期
か

ら
の

障
害

（
ポ

リ
オ

、
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
等

）
の

特
徴

（
治

療
、

症
状

、
予

後
等

）
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）、
多

職
種

と
の

連
携

、
家

族
支

援
 

○
展

開
 

・
特

徴
（
障

害
、

症
状

・
経

過
、

予
後

）
、

薬
の

知
識

（
用

い
ら

れ
る

薬
の

特
徴

、

生
活

へ
の

影
響

、
留

意
点

）
、

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

生
活

支
援

の
留

意
点

は
、

事
前

学
習

レ
ポ

ー
ト
と

し
、

社
会

資
源

（
利

用
で

き
る

制
度

や
サ

ー
ビ

ス
等

）
、

 
課

題
学

習
可

（２
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
課

題
学

習
の

場
合

は
試

験
に

よ
る

評
価

を
実

施
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
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あ
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人
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の
生
活
支
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・
連
携
Ⅲ
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多
職

種
と

の
連

携
、

家
族

支
援

、
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
は

、
い

く
つ

か
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
話

し
合

う
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
し

な
い

も
の

は
講

義
で

お
さ

え

る
。
 

・
特

徴
・
生

活
支

援
の

留
意

点
：
症

状
の

進
行

度
に

よ
っ

て
、

身
体

機
能

や
健

康
状

態
に

ど
ん

な
影

響
が

あ
る

か
、

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

生
活

支
援

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

か
、

利
用

者
の

状
況

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

よ
う

段
階

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
導

く
。
 

・
社

会
資

源
：
患

者
・
家

族
が

利
用

で
き

る
社

会
資

源
に

つ
い

て
、

自
分

の
住

ん
で

い
る

市
役

所
や

保
健

所
な

ど
で

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

入
手

し
事

前
学

習
を

促

す
。
→

グ
ル

ー
プ

で
共

有
し

、
理

解
を

深
め

る
。
 

・
意

思
決

定
支

援
：
言

語
的

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
な

く
な

る
前

に
話

し
合

っ
て

お
く
こ

と
や

聴
い

て
お

く
こ

と
に

つ
い

て
、

話
し

合
い

、
考

え
る

機
会

を
設

け

る
な

ど
。
 

２
時

間
 

４
．

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
上

の

留
意

点
 

○
講

義
の

ポ
イ

ン
ト 

①
人

工
呼

吸
器

の
機

能
や

種
類

：
在

宅
人

工
呼

吸
療

法
に

は
、

気
管

切
開

下

陽
圧

換
気

療
法

（
tr

ac
he

o
st

o
m

y
 
po

si
ti
v
e
 
pr

e
ss

ur
e
 
v
e
nt

ila
ti
o
n 

: 

T
P
P
V
）と

非
侵

襲
的

陽
圧

換
気

療
法

（n
o
n-

in
v
as

iv
e
 p

o
si

ti
v
e
 p

re
ss

ur
e
 

v
e
nt

ila
ti
o
n 

: 
N
P
P
V
）の

2
種

類
が

あ
る

こ
と

。
 

②
在

宅
で

起
こ

り
や

す
い

トラ
ブ

ル
 

③
観

察
の

ポ
イ

ン
ト 

④
医

療
職

と
の

連
携

（報
告

・連
絡

・相
談

す
べ

き
こ

と
や

連
携

方
法

な
ど

） 

○
展

開
の

ポ
イ

ン
ト 

・
観

察
の

ポ
イ

ン
ト
・
支

援
の

ポ
イ

ン
ト
：
人

工
呼

吸
器

を
装

着
し

て
い

る
利

用
者

の
心

理
面

の
理

解
も

含
め

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
導

く
。
 

・
①

②
③

④
に

つ
い

て
、

全
部

も
し

く
は

一
部

を
事

前
学

習
レ

ポ
ー

ト
と

す
る

こ
と

で
、

集
合

研
修

で
は

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

共
有

し
、

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
可

能
。
 

・
＋

α
展

開
：自

職
場

の
介

護
職

員
に

説
明

・指
導

す
る

場
合

の
留

意
点

を
考

え
る

。
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
で

実
践

し
て

み
る

こ
と

で
、

知
識

の
再

確
認

、
説

明

力
の

確
認

・
振

り
返

り
が

で
き

る
。

医
療

職
と

の
連

携
に

つ
い

て
も

、
同

様
に

展

開
す

る
こ

と
で

職
場

で
の

実
践

力
に

つ
な

が
る

。
 

 ※
器

材
等

の
準

備
が

大
変

な
こ

と
と

、
介

護
職

は
人

工
呼

吸
器

の
取

り
扱

い
自

○
在

宅
で

の
人

工
呼

吸

器
が

イ
メ

ー
ジ

で
き

る

よ
う

に
、

写
真

や
ス

ラ

イ
ド
等

で
、

機
能

や
種

類
の

違
い

が
理

解
で

き
る

よ
う

工
夫

す
る

必

要
が

あ
る

。
（
人

工
呼

吸
器

を
用

い
る

こ
と

は

必
須

で
は

な
い

が
、

メ

ー
カ

ー
の

協
力

を
得

る
、

ま
た

は
近

隣
の

医

学
・
看

護
系

大
学

の

人
工

呼
吸

器
を

見
学

さ
せ

て
も

ら
う

、
な

ど
多

様
な

社
会

資
源

の
活

用
や

工
夫

す
る

こ
と

で

直
接

触
れ

る
機

会
を
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体
は

行
わ

な
い

た
め

、
映

像
視

聴
に

よ
る

研
修

や
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
課

題

学
習

と
す

る
展

開
も

考
え

ら
れ

る
。

 
設

け
る

可
能

性
が

あ

る
）
 

４
時

間
 

５
．

多
職

種
連

携
と

疾
患

・
障

害

に
応

じ
た

生
活

支
援

 

○
内

容
 

・
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
や

確
認

の
ポ

イ
ン

トな
ど

に
つ

い
て

 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

と
講

義
に

よ
り
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：①
共

有
 
②

ま
と

め
る

（各
自

の
内

容
を

統
合

、
連

携
す

る

と
き

に
難

し
い

と
思

う
こ

と
・
留

意
点

な
ど

話
し

合
う

）
、

③
発

表
 

④
発

表
に

対

す
る

補
足

や
講

義
、

⑤
ど

の
よ

う
な

時
に

他
職

種
に

連
絡

・
相

談
す

る
か

、
他

職
種

が
ど

の
よ

う
に

回
答

す
る

か
考

え
る

＝
他

職
種

の
役

割
を

理
解

し
た

う

え
で

意
図

的
に

相
談

す
る

 

※
主

な
連

携
職

種
：
医

師
、

看
護

師
、

リ
ハ

ビ
リ
職

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

な

ど
、

疾
患

や
障

害
に

よ
っ

て
選

択
す

る
な

ど
工

夫
）
例

：
が

ん
末

期
－

医
師

・

看
護

師
・薬

剤
師

、
難

病
－

医
師

・看
護

師
・リ

ハ
ビ

リ
職

種
、
（
嚥

下
障

害
あ

る
場

合
、

言
語

聴
覚

士
）
、

慢
性

腎
不

全
－

医
師

・
看

護
師

・
管

理
栄

養
士

 

な
ど

 

 ※
疾

患
や

障
害

に
よ

っ
て

ポ
イ

ン
ト
は

異
な

る
た

め
、

1
．

2
．

3
．

6
を

集
合

研
修

で
講

議
す

る
場

合
は

、
各

テ
ー

マ
の

と
こ

ろ
に

１
ｈ
ず

つ
入

れ
る

の
が

望
ま

し

い
。

1
．

2
．

3
．

6
を

課
題

学
習

と
す

る
場

合
は

、
疾

患
や

障
害

の
特

徴
に

合

わ
せ

て
、
連

携
や

確
認

の
ポ

イ
ン

トを
講

義
・演

習
す

る
。
 

※
事

前
に

課
題

レ
ポ

ー
ト
と

し
て

提
出

さ
せ

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
深

め
る

と
よ

り

効
果

的
。
 

 
課

題
学

習
可

（３
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
 

・
他

職
種

と
の

連
携

に
つ

い
て

の
事

前
課

題
レ

ポ
ー

ト
 

３
時

間
 

６
．

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る

支
援

 

○
内

容
（例

） 

①
介

護
職

の
役

割
（
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

ケ
ア

の
意

味
、

観
察

の
視

点

と
留

意
点

） 

②
意

思
決

定
支

援
の

あ
り
方

（Ａ
Ｃ

Ｐ
：ア

ド
バ

ン
ス

ケ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

） 

③
全

人
的

苦
痛

と
緩

和
ケ

ア
（麻

薬
や

睡
眠

剤
の

作
用

、
副

作
用

、
留

意
点

） 

④
死

の
受

容
過

程
、

グ
リ
ー

フ
ケ

ア
（
家

族
ケ

ア
、

専
門

職
の

ケ
ア

）
、

デ
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 

⑤
家

族
支

援
 

⑥
多

（他
）職

種
と

の
連

携
・協

働
 

○
展

開
 

○
「
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

・
ケ

ア

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
は

2
0
1
8

年
3

月
に

改

訂
さ

れ
た

た
め

、
支

援

の
あ

り
方

が
確

立
・
定

着
す

る
ま

で
は

丁
寧

課
題

学
習

可
（３

時
間

） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
 

・
研

修
で

共
有

す
る

た
め

に
「
人

生
の

最
終

段

階
に

お
け

る
支

援
」
に

関
わ

っ
た

自
身

の
事

例
を

レ
ポ

ー
トす

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
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等
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Ⅲ
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・
経

験
の

共
有

：
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

看
取

り
へ

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

内
で

実
践

報
告

。
未

経
験

者
は

事
前

に
経

験
者

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

て

臨
む

。
不

安
や

疑
問

に
つ

い
て

話
し

合
う
。
 

・
介

護
職

へ
の

指
導

：
介

護
職

へ
の

指
導

・
助

言
の

ポ
イ

ン
ト
に

つ
い

て
話

し
合

う
。
 

・
多

（
他

）
職

種
と

の
連

携
・
協

働
：
在

宅
、

施
設

、
Ｇ

Ｈ
な

ど
、

多
様

な
場

で
の

最

期
の

迎
え

方
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
連

携
・
協

働
す

れ
ば

よ
い

の
か

、
話

し

合
う

。
介

護
職

の
不

安
や

疑
問

を
解

決
す

る
た

め
に

、
ど

の
職

種
に

ど
の

よ
う

に
相

談
す

れ
ば

よ
い

か
話

し
合

う
。
 

に
教

育
す

る
必

要
が

あ
る

。
動

向
を

見
守

り

な
が

ら
適

宜
修

正
し

運
用

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

４
時

間
 

７
．
事

例
検

討
①

 
○

内
容

 

・
出

現
し

て
い

る
症

状
や

現
在

の
状

態
か

ら
、

今
後

考
え

ら
れ

る
変

化
や

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

と
検

討
内

容
 

・
悪

性
関

節
リ
ウ

マ
チ

、
要

介
護

４
、
慢

性
腎

不
全

で
人

工
透

析
、
要

介
護

２
 

①
日

常
の

健
康

管
理

に
お

け
る

観
察

ポ
イ

ン
ト
、

観
察

結
果

を
誰

に
ど

の
よ

う
に

報
告

・連
絡

す
る

か
、
医

療
的

側
面

の
検

討
 

②
難

病
で

今
後

進
行

し
た

場
合

、
予

後
不

良
の

人
工

透
析

を
し

て
い

る
状

態
、

に
対

す
る

心
理

的
側

面
の

検
討

 

③
意

思
決

定
支

援
や

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
な

ど
、

展
開

を
広

げ
る

こ
と

も

可
能

。
 

 
 

４
時

間
 

８
．
事

例
検

討
②

 
○

内
容

 

・
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・障
害

等
に

応
じ

た
生

活
支

援
に

つ
い

て
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

と
検

討
内

容
 

・
利

用
者

：肺
が

ん
末

期
、
男

性
、
6
0
～

7
0

歳
代

、
要

介
護

２
、
主

治
医

は
大

学
病

院
に

通
院

中
。

訪
問

介
護

員
が

通
院

介
助

す
る

こ
と

が
あ

る
。

通
院

が
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体
は

行
わ

な
い

た
め

、
映

像
視

聴
に

よ
る

研
修

や
e
-
le

ar
ni
ng

に
よ

る
課

題

学
習

と
す

る
展

開
も

考
え

ら
れ

る
。

 
設

け
る

可
能

性
が

あ

る
）
 

４
時

間
 

５
．

多
職

種
連

携
と

疾
患

・
障

害

に
応

じ
た

生
活

支
援

 

○
内

容
 

・
医

療
職

等
の

他
職

種
と

の
連

携
や

確
認

の
ポ

イ
ン

トな
ど

に
つ

い
て

 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

と
講

義
に

よ
り
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

：①
共

有
 
②

ま
と

め
る

（各
自

の
内

容
を

統
合

、
連

携
す

る

と
き

に
難

し
い

と
思

う
こ

と
・
留

意
点

な
ど

話
し

合
う

）
、

③
発

表
 

④
発

表
に

対

す
る

補
足

や
講

義
、

⑤
ど

の
よ

う
な

時
に

他
職

種
に

連
絡

・
相

談
す

る
か

、
他

職
種

が
ど

の
よ

う
に

回
答

す
る

か
考

え
る

＝
他

職
種

の
役

割
を

理
解

し
た

う

え
で

意
図

的
に

相
談

す
る

 

※
主

な
連

携
職

種
：
医

師
、

看
護

師
、

リ
ハ

ビ
リ
職

、
薬

剤
師

、
管

理
栄

養
士

な

ど
、

疾
患

や
障

害
に

よ
っ

て
選

択
す

る
な

ど
工

夫
）
例

：
が

ん
末

期
－

医
師

・

看
護

師
・薬

剤
師

、
難

病
－

医
師

・看
護

師
・リ

ハ
ビ

リ
職

種
、
（
嚥

下
障

害
あ

る
場

合
、

言
語

聴
覚

士
）
、

慢
性

腎
不

全
－

医
師

・
看

護
師

・
管

理
栄

養
士

 

な
ど

 

 ※
疾

患
や

障
害

に
よ

っ
て

ポ
イ

ン
ト
は

異
な

る
た

め
、

1
．

2
．

3
．

6
を

集
合

研
修

で
講

議
す

る
場

合
は

、
各

テ
ー

マ
の

と
こ

ろ
に

１
ｈ
ず

つ
入

れ
る

の
が

望
ま

し

い
。

1
．

2
．

3
．

6
を

課
題

学
習

と
す

る
場

合
は

、
疾

患
や

障
害

の
特

徴
に

合

わ
せ

て
、
連

携
や

確
認

の
ポ

イ
ン

トを
講

義
・演

習
す

る
。
 

※
事

前
に

課
題

レ
ポ

ー
ト
と

し
て

提
出

さ
せ

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
深

め
る

と
よ

り

効
果

的
。
 

 
課

題
学

習
可

（３
時

間
） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
 

・
他

職
種

と
の

連
携

に
つ

い
て

の
事

前
課

題
レ

ポ
ー

ト
 

３
時

間
 

６
．

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る

支
援

 

○
内

容
（例

） 

①
介

護
職

の
役

割
（
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

ケ
ア

の
意

味
、

観
察

の
視

点

と
留

意
点

） 

②
意

思
決

定
支

援
の

あ
り
方

（Ａ
Ｃ

Ｐ
：ア

ド
バ

ン
ス

ケ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

） 

③
全

人
的

苦
痛

と
緩

和
ケ

ア
（麻

薬
や

睡
眠

剤
の

作
用

、
副

作
用

、
留

意
点

） 

④
死

の
受

容
過

程
、

グ
リ
ー

フ
ケ

ア
（
家

族
ケ

ア
、

専
門

職
の

ケ
ア

）
、

デ
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
 

⑤
家

族
支

援
 

⑥
多

（他
）職

種
と

の
連

携
・協

働
 

○
展

開
 

○
「
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

・
ケ

ア

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
は

2
0
1
8

年
3

月
に

改

訂
さ

れ
た

た
め

、
支

援

の
あ

り
方

が
確

立
・
定

着
す

る
ま

で
は

丁
寧

課
題

学
習

可
（３

時
間

） 

・
文

献
や

e
-
le

ar
ni
ng

を

活
用

し
た

学
習

。
 

・
研

修
で

共
有

す
る

た
め

に
「
人

生
の

最
終

段

階
に

お
け

る
支

援
」
に

関
わ

っ
た

自
身

の
事

例
を

レ
ポ

ー
トす

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
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・
経

験
の

共
有

：
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

看
取

り
へ

の
か

か
わ

り
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

内
で

実
践

報
告

。
未

経
験

者
は

事
前

に
経

験
者

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

て

臨
む

。
不

安
や

疑
問

に
つ

い
て

話
し

合
う
。
 

・
介

護
職

へ
の

指
導

：
介

護
職

へ
の

指
導

・
助

言
の

ポ
イ

ン
ト
に

つ
い

て
話

し
合

う
。
 

・
多

（
他

）
職

種
と

の
連

携
・
協

働
：
在

宅
、

施
設

、
Ｇ

Ｈ
な

ど
、

多
様

な
場

で
の

最

期
の

迎
え

方
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

に
連

携
・
協

働
す

れ
ば

よ
い

の
か

、
話

し

合
う

。
介

護
職

の
不

安
や

疑
問

を
解

決
す

る
た

め
に

、
ど

の
職

種
に

ど
の

よ
う

に
相

談
す

れ
ば

よ
い

か
話

し
合

う
。
 

に
教

育
す

る
必

要
が

あ
る

。
動

向
を

見
守

り

な
が

ら
適

宜
修

正
し

運
用

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

４
時

間
 

７
．
事

例
検

討
①

 
○

内
容

 

・
出

現
し

て
い

る
症

状
や

現
在

の
状

態
か

ら
、

今
後

考
え

ら
れ

る
変

化
や

必
要

な
支

援
に

つ
い

て
検

討
す

る
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

と
検

討
内

容
 

・
悪

性
関

節
リ
ウ

マ
チ

、
要

介
護

４
、
慢

性
腎

不
全

で
人

工
透

析
、
要

介
護

２
 

①
日

常
の

健
康

管
理

に
お

け
る

観
察

ポ
イ

ン
ト
、

観
察

結
果

を
誰

に
ど

の
よ

う
に

報
告

・連
絡

す
る

か
、
医

療
的

側
面

の
検

討
 

②
難

病
で

今
後

進
行

し
た

場
合

、
予

後
不

良
の

人
工

透
析

を
し

て
い

る
状

態
、

に
対

す
る

心
理

的
側

面
の

検
討

 

③
意

思
決

定
支

援
や

他
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
な

ど
、

展
開

を
広

げ
る

こ
と

も

可
能

。
 

 
 

４
時

間
 

８
．
事

例
検

討
②

 
○

内
容

 

・
高

齢
者

・障
害

者
の

疾
患

・障
害

等
に

応
じ

た
生

活
支

援
に

つ
い

て
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

と
検

討
内

容
 

・
利

用
者

：肺
が

ん
末

期
、
男

性
、
6
0
～

7
0

歳
代

、
要

介
護

２
、
主

治
医

は
大

学
病

院
に

通
院

中
。

訪
問

介
護

員
が

通
院

介
助

す
る

こ
と

が
あ

る
。

通
院

が

 
 

15
6

175



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
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等
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携
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困
難

に
な

っ
て

き
た

。
家

族
：
妻

は
腰

痛
が

あ
り
介

護
が

十
分

で
き

な
い

。

（
訪

問
看

護
を

利
用

し
て

い
る

場
合

、
利

用
し

て
い

な
い

場
合

、
ど

ち
ら

か
に

設
定

す
る

） 

①
通

院
困

難
に

な
っ

た
利

用
者

の
状

態
変

化
は

ど
ん

な
症

状
が

考
え

ら
れ

る

か
。
今

後
の

予
測

さ
れ

る
変

化
。
 

②
通

院
時

に
医

師
に

確
認

・相
談

す
べ

き
こ

と
は

ど
ん

な
こ

と
か

 

③
通

院
困

難
と

な
っ

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

、
誰

に
ど

の
よ

う
に

相
談

す
る

か

（
他

職
種

と
の

連
携

）
。

そ
の

こ
と

を
、

利
用

者
や

家
族

に
ど

の
よ

う
に

助
言

す

る
か

。
 

④
妻

の
相

談
先

と
し

て
考

え
ら

れ
る

機
関

や
職

種
。
 

⑤
「
６

．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

」
の

内
容

か
ら

い
く
つ

か
選

ん
で

話
し

合
う
。
 

４
時

間
 

 
９

．
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の
指

導
教

育
 

○
内

容
 

・
【
複

数
の

生
活

課
題

か
ら

考
え

る
】
利

用
者

の
介

護
ニ

ー
ズ

か
ら

考
え

ら
れ

る

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

家
族

の
状

況
も

踏
ま

え
て

共
有

す
べ

き
情

報
な

ど
に

つ
い

て
、

介
護

職
の

役
割

を
考

え
、

介
護

職
チ

ー
ム

内
で

の
指

導
方

法
に

つ
い

て

検
討

す
る

。
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

 

１
）
老

々
世

帯
（
利

用
者

：
脳

梗
塞

片
麻

痺
、
要

介
護

○
、

介
護

者
：
在

宅
酸

素

し
な

が
ら

介
護

、
要

支
援

○
）
 

２
）
家

族
が

精
神

疾
患

（
利

用
者

：
脊

髄
小

脳
変

性
症

で
介

護
保

険
の

２
号

被

保
険

者
○

歳
、

家
族

：
同

居
の

息
子

が
統

合
失

調
症

で
精

神
科

デ
イ

ケ
ア

利
用

中
。
息

子
の

生
活

面
の

支
援

も
必

要
。
） 

 
※

○
の

数
値

は
任

意
。
 

 
 

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・社

会
的

支
援

の
領

域
 

科
目

名
 

 
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
介

護
の

位
置

や
役

割
を

理
解

さ
せ

、
連

携
の

視
点

を
形

成
さ

せ
る

。
 

○
自

分
の

地
域

に
お

け
る

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、

地
域

資
源

開
発

な
ど

の
具

体
的

な
取

り
組

み
を

学
習

し
、

地
域

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
自

職
場

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
、
政

策
や

制
度

の
枠

組
み

、
推

進
・連

携
の

仕
組

み
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

②
自

分
の

地
域

の
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

取
り
組

み
の

現
状

と
今

後
の

課
題

を
踏

ま
え

、
自

職
場

の
立

ち
位

置
や

役
割

、
今

後
の

活
動

方
針

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、
地

域
資

源
開

発
、
介

護
職

へ
の

研
修

支
援

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
た

制
度

や
施

策
」
や

「
家

族
・
地

域
・
社

会
の

構
造

、
生

活
と

社
会

の
関

わ
り
、

（
厚

生
労

働
省

の
い

う
）
自

助
・互

助
・
共

助
・
公

助
の

展
開

」（
な

お
こ

の
区

分
は

厚
生

労
働

省
特

有
の

も
の

で
あ

り
使

用
に

あ
た

っ
て

は
留

意
が

必
要

で
あ

る
）を

学
ぶ

が
、
基

本
的

な
考

え
方

に
ふ

れ
る

に

止
ま

り
、
具

体
的

な
取

り
組

み
や

し
く
み

な
ど

を
詳

し
く
学

ぶ
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

各
種

の
取

り
組

み
の

具
体

的
な

展
開

に
つ

い
て

、
全

国
で

の
先

進
的

な
取

り
組

み
及

び
自

地
域

に
お

け
る

取
り
組

み
を

学
ん

だ
う

え

で
（
＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

）
、

自
組

織
の

立
ち

位
置

を
理

解
す

る
(＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

、
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

)。
ま

た
、

養
成

課
程

で
は

十
分

学
べ

な
い

地
域

支
援

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

・
視

点
を

学
ぶ

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
。

こ
の

う
え

で
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

価
値

・
役

割
に

た
っ

て
、

介
護

福
祉

実
践

を
通

じ
て

地
域

課
題

の
改

善
に

向
け

て
働

き
か

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
家

族
支

援
、

地
域

支
援

、
地

域
の

多
機

関
連

携
、

介
護

職
へ

の
研

修
支

援
な

ど
）
を

企
画

で
き

る
力

、
事

業
所

内
に

お
け

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

関
係

機
関

と
の

協
働

が
促

進
で

き
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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7
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

疾
患
・
障
害
等
の
あ
る
人
へ
の
生
活
支
援
・
連
携
Ⅲ
 

10
 

 

困
難

に
な

っ
て

き
た

。
家

族
：
妻

は
腰

痛
が

あ
り
介

護
が

十
分

で
き

な
い

。

（
訪

問
看

護
を

利
用

し
て

い
る

場
合

、
利

用
し

て
い

な
い

場
合

、
ど

ち
ら

か
に

設
定

す
る

） 

①
通

院
困

難
に

な
っ

た
利

用
者

の
状

態
変

化
は

ど
ん

な
症

状
が

考
え

ら
れ

る

か
。
今

後
の

予
測

さ
れ

る
変

化
。
 

②
通

院
時

に
医

師
に

確
認

・相
談

す
べ

き
こ

と
は

ど
ん

な
こ

と
か

 

③
通

院
困

難
と

な
っ

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

、
誰

に
ど

の
よ

う
に

相
談

す
る

か

（
他

職
種

と
の

連
携

）
。

そ
の

こ
と

を
、

利
用

者
や

家
族

に
ど

の
よ

う
に

助
言

す

る
か

。
 

④
妻

の
相

談
先

と
し

て
考

え
ら

れ
る

機
関

や
職

種
。
 

⑤
「
６

．
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

支
援

」
の

内
容

か
ら

い
く
つ

か
選

ん
で

話
し

合
う
。
 

４
時

間
 

 
９

．
介

護
職

チ
ー

ム
へ

の
指

導
教

育
 

○
内

容
 

・
【
複

数
の

生
活

課
題

か
ら

考
え

る
】
利

用
者

の
介

護
ニ

ー
ズ

か
ら

考
え

ら
れ

る

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
、

家
族

の
状

況
も

踏
ま

え
て

共
有

す
べ

き
情

報
な

ど
に

つ
い

て
、

介
護

職
の

役
割

を
考

え
、

介
護

職
チ

ー
ム

内
で

の
指

導
方

法
に

つ
い

て

検
討

す
る

。
 

○
展

開
 

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
展

開
：個

人
ワ

ー
ク

→
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
共

有
・話

し
合

い
→

発
表

→
講

師
に

よ
る

補
足

説
明

・
講

義
→

学
び

の
振

り
返

り
（
感

想
・
レ

ポ
ー

ト等
）に

て
理

解
状

況
の

確
認

 

○
考

え
ら

れ
る

事
例

 

１
）
老

々
世

帯
（
利

用
者

：
脳

梗
塞

片
麻

痺
、
要

介
護

○
、

介
護

者
：
在

宅
酸

素

し
な

が
ら

介
護

、
要

支
援

○
）
 

２
）
家

族
が

精
神

疾
患

（
利

用
者

：
脊

髄
小

脳
変

性
症

で
介

護
保

険
の

２
号

被

保
険

者
○

歳
、

家
族

：
同

居
の

息
子

が
統

合
失

調
症

で
精

神
科

デ
イ

ケ
ア

利
用

中
。
息

子
の

生
活

面
の

支
援

も
必

要
。
） 

 
※

○
の

数
値

は
任

意
。
 

 
 

 
※

 
 
１
５
時

間
以

内
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
心

理
・社

会
的

支
援

の
領

域
 

科
目

名
 

 
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
介

護
の

位
置

や
役

割
を

理
解

さ
せ

、
連

携
の

視
点

を
形

成
さ

せ
る

。
 

○
自

分
の

地
域

に
お

け
る

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、

地
域

資
源

開
発

な
ど

の
具

体
的

な
取

り
組

み
を

学
習

し
、

地
域

の
課

題
や

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
自

職
場

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画

で
き

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
、
政

策
や

制
度

の
枠

組
み

、
推

進
・連

携
の

仕
組

み
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

②
自

分
の

地
域

の
地

域
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

取
り
組

み
の

現
状

と
今

後
の

課
題

を
踏

ま
え

、
自

職
場

の
立

ち
位

置
や

役
割

、
今

後
の

活
動

方
針

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

家
族

支
援

、
地

域
連

携
、
地

域
資

源
開

発
、
介

護
職

へ
の

研
修

支
援

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
た

制
度

や
施

策
」
や

「
家

族
・
地

域
・
社

会
の

構
造

、
生

活
と

社
会

の
関

わ
り
、

（
厚

生
労

働
省

の
い

う
）
自

助
・互

助
・
共

助
・
公

助
の

展
開

」（
な

お
こ

の
区

分
は

厚
生

労
働

省
特

有
の

も
の

で
あ

り
使

用
に

あ
た

っ
て

は
留

意
が

必
要

で
あ

る
）を

学
ぶ

が
、
基

本
的

な
考

え
方

に
ふ

れ
る

に

止
ま

り
、
具

体
的

な
取

り
組

み
や

し
く
み

な
ど

を
詳

し
く
学

ぶ
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

各
種

の
取

り
組

み
の

具
体

的
な

展
開

に
つ

い
て

、
全

国
で

の
先

進
的

な
取

り
組

み
及

び
自

地
域

に
お

け
る

取
り
組

み
を

学
ん

だ
う

え

で
（
＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

）
、

自
組

織
の

立
ち

位
置

を
理

解
す

る
(＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

、
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

)。
ま

た
、

養
成

課
程

で
は

十
分

学
べ

な
い

地
域

支
援

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

・
視

点
を

学
ぶ

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
。

こ
の

う
え

で
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

価
値

・
役

割
に

た
っ

て
、

介
護

福
祉

実
践

を
通

じ
て

地
域

課
題

の
改

善
に

向
け

て
働

き
か

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
家

族
支

援
、

地
域

支
援

、
地

域
の

多
機

関
連

携
、

介
護

職
へ

の
研

修
支

援
な

ど
）
を

企
画

で
き

る
力

、
事

業
所

内
に

お
け

る
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

関
係

機
関

と
の

協
働

が
促

進
で

き
る

実
践

的
知

識
を

習
得

す
る

（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
と

構

築
に

む
け

た
課

題
 

・
地

域
医

療
（認

知
症

医
療

を
含

む
）、

地
域

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

と
多

様
な

地
域

資
源

・
活

動
の

開
発

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ

た
住

ま
い

の
確

保
・
マ

ッ
チ

ン
グ

と
住

ま
い

方
の

支

援
等

 

医
療

・
介

護
総

合
確

保
法

、
地

域
完

結
型

医
療

と
介

護
、

地
域

医
療

計

画
と

介
護

保
険

事
業

計
画

の
関

係
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

、
地

域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
地

域
共

生
社

会
、
地

域
医

療
、
認

知
症

医
療

、
地

域
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
連

携
パ

ス
、

退
院

支
援

、
認

知
症

ケ
ア

パ

ス
、

医
療

介
護

連
携

、
地

域
ケ

ア
会

議
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
小

規
模

多
機

能
、

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
、

居
住

支
援

、
サ

ー
ビ

ス
付

高
齢

者
住

宅
、
公

営
住

宅
、
 

○
自

分
の

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔
地

域
ニ

ー

ズ
、
既

存
資

源
〕等

の
調

査
 

 

・
介

護
保

険
事

業
計

画
の

分
析

と
今

後
の

地
域

の

課
題

や
ニ

ー
ズ

の
分

析
 

・
地

域
に

お
け

る
家

族
支

援
、

地
域

支
援

、
多

機

関
・
多

職
種

連
携

、
居

住
問

題
等

へ
の

取
り
組

み

や
課

題
の

調
査

 

・
地

域
課

題
の

分
析

か
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
企

画
の

流
れ

と
視

点
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
評

価
 

自
職

場
の

市
町

村
の

介
護

保
険

事
業

計
画

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
資

源
・

活
動

、
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
地

域
課

題
抽

出
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

視
点

、
自

職
場

の
強

み
・
弱

み
の

分
析

、
地

域
支

援
・
住

民
と

の
協

働
の

基
本

的
な

視
点

、
家

族
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
介

護
者

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

介
護

予
防

・

生
活

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
地

域
資

源
開

発
 

○
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
家

族
支

援
、

地
域

連
携

、
地

域
資

源
開

発

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

生
活

支
援

に
お

け
る

介
護

福
祉

の
基

本
的

な
立

ち
位

置
は

変
わ

ら
な

い
が

、
地

域
包

括
ケ

ア
を

め
ぐ

る
政

策
は

常
に

変
化

す
る

た
め

、
講

師
は

常
に

最
新

の
政

策
動

向
を

確
認

す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
具

体
的

な
実

践
事

例
を

把
握

し
、

介
護

福
祉

士
の

役
割

の
拡

充
に

つ
な

げ
て

い
く
観

点
か

ら
実

践
を

分

析
し

、
受

講
生

に
介

護
福

祉
士

の
役

割
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

3 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
介

護
福

祉
士

向
け

に
、

地
域

支
援

の
考

え
方

を
コ

ン
パ

ク
ト
に

ま
と

め
た

テ
キ

ス
ト
が

必
要

。
既

存
の

社
会

福
祉

士
向

け
の

「
地

域
福

祉
の

理

論
と

方
法

」
の

テ
キ

ス
ト
で

は
内

容
が

広
す

ぎ
、

ま
た

具
体

的
な

自
職

場
の

地
域

・
職

場
の

分
析

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

に
活

用
す

る
に

は
浅

い
。
 

ま
た

医
療

介
護

連
携

に
関

し
て

基
礎

的
な

知
識

を
ま

と
め

た
資

料
が

必
要

。
既

存
の

社
会

福
祉

士
向

け
の

「
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
」
で

は
内

容
が

広
す

ぎ
る

が
当

面
は

必
要

な
部

分
を

抜
粋

し
て

使
う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
地

域
包

括
ケ

ア
研

究
会

報
告

書
「社

会
保

障
制

度
改

革
国

民
会

議
」報

告
書

（平
成

2
5

年
８
月

６
日

） 

法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
両

方
を

行
う
こ

と
。
 

 ＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

）…
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
、
地

域
支

援
等

に
関

す
る

知
識

の
習

得
を

評
価

す
る

 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
自

地
域

の
課

題
・
資

源
等

の
調

査
の

評
価

、
企

画
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

対
す

る
評

価
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

○
筆

記
試

験
5
0
％

…
テ

ス
トの

得
点

が
6
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

○
レ

ポ
ー

ト
5
0
％

 

①
自

職
場

が
存

在
す

る
地

域
の

生
活

課
題

に
つ

い
て

、
介

護
福

祉
と

し
て

の
個

別
支

援
の

経
験

を
踏

ま
え

つ
つ

普
遍

化
さ

れ
、
捉

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
地

域
の

生
活

課
題

の
解

決
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

 

③
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
、
自

職
場

の
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、
地

域
の

関
係

者
と

の
協

働
が

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
 

④
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
、
内

容
、
実

施
方

法
、
効

果
、
実

行
過

程
に

つ
い

て
明

確
に

記
述

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

15
9
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
と

構

築
に

む
け

た
課

題
 

・
地

域
医

療
（認

知
症

医
療

を
含

む
）、

地
域

リ
ハ

ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

と
多

様
な

地
域

資
源

・
活

動
の

開
発

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ

た
住

ま
い

の
確

保
・
マ

ッ
チ

ン
グ

と
住

ま
い

方
の

支

援
等

 

医
療

・
介

護
総

合
確

保
法

、
地

域
完

結
型

医
療

と
介

護
、

地
域

医
療

計

画
と

介
護

保
険

事
業

計
画

の
関

係
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

、
地

域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
地

域
共

生
社

会
、
地

域
医

療
、
認

知
症

医
療

、
地

域
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
連

携
パ

ス
、

退
院

支
援

、
認

知
症

ケ
ア

パ

ス
、

医
療

介
護

連
携

、
地

域
ケ

ア
会

議
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
小

規
模

多
機

能
、

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
、

居
住

支
援

、
サ

ー
ビ

ス
付

高
齢

者
住

宅
、
公

営
住

宅
、
 

○
自

分
の

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔
地

域
ニ

ー

ズ
、
既

存
資

源
〕
等

の
調

査
 

 

・
介

護
保

険
事

業
計

画
の

分
析

と
今

後
の

地
域

の

課
題

や
ニ

ー
ズ

の
分

析
 

・
地

域
に

お
け

る
家

族
支

援
、

地
域

支
援

、
多

機

関
・
多

職
種

連
携

、
居

住
問

題
等

へ
の

取
り
組

み

や
課

題
の

調
査

 

・
地

域
課

題
の

分
析

か
ら

プ
ロ

グ
ラ

ム
企

画
の

流
れ

と
視

点
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
評

価
 

自
職

場
の

市
町

村
の

介
護

保
険

事
業

計
画

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
資

源
・

活
動

、
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
地

域
課

題
抽

出
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

視
点

、
自

職
場

の
強

み
・
弱

み
の

分
析

、
地

域
支

援
・
住

民
と

の
協

働
の

基
本

的
な

視
点

、
家

族
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
介

護
者

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

介
護

予
防

・

生
活

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
、
地

域
資

源
開

発
 

○
地

域
の

課
題

や
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
家

族
支

援
、

地
域

連
携

、
地

域
資

源
開

発

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

生
活

支
援

に
お

け
る

介
護

福
祉

の
基

本
的

な
立

ち
位

置
は

変
わ

ら
な

い
が

、
地

域
包

括
ケ

ア
を

め
ぐ

る
政

策
は

常
に

変
化

す
る

た
め

、
講

師
は

常
に

最
新

の
政

策
動

向
を

確
認

す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

た
め

の
具

体
的

な
実

践
事

例
を

把
握

し
、

介
護

福
祉

士
の

役
割

の
拡

充
に

つ
な

げ
て

い
く
観

点
か

ら
実

践
を

分

析
し

、
受

講
生

に
介

護
福

祉
士

の
役

割
を

伝
え

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

3 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
介

護
福

祉
士

向
け

に
、

地
域

支
援

の
考

え
方

を
コ

ン
パ

ク
ト
に

ま
と

め
た

テ
キ

ス
ト
が

必
要

。
既

存
の

社
会

福
祉

士
向

け
の

「
地

域
福

祉
の

理

論
と

方
法

」
の

テ
キ

ス
ト
で

は
内

容
が

広
す

ぎ
、

ま
た

具
体

的
な

自
職

場
の

地
域

・
職

場
の

分
析

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

に
活

用
す

る
に

は
浅

い
。
 

ま
た

医
療

介
護

連
携

に
関

し
て

基
礎

的
な

知
識

を
ま

と
め

た
資

料
が

必
要

。
既

存
の

社
会

福
祉

士
向

け
の

「
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
」
で

は
内

容
が

広
す

ぎ
る

が
当

面
は

必
要

な
部

分
を

抜
粋

し
て

使
う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
地

域
包

括
ケ

ア
研

究
会

報
告

書
「社

会
保

障
制

度
改

革
国

民
会

議
」報

告
書

（平
成

2
5

年
８
月

６
日

） 

法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
両

方
を

行
う
こ

と
。
 

 ＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（5

0
問

程
度

）…
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
、
地

域
支

援
等

に
関

す
る

知
識

の
習

得
を

評
価

す
る

 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
自

地
域

の
課

題
・資

源
等

の
調

査
の

評
価

、
企

画
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

対
す

る
評

価
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

○
筆

記
試

験
5
0
％

…
テ

ス
トの

得
点

が
6
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
 

○
レ

ポ
ー

ト
5
0
％

 

①
自

職
場

が
存

在
す

る
地

域
の

生
活

課
題

に
つ

い
て

、
介

護
福

祉
と

し
て

の
個

別
支

援
の

経
験

を
踏

ま
え

つ
つ

普
遍

化
さ

れ
、
捉

え
ら

れ
て

い
る

こ
と

。
 

②
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
地

域
の

生
活

課
題

の
解

決
に

資
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

 

③
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
、
自

職
場

の
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、
地

域
の

関
係

者
と

の
協

働
が

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
 

④
企

画
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
、
内

容
、
実

施
方

法
、
効

果
、
実

行
過

程
に

つ
い

て
明

確
に

記
述

さ
れ

て
い

る
こ

と
 

16
0
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

4 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
「
地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
」
で

は
個

人
・
家

族
へ

の
個

別
的

な
地

域
生

活
継

続
の

支
援

を
学

ぶ
。

一
方

、
本

科
目

で
は

、
個

別
的

な
支

援
か

ら
地

域
の

集
合

的
な

ニ
ー

ズ
を

抽
出

し
、
集

合
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
を

行
う
。
 

○
「
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
」
に

お
い

て
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

社
会

環
境

づ
く
り
（
含

む
べ

き
内

容
）
等

も
含

ま
れ

て
い

る
が

、
当

該
科

目
の

主
眼

は

あ
く
ま

で
も

自
職

場
の

人
材

育
成

に
特

化
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

討
に

あ
り
地

域
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
ま

で
時

間
を

か
け

て
行

う
こ

と
は

難
し

い
。

一
事

業
所

を
越

え
た

地

域
包

括
ケ

ア
に

対
応

す
る

た
め

の
地

域
の

人
材

開
発

（
医

療
職

・
介

護
職

合
同

の
研

修
、

住
民

向
け

の
講

座
等

）
に

つ
い

て
は

基
本

的
に

は
本

科
目

の
な

か
で

行
う

（た
だ

し
本

科
目

で
検

討
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
人

材
開

発
だ

け
で

は
な

く
地

域
課

題
、
事

業
所

の
資

源
に

応
じ

て
多

様
で

あ
る

）。
 

○
「
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

」
に

お
い

て
も

、
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
の

実
践

（
到

達
目

標
）
、

地
域

の
介

護
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
役

割
（
含

む

べ
き

内
容

）
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
当

該
科

目
は

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
全

体
の

最
終

的
な

ま
と

め
と

い
う

位
置

付
け

の
科

目
で

あ
り
、

各
科

目
で

学
ん

だ
こ

と
を

活

か
し

て
、

テ
ー

マ
を

任
意

に
選

ん
で

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

企
画

す
る

趣
旨

の
科

目
で

あ
る

。
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

視
点

・
方

法
に

つ
い

て
は

本
科

目
で

学
ぶ

こ
と

と
な

る
。
 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
自

地
域

の
ア

セ
ス

メ
ン

トや
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
に

つ
い

て
は

、
課

題
学

習
と

す
る

こ
と

が
効

果
的

・効
率

的
で

あ
る

。
 

○
自

組
織

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
前

に
、
講

義
演

習
で

共
通

事
例

を
用

い
る

な
ど

に
よ

り
、
企

画
の

着
眼

点
等

を
学

べ
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
自

組
織

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
際

は
、

地
域

ニ
ー

ズ
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

に
つ

い
て

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

、
上

司
、

住
民

等
、

多
様

な
人

び
と

に
取

材
し

、
意

見
を

求
め

る
よ

う
促

す
。

 

○
本

科
目

で
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
ま

で
を

評
価

の
範

囲
と

す
る

が
、

自
職

場
で

実
際

に
展

開
で

き
る

／
展

開
し

た
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

し
、

後
日

、
実

行
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目

 
展

開
内

容
（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演

習
の

展
開

内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
場
合

 

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
政

策
動

向
と

介
護

福
祉

士
の

役
割

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
を

め
ざ

す
政

策
動

向
（
地

域
包

括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

が
政

策
課

題
と

な
っ

た
背

景
、

医
療

介
護

確
保

法

制
定

に
至

る
流

れ
、

地
域

共
生

社
会

（
2
0
1
7

年
社

会
福

祉
法

等

改
正

）と
の

関
係

） 

・
介

護
福

祉
士

の
役

割
（
生

活
を

支
え

る
専

門
職

と
し

て
の

基
本

的

な
立

ち
位

置
と

期
待

さ
れ

る
役

割
の

拡
充

） 

事
前

課
題

と
し

て
受

講

者
向

け
基

本
文

献
等

を

読
ま

せ
る

こ
と

。
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る

基
本

的
な

資
料

等
を

読
ま

せ
、

介

護
福

祉
士

の
役

割
、

自
職

場
で

の

取
り

組
み

課
題

等
を

ま
と

め
さ

せ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

5 
 

４
時

間
 

２
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

に
か

か
る

具
体

的
な

実
践

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

具
体

的
な

実
践

と
介

護
福

祉
の

役
割

 

医
療

-
介

護
連

携
（
地

域
リ
ハ

、
地

域
連

携
パ

ス
・退

院
支

援
等

） 

認
知

症
（初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

、
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

等
）
 

介
護

予
防

・生
活

支
援

、
 

居
住

支
援

 

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

…
テ

ー
マ

１
・
２

を
踏

ま
え

て
、

自
地

域
・
自

職
場

の
取

り
組

み
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

自
地

域
に

お
け

る
地

域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構

築
に

関
す

る
政

策
や

実

践
の

調
査

は
課

題
学

習

と
し

て
行

う
こ

と
が

望
ま

し

い
。
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
、
医

療
介

護
連

携
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

基

礎
知

識
を

テ
キ

ス
ト
・
資

料
等

で
学

習
す

る
。
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
構

築
に

関
す

る
政

策
（
介

護

保
険

事
業

計
画

等
）
や

具
体

的
な

実
践

を
調

べ
、
課

題
を

考
察

す
る

。
 

４
時

間
 

３
．

自
地

域
に

お
け

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

 

・
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トと
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

視
点

（地
域

ア
セ

ス
メ

ン

ト
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

ま
で

の
流

れ
と

そ
の

際
の

視
点

・
着

眼
点

に

つ
い

て
講

義
す

る
）
 

・
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トの
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

演
習

（共
通

事
例

を
用

い
て

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

模
擬

的
に

体
験

す
る

） 

個
別

事
例

で
あ

り
か

つ

地
域

の
集

合
的

ニ
ー

ズ

に
つ

な
が

る
よ

う
な

事
例

を
用

い
る

こ
と

。
 

８
時

間
 

４
．
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

の
課

題
等

の
把

握
と

地
域

ニ
ー

ズ
、
既

存
資

源
等

の
調

査
 

・
自

職
場

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

…
自

地
域

に
お

け
る

課
題

分

析
を

踏
ま

え
、

そ
の

解
決

の
た

め
に

自
職

場
で

取
り
組

む
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

企
画

す
る

。
 

調
査

に
つ

い
て

は
課

題

学
習

と
し

て
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

調
査

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

に
あ

た
っ

て
は

、
自

職
場

の
職

員
、

地
域

住
民

等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

を
行

う

こ
と

。
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔
地

域
ニ

ー
ズ

、
既

存
資

源
〕等

の
調

査
 

８
時

間
 

５
．

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

相
互

評
価

と
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
評

価
の

視
点

、
地

域
住

民
、
多

職
種

・多
機

関
連

携

の
視

点
・留

意
点

（講
義

) 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
評

価
（
演

習
）
…

小
グ

ル
ー

プ
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

相
互

評
価

を
行

う
。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
し

、
プ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
（個

人
演

習
）…

相
互

評

価
の

意
見

を
踏

ま
え

て
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
見

直
し

、
完

成
さ

せ
る

。
 

 
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ

ア
ッ

プ
を

事
後

課
題

と
す

る
。
 

 
※

 
１
４
 
時

間
以

内
 

16
1

180



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

4 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
「
地

域
生

活
の

継
続

と
家

族
支

援
」
で

は
個

人
・
家

族
へ

の
個

別
的

な
地

域
生

活
継

続
の

支
援

を
学

ぶ
。

一
方

、
本

科
目

で
は

、
個

別
的

な
支

援
か

ら
地

域
の

集
合

的
な

ニ
ー

ズ
を

抽
出

し
、
集

合
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
を

行
う
。
 

○
「
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
」
に

お
い

て
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

社
会

環
境

づ
く
り
（
含

む
べ

き
内

容
）
等

も
含

ま
れ

て
い

る
が

、
当

該
科

目
の

主
眼

は

あ
く
ま

で
も

自
職

場
の

人
材

育
成

に
特

化
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
検

討
に

あ
り
地

域
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
ま

で
時

間
を

か
け

て
行

う
こ

と
は

難
し

い
。

一
事

業
所

を
越

え
た

地

域
包

括
ケ

ア
に

対
応

す
る

た
め

の
地

域
の

人
材

開
発

（
医

療
職

・
介

護
職

合
同

の
研

修
、

住
民

向
け

の
講

座
等

）
に

つ
い

て
は

基
本

的
に

は
本

科
目

の
な

か
で

行
う

（た
だ

し
本

科
目

で
検

討
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
人

材
開

発
だ

け
で

は
な

く
地

域
課

題
、
事

業
所

の
資

源
に

応
じ

て
多

様
で

あ
る

）。
 

○
「
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

」
に

お
い

て
も

、
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
の

実
践

（
到

達
目

標
）
、

地
域

の
介

護
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
役

割
（
含

む

べ
き

内
容

）
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
当

該
科

目
は

認
定

介
護

福
祉

士
養

成
研

修
全

体
の

最
終

的
な

ま
と

め
と

い
う

位
置

付
け

の
科

目
で

あ
り
、

各
科

目
で

学
ん

だ
こ

と
を

活

か
し

て
、

テ
ー

マ
を

任
意

に
選

ん
で

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

企
画

す
る

趣
旨

の
科

目
で

あ
る

。
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

視
点

・
方

法
に

つ
い

て
は

本
科

目
で

学
ぶ

こ
と

と
な

る
。
 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
自

地
域

の
ア

セ
ス

メ
ン

トや
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
に

つ
い

て
は

、
課

題
学

習
と

す
る

こ
と

が
効

果
的

・効
率

的
で

あ
る

。
 

○
自

組
織

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
前

に
、
講

義
演

習
で

共
通

事
例

を
用

い
る

な
ど

に
よ

り
、
企

画
の

着
眼

点
等

を
学

べ
る

よ
う
に

す
る

。
 

○
自

組
織

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
際

は
、

地
域

ニ
ー

ズ
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

に
つ

い
て

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

、
上

司
、

住
民

等
、

多
様

な
人

び
と

に
取

材
し

、
意

見
を

求
め

る
よ

う
促

す
。

 

○
本

科
目

で
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
す

る
ま

で
を

評
価

の
範

囲
と

す
る

が
、

自
職

場
で

実
際

に
展

開
で

き
る

／
展

開
し

た
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
画

し
、

後
日

、
実

行
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演

習
の

展
開

内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
場
合

 

の
展

開
例

 

４
時

間
 

１
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
政

策
動

向
と

介
護

福
祉

士
の

役
割

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
を

め
ざ

す
政

策
動

向
（
地

域
包

括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

が
政

策
課

題
と

な
っ

た
背

景
、

医
療

介
護

確
保

法

制
定

に
至

る
流

れ
、

地
域

共
生

社
会

（
2
0
1
7

年
社

会
福

祉
法

等

改
正

）と
の

関
係

） 

・
介

護
福

祉
士

の
役

割
（
生

活
を

支
え

る
専

門
職

と
し

て
の

基
本

的

な
立

ち
位

置
と

期
待

さ
れ

る
役

割
の

拡
充

） 

事
前

課
題

と
し

て
受

講

者
向

け
基

本
文

献
等

を

読
ま

せ
る

こ
と

。
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る

基
本

的
な

資
料

等
を

読
ま

せ
、

介

護
福

祉
士

の
役

割
、

自
職

場
で

の

取
り

組
み

課
題

等
を

ま
と

め
さ

せ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

5 
 

４
時

間
 

２
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

に
か

か
る

具
体

的
な

実
践

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

具
体

的
な

実
践

と
介

護
福

祉
の

役
割

 

医
療

-
介

護
連

携
（
地

域
リ
ハ

、
地

域
連

携
パ

ス
・退

院
支

援
等

） 

認
知

症
（初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

、
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

等
）
 

介
護

予
防

・生
活

支
援

、
 

居
住

支
援

 

・
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

…
テ

ー
マ

１
・
２

を
踏

ま
え

て
、

自
地

域
・
自

職
場

の
取

り
組

み
の

現
状

と
課

題
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

 

自
地

域
に

お
け

る
地

域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構

築
に

関
す

る
政

策
や

実

践
の

調
査

は
課

題
学

習

と
し

て
行

う
こ

と
が

望
ま

し

い
。
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
、
医

療
介

護
連

携
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

基

礎
知

識
を

テ
キ

ス
ト
・
資

料
等

で
学

習
す

る
。
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ

ス
テ

ム
構

築
に

関
す

る
政

策
（
介

護

保
険

事
業

計
画

等
）
や

具
体

的
な

実
践

を
調

べ
、
課

題
を

考
察

す
る

。
 

４
時

間
 

３
．

自
地

域
に

お
け

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

 

・
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トと
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

視
点

（地
域

ア
セ

ス
メ

ン

ト
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

ま
で

の
流

れ
と

そ
の

際
の

視
点

・
着

眼
点

に

つ
い

て
講

義
す

る
） 

・
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トの
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
の

演
習

（共
通

事
例

を
用

い
て

地
域

ア
セ

ス
メ

ン
ト
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
を

模
擬

的
に

体
験

す
る

） 

個
別

事
例

で
あ

り
か

つ

地
域

の
集

合
的

ニ
ー

ズ

に
つ

な
が

る
よ

う
な

事
例

を
用

い
る

こ
と

。
 

８
時

間
 

４
．
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

構
築

の
課

題
等

の
把

握
と

地
域

ニ
ー

ズ
、
既

存
資

源
等

の
調

査
 

・
自

職
場

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

…
自

地
域

に
お

け
る

課
題

分

析
を

踏
ま

え
、

そ
の

解
決

の
た

め
に

自
職

場
で

取
り
組

む
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

企
画

す
る

。
 

調
査

に
つ

い
て

は
課

題

学
習

と
し

て
行

う
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

調
査

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

に
あ

た
っ

て
は

、
自

職
場

の
職

員
、

地
域

住
民

等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

を
行

う

こ
と

。
 

・
自

地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔
地

域
ニ

ー
ズ

、
既

存
資

源
〕等

の
調

査
 

８
時

間
 

５
．

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

相
互

評
価

と
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
評

価
の

視
点

、
地

域
住

民
、
多

職
種

・多
機

関
連

携

の
視

点
・留

意
点

（講
義

) 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
相

互
評

価
（
演

習
）
…

小
グ

ル
ー

プ
で

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

相
互

評
価

を
行

う
。
 

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
し

、
プ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
（個

人
演

習
）…

相
互

評

価
の

意
見

を
踏

ま
え

て
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
見

直
し

、
完

成
さ

せ
る

。
 

 
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ

ア
ッ

プ
を

事
後

課
題

と
す

る
。
 

 
※

 
１
４
 
時

間
以

内
 

16
2

181



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

6 
 「地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
を

め
ぐ

る
動

向
・

取
組
 

 ◆
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
の

法
的

枠
組

み
・

概
念
 

１
 
2
0
1
1

年
の

介
護

保
険

法
改

正
（2

0
1
2

年
4

月
施

行
）に

よ
っ

て
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

国
及

び
地

方
公

共
団

体
の

責
務

が
定

め
ら

れ
た

。
 

２
 
2
0
1
3

年
の

社
会

保
障

制
度

改
革

国
民

会
議

報
告

書
（2

0
1
3
）で

は
、
2
0

世
紀

の
医

療
は

救
命

・延
命

、
治

癒
、
社

会
復

帰
を

前
提

と
し

た
「病

院
完

結
型

」医
療

で
あ

る
の

に
対

し
て

、
今

の
時

代
に

求
め

ら
れ

る
医

療
は

病
気

と
共

存
し

な
が

ら
Ｑ

Ｏ
Ｌ
(Q

ua
lit

y
 o

f 
L
if
e
)の

維
持

・
向

上
を

目
指

す
医

療
、

患
者

の
住

み
慣

れ
た

地
域

や
自

宅
で

の
生

活
の

た
め

の
医

療
、

地
域

全

体
で

治
し

、
支

え
る

「
地

域
完

結
型

」
医

療
で

あ
る

と
し

た
。
 

３
 
2
0
1
4

年
に

制
定

さ
れ

た
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
を

総
合

的
に

確
保

す
る

た
め

の
基

本
的

な
方

針
（2

0
1
4

年
9

月
／

厚
生

労
働

大
臣

告
示

）」
で

は
、
「効

率
的

な
質

の
高

い
医

療
提

供
体

制
の

構
築

」と
「地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」は
「車

の
両

輪
」
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

。
 

４
 
2
0
1
4

年
に

制
定

さ
れ

た
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
「地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
高

齢
者

が
、
可

能
な

限
り
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

そ
の

有
す

る
能

力
に

応
じ

自
立

し
た

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

医
療

、
介

護
、

介
護

予
防

（
要

介
護

状
態

若
し

く
は

要
支

援
状

態
と

な
る

こ
と

の

予
防

又
は

要
介

護
状

態
若

し
く
は

要
支

援
状

態
の

軽
減

若
し

く
は

悪
化

の
防

止
を

い
う
。
）
、

住
ま

い
及

び
自

立
し

た
日

常
生

活
の

支
援

が
包

括
的

に
確

保
さ

れ
る

体
制

」
と

定
義

さ
れ

て
い

る
。

 

５
 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
５

つ
の

要
素

と
は

、
「
住

ま
い

」
「
医

療
」
「
介

護
」
「
介

護
予

防
」
「
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
」
で

あ
り
、
こ

れ
ら

が
、

お
お

む
ね

 3
0
 分

以
内

に
駆

け
つ

け
ら

れ
る

日
常

生
活

圏
域

で
提

供
で

き
る

体
制

を
め

ざ
し

て
い

る
。
 

６
 
一

般
的

に
は

、
 

自
助

と
は

、
自

身
や

家
族

に
よ

る
対

応
、
市

場
サ

ー
ビ

ス
の

購
入

等
を

さ
す

 

互
助

（共
助

）と
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

支
援

、
地

域
住

民
の

取
組

み
を

さ
す

 

公
助

と
は

、
公

的
制

度
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
を

さ
す

 

７
 
た

だ
し

、
厚

生
労

働
省

は
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
 

共
助

を
、
社

会
保

険
料

に
も

と
づ

く
サ

ー
ビ

ス
 

公
助

を
、
公

費
（税

金
）に

も
と

づ
く
サ

ー
ビ

ス
と

 

と
い

う
独

特
の

区
分

を
し

て
い

る
。
 

 ◆
介

護
保
険
事

業
計

画
、
医

療
計

画
 

１
 
市

町
村

介
護

保
険

事
業

計
画

は
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

整
備

す
る

た
め

に
市

町
村

が
策

定
す

る
も

の
で

、
要

介
護

者
等

の
数

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

ご
と

の
見

込
み

、
確

保
方

策
等

に
つ

い

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

7 
 

て
定

め
て

い
る

。
３
年

を
１
期

と
し

て
改

定
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 

日
常

生
活

圏
域

は
、

介
護

保
険

施
策

に
お

い
て

設
計

さ
れ

る
圏

域
で

、
市

町
村

は
日

常
生

活
圏

域
に

着
目

し
て

施
設

・
事

業
所

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

る
。

概
ね

中
学

校
区

程
度

が
目

安
と

さ
れ

て
い

る
。
 

３
 
医

療
計

画
は

、
医

療
提

供
体

制
の

確
保

を
構

築
す

る
た

め
に

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

も
の

で
あ

る
。

そ
の

内
容

は
、
５
疾

病
（
が

ん
、
脳

卒
中

、
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

、
精

神
疾

患
）
、

５

事
業

（（
救

急
医

療
、
災

害
時

に
お

け
る

医
療

、
へ

き
地

の
医

療
、
周

産
期

医
療

、
小

児
医

療
）、

在
宅

医
療

に
係

る
目

標
や

、
病

床
機

能
分

化
の

推
進

策
等

を
定

め
て

い
る

。
 

４
 

医
療

計
画

は
従

来
５

年
を

１
期

に
改

定
さ

れ
て

い
た

が
、

病
床

の
機

能
分

化
・
連

携
の

推
進

に
伴

う
、

在
宅

医
療

等
の

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

必
要

量
に

つ
い

て
、

介
護

保
険

事
業

計
画

と
の

整
合

性
を

図
る

た
め

に
同

時
改

定
す

る
こ

と
と

し
た

こ
と

か
ら

、
2
0
1
8

年
度

か
ら

計
画

期
間

が
６
年

を
１
期

と
し

て
改

定
す

る
形

に
制

度
改

正
さ

れ
た

。
 

５
 
一

次
医

療
圏

は
、
身

近
な

医
療

を
提

供
す

る
医

療
提

供
圏

域
を

意
味

し
、
市

町
村

を
単

位
と

す
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

 

６
 
二

次
医

療
圏

は
、
特

殊
な

医
療

を
除

く
一

般
的

な
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

医
療

圏
で

、
複

数
の

市
町

村
を

１
つ

の
単

位
と

し
て

設
定

さ
れ

る
。
 

７
 
三

次
医

療
圏

は
、
最

先
端

、
高

度
な

技
術

を
提

供
す

る
特

殊
な

医
療

を
行

う
医

療
圏

で
、
原

則
と

し
て

、
都

道
府

県
を

単
位

と
し

て
設

定
さ

れ
る

。
 

 ◆
医

療
介
護
連

携
関

係
 

１
 

特
定

機
能

病
院

は
、

①
高

度
の

医
療

を
提

供
す

る
能

力
、
②

高
度

の
医

療
技

術
の

開
発

及
び

評
価

を
行

う
能

力
、

③
高

度
の

医
療

に
関

す
る

研
修

を
行

わ
せ

る
能

力
が

あ
り
、

主
要

な
診

療
科

が
1
0

科
以

上
で

、
集

中
治

療
室

や
無

菌
病

室
な

ど
の

高
度

医
療

を
行

う
設

備
を

持
ち

、
4
0
0

人
以

上
（厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
数

）の
患

者
を

入
院

さ
せ

る
た

め
の

施
設

を
有

す

る
。
 

２
 

地
域

医
療

支
援

病
院

は
、

地
域

の
他

の
医

療
機

関
（
か

か
り
つ

け
医

、
歯

科
医

等
）
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
そ

の
役

割
は

、
①

紹
介

患
者

に
対

す
る

医
療

の
提

供
、

②
医

療

機
器

の
共

同
利

用
の

実
施

、
③

救
急

医
療

の
提

供
、
④

地
域

の
医

療
従

事
者

に
対

す
る

研
修

の
実

施
、
等

で
あ

る
。
 

３
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
役

割
は

、
①

急
性

期
治

療
を

経
過

し
た

患
者

、
及

び
②

在
宅

で
療

養
を

行
っ

て
い

る
患

者
等

を
受

け
入

れ
、

③
在

宅
復

帰
を

支
援

す
る

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

施
設

基

準
の

一
つ

と
し

て
、
在

宅
復

帰
に

係
る

職
員

の
配

置
、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
職

員
の

配
置

等
の

職
員

配
置

の
要

件
等

が
課

さ
れ

て
い

る
。
 

４
 

回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

と
は

、
脳

血
管

疾
患

、
大

腿
骨

頚
部

骨
折

等
の

患
者

に
対

し
て

、
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

向
上

に
よ

る
寝

た
き

り
の

防
止

と
家

庭
復

帰
を

目
的

と
し

た
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
集

中
的

に
行

う
た

め
の

病
棟

で
あ

る
。

そ
の

施
設

基
準

と
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

配
置

等
が

課
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

実
践

評
価

と
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

、
重

傷
者

の
割

合
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

改
善

、
自

宅
等

へ
の

退
院

率
が

評
価

さ
れ

る
。
 

５
 
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

と
は

、
在

宅
医

療
に

積
極

的
な

役
割

を
担

う
医

療
機

関
で

、
そ

の
主

な
要

件
は

下
記

で
あ

る
。
 

・患
者

と
医

師
ま

た
は

看
護

師
が

、
2
4

時
間

連
絡

を
取

れ
る

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・2
4

時
間

往
診

の
可

能
な

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・2
4

時
間

訪
問

看
護

が
提

供
で

き
る

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・緊
急

時
に

お
い

て
、
連

携
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
検

査
・入

院
時

の
ベ

ッ
ド
を

確
保

し
、
そ

の
際

に
円

滑
な

情
報

提
供

が
な

さ
れ

る
こ

と
。
 

・地
域

の
介

護
・福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

6 
 「地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
」
で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
を

め
ぐ

る
動

向
・

取
組
 

 ◆
地

域
包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
の

法
的

枠
組

み
・

概
念
 

１
 
2
0
1
1

年
の

介
護

保
険

法
改

正
（2

0
1
2

年
4

月
施

行
）に

よ
っ

て
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

国
及

び
地

方
公

共
団

体
の

責
務

が
定

め
ら

れ
た

。
 

２
 
2
0
1
3

年
の

社
会

保
障

制
度

改
革

国
民

会
議

報
告

書
（2

0
1
3
）で

は
、
2
0

世
紀

の
医

療
は

救
命

・延
命

、
治

癒
、
社

会
復

帰
を

前
提

と
し

た
「病

院
完

結
型

」医
療

で
あ

る
の

に
対

し
て

、
今

の
時

代
に

求
め

ら
れ

る
医

療
は

病
気

と
共

存
し

な
が

ら
Ｑ

Ｏ
Ｌ
(Q

ua
lit

y
 o

f 
L
if
e
)の

維
持

・
向

上
を

目
指

す
医

療
、

患
者

の
住

み
慣

れ
た

地
域

や
自

宅
で

の
生

活
の

た
め

の
医

療
、

地
域

全

体
で

治
し

、
支

え
る

「
地

域
完

結
型

」
医

療
で

あ
る

と
し

た
。
 

３
 
2
0
1
4

年
に

制
定

さ
れ

た
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
を

総
合

的
に

確
保

す
る

た
め

の
基

本
的

な
方

針
（2

0
1
4

年
9

月
／

厚
生

労
働

大
臣

告
示

）」
で

は
、
「効

率
的

な
質

の
高

い
医

療
提

供
体

制
の

構
築

」と
「地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」は
「車

の
両

輪
」
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
る

。
 

４
 
2
0
1
4

年
に

制
定

さ
れ

た
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
は

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、
「地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
高

齢
者

が
、
可

能
な

限
り
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

そ
の

有
す

る
能

力
に

応
じ

自
立

し
た

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

医
療

、
介

護
、

介
護

予
防

（
要

介
護

状
態

若
し

く
は

要
支

援
状

態
と

な
る

こ
と

の

予
防

又
は

要
介

護
状

態
若

し
く
は

要
支

援
状

態
の

軽
減

若
し

く
は

悪
化

の
防

止
を

い
う
。
）
、

住
ま

い
及

び
自

立
し

た
日

常
生

活
の

支
援

が
包

括
的

に
確

保
さ

れ
る

体
制

」
と

定
義

さ
れ

て
い

る
。

 

５
 
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
５

つ
の

要
素

と
は

、
「
住

ま
い

」
「
医

療
」
「
介

護
」
「
介

護
予

防
」
「
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
」
で

あ
り
、
こ

れ
ら

が
、

お
お

む
ね

 3
0
 分

以
内

に
駆

け
つ

け
ら

れ
る

日
常

生
活

圏
域

で
提

供
で

き
る

体
制

を
め

ざ
し

て
い

る
。
 

６
 
一

般
的

に
は

、
 

自
助

と
は

、
自

身
や

家
族

に
よ

る
対

応
、
市

場
サ

ー
ビ

ス
の

購
入

等
を

さ
す

 

互
助

（共
助

）と
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

支
援

、
地

域
住

民
の

取
組

み
を

さ
す

 

公
助

と
は

、
公

的
制

度
に

基
づ

く
サ

ー
ビ

ス
を

さ
す

 

７
 
た

だ
し

、
厚

生
労

働
省

は
、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
 

共
助

を
、
社

会
保

険
料

に
も

と
づ

く
サ

ー
ビ

ス
 

公
助

を
、
公

費
（税

金
）に

も
と

づ
く
サ

ー
ビ

ス
と

 

と
い

う
独

特
の

区
分

を
し

て
い

る
。
 

 ◆
介

護
保
険
事

業
計

画
、
医

療
計

画
 

１
 
市

町
村

介
護

保
険

事
業

計
画

は
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

整
備

す
る

た
め

に
市

町
村

が
策

定
す

る
も

の
で

、
要

介
護

者
等

の
数

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

種
類

ご
と

の
見

込
み

、
確

保
方

策
等

に
つ

い

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

7 
 

て
定

め
て

い
る

。
３
年

を
１
期

と
し

て
改

定
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 

日
常

生
活

圏
域

は
、

介
護

保
険

施
策

に
お

い
て

設
計

さ
れ

る
圏

域
で

、
市

町
村

は
日

常
生

活
圏

域
に

着
目

し
て

施
設

・
事

業
所

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

る
。

概
ね

中
学

校
区

程
度

が
目

安
と

さ
れ

て
い

る
。
 

３
 
医

療
計

画
は

、
医

療
提

供
体

制
の

確
保

を
構

築
す

る
た

め
に

、
都

道
府

県
が

策
定

す
る

も
の

で
あ

る
。

そ
の

内
容

は
、
５
疾

病
（
が

ん
、
脳

卒
中

、
心

血
管

疾
患

、
糖

尿
病

、
精

神
疾

患
）
、

５

事
業

（（
救

急
医

療
、
災

害
時

に
お

け
る

医
療

、
へ

き
地

の
医

療
、
周

産
期

医
療

、
小

児
医

療
）、

在
宅

医
療

に
係

る
目

標
や

、
病

床
機

能
分

化
の

推
進

策
等

を
定

め
て

い
る

。
 

４
 

医
療

計
画

は
従

来
５

年
を

１
期

に
改

定
さ

れ
て

い
た

が
、

病
床

の
機

能
分

化
・
連

携
の

推
進

に
伴

う
、

在
宅

医
療

等
の

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

必
要

量
に

つ
い

て
、

介
護

保
険

事
業

計
画

と
の

整
合

性
を

図
る

た
め

に
同

時
改

定
す

る
こ

と
と

し
た

こ
と

か
ら

、
2
0
1
8

年
度

か
ら

計
画

期
間

が
６
年

を
１
期

と
し

て
改

定
す

る
形

に
制

度
改

正
さ

れ
た

。
 

５
 
一

次
医

療
圏

は
、
身

近
な

医
療

を
提

供
す

る
医

療
提

供
圏

域
を

意
味

し
、
市

町
村

を
単

位
と

す
る

と
考

え
ら

れ
て

い
る

 

６
 
二

次
医

療
圏

は
、
特

殊
な

医
療

を
除

く
一

般
的

な
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

医
療

圏
で

、
複

数
の

市
町

村
を

１
つ

の
単

位
と

し
て

設
定

さ
れ

る
。
 

７
 
三

次
医

療
圏

は
、
最

先
端

、
高

度
な

技
術

を
提

供
す

る
特

殊
な

医
療

を
行

う
医

療
圏

で
、
原

則
と

し
て

、
都

道
府

県
を

単
位

と
し

て
設

定
さ

れ
る

。
 

 ◆
医

療
介
護
連

携
関

係
 

１
 

特
定

機
能

病
院

は
、

①
高

度
の

医
療

を
提

供
す

る
能

力
、
②

高
度

の
医

療
技

術
の

開
発

及
び

評
価

を
行

う
能

力
、

③
高

度
の

医
療

に
関

す
る

研
修

を
行

わ
せ

る
能

力
が

あ
り
、

主
要

な
診

療
科

が
1
0

科
以

上
で

、
集

中
治

療
室

や
無

菌
病

室
な

ど
の

高
度

医
療

を
行

う
設

備
を

持
ち

、
4
0
0

人
以

上
（厚

生
労

働
省

令
で

定
め

る
数

）の
患

者
を

入
院

さ
せ

る
た

め
の

施
設

を
有

す

る
。
 

２
 

地
域

医
療

支
援

病
院

は
、

地
域

の
他

の
医

療
機

関
（
か

か
り
つ

け
医

、
歯

科
医

等
）
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
そ

の
役

割
は

、
①

紹
介

患
者

に
対

す
る

医
療

の
提

供
、

②
医

療

機
器

の
共

同
利

用
の

実
施

、
③

救
急

医
療

の
提

供
、
④

地
域

の
医

療
従

事
者

に
対

す
る

研
修

の
実

施
、
等

で
あ

る
。
 

３
 

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
役

割
は

、
①

急
性

期
治

療
を

経
過

し
た

患
者

、
及

び
②

在
宅

で
療

養
を

行
っ

て
い

る
患

者
等

を
受

け
入

れ
、

③
在

宅
復

帰
を

支
援

す
る

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

施
設

基

準
の

一
つ

と
し

て
、
在

宅
復

帰
に

係
る

職
員

の
配

置
、
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
係

る
職

員
の

配
置

等
の

職
員

配
置

の
要

件
等

が
課

さ
れ

て
い

る
。
 

４
 

回
復

期
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

と
は

、
脳

血
管

疾
患

、
大

腿
骨

頚
部

骨
折

等
の

患
者

に
対

し
て

、
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

向
上

に
よ

る
寝

た
き

り
の

防
止

と
家

庭
復

帰
を

目
的

と
し

た
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
集

中
的

に
行

う
た

め
の

病
棟

で
あ

る
。

そ
の

施
設

基
準

と
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

配
置

等
が

課
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

実
践

評
価

と
し

て
、

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

実
績

、
重

傷
者

の
割

合
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
の

改
善

、
自

宅
等

へ
の

退
院

率
が

評
価

さ
れ

る
。
 

５
 
在

宅
療

養
支

援
診

療
所

と
は

、
在

宅
医

療
に

積
極

的
な

役
割

を
担

う
医

療
機

関
で

、
そ

の
主

な
要

件
は

下
記

で
あ

る
。
 

・患
者

と
医

師
ま

た
は

看
護

師
が

、
2
4

時
間

連
絡

を
取

れ
る

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・2
4

時
間

往
診

の
可

能
な

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・2
4

時
間

訪
問

看
護

が
提

供
で

き
る

体
制

を
確

保
す

る
こ

と
 

・緊
急

時
に

お
い

て
、
連

携
す

る
保

険
医

療
機

関
に

お
い

て
検

査
・入

院
時

の
ベ

ッ
ド
を

確
保

し
、
そ

の
際

に
円

滑
な

情
報

提
供

が
な

さ
れ

る
こ

と
。
 

・地
域

の
介

護
・福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

と
連

携
し

て
い

る
こ

と
。
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対
す
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画
 

8 
 ６
 
在

宅
療

養
支

援
病

院
と

は
、
診

療
所

の
な

い
地

域
（2

0
0

床
未

満
ま

た
は

4
㎞

以
内

に
診

療
所

が
な

い
病

院
）に

お
い

て
、
在

胎
量

要
支

援
診

療
所

と
同

様
に

、
在

宅
医

療
の

主
宅

担
い

手
と

な
っ

て
い

る
病

院
で

あ
る

。
 

７
 

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

と
は

、
緊

急
時

の
入

院
を

受
け

入
る

こ
と

で
在

宅
医

療
の

後
方

支
援

を
行

う
病

院
で

あ
る

。
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
に

対
す

る
医

療
連

携
体

制

加
算

の
要

件
と

は
、
 

①
正

看
護

師
を

１
名

以
上

確
保

し
て

い
る

こ
と

（職
員

と
し

て
も

し
く
は

病
院

・訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
携

に
よ

り
）、

 

②
正

看
護

師
と

の
間

に
2
4

時
間

連
ら

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

 

③
③

「重
度

化
し

た
場

合
の

対
応

に
係

る
指

針
」
を

定
め

、
入

居
の

際
に

、
入

居
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
て

、
当

該
指

針
の

内
容

を
説

明
し

、
同

意
を

得
て

い
る

こ
と

。
 

８
 
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
、
治

療
や

検
査

ご
と

に
つ

く
ら

れ
た

標
準

的
な

診
療

計
画

、
診

療
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

あ
る

。
 

※
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
も

と
も

と
製

造
工

業
で

使
わ

れ
て

い
た

管
理

手
法

の
用

語
で

あ
る

。
医

療
に

適
し

た
言

葉
と

し
て

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

（
C
lin

ic
al

 P
at

h）
が

使
わ

れ
る

こ
と

も
多

く
な

っ
て

い

る
。
 

９
 

地
域

連
携

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
、

大
腿

骨
警

部
骨

折
、
脳

卒
中

な
ど

の
疾

患
ご

と
に

、
急

性
期

病
院

か
ら

回
復

期
病

院
を

経
て

早
期

に
自

宅
に

帰
れ

る
よ

う
な

診
療

計
画

を
作

成
し

、
患

者
が

治
療

を
受

け
る

全
て

の
医

療
機

関
で

共
有

し
て

用
い

る
も

の
で

あ
る

。
 

1
0
 
厚

生
労

働
省

の
「
認

知
症

施
策

検
討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

」
の

報
告

書
に

よ
れ

ば
、
「
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

」
と

は
「
認

知
症

の
人

の
状

態
に

応
じ

た
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
流

れ
」
と

さ
れ

て

い
る

。
 

1
1
 
ケ

ア
サ

イ
ク

ル
と

は
、
高

齢
者

が
加

齢
に

と
も

な
う
疾

患
・障

害
等

に
よ

っ
て

、
急

性
期

ケ
ア

、
回

復
期

ケ
ア

、
長

期
ケ

ア
、
慢

性
期

ケ
ア

等
を

循
環

す
る

と
い

う
考

え
方

で
あ

る
。
 

1
2
 
リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
と

は
、
終

末
期

に
臨

む
医

療
の

在
り
方

に
つ

い
て

の
、
書

面
に

よ
る

生
前

の
意

思
表

示
の

こ
と

を
い

う
。
 

1
3
 
ア

ド
バ

ン
ス

・
ケ

ア
・プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（a

dv
an

ce
 c

ar
e
 p

la
nn

in
g
／

Ａ
Ｃ

Ｐ
）と

は
、
終

末
期

で
意

思
決

定
が

不
可

能
に

な
る

前
に

、
自

ら
が

望
む

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
医

療
・ケ

ア
に

つ

い
て

、
患

者
や

家
族

が
前

も
っ

て
考

え
、
医

療
・ケ

ア
チ

ー
ム

等
と

繰
り
返

し
話

し
合

い
共

有
す

る
取

組
で

あ
る

。
厚

生
労

働
省

は
、
Ａ

Ｃ
Ｐ
の

愛
称

を
「人

生
会

議
」
と

し
た

。
 

1
4
 
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

で
は

、
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

及
び

ケ
ア

の
方

針
の

決
定

に
つ

い
て

の
次

の
手

続
を

示
し

て
い

る
。
 

○
 
患

者
の

意
思

が
確

認
で

き
る

場
合

に
は

、
患

者
と

医
療

従
事

者
と

が
十

分
な

話
し

合
い

を
行

い
、

患
者

が
意

思
決

定
を

行
い

、
そ

の
内

容
を

文
書

に
ま

と
め

て
お

く
。
説

明
は

、
時

間
の

経
過

、
病

状
の

変
化

、
医

学
的

評
価

の
変

更
に

応
じ

て
そ

の
都

度
行

う
。
 

○
 

患
者

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

場
合

に
は

、
家

族
が

患
者

の
意

思
を

推
定

で
き

る
場

合
に

は
、

そ
の

推
定

意
思

を
尊

重
し

、
患

者
に

と
っ

て
の

最
善

の
治

療
方

針
を

と
る

こ
と

を
基

本

と
す

る
。
 
 

○
 

患
者

・
医

療
従

事
者

間
で

妥
当

で
適

切
な

医
療

内
容

に
つ

い
て

合
意

が
得

ら
れ

な
い

場
合

等
に

は
、

複
数

の
専

門
家

か
ら

な
る

委
員

会
を

設
置

し
、

治
療

方
針

の
検

討
及

び
助

言

を
行

う
こ

と
が

必
要

。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
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る
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グ
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 ○

自
分

の
地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔

地
域

ニ
ー

ズ
、

既
存

資
源
〕

等
の

調
査
 

 ◆
地

域
の
圏
域

及
び

資
源

 

１
 
学

区
は

戦
前

（明
治

か
ら

昭
和

初
期

）ま
で

の
町

村
の

単
位

に
な

っ
て

い
た

な
ど

、
地

域
の

成
り
立

ち
を

理
解

す
る

う
え

で
重

要
な

圏
域

で
あ

る
。
全

国
に

小
学

校
区

は
約

2
万

、
中

学
校

区

は
約

１
万

あ
る

。
 

２
 

町
内

会
・
自

治
会

は
、

原
則

と
し

て
区

域
に

住
所

を
も

つ
全

世
帯

が
加

入
し

、
区

域
で

住
民

が
共

同
で

処
理

す
べ

き
さ

ま
ざ

ま
な

事
柄

（
ご

み
処

理
、

環
境

美
化

、
防

災
・
防

火
、

ま
つ

り
・
運

動
会

な
ど

の
行

事
、
慶

弔
な

ど
）に

包
括

的
に

取
り
組

ん
で

い
る

。
全

国
に

約
3
0

万
あ

る
。
 

３
 

日
常

生
活

圏
域

は
、

介
護

保
険

施
策

に
お

い
て

設
計

さ
れ

る
圏

域
で

、
市

町
村

は
日

常
生

活
圏

域
に

着
目

し
て

施
設

・
事

業
所

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

る
。

概
ね

中
学

校
区

程
度

が
目

安
と

さ
れ

て
い

る
が

、
実

際
は

複
数

中
学

校
区

の
場

合
も

あ
り
、

ま
た

市
町

村
の

方
針

や
成

り
立

ち
に

よ
っ

て
も

広
さ

が
異

な
る

。
ま

た
、

日
常

生
活

圏
域

に
は

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

４
 

町
内

会
・
自

治
会

は
、

原
則

と
し

て
区

域
に

住
所

を
も

つ
全

世
帯

が
加

入
し

、
区

域
で

住
民

が
共

同
で

処
理

す
べ

き
さ

ま
ざ

ま
な

事
柄

（
ご

み
処

理
、

環
境

美
化

、
防

災
・
防

火
、

ま
つ

り
・
運

動
会

な
ど

の
行

事
、
慶

弔
な

ど
）に

包
括

的
に

取
り
組

ん
で

い
る

。
全

国
に

約
3
0

万
あ

る
。
 

５
 

民
生

委
員

は
、

民
生

委
員

法
に

基
づ

い
て

配
置

さ
れ

る
、

無
報

酬
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

る
。

厚
生

労
働

大
臣

か
ら

委
嘱

さ
れ

た
、

特
別

職
の

地
方

公
務

員
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
を

わ
け

て
担

当
し

（
原

則
と

し
て

そ
の

民
生

委
員

が
住

ん
で

い
る

地
域

を
担

当
）、

支
援

を
必

要
と

す
る

住
民

の
把

握
、
訪

問
、
相

談
、
援

助
等

を
行

う
。

全
国

に
約

2
3

万
人

い
る

。
 

６
 

当
事

者
組

織
と

は
、

問
題

・
課

題
を

抱
え

る
本

人
（
=
当

事
者

）
が

自
分

た
ち

の
問

題
解

決
の

た
め

に
つ

く
る

団
体

。
当

事
者

に
必

要
な

情
報

交
換

、
相

談
（
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
）
、

交
流

・
親

睦
、
行

政
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

機
関

へ
の

要
望

な
ど

を
行

う
。
認

知
症

の
本

人
の

人
の

会
、
家

族
会

な
ど

も
当

事
者

組
織

で
あ

る
。
 

７
 

住
民

に
よ

る
福

祉
活

動
に

は
、

支
援

が
必

要
な

人
を

発
見

す
る

／
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

ぐ
／

安
否

を
確

認
す

る
／

緊
急

時
に

対
応

す
る

／
生

活
情

報
を

届
け

る
／

孤
独

や
不

安
を

解
消

す
る

／
役

割
出

番
を

つ
く
る

と
い

っ
た

役
割

が
あ

る
。
 

８
 
社

会
福

祉
協

議
会

は
、
社

会
福

祉
法

に
地

域
福

祉
の

推
進

を
目

的
と

す
る

団
体

と
し

て
規

定
さ

れ
た

社
会

福
祉

法
人

で
あ

る
。
す

べ
て

の
市

区
町

村
、
都

道
府

県
に

設
置

さ
れ

て
い

る
。
地

域
福

祉
推

進
に

関
す

る
事

業
と

し
て

は
、

①
地

域
福

祉
活

動
計

画
の

策
定

、
地

域
福

祉
計

画
策

定
へ

の
協

力
、

②
住

民
の

福
祉

活
動

の
支

援
、

③
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
④

民
生

委
員

・児
童

委
員

と
の

連
携

、
⑤

福
祉

教
育

の
推

進
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
 

９
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

日
常

生
活

圏
域

（
概

ね
中

学
校

区
と

さ
れ

る
が

市
町

村
に

よ
っ

て
異

な
る

）
を

担
当

し
そ

の
区

域
の

高
齢

福
祉

の
総

合
相

談
（
総

合
相

談
支

援
業

務
）
、

介

護
予

防
の

推
進

（
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
）
、

地
域

の
高

齢
者

の
生

活
状

況
の

把
握

、
虐

待
対

応
・
成

年
後

見
利

用
促

進
（
権

利
擁

護
業

務
）
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

支
援

（
包

括

的
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト支

援
業

務
）な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
 

 
介

護
予

防
の

推
進

や
地

域
の

高
齢

者
の

生
活

状
況

の
把

握
な

ど
の

業
務

の
一

環
と

し
て

、
予

防
活

動
グ

ル
ー

プ
づ

く
り
、

高
齢

者
の

見
守

り
体

制
づ

く
り
、

サ
ロ

ン
づ

く
り
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ

ー
の

養
成

、
地

域
の

団
体

が
参

加
す

る
地

域
ケ

ア
会

議
の

開
催

、
地

域
課

題
に

対
応

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
な

ど
を

行
っ

て
い

る
 

  

16
5

184
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 ６
 
在

宅
療

養
支

援
病

院
と

は
、
診

療
所

の
な

い
地

域
（2

0
0

床
未

満
ま

た
は

4
㎞

以
内

に
診

療
所

が
な

い
病

院
）に

お
い

て
、
在

胎
量

要
支

援
診

療
所

と
同

様
に

、
在

宅
医

療
の

主
宅

担
い

手
と

な
っ

て
い

る
病

院
で

あ
る

。
 

７
 

在
宅

療
養

後
方

支
援

病
院

と
は

、
緊

急
時

の
入

院
を

受
け

入
る

こ
と

で
在

宅
医

療
の

後
方

支
援

を
行

う
病

院
で

あ
る

。
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
に

対
す

る
医

療
連

携
体

制

加
算

の
要

件
と

は
、
 

①
正

看
護

師
を

１
名

以
上

確
保

し
て

い
る

こ
と

（職
員

と
し

て
も

し
く
は

病
院

・訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
携

に
よ

り
）、

 

②
正

看
護

師
と

の
間

に
2
4

時
間

連
ら

で
き

る
体

制
を

確
保

し
て

い
る

こ
と

 

③
③

「重
度

化
し

た
場

合
の

対
応

に
係

る
指

針
」
を

定
め

、
入

居
の

際
に

、
入

居
者

又
は

そ
の

家
族

に
対

し
て

、
当

該
指

針
の

内
容

を
説

明
し

、
同

意
を

得
て

い
る

こ
と

。
 

８
 
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
、
治

療
や

検
査

ご
と

に
つ

く
ら

れ
た

標
準

的
な

診
療

計
画

、
診

療
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

あ
る

。
 

※
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
も

と
も

と
製

造
工

業
で

使
わ

れ
て

い
た

管
理

手
法

の
用

語
で

あ
る

。
医

療
に

適
し

た
言

葉
と

し
て

ク
リ
ニ

カ
ル

パ
ス

（
C
lin

ic
al

 P
at

h）
が

使
わ

れ
る

こ
と

も
多

く
な

っ
て

い

る
。
 

９
 

地
域

連
携

ク
リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
と

は
、

大
腿

骨
警

部
骨

折
、
脳

卒
中

な
ど

の
疾

患
ご

と
に

、
急

性
期

病
院

か
ら

回
復

期
病

院
を

経
て

早
期

に
自

宅
に

帰
れ

る
よ

う
な

診
療

計
画

を
作

成
し

、
患

者
が

治
療

を
受

け
る

全
て

の
医

療
機

関
で

共
有

し
て

用
い

る
も

の
で

あ
る

。
 

1
0
 
厚

生
労

働
省

の
「
認

知
症

施
策

検
討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
チ

ー
ム

」
の

報
告

書
に

よ
れ

ば
、
「
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

」
と

は
「
認

知
症

の
人

の
状

態
に

応
じ

た
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
流

れ
」
と

さ
れ

て

い
る

。
 

1
1
 
ケ

ア
サ

イ
ク

ル
と

は
、
高

齢
者

が
加

齢
に

と
も

な
う
疾

患
・障

害
等

に
よ

っ
て

、
急

性
期

ケ
ア

、
回

復
期

ケ
ア

、
長

期
ケ

ア
、
慢

性
期

ケ
ア

等
を

循
環

す
る

と
い

う
考

え
方

で
あ

る
。
 

1
2
 
リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
と

は
、
終

末
期

に
臨

む
医

療
の

在
り
方

に
つ

い
て

の
、
書

面
に

よ
る

生
前

の
意

思
表

示
の

こ
と

を
い

う
。
 

1
3
 
ア

ド
バ

ン
ス

・
ケ

ア
・プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（a

dv
an

ce
 c

ar
e
 p

la
nn

in
g
／

Ａ
Ｃ

Ｐ
）と

は
、
終

末
期

で
意

思
決

定
が

不
可

能
に

な
る

前
に

、
自

ら
が

望
む

人
生

の
最

終
段

階
に

お
け

る
医

療
・ケ

ア
に

つ

い
て

、
患

者
や

家
族

が
前

も
っ

て
考

え
、
医

療
・ケ

ア
チ

ー
ム

等
と

繰
り
返

し
話

し
合

い
共

有
す

る
取

組
で

あ
る

。
厚

生
労

働
省

は
、
Ａ

Ｃ
Ｐ
の

愛
称

を
「人

生
会

議
」
と

し
た

。
 

1
4
 
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

の
決

定
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

で
は

、
人

生
の

最
終

段
階

に
お

け
る

医
療

及
び

ケ
ア

の
方

針
の

決
定

に
つ

い
て

の
次

の
手

続
を

示
し

て
い

る
。
 

○
 
患

者
の

意
思

が
確

認
で

き
る

場
合

に
は

、
患

者
と

医
療

従
事

者
と

が
十

分
な

話
し

合
い

を
行

い
、

患
者

が
意

思
決

定
を

行
い

、
そ

の
内

容
を

文
書

に
ま

と
め

て
お

く
。
説

明
は

、
時

間
の

経
過

、
病

状
の

変
化

、
医

学
的

評
価

の
変

更
に

応
じ

て
そ

の
都

度
行

う
。
 

○
 

患
者

の
意

思
が

確
認

で
き

な
い

場
合

に
は

、
家

族
が

患
者

の
意

思
を

推
定

で
き

る
場

合
に

は
、

そ
の

推
定

意
思

を
尊

重
し

、
患

者
に

と
っ

て
の

最
善

の
治

療
方

針
を

と
る

こ
と

を
基

本

と
す

る
。
 
 

○
 

患
者

・
医

療
従

事
者

間
で

妥
当

で
適

切
な

医
療

内
容

に
つ

い
て

合
意

が
得

ら
れ

な
い

場
合

等
に

は
、

複
数

の
専

門
家

か
ら

な
る

委
員

会
を

設
置

し
、

治
療

方
針

の
検

討
及

び
助

言

を
行

う
こ

と
が

必
要

。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
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 ○

自
分

の
地
域

に
お

け
る

地
域

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
の

課
題

等
の

把
握

と
〔
地

域
ニ

ー
ズ

、
既

存
資

源
〕

等
の

調
査
 

 ◆
地

域
の
圏
域

及
び

資
源

 

１
 
学

区
は

戦
前

（明
治

か
ら

昭
和

初
期

）ま
で

の
町

村
の

単
位

に
な

っ
て

い
た

な
ど

、
地

域
の

成
り
立

ち
を

理
解

す
る

う
え

で
重

要
な

圏
域

で
あ

る
。
全

国
に

小
学

校
区

は
約

2
万

、
中

学
校

区

は
約

１
万

あ
る

。
 

２
 

町
内

会
・
自

治
会

は
、

原
則

と
し

て
区

域
に

住
所

を
も

つ
全

世
帯

が
加

入
し

、
区

域
で

住
民

が
共

同
で

処
理

す
べ

き
さ

ま
ざ

ま
な

事
柄

（
ご

み
処

理
、

環
境

美
化

、
防

災
・
防

火
、

ま
つ

り
・
運

動
会

な
ど

の
行

事
、
慶

弔
な

ど
）に

包
括

的
に

取
り
組

ん
で

い
る

。
全

国
に

約
3
0

万
あ

る
。
 

３
 

日
常

生
活

圏
域

は
、

介
護

保
険

施
策

に
お

い
て

設
計

さ
れ

る
圏

域
で

、
市

町
村

は
日

常
生

活
圏

域
に

着
目

し
て

施
設

・
事

業
所

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

る
。

概
ね

中
学

校
区

程
度

が
目

安
と

さ
れ

て
い

る
が

、
実

際
は

複
数

中
学

校
区

の
場

合
も

あ
り
、

ま
た

市
町

村
の

方
針

や
成

り
立

ち
に

よ
っ

て
も

広
さ

が
異

な
る

。
ま

た
、

日
常

生
活

圏
域

に
は

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

４
 

町
内

会
・
自

治
会

は
、

原
則

と
し

て
区

域
に

住
所

を
も

つ
全

世
帯

が
加

入
し

、
区

域
で

住
民

が
共

同
で

処
理

す
べ

き
さ

ま
ざ

ま
な

事
柄

（
ご

み
処

理
、

環
境

美
化

、
防

災
・
防

火
、

ま
つ

り
・
運

動
会

な
ど

の
行

事
、
慶

弔
な

ど
）に

包
括

的
に

取
り
組

ん
で

い
る

。
全

国
に

約
3
0

万
あ

る
。
 

５
 

民
生

委
員

は
、

民
生

委
員

法
に

基
づ

い
て

配
置

さ
れ

る
、

無
報

酬
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
あ

る
。

厚
生

労
働

大
臣

か
ら

委
嘱

さ
れ

た
、

特
別

職
の

地
方

公
務

員
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
を

わ
け

て
担

当
し

（
原

則
と

し
て

そ
の

民
生

委
員

が
住

ん
で

い
る

地
域

を
担

当
）、

支
援

を
必

要
と

す
る

住
民

の
把

握
、
訪

問
、
相

談
、
援

助
等

を
行

う
。

全
国

に
約

2
3

万
人

い
る

。
 

６
 

当
事

者
組

織
と

は
、

問
題

・
課

題
を

抱
え

る
本

人
（
=
当

事
者

）
が

自
分

た
ち

の
問

題
解

決
の

た
め

に
つ

く
る

団
体

。
当

事
者

に
必

要
な

情
報

交
換

、
相

談
（
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
）
、

交
流

・
親

睦
、
行

政
や

サ
ー

ビ
ス

提
供

機
関

へ
の

要
望

な
ど

を
行

う
。
認

知
症

の
本

人
の

人
の

会
、
家

族
会

な
ど

も
当

事
者

組
織

で
あ

る
。
 

７
 

住
民

に
よ

る
福

祉
活

動
に

は
、

支
援

が
必

要
な

人
を

発
見

す
る

／
サ

ー
ビ

ス
に

つ
な

ぐ
／

安
否

を
確

認
す

る
／

緊
急

時
に

対
応

す
る

／
生

活
情

報
を

届
け

る
／

孤
独

や
不

安
を

解
消

す
る

／
役

割
出

番
を

つ
く
る

と
い

っ
た

役
割

が
あ

る
。
 

８
 
社

会
福

祉
協

議
会

は
、
社

会
福

祉
法

に
地

域
福

祉
の

推
進

を
目

的
と

す
る

団
体

と
し

て
規

定
さ

れ
た

社
会

福
祉

法
人

で
あ

る
。
す

べ
て

の
市

区
町

村
、
都

道
府

県
に

設
置

さ
れ

て
い

る
。
地

域
福

祉
推

進
に

関
す

る
事

業
と

し
て

は
、

①
地

域
福

祉
活

動
計

画
の

策
定

、
地

域
福

祉
計

画
策

定
へ

の
協

力
、

②
住

民
の

福
祉

活
動

の
支

援
、

③
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
④

民
生

委
員

・児
童

委
員

と
の

連
携

、
⑤

福
祉

教
育

の
推

進
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
 

９
 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

日
常

生
活

圏
域

（
概

ね
中

学
校

区
と

さ
れ

る
が

市
町

村
に

よ
っ

て
異

な
る

）
を

担
当

し
そ

の
区

域
の

高
齢

福
祉

の
総

合
相

談
（
総

合
相

談
支

援
業

務
）
、

介

護
予

防
の

推
進

（
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業

務
）
、

地
域

の
高

齢
者

の
生

活
状

況
の

把
握

、
虐

待
対

応
・
成

年
後

見
利

用
促

進
（
権

利
擁

護
業

務
）
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

支
援

（
包

括

的
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト支

援
業

務
）な

ど
を

行
っ

て
い

る
。
 

 
介

護
予

防
の

推
進

や
地

域
の

高
齢

者
の

生
活

状
況

の
把

握
な

ど
の

業
務

の
一

環
と

し
て

、
予

防
活

動
グ

ル
ー

プ
づ

く
り
、

高
齢

者
の

見
守

り
体

制
づ

く
り
、

サ
ロ

ン
づ

く
り
、

認
知

症
サ

ポ
ー

タ

ー
の

養
成

、
地

域
の

団
体

が
参

加
す

る
地

域
ケ

ア
会

議
の

開
催

、
地

域
課

題
に

対
応

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
な

ど
を

行
っ

て
い

る
 

  

16
6

185
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 ○
地

域
の
課
題

や
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
家

族
支

援
、

地
域

連
携

、
地

域
資

源
開
発

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

 ◆
地

域
の
圏
域

及
び

資
源

 

１
 
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

は
、

ま
ち

づ
く
り
に

あ
た

る
関

係
者

が
、

既
存

情
報

の
整

理
、

調
査

、
分

析
、

協
議

等
を

共
同

で
行

い
な

が
ら

、
地

域
の

魅
力

や
課

題
、
地

域
資

源
の

情
報

、
こ

れ
か

ら
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
ま

ち
づ

く
り
の

目
標

に
つ

い
て

、
関

係
者

間
で

共
通

認
識

を
つ

く
る

取
り
組

み
で

あ
る

。
 

２
 

地
域

課
題

を
把

握
・
分

析
す

る
方

法
と

し
て

、
①

個
別

的
な

支
援

の
記

録
の

分
析

か
ら

課
題

を
把

握
す

る
、

③
あ

る
べ

き
サ

ー
ビ

ス
の

在
り
方

か
ら

課
題

を
分

析
す

る
、
③

客
観

的
な

デ
ー

タ

等
か

ら
課

題
を

分
析

す
る

、
④

利
用

者
・住

民
の

声
か

ら
課

題
を

分
析

す
る

、
と

い
っ

た
方

法
が

あ
る

。
①

～
③

は
規

範
的

・
客

観
的

な
観

点
か

ら
の

分
析

で
あ

り
、

④
は

主
観

的
な

観
点

か
ら

の
分

析
で

あ
る

。
 

３
 

規
範

的
・
客

観
的

な
観

点
（
客

観
的

な
情

報
や

専
門

職
と

し
て

の
専

門
的

・
客

観
的

な
視

点
か

ら
課

題
を

把
握

す
る

）
と

主
観

的
な

観
点

は
当

然
必

要
だ

が
、

住
民

や
利

用
者

と
協

働
す

る

た
め

に
は

主
観

的
な

観
点

（住
民

や
利

用
者

が
主

観
的

に
感

じ
て

い
る

問
題

点
等

か
ら

課
題

を
把

握
す

る
）を

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

４
 
住

民
と

協
働

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

る
場

合
、
住

民
や

利
用

者
の

主
観

的
な

観
点

を
重

視
し

、
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トは
住

民
と

協
働

し
て

行
う
。
 

５
 
地

域
ニ

ー
ズ

は
、
①

共
通

課
題

で
あ

る
か

（1
つ

の
事

例
の

他
に

も
同

じ
よ

う
な

課
題

を
も

つ
人

が
い

る
か

）、
②

構
造

的
な

要
因

は
何

か
（単

に
個

人
や

世
帯

の
問

題
と

し
て

で
は

な
く
、
社

会

的
な

背
景

、
地

域
社

会
や

家
族

の
変

化
等

か
ら

問
題

の
発

生
原

因
を

と
ら

え
る

）
、

③
地

域
ニ

ー
ズ

の
量

的
な

多
さ

、
緊

急
度

、
④

予
防

的
視

点
（
起

き
て

し
ま

っ
た

問
題

に
対

応
す

る
だ

け

で
な

く
、
お

き
な

く
て

も
よ

か
っ

た
問

題
を

防
ぐ

視
点

）と
い

っ
た

観
点

か
ら

、
分

析
・抽

出
す

る
。
 

６
 

な
に

に
取

り
組

む
か

を
検

討
す

る
際

は
、

①
既

存
の

資
源

や
住

民
活

動
の

有
無

（
特

に
住

民
が

す
で

に
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

は
新

た
に

事
業

者
が

取
り
組

む
こ

と
で

そ
の

活
動

を

つ
ぶ

さ
な

い
よ

う
留

意
が

必
要

）
、

②
事

業
所

の
持

つ
資

源
や

住
民

の
力

量
等

に
照

ら
し

た
取

り
組

み
や

す
さ

、
③

波
及

効
果

（
事

業
所

に
と

っ
て

、
地

域
に

と
っ

て
）
な

ど
の

観
点

か
ら

、
何

に

取
り
組

む
べ

き
か

優
先

度
を

検
討

す
る

。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域
名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目
名

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

、
人

的
資

源
の

管
理

 

単
 
位

 
 
１
単

位
 

時
 
間

 
 
１
５
時

間
 

形
 
態

 
 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．
研

修
の
内

容
 

教 育 目 的

 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

を
理

解
し

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
トに

つ
い

て
の

考
え

方
に

つ
い

て
獲

得
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

の
た

め
の

手
法

や
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

に
つ

い
て

具
体

例
を

あ
げ

て
説

明
で

き
る

。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

を
踏

ま
え

て
、
求

め
ら

れ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

方
向

性
に

つ
い

て
、
説

明
で

き
る

。
 

③
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

関
す

る
理

論
の

ポ
イ

ン
トを

概
説

で
き

る
と

と
も

に
、
自

分
や

他
者

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

タ
イ

プ
や

あ
り
方

に
つ

い
て

考
察

で
き

る
。
 

④
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

理
論

の
ポ

イ
ン

トを
概

説
で

き
る

と
と

も
に

、
自

分
や

他
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
状

況
に

関
す

る
理

論
の

ポ
イ

ン
トを

概
説

で
き

る
と

と
も

に
、
自

 

分
や

他
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
現

状
や

向
上

策
に

つ
い

て
理

論
を

用
い

て
考

察
で

き
る

。
 

⑤
キ

ャ
リ
ア

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

や
考

え
方

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

新
た

に
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を

学
ぶ

こ
と

と
な

り
、

そ
の

な
か

で
チ

ー
ム

運
営

の
基

本
的

な
知

識
と

し
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

フ
ォ

ロ
ワ

ー
シ

ッ
プ

の
基

本
的

な
知

識
を

習
得

す
る

が
、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
領

域
の

総
論

と
し

て
の

位
置

づ
け

で
あ

る
。

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
を

踏
ま

え
た

、
自

身
の

経
験

を
ふ

ま
え

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

の

理
論

、
キ

ャ
リ
ア

と
経

験
学

習
に

関
す

る
理

論
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

16
7

186



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
 

10
 

 ○
地

域
の
課
題

や
ニ

ー
ズ
を

踏
ま

え
た
家

族
支

援
、

地
域

連
携

、
地

域
資

源
開
発

な
ど

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
 

 ◆
地

域
の
圏
域

及
び

資
源

 

１
 
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

は
、

ま
ち

づ
く
り
に

あ
た

る
関

係
者

が
、

既
存

情
報

の
整

理
、

調
査

、
分

析
、

協
議

等
を

共
同

で
行

い
な

が
ら

、
地

域
の

魅
力

や
課

題
、
地

域
資

源
の

情
報

、
こ

れ
か

ら
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
ま

ち
づ

く
り
の

目
標

に
つ

い
て

、
関

係
者

間
で

共
通

認
識

を
つ

く
る

取
り
組

み
で

あ
る

。
 

２
 

地
域

課
題

を
把

握
・
分

析
す

る
方

法
と

し
て

、
①

個
別

的
な

支
援

の
記

録
の

分
析

か
ら

課
題

を
把

握
す

る
、

③
あ

る
べ

き
サ

ー
ビ

ス
の

在
り
方

か
ら

課
題

を
分

析
す

る
、
③

客
観

的
な

デ
ー

タ

等
か

ら
課

題
を

分
析

す
る

、
④

利
用

者
・住

民
の

声
か

ら
課

題
を

分
析

す
る

、
と

い
っ

た
方

法
が

あ
る

。
①

～
③

は
規

範
的

・
客

観
的

な
観

点
か

ら
の

分
析

で
あ

り
、

④
は

主
観

的
な

観
点

か
ら

の
分

析
で

あ
る

。
 

３
 

規
範

的
・
客

観
的

な
観

点
（
客

観
的

な
情

報
や

専
門

職
と

し
て

の
専

門
的

・
客

観
的

な
視

点
か

ら
課

題
を

把
握

す
る

）
と

主
観

的
な

観
点

は
当

然
必

要
だ

が
、

住
民

や
利

用
者

と
協

働
す

る

た
め

に
は

主
観

的
な

観
点

（住
民

や
利

用
者

が
主

観
的

に
感

じ
て

い
る

問
題

点
等

か
ら

課
題

を
把

握
す

る
）を

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

４
 
住

民
と

協
働

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

る
場

合
、
住

民
や

利
用

者
の

主
観

的
な

観
点

を
重

視
し

、
地

域
ア

セ
ス

メ
ン

トは
住

民
と

協
働

し
て

行
う
。
 

５
 
地

域
ニ

ー
ズ

は
、
①

共
通

課
題

で
あ

る
か

（1
つ

の
事

例
の

他
に

も
同

じ
よ

う
な

課
題

を
も

つ
人

が
い

る
か

）、
②

構
造

的
な

要
因

は
何

か
（単

に
個

人
や

世
帯

の
問

題
と

し
て

で
は

な
く
、
社

会

的
な

背
景

、
地

域
社

会
や

家
族

の
変

化
等

か
ら

問
題

の
発

生
原

因
を

と
ら

え
る

）
、

③
地

域
ニ

ー
ズ

の
量

的
な

多
さ

、
緊

急
度

、
④

予
防

的
視

点
（
起

き
て

し
ま

っ
た

問
題

に
対

応
す

る
だ

け

で
な

く
、
お

き
な

く
て

も
よ

か
っ

た
問

題
を

防
ぐ

視
点

）と
い

っ
た

観
点

か
ら

、
分

析
・抽

出
す

る
。
 

６
 

な
に

に
取

り
組

む
か

を
検

討
す

る
際

は
、

①
既

存
の

資
源

や
住

民
活

動
の

有
無

（
特

に
住

民
が

す
で

に
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

は
新

た
に

事
業

者
が

取
り
組

む
こ

と
で

そ
の

活
動

を

つ
ぶ

さ
な

い
よ

う
留

意
が

必
要

）
、

②
事

業
所

の
持

つ
資

源
や

住
民

の
力

量
等

に
照

ら
し

た
取

り
組

み
や

す
さ

、
③

波
及

効
果

（
事

業
所

に
と

っ
て

、
地

域
に

と
っ

て
）
な

ど
の

観
点

か
ら

、
何

に

取
り
組

む
べ

き
か

優
先

度
を

検
討

す
る

。
 

   研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域
名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目
名
 

 
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

 

単
 
位

 
 
１
単

位
 

時
 
間

 
 
１
５
時

間
 

形
 
態

 
 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．
研
修

の
内

容
 

教 育 目 的

 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

を
理

解
し

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
トに

つ
い

て
の

考
え

方
に

つ
い

て
獲

得
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

の
た

め
の

手
法

や
基

本
的

な
考

え
方

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。
 

到 達 目 標

 

①
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

に
つ

い
て

具
体

例
を

あ
げ

て
説

明
で

き
る

。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

を
踏

ま
え

て
、
求

め
ら

れ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

方
向

性
に

つ
い

て
、
説

明
で

き
る

。
 

③
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

関
す

る
理

論
の

ポ
イ

ン
トを

概
説

で
き

る
と

と
も

に
、
自

分
や

他
者

の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

タ
イ

プ
や

あ
り
方

に
つ

い
て

考
察

で
き

る
。
 

④
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

理
論

の
ポ

イ
ン

トを
概

説
で

き
る

と
と

も
に

、
自

分
や

他
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
状

況
に

関
す

る
理

論
の

ポ
イ

ン
トを

概
説

で
き

る
と

と
も

に
、
自

 

分
や

他
者

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
現

状
や

向
上

策
に

つ
い

て
理

論
を

用
い

て
考

察
で

き
る

。
 

⑤
キ

ャ
リ
ア

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

や
考

え
方

を
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

新
た

に
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を

学
ぶ

こ
と

と
な

り
、

そ
の

な
か

で
チ

ー
ム

運
営

の
基

本
的

な
知

識
と

し
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

フ
ォ

ロ
ワ

ー
シ

ッ
プ

の
基

本
的

な
知

識
を

習
得

す
る

が
、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。
 

○
本

科
目

で
は

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
領

域
の

総
論

と
し

て
の

位
置

づ
け

で
あ

る
。

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
を

踏
ま

え
た

、
自

身
の

経
験

を
ふ

ま
え

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

の

理
論

、
キ

ャ
リ
ア

と
経

験
学

習
に

関
す

る
理

論
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 
項
 
目
 

中
 
項
 
目
 

小
 
項
 
目
 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

１
）介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

２
）介

護
サ

ー
ビ

ス
と

他
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

３
）倫

理
、
専

門
性

を
持

つ
こ

と
の

意
義

 

①
サ

ー
ビ

ス
財

の
一

般
特

性
、
サ

ー
ビ

ス
評

価
の

二
面

性
、
利

用
者

 

の
変

容
性

、
期

待
の

不
明

確
性

、
連

続
性

 

②
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

、
継

続
的

改
善

（
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

）
参

加
型

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（
Q
C

サ
ー

ク
ル

） 

③
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

（第
三

者
評

価
制

度
・ 

④
リ
ス

ク
メ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

⑤
苦

情
対

応
 

２
．
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

１
）リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

 

２
）
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

ス
タ

イ
ル

 

３
）
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
を

用
い

た
自

分
や

メ
ン

バ

ー
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

分
析

 

①
Ｐ
Ｍ

理
論

、
Ｓ

Ｌ
理

論
、
コ

ン
テ

ィ
ン

ジ
ェ

ン
シ

ー
理

論
 

②
カ

リ
ス

マ
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
サ

ー
バ

ン
ト
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
シ

ェ
 

ア
ー

ド
リ
ー

ダ
シ

ッ
プ

 

３
．
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
キ

ャ
リ
ア

と
経

験
学

習
 

１
）モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
は

何
か

 

２
）キ

ャ
リ
ア

と
は

何
か

 

３
）
初

級
、

中
級

、
成

熟
の

介
護

職
員

の
キ

ャ
リ
ア

課

題
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

自
分

、
部

下
、

上
司

の
キ

ャ
リ
ア

意
識

の
把

握
の

視
点

 

４
）キ

ャ
リ
ア

の
考

え
方

の
理

解
と

内
省

 

５
）
経

験
学

習
理

論
と

介
護

職
に

お
け

る
経

験
学

習
、
成

長
経

験
 

①
内

発
的

動
機

付
け

、
外

発
的

動
機

づ
け

 

②
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
理

論
 

③
達

成
動

機
（欲

求
理

論
）、

期
待

理
論

 

④
動

機
づ

け
要

因
と

衛
生

要
因

（２
要

因
理

論
） 

⑤
組

織
内

の
キ

ャ
リ
ア

ラ
ダ

ー
 

⑥
目

標
管

理
 

⑦
人

事
考

課
 

⑧
職

務
要

件
 

⑨
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
 

⑩
経

験
学

習
モ

デ
ル

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備
 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

＜
講

師
向

け
＞

 

事
前

課
題

と
し

て
 

○
資

料
や

推
奨

図
書

の
読

み
込

み
自

己
学

習
を

行
う
 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト
課

題
を

課
し

、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

事
前

レ
ポ

ー
ト課

題
（例

）「
自

職
場

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

抱
え

る
課

題
を

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
に

基
づ

き
分

析
し

な
さ

い
」 

事
後

レ
ポ

ー
ト課

題
（例

）「
チ

ー
ム

の
目

標
管

理
に

お
け

る
個

人
の

目
標

と
リ
ー

ダ
ー

の
働

き
か

け
に

よ
る

育
成

に
つ

い
て

」
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ
ス
ト

に
つ
い

て
 

・
既
存
の
文
献
等
で
十
分
 

コ
メ
ン
ト

欄
 

○
既

存
の

文
献

等
が

活
用

で
き

る
が

、
複

数
の

基
本

文
献

を
も

と
に

体
系

的
な

理
解

を
深

め
つ

つ
研

修
を

組
み

立
て

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
ま

た
、

今
後

、
介

護
福

祉
士

養
成

過
程

に
お

い
て

サ
ー

ビ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
等

に
つ

い
て

の
テ

キ
ス

ト
が

開
発

さ
れ

る
た

め
、
基

本
編

と
し

て
活

用
で

き
る

。
 
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
・Ｐ

．
ロ

ビ
ン

ス
＝

著
／

高
木

晴
夫

＝
訳

『組
織

行
動

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
入

門
か

ら
実

践
へ

〔新
版

〕』
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

、
2
0
0
9
 

○
社

会
福

祉
士

養
成

講
座

編
集

委
員

会
＝

編
『福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

組
織

と
経

営
〔第

５
版

〕（
新

版
社

会
福

祉
士

養
成

講
座

1
1
）』

中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
7
 

○
福

祉
臨

床
シ

リ
ー

ズ
編

集
委

員
会

＝
編

『福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

〔第
３
版

〕（
社

会
福

祉
士

シ
リ
ー

ズ
1
1
）』

弘
文

堂
、
2
0
1
9
 

○
小

野
善

生
＝

著
『
最

強
の

「
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
」集

中
講

義
』日

本
実

業
出

版
、
2
0
1
3
 

16
9

188



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 
項
 
目
 

中
 
項
 
目
 

小
 
項
 
目
 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求
め

ら
れ

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

１
）介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

２
）介

護
サ

ー
ビ

ス
と

他
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

３
）倫

理
、
専

門
性

を
持

つ
こ

と
の

意
義

 

①
サ

ー
ビ

ス
財

の
一

般
特

性
、
サ

ー
ビ

ス
評

価
の

二
面

性
、
利

用
者

 

の
変

容
性

、
期

待
の

不
明

確
性

、
連

続
性

 

②
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

、
継

続
的

改
善

（
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

）
参

加
型

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
（
Q
C

サ
ー

ク
ル

） 

③
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

（第
三

者
評

価
制

度
・ 

④
リ
ス

ク
メ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

⑤
苦

情
対

応
 

２
．
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

１
）リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
関

す
る

基
礎

的
な

理
論

 

２
）
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

ス
タ

イ
ル

 

３
）
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
を

用
い

た
自

分
や

メ
ン

バ

ー
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

分
析

 

①
Ｐ
Ｍ

理
論

、
Ｓ

Ｌ
理

論
、
コ

ン
テ

ィ
ン

ジ
ェ

ン
シ

ー
理

論
 

②
カ

リ
ス

マ
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
サ

ー
バ

ン
ト
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
シ

ェ
 

ア
ー

ド
リ
ー

ダ
シ

ッ
プ

 

３
．
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
キ

ャ
リ
ア

と
経

験
学

習
 

１
）モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
は

何
か

 

２
）キ

ャ
リ
ア

と
は

何
か

 

３
）
初

級
、

中
級

、
成

熟
の

介
護

職
員

の
キ

ャ
リ
ア

課

題
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

自
分

、
部

下
、

上
司

の
キ

ャ
リ
ア

意
識

の
把

握
の

視
点

 

４
）キ

ャ
リ
ア

の
考

え
方

の
理

解
と

内
省

 

５
）
経

験
学

習
理

論
と

介
護

職
に

お
け

る
経

験
学

習
、
成

長
経

験
 

①
内

発
的

動
機

付
け

、
外

発
的

動
機

づ
け

 

②
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
基

礎
理

論
 

③
達

成
動

機
（欲

求
理

論
）、

期
待

理
論

 

④
動

機
づ

け
要

因
と

衛
生

要
因

（２
要

因
理

論
） 

⑤
組

織
内

の
キ

ャ
リ
ア

ラ
ダ

ー
 

⑥
目

標
管

理
 

⑦
人

事
考

課
 

⑧
職

務
要

件
 

⑨
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
 

⑩
経

験
学

習
モ

デ
ル

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

3 
 Ⅲ

．
研
修

の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
事

前
・事

後
の

レ
ポ

ー
トの

提
示

と
提

出
後

の
講

師
と

の
や

り
と

り
 

＜
講

師
向

け
＞

 

事
前

課
題

と
し

て
 

○
資

料
や

推
奨

図
書

の
読

み
込

み
自

己
学

習
を

行
う
 

○
事

前
、
事

後
レ

ポ
ー

ト課
題

を
課

し
、
評

価
は

担
当

講
師

が
行

う
。
 

事
前

レ
ポ

ー
ト課

題
（
例

）「
自

職
場

に
お

け
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

抱
え

る
課

題
を

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
に

基
づ

き
分

析
し

な
さ

い
」 

事
後

レ
ポ

ー
ト課

題
（
例

）「
チ

ー
ム

の
目

標
管

理
に

お
け

る
個

人
の

目
標

と
リ
ー

ダ
ー

の
働

き
か

け
に

よ
る

育
成

に
つ

い
て

」
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ
ス
ト

に
つ
い

て
 

・
既
存
の
文
献
等
で
十
分
 

コ
メ
ン
ト

欄
 

○
既

存
の

文
献

等
が

活
用

で
き

る
が

、
複

数
の

基
本

文
献

を
も

と
に

体
系

的
な

理
解

を
深

め
つ

つ
研

修
を

組
み

立
て

る
必

要
が

あ
る

。
 

○
ま

た
、

今
後

、
介

護
福

祉
士

養
成

過
程

に
お

い
て

サ
ー

ビ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
等

に
つ

い
て

の
テ

キ
ス

ト
が

開
発

さ
れ

る
た

め
、
基

本
編

と
し

て
活

用
で

き
る

。
 
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
・Ｐ

．
ロ

ビ
ン

ス
＝

著
／

高
木

晴
夫

＝
訳

『組
織

行
動

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
入

門
か

ら
実

践
へ

〔新
版

〕』
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

、
2
0
0
9
 

○
社

会
福

祉
士

養
成

講
座

編
集

委
員

会
＝

編
『福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

組
織

と
経

営
〔第

５
版

〕（
新

版
社

会
福

祉
士

養
成

講
座

1
1
）』

中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
7
 

○
福

祉
臨

床
シ

リ
ー

ズ
編

集
委

員
会

＝
編

『福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
組

織
と

経
営

〔第
３
版

〕（
社

会
福

祉
士

シ
リ
ー

ズ
1
1
）』

弘
文

堂
、
2
0
1
9
 

○
小

野
善

生
＝

著
『
最

強
の

「
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
」集

中
講

義
』日

本
実

業
出

版
、
2
0
1
3
 

17
0

189



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

理
論

な
ど

知
識

に
関

し
て

は
試

験
に

よ
る

評
価

が
望

ま
し

い
、
自

施
設

の
分

析
な

ど
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

①
講

義
で

学
ん

だ
基

礎
理

論
に

関
す

る
筆

記
試

験
（1

0
〜

2
0

問
程

度
、
基

本
用

語
の

定
着

を
図

る
こ

と
） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

②
リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
（1

0
〜

2
0

点
程

度
で

評
価

） 

③
講

義
・演

習
へ

の
参

加
貢

献
状

況
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
）（

1
0
〜

2
0

点
程

度
で

評
価

） 

④
事

前
・事

後
課

題
の

評
価

（そ
れ

ぞ
れ

2
0

点
満

点
） 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
介

護
サ

ー
ビ

ス
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

②
集

団
の

特
性

、
組

織
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
 

③
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
に

つ
い

て
説

明
で

き
、
自

施
設

の
職

場
を

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
で

分
析

で
き

る
。
 

④
職

場
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

で
き

、
自

施
設

の
職

場
を

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

理
論

で
分

析
し

改
善

策
を

提
案

で
き

る
。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
を

立
場

や
行

動
に

つ
い

て
省

察
を

お
こ

な
い

、
概

念
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 
 
  

7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 
 
  

6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

を
行

う
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

・
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
組

織
文

化
を

改
革

し
て

い
く
視

点
を

学
び

、
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

○
人

材
育

成
 

・
自

職
場

に
お

け
る

学
習

す
る

組
織

づ
く
り
 

・
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

・
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

○
組

織
と

法
令

 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

根
拠

と
な

る
法

令
に

つ
い

て
理

解
や

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
念

や
対

応
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

力

を
育

成
す

る
 

○
介

護
人

材
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
 

・
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
集

団
の

枠
組

み
と

し
て

、
「
目

標
・
目

的
・
規

律
・
役

割
の

共
有

」
、

「
集

団
へ

の
貢

献
意

識
」
、

「
メ

ン
バ

ー
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ン

」
の

３
つ

の
要

素
か

ら
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

の
意

義
の

理
解

を
促

す
。
 

○
チ

ー
ム

の
目

標
達

成
に

向
け

た
影

響
力

を
言

う
こ

と
を

理
解

で
き

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

は
「
個

人
特

性
」
「
部

下
特

性
」
「
状

況
特

性
」
に

分
け

ら
れ

こ
と

で
リ
ー

ダ
ー

と
資

質
の

み
な

ら
ず

、
部

下
や

チ
ー

ム
が

置
か

れ
て

い
る

状
況

に
応

じ
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

の
取

り
方

を
変

更
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
理

解
で

き
る

。
 

○
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
は

個
人

で
発

揮
す

る
力

と
集

団
に

よ
り
引

き
出

さ
れ

る
力

が
あ

る
が

、
個

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

（
動

機
付

け
）
に

よ
り
集

団
（
チ

ー
ム

）
の

凝
集

性
が

高
ま

り
、

チ
ー

ム
の

目
標

達
成

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、
メ

ン
バ

ー
の

動
機

付
け

が
重

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

。
 

○
人

的
資

源
の

管
理

と
し

て
、
個

々
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

意
義

と
具

体
的

な
方

法
を

理
解

で
き

る
。
 

○
各

理
論

を
活

用
し

て
具

体
的

な
実

践
場

面
を

説
明

で
き

、
か

つ
実

践
に

向
け

た
取

り
組

み
が

で
き

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

理
論

を
講

義
し

た
後

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

①
事

前
学

習
、
事

前
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

を
通

じ
て

予
習

を
行

う
。
 

②
集

合
研

修
講

義
を

含
む

研
修

を
通

じ
て

理
論

を
実

践
と

結
び

つ
け

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
演

習
を

通
じ

、
自

職
場

の
課

題
へ

の
気

づ
き

と
課

題
解

決
に

向
け

た
整

理
を

行
う
。
 

④
集

合
研

修
終

了
後

、
振

り
返

り
の

テ
ス

トを
通

じ
理

解
度

を
点

検
す

る
。
 

⑤
事

後
課

題
の

提
出

を
通

じ
て

、
実

践
に

向
け

た
振

り
返

り
を

行
う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項
等
 

課
題

学
習
を

可
と

す
る

場
合
の

展
開

例
 

講
義

２
時

間
 

 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求

め
ら

れ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

（１
）サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト論
に

基
づ

く
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

に
つ

い
て

 

（
２
）
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

 

（
３
）
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

（
４
）
苦

情
対

応
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

 

事
前

課
題

３
時

間
 

講
義

２
時

間
 

２
．

集
団

と
組

織
 

  

（
１
）
公

式
組

織
の

３
要

素
 

（
２
）
組

織
原

則
・
組

織
形

態
 

（
３
）
集

団
の

力
動

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

理
論

な
ど

知
識

に
関

し
て

は
試

験
に

よ
る

評
価

が
望

ま
し

い
、
自

施
設

の
分

析
な

ど
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

①
講

義
で

学
ん

だ
基

礎
理

論
に

関
す

る
筆

記
試

験
（1

0
〜

2
0

問
程

度
、
基

本
用

語
の

定
着

を
図

る
こ

と
） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

②
リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
（1

0
〜

2
0

点
程

度
で

評
価

） 

③
講

義
・演

習
へ

の
参

加
貢

献
状

況
（グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
）（

1
0
〜

2
0

点
程

度
で

評
価

） 

④
事

前
・事

後
課

題
の

評
価

（そ
れ

ぞ
れ

2
0

点
満

点
） 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
介

護
サ

ー
ビ

ス
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

②
集

団
の

特
性

、
組

織
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
 

③
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
に

つ
い

て
説

明
で

き
、
自

施
設

の
職

場
を

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
で

分
析

で
き

る
。
 

④
職

場
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

で
き

、
自

施
設

の
職

場
を

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

理
論

で
分

析
し

改
善

策
を

提
案

で
き

る
。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
を

立
場

や
行

動
に

つ
い

て
省

察
を

お
こ

な
い

、
概

念
化

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
0
0

点
〜

8
0

点
 
Ａ

評
価

 
 
  

7
9

点
〜

7
0

点
 
Ｂ

評
価

 
 
  

6
9

点
〜

6
0

点
 
Ｃ

評
価

 

5
9

点
以

下
  

  
Ｄ

評
価

の
場

合
再

試
験

を
行

う
。
合

格
ま

で
再

試
験

を
行

う
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

・
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
組

織
文

化
を

改
革

し
て

い
く
視

点
を

学
び

、
理

解
し

、
他

者
に

説
明

で
き

る
。
 

○
人

材
育

成
 

・
自

職
場

に
お

け
る

学
習

す
る

組
織

づ
く
り
 

・
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

・
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

○
組

織
と

法
令

 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

根
拠

と
な

る
法

令
に

つ
い

て
理

解
や

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
念

や
対

応
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

力

を
育

成
す

る
 

○
介

護
人

材
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
 

・
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
集

団
の

枠
組

み
と

し
て

、
「
目

標
・
目

的
・
規

律
・
役

割
の

共
有

」
、

「
集

団
へ

の
貢

献
意

識
」
、

「
メ

ン
バ

ー
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ン

」
の

３
つ

の
要

素
か

ら
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

の
意

義
の

理
解

を
促

す
。
 

○
チ

ー
ム

の
目

標
達

成
に

向
け

た
影

響
力

を
言

う
こ

と
を

理
解

で
き

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

は
「
個

人
特

性
」
「
部

下
特

性
」
「
状

況
特

性
」
に

分
け

ら
れ

こ
と

で
リ
ー

ダ
ー

と
資

質
の

み
な

ら
ず

、
部

下
や

チ
ー

ム
が

置
か

れ
て

い
る

状
況

に
応

じ
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

の
取

り
方

を
変

更
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

を
理

解
で

き
る

。
 

○
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
は

個
人

で
発

揮
す

る
力

と
集

団
に

よ
り
引

き
出

さ
れ

る
力

が
あ

る
が

、
個

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

（
動

機
付

け
）
に

よ
り
集

団
（
チ

ー
ム

）
の

凝
集

性
が

高
ま

り
、

チ
ー

ム
の

目
標

達
成

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、
メ

ン
バ

ー
の

動
機

付
け

が
重

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

。
 

○
人

的
資

源
の

管
理

と
し

て
、
個

々
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

意
義

と
具

体
的

な
方

法
を

理
解

で
き

る
。
 

○
各

理
論

を
活

用
し

て
具

体
的

な
実

践
場

面
を

説
明

で
き

、
か

つ
実

践
に

向
け

た
取

り
組

み
が

で
き

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

理
論

を
講

義
し

た
後

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

①
事

前
学

習
、
事

前
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

を
通

じ
て

予
習

を
行

う
。
 

②
集

合
研

修
講

義
を

含
む

研
修

を
通

じ
て

理
論

を
実

践
と

結
び

つ
け

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
演

習
を

通
じ

、
自

職
場

の
課

題
へ

の
気

づ
き

と
課

題
解

決
に

向
け

た
整

理
を

行
う
。
 

④
集

合
研

修
終

了
後

、
振

り
返

り
の

テ
ス

トを
通

じ
理

解
度

を
点

検
す

る
。
 

⑤
事

後
課

題
の

提
出

を
通

じ
て

、
実

践
に

向
け

た
振

り
返

り
を

行
う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ
ン

ト
、

演
習

の
展

開
内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項
等
 

課
題

学
習
を

可
と

す
る

場
合
の

展
開

例
 

講
義

２
時

間
 

 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
と

求

め
ら

れ
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

（１
）サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト論
に

基
づ

く
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

 

に
つ

い
て

 

（
２
）
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

 

（
３
）
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

（
４
）
苦

情
対

応
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

 

事
前

課
題

３
時

間
 

講
義

２
時

間
 

２
．

集
団

と
組

織
 

  

（
１
）
公

式
組

織
の

３
要

素
 

（
２
）
組

織
原

則
・
組

織
形

態
 

（
３
）
集

団
の

力
動

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

6 
 演

習
２
時

間
 

３
．

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

（
４
）
リ
ー

ダ
ー

シ
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、
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、
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ー
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ー
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シ
ッ

プ
、
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時
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演
習

２
時

間
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後
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題

３
時

間
 

４
．
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ベ
ー
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ョ
ン

 

 ５
．
キ

ャ
リ
ア

開
発

と
キ

ャ
リ
 

ア
パ

ス
 

（
１
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モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る
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礎

理
論

 

（
２
）
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
手

段
と

し
て

の
目

標
管

理
 

（３
）キ

ャ
リ
ア

理
論

に
基

づ
い

た
事

例
を

使
っ

た
演

習
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

自
職

場
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
を

使
っ

て
、

「
組

織
性

」
「
専

門
性

」
に

沿
っ

た
人

材
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
策

定
 

 
※

 
 
1
5

時
間

以
内

 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

7 
 「介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
管

理
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
介

護
サ
ー
ビ

ス
の

特
性

 

１
 
無

形
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

「
無

形
性

」
「
同

時
性

（
消

滅
性

・
不

可
逆

性
・
協

同
性

）
」
「
異

質
性

」
「
二

面
性

」
「
変

容
性

」
「
期

待
の

不
確

実
性

」
の

理
解

 

２
 
そ

の
上

で
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
は

顧
客

か
ら

の
リ
ア

ク
シ

ョ
ン

が
乏

し
く
、
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

トが
難

し
い

。
 

３
 

サ
ー

ビ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

目
的

は
、

「
サ

ー
ビ

ス
の

価
値

」
を

高
め

る
こ

と
で

あ
り
、

サ
ー

ビ
ス

の
価

値
に

は
サ

ー
ビ

ス
の

品
質

に
加

え
て

「
価

格
」
と

「
利

用
コ

ス
ト
」
を

視
野

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
「
価

格
」
は

「
公

定
価

格
」
と

「
自

由
価

格
」
が

混
在

し
て

い
る

特
徴

が
あ

る
。

ま
た

、
金

銭
的

な
コ

ス
ト
以

外
に

精
神

的
、

肉
体

的
、

時
間

的
な

ど
の

「
利

用
コ

ス
ト
」
が

あ
り
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

は
そ

れ
ら

を
低

減
で

き
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

４
 
サ

ー
ビ

ス
の

品
質

は
「
結

果
の

品
質

」
と

「
過

程
の

品
質

」
の

２
つ

の
要

素
か

ら
成

り
立

っ
て

お
り
、
そ

れ
ら

は
顧

客
満

足
に

よ
っ

て
測

ら
れ

る
。
 

５
 
サ

ー
ビ

ス
の

実
績

―
事

前
期

待
＝

サ
ー

ビ
ス

の
品

質
と

言
わ

れ
、
実

績
＜

事
前

期
待

で
あ

れ
ば

顧
客

満
足

は
低

い
、
実

績
＞

事
前

期
待

で
あ

れ
ば

顧
客

満
足

は
高

い
 

６
 
サ

ー
ビ

ス
品

質
の

規
定

要
素

３
つ

の
P
（P

e
o
pl

e
従

業
者

・P
hy

si
ca

l 
e
v
id

e
nc

e
物

理
的

環
境

・P
ro

ce
ss

サ
ー

ビ
ス

提
供

過
程

） 

７
 
サ

ー
ビ

ス
提

供
過

程
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト「

標
準

化
」「

継
続

的
改

善
（
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

）」
「参

加
型

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト」

 

８
 
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

 

①
福

祉
サ

ー
ビ

ス
第

三
者

評
価

 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
情

報
公

表
制

度
 

９
 
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

1
0
 
苦

情
対

応
 

①
第

三
者

委
員

会
の

設
置

 

②
運

営
適

正
化

委
員

会
 

③
市

町
村

苦
情

受
付

窓
口

、
国

保
連

苦
情

対
応

窓
口

 

 ○
リ

ー
ダ
ー
シ

ッ
プ

 

１
 
個

人
と

集
団

に
つ

い
て

 

２
 
公

式
組

織
を

構
成

す
る

３
要

素
「
伝

達
（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
・
貢

献
意

欲
・
共

通
目

的
」
 

３
 
組

織
原

則
「専

門
化

の
原

則
」「

権
限

・
責

任
一

致
の

原
則

」「
命

令
一

元
化

の
原

則
」「

統
制

範
囲

適
正

化
の

原
則

」
 

４
 
組

織
形

態
「ラ

イ
ン

組
織

」
「ラ

イ
ン

・
ア

ン
ド
・
ス

タ
ッ

フ
組

織
」「

事
業

部
制

」「
マ

トリ
ッ

ク
ス

型
組

織
」 

５
 
集

団
の

力
学

に
関

す
る

基
礎

理
論
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．

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

（
４
）
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

定
義

 

（５
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．
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ョ
ン

に
関

す
る

基
礎

理
論

 

（
２
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（３
）キ

ャ
リ
ア

理
論

に
基

づ
い

た
事

例
を
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を
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の
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介
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 「介
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求
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ー

ダ
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人

的
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介
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サ
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ス
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不

可
逆
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・
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異
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」
「
二

面
性

」
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変
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「
期

待
の
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の
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解
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そ

の
上

で
、
介
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か
ら
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リ
ア

ク
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。
 

３
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は
、
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の

価
値
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を
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、

サ
ー

ビ
ス

の
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の
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え
て

「
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と
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利
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れ
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介
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在

し
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る

特
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が
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る
。

ま
た

、
金
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的

な
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以
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に

精
神

的
、

肉
体

的
、

時
間

的
な

ど
の

「
利

用
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ス
ト
」
が
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、

介
護
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は
そ
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ら

を
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減
で

き
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可
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が
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る

。
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の
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と
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の
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の
要

素
か

ら
成

り
立

っ
て

お
り
、
そ

れ
ら

は
顧

客
満

足
に

よ
っ

て
測

ら
れ

る
。
 

５
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７
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Ａ
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８
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①
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②
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３
 
組

織
原

則
「専

門
化

の
原

則
」「

権
限

・
責

任
一

致
の

原
則

」「
命

令
一

元
化

の
原

則
」「

統
制

範
囲

適
正

化
の

原
則

」
 

４
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」
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ラ
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）
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特
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と
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ら
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リ
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ダ
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シ
ッ
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人
的
資
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理
 

8 
 

①
集

団
の

凝
集

性
 

②
グ

ル
ー

プ
・
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
（
集

団
の

負
の

側
面

・集
団

浅
慮

・集
団

傾
向

） 

③
コ

ン
フ

リ
ク

ト
 

 

６
 
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

定
義

 

①
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
、
集

団
を

目
標

達
成

に
向

か
わ

せ
る

影
響

力
で

あ
る

。
 

②
集

団
に

影
響

を
及

ぼ
す

６
つ

の
勢

力
（強

制
勢

力
／

報
酬

勢
力

／
専

門
勢

力
／

正
当

勢
力

／
準

拠
勢

力
／

情
報

勢
力

） 

 
 
 
③

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

制
約

要
件

（フ
ォ

ロ
ワ

ー
／

タ
ス

ク
／

基
準

・規
範

） 

７
 
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
 

①
特

性
理

論
（パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
特

性
） 

②
行

動
理

論
 
ミ
シ

ガ
ン

研
究

／
オ

ハ
イ

オ
研

究
／

Ｐ
Ｍ

理
論

 

 
 
 
③

条
件

適
合

理
論

（コ
ン

テ
ィ

ン
ジ

ェ
ン

シ
ー

理
論

） 
 
フ

ィ
ー

ド
ラ

理
論

／
パ

ス
・ゴ

ー
ル

理
論

／
フ

ォ
ロ

ワ
ー

シ
ッ

プ
理

論
／

Ｓ
Ｌ
理

論
 

 
 
 
④

変
革

型
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
（
カ

リ
ス

マ
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
） 

 
 
 
⑤

サ
ー

バ
ン

ト
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト
型

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
シ

ェ
ア

ー
ド
・
リ
ー

ダ
シ

ッ
プ

 
 

 ○
モ

チ
ベ
ー
シ

ョ
ン

（
動

機
付

け
）

 

１
 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
は

、
何

か
を

し
よ

う
と

す
る

意
志

で
あ

り
、
そ

の
行

動
が

で
き

る
こ

と
が

条
件

づ
け

と
な

っ
て

何
ら

か
の

欲
求

を
満

た
そ

う
と

す
る

こ
と

。
 

２
 
集

団
が

特
定

の
目

標
に

向
か

う
た

め
に

は
、
適

切
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

と
メ

ン
バ

ー
の

目
標

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

が
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

理
論

 

①
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

五
段

階
論

 

 
 
 
②

Ｘ
理

論
と

Ｙ
理

論
 

 
 
 
③

二
要

因
理

論
 

 
 
 
④

マ
ク

レ
ラ

ン
ド
の

欲
求

理
論

（
達

成
欲

求
／

権
力

欲
求

／
親

和
欲

求
） 

 
 
 
⑤

目
標

達
成

理
論

 

 
 
 
⑥

強
化

理
論

 

 
 
 
⑦

職
務

設
計

理
論

 
「職

務
特

性
モ

デ
ル

」
（技

能
多

様
性

／
タ

ス
ク

完
結

性
／

タ
ス

ク
重

要
性

／
自

律
性

／
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

）、
 「

社
会

的
情

報
処

理
モ

デ
ル

」 

 
 
 
⑧

公
平

理
論

 

 
 
 
⑨

期
待

理
論

 

４
 
動

機
付

け
の

手
段

と
し

て
の

目
標

管
理

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

9 
 ５
 
福

祉
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

と
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

 

①
キ

ャ
リ
ア

開
発

は
「
組

織
性

」と
「専

門
性

」
の

二
側

面
で

捉
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

②
「キ

ャ
リ
ア

パ
ス

」
職

業
を

追
求

す
る

個
人

の
「内

的
キ

ャ
リ
ア

」と
従

業
員

が
た

ど
る

適
切

な
発

達
の

進
路

を
設

け
よ

う
と

す
る

組
織

の
「外

的
キ

ャ
リ
ア

」が
あ

る
。
 

 
 
 
③

「
初

級
・
中

級
・
上

級
・マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」な

ど
が

職
能

域
に

お
け

る
キ

ャ
リ
ア

と
し

て
一

般
的

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

8 
 

①
集

団
の

凝
集

性
 

②
グ

ル
ー

プ
・
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
（
集

団
の

負
の

側
面

・集
団

浅
慮

・集
団

傾
向

） 

③
コ

ン
フ

リ
ク

ト
 

 

６
 
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

定
義

 

①
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

は
、
集

団
を

目
標

達
成

に
向

か
わ

せ
る

影
響

力
で

あ
る

。
 

②
集

団
に

影
響

を
及

ぼ
す

６
つ

の
勢

力
（強

制
勢

力
／

報
酬

勢
力

／
専

門
勢

力
／

正
当

勢
力

／
準

拠
勢

力
／

情
報

勢
力

） 

 
 
 
③

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

制
約

要
件

（フ
ォ

ロ
ワ

ー
／

タ
ス

ク
／

基
準

・規
範

） 

７
 
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
理

論
 

①
特

性
理

論
（パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
特

性
） 

②
行

動
理

論
 
ミ
シ

ガ
ン

研
究

／
オ

ハ
イ

オ
研

究
／

Ｐ
Ｍ

理
論

 

 
 
 
③

条
件

適
合

理
論

（コ
ン

テ
ィ

ン
ジ

ェ
ン

シ
ー

理
論

） 
 
フ

ィ
ー

ド
ラ

理
論

／
パ

ス
・ゴ

ー
ル

理
論

／
フ

ォ
ロ

ワ
ー

シ
ッ

プ
理

論
／

Ｓ
Ｌ
理

論
 

 
 
 
④

変
革

型
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
（
カ

リ
ス

マ
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
） 

 
 
 
⑤

サ
ー

バ
ン

ト
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト
型

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
シ

ェ
ア

ー
ド
・
リ
ー

ダ
シ

ッ
プ

 
 

 ○
モ

チ
ベ
ー
シ

ョ
ン

（
動

機
付

け
）

 

１
 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
は

、
何

か
を

し
よ

う
と

す
る

意
志

で
あ

り
、

そ
の

行
動

が
で

き
る

こ
と

が
条

件
づ

け
と

な
っ

て
何

ら
か

の
欲

求
を

満
た

そ
う

と
す

る
こ

と
。
 

２
 
集

団
が

特
定

の
目

標
に

向
か

う
た

め
に

は
、
適

切
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

と
メ

ン
バ

ー
の

目
標

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

が
重

要
で

あ
る

。
 

３
 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

理
論

 

①
マ

ズ
ロ

ー
の

欲
求

五
段

階
論

 

 
 
 
②

Ｘ
理

論
と

Ｙ
理

論
 

 
 
 
③

二
要

因
理

論
 

 
 
 
④

マ
ク

レ
ラ

ン
ド
の

欲
求

理
論

（
達

成
欲

求
／

権
力

欲
求

／
親

和
欲

求
） 

 
 
 
⑤

目
標

達
成

理
論

 

 
 
 
⑥

強
化

理
論

 

 
 
 
⑦

職
務

設
計

理
論

 
「職

務
特

性
モ

デ
ル

」
（技

能
多

様
性

／
タ

ス
ク

完
結

性
／

タ
ス

ク
重

要
性

／
自

律
性

／
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

）、
 「

社
会

的
情

報
処

理
モ

デ
ル

」 

 
 
 
⑧

公
平

理
論

 

 
 
 
⑨

期
待

理
論

 

４
 
動

機
付

け
の

手
段

と
し

て
の

目
標

管
理

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
特
性
と
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
的
資
源
の
管
理
 

9 
 ５
 
福

祉
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

と
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

 

①
キ

ャ
リ
ア

開
発

は
「
組

織
性

」と
「専

門
性

」
の

二
側

面
で

捉
え

る
必

要
が

あ
る

。
 

②
「キ

ャ
リ
ア

パ
ス

」
職

業
を

追
求

す
る

個
人

の
「内

的
キ

ャ
リ
ア

」と
従

業
員

が
た

ど
る

適
切

な
発

達
の

進
路

を
設

け
よ

う
と

す
る

組
織

の
「外

的
キ

ャ
リ
ア

」が
あ

る
。
 

 
 
 
③

「
初

級
・
中

級
・
上

級
・マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」な

ど
が

職
能

域
に

お
け

る
キ

ャ
リ
ア

と
し

て
一

般
的

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

つ
い

て
の

基
礎

理
論

を
理

解
し

た
う
え

で
、
自

職
場

に
お

い
て

実
践

す
る

た
め

の
力

量
を

獲
得

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
や

多
職

種
連

携
の

基
礎

理
論

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

③
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
行

動
や

力
学

を
分

析
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

の
文

化
や

風
土

や
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

に
関

す
る

基
礎

理
論

と
分

析
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

の
現

状
分

析
と

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
の

行
動

に
つ

い
て

省
察

を
行

い
、
持

論
（
th

e
o
ry

 i
n 

us
e
）を

形
成

し
て

い
く
素

地
を

つ
く
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

組
織

の
運

営
管

理
、

人
材

管
理

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

フ
ォ

ロ
ワ

ー
シ

ッ
プ

な
ど

、
チ

ー
ム

運
営

を
学

ぶ
が

基
本

的
な

知
識

を
習

得
す

る
に

止
ま

り
、
実

践
的

知
識

の
習

得
に

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

は
、
実

務
経

験
を

積
ん

だ
介

護
福

祉
士

を
対

象
に

、
自

ら
が

経
験

し
て

き
た

チ
ー

ム
運

営
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

あ
り
方

を
、
理

論
を

用
い

て
振

り
返

る
こ

と
で

、
理

論
と

実

践
の

統
合

を
図

る
（
経

験
学

習
モ

デ
ル

が
中

心
と

な
る

）
。

具
体

的
に

は
、

チ
ー

ム
の

生
成

過
程

、
チ

ー
ム

の
診

断
と

介
入

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

組
織

文
化

と
組

織
風

土

の
改

革
と

い
っ

た
実

務
的

な
内

容
を

取
り
扱

う
こ

と
に

よ
り
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
調

整
を

図
り
、

チ
ー

ム
志

向
を

高
め

る
た

め
の

理
論

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領

域
）
と

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
チ

ー
ム

に
関

す
る

基
礎

理
論

 
 

①
チ

ー
ム

の
定

義
 

②
チ

ー
ム

生
成

過
程

（
タ

ッ
ク

マ
ン

）
 

③
チ

ー
ム

診
断

 

④
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機
能

す
る

た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

１
）福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の
特

性
 

  

①
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

②
チ

ー
ム

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
ク

ル
ー

 

③
チ

ー
ム

の
小

規
模

化
と

地
域

化
 

④
施

設
系

サ
ー

ビ
ス

と
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

 

２
）
チ

ー
ム

の
分

析
と

評
価

 
①

チ
ー

ム
診

断
 

②
チ

ー
ム

効
果

性
モ

デ
ル

 

③
チ

ー
ム

の
K
S
A

指
標

（知
識

・技
術

・価
値

） 

３
）チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動
 

①
役

割
理

論
 

②
同

質
性

と
異

質
性

 

③
社

会
的

手
抜

き
、
社

会
的

効
果

 

④
凝

集
性

、
同

調
圧

力
、
集

団
浅

慮
 

⑤
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 

４
）チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

 
①

Ｐ
Ｍ

理
論

、
状

況
適

合
理

論
 

②
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

シ
ッ

プ
 

③
シ

ェ
ア

ー
ド
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

５
）コ

ン
フ

リ
ク

トマ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

①
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

内
容

分
類

（タ
ス

ク
、
プ

ロ
セ

ス
、
関

係
） 

②
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

原
因

（条
件

、
認

知
、
感

情
） 

③
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

 

④
二

重
関

心
モ

デ
ル
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

つ
い

て
の

基
礎

理
論

を
理

解
し

た
う
え

で
、
自

職
場

に
お

い
て

実
践

す
る

た
め

の
力

量
を

獲
得

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
や

多
職

種
連

携
の

基
礎

理
論

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

③
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
行

動
や

力
学

を
分

析
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

の
文

化
や

風
土

や
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

に
関

す
る

基
礎

理
論

と
分

析
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

の
現

状
分

析
と

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
の

行
動

に
つ

い
て

省
察

を
行

い
、
持

論
（
th

e
o
ry

 i
n 

us
e
）
を

形
成

し
て

い
く
素

地
を

つ
く
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

組
織

の
運

営
管

理
、

人
材

管
理

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

フ
ォ

ロ
ワ

ー
シ

ッ
プ

な
ど

、
チ

ー
ム

運
営

を
学

ぶ
が

基
本

的
な

知
識

を
習

得
す

る
に

止
ま

り
、
実

践
的

知
識

の
習

得
に

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

は
、
実

務
経

験
を

積
ん

だ
介

護
福

祉
士

を
対

象
に

、
自

ら
が

経
験

し
て

き
た

チ
ー

ム
運

営
や

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

あ
り
方

を
、
理

論
を

用
い

て
振

り
返

る
こ

と
で

、
理

論
と

実

践
の

統
合

を
図

る
（
経

験
学

習
モ

デ
ル

が
中

心
と

な
る

）
。

具
体

的
に

は
、

チ
ー

ム
の

生
成

過
程

、
チ

ー
ム

の
診

断
と

介
入

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

組
織

文
化

と
組

織
風

土

の
改

革
と

い
っ

た
実

務
的

な
内

容
を

取
り
扱

う
こ

と
に

よ
り
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
調

整
を

図
り
、

チ
ー

ム
志

向
を

高
め

る
た

め
の

理
論

（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領

域
）
と

実
践

的
知

識
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
チ

ー
ム

に
関

す
る

基
礎

理
論

 
 

①
チ

ー
ム

の
定

義
 

②
チ

ー
ム

生
成

過
程

（
タ

ッ
ク

マ
ン

）
 

③
チ

ー
ム

診
断

 

④
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機
能

す
る

た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

１
）福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の
特

性
 

  

①
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

②
チ

ー
ム

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
ク

ル
ー

 

③
チ

ー
ム

の
小

規
模

化
と

地
域

化
 

④
施

設
系

サ
ー

ビ
ス

と
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

 

２
）
チ

ー
ム

の
分

析
と

評
価

 
①

チ
ー

ム
診

断
 

②
チ

ー
ム

効
果

性
モ

デ
ル

 

③
チ

ー
ム

の
K
S
A

指
標

（知
識

・技
術

・価
値

） 

３
）チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動
 

①
役

割
理

論
 

②
同

質
性

と
異

質
性

 

③
社

会
的

手
抜

き
、
社

会
的

効
果

 

④
凝

集
性

、
同

調
圧

力
、
集

団
浅

慮
 

⑤
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 

４
）チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

 
①

Ｐ
Ｍ

理
論

、
状

況
適

合
理

論
 

②
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

シ
ッ

プ
 

③
シ

ェ
ア

ー
ド
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 

５
）コ

ン
フ

リ
ク

トマ
ネ

ジ
メ

ン
ト 

①
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

内
容

分
類

（タ
ス

ク
、
プ

ロ
セ

ス
、
関

係
） 

②
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

原
因

（条
件

、
認

知
、
感

情
） 

③
コ

ン
フ

リ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

 

④
二

重
関

心
モ

デ
ル
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

3 
 

 
６
）多

職
種

連
携

・多
職

種
協

働
 

①
ＩＰ

Ｗ
と

ＩＰ
Ｅ

 

②
合

意
形

成
、
対

話
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

③
多

職
種

連
携

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

３
．
組

織
文

化
の

分
析

と
応

用
 

１
）チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

 
①

チ
ー

ム
の

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
 

②
チ

ー
ム

の
効

力
感

 

③
組

織
文

化
の

分
析

（価
値

競
合

フ
レ

ー
ム

、
等

） 

２
）学

習
す

る
チ

ー
ム

の
構

築
 

①
学

習
す

る
組

織
（学

習
す

る
チ

ー
ム

） 

②
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

③
ツ

ー
ル

と
場

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

個
別

支
援

計
画

、
記

録
、
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
ト
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
短

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト）
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

多
職

種
連

携
、

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

組
織

風
土

・
組

織
文

化
に

つ
い

て
、

介
護

福
祉

学
領

域
に

加
え

て
社

会
福

祉
学

領
域

、
看

護
学

領
域

、
教

育

学
領

域
、
経

営
学

領
域

に
広

げ
て

幅
広

く
知

識
を

習
得

し
て

お
く
こ

と
。
 

〇
演

習
（
ケ

ー
ス

検
討

）
を

通
じ

て
、

理
論

の
有

効
性

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
さ

せ
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
検

討
す

る
ケ

ー
ス

の
作

成
を

講
師

側
で

行
う
こ

と
。
事

前
課

題
で

チ
ー

ム
に

つ
い

て
の

具
体

的
経

験
の

記
述

を
求

め
、
そ

れ
を

ベ
ー

ス
に

ケ
ー

ス
の

作
成

を
行

う
こ

と
も

有
益

で
あ

る
。
 

〇
演

習
（
ケ

ー
ス

検
討

）に
あ

た
っ

て
は

、
グ

ル
ー

プ
分

け
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
ト
技

法
、
時

間
配

分
な

ど
に

つ
い

て
十

分
な

吟
味

を
行

っ
て

研
修

に
臨

む
こ

と
。
 

〇
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

け
る

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

直
し

の
動

向
と

そ
の

内
容

と
の

整
合

性
を

と
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
②

既
存

の
文

献
等

が
活

用
で

き
る

が
、
複
数

の
基

本
文

献
を

も
と

に
体

系
的
な
理
解
を
深
め
つ
つ
研
修
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
。
ま

た
、
今

後
、
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

い
て

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
が
開
発
さ
れ
る
た
め
、
基

礎
編

と
し

て
活

用
で

き
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

〇
マ

イ
ケ

ル
・Ａ

．
ウ

ェ
ス

ト
＝

著
／

下
山

晴
彦

＝
監

修
『チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

心
理

学
 エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
実

践
へ

の
ヒ

ン
ト』

東
京

大
学

出
版

会
、
2
0
1
4
 

〇
エ

イ
ミ
ー

・
Ｃ

．
エ

ド
モ

ン
ド
ソ

ン
＝

著
／

野
津

智
子

＝
訳

『
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

機
能

す
る

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
 
「
学

習
力

」
と

「
実

行
力

」
を

高
め

る
実

践
ア

プ
ロ

ー
チ

』
英

治
出

版
、

2
0
1
4
 

〇
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
・
Ｐ
．
ロ

ビ
ン

ス
＝

著
／

高
木

晴
夫

＝
訳

『組
織

行
動

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
入

門
か

ら
実

践
へ

〔新
版

〕』
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

、
2
0
0
9
 

〇
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
（「

地
域

ケ
ア

を
拓

く
介

護
福

祉
学

」シ
リ
ー

ズ
）』

光
生

館
、
2
0
1
5
 

〇
『介

護
の

し
ご

と
の

道
し

る
べ

』自
由

工
房

 

上
の

３
冊

は
保

健
医

療
福

祉
領

域
に

特
化

し
た

も
の

で
は

な
い

こ
と

を
受

講
者

に
伝

え
る

こ
と

。
 

評 価 方 法 と 基 準

 

〇
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（基

礎
知

識
の

定
着

、
1
0
～

2
0

問
程

度
、
研

修
で

学
ん

だ
基

本
用

語
に

つ
い

て
定

着
を

図
る

こ
と

） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
研

修
で

学
ん

だ
理

論
を

振
り
返

り
つ

つ
、

自
身

の
実

践
を

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

か
ら

深
め

ら
れ

る
内

容
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

例
え

ば
、

「
自

職
場

に
お

け
る

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
留

意
点

と
、
自

ら
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

優
れ

て
い

る
点

と
改

善
点

を
記

述
せ

よ
」と

い
っ

た
内

容
が

考
え

ら
れ

る
。
 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
トや

多
職

種
連

携
の

基
礎

理
論

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

③
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
行

動
や

力
学

を
分

析
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

の
文

化
や

風
土

や
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

に
関

す
る

基
礎

理
論

と
分

析
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

の
現

状
分

析
と

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
の

行
動

に
つ

い
て

省
察

を
行

い
、
持

論
（
th

e
o
ry

 i
n 

us
e
）
を

形
成

し
て

い
く
素

地
を

つ
く
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

3 
 

 
６
）多

職
種

連
携

・多
職

種
協

働
 

①
ＩＰ

Ｗ
と

ＩＰ
Ｅ

 

②
合

意
形

成
、
対

話
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 

③
多

職
種

連
携

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

３
．
組

織
文

化
の

分
析

と
応

用
 

１
）チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

 
①

チ
ー

ム
の

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
 

②
チ

ー
ム

の
効

力
感

 

③
組

織
文

化
の

分
析

（価
値

競
合

フ
レ

ー
ム

、
等

） 

２
）学

習
す

る
チ

ー
ム

の
構

築
 

①
学

習
す

る
組

織
（学

習
す

る
チ

ー
ム

） 

②
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

③
ツ

ー
ル

と
場

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
、

個
別

支
援

計
画

、
記

録
、
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
ト
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
短

期
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト）
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

多
職

種
連

携
、

ナ
レ

ッ
ジ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

組
織

風
土

・
組

織
文

化
に

つ
い

て
、

介
護

福
祉

学
領

域
に

加
え

て
社

会
福

祉
学

領
域

、
看

護
学

領
域

、
教

育

学
領

域
、
経

営
学

領
域

に
広

げ
て

幅
広

く
知

識
を

習
得

し
て

お
く
こ

と
。
 

〇
演

習
（
ケ

ー
ス

検
討

）
を

通
じ

て
、

理
論

の
有

効
性

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
さ

せ
る

こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
検

討
す

る
ケ

ー
ス

の
作

成
を

講
師

側
で

行
う
こ

と
。
事

前
課

題
で

チ
ー

ム
に

つ
い

て
の

具
体

的
経

験
の

記
述

を
求

め
、
そ

れ
を

ベ
ー

ス
に

ケ
ー

ス
の

作
成

を
行

う
こ

と
も

有
益

で
あ

る
。
 

〇
演

習
（ケ

ー
ス

検
討

）に
あ

た
っ

て
は

、
グ

ル
ー

プ
分

け
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
ト
技

法
、
時

間
配

分
な

ど
に

つ
い

て
十

分
な

吟
味

を
行

っ
て

研
修

に
臨

む
こ

と
。
 

〇
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

け
る

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
見

直
し

の
動

向
と

そ
の

内
容

と
の

整
合

性
を

と
る

こ
と

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
②

既
存

の
文

献
等

が
活

用
で

き
る

が
、
複
数

の
基

本
文

献
を

も
と

に
体

系
的
な
理
解
を
深
め
つ
つ
研
修
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
。
ま

た
、
今

後
、
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

に
お

い
て

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
が
開
発
さ
れ
る
た
め
、
基

礎
編

と
し

て
活

用
で

き
る

と
推

察
さ

れ
る

。
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

〇
マ

イ
ケ

ル
・Ａ

．
ウ

ェ
ス

ト
＝

著
／

下
山

晴
彦

＝
監

修
『チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

心
理

学
 エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
実

践
へ

の
ヒ

ン
ト』

東
京

大
学

出
版

会
、
2
0
1
4
 

〇
エ

イ
ミ
ー

・
Ｃ

．
エ

ド
モ

ン
ド
ソ

ン
＝

著
／

野
津

智
子

＝
訳

『
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

機
能

す
る

と
は

ど
う

い
う

こ
と

か
 
「
学

習
力

」
と

「
実

行
力

」
を

高
め

る
実

践
ア

プ
ロ

ー
チ

』
英

治
出

版
、

2
0
1
4
 

〇
ス

テ
ィ

ー
ブ

ン
・
Ｐ
．
ロ

ビ
ン

ス
＝

著
／

高
木

晴
夫

＝
訳

『組
織

行
動

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
入

門
か

ら
実

践
へ

〔新
版

〕』
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
社

、
2
0
0
9
 

〇
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
（「

地
域

ケ
ア

を
拓

く
介

護
福

祉
学

」シ
リ
ー

ズ
）』

光
生

館
、
2
0
1
5
 

〇
『介

護
の

し
ご

と
の

道
し

る
べ

』自
由

工
房

 

上
の

３
冊

は
保

健
医

療
福

祉
領

域
に

特
化

し
た

も
の

で
は

な
い

こ
と

を
受

講
者

に
伝

え
る

こ
と

。
 

評 価 方 法 と 基 準

 

〇
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（基

礎
知

識
の

定
着

、
1
0
～

2
0

問
程

度
、
研

修
で

学
ん

だ
基

本
用

語
に

つ
い

て
定

着
を

図
る

こ
と

） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
研

修
で

学
ん

だ
理

論
を

振
り
返

り
つ

つ
、

自
身

の
実

践
を

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

か
ら

深
め

ら
れ

る
内

容
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

例
え

ば
、

「
自

職
場

に
お

け
る

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
留

意
点

と
、
自

ら
の

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

優
れ

て
い

る
点

と
改

善
点

を
記

述
せ

よ
」と

い
っ

た
内

容
が

考
え

ら
れ

る
。
 

＜
評

価
基

準
＞

 

①
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
や

多
職

種
連

携
の

基
礎

理
論

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

③
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

お
け

る
チ

ー
ム

の
行

動
や

力
学

を
分

析
で

き
る

。
 

④
チ

ー
ム

の
文

化
や

風
土

や
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

に
関

す
る

基
礎

理
論

と
分

析
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

の
現

状
分

析
と

改
善

策
に

つ
い

て
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
。
 

⑥
上

記
を

踏
ま

え
て

、
職

場
に

お
け

る
自

分
自

身
の

行
動

に
つ

い
て

省
察

を
行

い
、
持

論
（
th

e
o
ry

 i
n 

us
e
）を

形
成

し
て

い
く
素

地
を

つ
く
る

。
 

18
0

199



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

導
入

（Ⅰ
類

） 

〇
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

（Ⅱ
類

） 

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

〇
チ

ー
ム

の
定

義
と

チ
ー

ム
生

成
過

程
を

講
義

し
た

後
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の
特

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

重
要

で
あ

る
こ

と
へ

の
理

解
を

促
す

。
 

〇
そ

の
後

、
チ

ー
ム

分
析

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動
、

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

多
職

種
連

携
、

組
織

文
化

の
改

善
な

ど
に

つ
い

て
、

具
体

的

事
例

や
受

講
生

の
経

験
を

織
り
交

ぜ
な

が
ら

、
研

修
を

進
め

る
。
 

〇
と

り
わ

け
、
理

論
の

有
効

性
を

腑
に

落
ち

る
感

じ
で

具
体

的
に

疑
似

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

介
護

現
場

で
起

こ
り
が

ち
な

チ
ー

ム
の

状
況

や
対

立
や

風
土

を
題

材
に

ケ

ー
ス

を
作

成
し

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
妥

当
な

分
析

と
有

効
な

改
善

策
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
基

本
と

な
る

。
 

〇
事

前
課

題
で

チ
ー

ム
に

つ
い

て
の

具
体

的
経

験
の

記
述

を
求

め
、
そ

れ
を

研
修

に
ち

り
ば

め
る

こ
と

も
有

益
で

あ
る

。
 

〇
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
結

果
に

つ
い

て
は

発
表

を
通

じ
て

フ
ロ

ア
全

体
で

の
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
研

修
講

師
が

効
果

的
に

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演

習
の

展
開

内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項
等

 
課

題
学

習
を
可

と
す

る
場
合

の
展

開
例

 

５
時

間
 

１
．
チ

ー
ム

に
関

す
る

基
礎

理
論

 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の

特
性

＞
 

〇
（
講

義
）
形

の
あ

る
商

品
と

比
べ

た
時

に
サ

ー
ビ

ス
に

は
財

と
し

て
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
の

か
、

そ
の

な
か

で
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ

ー
ビ

ス
に

は
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
か

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
実

践
現

場
を

思
い

浮
か

べ
さ

せ
な

が
ら

、
チ

ー
ム

の
定

義
、

チ
ー

ム
の

種
類

、
チ

ー
ム

生
成

過
程

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
や

事
前

課
題

を
用

い
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
チ

ー
ム

と
実

践
の

特
徴

を
議

論
し

、

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トを
学

ぶ
意

義
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

自
職

場
で

の
経

験
を

も
と

に
、

「
私

た
ち

は
チ

ー

ム
に

な
っ

た
」
と

感
じ

ら
れ

る
場

面
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

述
し

、
チ

ー
ム

の
要

件
に

つ
い

て
の

考
え

を
ま

と
め

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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 ６

時
間

 
２

．
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

が
機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
チ

ー
ム

の
分

析
と

評
価

＞
 

〇
（
講

義
）
チ

ー
ム

を
評

価
す

る
様

々
な

指
標

を
説

明
し

、
チ

ー
ム

の
状

態
を

分
析

、
評

価
す

る
方

法
を

理
解

す
る

。
 

〇
（演

習
）事

前
課

題
を

用
い

て
、
チ

ー
ム

を
評

価
す

る
指

標
を

デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

チ
ー

ム
を

診
断

す
る

こ
と

の
有

効
性

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
そ

の

チ
ー

ム
の

状
態

を
自

分
の

視
点

で
評

価
し

、
評

価
項

目
と

し
て

何
が

あ
る

か
を

ま
と

め
る

。
 

６
時

間
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動

＞
 

＜
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
＞

 

（
講

義
）
メ

ン
バ

ー
の

組
織

行
動

に
関

す
る

理
論

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

等
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

用
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

求
め

ら
れ

る

要
件

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

理
論

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
記

述

し
、
そ

の
特

性
を

ま
と

め
る

。
 

６
時

間
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
コ

ン
フ

リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト＞
 

＜
多

職
種

連
携

＞
 

（
講

義
）
コ

ン
フ

リ
ク

ト
に

関
す

る
理

論
、

多
職

種
連

携
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

用
い

て
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
の

特
性

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
の

解
決

手
法

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
対

立
の

内
容

と
そ

の
後

の
経

過
に

つ
い

て
記

述
し

、

そ
の

特
性

を
ま

と
め

る
。
 

７
時

間
 

３
．
組

織
文

化
の

分
析

と
応

用
 

＜
チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

＞
 

＜
学

習
す

る
チ

ー
ム

の
構

築
＞

 

（講
義

）チ
ー

ム
の

文
化

と
風

土
、
学

習
す

る
チ

ー
ム

、
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

そ
れ

を
動

か
す

た
め

の
ツ

ー
ル

や
場

面
を

理
解

す

る
。
 

多
職

種
連

携
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
受

講
生

が
提

出
し

た
事

前
課

題
を

用
い

て
、

学
び

続

け
る

チ
ー

ム
の

重
要

性
と

、
そ

の
特

性
を

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

支
援

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

学
び

を
チ

ー
ム

と
し

て
獲

得
し

た
と

感
じ

た
場

面
を

記
述

し
、

そ
こ

で
用

い
た

場
や

ツ
ー

ル
に

つ
い

て
、

そ
の

特
性

を

ま
と

め
る

。
 

 

18
1

200



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

5 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

導
入

（Ⅰ
類

） 

〇
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

（Ⅱ
類

） 

 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

〇
チ

ー
ム

の
定

義
と

チ
ー

ム
生

成
過

程
を

講
義

し
た

後
、

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の
特

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
と

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

重
要

で
あ

る
こ

と
へ

の
理

解
を

促
す

。
 

〇
そ

の
後

、
チ

ー
ム

分
析

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動
、

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

多
職

種
連

携
、

組
織

文
化

の
改

善
な

ど
に

つ
い

て
、

具
体

的

事
例

や
受

講
生

の
経

験
を

織
り
交

ぜ
な

が
ら

、
研

修
を

進
め

る
。
 

〇
と

り
わ

け
、
理

論
の

有
効

性
を

腑
に

落
ち

る
感

じ
で

具
体

的
に

疑
似

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

介
護

現
場

で
起

こ
り
が

ち
な

チ
ー

ム
の

状
況

や
対

立
や

風
土

を
題

材
に

ケ

ー
ス

を
作

成
し

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
妥

当
な

分
析

と
有

効
な

改
善

策
を

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

す
る

こ
と

が
基

本
と

な
る

。
 

〇
事

前
課

題
で

チ
ー

ム
に

つ
い

て
の

具
体

的
経

験
の

記
述

を
求

め
、
そ

れ
を

研
修

に
ち

り
ば

め
る

こ
と

も
有

益
で

あ
る

。
 

〇
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

の
結

果
に

つ
い

て
は

発
表

を
通

じ
て

フ
ロ

ア
全

体
で

の
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
研

修
講

師
が

効
果

的
に

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演

習
の

展
開

内
容

）
 

使
用

教
材
 

留
意

事
項
等

 
課

題
学

習
を
可

と
す

る
場
合

の
展

開
例

 

５
時

間
 

１
．
チ

ー
ム

に
関

す
る

基
礎

理
論

 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
福

祉
現

場
の

チ
ー

ム
と

し
て

の

特
性

＞
 

〇
（
講

義
）
形

の
あ

る
商

品
と

比
べ

た
時

に
サ

ー
ビ

ス
に

は
財

と
し

て
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
の

か
、

そ
の

な
か

で
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ

ー
ビ

ス
に

は
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
か

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
実

践
現

場
を

思
い

浮
か

べ
さ

せ
な

が
ら

、
チ

ー
ム

の
定

義
、

チ
ー

ム
の

種
類

、
チ

ー
ム

生
成

過
程

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
や

事
前

課
題

を
用

い
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
チ

ー
ム

と
実

践
の

特
徴

を
議

論
し

、

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

トを
学

ぶ
意

義
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

自
職

場
で

の
経

験
を

も
と

に
、

「
私

た
ち

は
チ

ー

ム
に

な
っ

た
」
と

感
じ

ら
れ

る
場

面
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

述
し

、
チ

ー
ム

の
要

件
に

つ
い

て
の

考
え

を
ま

と
め

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

6 
 ６

時
間

 
２

．
チ

ー
ム

や
多

職
種

連
携

が
機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
チ

ー
ム

の
分

析
と

評
価

＞
 

〇
（
講

義
）
チ

ー
ム

を
評

価
す

る
様

々
な

指
標

を
説

明
し

、
チ

ー
ム

の
状

態
を

分
析

、
評

価
す

る
方

法
を

理
解

す
る

。
 

〇
（演

習
）事

前
課

題
を

用
い

て
、
チ

ー
ム

を
評

価
す

る
指

標
を

デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

チ
ー

ム
を

診
断

す
る

こ
と

の
有

効
性

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
そ

の

チ
ー

ム
の

状
態

を
自

分
の

視
点

で
評

価
し

、
評

価
項

目
と

し
て

何
が

あ
る

か
を

ま
と

め
る

。
 

６
時

間
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
組

織
行

動

＞
 

＜
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
＞

 

（
講

義
）
メ

ン
バ

ー
の

組
織

行
動

に
関

す
る

理
論

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

等
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

用
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

求
め

ら
れ

る

要
件

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

理
論

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。

 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
や

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
に

つ
い

て
記

述

し
、
そ

の
特

性
を

ま
と

め
る

。
 

６
時

間
 

２
．

チ
ー

ム
や

多
職

種
連

携
が

機

能
す

る
た

め
の

基
礎

理
論

の
活

用
と

応
用

 

＜
コ

ン
フ

リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
＞

 

＜
多

職
種

連
携

＞
 

（
講

義
）
コ

ン
フ

リ
ク

ト
に

関
す

る
理

論
、

多
職

種
連

携
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

用
い

て
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
の

特
性

を
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

コ
ン

フ
リ
ク

ト
の

解
決

手
法

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
理

解
を

定
着

さ
せ

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

自
分

が
経

験
し

て
き

た
チ

ー
ム

を
題

材
に

、
対

立
の

内
容

と
そ

の
後

の
経

過
に

つ
い

て
記

述
し

、

そ
の

特
性

を
ま

と
め

る
。
 

７
時

間
 

３
．
組

織
文

化
の

分
析

と
応

用
 

＜
チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

＞
 

＜
学

習
す

る
チ

ー
ム

の
構

築
＞

 

（講
義

）チ
ー

ム
の

文
化

と
風

土
、
学

習
す

る
チ

ー
ム

、
ナ

レ
ッ

ジ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

そ
れ

を
動

か
す

た
め

の
ツ

ー
ル

や
場

面
を

理
解

す

る
。
 

多
職

種
連

携
に

関
す

る
理

論
を

説
明

す
る

。
 

〇
（
演

習
）
受

講
生

が
提

出
し

た
事

前
課

題
を

用
い

て
、

学
び

続

け
る

チ
ー

ム
の

重
要

性
と

、
そ

の
特

性
を

理
解

す
る

。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（2

.5
時

間
） 

支
援

の
質

の
向

上
に

つ
な

が
る

学
び

を
チ

ー
ム

と
し

て
獲

得
し

た
と

感
じ

た
場

面
を

記
述

し
、

そ
こ

で
用

い
た

場
や

ツ
ー

ル
に

つ
い

て
、

そ
の

特
性

を

ま
と

め
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

7 
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

日
々

の
実

践
を

通
じ

て
学

習
す

る
チ

ー
ム

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
そ

の
構

築
に

有
効

な
ツ

ー
ル

や
場

面
に

つ
い

て
の

理
解

を
定

着
さ

せ
る

。
 

〇
事

後
課

題
（３

時
間

） 

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

自
職

場
チ

ー

ム
の

分
析

を
行

い
、
改

善
策

を
ま

と
め

る
。
 

 
※

 
 
1
5

時
間

以
内

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

8 
 「チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
チ

ー
ム
に

関
す

る
基
礎

理
論
 

１
 
チ

ー
ム

の
定

義
は

、
達

成
す

べ
き

目
標

の
存

在
、
メ

ン
バ

ー
の

協
働

と
相

互
依

存
、
メ

ン
バ

ー
へ

の
役

割
付

与
、
メ

ン
バ

ー
と

メ
ン

バ
ー

外
の

境
界

の
明

瞭
性

、
の

４
つ

で
あ

る
。
 

２
 
チ

ー
ム

に
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
チ

ー
ム

、
ク

ル
ー

の
３
類

型
が

あ
る

。
 

３
 
チ

ー
ム

の
生

成
過

程
に

は
、
形

成
期

、
混

乱
期

、
統

一
期

、
機

能
期

、
散

会
期

の
５
つ

の
ス

テ
ー

ジ
が

あ
る

。
 

 ○
福

祉
現
場

の
チ

ー
ム
と

し
て

の
特

性
。

 

１
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

は
、
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

２
 
利

用
者

の
日

々
の

支
援

に
あ

た
る

チ
ー

ム
に

加
え

、
委

員
会

活
動

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トな
ど

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
が

効
果

的
で

あ
る

。
 

３
 
施

設
系

サ
ー

ビ
ス

と
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
場

の
共

有
度

合
い

に
違

い
が

あ
る

。
 

４
 
チ

ー
ム

の
小

規
模

は
、
個

々
の

メ
ン

バ
ー

の
相

互
依

存
と

影
響

度
合

い
を

深
め

る
。
 

５
 
チ

ー
ム

の
地

域
化

は
、
他

職
種

連
携

や
住

民
参

加
を

促
進

し
、
異

質
性

を
チ

ー
ム

に
も

た
ら

す
。
 

 ○
チ

ー
ム
の

分
析

と
評
価

 

１
 
チ

ー
ム

は
、
観

察
可

能
な

行
動

的
側

面
と

、
目

に
見

え
な

い
が

メ
ン

バ
ー

が
有

し
て

い
る

心
理

的
側

面
の

二
つ

の
レ

ベ
ル

で
分

析
・評

価
で

き
る

。
 

２
 
チ

ー
ム

の
行

動
的

側
面

は
、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
統

制
管

理
（パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

）と
、
円

滑
な

対
人

関
係

（メ
ン

テ
ナ

ン
ス

）か
ら

分
析

・評
価

で
き

る
。
 

３
 
チ

ー
ム

が
成

果
を

創
出

す
る

ま
で

に
チ

ー
ム

内
で

生
じ

る
プ

ロ
セ

ス
を

チ
ー

ム
効

果
性

モ
デ

ル
と

呼
ぶ

。
 

４
 
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
知

識
・ス

キ
ル

・
態

度
を

測
定

す
る

指
標

が
開

発
さ

れ
て

い
る

。
 

 ○
チ

ー
ム
メ

ン
バ

ー
の
組

織
行

動
 

１
 
チ

ー
ム

役
割

モ
デ

ル
で

は
、
チ

ー
ム

の
パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
と

し
て

９
つ

の
役

割
が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 
チ

ー
ム

に
は

社
会

的
手

抜
き

や
社

会
的

効
果

が
発

生
す

る
。
 

３
 
チ

ー
ム

に
は

集
団

思
考

や
同

調
圧

力
と

い
っ

た
負

の
側

面
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

４
 
メ

ン
バ

ー
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

管
理

は
リ
ー

ダ
ー

の
重

要
な

役
割

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

7 
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

作
成

し
た

ケ
ー

ス
を

用
い

て
、

日
々

の
実

践
を

通
じ

て
学

習
す

る
チ

ー
ム

を
腑

に
落

ち
る

感
じ

で
具

体
的

に
疑

似
体

験
し

、
そ

の
構

築
に

有
効

な
ツ

ー
ル

や
場

面
に

つ
い

て
の

理
解

を
定

着
さ

せ
る

。
 

〇
事

後
課

題
（３

時
間

） 

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

自
職

場
チ

ー

ム
の

分
析

を
行

い
、
改

善
策

を
ま

と
め

る
。
 

 
※

 
 
1
5

時
間

以
内

 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

8 
 「チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
チ

ー
ム
に

関
す

る
基
礎

理
論
 

１
 
チ

ー
ム

の
定

義
は

、
達

成
す

べ
き

目
標

の
存

在
、
メ

ン
バ

ー
の

協
働

と
相

互
依

存
、
メ

ン
バ

ー
へ

の
役

割
付

与
、
メ

ン
バ

ー
と

メ
ン

バ
ー

外
の

境
界

の
明

瞭
性

、
の

４
つ

で
あ

る
。
 

２
 
チ

ー
ム

に
は

、
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

、
チ

ー
ム

、
ク

ル
ー

の
３
類

型
が

あ
る

。
 

３
 
チ

ー
ム

の
生

成
過

程
に

は
、
形

成
期

、
混

乱
期

、
統

一
期

、
機

能
期

、
散

会
期

の
５
つ

の
ス

テ
ー

ジ
が

あ
る

。
 

 ○
福

祉
現
場

の
チ

ー
ム
と

し
て

の
特

性
。

 

１
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

は
、
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

２
 
利

用
者

の
日

々
の

支
援

に
あ

た
る

チ
ー

ム
に

加
え

、
委

員
会

活
動

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トな
ど

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
が

効
果

的
で

あ
る

。
 

３
 
施

設
系

サ
ー

ビ
ス

と
訪

問
系

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
場

の
共

有
度

合
い

に
違

い
が

あ
る

。
 

４
 
チ

ー
ム

の
小

規
模

は
、
個

々
の

メ
ン

バ
ー

の
相

互
依

存
と

影
響

度
合

い
を

深
め

る
。
 

５
 
チ

ー
ム

の
地

域
化

は
、
他

職
種

連
携

や
住

民
参

加
を

促
進

し
、
異

質
性

を
チ

ー
ム

に
も

た
ら

す
。
 

 ○
チ

ー
ム
の

分
析

と
評
価

 

１
 
チ

ー
ム

は
、
観

察
可

能
な

行
動

的
側

面
と

、
目

に
見

え
な

い
が

メ
ン

バ
ー

が
有

し
て

い
る

心
理

的
側

面
の

二
つ

の
レ

ベ
ル

で
分

析
・評

価
で

き
る

。
 

２
 
チ

ー
ム

の
行

動
的

側
面

は
、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
統

制
管

理
（パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

）と
、
円

滑
な

対
人

関
係

（メ
ン

テ
ナ

ン
ス

）か
ら

分
析

・評
価

で
き

る
。
 

３
 
チ

ー
ム

が
成

果
を

創
出

す
る

ま
で

に
チ

ー
ム

内
で

生
じ

る
プ

ロ
セ

ス
を

チ
ー

ム
効

果
性

モ
デ

ル
と

呼
ぶ

。
 

４
 
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

の
知

識
・ス

キ
ル

・
態

度
を

測
定

す
る

指
標

が
開

発
さ

れ
て

い
る

。
 

 ○
チ

ー
ム
メ

ン
バ

ー
の
組

織
行

動
 

１
 
チ

ー
ム

役
割

モ
デ

ル
で

は
、
チ

ー
ム

の
パ

ー
ソ

ナ
リ
テ

ィ
と

し
て

９
つ

の
役

割
が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 
チ

ー
ム

に
は

社
会

的
手

抜
き

や
社

会
的

効
果

が
発

生
す

る
。
 

３
 
チ

ー
ム

に
は

集
団

思
考

や
同

調
圧

力
と

い
っ

た
負

の
側

面
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

４
 
メ

ン
バ

ー
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

管
理

は
リ
ー

ダ
ー

の
重

要
な

役
割

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

9 
 ○

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

 

１
 
Ｐ
Ｍ

理
論

は
、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

行
動

（
課

題
志

向
的

行
動

）と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
行

動
（人

間
関

係
志

向
的

行
動

）の
二

軸
で

整
理

で
き

る
。
 

２
 
状

況
適

合
理

論
に

よ
れ

ば
、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

の
成

熟
度

に
応

じ
て

、
効

果
的

な
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

変
化

す
る

。
 

３
 
チ

ー
ム

を
明

瞭
に

意
識

し
た

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

し
て

、
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

あ
る

。
 

４
 
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

、
チ

ー
ム

内
志

向
の

機
能

と
チ

ー
ム

外
志

向
の

機
能

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

 

５
 
シ

ェ
ア

ド
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
で

は
、
メ

ン
バ

ー
全

員
が

チ
ー

ム
に

お
い

て
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

。
 

 ○
コ

ン
フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

１
 
コ

ン
フ

リ
ク

トに
は

タ
ス

ク
コ

ン
フ

リ
ク

ト、
プ

ロ
セ

ス
コ

ン
フ

リ
ク

ト、
関

係
コ

ン
フ

リ
ク

トが
あ

る
。
 

２
 
タ

ス
ク

コ
ン

フ
リ
ク

トは
効

果
的

に
対

処
す

る
こ

と
で

チ
ー

ム
の

機
能

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 
プ

ロ
セ

ス
コ

ン
フ

リ
ク

トや
関

係
コ

ン
フ

リ
ク

ト
は

早
期

に
解

決
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

４
 
コ

ン
フ

リ
ク

トの
原

因
に

は
認

知
、
条

件
、
感

情
が

あ
る

。
 

５
 
コ

ン
フ

リ
ク

トの
解

決
戦

略
と

し
て

二
重

関
心

モ
デ

ル
（強

制
、
服

従
、
回

避
、
協

調
、
妥

協
）が

あ
る

。
 

 ○
多

職
種
連
携

・
多

職
種

協
働

 

１
 
専

門
職

連
携

実
践

（Ｉ
Ｐ
Ｗ

）
に

は
組

織
内

チ
ー

ム
と

組
織

間
チ

ー
ム

の
二

つ
が

あ
る

。
 

２
 
保

健
医

療
福

祉
専

門
職

の
能

力
は

、
個

々
の

専
門

の
能

力
、
（専

門
に

依
ら

な
い

）共
通

の
能

力
、
協

働
的

能
力

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

３
 
協

働
的

能
力

に
お

い
て

は
対

話
や

合
意

形
成

や
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
力

量
が

求
め

ら
れ

る
。
 

４
 
統

合
の

レ
ベ

ル
に

は
、
リ
ン

ケ
ー

ジ
（連

携
）、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ
ン

（協
調

）、
フ

ル
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

（完
全

な
統

合
）の

３
つ

が
あ

る
。
 

 〇
チ

ー
ム
の
文

化
と

風
土

 

１
 
チ

ー
ム

は
、
観

察
可

能
な

行
動

的
側

面
と

、
目

に
見

え
な

い
が

メ
ン

バ
ー

が
有

し
て

い
る

心
理

的
側

面
の

二
つ

の
レ

ベ
ル

か
ら

成
り
立

っ
て

い
る

。
 

２
 
心

理
的

側
面

に
は

、
チ

ー
ム

効
力

感
、
チ

ー
ム

凝
集

性
、
チ

ー
ム

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
が

あ
る

。
 

３
 
優

れ
た

チ
ー

ム
は

チ
ー

ム
効

力
感

を
有

し
て

い
る

。
 

４
 
組

織
や

チ
ー

ム
の

文
化

を
客

観
的

に
分

析
す

る
こ

と
で

、
そ

の
文

化
を

変
え

て
い

く
方

向
性

が
見

い
だ

せ
る

。
 

 〇
学

習
す
る
チ

ー
ム

の
構

築
 

１
 
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

る
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
学

習
す

る
チ

ー
ム

を
つ

く
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

10
 

 ２
 
学

習
す

る
チ

ー
ム

は
、
率

直
に

意
見

を
言

う
、
協

働
す

る
、
試

み
る

、
省

察
す

る
、
の

４
つ

の
行

動
で

特
徴

づ
け

ら
れ

る
。
 

３
 
実

践
知

は
形

式
知

と
暗

黙
知

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

 

４
 
暗

黙
知

を
基

点
と

す
る

知
識

創
造

の
ス

バ
イ

ラ
ル

を
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｉモ
デ

ル
と

呼
ぶ

。
 

５
 
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｉモ
デ

ル
を

意
識

し
な

が
ら

日
々

の
支

援
を

行
う
こ

と
が

学
習

す
る

チ
ー

ム
の

基
本

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

9 
 ○

チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

発
揮

 

１
 
Ｐ
Ｍ

理
論

は
、
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

行
動

（
課

題
志

向
的

行
動

）と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
行

動
（人

間
関

係
志

向
的

行
動

）の
二

軸
で

整
理

で
き

る
。
 

２
 
状

況
適

合
理

論
に

よ
れ

ば
、
フ

ォ
ロ

ワ
ー

の
成

熟
度

に
応

じ
て

、
効

果
的

な
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

変
化

す
る

。
 

３
 
チ

ー
ム

を
明

瞭
に

意
識

し
た

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

し
て

、
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

あ
る

。
 

４
 
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
は

、
チ

ー
ム

内
志

向
の

機
能

と
チ

ー
ム

外
志

向
の

機
能

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

 

５
 
シ

ェ
ア

ド
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
で

は
、
メ

ン
バ

ー
全

員
が

チ
ー

ム
に

お
い

て
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

。
 

 ○
コ

ン
フ
リ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

１
 
コ

ン
フ

リ
ク

トに
は

タ
ス

ク
コ

ン
フ

リ
ク

ト、
プ

ロ
セ

ス
コ

ン
フ

リ
ク

ト、
関

係
コ

ン
フ

リ
ク

トが
あ

る
。
 

２
 
タ

ス
ク

コ
ン

フ
リ
ク

トは
効

果
的

に
対

処
す

る
こ

と
で

チ
ー

ム
の

機
能

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

３
 
プ

ロ
セ

ス
コ

ン
フ

リ
ク

トや
関

係
コ

ン
フ

リ
ク

ト
は

早
期

に
解

決
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

４
 
コ

ン
フ

リ
ク

トの
原

因
に

は
認

知
、
条

件
、
感

情
が

あ
る

。
 

５
 
コ

ン
フ

リ
ク

トの
解

決
戦

略
と

し
て

二
重

関
心

モ
デ

ル
（強

制
、
服

従
、
回

避
、
協

調
、
妥

協
）が

あ
る

。
 

 ○
多

職
種
連
携

・
多

職
種

協
働

 

１
 
専

門
職

連
携

実
践

（Ｉ
Ｐ
Ｗ

）
に

は
組

織
内

チ
ー

ム
と

組
織

間
チ

ー
ム

の
二

つ
が

あ
る

。
 

２
 
保

健
医

療
福

祉
専

門
職

の
能

力
は

、
個

々
の

専
門

の
能

力
、
（専

門
に

依
ら

な
い

）共
通

の
能

力
、
協

働
的

能
力

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

３
 
協

働
的

能
力

に
お

い
て

は
対

話
や

合
意

形
成

や
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
力

量
が

求
め

ら
れ

る
。
 

４
 
統

合
の

レ
ベ

ル
に

は
、
リ
ン

ケ
ー

ジ
（連

携
）、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ
ン

（協
調

）、
フ

ル
イ

ン
テ

グ
レ

ー
シ

ョ
ン

（完
全

な
統

合
）の

３
つ

が
あ

る
。
 

 〇
チ

ー
ム
の
文

化
と

風
土

 

１
 
チ

ー
ム

は
、
観

察
可

能
な

行
動

的
側

面
と

、
目

に
見

え
な

い
が

メ
ン

バ
ー

が
有

し
て

い
る

心
理

的
側

面
の

二
つ

の
レ

ベ
ル

か
ら

成
り
立

っ
て

い
る

。
 

２
 
心

理
的

側
面

に
は

、
チ

ー
ム

効
力

感
、
チ

ー
ム

凝
集

性
、
チ

ー
ム

メ
ン

タ
ル

モ
デ

ル
が

あ
る

。
 

３
 
優

れ
た

チ
ー

ム
は

チ
ー

ム
効

力
感

を
有

し
て

い
る

。
 

４
 
組

織
や

チ
ー

ム
の

文
化

を
客

観
的

に
分

析
す

る
こ

と
で

、
そ

の
文

化
を

変
え

て
い

く
方

向
性

が
見

い
だ

せ
る

。
 

 〇
学

習
す
る
チ

ー
ム

の
構

築
 

１
 
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

る
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
学

習
す

る
チ

ー
ム

を
つ

く
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

10
 

 ２
 
学

習
す

る
チ

ー
ム

は
、
率

直
に

意
見

を
言

う
、
協

働
す

る
、
試

み
る

、
省

察
す

る
、
の

４
つ

の
行

動
で

特
徴

づ
け

ら
れ

る
。
 

３
 
実

践
知

は
形

式
知

と
暗

黙
知

か
ら

構
成

さ
れ

る
。

 

４
 
暗

黙
知

を
基

点
と

す
る

知
識

創
造

の
ス

バ
イ

ラ
ル

を
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｉモ
デ

ル
と

呼
ぶ

。
 

５
 
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｉモ
デ

ル
を

意
識

し
な

が
ら

日
々

の
支

援
を

行
う
こ

と
が

学
習

す
る

チ
ー

ム
の

基
本

で
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
自

職
場

に
お

け
る

実
践

を
介

護
業

務
の

視
点

か
ら

整
理

し
、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

と
改

善
に

向
け

た
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
力

を
獲

得
す

る
 

到 達 目 標

 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

に
関

す
る

基
礎

的
な

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
論

理
的

思
考

に
基

づ
い

て
実

践
を

業
務

の
視

点
か

ら
整

理
し

・記
述

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
上

記
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
職

場
の

実
践

を
科

学
的

・
客

観
的

に
記

述
、

評
価

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
改

善
に

向
け

た
検

討
、

業
務

の
標

準
化

に
向

け
た

基
準

づ
く
り
や

組
織

化
計

画
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
類

す
る

教
育

内
容

は
み

ら
れ

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
介

護
実

践
を

構
成

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
要

素
の

な
か

か
ら

特
定

の
業

務
（
排

泄
、

入
浴

、
移

動
移

乗
、

看
取

り
、

認
知

症
ケ

ア
）
を

抽
出

し
、

そ
の

業
務

の
言

語
化

、

構
造

的
整

理
を

通
じ

て
、
「
何

を
」
「
ど

の
よ

う
な

考
え

の
も

と
」
「
ど

の
よ

う
に

す
べ

き
か

」
を

明
ら

か
に

し
、
管

理
的

視
点

か
ら

業
務

の
標

準
化

を
図

り
、
質

の
評

価
と

改
善

に
取

り
組

む
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
等

の
理

論
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す

る
。

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

 
①

サ
ー

ビ
ス

の
財

と
し

て
の

特
性

 

②
情

報
の

非
対

称
性

、
評

価
の

二
面

性
（専

門
職

と
利

用
者

） 

③
技

術
的

合
理

性
、
コ

ン
テ

ク
ス

トを
踏

ま
え

た
関

り
 

④
期

待
の

コ
ン

トロ
ー

ル
 

２
．
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

 
１
）ド

ナ
ベ

デ
ィ

ア
ン

モ
デ

ル
 

①
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
セ

ス
・
ア

ウ
ト
カ

ム
 

②
技

術
的

部
分

と
対

人
関

係
的

部
分

 

２
）報

酬
と

質
の

評
価

 
①

介
護

報
酬

の
構

造
、
加

算
・減

算
 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
報

酬
の

構
造

、
加

算
・減

算
 

②
プ

ロ
セ

ス
評

価
と

ア
ウ

トカ
ム

評
価

の
重

視
 

３
）第

三
者

評
価

 
①

第
三

者
評

価
 

②
自

己
評

価
 

４
）プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

 
①

イ
ン

パ
ク

ト理
論

 

②
プ

ロ
セ

ス
理

論
 

５
）評

価
指

標
 

①
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
 

②
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

測
定

 

③
ア

ウ
トカ

ム
評

価
 

３
．
介

護
業

務
の

記
述

と
構

造
的

整
理

 
１
）介

護
業

務
 

①
実

践
知

・暗
黙

知
・形

式
知

 

②
実

践
と

業
務

 

③
介

護
業

務
基

準
 

２
）業

務
の

記
述

化
 

①
イ

ン
プ

ッ
トと

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

②
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
構

造
的

整
理

 

４
．
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 
１
）業

務
の

標
準

化
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

標
準

化
 

②
ケ

ア
ミ
ニ

マ
ム

 

③
指

針
・マ

ニ
ュ

ア
ル

・手
順

書
 

④
思

考
の

標
準

化
と

行
動

の
標

準
化

 

⑤
介

護
過

程
へ

の
展

開
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

１
５
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
自

職
場

に
お

け
る

実
践

を
介

護
業

務
の

視
点

か
ら

整
理

し
、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

と
改

善
に

向
け

た
検

討
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
力

を
獲

得
す

る
 

到 達 目 標

 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

に
関

す
る

基
礎

的
な

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
論

理
的

思
考

に
基

づ
い

て
実

践
を

業
務

の
視

点
か

ら
整

理
し

・記
述

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
上

記
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
職

場
の

実
践

を
科

学
的

・
客

観
的

に
記

述
、

評
価

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
改

善
に

向
け

た
検

討
、

業
務

の
標

準
化

に
向

け
た

基
準

づ
く
り
や

組
織

化
計

画
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
類

す
る

教
育

内
容

は
み

ら
れ

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
介

護
実

践
を

構
成

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
要

素
の

な
か

か
ら

特
定

の
業

務
（
排

泄
、

入
浴

、
移

動
移

乗
、

看
取

り
、

認
知

症
ケ

ア
）
を

抽
出

し
、

そ
の

業
務

の
言

語
化

、

構
造

的
整

理
を

通
じ

て
、
「
何

を
」
「
ど

の
よ

う
な

考
え

の
も

と
」
「
ど

の
よ

う
に

す
べ

き
か

」
を

明
ら

か
に

し
、
管

理
的

視
点

か
ら

業
務

の
標

準
化

を
図

り
、
質

の
評

価
と

改
善

に
取

り
組

む
た

め
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
等

の
理

論
（
＝

メ
カ

ニ
ズ

ム
や

理
論

に
関

す
る

知
識

領
域

）
と

実
践

的
知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）
を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す

る
。

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

 
①

サ
ー

ビ
ス

の
財

と
し

て
の

特
性

 

②
情

報
の

非
対

称
性

、
評

価
の

二
面

性
（専

門
職

と
利

用
者

） 

③
技

術
的

合
理

性
、
コ

ン
テ

ク
ス

トを
踏

ま
え

た
関

り
 

④
期

待
の

コ
ン

トロ
ー

ル
 

２
．
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

 
１
）ド

ナ
ベ

デ
ィ

ア
ン

モ
デ

ル
 

①
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
セ

ス
・
ア

ウ
ト
カ

ム
 

②
技

術
的

部
分

と
対

人
関

係
的

部
分

 

２
）報

酬
と

質
の

評
価

 
①

介
護

報
酬

の
構

造
、
加

算
・減

算
 

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
報

酬
の

構
造

、
加

算
・減

算
 

②
プ

ロ
セ

ス
評

価
と

ア
ウ

トカ
ム

評
価

の
重

視
 

３
）第

三
者

評
価

 
①

第
三

者
評

価
 

②
自

己
評

価
 

４
）プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

 
①

イ
ン

パ
ク

ト理
論

 

②
プ

ロ
セ

ス
理

論
 

５
）評

価
指

標
 

①
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
 

②
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

測
定

 

③
ア

ウ
トカ

ム
評

価
 

３
．
介

護
業

務
の

記
述

と
構

造
的

整
理

 
１
）介

護
業

務
 

①
実

践
知

・暗
黙

知
・形

式
知

 

②
実

践
と

業
務

 

③
介

護
業

務
基

準
 

２
）業

務
の

記
述

化
 

①
イ

ン
プ

ッ
トと

ア
セ

ス
メ

ン
ト 

②
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
構

造
的

整
理

 

４
．
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 
１
）業

務
の

標
準

化
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

標
準

化
 

②
ケ

ア
ミ
ニ

マ
ム

 

③
指

針
・マ

ニ
ュ

ア
ル

・手
順

書
 

④
思

考
の

標
準

化
と

行
動

の
標

準
化

 

⑤
介

護
過

程
へ

の
展

開
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

3 
 

２
）実

践
の

評
価

と
改

善
 

①
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

 

②
ル

ー
ル

・ロ
ー

ル
・ツ

ー
ル

の
整

備
 

③
記

録
の

ポ
イ

ン
ト 

３
）質

の
管

理
に

向
け

た
組

織
化

計
画

と
人

材
育

成
 

①
経

験
学

習
・言

語
化

・抽
象

的
概

念
化

 

②
内

省
支

援
 

③
学

習
す

る
組

織
 

④
倫

理
綱

領
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
モ

デ
ル

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

な
ど

、
様

々
な

質
の

評
価

手
法

を
体

系
的

に
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
演

習
を

通
じ

て
介

護
業

務
の

言
語

化
と

構
造

的
整

理
を

行
う

こ
と

で
、

そ
の

有
効

性
を

腑
に

落
ち

る
感

じ
で

具
体

的
に

経
験

さ
せ

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

グ
ル

ー
プ

分

け
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

手
法

、
時

間
配

分
な

ど
演

習
の

進
め

方
に

つ
い

て
十

分
な

吟
味

を
行

っ
て

研
修

に
臨

む
こ

と
。
 

〇
演

習
に

あ
た

っ
て

は
具

体
的

な
ケ

ー
ス

を
も

と
に

検
討

を
開

始
し

、
そ

の
後

、
ケ

ー
ス

か
ら

離
れ

て
業

務
と

し
て

標
準

化
を

検
討

す
る

こ
と

が
有

益
で

あ
る

。
こ

の
観

点
か

ら
事

前

課
題

を
検

討
す

る
こ

と
。
 

〇
受

講
生

に
と

っ
て

は
慣

れ
親

し
ん

だ
科

目
で

は
な

い
た

め
、
具

体
例

な
ど

を
示

し
な

が
ら

、
わ

か
り
や

す
い

説
明

を
心

が
け

る
こ

と
。
 

〇
本

科
目

と
介

護
過

程
の

展
開

と
の

関
係

性
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
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推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
②

既
存

の
文

献
等

が
活

用
で

き
る

が
、
複
数

の
基

本
文

献
を

も
と

に
体

系
的
な
理
解
を
深
め
つ
つ
研
修
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
。

 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

〇
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
（「

地
域

ケ
ア

を
拓

く
介

護
福

祉
学

」シ
リ
ー

ズ
）』

光
生

館
、
2
0
1
5
 

〇
ア

ベ
デ

ィ
ス

・
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
＝

著
／

東
尚

弘
＝

訳
『医

療
の

質
の

定
義

と
評

価
方

法
』Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

健
康

医
療

評
価

研
究

機
構

、
2
0
0
7
 

〇
安

田
節

之
＝

著
『プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

 対
人

・コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
援

助
の

質
を

高
め

る
た

め
に

（ワ
ー

ド
マ

ッ
プ

）』
新

曜
社

、
2
0
1
1
 

〇
島

津
望

＝
著

『
医

療
の

質
と

患
者

満
足

 サ
ー

ビ
ス

・マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・ア

プ
ロ

ー
チ

（M
ar

k
e
ti
ng

 ＆
 D

is
tr

ib
ut

io
n 

シ
リ
ー

ズ
）
』
千

倉
書

房
、

2
0
0
5
 

〇
中

原
淳

＝
著

『経
営

学
習

論
 人

材
育

成
を

科
学

す
る

』東
京

大
学

出
版

、
2
0
1
2
 

『医
療

の
質

の
定

義
と

評
価

方
法

』、
『プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

』は
内

容
が

難
し

い
た

め
、
事

後
学

習
と

し
て

用
い

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。
 

評 価 方 法 と 基 準

 

〇
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
筆

記
試

験
（基

礎
知

識
の

定
着

、
1
0
～

2
0

問
程

度
、
研

修
で

学
ん

だ
基

本
用

語
に

つ
い

て
定

着
を

図
る

こ
と

） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
研

修
で

学
ん

だ
理

論
や

考
え

方
を

振
り
返

っ
た

う
え

で
、

よ
り
大

き
な

視
点

で
介

護
業

務
の

標
準

化
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

ら
れ

え
る

内
容

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
例

え
ば

、

「
介

護
実

践
に

お
い

て
標

準
化

を
追

求
す

る
こ

と
の

限
界

と
課

題
に

つ
い

て
述

べ
よ

」と
い

っ
た

内
容

が
考

え
ら

れ
る

。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

に
関

す
る

基
礎

的
な

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
論

理
的

思
考

に
基

づ
い

て
実

践
を

業
務

の
視

点
か

ら
整

理
し

・記
述

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
上

記
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
職

場
の

実
践

を
科

学
的

・
客

観
的

に
記

述
、

評
価

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
改

善
に

向
け

た
検

討
、

業
務

の
標

準
化

に
向

け
た

基
準

づ
く
り
や

組
織

化
計

画
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

3 
 

２
）実

践
の

評
価

と
改

善
 

①
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

 

②
ル

ー
ル

・ロ
ー

ル
・ツ

ー
ル

の
整

備
 

③
記

録
の

ポ
イ

ン
ト 

３
）質

の
管

理
に

向
け

た
組

織
化

計
画

と
人

材
育

成
 

①
経

験
学

習
・言

語
化

・抽
象

的
概

念
化

 

②
内

省
支

援
 

③
学

習
す

る
組

織
 

④
倫

理
綱

領
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

〇
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
モ

デ
ル

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

な
ど

、
様

々
な

質
の

評
価

手
法

を
体

系
的

に
理

解
し

て
お

く
こ

と
。
 

〇
演

習
を

通
じ

て
介

護
業

務
の

言
語

化
と

構
造

的
整

理
を

行
う

こ
と

で
、

そ
の

有
効

性
を

腑
に

落
ち

る
感

じ
で

具
体

的
に

経
験

さ
せ

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

よ
っ

て
、

グ
ル

ー
プ

分

け
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

手
法

、
時

間
配

分
な

ど
演

習
の

進
め

方
に

つ
い

て
十

分
な

吟
味

を
行

っ
て

研
修

に
臨

む
こ

と
。
 

〇
演

習
に

あ
た

っ
て

は
具

体
的

な
ケ

ー
ス

を
も

と
に

検
討

を
開

始
し

、
そ

の
後

、
ケ

ー
ス

か
ら

離
れ

て
業

務
と

し
て

標
準

化
を

検
討

す
る

こ
と

が
有

益
で

あ
る

。
こ

の
観

点
か

ら
事

前

課
題

を
検

討
す

る
こ

と
。
 

〇
受

講
生

に
と

っ
て

は
慣

れ
親

し
ん

だ
科

目
で

は
な

い
た

め
、
具

体
例

な
ど

を
示

し
な

が
ら

、
わ

か
り
や

す
い

説
明

を
心

が
け

る
こ

と
。
 

〇
本

科
目

と
介

護
過

程
の

展
開

と
の

関
係

性
を

理
解

し
て

お
く
こ

と
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
②

既
存

の
文

献
等

が
活

用
で

き
る

が
、
複
数

の
基

本
文

献
を

も
と

に
体

系
的
な
理
解
を
深
め
つ
つ
研
修
を
組
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
。

 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

〇
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『介

護
福

祉
の

組
織

・制
度

論
（「

地
域

ケ
ア

を
拓

く
介

護
福

祉
学

」シ
リ
ー

ズ
）』

光
生

館
、
2
0
1
5
 

〇
ア

ベ
デ

ィ
ス

・
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
＝

著
／

東
尚

弘
＝

訳
『医

療
の

質
の

定
義

と
評

価
方

法
』Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

健
康

医
療

評
価

研
究

機
構

、
2
0
0
7
 

〇
安

田
節

之
＝

著
『プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

 対
人

・コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
援

助
の

質
を

高
め

る
た

め
に

（ワ
ー

ド
マ

ッ
プ

）』
新

曜
社

、
2
0
1
1
 

〇
島

津
望

＝
著

『
医

療
の

質
と

患
者

満
足

 サ
ー

ビ
ス

・マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・ア

プ
ロ

ー
チ

（M
ar

k
e
ti
ng

 ＆
 D

is
tr

ib
ut

io
n 

シ
リ
ー

ズ
）
』
千

倉
書

房
、

2
0
0
5
 

〇
中

原
淳

＝
著

『経
営

学
習

論
 人

材
育

成
を

科
学

す
る

』東
京

大
学

出
版

、
2
0
1
2
 

『医
療

の
質

の
定

義
と

評
価

方
法

』、
『プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

』は
内

容
が

難
し

い
た

め
、
事

後
学

習
と

し
て

用
い

る
こ

と
を

推
奨

す
る

。
 

評 価 方 法 と 基 準

 

〇
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
筆

記
試

験
（基

礎
知

識
の

定
着

、
1
0
～

2
0

問
程

度
、
研

修
で

学
ん

だ
基

本
用

語
に

つ
い

て
定

着
を

図
る

こ
と

） 

＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

〇
研

修
で

学
ん

だ
理

論
や

考
え

方
を

振
り
返

っ
た

う
え

で
、

よ
り
大

き
な

視
点

で
介

護
業

務
の

標
準

化
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

ら
れ

え
る

内
容

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
例

え
ば

、

「介
護

実
践

に
お

い
て

標
準

化
を

追
求

す
る

こ
と

の
限

界
と

課
題

に
つ

い
て

述
べ

よ
」と

い
っ

た
内

容
が

考
え

ら
れ

る
。
 

＜
評

価
基
準

＞
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

の
枠

組
み

に
関

す
る

基
礎

的
な

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

②
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。
 

③
論

理
的

思
考

に
基

づ
い

て
実

践
を

業
務

の
視

点
か

ら
整

理
し

・記
述

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

④
上

記
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
職

場
の

実
践

を
科

学
的

・
客

観
的

に
記

述
、

評
価

し
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
改

善
に

向
け

た
検

討
、

業
務

の
標

準
化

に
向

け
た

基
準

づ
く
り
や

組
織

化
計

画
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

5 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

〇
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

（Ⅱ
類

） 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

〇
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
財

と
し

て
の

特
性

を
理

解
し

た
う

え
で

、
専

門
職

と
し

て
の

倫
理

に
基

づ
き

、
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

を
他

者
に

分
か

り
や

す
く
記

述
す

る
こ

と
が

、
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

改
善

に
つ

な
が

る
こ

と
へ

の
理

解
を

促
す

。
 

〇
そ

の
う

え
で

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

形
式

で
、

特
定

の
介

護
業

務
に

つ
い

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
を

援
用

し
て

イ
ン

プ
ッ

ト
（
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
）
と

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
（
支

援
内

容
）
を

中
心

に
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
し

て
整

理
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

プ
ロ

セ
ス

の
記

述
化

が
支

援
の

全
体

像
を

理
解

す
る

の
に

有
益

で
あ

る
こ

と
、

思
考

で
き

る
介

護
職

の
育

成
に

有
益

で
あ

る
こ

と

へ
の

理
解

を
促

す
。
一

連
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

に
通

じ
て

い
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
 

〇
演

習
は

長
時

間
に

わ
た

っ
て

行
わ

れ
る

た
め

、
目

標
を

細
か

く
設

定
し

、
タ

イ
ミ
ン

グ
を

と
ら

え
て

発
表

と
フ

ロ
ア

全
体

で
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

研
修

講
師

が
効

果
的

に
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ
ン

ト
、

演
習
の

展
開

内
容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習
を

可
と

す
る
場

合
の

展
開

例
 

６
時

間
 

１
．
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

２
．

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
評

価
の

枠

組
み

 

〇
（
講

義
）
形

の
あ

る
商

品
と

比
べ

た
時

に
サ

ー
ビ

ス
に

は
財

と
し

て
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
の

か
、

そ
の

な
か

で
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ

ー
ビ

ス
に

は
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
か

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
モ

デ
ル

の
説

明
、

ス
ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
セ

ス
・
ア

ウ
ト
カ

ム
評

価
、

介
護

報
酬

の
仕

組
み

、
評

価
の

目

的
、

実
践

の
改

善
に

資
す

る
手

法
と

し
て

プ
ロ

セ
ス

評
価

の
有

効
性

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

提
示

し
た

事
例

（
介

護
報

酬
の

構
造

、
例

え
ば

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

重
度

者
対

応
、

看
取

り
）
を

も
と

に
、

報
酬

に
よ

る
評

価
の

構
造

を
理

解
し

、
プ

ロ
セ

ス
評

価
や

ア
ウ

ト
カ

ム

評
価

の
重

要
性

を
理

解
す

る
。

次
い

で
、

プ
ロ

セ
ス

評
価

と
ア

ウ

トカ
ム

評
価

の
利

点
や

課
題

を
議

論
し

整
理

す
る

。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

ス
ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

、
プ

ロ
セ

ス
、

ア
ウ

ト
カ

ム
の

枠

組
み

を
示

し
た

う
え

で
、

介
護

実
践

の
質

を
ど

の
よ

う
に

評
価

で
き

る
か

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト
に

ま
と

め
て

提
出

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

6 
 1

3
時

間
 

３
．

介
護

業
務

の
記

述
と

構
造

的

整
理

 

〇
（
講

義
）
実

践
の

質
の

向
上

に
お

い
て

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

た
う

え
で

、
実

践
と

業
務

の
違

い
、

業
務

基
準

な
ど

を
理

解
す

る
。

実
践

の
構

造
的

な
記

述

（
言

語
化

、
抽

象
的

概
念

化
、

構
造

化
）
な

し
に

継
続

的
な

質

の
改

善
が

図
れ

な
い

こ
と

を
理

解
し

、
記

述
に

有
益

な
プ

ロ
グ

ラ

ム
評

価
の

考
え

方
を

学
ぶ

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

も
と

に
、

イ
ン

パ
ク

ト
理

論
を

作
成

し
た

う

え
で

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
に

基
づ

い
て

実
践

の
構

造
的

な
記

述
を

グ
ル

ー
プ

（
４

～
６

人
）
で

行
う

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
を

イ
ン

プ
ッ

ト

と
し

て
扱

い
、

具
体

的
な

支
援

内
容

を
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

と
し

て

記
述

し
て

、
と

り
ま

と
め

る
。

事
例

を
出

発
点

と
し

な
が

ら
、

個
別

具
体

的
な

事
例

か
ら

離
れ

て
実

践
を

管
理

的
な

視
点

で
記

載

す
る

こ
と

が
、

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

、
業

務
基

準
、

ケ
ア

ミ
ニ

マ

ム
、

ル
ー

ル
・
ロ

ー
ル

・
ツ

ー
ル

の
考

え
方

に
通

ず
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（３

時
間

） 

排
泄

ケ
ア

、
食

事
ケ

ア
、

看
取

り
、

経
口

摂
取

な
ど

、
介

護
業

務
と

し
て

取
り
扱

え
る

も
の

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

、
取

り
組

ん
だ

実
践

の
過

程
と

結
果

に
つ

い
て

記
述

す
る

。
 

 〇
事

前
課

題
（３

時
間

） 

排
泄

ケ
ア

、
食

事
ケ

ア
、

看
取

り
、

経
口

摂
取

な
ど

、
介

護
業

務
と

し
て

取
り
扱

え
る

も
の

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

、
具

体
的

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

以
下

の
計

画
案

を
ま

と
め

る
。

（
ま

だ
実

践
し

て

い
な

い
ケ

ー
ス

で
と

り
ま

と
め

る
） 

 ・
本

人
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

 

・
フ

ォ
ー

カ
ス

し
た

ケ
ア

に
関

わ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

項
目

と
結

果
 

・
フ

ォ
ー

カ
ス

し
た

ケ
ア

の
改

善
に

向
け

た
具

体
的

な
支

援
計

画
 

６
時

間
 

４
．

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の

管
理

 

〇
(講

義
)サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

解
説

す
る

。
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
測

定
、

自
己

評
価

と
第

三
者

評
価

の
関

係
性

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
提

出
さ

れ
た

事
前

課
題

③
を

用
い

な
が

ら
、

指
針

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
手

順
書

の
違

い
を

理
解

し
、

思
考

と
行

動
の

双
方

の
標

準
化

を
促

す
よ

う
な

、
こ

れ
ら

ツ
ー

ル
が

求
め

ら
れ

て
い

る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
質

の
管

理
の

一
連

の
流

れ
が

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
規

範
と

し
て

定
義

さ
れ

た
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

を
組

織
化

す
る

方
法

、
部

下
の

育
成

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
経

験
学

習

理
論

が
有

益
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
、

作
成

し
た

プ
ロ

セ
ス

理
論

を
も

と
に

、
サ

ー
ビ

ス
の

質

に
関

す
る

評
価

項
目

を
具

体
的

に
検

討
す

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

自
職

場
に

お
け

る
介

護
業

務
に

関
す

る
指

針

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

順
書

を
準

備
し

、
介

護
保

険
法

や
障

害
者

総
合

支
援

法
の

理
念

を
念

頭
に

お
き

な
が

ら
、

講
師

が
記

載
し

た
視

点
に

基
づ

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

順
書

の
評

価
と

課
題

を
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
る

。
 

19
1

210



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

5 
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

〇
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
（Ⅰ

類
） 

〇
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

（Ⅱ
類

） 

 Ⅳ
．

展
開
例

 

展 開 上 の 考 え 方

 

〇
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
財

と
し

て
の

特
性

を
理

解
し

た
う

え
で

、
専

門
職

と
し

て
の

倫
理

に
基

づ
き

、
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

を
他

者
に

分
か

り
や

す
く
記

述
す

る
こ

と
が

、
介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

改
善

に
つ

な
が

る
こ

と
へ

の
理

解
を

促
す

。
 

〇
そ

の
う

え
で

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

形
式

で
、

特
定

の
介

護
業

務
に

つ
い

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
を

援
用

し
て

イ
ン

プ
ッ

ト
（
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
）
と

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
（
支

援
内

容
）
を

中
心

に
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
し

て
整

理
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

プ
ロ

セ
ス

の
記

述
化

が
支

援
の

全
体

像
を

理
解

す
る

の
に

有
益

で
あ

る
こ

と
、

思
考

で
き

る
介

護
職

の
育

成
に

有
益

で
あ

る
こ

と

へ
の

理
解

を
促

す
。
一

連
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
P
D
C
A

サ
イ

ク
ル

に
通

じ
て

い
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
 

〇
演

習
は

長
時

間
に

わ
た

っ
て

行
わ

れ
る

た
め

、
目

標
を

細
か

く
設

定
し

、
タ

イ
ミ
ン

グ
を

と
ら

え
て

発
表

と
フ

ロ
ア

全
体

で
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

研
修

講
師

が
効

果
的

に
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ
ン

ト
、

演
習
の

展
開

内
容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習
を

可
と

す
る
場

合
の

展
開

例
 

６
時

間
 

１
．
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

２
．

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
評

価
の

枠

組
み

 

〇
（
講

義
）
形

の
あ

る
商

品
と

比
べ

た
時

に
サ

ー
ビ

ス
に

は
財

と
し

て
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
の

か
、

そ
の

な
か

で
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ

ー
ビ

ス
に

は
ど

の
よ

う
な

特
性

が
あ

る
か

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
モ

デ
ル

の
説

明
、

ス
ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

・
プ

ロ
セ

ス
・
ア

ウ
ト
カ

ム
評

価
、

介
護

報
酬

の
仕

組
み

、
評

価
の

目

的
、

実
践

の
改

善
に

資
す

る
手

法
と

し
て

プ
ロ

セ
ス

評
価

の
有

効
性

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
講

師
が

提
示

し
た

事
例

（
介

護
報

酬
の

構
造

、
例

え
ば

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

重
度

者
対

応
、

看
取

り
）
を

も
と

に
、

報
酬

に
よ

る
評

価
の

構
造

を
理

解
し

、
プ

ロ
セ

ス
評

価
や

ア
ウ

ト
カ

ム

評
価

の
重

要
性

を
理

解
す

る
。

次
い

で
、

プ
ロ

セ
ス

評
価

と
ア

ウ

トカ
ム

評
価

の
利

点
や

課
題

を
議

論
し

整
理

す
る

。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

ス
ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

、
プ

ロ
セ

ス
、

ア
ウ

ト
カ

ム
の

枠

組
み

を
示

し
た

う
え

で
、

介
護

実
践

の
質

を
ど

の
よ

う
に

評
価

で
き

る
か

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト
に

ま
と

め
て

提
出

す
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

6 
 1

3
時

間
 

３
．

介
護

業
務

の
記

述
と

構
造

的

整
理

 

〇
（
講

義
）
実

践
の

質
の

向
上

に
お

い
て

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

た
う

え
で

、
実

践
と

業
務

の
違

い
、

業
務

基
準

な
ど

を
理

解
す

る
。

実
践

の
構

造
的

な
記

述

（
言

語
化

、
抽

象
的

概
念

化
、

構
造

化
）
な

し
に

継
続

的
な

質

の
改

善
が

図
れ

な
い

こ
と

を
理

解
し

、
記

述
に

有
益

な
プ

ロ
グ

ラ

ム
評

価
の

考
え

方
を

学
ぶ

。
 

〇
（
演

習
）
事

前
課

題
を

も
と

に
、

イ
ン

パ
ク

ト
理

論
を

作
成

し
た

う

え
で

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
に

基
づ

い
て

実
践

の
構

造
的

な
記

述
を

グ
ル

ー
プ

（
４

～
６

人
）
で

行
う

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
を

イ
ン

プ
ッ

ト

と
し

て
扱

い
、

具
体

的
な

支
援

内
容

を
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

と
し

て

記
述

し
て

、
と

り
ま

と
め

る
。

事
例

を
出

発
点

と
し

な
が

ら
、

個
別

具
体

的
な

事
例

か
ら

離
れ

て
実

践
を

管
理

的
な

視
点

で
記

載

す
る

こ
と

が
、

サ
ー

ビ
ス

の
標

準
化

、
業

務
基

準
、

ケ
ア

ミ
ニ

マ

ム
、

ル
ー

ル
・
ロ

ー
ル

・
ツ

ー
ル

の
考

え
方

に
通

ず
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（３

時
間

） 

排
泄

ケ
ア

、
食

事
ケ

ア
、

看
取

り
、

経
口

摂
取

な
ど

、
介

護
業

務
と

し
て

取
り
扱

え
る

も
の

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

、
取

り
組

ん
だ

実
践

の
過

程
と

結
果

に
つ

い
て

記
述

す
る

。
 

 〇
事

前
課

題
（３

時
間

） 

排
泄

ケ
ア

、
食

事
ケ

ア
、

看
取

り
、

経
口

摂
取

な
ど

、
介

護
業

務
と

し
て

取
り
扱

え
る

も
の

に
フ

ォ
ー

カ
ス

し
て

、
具

体
的

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

以
下

の
計

画
案

を
ま

と
め

る
。

（
ま

だ
実

践
し

て

い
な

い
ケ

ー
ス

で
と

り
ま

と
め

る
） 

 ・
本

人
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

 

・
フ

ォ
ー

カ
ス

し
た

ケ
ア

に
関

わ
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

項
目

と
結

果
 

・
フ

ォ
ー

カ
ス

し
た

ケ
ア

の
改

善
に

向
け

た
具

体
的

な
支

援
計

画
 

６
時

間
 

４
．

介
護

業
務

の
標

準
化

と
質

の

管
理

 

〇
(講

義
)サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

方
法

に
つ

い
て

解
説

す
る

。
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
測

定
、

自
己

評
価

と
第

三
者

評
価

の
関

係
性

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
提

出
さ

れ
た

事
前

課
題

③
を

用
い

な
が

ら
、

指
針

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
手

順
書

の
違

い
を

理
解

し
、

思
考

と
行

動
の

双
方

の
標

準
化

を
促

す
よ

う
な

、
こ

れ
ら

ツ
ー

ル
が

求
め

ら
れ

て
い

る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
質

の
管

理
の

一
連

の
流

れ
が

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
講

義
）
規

範
と

し
て

定
義

さ
れ

た
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

を
組

織
化

す
る

方
法

、
部

下
の

育
成

方
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
経

験
学

習

理
論

が
有

益
で

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
。
 

〇
（
演

習
）
、

作
成

し
た

プ
ロ

セ
ス

理
論

を
も

と
に

、
サ

ー
ビ

ス
の

質

に
関

す
る

評
価

項
目

を
具

体
的

に
検

討
す

る
。
 

参
考

文
献

 

講
師

作
成

資
料

 

〇
事

前
課

題
（２

時
間

） 

自
職

場
に

お
け

る
介

護
業

務
に

関
す

る
指

針

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

順
書

を
準

備
し

、
介

護
保

険
法

や
障

害
者

総
合

支
援

法
の

理
念

を
念

頭
に

お
き

な
が

ら
、

講
師

が
記

載
し

た
視

点
に

基
づ

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
手

順
書

の
評

価
と

課
題

を
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

7 
 ５

時
間

 
 

〇
（
事

後
課

題
）
研

修
で

扱
っ

た
介

護
業

務
に

つ
い

て
の

プ
ロ

セ
ス

理
論

を
完

成
さ

せ
る

。
次

い
で

、
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

自
職

場

で
共

有
し

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
の

活
用

に
つ

い
て

自
職

場
で

取
り

組
め

る
こ

と
を

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

記
述

す
る

 

 
〇

事
後

課
題

（５
時

間
） 

研
修

で
扱

っ
た

介
護

業
務

に
つ

い
て

の
プ

ロ
セ

ス
理

論
を

完
成

さ
せ

る
。

次
い

で
、

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

を
自

職
場

で
共

有
し

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
の

活
用

に
つ

い
て

自
職

場
で

取
り
組

め
る

こ

と
を

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

記
述

す
る

 

 
※

 
１
５
 
時

間
以

内
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

8 
 「介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
ヒ

ュ
ー
マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
 

１
 
サ

ー
ビ

ス
に

は
、
無

形
性

、
異

質
性

、
同

時
性

、
結

果
と

過
程

、
共

同
生

産
と

い
う
５
つ

の
特

性
が

あ
る

。
 

２
 
サ

ー
ビ

ス
の

品
質

に
は

、
探

索
品

質
、
経

験
品

質
、
信

頼
品

質
の

３
つ

が
あ

る
。
 

３
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
は

、
情

報
の

非
対

称
性

が
強

い
と

い
う
特

性
が

あ
る

。
 

４
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
評

価
の

二
面

性
、
利

用
者

の
変

容
性

、
期

待
の

不
明

確
性

、
連

続
性

な
ど

の
特

性
が

あ
る

。
 

５
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

は
、
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

 ○
サ

ー
ビ
ス

の
質

の
評
価

の
枠

組
み

 

１
 
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
は

、
医

療
の

質
は

３
つ

の
側

面
か

ら
評

価
で

き
る

と
提

唱
し

た
。
 

２
 
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
は

、
医

療
は

技
術

的
部

分
と

対
人

関
係

的
部

分
か

ら
構

成
さ

れ
る

と
提

唱
し

た
。
 

３
 
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
は

、
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

（構
造

）、
プ

ロ
セ

ス
（
過

程
）
、

ア
ウ

ト
カ

ム
（
結

果
）
の

３
つ

の
側

面
か

ら
評

価
で

き
る

。
 

４
 
介

護
報

酬
や

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
報

酬
は

、
ス

トラ
ク

チ
ャ

ー
評

価
、
プ

ロ
セ

ス
評

価
、
ア

ウ
トカ

ム
評

価
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

５
 
ス

トラ
ク

チ
ャ

ー
に

よ
る

評
価

は
、
プ

ロ
セ

ス
や

ア
ウ

トカ
ム

に
よ

る
評

価
が

な
い

時
に

は
、
唯

一
残

さ
れ

た
評

価
で

あ
る

。
 

６
 
プ

ロ
セ

ス
に

よ
る

評
価

は
、
実

践
の

改
善

に
有

益
で

あ
る

。
 

７
 
ア

ウ
ト
カ

ム
に

よ
る

評
価

は
、
プ

ロ
セ

ス
が

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

化
さ

れ
る

た
め

実
践

の
改

善
に

は
適

さ
な

い
が

、
動

機
付

け
に

は
有

効
で

あ
る

。
 

８
 
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
は

プ
ロ

セ
ス

評
価

の
一

形
態

で
あ

り
、
「職

員
側

が
～

を
し

て
い

る
」の

実
施

度
を

み
た

も
の

で
あ

る
。
 

９
 
第

三
者

評
価

で
は

、
事

業
者

の
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

公
正

・中
立

な
第

三
者

機
関

が
専

門
的

か
つ

客
観

的
な

立
場

か
ら

評
価

す
る

。
 

1
0
 
第

三
者

評
価

に
お

け
る

評
価

項
目

は
、
自

職
場

の
支

援
の

質
を

測
る

う
え

で
も

有
益

な
指

標
で

あ
る

。
 

 ○
介

護
業
務
の

記
述

と
構

造
的

整
理

 

１
 
実

践
を

管
理

的
な

視
点

か
ら

捉
え

た
様

式
や

方
法

を
業

務
と

呼
ぶ

。
 

２
 
実

践
に

は
、
業

務
と

し
て

整
理

す
る

の
に

適
し

た
も

の
と

、
適

さ
な

い
も

の
が

あ
る

。
 

３
 
業

務
と

し
て

整
理

す
る

の
に

適
し

た
も

の
は

、
言

語
化

し
、
構

造
化

し
、
概

念
化

す
る

こ
と

で
支

援
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

４
 
介

護
業

務
を

構
造

的
に

整
理

す
る

方
法

と
し

て
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

が
応

用
で

き
る

。
 

５
 
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
は

、
何

ら
か

の
問

題
解

決
や

目
標

達
成

を
目

的
に

人
が

中
心

と
な

っ
て

行
う
実

践
的

介
入

を
指

す
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

7 
 ５

時
間

 
 

〇
（
事

後
課

題
）
研

修
で

扱
っ

た
介

護
業

務
に

つ
い

て
の

プ
ロ

セ
ス

理
論

を
完

成
さ

せ
る

。
次

い
で

、
研

修
で

学
ん

だ
こ

と
を

自
職

場

で
共

有
し

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
の

活
用

に
つ

い
て

自
職

場
で

取
り

組
め

る
こ

と
を

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

記
述

す
る

 

 
〇

事
後

課
題

（５
時

間
） 

研
修

で
扱

っ
た

介
護

業
務

に
つ

い
て

の
プ

ロ
セ

ス
理

論
を

完
成

さ
せ

る
。

次
い

で
、

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

を
自

職
場

で
共

有
し

、
プ

ロ
セ

ス
理

論
の

活
用

に
つ

い
て

自
職

場
で

取
り
組

め
る

こ

と
を

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
と

し
て

記
述

す
る

 

 
※

 
１
５
 
時

間
以

内
 

   
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

8 
 「介

護
業

務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
ヒ

ュ
ー
マ

ン
サ

ー
ビ
ス

の
特

性
 

１
 
サ

ー
ビ

ス
に

は
、
無

形
性

、
異

質
性

、
同

時
性

、
結

果
と

過
程

、
共

同
生

産
と

い
う
５
つ

の
特

性
が

あ
る

。
 

２
 
サ

ー
ビ

ス
の

品
質

に
は

、
探

索
品

質
、
経

験
品

質
、
信

頼
品

質
の

３
つ

が
あ

る
。
 

３
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
は

、
情

報
の

非
対

称
性

が
強

い
と

い
う
特

性
が

あ
る

。
 

４
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
評

価
の

二
面

性
、
利

用
者

の
変

容
性

、
期

待
の

不
明

確
性

、
連

続
性

な
ど

の
特

性
が

あ
る

。
 

５
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

は
、
不

確
実

性
を

伴
う
複

雑
な

業
務

を
中

心
に

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

 ○
サ

ー
ビ
ス

の
質

の
評
価

の
枠

組
み

 

１
 
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
は

、
医

療
の

質
は

３
つ

の
側

面
か

ら
評

価
で

き
る

と
提

唱
し

た
。
 

２
 
ド
ナ

ベ
デ

ィ
ア

ン
は

、
医

療
は

技
術

的
部

分
と

対
人

関
係

的
部

分
か

ら
構

成
さ

れ
る

と
提

唱
し

た
。
 

３
 
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
は

、
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

（構
造

）、
プ

ロ
セ

ス
（
過

程
）
、

ア
ウ

ト
カ

ム
（
結

果
）
の

３
つ

の
側

面
か

ら
評

価
で

き
る

。
 

４
 
介

護
報

酬
や

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
報

酬
は

、
ス

トラ
ク

チ
ャ

ー
評

価
、
プ

ロ
セ

ス
評

価
、
ア

ウ
トカ

ム
評

価
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。
 

５
 
ス

トラ
ク

チ
ャ

ー
に

よ
る

評
価

は
、
プ

ロ
セ

ス
や

ア
ウ

トカ
ム

に
よ

る
評

価
が

な
い

時
に

は
、
唯

一
残

さ
れ

た
評

価
で

あ
る

。
 

６
 
プ

ロ
セ

ス
に

よ
る

評
価

は
、
実

践
の

改
善

に
有

益
で

あ
る

。
 

７
 
ア

ウ
ト
カ

ム
に

よ
る

評
価

は
、
プ

ロ
セ

ス
が

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

化
さ

れ
る

た
め

実
践

の
改

善
に

は
適

さ
な

い
が

、
動

機
付

け
に

は
有

効
で

あ
る

。
 

８
 
フ

ィ
デ

ィ
リ
テ

ィ
評

価
は

プ
ロ

セ
ス

評
価

の
一

形
態

で
あ

り
、
「職

員
側

が
～

を
し

て
い

る
」の

実
施

度
を

み
た

も
の

で
あ

る
。
 

９
 
第

三
者

評
価

で
は

、
事

業
者

の
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

公
正

・中
立

な
第

三
者

機
関

が
専

門
的

か
つ

客
観

的
な

立
場

か
ら

評
価

す
る

。
 

1
0
 
第

三
者

評
価

に
お

け
る

評
価

項
目

は
、
自

職
場

の
支

援
の

質
を

測
る

う
え

で
も

有
益

な
指

標
で

あ
る

。
 

 ○
介

護
業
務
の

記
述

と
構

造
的

整
理

 

１
 
実

践
を

管
理

的
な

視
点

か
ら

捉
え

た
様

式
や

方
法

を
業

務
と

呼
ぶ

。
 

２
 
実

践
に

は
、
業

務
と

し
て

整
理

す
る

の
に

適
し

た
も

の
と

、
適

さ
な

い
も

の
が

あ
る

。
 

３
 
業

務
と

し
て

整
理

す
る

の
に

適
し

た
も

の
は

、
言

語
化

し
、
構

造
化

し
、
概

念
化

す
る

こ
と

で
支

援
の

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

４
 
介

護
業

務
を

構
造

的
に

整
理

す
る

方
法

と
し

て
、
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

の
考

え
方

が
応

用
で

き
る

。
 

５
 
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
は

、
何

ら
か

の
問

題
解

決
や

目
標

達
成

を
目

的
に

人
が

中
心

と
な

っ
て

行
う
実

践
的

介
入

を
指

す
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

9 
 ６

 
プ

ロ
セ

ス
理

論
は

、
特

定
の

介
護

業
務

の
全

体
像

や
枠

組
み

を
可

視
化

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。
 

７
 
プ

ロ
セ

ス
理

論
は

、
イ

ン
プ

ッ
ト、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
、
ア

ウ
トプ

ッ
ト、

ア
ウ

トカ
ム

、
イ

ン
パ

ク
トか

ら
構

成
さ

れ
る

。
 

８
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
項

目
は

、
イ

ン
プ

ッ
トに

相
当

す
る

。
 

９
 
支

援
内

容
は

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
相

当
す

る
。
 

1
0
 
実

践
は

文
脈

に
依

存
し

て
い

る
が

、
業

務
と

し
て

整
理

す
る

際
に

は
文

脈
か

ら
離

れ
て

抽
象

化
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。
 

 ○
介

護
業
務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 

１
 
介

護
業

務
を

標
準

化
す

る
意

味
は

、
支

援
の

統
一

化
、
質

の
管

理
と

向
上

で
あ

る
。
 

２
 
標

準
化

に
は

、
行

動
レ

ベ
ル

の
標

準
化

と
、
思

考
レ

ベ
ル

の
標

準
化

が
あ

る
。
 

３
 
手

順
書

は
、
行

動
レ

ベ
ル

の
標

準
化

の
一

形
態

で
あ

る
。
 

４
 
ア

セ
ス

メ
ン

トシ
ー

トは
、
思

考
レ

ベ
ル

の
標

準
化

の
一

形
態

で
あ

る
。
 

６
 
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、
行

動
レ

ベ
ル

と
思

考
レ

ベ
ル

の
両

面
で

整
理

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

７
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
か

ら
み

て
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
は

法
人

理
念

、
行

動
指

針
、
倫

理
綱

領
な

ど
に

立
ち

戻
れ

る
記

述
が

求
め

ら
れ

る
。
 

８
 
質

の
管

理
と

向
上

は
、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
記

録
様

式
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
報

連
相

な
ど

の
見

直
し

を
促

す
。
 

９
 
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

で
は

、
P
la

n（
計

画
の

立
案

）→
Ｄ

o
（支

援
の

実
施

）
→

Ｃ
he

ck
（
評

価
）→

A
ct

io
n（

改
善

策
）
の

４
段

階
を

繰
り
返

し
、
支

援
を

継
続

的
に

改
善

す
る

。
 

1
0
 
業

務
の

標
準

化
に

よ
り
場

面
ご

と
の

支
援

の
質

は
担

保
さ

れ
る

も
の

の
、

個
々

の
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
実

際
に

適
切

に
展

開
す

る
た

め
に

は
介

護
過

程
が

必
要

と
な

る
。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
法

令
理

解
と

組
織

運
営

 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
１
５
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

根
拠

と
な

る
法

令
に

つ
い

て
理

解
や

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
念

や
対

応
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
利

用
者

に
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

根
拠

と
な

る
、
福

祉
・保

健
・医

療
の

法
令

と
組

織
運

営
の

ル
ー

ル
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
 

②
法

規
の

構
造

と
調

べ
方

を
理

解
し

、
必

要
な

時
に

法
令

の
根

拠
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
法

令
と

組
織

運
営

の
ル

ー
ル

を
踏

ま
え

て
行

動
し

、
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

。
 

④
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
概

念
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
事

例
に

基
づ

い
て

、
事

故
の

要
因

分
析

、
関

係
者

や
機

関
へ

の
説

明
や

対
応

策
、
再

発
防

止
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

⑥
日

常
的

に
発

生
し

や
す

い
リ
ス

ク
を

発
見

し
、

防
止

策
を

講
ず

る
と

と
も

に
、
事

故
発

生
時

の
初

期
対

応
の

重
要

性
を

認
識

し
、

当
事

者
意

識
を

も
っ

て
早

期
に

解
決

す
る

姿
勢

を
確

立
す

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
介

護
保

険
制

度
や

関
連

諸
制

度
の

基
本

的
な

考
え

方
や

し
く
み

を
学

ぶ
が

、
業

務
・
運

営
を

強
く
規

定
す

る
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
（
以

下

運
営

基
準

）
、

介
護

報
酬

そ
の

他
関

連
法

規
、

政
省

令
・
通

知
に

つ
い

て
、
そ

の
構

造
を

含
め

て
体

系
的

、
か

つ
根

拠
を

確
認

し
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

で
き

な
い

。
本

科
目

は
、

法
令

の
構

造
を

理
解

し
て

読
み

解
き

（
＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

）
、

根
拠

条
文

等
を

検
索

・
理

解
で

き
る

力
を

身
に

着
け

て
(＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
)、

日
常

の
業

務
に

お
い

て
も

法
令

を
遵

守
す

る
重

要
性

を
意

識
さ

せ
る

働
き

か
け

を
す

る
知

識
・
実

践
力

、
サ

ー
ビ

ス
及

び
組

織
運

営
上

の
実

際
的

な
場

面
に

遭
遇

し
た

場
合

に
、

法
令

の

規
定

を
踏

ま
え

て
対

応
を

判
断

し
、

介
護

職
チ

ー
ム

を
指

導
す

る
力

、
利

用
者

や
行

政
等

に
説

明
で

き
る

知
識

・
実

践
力

(＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

)を
育

成
す

る
。
 

○
ま

た
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
で

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

必
要

性
、
安

全
確

保
の

た
め

基
礎

的
な

知
識

事
故

へ
の

対
応

の
基

本
的

な
考

え
方

を
学

ぶ
。

本
科

目
は

、
そ

れ

ら
に

基
づ

い
て

、
さ

ら
に

実
践

的
な

リ
ス

ク
分

析
等

の
技

法
(＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
)を

習
得

さ
せ

、
現

場
で

遭
遇

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
事

態
に

対
し

て
、
リ
ス

ク
の

予
測

と
回

避
、
現

場
の

サ
ー

ビ
ス

の
仕

組
み

等
を

改
善

す
る

知
識

・実
践

力
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

さ
せ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
業
務
の
標
準
化
と
質
の
管
理
 

9 
 ６

 
プ

ロ
セ

ス
理

論
は

、
特

定
の

介
護

業
務

の
全

体
像

や
枠

組
み

を
可

視
化

す
る

仕
組

み
で

あ
る

。
 

７
 
プ

ロ
セ

ス
理

論
は

、
イ

ン
プ

ッ
ト、

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
、
ア

ウ
トプ

ッ
ト、

ア
ウ

トカ
ム

、
イ

ン
パ

ク
トか

ら
構

成
さ

れ
る

。
 

８
 
ア

セ
ス

メ
ン

ト項
目

は
、
イ

ン
プ

ッ
ト
に

相
当

す
る

。
 

９
 
支

援
内

容
は

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

に
相

当
す

る
。
 

1
0
 
実

践
は

文
脈

に
依

存
し

て
い

る
が

、
業

務
と

し
て

整
理

す
る

際
に

は
文

脈
か

ら
離

れ
て

抽
象

化
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。
 

 ○
介

護
業
務
の

標
準

化
と

質
の

管
理

 

１
 
介

護
業

務
を

標
準

化
す

る
意

味
は

、
支

援
の

統
一

化
、
質

の
管

理
と

向
上

で
あ

る
。
 

２
 
標

準
化

に
は

、
行

動
レ

ベ
ル

の
標

準
化

と
、
思

考
レ

ベ
ル

の
標

準
化

が
あ

る
。
 

３
 
手

順
書

は
、
行

動
レ

ベ
ル

の
標

準
化

の
一

形
態

で
あ

る
。
 

４
 
ア

セ
ス

メ
ン

トシ
ー

トは
、
思

考
レ

ベ
ル

の
標

準
化

の
一

形
態

で
あ

る
。
 

６
 
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
、
行

動
レ

ベ
ル

と
思

考
レ

ベ
ル

の
両

面
で

整
理

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

７
 
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
か

ら
み

て
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
は

法
人

理
念

、
行

動
指

針
、
倫

理
綱

領
な

ど
に

立
ち

戻
れ

る
記

述
が

求
め

ら
れ

る
。
 

８
 
質

の
管

理
と

向
上

は
、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

、
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
記

録
様

式
、
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
報

連
相

な
ど

の
見

直
し

を
促

す
。
 

９
 
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

で
は

、
P
la

n（
計

画
の

立
案

）→
Ｄ

o
（支

援
の

実
施

）→
Ｃ

he
ck

（
評

価
）→

A
ct

io
n（

改
善

策
）
の

４
段

階
を

繰
り
返

し
、
支

援
を

継
続

的
に

改
善

す
る

。
 

1
0
 
業

務
の

標
準

化
に

よ
り
場

面
ご

と
の

支
援

の
質

は
担

保
さ

れ
る

も
の

の
、

個
々

の
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
実

際
に

適
切

に
展

開
す

る
た

め
に

は
介

護
過

程
が

必
要

と
な

る
。
 

  研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
法

令
理

解
と

組
織

運
営

 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
１
５
時

間
（
課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

根
拠

と
な

る
法

令
に

つ
い

て
理

解
や

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

概
念

や
対

応
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

力
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

①
利

用
者

に
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

根
拠

と
な

る
、
福

祉
・保

健
・医

療
の

法
令

と
組

織
運

営
の

ル
ー

ル
の

ポ
イ

ン
トに

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
 

②
法

規
の

構
造

と
調

べ
方

を
理

解
し

、
必

要
な

時
に

法
令

の
根

拠
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
法

令
と

組
織

運
営

の
ル

ー
ル

を
踏

ま
え

て
行

動
し

、
他

の
介

護
職

に
指

導
で

き
る

。
 

④
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

トの
概

念
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
 

⑤
事

例
に

基
づ

い
て

、
事

故
の

要
因

分
析

、
関

係
者

や
機

関
へ

の
説

明
や

対
応

策
、
再

発
防

止
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

⑥
日

常
的

に
発

生
し

や
す

い
リ
ス

ク
を

発
見

し
、

防
止

策
を

講
ず

る
と

と
も

に
、
事

故
発

生
時

の
初

期
対

応
の

重
要

性
を

認
識

し
、

当
事

者
意

識
を

も
っ

て
早

期
に

解
決

す
る

姿
勢

を
確

立
す

る
。

 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
介

護
保

険
制

度
や

関
連

諸
制

度
の

基
本

的
な

考
え

方
や

し
く
み

を
学

ぶ
が

、
業

務
・
運

営
を

強
く
規

定
す

る
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
（
以

下

運
営

基
準

）
、

介
護

報
酬

そ
の

他
関

連
法

規
、

政
省

令
・
通

知
に

つ
い

て
、
そ

の
構

造
を

含
め

て
体

系
的

、
か

つ
根

拠
を

確
認

し
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

で
き

な
い

。
本

科
目

は
、

法
令

の
構

造
を

理
解

し
て

読
み

解
き

（
＝

事
実

に
関

す
る

知
識

領
域

）
、

根
拠

条
文

等
を

検
索

・
理

解
で

き
る

力
を

身
に

着
け

て
(＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
)、

日
常

の
業

務
に

お
い

て
も

法
令

を
遵

守
す

る
重

要
性

を
意

識
さ

せ
る

働
き

か
け

を
す

る
知

識
・
実

践
力

、
サ

ー
ビ

ス
及

び
組

織
運

営
上

の
実

際
的

な
場

面
に

遭
遇

し
た

場
合

に
、

法
令

の

規
定

を
踏

ま
え

て
対

応
を

判
断

し
、

介
護

職
チ

ー
ム

を
指

導
す

る
力

、
利

用
者

や
行

政
等

に
説

明
で

き
る

知
識

・
実

践
力

(＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

)を
育

成
す

る
。
 

○
ま

た
、

介
護

福
祉

士
養

成
課

程
で

は
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

必
要

性
、
安

全
確

保
の

た
め

基
礎

的
な

知
識

事
故

へ
の

対
応

の
基

本
的

な
考

え
方

を
学

ぶ
。

本
科

目
は

、
そ

れ

ら
に

基
づ

い
て

、
さ

ら
に

実
践

的
な

リ
ス

ク
分

析
等

の
技

法
(＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
)を

習
得

さ
せ

、
現

場
で

遭
遇

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
事

態
に

対
し

て
、
リ
ス

ク
の

予
測

と
回

避
、
現

場
の

サ
ー

ビ
ス

の
仕

組
み

等
を

改
善

す
る

知
識

・実
践

力
（＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習
得

さ
せ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目

 

○
法

令
理

解
と

組
織

運
営

 
・

関
係

法
令

と
運

営
基

準
を

遵
守

す
る

重
要

性
 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

か
か

る
関

連
法

規
の

種
類

…
介

護
保

険
法

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、

人
員

・
設

備
・
運

営
基

準
（
以

下
「
運

営
基

準
」
）
、

報
酬

、
情

報
公

表
制

度
、

指
導

監
査

、
第

三
者

評
価

制
度

、
苦

情
解

決

制
度

、
虐

待
防

止
法

、
労

働
法

規
、

個
人

情
報

保
護

法
、

生
活

保
護

法
、
成

年
後

見
制

度
、
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
等

 

介
護

保
険

関
連

法
、

労
働

法
規

、
個

人
情

報
保

護

法
、

障
害

者
総

合
支

援
法

、
生

活
保

護
法

、
社

会
福

祉
法

、
成

年
後

見
制

度
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

援
助

事

業
、

虐
待

対
応

、
通

報
、

指
導

監
査

、
情

報
公

表
制

度
、
内

部
告

発
・公

益
通

報
者

保
護

法
 

○
法

規
の

構
造

 

 

・
法

規
の

構
造

 

・
運

営
基

準
等

事
業

関
連

法
規

 

・
介

護
報

酬
・給

付
費

の
構

造
 

○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

・
自

組
織

の
サ

ー
ビ

ス
の

根
拠

条
文

等
の

理
解

 

・
適

正
運

営
の

た
め

の
書

類
の

重
要

性
 

・
自

己
点

検
シ

ー
ト等

を
用

い
た

、
運

営
基

準
、
算

定
基

準
の

読
み

方
 

・
法

規
・制

度
を

踏
ま

え
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
実

践
 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
が

実
践

さ
れ

る
た

め
の

組
織

風
土

・文
化

 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
遵

守
に

関
す

る
取

組
み

を
評

価
す

る
仕

組
み

（
定

量

的
・定

性
的

な
目

標
や

指
標

等
の

運
用

） 

・
指

導
監

査
、

外
部

監
査

、
情

報
公

表
制

度
、

第
三

者
評

価
制

度
、

苦
情

解
決

制
度

の
活

用
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

3 
 

○
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
・

介
護

現
場

に
お

け
る

リ
ス

ク
対

応
の

意
義

と
対

策
（E

S
、
C
S
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

、
日

常
的

な
利

用
者

・
家

族
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
信

頼
関

係

づ
く
り
、
事

故
に

関
わ

っ
た

ス
タ

ッ
フ

へ
の

ケ
ア

な
ど

） 

・
介

護
現

場
に

お
け

る
事

故
の

特
性

と
リ
ス

ク
 

・
事

故
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

事
故

に
対

す
る

分
析

手
法

（
4
M

4
E
、

S
he

ll、

等
） 

・
予

測
可

能
性

、
回

避
可

能
性

と
対

応
策

、
安

全
規

則
・
業

務
手

順
書

の

整
備

、
業

務
手

順
の

見
直

し
 

・
苦

情
対

応
と

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

、
予

防
対

策
の

重
要

性
 

・
事

故
発

生
時

の
対

応
（安

全
確

保
 

・
損

害
賠

償
 

・
利

用
者

期
待

、
顧

客
満

足
度

、
従

業
員

満
足

、
標

準

化
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

評
価

・
向

上
、

人
権

・
尊

厳
、

身

体
拘

束
・
虐

待
防

止
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

介
護

事

故
（
過

誤
と

事
故

）
、

ひ
や

り
ハ

ッ
と

、
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト
体

制
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・
観

察
・
予

測
・
記

録
、

予
防

対
策

、
継

続
的

改
善

、
是

正
対

策
、

全
員

参
画

、
組

織
文

化
、
安

全
文

化
、
安

全
配

慮
義

務
、
 

・
民

事
責

任
（
契

約
責

任
、

使
用

者
責

任
、

不
法

行
為

責
任

、
予

見
可

能
性

・
結

果
回

避
義

務
・
債

務
不

履

行
責

任
）
、

刑
事

責
任

（
故

意
・
過

失
）
、

行
政

上
の

責
任
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

○
法

令
理

解
と

組
織

運
営

 
・

関
係

法
令

と
運

営
基

準
を

遵
守

す
る

重
要

性
 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
組

織
に

か
か

る
関

連
法

規
の

種
類

…
介

護
保

険
法

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、

人
員

・
設

備
・
運

営
基

準
（
以

下
「
運

営
基

準
」
）
、

報
酬

、
情

報
公

表
制

度
、

指
導

監
査

、
第

三
者

評
価

制
度

、
苦

情
解

決

制
度

、
虐

待
防

止
法

、
労

働
法

規
、

個
人

情
報

保
護

法
、

生
活

保
護

法
、
成

年
後

見
制

度
、
日

常
生

活
自

立
支

援
事

業
等

 

介
護

保
険

関
連

法
、

労
働

法
規

、
個

人
情

報
保

護

法
、

障
害

者
総

合
支

援
法

、
生

活
保

護
法

、
社

会
福

祉
法

、
成

年
後

見
制

度
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

援
助

事

業
、

虐
待

対
応

、
通

報
、

指
導

監
査

、
情

報
公

表
制

度
、
内

部
告

発
・公

益
通

報
者

保
護

法
 

○
法

規
の

構
造

 

 

・
法

規
の

構
造

 

・
運

営
基

準
等

事
業

関
連

法
規

 

・
介

護
報

酬
・給

付
費

の
構

造
 

○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

・
自

組
織

の
サ

ー
ビ

ス
の

根
拠

条
文

等
の

理
解

 

・
適

正
運

営
の

た
め

の
書

類
の

重
要

性
 

・
自

己
点

検
シ

ー
ト等

を
用

い
た

、
運

営
基

準
、
算

定
基

準
の

読
み

方
 

・
法

規
・制

度
を

踏
ま

え
た

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
実

践
 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
が

実
践

さ
れ

る
た

め
の

組
織

風
土

・文
化

 

・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
遵

守
に

関
す

る
取

組
み

を
評

価
す

る
仕

組
み

（
定

量

的
・定

性
的

な
目

標
や

指
標

等
の

運
用

） 

・
指

導
監

査
、

外
部

監
査

、
情

報
公

表
制

度
、

第
三

者
評

価
制

度
、

苦
情

解
決

制
度

の
活

用
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

3 
 

○
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
・

介
護

現
場

に
お

け
る

リ
ス

ク
対

応
の

意
義

と
対

策
（E

S
、
C
S
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

、
日

常
的

な
利

用
者

・
家

族
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
信

頼
関

係

づ
く
り
、
事

故
に

関
わ

っ
た

ス
タ

ッ
フ

へ
の

ケ
ア

な
ど

） 

・
介

護
現

場
に

お
け

る
事

故
の

特
性

と
リ
ス

ク
 

・
事

故
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

事
故

に
対

す
る

分
析

手
法

（
4
M

4
E
、

S
he

ll、

等
） 

・
予

測
可

能
性

、
回

避
可

能
性

と
対

応
策

、
安

全
規

則
・
業

務
手

順
書

の

整
備

、
業

務
手

順
の

見
直

し
 

・
苦

情
対

応
と

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

、
予

防
対

策
の

重
要

性
 

・
事

故
発

生
時

の
対

応
（安

全
確

保
 

・
損

害
賠

償
 

・
利

用
者

期
待

、
顧

客
満

足
度

、
従

業
員

満
足

、
標

準

化
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

評
価

・
向

上
、

人
権

・
尊

厳
、

身

体
拘

束
・
虐

待
防

止
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

介
護

事

故
（
過

誤
と

事
故

）
、

ひ
や

り
ハ

ッ
と

、
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト
体

制
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・
観

察
・
予

測
・
記

録
、

予
防

対
策

、
継

続
的

改
善

、
是

正
対

策
、

全
員

参
画

、
組

織
文

化
、
安

全
文

化
、
安

全
配

慮
義

務
、
 

・
民

事
責

任
（
契

約
責

任
、

使
用

者
責

任
、

不
法

行
為

責
任

、
予

見
可

能
性

・
結

果
回

避
義

務
・
債

務
不

履

行
責

任
）
、

刑
事

責
任

（
故

意
・
過

失
）
、

行
政

上
の

責
任
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

・
介

護
現

場
で

あ
り
が

ち
な

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

上
の

問
題

に
つ

い
て

事
例

の
収

集
を

行
っ

て
お

く
こ

と
。
 

・
運

営
基

準
、
指

導
監

査
、
苦

情
・事

故
対

応
、
報

酬
算

定
構

造
当

に
つ

い
て

は
、
根

拠
条

文
を

示
し

て
解

説
で

き
る

よ
う
資

料
を

準
備

す
る

こ
と

。
 

・
介

護
事

故
の

事
例

を
踏

ま
え

て
、
原

因
分

析
・再

発
予

防
策

の
検

討
等

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、
事

例
の

収
集

・分
析

を
行

っ
て

お
く
こ

と
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
法

令
関

係
…

①
が

望
ま

し
い

。
 

○
当

面
の

対
応

と
し

て
は

、
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『
介

護
福

祉
の

組
織

・
制

度
論

（
「
地

域
を

拓
く
介

護
福

祉
学

シ
リ
ー

ズ
」
）
』
光

生
館

、

2
0
1
5
、
第

１
部

・
第

２
章

、
第

２
部

で
関

連
法

規
の

全
体

像
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
運

営
基

準
、
報

酬
算

定
構

造
等

に
つ

い
て

は
、
実

際
の

法
令

を
資

料
と

し
て

読
ま

せ
る

こ
と

が
必

要
 

 リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト関
係

…
②

 

○
山

田
滋

＝
著

『介
護

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
事

故
防

止
編

』講
談

社
、
2
0
1
8
 

○
山

田
滋

＝
著

『介
護

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
トラ

ブ
ル

対
策

編
』講

談
社

、
2
0
1
8
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
法

令
テ

ス
ト（

基
礎

的
な

知
識

の
確

認
と

法
令

や
運

営
基

準
の

ポ
イ

ン
トを

知
識

と
し

て
身

に
つ

け
る

必
要

性
を

理
解

さ
せ

る
） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

（
向

上
？

）や
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

トに
関

す
る

取
り
組

み
の

必
要

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
レ

ポ
ー

トと
し

て
書

い
て

も
ら

う
。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

○
法

令
テ

ス
ト…

6
0
%
以

上
 

○
レ

ポ
ー

ト
…

「
自

組
織

・
チ

ー
ム

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

課
題

を
ま

と
め

る
こ

と
」
「
自

組
織

・
チ

ー
ム

の
介

護
事

故
へ

の
取

り
組

み
の

課
題

を
ま

と
め

る
こ

と
」
と

い
っ

た
課

題
が

考
え

ら
れ

る
。
 

①
運

営
基

準
等

の
要

請
を

踏
ま

え
て

、
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

上
の

取
り
組

み
を

点
検

し
た

う
え

で
、
改

善
策

が
具

体
的

に
考

察
・記

述
で

き
て

い
る

。
 

②
自

組
織

・チ
ー

ム
の

介
護

事
故

に
か

か
る

情
報

収
集

、
原

因
分

析
、
再

発
防

止
策

の
取

り
組

み
を

点
検

し
た

う
え

で
、
改

善
策

が
具

体
的

に
考

察
・記

述
で

き
て

い
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
介

護
事

故
の

予
防

策
と

し
て

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

過
程

の
指

導
（
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
「
個

別
支

援
計

画
の

作
成

と
記

録
」
で

学
ぶ

）
、

介
護

業
務

の
標

準
化

（「
介

護
業

務
の

標
準

化
」で

学
ぶ

）に
つ

い
て

は
、
各

関
連

科
目

で
学

習
す

る
。
 

○
安

全
文

化
と

密
接

に
関

連
す

る
チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

・学
習

す
る

チ
ー

ム
の

重
要

性
に

つ
い

て
は

、
関

連
科

目
（チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト）

で
学

習
す

る
。
 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
法

令
理

解
に

つ
い

て
は

、
こ

の
科

目
を

受
講

し
た

だ
け

で
、

必
要

な
法

令
の

知
識

の
す

べ
て

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

、
受

講
者

が
法

令
の

構
造

を
理

解
し

、
何

か
あ

っ
た

時
に

は
、
法

令
上

の
根

拠
を

確
認

す
る

く
せ

（行
動

）を
身

に
つ

け
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、
受

講
者

に
法

令
の

根
拠

を
意

識
さ

せ
る

よ
う
に

展
開

す
る

こ
と

。
 

○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

演
習

で
は

、
特

に
日

々
の

サ
ー

ビ
ス

の
運

営
を

枠
づ

け
て

い
る

人
員

設
備

運
営

基
準

、
報

酬
算

定
構

造
準

を
中

心
に

と
り
あ

げ
て

、
介

護
現

場
で

実
際

に

起
こ

り
が

ち
な

事
例

と
基

準
等

と
を

結
び

付
け

な
が

ら
、
ど

の
よ

う
な

運
営

が
求

め
ら

れ
て

い
る

か
を

理
解

さ
せ

る
。
 

○
法

令
を

理
解

す
る

講
義

・演
習

を
受

け
て

、
自

分
の

職
場

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
上

の
課

題
を

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
考

察
さ

せ
、
そ

の
後

レ
ポ

ー
トと

し
て

ま
と

め
さ

せ
る

。
 

○
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
講

義
で

全
体

像
を

理
解

し
た

の
ち

に
、

介
護

事
故

の
要

因
分

析
・
再

発
防

止
策

の
検

討
に

つ
い

て
の

演
習

を
行

う
。

そ
の

後
、

自
職

場
に

お
け

る

事
故

予
防

策
等

の
問

題
を

点
検

し
改

善
策

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
トと

し
て

ま
と

め
さ

せ
る

。
 

19
9

218



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

4 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

・
介

護
現

場
で

あ
り
が

ち
な

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

上
の

問
題

に
つ

い
て

事
例

の
収

集
を

行
っ

て
お

く
こ

と
。
 

・
運

営
基

準
、
指

導
監

査
、
苦

情
・事

故
対

応
、
報

酬
算

定
構

造
当

に
つ

い
て

は
、
根

拠
条

文
を

示
し

て
解

説
で

き
る

よ
う
資

料
を

準
備

す
る

こ
と

。
 

・
介

護
事

故
の

事
例

を
踏

ま
え

て
、
原

因
分

析
・再

発
予

防
策

の
検

討
等

の
演

習
が

で
き

る
よ

う
、
事

例
の

収
集

・分
析

を
行

っ
て

お
く
こ

と
。
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
法

令
関

係
…

①
が

望
ま

し
い

。
 

○
当

面
の

対
応

と
し

て
は

、
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『
介

護
福

祉
の

組
織

・
制

度
論

（
「
地

域
を

拓
く
介

護
福

祉
学

シ
リ
ー

ズ
」
）
』
光

生
館

、

2
0
1
5
、
第

１
部

・
第

２
章

、
第

２
部

で
関

連
法

規
の

全
体

像
を

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

○
運

営
基

準
、
報

酬
算

定
構

造
等

に
つ

い
て

は
、
実

際
の

法
令

を
資

料
と

し
て

読
ま

せ
る

こ
と

が
必

要
 

 リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト関
係

…
②

 

○
山

田
滋

＝
著

『介
護

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
事

故
防

止
編

』講
談

社
、
2
0
1
8
 

○
山

田
滋

＝
著

『介
護

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
トラ

ブ
ル

対
策

編
』講

談
社

、
2
0
1
8
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

と
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

、
双

方
と

も
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

＜
試

験
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞
 

○
法

令
テ

ス
ト（

基
礎

的
な

知
識

の
確

認
と

法
令

や
運

営
基

準
の

ポ
イ

ン
トを

知
識

と
し

て
身

に
つ

け
る

必
要

性
を

理
解

さ
せ

る
） 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

○
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

（向
上

？
）
や

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

トに
関

す
る

取
り
組

み
の

必
要

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
レ

ポ
ー

トと
し

て
書

い
て

も
ら

う
。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

○
法

令
テ

ス
ト
…

6
0
%
以

上
 

○
レ

ポ
ー

ト
…

「
自

組
織

・
チ

ー
ム

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

課
題

を
ま

と
め

る
こ

と
」
「
自

組
織

・
チ

ー
ム

の
介

護
事

故
へ

の
取

り
組

み
の

課
題

を
ま

と
め

る
こ

と
」
と

い
っ

た
課

題
が

考
え

ら
れ

る
。
 

①
運

営
基

準
等

の
要

請
を

踏
ま

え
て

、
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

上
の

取
り
組

み
を

点
検

し
た

う
え

で
、
改

善
策

が
具

体
的

に
考

察
・記

述
で

き
て

い
る

。
 

②
自

組
織

・チ
ー

ム
の

介
護

事
故

に
か

か
る

情
報

収
集

、
原

因
分

析
、
再

発
防

止
策

の
取

り
組

み
を

点
検

し
た

う
え

で
、
改

善
策

が
具

体
的

に
考

察
・記

述
で

き
て

い
る

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
介

護
事

故
の

予
防

策
と

し
て

、
チ

ー
ム

に
お

け
る

介
護

過
程

の
指

導
（
「
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

介
護

実
践

の
視

点
」
「
個

別
支

援
計

画
の

作
成

と
記

録
」
で

学
ぶ

）
、

介
護

業
務

の
標

準
化

（「
介

護
業

務
の

標
準

化
」で

学
ぶ

）に
つ

い
て

は
、
各

関
連

科
目

で
学

習
す

る
。
 

○
安

全
文

化
と

密
接

に
関

連
す

る
チ

ー
ム

の
文

化
と

風
土

・学
習

す
る

チ
ー

ム
の

重
要

性
に

つ
い

て
は

、
関

連
科

目
（チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト）

で
学

習
す

る
。
 

 Ⅳ
．

展
開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
法

令
理

解
に

つ
い

て
は

、
こ

の
科

目
を

受
講

し
た

だ
け

で
、

必
要

な
法

令
の

知
識

の
す

べ
て

を
理

解
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

、
受

講
者

が
法

令
の

構
造

を
理

解
し

、
何

か
あ

っ
た

時
に

は
、
法

令
上

の
根

拠
を

確
認

す
る

く
せ

（行
動

）を
身

に
つ

け
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、
受

講
者

に
法

令
の

根
拠

を
意

識
さ

せ
る

よ
う
に

展
開

す
る

こ
と

。
 

○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

演
習

で
は

、
特

に
日

々
の

サ
ー

ビ
ス

の
運

営
を

枠
づ

け
て

い
る

人
員

設
備

運
営

基
準

、
報

酬
算

定
構

造
準

を
中

心
に

と
り
あ

げ
て

、
介

護
現

場
で

実
際

に

起
こ

り
が

ち
な

事
例

と
基

準
等

と
を

結
び

付
け

な
が

ら
、
ど

の
よ

う
な

運
営

が
求

め
ら

れ
て

い
る

か
を

理
解

さ
せ

る
。
 

○
法

令
を

理
解

す
る

講
義

・演
習

を
受

け
て

、
自

分
の

職
場

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
上

の
課

題
を

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
考

察
さ

せ
、
そ

の
後

レ
ポ

ー
トと

し
て

ま
と

め
さ

せ
る

。
 

○
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
講

義
で

全
体

像
を

理
解

し
た

の
ち

に
、

介
護

事
故

の
要

因
分

析
・
再

発
防

止
策

の
検

討
に

つ
い

て
の

演
習

を
行

う
。

そ
の

後
、

自
職

場
に

お
け

る

事
故

予
防

策
等

の
問

題
を

点
検

し
改

善
策

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
トと

し
て

ま
と

め
さ

せ
る

。
 

20
0
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

6 
  ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

７
時

間
 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
か

か
る

関

連
法

規
の

全
体

像
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

 

・
講

義
（4

時
間

）…
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

考
え

方
（単

な
る

法
令

遵
守

で
は

な

く
社

会
的

要
請

に
応

え
る

こ
と

）
、

法
令

遵
守

の
必

要
性

（
運

営
基

準
等

に

基
づ

く
報

告
、

情
報

公
表

、
監

査
等

）
、

関
連

法
規

の
全

体
像

（
法

規
の

構

造
、

介
護

保
険

法
、

障
害

者
総

合
支

援
法

、
運

営
基

準
、

労
働

基
準

法

等
）
、

日
常

業
務

に
お

け
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
遵

守
と

取
組

み
を

評
価

す

る
仕

組
み

（
定

量
的

・
定

性
的

な
目

標
や

指
標

等
の

運
用

）
 

・
人

員
設

備
運

営
基

準
、

報
酬

算
定

構
造

（
演

習
と

講
義

）
…

基
準

を
実

際
に

読
ま

せ
な

が
ら

そ
の

構
造

、
ポ

イ
ン

トを
解

説
す

る
。
（２

時
間

） 

・
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
現

状
を

め
ぐ

る
課

題
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（演
習

）
１
時

間
 

 
・

事
前

課
題

と
し

て
自

施
設

の
運

営
基

準
、

介
護

報

酬
の

基
準

を
読

み
、

構
造

を
把

握
す

る
。
 

・
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

課
題

に
つ

い
て

事
後

課
題

と
し

て
ま

と
め

る
。
 

８
時

間
 

２
．
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
・

講
義

（
４
時

間
）
…

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

考
え

方
（
リ
ス

ク
の

概
念

、
リ
ス

ク
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト
の

定
義

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
必

要
性

の
）
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

体
制

、
介

護
事

故
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
・
要

因
分

析
、

）
、

事
故

発
生

時
の

対
応

（
証

拠
保

全
・
記

録
・
説

明
・
報

告
等

）
と

再
発

防
止

、
損

害
賠

償
責

任
 

・
演

習
（
４

時
間

）
…

事
故

の
原

因
分

析
と

是
正

処
置

計
画

、
業

務
手

順
書

の

作
成

、
危

険
予

知
、
自

施
設

に
お

け
る

と
り
く
み

課
題

の
分

析
 

 
・

事
前

課
題

と
し

て
、

自
職

場
に

お
け

る
介

護
事

故
予

防
の

取
り
組

み
、

典
型

的

な
事

故
の

事
例

と
要

因
分

析
・
対

策
検

討
の

事
例

を

ま
と

め
る

 

・
演

習
を

受
け

、
自

施
設

に

お
け

る
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

に
関

す
る

取
り
組

み
課

題

を
分

析
し

、
ま

と
め

る
。
 

 
※

７
時

間
以

内
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

7 
 「法

令
理

解
と

組
織

運
営

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
法

規
の
構

造
 

★
法

規
の
構

造
 

１
 
国

が
定

め
る

法
規

は
、
上

位
か

ら
、
憲

法
、
法

律
、
政

令
、
省

令
、
告

示
と

い
う
構

造
と

な
っ

て
い

る
。
 

２
 
法

律
は

、
国

会
の

議
決

を
経

て
制

定
さ

れ
た

条
文

法
で

、
憲

法
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。
 

３
 
政

令
は

、
法

律
の

規
定

を
実

施
す

る
た

め
、
ま

た
法

律
の

委
任

に
基

づ
き

、
法

律
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。
内

閣
が

閣
議

で
定

め
る

。
 

４
 

省
令

は
、

法
律

・
政

令
の

規
定

を
実

施
す

る
た

め
、

ま
た

法
律

・
政

令
の

委
任

に
基

づ
き

、
法

律
・
政

令
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。

各
省

の
大

臣
が

定
め

る
。

多
く
の

場
合

、
審

議
会

等
に

諮
問

さ
れ

る
。

 

５
 
告

示
は

、
法

律
の

規
定

に
基

づ
き

広
く
一

般
に

知
ら

せ
る

た
め

の
も

の
で

あ
る

。
 

６
 

政
府

が
国

民
、

地
方

自
治

体
、

法
人

等
に

義
務

や
負

担
を

課
す

に
は

法
律

上
の

根
拠

が
必

要
で

あ
る

。
政

令
や

省
令

単
独

で
は

国
民

や
地

方
自

治
体

、
法

人
等

に
何

か
を

義
務

付
け

る

こ
と

が
で

き
な

い
（
法

律
に

よ
る

委
任

が
あ

る
場

合
に

の
み

で
き

る
）。

 

７
 

通
知

、
要

綱
、

規
則

、
事

務
連

絡
等

は
、

国
民

等
に

義
務

や
負

担
を

課
す

も
の

で
は

な
く
、

行
政

内
部

の
運

用
ル

ー
ル

、
所

轄
の

機
関

な
ど

に
示

す
指

示
や

通
知

で
あ

る
。

法
令

の
解

釈
、

運
用

、
行

政
執

行
、
Ｑ

＆
Ａ

、
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

な
ど

。
各

省
内

部
の

各
部

局
・課

の
内

部
決

裁
の

み
で

決
定

さ
れ

る
。
 

 ○
法

令
理
解

と
組

織
運
営

 

★
事

業
者
に

か
か

る
法
規

と
規

制
 

１
 

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
者

に
か

か
る

法
規

と
し

て
、

介
護

保
険

法
、

介
護

保
険

法
施

行
法

（
以

上
は

法
律

）
、

介
護

保
険

法
施

行
令

（
政

令
）
、

介
護

保
険

法
施

行
規

則
、

各
種

事

業
・
施

設
の

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
る

基
準

（
以

上
は

省
令

）
、

介
護

報
酬

に
関

す
る

各
種

の
告

示
等

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

解
釈

等
に

つ
い

て
は

、
通

知
や

Q
&

A
（
人

員
・
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
の

解
釈

通
知

、
報

酬
規

準
の

解
釈

通
知

等
）が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

者
に

か
か

る
法

規
と

し
て

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、
障

害
者

総
合

支
援

法
施

行
法

（以
上

は
法

律
）、

障
害

者
総

合
支

援
法

施
行

令
（政

令
）、

障
害

者
総

合

支
援

法
施

行
規

則
、

各
種

事
業

・
施

設
の

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
る

基
準

（
以

上
は

省
令

）
、

報
酬

に
関

す
る

各
種

の
告

示
等

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

解
釈

等
に

つ
い

て
は

、
通

知
や

Q
&

A
（
人

員
・
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
の

解
釈

通
知

、
報

酬
規

準
の

解
釈

通
知

等
）が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

３
 

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
（
以

下
「
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
」
と

す
る

）
は

、
人

員
に

関
す

る
基

準
（
配

置
す

べ
き

従
業

員
の

職
種

、
資

格
、

人
数

等
を

定
め

る
）
、

設
備

に
関

す

る
基

準
（
備

え
る

べ
き

設
備

の
種

類
、

規
格

を
定

め
る

）
、

運
営

に
関

す
る

基
準

（サ
ー

ビ
ス

の
内

容
、
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

の
計

画
・記

録
・秘

密
保

持
等

の
他

、
契

約
型

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
利

用

開
始

に
あ

た
っ

て
の

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
説

明
と

同
意

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
拒

否
の

禁
止

等
を

定
め

る
）か

ら
な

る
。
 

４
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

施
設

・
事

業
所

は
、

事
業

者
と

し
て

の
指

定
を

受
け

よ
う
と

す
る

時
、
所

轄
庁

（
都

道
府

県
。

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

場
合

は
市

町
村

）
か

ら
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
を

満
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6 
  ＜

研
修

展
開
例

＞
 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

７
時

間
 

１
．

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
か

か
る

関

連
法

規
の

全
体

像
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

 

・
講

義
（4

時
間

）…
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

考
え

方
（単

な
る

法
令

遵
守

で
は

な

く
社

会
的

要
請

に
応

え
る

こ
と

）
、

法
令

遵
守

の
必

要
性

（
運

営
基

準
等

に

基
づ

く
報

告
、

情
報

公
表

、
監

査
等

）
、

関
連

法
規

の
全

体
像

（
法

規
の

構

造
、

介
護

保
険

法
、

障
害

者
総

合
支

援
法

、
運

営
基

準
、

労
働

基
準

法

等
）
、

日
常

業
務

に
お

け
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
遵

守
と

取
組

み
を

評
価

す

る
仕

組
み

（
定

量
的

・
定

性
的

な
目

標
や

指
標

等
の

運
用

）
 

・
人

員
設

備
運

営
基

準
、

報
酬

算
定

構
造

（
演

習
と

講
義

）
…

基
準

を
実

際
に

読
ま

せ
な

が
ら

そ
の

構
造

、
ポ

イ
ン

トを
解

説
す

る
。
（２

時
間

） 

・
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
現

状
を

め
ぐ

る
課

題
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（演
習

）
１
時

間
 

 
・

事
前

課
題

と
し

て
自

施
設

の
運

営
基

準
、

介
護

報

酬
の

基
準

を
読

み
、

構
造

を
把

握
す

る
。
 

・
自

組
織

・チ
ー

ム
の

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

課
題

に
つ

い
て

事
後

課
題

と
し

て
ま

と
め

る
。
 

８
時

間
 

２
．
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 
・

講
義

（
４
時

間
）
…

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

考
え

方
（
リ
ス

ク
の

概
念

、
リ
ス

ク
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト
の

定
義

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
必

要
性

の
）
、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

体
制

、
介

護
事

故
発

生
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
・
要

因
分

析
、

）
、

事
故

発
生

時
の

対
応

（
証

拠
保

全
・
記

録
・
説

明
・
報

告
等

）
と

再
発

防
止

、
損

害
賠

償
責

任
 

・
演

習
（
４

時
間

）
…

事
故

の
原

因
分

析
と

是
正

処
置

計
画

、
業

務
手

順
書

の

作
成

、
危

険
予

知
、
自

施
設

に
お

け
る

と
り
く
み

課
題

の
分

析
 

 
・

事
前

課
題

と
し

て
、

自
職

場
に

お
け

る
介

護
事

故
予

防
の

取
り
組

み
、

典
型

的

な
事

故
の

事
例

と
要

因
分

析
・
対

策
検

討
の

事
例

を

ま
と

め
る

 

・
演

習
を

受
け

、
自

施
設

に

お
け

る
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

に
関

す
る

取
り
組

み
課

題

を
分

析
し

、
ま

と
め

る
。
 

 
※

７
時

間
以

内
 

  
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

7 
 「法

令
理

解
と

組
織

運
営

」で
習

得
す

べ
き

知
識

 

 ○
法

規
の
構

造
 

★
法

規
の
構

造
 

１
 
国

が
定

め
る

法
規

は
、
上

位
か

ら
、
憲

法
、
法

律
、
政

令
、
省

令
、
告

示
と

い
う
構

造
と

な
っ

て
い

る
。
 

２
 
法

律
は

、
国

会
の

議
決

を
経

て
制

定
さ

れ
た

条
文

法
で

、
憲

法
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。
 

３
 
政

令
は

、
法

律
の

規
定

を
実

施
す

る
た

め
、
ま

た
法

律
の

委
任

に
基

づ
き

、
法

律
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。
内

閣
が

閣
議

で
定

め
る

。
 

４
 

省
令

は
、

法
律

・
政

令
の

規
定

を
実

施
す

る
た

め
、

ま
た

法
律

・
政

令
の

委
任

に
基

づ
き

、
法

律
・
政

令
の

範
囲

内
で

制
定

さ
れ

る
。

各
省

の
大

臣
が

定
め

る
。

多
く
の

場
合

、
審

議
会

等
に

諮
問

さ
れ

る
。

 

５
 
告

示
は

、
法

律
の

規
定

に
基

づ
き

広
く
一

般
に

知
ら

せ
る

た
め

の
も

の
で

あ
る

。
 

６
 

政
府

が
国

民
、

地
方

自
治

体
、

法
人

等
に

義
務

や
負

担
を

課
す

に
は

法
律

上
の

根
拠

が
必

要
で

あ
る

。
政

令
や

省
令

単
独

で
は

国
民

や
地

方
自

治
体

、
法

人
等

に
何

か
を

義
務

付
け

る

こ
と

が
で

き
な

い
（
法

律
に

よ
る

委
任

が
あ

る
場

合
に

の
み

で
き

る
）。

 

７
 

通
知

、
要

綱
、

規
則

、
事

務
連

絡
等

は
、

国
民

等
に

義
務

や
負

担
を

課
す

も
の

で
は

な
く
、

行
政

内
部

の
運

用
ル

ー
ル

、
所

轄
の

機
関

な
ど

に
示

す
指

示
や

通
知

で
あ

る
。

法
令

の
解

釈
、

運
用

、
行

政
執

行
、
Ｑ

＆
Ａ

、
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

な
ど

。
各

省
内

部
の

各
部

局
・課

の
内

部
決

裁
の

み
で

決
定

さ
れ

る
。
 

 ○
法

令
理
解

と
組

織
運
営

 

★
事

業
者
に

か
か

る
法
規

と
規

制
 

１
 

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
事

業
者

に
か

か
る

法
規

と
し

て
、

介
護

保
険

法
、

介
護

保
険

法
施

行
法

（
以

上
は

法
律

）
、

介
護

保
険

法
施

行
令

（
政

令
）
、

介
護

保
険

法
施

行
規

則
、

各
種

事

業
・
施

設
の

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
る

基
準

（
以

上
は

省
令

）
、

介
護

報
酬

に
関

す
る

各
種

の
告

示
等

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

解
釈

等
に

つ
い

て
は

、
通

知
や

Q
&

A
（
人

員
・
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
の

解
釈

通
知

、
報

酬
規

準
の

解
釈

通
知

等
）が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

２
 
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

者
に

か
か

る
法

規
と

し
て

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、
障

害
者

総
合

支
援

法
施

行
法

（以
上

は
法

律
）、

障
害

者
総

合
支

援
法

施
行

令
（政

令
）、

障
害

者
総

合

支
援

法
施

行
規

則
、

各
種

事
業

・
施

設
の

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
る

基
準

（
以

上
は

省
令

）
、

報
酬

に
関

す
る

各
種

の
告

示
等

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

解
釈

等
に

つ
い

て
は

、
通

知
や

Q
&

A
（人

員
・設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
の

解
釈

通
知

、
報

酬
規

準
の

解
釈

通
知

等
）が

示
さ

れ
て

い
る

。
 

３
 

人
員

・
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準
（
以

下
「
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
」
と

す
る

）
は

、
人

員
に

関
す

る
基

準
（
配

置
す

べ
き

従
業

員
の

職
種

、
資

格
、

人
数

等
を

定
め

る
）
、

設
備

に
関

す

る
基

準
（
備

え
る

べ
き

設
備

の
種

類
、

規
格

を
定

め
る

）
、

運
営

に
関

す
る

基
準

（サ
ー

ビ
ス

の
内

容
、
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

の
計

画
・記

録
・秘

密
保

持
等

の
他

、
契

約
型

サ
ー

ビ
ス

で
は

、
利

用

開
始

に
あ

た
っ

て
の

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
説

明
と

同
意

、
サ

ー
ビ

ス
提

供
拒

否
の

禁
止

等
を

定
め

る
）か

ら
な

る
。
 

４
 

介
護

サ
ー

ビ
ス

施
設

・
事

業
所

は
、

事
業

者
と

し
て

の
指

定
を

受
け

よ
う
と

す
る

時
、
所

轄
庁

（
都

道
府

県
。

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
の

場
合

は
市

町
村

）
か

ら
人

員
・
設

備
・
運

営
基

準
を

満

20
2

221



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

8 
 

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

５
 
事

業
開

始
後

は
、
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

所
轄

庁
か

ら
定

期
的

な
調

査
（監

査
）を

受
け

る
。
 

６
 
法

令
や

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い

恐
れ

が
あ

る
時

、
所

轄
庁

は
、
事

業
者

に
対

し
て

、
調

査
、
改

善
命

令
、
事

業
停

止
命

令
、
指

定
・認

可
取

り
消

し
な

ど
を

行
う
。

 

７
 
介

護
報

酬
の

告
示

は
、
各

事
業

・施
設

ご
と

に
、
介

護
報

酬
の

額
（単

位
数

）、
加

算
・減

算
の

要
件

等
を

定
め

る
。
 

 ○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

１
 

コ
ン

プ
ラ

イ
ン

ア
ン

ス
と

は
、

一
般

に
は

法
令

遵
守

を
意

味
す

る
。

た
だ

し
、

事
業

者
が

社
会

の
一

員
と

し
て

社
会

に
対

し
て

の
責

任
を

も
ち

、
社

会
の

健
全

な
在

り
方

と
調

和
を

図
る

た
め

に
は

、

法
令

遵
守

に
と

ど
ま

ら
ず

、
経

営
倫

理
や

経
営

の
社

会
的

責
任

に
た

っ
て

、
社

会
的

要
請

に
応

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

２
 
介

護
保

険
法

、
障

害
者

総
合

福
祉

法
に

よ
り
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

者
に

は
、
法

令
遵

守
責

任
者

を
置

く
こ

と
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

 

３
 
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
で

は
、
利

用
者

・家
族

の
秘

密
の

保
持

に
つ

い
て

、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
正

当
な

理
由

が
な

く
、
業

務
上

知
り
得

た
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

の
秘

密
を

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。
秘

密
保

持
の

た
め

の
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。
 

②
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
に

お
い

て
、
利

用
者

や
家

族
の

個
人

情
報

を
用

い
る

場
合

は
利

用
者

・家
族

の
同

意
を

あ
ら

か
じ

め
文

書
に

よ
り
得

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

社
会

福
祉

法
に

よ
り
、
社

会
福

祉
事

業
の

経
営

者
に

は
、

自
ら

そ
の

提
供

す
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
評

価
を

行
う

等
に

よ
り
、

常
に

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

者
の

立
場

に
立

つ
て

良
質

か

つ
適

切
な

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
よ

う
努

力
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（法

第
7
8

条
）。

 

５
 
社

会
福

祉
法

に
よ

り
、
社

会
福

祉
事

業
の

経
営

者
に

は
、
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
の

利
用

者
等

か
ら

の
苦

情
の

適
切

な
解

決
す

る
よ

う
努

力
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（
法

第
8
2

条
）
。
 

６
 
人

員
・設

備
・
運

営
基

準
で

は
、
利

用
者

や
家

族
か

ら
の

苦
情

に
対

応
で

き
る

よ
う
、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
苦

情
を

受
け

付
け

る
た

め
の

窓
口

を
設

置
す

る
等

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。
 

②
苦

情
を

受
け

付
け

た
場

合
に

は
、
当

該
苦

情
の

内
容

等
を

記
録

す
る

こ
と

。
 

③
利

用
者

か
ら

の
苦

情
に

関
し

て
市

町
村

が
行

う
調

査
に

協
力

す
る

と
と

も
に

、
市

町
村

か
ら

指
導

又
は

助
言

を
受

け
た

場
合

に
は

必
要

な
改

善
を

行
い

，
改

善
の

内
容

を
市

町
村

に
報

告

す
る

こ
と

。
 

④
苦

情
の

内
容

等
に

つ
い

て
記

録
を

整
備

し
、
完

結
の

日
か

ら
2

か
年

保
存

す
る

こ
と

。
 

７
 

社
会

福
祉

法
に

基
づ

き
、

都
道

府
県

社
会

福
祉

協
議

会
に

運
営

適
正

化
委

員
会

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
運

営
適

正
化

委
員

会
は

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
苦

情
の

受
付

、
調

査
、

斡

旋
等

を
行

う
。

 

８
 
「
公

益
通

報
」
と

は
、

労
働

者
（
公

務
員

を
含

む
。

）
が

、
不

正
の

目
的

で
な

く
、

労
務

提
供

先
等

に
つ

い
て

、
「
通

報
対

象
事

実
」
が

生
じ

又
は

生
じ

よ
う
と

す
る

旨
を

、
「
通

報
先

」
に

通
報

す
る

こ
と

を
い

う
。
 

９
 
通

報
対

象
事

案
と

は
、
国

民
の

生
命

、
身

体
、
財

産
そ

の
他

の
利

益
の

保
護

に
か

か
わ

る
法

律
（刑

法
等

）に
規

定
す

る
罪

の
犯

罪
行

為
の

事
実

を
い

う
。
 

1
0
 
保

護
要

件
を

満
た

し
て

「
公

益
通

報
」し

た
労

働
者

（公
益

通
報

者
）は

、
公

益
通

報
を

し
た

こ
と

を
理

由
と

す
る

解
雇

の
無

効
・そ

の
他

不
利

益
な

取
扱

い
の

禁
止

等
の

保
護

を
受

け
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

9 
  ○

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

１
 
経

営
上

の
リ
ス

ク
に

は
、
事

故
・災

害
、
介

護
事

故
、
感

染
、
不

適
切

ケ
ア

（虐
待

等
）、

財
務

、
労

務
等

が
あ

る
。
 

２
 
ハ

イ
ン

リ
ッ

ヒ
の

法
則

と
は

、
ア

メ
リ
カ

人
の

ハ
イ

ン
リ
ッ

ヒ
（労

災
保

険
会

社
研

究
部

長
）が

1
9
3
0

年
代

に
労

災
事

故
を

分
析

し
て

見
出

し
た

も
の

で
、

１
件

の
重

大
な

事
故

ac
ci

de
nt

の
背

景
に

は
、
2
9

件
の

軽
微

な
事

故
in
ci

de
nt

が
あ

り
、
さ

ら
に

そ
の

背
後

に
は

3
0
0

件
の

危
険

ir
re

g
ul
ar

it
y

が
存

在
す

る
と

し
た

も
の

で
あ

る
。
こ

の
こ

と
か

ら
、
A
cc

id
e
nt

を
ふ

せ
ぐ

に
は

、
そ

の

手
前

の
軽

微
な

事
故

、
危

険
を

防
ぐ

対
策

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

３
 

リ
ー

ズ
ン

に
よ

る
ス

イ
ス

チ
ー

ズ
モ

デ
ル

で
は

、
事

故
は

多
重

の
防

護
壁

（
防

御
の

仕
組

み
）
を

す
べ

て
貫

通
し

た
時

に
生

じ
る

と
考

え
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

事
故

を
防

ぐ
た

め
に

は
、

穴
に

気
付

い
た

時
に

す
ぐ

に
ふ

さ
ぐ

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。
 

４
 

介
護

事
故

（
ア

ク
シ

デ
ン

ト
）
に

は
、

思
い

が
け

ず
起

こ
っ

た
も

の
・
事

業
者

に
責

任
の

な
い

も
の

と
、

介
護

過
誤

（
職

員
の

不
適

切
な

行
為

等
に

よ
り
発

生
す

る
も

の
・
事

業
者

に
過

失
が

あ
る

も

の
）の

双
方

が
含

ま
れ

る
。
 

５
 
イ

ン
シ

デ
ン

トと
は

、
事

故
は

発
生

し
な

か
っ

た
が

、
危

う
く
事

故
が

発
生

し
そ

う
に

な
っ

た
事

象
を

い
う
。
 

６
 
事

故
の

要
因

分
析

の
S
he

ll
モ

デ
ル

で
は

、
事

故
の

要
因

に
は

、
S
o
ft

w
ar

e
ソ

フ
トウ

ェ
ア

, 
H
ar

dw
ar

e
ハ

ー
ド
ウ

ェ
ア

, 
E
nv

ir
o
nm

e
nt

環
境

, 
L
iv

e
w

ar
e

人
間

（中
心

の
Ｌ
は

本
人

）が
あ

る

と
と

ら
え

、
Ｌ
が

他
の

要
素

と
う
ま

く
噛

み
合

わ
な

い
点

に
事

故
の

要
因

を
み

る
。
 

７
 
S
he

ll
モ

デ
ル

に
M

an
ag

e
m

e
nt

の
要

因
を

加
え

た
も

の
が

、
m

-
S
H
E
L
L

モ
デ

ル
で

あ
る

。
 

８
 

4
M

4
E

モ
デ

ル
と

は
、

事
故

の
要

因
を

４
つ

の
M

（
m

an
人

間
、

m
ac

hi
ne

機
械

・
物

、
m

e
d
ia

環
境

、
m

an
e
g
e
m

e
nt

管
理

）
で

、
事

故
の

防
止

対
策

を
４

つ
の

E
（
e
d
uc

at
io

n
教

育
、

e
ng

in
e
e
rt

in
g

技
術

、
e
nf

o
rc

e
m

e
nt

強
化

・徹
底

、
e
x
am

pl
e
s

模
範

・事
例

）分
析

す
る

手
法

で
あ

る
。
 

９
 

事
故

の
発

生
時

の
初

期
対

応
と

し
て

、
利

用
者

の
安

全
確

保
・
救

急
搬

送
、

証
拠

保
全

（
写

真
等

・
記

録
の

改
ざ

ん
防

止
）
、

事
業

所
内

の
報

告
、

利
用

者
・
家

族
へ

の
状

況
説

明
、

関
係

機
関

へ
の

連
絡

等
を

行
う
。
そ

の
後

、
事

故
調

査
委

員
会

に
よ

り
調

査
、
事

故
報

告
書

の
作

成
等

を
行

う
。
 

1
0
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」（

2
0
0
2

年
）は

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト）

の
基

本
的

な
視

点
と

し
て

、
「よ

り
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

多
く
の

事
故

が
未

然
に

回
避

で
き

る
」
と

い
う
考

え
方

（ク
オ

リ
テ

ィ
・イ

ン
プ

ル
ー

ブ
メ

ン
ト
）
に

た
っ

て
い

る
。

 

1
1
 

厚
生

労
働

省
に

よ
る

「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」
（
2
0
0
2

年
）
で

は
、

危
機

管
理

（
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
を

進
め

る
体

制
整

備

や
取

り
組

み
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

の
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
組

織
風

土
の

改
善

…
安

全
文

化
の

醸
成

・共
有

、
な

ん
で

も
も

の
が

い
え

る
雰

囲
気

、
風

通
し

の
よ

い
組

織
、
 

②
組

織
全

体
で

の
取

り
組

み
…

す
べ

て
の

職
員

の
参

画
、
経

営
層

と
現

場
の

連
繋

、
現

場
の

創
意

工
夫

を
引

き
出

す
 

③
継

続
的

な
取

り
組

み
…

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
く
取

り
組

み
 

1
2
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」（

2
0
0
2

年
）で

は
、
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
方

策
と

し
て

、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

…
利

用
者

・家
族

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（情
報

提
供

、
日

常
の

情
報

交
換

）、
職

員
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

②
苦

情
解

決
へ

の
取

り
組

み
…

苦
情

は
事

故
防

止
の

た
め

の
積

極
的

な
情

報
 

20
3

222



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

8 
 

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

５
 
事

業
開

始
後

は
、
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

所
轄

庁
か

ら
定

期
的

な
調

査
（監

査
）を

受
け

る
。
 

６
 
法

令
や

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い

恐
れ

が
あ

る
時

、
所

轄
庁

は
、
事

業
者

に
対

し
て

、
調

査
、
改

善
命

令
、
事

業
停

止
命

令
、
指

定
・認

可
取

り
消

し
な

ど
を

行
う
。

 

７
 
介

護
報

酬
の

告
示

は
、
各

事
業

・施
設

ご
と

に
、
介

護
報

酬
の

額
（単

位
数

）、
加

算
・減

算
の

要
件

等
を

定
め

る
。
 

 ○
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
 

１
 

コ
ン

プ
ラ

イ
ン

ア
ン

ス
と

は
、

一
般

に
は

法
令

遵
守

を
意

味
す

る
。

た
だ

し
、

事
業

者
が

社
会

の
一

員
と

し
て

社
会

に
対

し
て

の
責

任
を

も
ち

、
社

会
の

健
全

な
在

り
方

と
調

和
を

図
る

た
め

に
は

、

法
令

遵
守

に
と

ど
ま

ら
ず

、
経

営
倫

理
や

経
営

の
社

会
的

責
任

に
た

っ
て

、
社

会
的

要
請

に
応

え
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

２
 
介

護
保

険
法

、
障

害
者

総
合

福
祉

法
に

よ
り
、
介

護
サ

ー
ビ

ス
、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

者
に

は
、
法

令
遵

守
責

任
者

を
置

く
こ

と
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

 

３
 
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
で

は
、
利

用
者

・家
族

の
秘

密
の

保
持

に
つ

い
て

、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
正

当
な

理
由

が
な

く
、
業

務
上

知
り
得

た
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

の
秘

密
を

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。
秘

密
保

持
の

た
め

の
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

。
 

②
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
に

お
い

て
、
利

用
者

や
家

族
の

個
人

情
報

を
用

い
る

場
合

は
利

用
者

・家
族

の
同

意
を

あ
ら

か
じ

め
文

書
に

よ
り
得

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

４
 

社
会

福
祉

法
に

よ
り
、
社

会
福

祉
事

業
の

経
営

者
に

は
、

自
ら

そ
の

提
供

す
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
評

価
を

行
う

等
に

よ
り
、

常
に

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

者
の

立
場

に
立

つ
て

良
質

か

つ
適

切
な

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
よ

う
努

力
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（法

第
7
8

条
）。

 

５
 
社

会
福

祉
法

に
よ

り
、
社

会
福

祉
事

業
の

経
営

者
に

は
、
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
の

利
用

者
等

か
ら

の
苦

情
の

適
切

な
解

決
す

る
よ

う
努

力
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（
法

第
8
2

条
）
。
 

６
 
人

員
・設

備
・
運

営
基

準
で

は
、
利

用
者

や
家

族
か

ら
の

苦
情

に
対

応
で

き
る

よ
う
、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
苦

情
を

受
け

付
け

る
た

め
の

窓
口

を
設

置
す

る
等

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
。
 

②
苦

情
を

受
け

付
け

た
場

合
に

は
、
当

該
苦

情
の

内
容

等
を

記
録

す
る

こ
と

。
 

③
利

用
者

か
ら

の
苦

情
に

関
し

て
市

町
村

が
行

う
調

査
に

協
力

す
る

と
と

も
に

、
市

町
村

か
ら

指
導

又
は

助
言

を
受

け
た

場
合

に
は

必
要

な
改

善
を

行
い

，
改

善
の

内
容

を
市

町
村

に
報

告

す
る

こ
と

。
 

④
苦

情
の

内
容

等
に

つ
い

て
記

録
を

整
備

し
、
完

結
の

日
か

ら
2

か
年

保
存

す
る

こ
と

。
 

７
 

社
会

福
祉

法
に

基
づ

き
、

都
道

府
県

社
会

福
祉

協
議

会
に

運
営

適
正

化
委

員
会

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
運

営
適

正
化

委
員

会
は

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
苦

情
の

受
付

、
調

査
、

斡

旋
等

を
行

う
。

 

８
 
「
公

益
通

報
」
と

は
、

労
働

者
（
公

務
員

を
含

む
。

）
が

、
不

正
の

目
的

で
な

く
、

労
務

提
供

先
等

に
つ

い
て

、
「
通

報
対

象
事

実
」
が

生
じ

又
は

生
じ

よ
う
と

す
る

旨
を

、
「
通

報
先

」
に

通
報

す
る

こ
と

を
い

う
。
 

９
 
通

報
対

象
事

案
と

は
、
国

民
の

生
命

、
身

体
、
財

産
そ

の
他

の
利

益
の

保
護

に
か

か
わ

る
法

律
（刑

法
等

）に
規

定
す

る
罪

の
犯

罪
行

為
の

事
実

を
い

う
。
 

1
0
 
保

護
要

件
を

満
た

し
て

「
公

益
通

報
」し

た
労

働
者

（公
益

通
報

者
）は

、
公

益
通

報
を

し
た

こ
と

を
理

由
と

す
る

解
雇

の
無

効
・そ

の
他

不
利

益
な

取
扱

い
の

禁
止

等
の

保
護

を
受

け
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

9 
  ○

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

 

１
 
経

営
上

の
リ
ス

ク
に

は
、
事

故
・災

害
、
介

護
事

故
、
感

染
、
不

適
切

ケ
ア

（虐
待

等
）、

財
務

、
労

務
等

が
あ

る
。
 

２
 
ハ

イ
ン

リ
ッ

ヒ
の

法
則

と
は

、
ア

メ
リ
カ

人
の

ハ
イ

ン
リ
ッ

ヒ
（労

災
保

険
会

社
研

究
部

長
）が

1
9
3
0

年
代

に
労

災
事

故
を

分
析

し
て

見
出

し
た

も
の

で
、

１
件

の
重

大
な

事
故

ac
ci

de
nt

の
背

景
に

は
、
2
9

件
の

軽
微

な
事

故
in
ci

de
nt

が
あ

り
、
さ

ら
に

そ
の

背
後

に
は

3
0
0

件
の

危
険

ir
re

g
ul
ar

it
y

が
存

在
す

る
と

し
た

も
の

で
あ

る
。
こ

の
こ

と
か

ら
、
A
cc

id
e
nt

を
ふ

せ
ぐ

に
は

、
そ

の

手
前

の
軽

微
な

事
故

、
危

険
を

防
ぐ

対
策

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

３
 

リ
ー

ズ
ン

に
よ

る
ス

イ
ス

チ
ー

ズ
モ

デ
ル

で
は

、
事

故
は

多
重

の
防

護
壁

（
防

御
の

仕
組

み
）
を

す
べ

て
貫

通
し

た
時

に
生

じ
る

と
考

え
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

事
故

を
防

ぐ
た

め
に

は
、

穴
に

気
付

い
た

時
に

す
ぐ

に
ふ

さ
ぐ

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。
 

４
 

介
護

事
故

（
ア

ク
シ

デ
ン

ト
）
に

は
、

思
い

が
け

ず
起

こ
っ

た
も

の
・
事

業
者

に
責

任
の

な
い

も
の

と
、

介
護

過
誤

（
職

員
の

不
適

切
な

行
為

等
に

よ
り
発

生
す

る
も

の
・
事

業
者

に
過

失
が

あ
る

も

の
）の

双
方

が
含

ま
れ

る
。
 

５
 
イ

ン
シ

デ
ン

トと
は

、
事

故
は

発
生

し
な

か
っ

た
が

、
危

う
く
事

故
が

発
生

し
そ

う
に

な
っ

た
事

象
を

い
う
。
 

６
 
事

故
の

要
因

分
析

の
S
he

ll
モ

デ
ル

で
は

、
事

故
の

要
因

に
は

、
S
o
ft

w
ar

e
ソ

フ
トウ

ェ
ア

, 
H
ar

dw
ar

e
ハ

ー
ド
ウ

ェ
ア

, 
E
nv

ir
o
nm

e
nt

環
境

, 
L
iv

e
w

ar
e

人
間

（中
心

の
Ｌ
は

本
人

）が
あ

る

と
と

ら
え

、
Ｌ
が

他
の

要
素

と
う
ま

く
噛

み
合

わ
な

い
点

に
事

故
の

要
因

を
み

る
。
 

７
 
S
he

ll
モ

デ
ル

に
M

an
ag

e
m

e
nt

の
要

因
を

加
え

た
も

の
が

、
m

-
S
H
E
L
L

モ
デ

ル
で

あ
る

。
 

８
 

4
M

4
E

モ
デ

ル
と

は
、

事
故

の
要

因
を

４
つ

の
M

（
m

an
人

間
、

m
ac

hi
ne

機
械

・
物

、
m

e
d
ia

環
境

、
m

an
e
g
e
m

e
nt

管
理

）
で

、
事

故
の

防
止

対
策

を
４

つ
の

E
（
e
d
uc

at
io

n
教

育
、

e
ng

in
e
e
rt

in
g

技
術

、
e
nf

o
rc

e
m

e
nt

強
化

・徹
底

、
e
x
am

pl
e
s

模
範

・事
例

）分
析

す
る

手
法

で
あ

る
。
 

９
 

事
故

の
発

生
時

の
初

期
対

応
と

し
て

、
利

用
者

の
安

全
確

保
・
救

急
搬

送
、

証
拠

保
全

（
写

真
等

・
記

録
の

改
ざ

ん
防

止
）
、

事
業

所
内

の
報

告
、

利
用

者
・
家

族
へ

の
状

況
説

明
、

関
係

機
関

へ
の

連
絡

等
を

行
う
。
そ

の
後

、
事

故
調

査
委

員
会

に
よ

り
調

査
、
事

故
報

告
書

の
作

成
等

を
行

う
。
 

1
0
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」（

2
0
0
2

年
）は

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト）

の
基

本
的

な
視

点
と

し
て

、
「よ

り
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

多
く
の

事
故

が
未

然
に

回
避

で
き

る
」と

い
う
考

え
方

（ク
オ

リ
テ

ィ
・イ

ン
プ

ル
ー

ブ
メ

ン
ト
）
に

た
っ

て
い

る
。

 

1
1
 

厚
生

労
働

省
に

よ
る

「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」
（
2
0
0
2

年
）
で

は
、

危
機

管
理

（
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
）
を

進
め

る
体

制
整

備

や
取

り
組

み
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

の
ポ

イ
ン

トと
し

て
、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
組

織
風

土
の

改
善

…
安

全
文

化
の

醸
成

・
共

有
、
な

ん
で

も
も

の
が

い
え

る
雰

囲
気

、
風

通
し

の
よ

い
組

織
、
 

②
組

織
全

体
で

の
取

り
組

み
…

す
べ

て
の

職
員

の
参

画
、
経

営
層

と
現

場
の

連
繋

、
現

場
の

創
意

工
夫

を
引

き
出

す
 

③
継

続
的

な
取

り
組

み
…

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
基

づ
く
取

り
組

み
 

1
2
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」（

2
0
0
2

年
）で

は
、
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
方

策
と

し
て

、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
重

要
性

…
利

用
者

・家
族

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（情
報

提
供

、
日

常
の

情
報

交
換

）、
職

員
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 

②
苦

情
解

決
へ

の
取

り
組

み
…

苦
情

は
事

故
防

止
の

た
め

の
積

極
的

な
情

報
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

 

10
 

 

③
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

を
入

れ
た

業
務

の
見

直
し

…
サ

ー
ビ

ス
の

標
準

化
・
個

別
化

、
利

用
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
動

き
の

把
握

・
目

配
り
、

記
録

と
報

告
、

事
故

事
例

や
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事

例
の

収
集

と
分

析
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

、
Ｑ

Ｃ
活

動
等

 

1
3
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）
に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」
（
2
0
0
2

年
）
で

は
、

事
故

が
起

こ
っ

て
し

ま
っ

た
と

き
の

対
応

と
し

て
、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
基

本
的

な
視

点
と

し
た

日
頃

か
ら

の
取

り
組

み
の

重
要

性
 

②
組

織
と

し
て

の
対

応
、
事

実
を

踏
ま

え
た

対
応

、
窓

口
を

一
本

化
し

た
対

応
が

原
則

 

③
事

実
の

把
握

と
家

族
等

へ
の

十
分

な
説

明
、
改

善
策

の
検

討
と

実
践

、
誠

意
あ

る
対

応
 

④
事

故
発

生
直

後
の

迅
速

な
対

応
に

向
け

た
備

え
と

周
知

徹
底

の
必

要
性

 

1
4
 
リ
ー

ズ
ン

が
指

摘
し

た
安

全
文

化
と

は
、
下

記
４
つ

の
側

面
か

ら
な

る
。
 

①
報

告
す

る
文

化
…

事
故

に
つ

な
が

る
ニ

ア
ミ
ス

や
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
トな

ど
に

つ
い

て
、
第

一
線

の
成

員
が

報
告

す
る

文
化

。
 

②
公

正
な

文
化

…
安

全
に

関
す

る
重

要
情

報
の

提
供

が
奨

励
さ

れ
、

報
償

の
対

象
に

ま
で

な
る

と
同

時
に

、
受

け
入

れ
ら

れ
る

行
動

と
そ

う
で

な
い

行
動

の
境

界
線

を
ど

こ
に

ひ
く
べ

き
か

が

明
確

に
理

解
さ

れ
て

お
り
、
信

頼
が

確
立

さ
れ

て
い

る
環

境
。
処

罰
の

基
準

が
明

確
で

、
報

告
に

対
す

る
取

り
扱

い
が

一
貫

し
て

い
る

。
 

③
柔

軟
な

文
化

…
変

化
す

る
要

求
に

効
率

的
に

応
え

ら
れ

る
文

化
。
 

④
学

習
す

る
文

化
…

情
報

を
集

め
、

報
告

を
吟

味
し

、
議

論
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

障
害

や
リ
ス

ク
の

根
源

や
新

た
な

対
処

方
法

を
発

見
さ

れ
、

そ
の

知
見

が
成

員
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

さ
れ

て
、

探
求

心
、
知

識
や

方
法

の
更

新
意

欲
、
報

告
な

適
切

な
行

動
に

対
す

る
動

機
付

け
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

1
5
 
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
で

は
、
事

故
が

発
生

し
た

時
に

は
、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
市

町
村

、
当

該
利

用
者

の
家

族
、
当

該
利

用
者

に
係

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

等
に

連
絡

を
行

う
と

と
も

に
、
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

 

②
事

故
の

状
況

及
び

事
故

に
際

し
て

採
っ

た
処

置
に

つ
い

て
記

録
す

る
こ

と
 

③
賠

償
す

べ
き

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
損

害
賠

償
を

速
や

か
に

行
う
こ

と
 

④
事

故
の

状
況

と
採

っ
た

措
置

に
つ

い
て

記
録

を
整

備
し

、
完

結
の

日
か

ら
2

か
年

保
存

す
る

こ
と

。
 

1
6
 
事

業
所

側
に

過
誤

が
あ

る
恐

れ
が

あ
る

介
護

事
故

が
起

き
た

場
合

、
民

法
上

の
民

事
責

任
、
刑

法
上

の
刑

事
責

任
、
行

政
処

分
に

関
す

る
行

政
上

の
責

任
を

問
わ

れ
る

。
 

1
7
 
民

事
責

任
に

は
、
事

業
者

と
利

用
者

と
の

契
約

関
係

に
基

づ
く
事

業
者

の
契

約
責

任
（債

務
者

が
債

務
を

履
行

し
な

い
時

の
賠

償
責

任
。
法

4
1
5

条
）、

事
業

者
と

利
用

者
の

契
約

関
係

に
基

づ
く
事

業
者

の
使

用
者

責
任

（
被

用
者

が
加

え
た

場
合

の
使

用
者

の
賠

償
責

任
。

民
法

7
1
5

条
）
、

職
員

が
負

う
不

法
行

為
責

任
（
故

意
ま

た
は

過
失

に
よ

り
利

益
を

損
害

し
た

者
の

賠
償

責
任

。
民

法
7
0
9

条
）が

あ
る

。
 

1
8
 
事

故
発

生
時

の
事

業
者

・職
員

の
過

失
の

有
無

は
、
注

意
義

務
違

反
（事

故
の

予
見

可
能

性
と

予
見

義
務

の
履

行
）、

結
果

回
避

義
務

の
履

行
の

観
点

か
ら

検
討

さ
れ

る
。

 

1
9
 
日

常
の

記
録

に
お

い
て

は
、
予

見
可

能
性

と
結

果
回

避
可

能
性

を
意

識
し

て
記

録
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

2
0
 
故

意
・過

失
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、
刑

事
責

任
が

問
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
故

意
の

場
合

は
傷

害
致

死
罪

、
過

失
の

場
合

は
業

務
上

過
失

死
傷

罪
が

問
わ

れ
る

。
 

2
1
 
行

政
上

の
責

任
と

し
て

、
業

務
改

善
命

令
、
業

務
停

止
、
指

定
取

り
消

し
等

を
負

う
場

合
が

あ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
１
５
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
学

習
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

や
学

習
の

理
論

を
理

解
さ

せ
、

自
職

場
に

お
け

る
学

習
す

る
組

織
づ

く
り
、

地
域

包
括

ケ
ア

に
お

け
る

社
会

環
境

づ
く
り
に

つ
い

て
実

践
す

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

②
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

③
以

上
を

踏
ま

え
て

、
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

④
地

域
包

括
ケ

ア
を

ふ
ま

え
た

社
会

環
境

づ
く
り
に

む
け

た
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

人
材

育
成

と
管

理
の

基
本

を
学

ぶ
が

、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。

ま
た

、

成
人

教
育

に
関

す
る

知
識

や
研

修
の

設
計

方
法

や
評

価
は

学
ば

な
い

。
 

○
本

科
目

は
、
学

習
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

、
成

人
学

習
の

理
論

、
イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ナ

ル
・デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
の

理
論

（＝
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習

得
し

、
自

職
場

で
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

の
現

状
を

評
価

で
き

る
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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企
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展

開
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（

講
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ガ

イ
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ラ
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10
 

 

③
リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

を
入

れ
た

業
務

の
見

直
し

…
サ

ー
ビ

ス
の

標
準

化
・
個

別
化

、
利

用
者

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
動

き
の

把
握

・
目

配
り
、

記
録

と
報

告
、

事
故

事
例

や
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
ト
事

例
の

収
集

と
分

析
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

、
Ｑ

Ｃ
活

動
等

 

1
3
 
厚

生
労

働
省

に
よ

る
「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
危

機
管

理
（リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
）
に

関
す

る
取

り
組

み
指

針
」
（
2
0
0
2

年
）
で

は
、

事
故

が
起

こ
っ

て
し

ま
っ

た
と

き
の

対
応

と
し

て
、
下

記
を

あ
げ

て
い

る
。
 

①
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
基

本
的

な
視

点
と

し
た

日
頃

か
ら

の
取

り
組

み
の

重
要

性
 

②
組

織
と

し
て

の
対

応
、
事

実
を

踏
ま

え
た

対
応

、
窓

口
を

一
本

化
し

た
対

応
が

原
則

 

③
事

実
の

把
握

と
家

族
等

へ
の

十
分

な
説

明
、
改

善
策

の
検

討
と

実
践

、
誠

意
あ

る
対

応
 

④
事

故
発

生
直

後
の

迅
速

な
対

応
に

向
け

た
備

え
と

周
知

徹
底

の
必

要
性

 

1
4
 
リ
ー

ズ
ン

が
指

摘
し

た
安

全
文

化
と

は
、
下

記
４
つ

の
側

面
か

ら
な

る
。
 

①
報

告
す

る
文

化
…

事
故

に
つ

な
が

る
ニ

ア
ミ
ス

や
ヒ

ヤ
リ
ハ

ッ
トな

ど
に

つ
い

て
、
第

一
線

の
成

員
が

報
告

す
る

文
化

。
 

②
公

正
な

文
化

…
安

全
に

関
す

る
重

要
情

報
の

提
供

が
奨

励
さ

れ
、

報
償

の
対

象
に

ま
で

な
る

と
同

時
に

、
受

け
入

れ
ら

れ
る

行
動

と
そ

う
で

な
い

行
動

の
境

界
線

を
ど

こ
に

ひ
く
べ

き
か

が

明
確

に
理

解
さ

れ
て

お
り
、
信

頼
が

確
立

さ
れ

て
い

る
環

境
。
処

罰
の

基
準

が
明

確
で

、
報

告
に

対
す

る
取

り
扱

い
が

一
貫

し
て

い
る

。
 

③
柔

軟
な

文
化

…
変

化
す

る
要

求
に

効
率

的
に

応
え

ら
れ

る
文

化
。
 

④
学

習
す

る
文

化
…

情
報

を
集

め
、

報
告

を
吟

味
し

、
議

論
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

障
害

や
リ
ス

ク
の

根
源

や
新

た
な

対
処

方
法

を
発

見
さ

れ
、

そ
の

知
見

が
成

員
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

さ
れ

て
、

探
求

心
、
知

識
や

方
法

の
更

新
意

欲
、
報

告
な

適
切

な
行

動
に

対
す

る
動

機
付

け
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

1
5
 
人

員
・
設

備
・運

営
基

準
で

は
、
事

故
が

発
生

し
た

時
に

は
、
事

業
者

に
下

記
を

求
め

て
い

る
。
 

①
市

町
村

、
当

該
利

用
者

の
家

族
、
当

該
利

用
者

に
係

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
者

等
に

連
絡

を
行

う
と

と
も

に
、
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

こ
と

 

②
事

故
の

状
況

及
び

事
故

に
際

し
て

採
っ

た
処

置
に

つ
い

て
記

録
す

る
こ

と
 

③
賠

償
す

べ
き

事
故

が
発

生
し

た
場

合
は

、
損

害
賠

償
を

速
や

か
に

行
う
こ

と
 

④
事

故
の

状
況

と
採

っ
た

措
置

に
つ

い
て

記
録

を
整

備
し

、
完

結
の

日
か

ら
2

か
年

保
存

す
る

こ
と

。
 

1
6
 
事

業
所

側
に

過
誤

が
あ

る
恐

れ
が

あ
る

介
護

事
故

が
起

き
た

場
合

、
民

法
上

の
民

事
責

任
、
刑

法
上

の
刑

事
責

任
、
行

政
処

分
に

関
す

る
行

政
上

の
責

任
を

問
わ

れ
る

。
 

1
7
 
民

事
責

任
に

は
、
事

業
者

と
利

用
者

と
の

契
約

関
係

に
基

づ
く
事

業
者

の
契

約
責

任
（債

務
者

が
債

務
を

履
行

し
な

い
時

の
賠

償
責

任
。
法

4
1
5

条
）、

事
業

者
と

利
用

者
の

契
約

関
係

に
基

づ
く
事

業
者

の
使

用
者

責
任

（
被

用
者

が
加

え
た

場
合

の
使

用
者

の
賠

償
責

任
。

民
法

7
1
5

条
）
、

職
員

が
負

う
不

法
行

為
責

任
（
故

意
ま

た
は

過
失

に
よ

り
利

益
を

損
害

し
た

者
の

賠
償

責
任

。
民

法
7
0
9

条
）が

あ
る

。
 

1
8
 
事

故
発

生
時

の
事

業
者

・職
員

の
過

失
の

有
無

は
、
注

意
義

務
違

反
（事

故
の

予
見

可
能

性
と

予
見

義
務

の
履

行
）、

結
果

回
避

義
務

の
履

行
の

観
点

か
ら

検
討

さ
れ

る
。

 

1
9
 
日

常
の

記
録

に
お

い
て

は
、
予

見
可

能
性

と
結

果
回

避
可

能
性

を
意

識
し

て
記

録
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

2
0
 
故

意
・過

失
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、
刑

事
責

任
が

問
わ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
故

意
の

場
合

は
傷

害
致

死
罪

、
過

失
の

場
合

は
業

務
上

過
失

死
傷

罪
が

問
わ

れ
る

。
 

2
1
 
行

政
上

の
責

任
と

し
て

、
業

務
改

善
命

令
、
業

務
停

止
、
指

定
取

り
消

し
等

を
負

う
場

合
が

あ
る

。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
領

域
 

科
目

名
 

 
介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
 

単
 

位
 

 
１
単

位
 

時
 

間
 

 
１
５
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

７
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
学

習
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

や
学

習
の

理
論

を
理

解
さ

せ
、

自
職

場
に

お
け

る
学

習
す

る
組

織
づ

く
り
、

地
域

包
括

ケ
ア

に
お

け
る

社
会

環
境

づ
く
り
に

つ
い

て
実

践
す

る
力

を
育

成
す

る
。

 

到 達 目 標

 

①
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

②
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

。
 

③
以

上
を

踏
ま

え
て

、
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
。
 

④
地

域
包

括
ケ

ア
を

ふ
ま

え
た

社
会

環
境

づ
く
り
に

む
け

た
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
「
人

間
関

係
と

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
、

人
材

育
成

と
管

理
の

基
本

を
学

ぶ
が

、
実

践
的

な
知

識
の

習
得

ま
で

は
至

ら
な

い
。

ま
た

、

成
人

教
育

に
関

す
る

知
識

や
研

修
の

設
計

方
法

や
評

価
は

学
ば

な
い

。
 

○
本

科
目

は
、
学

習
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

、
成

人
学

習
の

理
論

、
イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ナ

ル
・デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
の

理
論

（＝
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
理

論
に

関
す

る
知

識
領

域
）を

習

得
し

、
自

職
場

で
の

人
材

育
成

に
つ

い
て

の
現

状
を

評
価

で
き

る
実

践
的

知
識

（＝
臨

床
や

実
践

に
関

す
る

知
識

領
域

）を
習

得
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

 
・従

業
員

満
足

、
顧

客
満

足
と

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト

チ
ェ

ー
ン

 

・専
門

性
と

組
織

性
の

統
合

 

・
従

業
員

（職
員

）満
足

、
顧

客
（利

用
者

）満
足

 

・サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
トチ

ェ
ー

ン
 

・専
門

性
、
組

織
性

 

２
．
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

 
・学

習
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

学
習

モ
デ

ル
 

・
経

験
学

習
 

・
成

人
学

習
、

批
判

的
思

考
、

実
践

共
同

体
、

協
調

学
習

、
学

習
す

る
組

織
 

・経
験

学
習

モ
デ

ル
 

・
学

習
心

理
学

 

３
．

人
材

育
成

の
体

系
 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
と

職
場

の
環

境

づ
く
り
 

・介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

 

・教
育

・研
修

体
系

の
構

築
と

評
価

 

・
教

育
・研

修
制

度
、
動

機
付

け
理

論
、
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ
ン

 

・
イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
 

・
学

習
環

境
デ

ザ
イ

ン
 

・
評

価
方

法
 

・キ
ャ

リ
ア

開
発

 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

社

会
環

境
づ

く
り
 

・地
域

包
括

ケ
ア

を
見

据
え

た
地

域
で

の
学

習
の

展

開
の

必
要

性
 

・
多

職
種

連
携

教
育

、
地

域
住

民
等

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

・地
域

包
括

ケ
ア

 

・多
職

種
連

携
教

育
 

・
住

民
教

育
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

3 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

②
既

存
の

文
献

等
で

十
分

 
 
 
 

③
そ
の
他

 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

扱
う

内
容

が
幅

広
く
、

特
定

の
既

存
文

献
の

み
で

の
対

応
は

困
難

で
あ

る
。

下
記

文
献

①
を

基
本

と
し

つ
つ

、
②

以
下

の
文

献
を

活
用

し

た
教

材
作

成
が

求
め

ら
れ

る
。
い

ず
れ

は
、
科

目
の

テ
キ

ス
ト開

発
が

適
当

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

 ○
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『
介

護
福

祉
の

組
織

・
制

度
論

（
「
地

域
ケ

ア
を

拓
く
介

護
福

祉
学

」
シ

リ
ー

ズ
）
』
光

生
館

、
2
0
1
5
（
第

１
章

５
「
介

護
職

の
キ

ャ
リ
ア

を
踏

ま
え

た
育

成
シ

ス
テ

ム
と

学
習

支
援

」）
 

○
鈴

木
克

明
＝

著
『研

修
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

 人
材

育
成

の
た

め
の

イ
ン

ス
ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
』北

大
路

書
房

、
2
0
1
5
 

○
中

原
淳

＝
編

著
『企

業
内

人
材

育
成

入
門

 人
を

育
て

る
心

理
・教

育
学

の
基

本
理

論
を

学
ぶ

』ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
6
 

○
全

国
社

会
福

祉
協

議
会

＝
編

『
〔
改

訂
〕
福

祉
職

員
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

テ
キ

ス
ト
 
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

編
』
『
〔
改

訂
〕
福

祉
職

員
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

テ
キ

ス
ト
 
管

理
職

員
編

』
全

国
社

会
福

祉
協

議
会

、
2
0
1
8
（
と

も
に

、
第

4
章

「
能

力
開

発
」）

 

○
マ

ル
カ

ル
・ノ

ー
ル

ズ
著

『成
人

教
育

の
現

代
的

実
践

 ペ
タ

ゴ
ジ

ー
か

ら
ア

ン
ド
ラ

ゴ
ジ

ー
へ

』鳳
書

房
、
2
0
0
2
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
中

原
淳

＝
著

『
経

営
学

習
論

 人
材

育
成

を
科

学
す

る
』東

京
大

学
出

版
会

、
2
0
1
2
 

○
ピ

ー
タ

ー
・Ｍ

．
セ

ン
ゲ

＝
著

『学
習

す
る

組
織

 シ
ス

テ
ム

思
考

で
未

来
を

創
造

す
る

』英
治

出
版

、
2
0
1
1
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

 
・従

業
員

満
足

、
顧

客
満

足
と

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト

チ
ェ

ー
ン

 

・専
門

性
と

組
織

性
の

統
合

 

・
従

業
員

（職
員

）満
足

、
顧

客
（利

用
者

）満
足

 

・サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
トチ

ェ
ー

ン
 

・専
門

性
、
組

織
性

 

２
．
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

 
・学

習
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

学
習

モ
デ

ル
 

・
経

験
学

習
 

・
成

人
学

習
、

批
判

的
思

考
、

実
践

共
同

体
、

協
調

学
習

、
学

習
す

る
組

織
 

・経
験

学
習

モ
デ

ル
 

・
学

習
心

理
学

 

３
．

人
材

育
成

の
体

系
 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
と

職
場

の
環

境

づ
く
り
 

・介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

 

・教
育

・研
修

体
系

の
構

築
と

評
価

 

・
教

育
・研

修
制

度
、
動

機
付

け
理

論
、
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ
ン

 

・
イ

ン
ス

トラ
ク

シ
ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
 

・
学

習
環

境
デ

ザ
イ

ン
 

・
評

価
方

法
 

・キ
ャ

リ
ア

開
発

 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
と

社

会
環

境
づ

く
り
 

・地
域

包
括

ケ
ア

を
見

据
え

た
地

域
で

の
学

習
の

展

開
の

必
要

性
 

・
多

職
種

連
携

教
育

、
地

域
住

民
等

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

・地
域

包
括

ケ
ア

 

・多
職

種
連

携
教

育
 

・
住

民
教

育
 

 Ⅲ
．

研
修
の

方
法

 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

3 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新

規
テ

キ
ス

ト
開

発
が

必
要

 
 

 
 

②
既

存
の

文
献

等
で

十
分

 
 
 
 

③
そ
の
他

 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

扱
う

内
容

が
幅

広
く
、

特
定

の
既

存
文

献
の

み
で

の
対

応
は

困
難

で
あ

る
。

下
記

文
献

①
を

基
本

と
し

つ
つ

、
②

以
下

の
文

献
を

活
用

し

た
教

材
作

成
が

求
め

ら
れ

る
。
い

ず
れ

は
、
科

目
の

テ
キ

ス
ト開

発
が

適
当

だ
と

思
わ

れ
る

。
 

 ○
諏

訪
徹

ほ
か

＝
編

著
『
介

護
福

祉
の

組
織

・
制

度
論

（
「
地

域
ケ

ア
を

拓
く
介

護
福

祉
学

」
シ

リ
ー

ズ
）
』
光

生
館

、
2
0
1
5
（
第

１
章

５
「
介

護
職

の
キ

ャ
リ
ア

を
踏

ま
え

た
育

成
シ

ス
テ

ム
と

学
習

支
援

」）
 

○
鈴

木
克

明
＝

著
『研

修
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

 人
材

育
成

の
た

め
の

イ
ン

ス
ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
』北

大
路

書
房

、
2
0
1
5
 

○
中

原
淳

＝
編

著
『企

業
内

人
材

育
成

入
門

 人
を

育
て

る
心

理
・教

育
学

の
基

本
理

論
を

学
ぶ

』ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
6
 

○
全

国
社

会
福

祉
協

議
会

＝
編

『
〔
改

訂
〕
福

祉
職

員
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

テ
キ

ス
ト
 
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

編
』
『
〔
改

訂
〕
福

祉
職

員
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

対
応

生
涯

研
修

課
程

テ
キ

ス
ト
 
管

理
職

員
編

』
全

国
社

会
福

祉
協

議
会

、
2
0
1
8
（
と

も
に

、
第

4
章

「
能

力
開

発
」）

 

○
マ

ル
カ

ル
・ノ

ー
ル

ズ
著

『成
人

教
育

の
現

代
的

実
践

 ペ
タ

ゴ
ジ

ー
か

ら
ア

ン
ド
ラ

ゴ
ジ

ー
へ

』鳳
書

房
、
2
0
0
2
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
中

原
淳

＝
著

『
経

営
学

習
論

 人
材

育
成

を
科

学
す

る
』東

京
大

学
出

版
会

、
2
0
1
2
 

○
ピ

ー
タ

ー
・Ｍ

．
セ

ン
ゲ

＝
著

『学
習

す
る

組
織

 シ
ス

テ
ム

思
考

で
未

来
を

創
造

す
る

』英
治

出
版

、
2
0
1
1
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

双
方

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

※
認

証
基

準
に

お
け

る
「
修

了
評

価
の

方
法

」は
、
「基

礎
理

論
に

つ
い

て
は

、
知

識
チ

ェ
ッ

ク
（テ

ス
ト）

を
行

う
。
テ

ス
ト

4
0

点
、
リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
3
0

点
、
自

己

演
習

+
演

習
・講

義
へ

の
参

加
貢

献
度

3
0

点
」と

な
っ

て
い

る
。
 

 ＜
試

験
に
よ

る
評

価
＞
 

○
基

本
用

語
や

基
礎

理
論

に
つ

い
て

は
理

解
度

を
試

験
に

よ
り
確

認
す

る
（2

0
問

程
度

）。
 

 ＜
レ

ポ
ー
ト

に
よ

る
評
価
＞

 

○
評

価
基

準
③

ま
た

は
④

に
つ

い
て

、
研

修
を

踏
ま

え
て

レ
ポ

ー
トさ

せ
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
2
0
0
0

字
程

度
。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

①
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

こ
と

。
 

②
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

こ
と

。
 

③
以

上
を

踏
ま

え
て

、
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
こ

と
。
 

④
地

域
包

括
ケ

ア
を

ふ
ま

え
た

社
会

環
境

づ
く
り
に

む
け

た
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

こ
と

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
「心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
」
（Ⅰ

類
）
の

「学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

」 

○
「
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
」
（
Ⅱ

類
）
の

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
と

構
築

に
む

け
た

課
題

」
：
本

科
目

の
「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
」の

ベ
ー

ス
は

こ
の

科
目

で
学

習
す

る
こ

と
と

な
る

。
 

○
「介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

」（
Ⅱ

類
）（

特
に

「キ
ャ

リ
ア

と
経

験
学

習
」）

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
講

義
と

演
習

に
よ

っ
て

展
開

す
る

。
 

○
演

習
→

基
礎

理
論

の
理

解
→

自
分

自
身

の
職

場
の

振
り
返

り
→

自
職

場
課

題
を

も
と

に
し

た
演

習
を

も
と

に
、

事
例

に
基

づ
く
学

習
と

自
職

場
の

分
析

・
改

善
策

の
検

討
な

ど
、

理
論

の
活

用
方

法
を

循
環

的
に

学
習

さ
せ

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
部

下
や

後
輩

の
学

習
を

支
援

し
た

り
チ

ー
ム

を
学

習
す

る
組

織
に

し
て

い
く
人

材
に

な
る

た
め

、
ま

ず
は

受
講

生
自

身
が

個
人

の
振

り
返

り
を

通
し

て
経

験
学

習

の
仕

組
み

を
理

解
で

き
る

よ
う
展

開
し

て
い

く
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

１
時

間
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

①
 

〔講
義

〕 

○
従

業
員

（
職

員
）
満

足
、

顧
客

（
利

用
者

）
満

足
、

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト
チ

ェ

ー
ン

、
専

門
性

、
組

織
性

、
専

門
性

と
組

織
性

の
統

合
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
組

織
の

特
性

と
職

員
の

成
長

 

 
 

１
時

間
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

②
 

〔演
習

〕 

○
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

が
利

用
者

の
満

足
に

つ
な

が
り
、

事
業

の
発

展
と

職

員
へ

の
帰

結
に

つ
な

が
る

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

トを
用

い
て

検
討

さ
せ

る
。
 

○
自

職
場

の
立

場
か

ら
自

身
の

専
門

性
と

組
織

性
に

つ
い

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

出
し

、
自

身
の

専
門

性
と

組
織

性
は

何
か

を
理

解
さ

せ
る

。
そ

れ
ら

が

相
互

補
完

的
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

を
検

討
さ

せ
る

。
 

 
 

１
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

①
 

〔講
義

〕 

○
学

習
と

動
機

づ
け

理
論

（学
習

心
理

学
） 

・
学

習
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

動
機

づ
け

理
論

、
批

判
的

思
考

、
省

察
的

行
為

の
過

程
、
等

 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
及

び
知

識
を

問
う

試
験

の

実
施

（2
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
成

人
学

習
理

論
に

関
す

る
資

料
を

読

み
、

職
場

に
お

け
る

人
材

育
成

や
職

員
の

学
習

支

援
に

活
か

せ
る

ポ
イ

ン
ト
を

2
0
0
0

字
程

度
で

レ
ポ

ー
ト 

１
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

②
 

〔講
義

〕 

○
成

人
学

習
理

論
（成

人
学

習
モ

デ
ル

） 

・
成

人
学

習
（
大

人
の

学
び

）
、

経
験

学
習

、
実

践
共

同
体

、
協

調
学

習
、

学

習
す

る
組

織
、

ア
ン

ド
ラ

ゴ
ジ

ー
と

ペ
タ

ゴ
ジ

ー
、

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

、
ア

ン
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

4 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

○
試

験
に

よ
る

評
価

、
レ

ポ
ー

トに
よ

る
評

価
の

双
方

を
実

施
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

※
認

証
基

準
に

お
け

る
「
修

了
評

価
の

方
法

」は
、
「基

礎
理

論
に

つ
い

て
は

、
知

識
チ

ェ
ッ

ク
（テ

ス
ト）

を
行

う
。
テ

ス
ト

4
0

点
、
リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
内

容
3
0

点
、
自

己

演
習

+
演

習
・講

義
へ

の
参

加
貢

献
度

3
0

点
」と

な
っ

て
い

る
。
 

 ＜
試

験
に
よ

る
評

価
＞

 

○
基

本
用

語
や

基
礎

理
論

に
つ

い
て

は
理

解
度

を
試

験
に

よ
り
確

認
す

る
（2

0
問

程
度

）。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価
＞

 

○
評

価
基

準
③

ま
た

は
④

に
つ

い
て

、
研

修
を

踏
ま

え
て

レ
ポ

ー
トさ

せ
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
2
0
0
0

字
程

度
。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

①
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

こ
と

。
 

②
成

人
の

学
習

に
関

す
る

原
則

の
ポ

イ
ン

トに
つ

い
て

、
概

説
で

き
る

こ
と

。
 

③
以

上
を

踏
ま

え
て

、
自

職
場

の
人

材
育

成
の

現
状

と
課

題
を

分
析

し
、
改

善
策

に
つ

い
て

検
討

で
き

る
こ

と
。
 

④
地

域
包

括
ケ

ア
を

ふ
ま

え
た

社
会

環
境

づ
く
り
に

む
け

た
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
で

き
る

こ
と

。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
「心

理
的

支
援

の
知

識
・技

術
」
（Ⅰ

類
）
の

「学
習

と
動

機
づ

け
の

理
解

」 

○
「
地

域
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
」
（
Ⅱ

類
）
の

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

考
え

方
と

構
築

に
む

け
た

課
題

」
：
本

科
目

の
「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
」の

ベ
ー

ス
は

こ
の

科
目

で
学

習
す

る
こ

と
と

な
る

。
 

○
「介

護
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

と
求

め
ら

れ
る

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、
人

的
資

源
の

管
理

」（
Ⅱ

類
）（

特
に

「キ
ャ

リ
ア

と
経

験
学

習
」）

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

5 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の 考 え 方

 

○
講

義
と

演
習

に
よ

っ
て

展
開

す
る

。
 

○
演

習
→

基
礎

理
論

の
理

解
→

自
分

自
身

の
職

場
の

振
り
返

り
→

自
職

場
課

題
を

も
と

に
し

た
演

習
を

も
と

に
、

事
例

に
基

づ
く
学

習
と

自
職

場
の

分
析

・
改

善
策

の
検

討
な

ど
、

理
論

の
活

用
方

法
を

循
環

的
に

学
習

さ
せ

る
。
 

○
リ
ー

ダ
ー

と
し

て
部

下
や

後
輩

の
学

習
を

支
援

し
た

り
チ

ー
ム

を
学

習
す

る
組

織
に

し
て

い
く
人

材
に

な
る

た
め

、
ま

ず
は

受
講

生
自

身
が

個
人

の
振

り
返

り
を

通
し

て
経

験
学

習

の
仕

組
み

を
理

解
で

き
る

よ
う
展

開
し

て
い

く
。
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

１
時

間
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

①
 

〔講
義

〕 

○
従

業
員

（
職

員
）
満

足
、

顧
客

（
利

用
者

）
満

足
、

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト
チ

ェ

ー
ン

、
専

門
性

、
組

織
性

、
専

門
性

と
組

織
性

の
統

合
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
組

織
の

特
性

と
職

員
の

成
長

 

 
 

１
時

間
 

１
．
成

長
を

支
援

す
る

組
織

②
 

〔演
習

〕 

○
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

が
利

用
者

の
満

足
に

つ
な

が
り
、

事
業

の
発

展
と

職

員
へ

の
帰

結
に

つ
な

が
る

こ
と

を
ワ

ー
ク

シ
ー

トを
用

い
て

検
討

さ
せ

る
。
 

○
自

職
場

の
立

場
か

ら
自

身
の

専
門

性
と

組
織

性
に

つ
い

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
き

出
し

、
自

身
の

専
門

性
と

組
織

性
は

何
か

を
理

解
さ

せ
る

。
そ

れ
ら

が

相
互

補
完

的
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、
成

長
を

支
援

す
る

組
織

の
あ

り
方

を
検

討
さ

せ
る

。
 

 
 

１
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

①
 

〔講
義

〕 

○
学

習
と

動
機

づ
け

理
論

（学
習

心
理

学
） 

・
学

習
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
、

動
機

づ
け

理
論

、
批

判
的

思
考

、
省

察
的

行
為

の
過

程
、
等

 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
及

び
知

識
を

問
う

試
験

の

実
施

（2
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
成

人
学

習
理

論
に

関
す

る
資

料
を

読

み
、

職
場

に
お

け
る

人
材

育
成

や
職

員
の

学
習

支

援
に

活
か

せ
る

ポ
イ

ン
ト
を

2
0
0
0

字
程

度
で

レ
ポ

ー
ト 

１
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

②
 

〔講
義

〕 

○
成

人
学

習
理

論
（成

人
学

習
モ

デ
ル

） 

・
成

人
学

習
（
大

人
の

学
び

）
、

経
験

学
習

、
実

践
共

同
体

、
協

調
学

習
、

学

習
す

る
組

織
、

ア
ン

ド
ラ

ゴ
ジ

ー
と

ペ
タ

ゴ
ジ

ー
、

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

、
ア

ン
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

6 
 

３
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

③
 

〔演
習

〕 

○
経

験
学

習
モ

デ
ル

か
ら

自
身

の
学

び
と

成
長

を
振

り
返

る
 

・
学

習
者

自
身

の
経

験
を

経
験

学
習

モ
デ

ル
の

４
つ

の
段

階
に

当
て

は
め

て
検

討
す

る
演

習
を

通
し

て
、

具
体

的
な

経
験

を
省

察
す

る
方

法
、

概
念

化
す

る

方
法

、
実

践
に

活
か

し
て

い
く
方

法
を

学
習

す
る

。
 

・
経

験
の

な
か

で
も

「成
長

を
促

す
体

験
」の

意
義

を
気

付
か

せ
る

。
 

・
省

察
の

方
法

と
し

て
、

個
人

で
で

き
る

こ
と

と
他

者
の

サ
ポ

ー
ト
に

よ
り
省

察
が

深
ま

る
こ

と
を

グ
ル

ー
プ

演
習

で
理

解
す

る
。
 

 
○

事
前

課
題

（1
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
自

身
が

経
験

し
て

き
た

「
成

長
を

促
す

体
験

」
に

つ
い

て
、

そ
の

内

容
と

ど
の

よ
う

に
成

長
し

た

の
か

を
1
,0

0
0

字
程

度
で

レ
ポ

ー
ト。

 

２
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

④
 

〔演
習

〕 

○
経

験
学

習
モ

デ
ル

か
ら

自
身

の
学

び
と

成
長

を
振

り
返

る
 

・
概

念
化

の
作

業
を

と
お

し
て

、
経

験
の

言
語

化
と

セ
オ

リ
ー

（持
論

）を
導

き
出

す
演

習
、

導
き

出
し

た
セ

オ
リ
ー

（
持

論
）
を

実
践

に
移

し
て

い
く
方

法
を

検
討

す
る

演
習

を
行

い
、
概

念
化

の
方

法
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
経

験
学

習
モ

デ

ル
を

理
解

す
る

。
 

 
 

１
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

①
 

〔講
義

〕 

○
人

材
育

成
の

体
系

的
理

解
 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
と

職
場

の
環

境
づ

く
り
 

・
介

護
職

の
キ

ャ
リ
ア

ラ
ダ

ー
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

 

・
教

育
・研

修
体

系
の

構
築

方
法

（O
J
T
、
O
F
F
-
J
T
、
S
D
S
） 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
及

び
知

識
を

問
う

試
験

の
実

施
（2

時
間

） 

・
課

題
内

容
：
人

材
育

成
の

体
系

や
評

価
方

法
に

つ

い
て

の
資

料
を

読
み

、
職

場
に

お
け

る
人

材
育

成
の

体
系

、
各

研
修

の
方

法
に

つ
い

て
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

や

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
等

と
の

連

動
、

成
果

と
課

題
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
さ

せ
る

。
2
0
0
0

字
程

度
。
 

１
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

②
 

〔講
義

〕 

○
教

育
・研

修
体

系
の

評
価

方
法

 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

研
修

評
価

方
法

 

・
４

段
階

モ
デ

ル
（
反

応
、

学
習

、
行

動
、

結
果

）
、

T
O
T
E

モ
デ

ル
（
必

要
性

、

事
前

準
備

、
習

得
主

義
、

研
修

効
率

）
、

A
R
C
S

モ
デ

ル
（
注

意
、

関
連

性
、

自
信

、
満

足
感

）等
 

・人
材

育
成

（教
育

）シ
ス

テ
ム

の
評

価
 

 

２
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

③
 

〔演
習

〕 

○
研

修
の

評
価

と
改

善
の

た
め

の
演

習
 

（
１
）
自

職
場

の
教

育
・
研

修
に

つ
い

て
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
を

用
い

て
分

析
・評

価
し

、
研

修
体

系
と

個
別

研
修

の
課

題
を

発
見

す
る

。
 

（
２

）
自

職
場

の
教

育
・
研

修
体

系
等

を
踏

ま
え

て
、

部
下

や
後

輩
の

成
長

や
学

び
が

促
進

さ
れ

る
学

習
展

開
を

検
討

す
る

。
特

に
、

経
験

学
習

モ
デ

ル
を

用

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

7 
 

い
て

、
部

下
や

後
輩

の
経

験
を

概
念

化
で

き
る

研
修

や
指

導
方

法
を

検
討

す
る

。
 

１
時

間
 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
①

 

〔演
習

ま
た

は
講

義
〕 

○
地

域
包

括
ケ

ア
を

見
据

え
た

多
職

種
連

携
教

育
の

展
開

 

・
地

域
に

お
け

る
多

職
種

連
携

協
働

（
IP

W
）
が

機
能

す
る

た
め

の
多

職
種

連

携
教

育
（
ＩＰ

Ｅ
）
の

実
践

事
例

を
も

と
に

地
域

で
の

展
開

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
検

討
す

る
。
 

○
地

域
の

社
会

環
境

づ
く
り
の

た
め

の
住

民
教

育
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
を

見
据

え
た

地
域

で
の

学
習

の
展

開
の

必
要

性
 

・
地

域
住

民
等

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
（
２
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
集

合
研

修
で

の
「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス

テ
ム

の
構

築
と

社
会

関
係

づ
く
り

①
」
を

踏
ま

え
て

、

地
域

住
民

対
象

の
学

習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

案
を

レ
ポ

ー
ト
さ

せ
る

。
2
5
0
0

字
程

度
。
 

※
「
人

材
育

成
の

体
系

③
」

の
内

容
に

つ
い

て
の

課
題

学
習

と
す

る
こ

と
も

案
で

あ

る
。
 

１
時

間
 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
➁

 

〔演
習

〕 

○
地

域
住

民
対

象
の

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
 

・
地

域
住

民
を

対
象

に
し

て
、

障
害

や
認

知
症

、
社

会
的

孤
立

の
理

解
を

通
し

て
地

域
や

福
祉

を
身

近
な

も
の

と
し

て
考

え
る

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
事

例
を

も
と

に
グ

ル
ー

プ
検

討
。
 

 

 
※

 
７
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

6 
 

３
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

③
 

〔演
習

〕 

○
経

験
学

習
モ

デ
ル

か
ら

自
身

の
学

び
と

成
長

を
振

り
返

る
 

・
学

習
者

自
身

の
経

験
を

経
験

学
習

モ
デ

ル
の

４
つ

の
段

階
に

当
て

は
め

て
検

討
す

る
演

習
を

通
し

て
、

具
体

的
な

経
験

を
省

察
す

る
方

法
、

概
念

化
す

る

方
法

、
実

践
に

活
か

し
て

い
く
方

法
を

学
習

す
る

。
 

・
経

験
の

な
か

で
も

「成
長

を
促

す
体

験
」の

意
義

を
気

付
か

せ
る

。
 

・
省

察
の

方
法

と
し

て
、

個
人

で
で

き
る

こ
と

と
他

者
の

サ
ポ

ー
ト
に

よ
り
省

察
が

深
ま

る
こ

と
を

グ
ル

ー
プ

演
習

で
理

解
す

る
。
 

 
○

事
前

課
題

（1
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
自

身
が

経
験

し
て

き
た

「
成

長
を

促
す

体
験

」
に

つ
い

て
、

そ
の

内

容
と

ど
の

よ
う

に
成

長
し

た

の
か

を
1
,0

0
0

字
程

度
で

レ
ポ

ー
ト。

 

２
時

間
 

２
．

成
人

の
学

習
に

関
す

る
原

則

④
 

〔演
習

〕 

○
経

験
学

習
モ

デ
ル

か
ら

自
身

の
学

び
と

成
長

を
振

り
返

る
 

・
概

念
化

の
作

業
を

と
お

し
て

、
経

験
の

言
語

化
と

セ
オ

リ
ー

（持
論

）を
導

き
出

す
演

習
、

導
き

出
し

た
セ

オ
リ
ー

（
持

論
）
を

実
践

に
移

し
て

い
く
方

法
を

検
討

す
る

演
習

を
行

い
、
概

念
化

の
方

法
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
経

験
学

習
モ

デ

ル
を

理
解

す
る

。
 

 
 

１
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

①
 

〔講
義

〕 

○
人

材
育

成
の

体
系

的
理

解
 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
と

職
場

の
環

境
づ

く
り
 

・
介

護
職

の
キ

ャ
リ
ア

ラ
ダ

ー
と

キ
ャ

リ
ア

開
発

 

・
教

育
・研

修
体

系
の

構
築

方
法

（O
J
T
、
O
F
F
-
J
T
、
S
D
S
） 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
及

び
知

識
を

問
う

試
験

の
実

施
（2

時
間

） 

・
課

題
内

容
：
人

材
育

成
の

体
系

や
評

価
方

法
に

つ

い
て

の
資

料
を

読
み

、
職

場
に

お
け

る
人

材
育

成
の

体
系

、
各

研
修

の
方

法
に

つ
い

て
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

や

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
等

と
の

連

動
、

成
果

と
課

題
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
さ

せ
る

。
2
0
0
0

字
程

度
。
 

１
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

②
 

〔講
義

〕 

○
教

育
・研

修
体

系
の

評
価

方
法

 

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

研
修

評
価

方
法

 

・
４

段
階

モ
デ

ル
（
反

応
、

学
習

、
行

動
、

結
果

）
、

T
O
T
E

モ
デ

ル
（
必

要
性

、

事
前

準
備

、
習

得
主

義
、

研
修

効
率

）
、

A
R
C
S

モ
デ

ル
（
注

意
、

関
連

性
、

自
信

、
満

足
感

）等
 

・人
材

育
成

（教
育

）シ
ス

テ
ム

の
評

価
 

 

２
時

間
 

３
．
人

材
育

成
の

体
系

③
 

〔演
習

〕 

○
研

修
の

評
価

と
改

善
の

た
め

の
演

習
 

（
１
）
自

職
場

の
教

育
・
研

修
に

つ
い

て
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
を

用
い

て
分

析
・評

価
し

、
研

修
体

系
と

個
別

研
修

の
課

題
を

発
見

す
る

。
 

（
２

）
自

職
場

の
教

育
・
研

修
体

系
等

を
踏

ま
え

て
、

部
下

や
後

輩
の

成
長

や
学

び
が

促
進

さ
れ

る
学

習
展

開
を

検
討

す
る

。
特

に
、

経
験

学
習

モ
デ

ル
を

用

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

7 
 

い
て

、
部

下
や

後
輩

の
経

験
を

概
念

化
で

き
る

研
修

や
指

導
方

法
を

検
討

す
る

。
 

１
時

間
 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
①

 

〔演
習

ま
た

は
講

義
〕 

○
地

域
包

括
ケ

ア
を

見
据

え
た

多
職

種
連

携
教

育
の

展
開

 

・
地

域
に

お
け

る
多

職
種

連
携

協
働

（
IP

W
）
が

機
能

す
る

た
め

の
多

職
種

連

携
教

育
（
ＩＰ

Ｅ
）
の

実
践

事
例

を
も

と
に

地
域

で
の

展
開

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

で
検

討
す

る
。
 

○
地

域
の

社
会

環
境

づ
く
り
の

た
め

の
住

民
教

育
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
を

見
据

え
た

地
域

で
の

学
習

の
展

開
の

必
要

性
 

・
地

域
住

民
等

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

 

 
○

課
題

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

ト
（
２
時

間
） 

・
課

題
内

容
：
集

合
研

修
で

の
「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス

テ
ム

の
構

築
と

社
会

関
係

づ
く
り

①
」
を

踏
ま

え
て

、

地
域

住
民

対
象

の
学

習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

案
を

レ
ポ

ー
ト
さ

せ
る

。
2
5
0
0

字
程

度
。
 

※
「
人

材
育

成
の

体
系

③
」

の
内

容
に

つ
い

て
の

課
題

学
習

と
す

る
こ

と
も

案
で

あ

る
。
 

１
時

間
 

４
．

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の

構
築

と
社

会
環

境
づ

く
り
➁

 

〔演
習

〕 

○
地

域
住

民
対

象
の

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
作

成
 

・
地

域
住

民
を

対
象

に
し

て
、

障
害

や
認

知
症

、
社

会
的

孤
立

の
理

解
を

通
し

て
地

域
や

福
祉

を
身

近
な

も
の

と
し

て
考

え
る

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
事

例
を

も
と

に
グ

ル
ー

プ
検

討
。
 

 

 
※

 
７
時

間
以

内
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

8 
 「介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
成

長
を
支

援
す

る
組
織

 

１
 

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト
チ

ェ
ー

ン
と

は
、
サ

ー
ビ

ス
と

従
業

員
満

足
、

顧
客

満
足

、
企

業
利

益
の

因
果

関
係

を
表

し
た

モ
デ

ル
で

あ
り
、
従

業
員

満
足

が
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
高

め
、
そ

れ
が

顧

客
満

足
度

を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、
最

終
的

に
企

業
利

益
と

企
業

価
値

の
最

大
化

に
つ

な
が

り
、
従

業
員

の
満

足
へ

と
還

元
さ

れ
る

好
循

環
を

生
み

出
す

。
 

２
 

従
業

員
満

足
（
E
S
）
と

は
、

職
員

が
や

り
が

い
を

持
っ

て
い

き
い

き
と

働
く
こ

と
で

あ
り
、

従
業

員
満

足
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

は
、

法
人

・
事

業
所

の
ビ

ジ
ョ
ン

や
方

針
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
や

風
土

、

組
織

文
化

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
待

遇
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
。
 

３
 
顧

客
（
利

用
者

）
満

足
（
C
S
）
と

は
、
顧

客
（
利

用
者

）
が

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
に

ど
の

程
度

満
足

し
て

い
る

の
か

を
示

す
指

標
で

あ
り
、
商

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
品

質
だ

け
で

な
く
、
法

人
・
事

業
所

の

信
頼

性
や

イ
メ

ー
ジ

な
ど

も
含

ま
れ

る
。
 

４
 

職
員

の
能

力
特

性
に

は
、

専
門

性
（
業

務
や

職
種

固
有

の
知

識
や

ス
キ

ル
）
と

組
織

性
（
組

織
や

チ
ー

ム
活

動
を

推
進

す
る

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
）
の

分
野

が
あ

り
、

こ
れ

ら
は

相
互

補

完
的

な
も

の
で

あ
り
統

合
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。
 

 ○
成

人
の
学

習
に

関
す
る

原
則
 

１
 

成
人

学
習

の
特

性
と

し
て

ノ
ー

ル
ズ

は
、

①
成

人
は

自
立

し
た

学
習

者
で

あ
る

、
②

成
人

の
過

去
の

経
験

は
学

習
の

た
め

の
資

源
で

あ
る

、
③

成
人

の
学

習
の

準
備

性
は

人
生

に
お

け
る

発

達
段

階
に

応
じ

て
生

じ
て

く
る

、
④

成
人

の
学

び
は

課
題

や
問

題
に

基
づ

い
て

導
か

れ
る

、
を

挙
げ

て
い

る
。
 

２
 

成
人

学
習

の
対

象
者

に
は

、
①

す
で

に
多

く
の

知
識

や
経

験
を

持
っ

て
い

る
、

②
経

験
や

知
識

の
量

に
は

差
が

あ
る

、
③

短
期

間
に

実
践

へ
の

応
用

が
求

め
ら

れ
る

、
④

学
習

内
容

と
応

用

実
践

が
近

似
で

相
互

性
が

あ
る

、
な

ど
の

特
徴

が
あ

る
。
 

３
 

経
験

学
習

と
は

、
知

識
を

受
動

的
に

覚
え

る
こ

と
で

は
な

く
自

ら
の

経
験

か
ら

独
自

の
知

見
を

導
き

出
す

視
点

に
立

ち
、

実
践

、
経

験
、

省
察

、
概

念
化

の
４

つ
の

段
階

（
経

験
学

習
モ

デ
ル

）

か
ら

学
習

者
自

身
の

知
見

を
導

き
出

し
て

い
く
こ

と
で

あ
る

。
 

４
 
批

判
的

思
考

（c
ri
ti
ca

l 
th

in
k
in
g
）と

は
、
内

省
に

基
づ

く
論

理
的

・合
理

的
な

思
考

で
あ

り
目

標
や

文
脈

に
応

じ
て

実
行

さ
れ

る
目

標
志

向
的

思
考

で
あ

る
。
筋

道
を

た
て

た
論

理
的

思
考

、

状
況

に
係

る
さ

ま
ざ

ま
な

物
事

を
深

く
知

ろ
う
と

す
る

探
究

心
、
主

観
に

陥
ら

ず
俯

瞰
的

に
物

事
を

み
る

客
観

性
、
根

拠
に

基
づ

い
て

考
え

る
証

拠
重

視
の

４
つ

が
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

。
 

５
 
協

調
学

習
と

は
、
複

数
の

学
習

者
が

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

学
ぶ

学
習

で
あ

り
、
学

習
者

同
士

の
相

互
作

用
を

通
し

て
理

解
が

収
束

化
さ

せ
る

効
果

が
あ

る
。
 

６
 

学
習

す
る

組
織

と
は

、
組

織
の

構
成

員
が

自
発

的
に

相
互

に
教

え
学

び
合

う
こ

と
で

問
題

の
状

況
や

相
互

関
係

を
明

ら
か

に
し

問
題

解
決

し
て

い
く
組

織
文

化
で

あ
り
、

自
己

マ
ス

タ
リ
ー

、
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

、
共

有
ビ

ジ
ョ
ン

、
チ

ー
ム

学
習

、
シ

ス
テ

ム
シ

ン
キ

ン
グ

を
構

成
要

素
と

し
て

い
る

。
 

７
 

実
践

共
同

体
と

は
、

共
同

の
取

り
組

み
に

対
す

る
専

門
性

と
情

熱
を

共
有

す
る

こ
と

で
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

に
結

び
付

い
た

学
習

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
あ

り
、

領
域

（
d
o
m

ai
n）

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

（c
o
m

m
un

it
y
）、

実
践

（p
ra

ct
ic

e
）の

３
つ

を
要

素
と

す
る

。
 

８
 
ア

ン
ド
ラ

ゴ
ジ

ー
と

は
成

人
の

学
習

を
支

援
す

る
た

め
の

技
術

と
科

学
で

あ
り
、
ペ

タ
ゴ

ジ
ー

と
は

子
ど

も
を

教
え

る
た

め
の

技
術

と
科

学
の

こ
と

で
あ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

9 
 ９
 
学

習
活

動
と

は
組

織
や

個
人

の
主

体
的

な
活

動
で

あ
り
日

常
的

・複
合

的
・継

続
的

な
変

化
の

方
向

と
プ

ロ
セ

ス
で

あ
る

が
、
こ

れ
を

効
果

的
・効

率
的

に
実

現
す

る
た

め
の

意
図

的
な

支
援

活
動

が
教

育
活

動
で

あ
る

。
 

 ○
人

材
育
成
の

体
系

 

１
 
O
J
T
（O

n-
th

e
-
J
o
b
-
T
ra

in
in
g
）と

は
、
職

場
内

で
上

司
や

先
輩

が
、
具

体
的

な
職

務
を

通
じ

て
職

務
に

必
要

な
知

識
、
技

術
、
態

度
な

ど
の

指
導

を
行

う
方

法
で

あ
る

。
 

２
 
O
F
F
-
J
T
（
O
ff

-
th

e
-
J
o
b
-
T
ra

in
in
g
）
と

は
、
職

場
を

離
れ

て
行

う
研

修
・人

材
育

成
の

一
形

態
で

あ
り
、
集

合
研

修
の

形
で

行
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
。
 

３
 

S
D
S
（
S
e
lf
 D

e
v
e
lo

pm
e
nt

 S
y
st

e
m

）と
は

、
職

場
の

内
外

で
の

自
主

的
な

学
習

、
自

己
啓

発
活

動
に

対
し

て
、

職
場

が
経

済
的

・
時

間
的

援
助

や
場

所
の

提
供

な
ど

を
行

う
支

援
策

で
あ

り
、
自

己
啓

発
支

援
制

度
と

も
呼

ば
れ

る
。
 

４
 
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

と
は

、
あ

る
職

位
や

職
務

に
就

く
ま

で
に

必
要

な
業

務
の

経
験

や
資

格
、
順

序
な

ど
の

こ
と

で
あ

る
。
 

５
 

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
（
ま

た
は

ク
リ
ニ

カ
ル

・
ラ

ダ
ー

）
と

は
、

あ
る

職
種

の
実

践
能

力
を

段
階

的
に

示
し

た
も

の
で

、
評

価
す

べ
き

領
域

と
能

力
が

段
階

的
に

明
示

さ
れ

、
キ

ャ
リ
ア

開
発

の
機

会
の

提
供

に
活

用
さ

れ
る

。
 

６
 
キ

ャ
リ
ア

ア
ン

カ
ー

と
は

、
キ

ャ
リ
ア

を
選

択
す

る
際

に
最

も
重

要
な

価
値

観
や

欲
求

、
能

力
の

こ
と

で
あ

り
、
キ

ャ
リ
ア

に
お

け
る

自
分

概
念

で
も

あ
る

。
 

７
 

学
習

環
境

と
は

、
学

習
者

が
経

験
・
内

省
の

プ
ロ

セ
ス

を
通

し
て

主
体

的
に

対
象

（
活

動
、

空
間

、
共

同
体

）
を

結
び

付
け

、
学

習
者

が
知

識
を

構
成

す
る

こ
と

を
支

援
し

た
り
、

方
向

づ
け

た
り

す
る

よ
う
に

対
象

を
配

置
し

た
も

の
で

あ
り
、
こ

う
し

た
学

習
環

境
の

整
備

を
し

て
い

く
こ

と
が

学
習

環
境

デ
ザ

イ
ン

で
あ

る
。
 

８
 

対
人

援
助

職
に

必
要

と
さ

れ
る

能
力

に
は

、
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
（
専

門
的

能
力

）
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ス

キ
ル

（
対

人
的

能
力

）
、

コ
ン

セ
プ

チ
ュ

ア
ル

ス
キ

ル
（
概

念
化

能
力

）
の

３
つ

が
求

め
ら

れ

る
。
一

般
介

護
職

に
と

っ
て

は
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
の

比
重

が
高

い
が

、
リ
ー

ダ
ー

層
や

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

層
に

は
コ

ン
セ

プ
チ

ュ
ア

ル
ス

キ
ル

の
比

重
が

高
く
な

っ
て

く
る

。
 

９
 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
と

は
、
研

修
の

効
果

と
効

率
と

魅
力

を
高

め
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

方
法

論
で

あ
り
、
研

修
が

受
講

者
と

所
属

組
織

の
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

を
目

指
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

1
0
 

イ
ン

ス
ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

に
は

、
分

析
（
an

al
y
si

s
）
、

設
計

（
de

si
g
n）

、
開

発
（
de

v
e
lo

pm
e
nt

）
、

実
施

（
im

pl
e
m

e
nt

at
io

n）
、

評
価

（
e
v
al

ua
ti
o
n）

の
段

階
に

分
け

た

A
D
D
IE

モ
デ

ル
が

あ
る

。
 

1
1
 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

研
修

評
価

に
は

、
4

段
階

モ
デ

ル
（反

応
、
学

習
、
行

動
、
結

果
）、

T
O
T
E

モ
デ

ル
（必

要
性

、
事

前
準

備
、
習

得
主

義
、
研

修
効

率
）、

A
R
C
S

モ

デ
ル

（注
意

、
関

連
性

、
自

信
、
満

足
感

）な
ど

が
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

8 
 「介

護
分

野
の

人
材

育
成

と
学

習
支

援
」で

習
得

す
べ

き
知

識
 

 ○
成

長
を
支

援
す

る
組
織

 

１
 

サ
ー

ビ
ス

プ
ロ

フ
ィ

ッ
ト
チ

ェ
ー

ン
と

は
、
サ

ー
ビ

ス
と

従
業

員
満

足
、

顧
客

満
足

、
企

業
利

益
の

因
果

関
係

を
表

し
た

モ
デ

ル
で

あ
り
、
従

業
員

満
足

が
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

を
高

め
、
そ

れ
が

顧

客
満

足
度

を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
が

り
、
最

終
的

に
企

業
利

益
と

企
業

価
値

の
最

大
化

に
つ

な
が

り
、
従

業
員

の
満

足
へ

と
還

元
さ

れ
る

好
循

環
を

生
み

出
す

。
 

２
 

従
業

員
満

足
（
E
S
）
と

は
、

職
員

が
や

り
が

い
を

持
っ

て
い

き
い

き
と

働
く
こ

と
で

あ
り
、

従
業

員
満

足
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

は
、

法
人

・
事

業
所

の
ビ

ジ
ョ
ン

や
方

針
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
や

風
土

、

組
織

文
化

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
待

遇
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
。
 

３
 
顧

客
（
利

用
者

）
満

足
（
C
S
）
と

は
、
顧

客
（
利

用
者

）
が

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
に

ど
の

程
度

満
足

し
て

い
る

の
か

を
示

す
指

標
で

あ
り
、
商

品
や

サ
ー

ビ
ス

の
品

質
だ

け
で

な
く
、
法

人
・
事

業
所

の

信
頼

性
や

イ
メ

ー
ジ

な
ど

も
含

ま
れ

る
。
 

４
 

職
員

の
能

力
特

性
に

は
、

専
門

性
（
業

務
や

職
種

固
有

の
知

識
や

ス
キ

ル
）
と

組
織

性
（
組

織
や

チ
ー

ム
活

動
を

推
進

す
る

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
）
の

分
野

が
あ

り
、

こ
れ

ら
は

相
互

補

完
的

な
も

の
で

あ
り
統

合
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。
 

 ○
成

人
の
学

習
に

関
す
る

原
則
 

１
 

成
人

学
習

の
特

性
と

し
て

ノ
ー

ル
ズ

は
、

①
成

人
は

自
立

し
た

学
習

者
で

あ
る

、
②

成
人

の
過

去
の

経
験

は
学

習
の

た
め

の
資

源
で

あ
る

、
③

成
人

の
学

習
の

準
備

性
は

人
生

に
お

け
る

発

達
段

階
に

応
じ

て
生

じ
て

く
る

、
④

成
人

の
学

び
は

課
題

や
問

題
に

基
づ

い
て

導
か

れ
る

、
を

挙
げ

て
い

る
。
 

２
 

成
人

学
習

の
対

象
者

に
は

、
①

す
で

に
多

く
の

知
識

や
経

験
を

持
っ

て
い

る
、

②
経

験
や

知
識

の
量

に
は

差
が

あ
る

、
③

短
期

間
に

実
践

へ
の

応
用

が
求

め
ら

れ
る

、
④

学
習

内
容

と
応

用

実
践

が
近

似
で

相
互

性
が

あ
る

、
な

ど
の

特
徴

が
あ

る
。
 

３
 

経
験

学
習

と
は

、
知

識
を

受
動

的
に

覚
え

る
こ

と
で

は
な

く
自

ら
の

経
験

か
ら

独
自

の
知

見
を

導
き

出
す

視
点

に
立

ち
、

実
践

、
経

験
、

省
察

、
概

念
化

の
４

つ
の

段
階

（
経

験
学

習
モ

デ
ル

）

か
ら

学
習

者
自

身
の

知
見

を
導

き
出

し
て

い
く
こ

と
で

あ
る

。
 

４
 
批

判
的

思
考

（c
ri
ti
ca

l 
th

in
k
in
g
）と

は
、
内

省
に

基
づ

く
論

理
的

・合
理

的
な

思
考

で
あ

り
目

標
や

文
脈

に
応

じ
て

実
行

さ
れ

る
目

標
志

向
的

思
考

で
あ

る
。
筋

道
を

た
て

た
論

理
的

思
考

、

状
況

に
係

る
さ

ま
ざ

ま
な

物
事

を
深

く
知

ろ
う
と

す
る

探
究

心
、
主

観
に

陥
ら

ず
俯

瞰
的

に
物

事
を

み
る

客
観

性
、
根

拠
に

基
づ

い
て

考
え

る
証

拠
重

視
の

４
つ

が
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

。
 

５
 
協

調
学

習
と

は
、
複

数
の

学
習

者
が

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

学
ぶ

学
習

で
あ

り
、
学

習
者

同
士

の
相

互
作

用
を

通
し

て
理

解
が

収
束

化
さ

せ
る

効
果

が
あ

る
。
 

６
 

学
習

す
る

組
織

と
は

、
組

織
の

構
成

員
が

自
発

的
に

相
互

に
教

え
学

び
合

う
こ

と
で

問
題

の
状

況
や

相
互

関
係

を
明

ら
か

に
し

問
題

解
決

し
て

い
く
組

織
文

化
で

あ
り
、

自
己

マ
ス

タ
リ
ー

、
メ

ン
タ

ル
モ

デ
ル

、
共

有
ビ

ジ
ョ
ン

、
チ

ー
ム

学
習

、
シ

ス
テ

ム
シ

ン
キ

ン
グ

を
構

成
要

素
と

し
て

い
る

。
 

７
 

実
践

共
同

体
と

は
、

共
同

の
取

り
組

み
に

対
す

る
専

門
性

と
情

熱
を

共
有

す
る

こ
と

で
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

に
結

び
付

い
た

学
習

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
あ

り
、

領
域

（
d
o
m

ai
n）

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

（c
o
m

m
un

it
y
）、

実
践

（p
ra

ct
ic

e
）の

３
つ

を
要

素
と

す
る

。
 

８
 
ア

ン
ド
ラ

ゴ
ジ

ー
と

は
成

人
の

学
習

を
支

援
す

る
た

め
の

技
術

と
科

学
で

あ
り
、
ペ

タ
ゴ

ジ
ー

と
は

子
ど

も
を

教
え

る
た

め
の

技
術

と
科

学
の

こ
と

で
あ

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

介
護
分
野
の
人
材
育
成
と
学
習
支
援
 

9 
 ９
 
学

習
活

動
と

は
組

織
や

個
人

の
主

体
的

な
活

動
で

あ
り
日

常
的

・複
合

的
・継

続
的

な
変

化
の

方
向

と
プ

ロ
セ

ス
で

あ
る

が
、
こ

れ
を

効
果

的
・効

率
的

に
実

現
す

る
た

め
の

意
図

的
な

支
援

活
動

が
教

育
活

動
で

あ
る

。
 

 ○
人

材
育
成
の

体
系

 

１
 
O
J
T
（O

n-
th

e
-
J
o
b
-
T
ra

in
in
g
）と

は
、
職

場
内

で
上

司
や

先
輩

が
、
具

体
的

な
職

務
を

通
じ

て
職

務
に

必
要

な
知

識
、
技

術
、
態

度
な

ど
の

指
導

を
行

う
方

法
で

あ
る

。
 

２
 
O
F
F
-
J
T
（
O
ff

-
th

e
-
J
o
b
-
T
ra

in
in
g
）
と

は
、
職

場
を

離
れ

て
行

う
研

修
・人

材
育

成
の

一
形

態
で

あ
り
、
集

合
研

修
の

形
で

行
わ

れ
る

こ
と

が
多

い
。
 

３
 

S
D
S
（
S
e
lf
 D

e
v
e
lo

pm
e
nt

 S
y
st

e
m

）と
は

、
職

場
の

内
外

で
の

自
主

的
な

学
習

、
自

己
啓

発
活

動
に

対
し

て
、

職
場

が
経

済
的

・
時

間
的

援
助

や
場

所
の

提
供

な
ど

を
行

う
支

援
策

で
あ

り
、
自

己
啓

発
支

援
制

度
と

も
呼

ば
れ

る
。
 

４
 
キ

ャ
リ
ア

パ
ス

と
は

、
あ

る
職

位
や

職
務

に
就

く
ま

で
に

必
要

な
業

務
の

経
験

や
資

格
、
順

序
な

ど
の

こ
と

で
あ

る
。
 

５
 

キ
ャ

リ
ア

ラ
ダ

ー
（
ま

た
は

ク
リ
ニ

カ
ル

・
ラ

ダ
ー

）
と

は
、

あ
る

職
種

の
実

践
能

力
を

段
階

的
に

示
し

た
も

の
で

、
評

価
す

べ
き

領
域

と
能

力
が

段
階

的
に

明
示

さ
れ

、
キ

ャ
リ
ア

開
発

の
機

会
の

提
供

に
活

用
さ

れ
る

。
 

６
 
キ

ャ
リ
ア

ア
ン

カ
ー

と
は

、
キ

ャ
リ
ア

を
選

択
す

る
際

に
最

も
重

要
な

価
値

観
や

欲
求

、
能

力
の

こ
と

で
あ

り
、
キ

ャ
リ
ア

に
お

け
る

自
分

概
念

で
も

あ
る

。
 

７
 

学
習

環
境

と
は

、
学

習
者

が
経

験
・
内

省
の

プ
ロ

セ
ス

を
通

し
て

主
体

的
に

対
象

（
活

動
、

空
間

、
共

同
体

）
を

結
び

付
け

、
学

習
者

が
知

識
を

構
成

す
る

こ
と

を
支

援
し

た
り
、

方
向

づ
け

た
り

す
る

よ
う
に

対
象

を
配

置
し

た
も

の
で

あ
り
、
こ

う
し

た
学

習
環

境
の

整
備

を
し

て
い

く
こ

と
が

学
習

環
境

デ
ザ

イ
ン

で
あ

る
。
 

８
 

対
人

援
助

職
に

必
要

と
さ

れ
る

能
力

に
は

、
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
（
専

門
的

能
力

）
、

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ス

キ
ル

（
対

人
的

能
力

）
、

コ
ン

セ
プ

チ
ュ

ア
ル

ス
キ

ル
（
概

念
化

能
力

）
の

３
つ

が
求

め
ら

れ

る
。
一

般
介

護
職

に
と

っ
て

は
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
の

比
重

が
高

い
が

、
リ
ー

ダ
ー

層
や

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

層
に

は
コ

ン
セ

プ
チ

ュ
ア

ル
ス

キ
ル

の
比

重
が

高
く
な

っ
て

く
る

。
 

９
 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
（
ID

）
と

は
、
研

修
の

効
果

と
効

率
と

魅
力

を
高

め
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

す
る

方
法

論
で

あ
り
、
研

修
が

受
講

者
と

所
属

組
織

の
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

を
目

指
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

1
0
 

イ
ン

ス
ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
の

プ
ロ

セ
ス

に
は

、
分

析
（
an

al
y
si

s
）
、

設
計

（
de

si
g
n）

、
開

発
（
de

v
e
lo

pm
e
nt

）
、

実
施

（
im

pl
e
m

e
nt

at
io

n）
、

評
価

（
e
v
al

ua
ti
o
n）

の
段

階
に

分
け

た

A
D
D
IE

モ
デ

ル
が

あ
る

。
 

1
1
 
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

研
修

評
価

に
は

、
4

段
階

モ
デ

ル
（反

応
、
学

習
、
行

動
、
結

果
）、

T
O
T
E

モ
デ

ル
（必

要
性

、
事

前
準

備
、
習

得
主

義
、
研

修
効

率
）、

A
R
C
S

モ

デ
ル

（注
意

、
関

連
性

、
自

信
、
満

足
感

）な
ど

が
あ

る
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

 

科
目

名
 

 
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
６
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

４
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
職

チ
ー

ム
に

ケ
ア

の
目

標
を

共
有

す
る

方
法

を
検

討
し

、
共

有
す

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

介
護

職
チ

ー
ム

に
指

導
す

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

理
解

し
、
実

践
で

き
る

職
場

を
つ

く
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
他

専
門

職
と

連
携

す
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
介

護
職

の
小

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
と

技
術

を
育

成
す

る
。
 

○
介

護
職

の
小

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

に
個

別
支

援
会

議
を

指
導

す
る

知
識

と
技

術
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
次

の
４
つ

を
到

達
目

標
と

す
る

 

①
人

間
の

も
つ

生
理

的
機

能
を

最
大

限
発

揮
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
し

、
実

践
・指

導
で

き
る

。
 

②
個

と
し

て
人

間
が

歩
き

、
食

べ
、

排
泄

す
る

こ
と

の
意

味
を

理
解

し
、

歩
行

、
排

泄
、
食

べ
る

こ
と

の
支

援
（経

口
摂

取
の

維
持

と
回

復
を

含
む

）、
尊

厳
を

支
え

る
介

護
等

を
実

践

で
き

る
。

 

③
自

立
す

る
た

め
の

身
体

機
能

、
精

神
機

能
を

評
価

し
、

適
し

た
用

具
の

活
用

、
他

専
門

職
種

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト
と

の
連

携
等

を
含

め
た

応
用

的
な

個
別

支
援

計
画

と
自

己
実

現
を

支
援

す
る

実
践

の
指

導
が

で
き

る
。
 

④
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

行
う
た

め
の

職
場

づ
く
り
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修

 科 目 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
類

す
る

教
育

内
容

は
み

ら
れ

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
介

護
職

チ
ー

ム
全

体
を

統
括

・
指

導
し

、
利

用
者

の
状

態
の

積
極

的
な

改
善

を
目

指
し

た
一

連
の

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
た

め
に

、
根

拠
と

な
る

知
識

の
教

育
、

生
活

支
援

全
体

の
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

チ
ー

ム
ケ

ア
の

展
開

を
指

導
す

る
技

術
（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

。
ま

た
、
職

場
を

改
善

す
る

た
め

の
指

導
・
育

成
す

る
技

術
（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
も

習

得
す

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．
利

用
者

の
状

態
の

積
極

的
な

改
善

を
目

指
し

た
一

連
の

サ
ー

ビ
ス

展
開

に
つ

い

て
、

根
拠

と
な

る
知

識
（
高

齢
者

の
解

剖

生
理

等
）
、

生
活

支
援

全
体

の
プ

ラ
ン

ニ

ン
グ

、
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
の

留
意

点
な

ど
 

○
生

理
学

・運
動

学
の

知
識

 

○
高

齢
者

・障
害

者
の

医
学

知
識

 

○
尊

厳
の

保
持

 

○
自

立
支

援
 

○
介

護
過

程
の

展
開

 

○
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
 

 

・
摂

食
嚥

下
、
歩

行
、
排

泄
に

お
け

る
解

剖
・運

動
生

理
 

・
高

齢
者

特
有

の
疾

病
 

・
障

害
の

起
因

と
な

る
疾

病
 

・
排

泄
の

支
援

と
自

立
 

・
歩

行
・
移

動
の

支
援

と
自

立
 

・
食

べ
る

こ
と

の
支

援
と

自
立

 

・
尊

厳
あ

る
介

護
の

実
践

 

・
介

護
職

チ
ー

ム
の

理
解

と
指

導
 

・
虐

待
を

し
な

い
人

材
育

成
 

２
．

職
場

を
改

善
す

る
た

め
の

指
導

・
育

成

の
ポ

イ
ン

ト 

 

○
他

の
介

護
職

へ
の

生
活

支
援

技
術

の
指

導
方

法
 

○
介

護
職

へ
の

研
修

プ
ラ

ン
の

企
画

・実
施

・検
証

 

○
個

別
支

援
会

議
の

運
営

に
関

す
る

知
識

と
技

術
 

・
介

護
技

術
の

指
導

 

・
福

祉
用

具
の

理
解

と
活

用
方

法
の

指
導

 

・
介

護
職

の
研

修
プ

ラ
ン

の
作

成
と

開
発

 

・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

育
成

 

・
個

別
支

援
会

議
の

資
料

作
成

指
導

 

・
個

別
支

援
会

議
の

指
導

 

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
トの

理
解

と
活

用
 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
指

導
 

・
職

場
の

介
護

職
チ

ー
ム

の
再

編
 

・
施

設
・事

業
所

全
体

の
職

場
づ

く
り
 

  
 

21
5

234



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

 

科
目

名
 

 
応

用
的

生
活

支
援

の
展

開
と

指
導

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
６
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

４
０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

○
介

護
職

チ
ー

ム
に

ケ
ア

の
目

標
を

共
有

す
る

方
法

を
検

討
し

、
共

有
す

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

介
護

職
チ

ー
ム

に
指

導
す

る
力

を
育

成
す

る
。
 

○
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

理
解

し
、
実

践
で

き
る

職
場

を
つ

く
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
他

専
門

職
と

連
携

す
る

力
を

育
成

す
る

。
 

○
介

護
職

の
小

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
知

識
と

技
術

を
育

成
す

る
。
 

○
介

護
職

の
小

チ
ー

ム
の

リ
ー

ダ
ー

に
個

別
支

援
会

議
を

指
導

す
る

知
識

と
技

術
を

育
成

す
る

。
 

到 達 目 標

 

 
認

定
介

護
福

祉
士

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
次

の
４
つ

を
到

達
目

標
と

す
る

 

①
人

間
の

も
つ

生
理

的
機

能
を

最
大

限
発

揮
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
し

、
実

践
・指

導
で

き
る

。
 

②
個

と
し

て
人

間
が

歩
き

、
食

べ
、

排
泄

す
る

こ
と

の
意

味
を

理
解

し
、

歩
行

、
排

泄
、
食

べ
る

こ
と

の
支

援
（経

口
摂

取
の

維
持

と
回

復
を

含
む

）、
尊

厳
を

支
え

る
介

護
等

を
実

践

で
き

る
。

 

③
自

立
す

る
た

め
の

身
体

機
能

、
精

神
機

能
を

評
価

し
、

適
し

た
用

具
の

活
用

、
他

専
門

職
種

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
ト
と

の
連

携
等

を
含

め
た

応
用

的
な

個
別

支
援

計
画

と
自

己
実

現
を

支
援

す
る

実
践

の
指

導
が

で
き

る
。
 

④
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
を

行
う
た

め
の

職
場

づ
く
り
が

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修

 科 目 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
類

す
る

教
育

内
容

は
み

ら
れ

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
介

護
職

チ
ー

ム
全

体
を

統
括

・
指

導
し

、
利

用
者

の
状

態
の

積
極

的
な

改
善

を
目

指
し

た
一

連
の

サ
ー

ビ
ス

を
実

現
す

る
た

め
に

、
根

拠
と

な
る

知
識

の
教

育
、

生
活

支
援

全
体

の
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
、

チ
ー

ム
ケ

ア
の

展
開

を
指

導
す

る
技

術
（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
を

習
得

す
る

。
ま

た
、
職

場
を

改
善

す
る

た
め

の
指

導
・
育

成
す

る
技

術
（
Ｓ

Ｋ
ＩＬ

Ｌ
）
も

習

得
す

る
。
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目

 

１
．
利

用
者

の
状

態
の

積
極

的
な

改
善

を
目

指
し

た
一

連
の

サ
ー

ビ
ス

展
開

に
つ

い

て
、

根
拠

と
な

る
知

識
（
高

齢
者

の
解

剖

生
理

等
）
、

生
活

支
援

全
体

の
プ

ラ
ン

ニ

ン
グ

、
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
の

留
意

点
な

ど
 

○
生

理
学

・運
動

学
の

知
識

 

○
高

齢
者

・障
害

者
の

医
学

知
識

 

○
尊

厳
の

保
持

 

○
自

立
支

援
 

○
介

護
過

程
の

展
開

 

○
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
 

 

・
摂

食
嚥

下
、
歩

行
、
排

泄
に

お
け

る
解

剖
・運

動
生

理
 

・
高

齢
者

特
有

の
疾

病
 

・
障

害
の

起
因

と
な

る
疾

病
 

・
排

泄
の

支
援

と
自

立
 

・
歩

行
・
移

動
の

支
援

と
自

立
 

・
食

べ
る

こ
と

の
支

援
と

自
立

 

・
尊

厳
あ

る
介

護
の

実
践

 

・
介

護
職

チ
ー

ム
の

理
解

と
指

導
 

・
虐

待
を

し
な

い
人

材
育

成
 

２
．

職
場

を
改

善
す

る
た

め
の

指
導

・
育

成

の
ポ

イ
ン

ト 

 

○
他

の
介

護
職

へ
の

生
活

支
援

技
術

の
指

導
方

法
 

○
介

護
職

へ
の

研
修

プ
ラ

ン
の

企
画

・実
施

・検
証

 

○
個

別
支

援
会

議
の

運
営

に
関

す
る

知
識

と
技

術
 

・
介

護
技

術
の

指
導

 

・
福

祉
用

具
の

理
解

と
活

用
方

法
の

指
導

 

・
介

護
職

の
研

修
プ

ラ
ン

の
作

成
と

開
発

 

・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

育
成

 

・
個

別
支

援
会

議
の

資
料

作
成

指
導

 

・
個

別
支

援
会

議
の

指
導

 

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

サ
ポ

ー
トの

理
解

と
活

用
 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
指

導
 

・
職

場
の

介
護

職
チ

ー
ム

の
再

編
 

・
施

設
・事

業
所

全
体

の
職

場
づ

く
り
 

  
 

21
6

235



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
当

該
科

目
（
職

場
の

改
善

）
は

、
長

期
間

の
自

職
場

で
の

実
践

を
挟

ん
で

実
施

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
受

講
者

及
び

受
講

者
の

所
属

す
る

法
人

及
び

施
設

・
事

業
所

に
対

し
、
こ

の
旨

を
十

分
に

理
解

い
た

だ
く
こ

と
。
 

○
当

該
科

目
を

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
各

受
講

者
が

、
各

受
講

者
の

自
職

場
で

実
践

課
題

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

管
理

者
の

許
可

が
得

ら
れ

る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

。
 

○
事

後
の

実
践

レ
ポ

ー
トの

作
成

に
関

し
て

受
講

者
・講

師
と

の
連

絡
調

整
 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

Ⅱ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
。
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
。
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

本
科

目
の

受
講

要
件

は
「
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

全
て

の
科

目
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

お
よ

び
Ⅱ

類
の

他
領

域
の

全
科

目
が

修
了

し
て

い
る

こ
と

を

確
認

し
、
受

講
さ

せ
る

こ
と

。
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

文
献

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 

○
日

本
能

率
協

会
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
＝

著
『業

務
改

善
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

』日
本

能
率

協
会

マ
ネ

ジ
メ

ン
トセ

ン
タ

ー
、
2
0
1
6
 

○
三

好
貴

之
＝

著
『
マ

ン
ガ

で
わ

か
る

 介
護

リ
ー

ダ
ー

の
し

ご
と

』中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
4
 
な

ど
 

21
7

236



研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

3 
 Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
当

該
科

目
（
職

場
の

改
善

）
は

、
長

期
間

の
自

職
場

で
の

実
践

を
挟

ん
で

実
施

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
受

講
者

及
び

受
講

者
の

所
属

す
る

法
人

及
び

施
設

・
事

業
所

に
対

し
、
こ

の
旨

を
十

分
に

理
解

い
た

だ
く
こ

と
。
 

○
当

該
科

目
を

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
は

、
各

受
講

者
が

、
各

受
講

者
の

自
職

場
で

実
践

課
題

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、
そ

れ
ぞ

れ
の

施
設

管
理

者
の

許
可

が
得

ら
れ

る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

。
 

○
事

後
の

実
践

レ
ポ

ー
トの

作
成

に
関

し
て

受
講

者
・講

師
と

の
連

絡
調

整
 

○
講

師
及

び
補

助
講

師
（フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

Ⅱ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
。
 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
。
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
受

講
者

の
受

講
要

件
に

つ
い

て
 

本
科

目
の

受
講

要
件

は
「
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

全
て

の
科

目
を

修
了

し
て

い
る

こ
と

」
と

な
っ

て
い

る
の

で
、

Ⅰ
類

お
よ

び
Ⅱ

類
の

他
領

域
の

全
科

目
が

修
了

し
て

い
る

こ
と

を

確
認

し
、
受

講
さ

せ
る

こ
と

。
 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

○
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

○
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
 

 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
介

護
過

程
の

展
開

に
関

す
る

文
献

（介
護

福
祉

士
養

成
課

程
の

テ
キ

ス
ト等

を
含

む
） 

○
日

本
能

率
協

会
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
＝

著
『業

務
改

善
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

』日
本

能
率

協
会

マ
ネ

ジ
メ

ン
トセ

ン
タ

ー
、
2
0
1
6
 

○
三

好
貴

之
＝

著
『
マ

ン
ガ

で
わ

か
る

 介
護

リ
ー

ダ
ー

の
し

ご
と

』中
央

法
規

出
版

、
2
0
1
4
 
な

ど
 

21
8
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
修

了
評

価
は

以
下

に
よ

り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。

詳
細

は
修

了
要

件
欄

を
参

照
）。

 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
）。

 

③
事

前
課

題
、
事

後
課

題
の

レ
ポ

ー
トを

作
成

し
、
提

出
し

て
い

る
こ

と
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

 
次

の
事

前
課

題
と

事
後

課
題

レ
ポ

ー
トの

内
容

を
評

価
す

る
。
 

（
事

前
の

課
題

） 

・
介

護
職

チ
ー

ム
の

課
題

の
抽

出
を

行
い

、
こ

れ
を

レ
ポ

ー
トし

て
提

出
す

る
。
 

（
事

後
の

課
題

） 

・
科

目
内

で
作

成
し

た
研

修
プ

ラ
ン

を
自

職
場

で
実

施
し

、
こ

の
実

施
経

過
と

評
価

を
レ

ポ
ー

トし
て

提
出

す
る

。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

・
事

後
課

題
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

、
そ

れ
ぞ

れ
、
「Ａ

・Ｂ
・Ｃ

・Ｄ
」
で

評
価

を
行

い
、

「
Ｃ

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

「
Ｄ

」
で

あ
る

場
合

は
、
再

提
出

さ
れ

た
レ

ポ
ー

トを

再
評

価
す

る
。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
の

す
べ

て
の

科
目

、
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
な

お
、
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
」科

目
と

の
関

連
を

考
慮

し
た

内
容

と
す

る
こ

と
 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

6 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の

考 え 方

 

○
応

用
的

な
個

別
支

援
計

画
と

自
己

実
現

を
支

援
す

る
実

践
の

指
導

が
で

き
る

。
 

○
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
。
 

○
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
」科

目
と

の
関

連
と

相
違

を
意

識
し

て
展

開
を

考
え

る
こ

と
。
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・

大
項

目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

応
用

的
な

個
別

支
援

計
画

と

自
己

実
現

を
支

援
す

る
実

践

の
指

導
が

で
き

る
 

（講
義

） 

①
個

別
支

援
計

画
の

展
開

（介
護

過
程

） 

・
根

拠
と

な
る

知
識

の
再

確
認

 

・
指

導
方

法
 

Ｐ
Ｃ

､
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ

ー
、
ポ

イ
ン

タ
ー

 

 

（演
習

） 

介
護

職
の

小
チ

ー
ム

の
リ
ー

ダ
ー

に
対

す
る

 

②
個

別
支

援
会

議
の

開
催

の
指

導
方

法
（プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
含

む
） 

③
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
方

法
 

４
時

間
 

２
．

自
職

場
の

課
題

を
整

理
し

課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（そ

の
１
） 

（講
義

・演
習

） 

④
⑤

研
修

プ
ラ

ン
の

企
画

・実
施

 

・
自

職
場

の
課

題
の

抽
出

と
整

理
 

・
自

職
場

の
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
（指

導
方

法
）の

模
擬

的
実

施

（フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
の

育
成

を
含

む
） 

・
模

擬
的

実
施

と
内

容
の

検
討

 

※
事

前
の

課
題

と
し

て
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
課

題
の

抽
出

を
行

い
、

こ
れ

を
レ

ポ

ー
トし

て
提

出
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

 
 

4
0

時
間

 
２

．
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（そ

の
２
） 

【１
か

月
以

上
の

実
施

期
間

を
も

つ
こ

と
】 

 
○

自
職

場
に

お
け

る
実

践
課

題
（4

0
時

間
） 

1
0

時
間

 
２

．
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（そ

の
３
） 

（演
習

） 

①
自

職
場

の
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
（
指

導
方

法
）
の

実
施

報
告

（
個

人
ワ

ー
ク

） 

・
補

助
講

師
を

配
置

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
修

了
評

価
は

以
下

に
よ

り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。

詳
細

は
修

了
要

件
欄

を
参

照
）。

 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
）。

 

③
事

前
課

題
、
事

後
課

題
の

レ
ポ

ー
トを

作
成

し
、
提

出
し

て
い

る
こ

と
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価

の
場

合
＞

 

 
次

の
事

前
課

題
と

事
後

課
題

レ
ポ

ー
トの

内
容

を
評

価
す

る
。
 

（事
前

の
課

題
） 

・
介

護
職

チ
ー

ム
の

課
題

の
抽

出
を

行
い

、
こ

れ
を

レ
ポ

ー
トし

て
提

出
す

る
。
 

（事
後

の
課

題
） 

・
科

目
内

で
作

成
し

た
研

修
プ

ラ
ン

を
自

職
場

で
実

施
し

、
こ

の
実

施
経

過
と

評
価

を
レ

ポ
ー

トし
て

提
出

す
る

。
 

 ＜
評

価
基

準
＞

 

・
事

後
課

題
レ

ポ
ー

ト
の

内
容

を
、
そ

れ
ぞ

れ
、
「Ａ

・Ｂ
・Ｃ

・Ｄ
」
で

評
価

を
行

い
、

「
Ｃ

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

「
Ｄ

」
で

あ
る

場
合

は
、
再

提
出

さ
れ

た
レ

ポ
ー

トを

再
評

価
す

る
。
 

 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
の

す
べ

て
の

科
目

、
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
な

お
、
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
」科

目
と

の
関

連
を

考
慮

し
た

内
容

と
す

る
こ

と
 

 

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

6 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の

考 え 方

 

○
応

用
的

な
個

別
支

援
計

画
と

自
己

実
現

を
支

援
す

る
実

践
の

指
導

が
で

き
る

。
 

○
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
。
 

○
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「地
域

に
お

け
る

介
護

実
践

の
展

開
」科

目
と

の
関

連
と

相
違

を
意

識
し

て
展

開
を

考
え

る
こ

と
。
 

＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項

等
 

課
題

学
習

を
可

と
す

る
 

場
合

の
展

開
例

 

６
時

間
 

１
．

応
用

的
な

個
別

支
援

計
画

と

自
己

実
現

を
支

援
す

る
実

践

の
指

導
が

で
き

る
 

（講
義

） 

①
個

別
支

援
計

画
の

展
開

（介
護

過
程

） 

・
根

拠
と

な
る

知
識

の
再

確
認

 

・
指

導
方

法
 

Ｐ
Ｃ

､
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ

ー
、
ポ

イ
ン

タ
ー

 

 

（演
習

） 

介
護

職
の

小
チ

ー
ム

の
リ
ー

ダ
ー

に
対

す
る

 

②
個

別
支

援
会

議
の

開
催

の
指

導
方

法
（プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
含

む
） 

③
チ

ー
ム

ケ
ア

の
展

開
に

お
け

る
指

導
方

法
 

４
時

間
 

２
．

自
職

場
の

課
題

を
整

理
し

課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（そ

の
１
） 

（講
義

・演
習

） 

④
⑤

研
修

プ
ラ

ン
の

企
画

・実
施

 

・
自

職
場

の
課

題
の

抽
出

と
整

理
 

・
自

職
場

の
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
（指

導
方

法
）の

模
擬

的
実

施

（フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ

ー
の

育
成

を
含

む
） 

・
模

擬
的

実
施

と
内

容
の

検
討

 

※
事

前
の

課
題

と
し

て
、

介
護

職
チ

ー
ム

の
課

題
の

抽
出

を
行

い
、

こ
れ

を
レ

ポ

ー
トし

て
提

出
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

 
 

4
0

時
間

 
２

．
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（
そ

の
２
）
 

【１
か

月
以

上
の

実
施

期
間

を
も

つ
こ

と
】 

 
○

自
職

場
に

お
け

る
実

践
課

題
（4

0
時

間
） 

1
0

時
間

 
２

．
自

職
場

の
課

題
を

整
理

し
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
の

企
画

と
実

施
（
そ

の
３
）
 

（演
習

） 

①
自

職
場

の
課

題
を

改
善

す
る

た
め

の
研

修
（
指

導
方

法
）
の

実
施

報
告

（
個

人
ワ

ー
ク

） 

・
補

助
講

師
を

配
置

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

7 
 

②
グ

ル
ー

プ
内

で
１
つ

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
 

・
④

の
演

習
は

、
受

講
者

が
お

互
い

に

指
導

し
合

う
な

か

で
実

施
す

る
。
 

③
全

体
発

表
 

④
各

自
の

研
修

プ
ラ

ン
の

再
検

討
 

⑤
ま

と
め

（事
後

課
題

の
提

示
） 

 

 
 

 
 

※
 
４
０
時

間
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

 

科
目

名
 

 
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

＜
以

下
の

能
力

の
開

発
と

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

行
う
＞

 

○
介

護
職

チ
ー

ム
の

地
域

に
お

け
る

位
置

づ
け

を
理

解
し

、
利

用
者

が
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
の

支
援

を
展

開
す

る
能

力
の

開
発

と
育

成
。
 

○
施

設
・
事

業
所

が
地

域
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
取

り
組

み
を

実
践

す
る

能
力

の
開

発
と

育
成

。
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

トを
実

践
し

、
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

る
能

力
の

開
発

と
育

成
。
 

○
地

域
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、
家

族
介

護
者

、
介

護
福

祉
士

等
へ

の
介

護
に

関
す

る
助

言
・支

援
が

行
え

る
よ

う
な

、
地

域
と

か
か

わ
る

能
力

の
開

発
と

育
成

。
 

到 達 目 標

 

①
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
、
他

職
種

を
巻

き
込

ん
だ

見
通

し
の

立
っ

た
計

画
（ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）を

立
て

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

②
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

、
他

職
種

に
自

立
に

向
け

た
生

活
支

援
を

指
導

で
き

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

③
他

職
種

を
含

む
介

護
連

携
チ

ー
ム

に
事

例
検

討
が

運
営

で
き

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

④
伝

え
る

、
伝

わ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
実

践
で

き
る

能
力

を
開

発
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

⑤
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
（①

～
④

の
役

割
）が

実
践

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
関

連
す

る
内

容
（介

護
実

習
等

）に
つ

い
て

触
れ

ら
れ

て
い

る
が

、
実

践
的

な
知

識
と

技
術

の
習

得
ま

で
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
利

用
者

が
最

後
ま

で
地

域
に

お
い

て
生

活
を

継
続

す
る

た
め

、
ま

た
、
施

設
か

ら
地

域
へ

生
活

の
場

を
移

す
た

め
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

企
画

・
実

施
、
ア

ク
シ

ョ

ン
プ

ラ
ン

に
介

護
職

チ
ー

ム
が

関
わ

る
企

画
の

作
成

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

・
評

価
、

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

方
法

の
リ
ー

ダ
ー

へ
の

指
導

な
ど

が
で

き
る

実
践

的
な

知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

応
用
的
生
活
支
援
の
展
開
と
指
導
 

7 
 

②
グ

ル
ー

プ
内

で
１
つ

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
 

・
④

の
演

習
は

、
受

講
者

が
お

互
い

に

指
導

し
合

う
な

か

で
実

施
す

る
。
 

③
全

体
発

表
 

④
各

自
の

研
修

プ
ラ

ン
の

再
検

討
 

⑤
ま

と
め

（事
後

課
題

の
提

示
） 

 

 
 

 
 

※
 
４
０
時

間
 

 研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

1 
 Ⅰ

．
科

目
の
概

要
 

領
域

名
 

 
自

立
に

向
け

た
介

護
実

践
の

指
導

領
域

 

科
目

名
 

 
地

域
に

お
け

る
介

護
実

践
の

展
開

 

単
 

位
 

 
２
単

位
 

時
 

間
 

 
３
０
時

間
（課

題
学

習
を

可
と

す
る

時
間

０
時

間
） 

形
 

態
 

 
講

義
・
演

習
 

Ⅱ
．

研
修
の

内
容

 

教 育 目 的

 

＜
以

下
の

能
力

の
開

発
と

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

行
う
＞

 

○
介

護
職

チ
ー

ム
の

地
域

に
お

け
る

位
置

づ
け

を
理

解
し

、
利

用
者

が
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
の

支
援

を
展

開
す

る
能

力
の

開
発

と
育

成
。
 

○
施

設
・
事

業
所

が
地

域
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
取

り
組

み
を

実
践

す
る

能
力

の
開

発
と

育
成

。
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

トを
実

践
し

、
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

を
図

る
能

力
の

開
発

と
育

成
。
 

○
地

域
に

お
け

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、
家

族
介

護
者

、
介

護
福

祉
士

等
へ

の
介

護
に

関
す

る
助

言
・支

援
が

行
え

る
よ

う
な

、
地

域
と

か
か

わ
る

能
力

の
開

発
と

育
成

。
 

到 達 目 標

 

①
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
、
他

職
種

を
巻

き
込

ん
だ

見
通

し
の

立
っ

た
計

画
（ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）を

立
て

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

②
地

域
の

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

、
他

職
種

に
自

立
に

向
け

た
生

活
支

援
を

指
導

で
き

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

③
他

職
種

を
含

む
介

護
連

携
チ

ー
ム

に
事

例
検

討
が

運
営

で
き

る
能

力
を

開
発

す
る

こ
と

が
で

き
る

 

④
伝

え
る

、
伝

わ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
実

践
で

き
る

能
力

を
開

発
す

る
こ

と
が

で
き

る
 

⑤
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
（①

～
④

の
役

割
）が

実
践

で
き

る
。
 

認 定 介 護 福 祉 士 養 成 研 修 科 目

 と し て の 基 本 的 考 え 方

 

○
介

護
福

祉
士

養
成

課
程

で
は

、
本

科
目

に
関

連
す

る
内

容
（介

護
実

習
等

）に
つ

い
て

触
れ

ら
れ

て
い

る
が

、
実

践
的

な
知

識
と

技
術

の
習

得
ま

で
は

至
ら

な
い

。
 

○
本

科
目

で
は

、
利

用
者

が
最

後
ま

で
地

域
に

お
い

て
生

活
を

継
続

す
る

た
め

、
ま

た
、
施

設
か

ら
地

域
へ

生
活

の
場

を
移

す
た

め
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

企
画

・
実

施
、
ア

ク
シ

ョ

ン
プ

ラ
ン

に
介

護
職

チ
ー

ム
が

関
わ

る
企

画
の

作
成

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

・
評

価
、

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

方
法

の
リ
ー

ダ
ー

へ
の

指
導

な
ど

が
で

き
る

実
践

的
な

知

識
（
＝

臨
床

や
実

践
に

関
す

る
知

識
領

域
）と

技
術

（Ｓ
Ｋ

ＩＬ
Ｌ
）を

習
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 

目
 

小
 

項
 
目
 

１
．

地
域

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の
介

護
実

践

と
地

域
に

お
い

て
利

用
者

を
継

続
的

に
支

え
る

支
援

の
展

開
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
に

お
け

る
介

護
の

役
割

 

○
地

域
で

生
活

す
る

意
義

 

○
地

域
で

こ
れ

ま
で

の
生

活
を

最
期

ま
で

続
け

る
た

め
に

必
要

な
視

点
と

介
護

実
践

 

○
在

宅
で

の
生

活
維

持
の

た
め

の
介

護
実

践
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

○
地

域
に

お
け

る
施

設
の

役
割

 

○
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

資
源

の
活

用
と

創
造

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

・
自

立
支

援
 

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
尊

厳
を

支
え

る
介

護
 

・
地

域
に

開
か

れ
た

施
設

の
あ

り
方

 

・
在

宅
生

活
を

支
え

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
社

会
資

源
 

・
ケ

ア
チ

ー
ム

の
育

成
 

２
．

地
域

生
活

を
継

続
す

る
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
作

成
 

○
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

は
 

○
介

護
職

の
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
ア

ク
シ

ョ
ン

プ

ラ
ン

の
作

成
、
実

施
、
評

価
、
指

導
方

法
 

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
 

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
 

・
他

（
多

）職
種

連
携

、
 

３
．

相
手

に
伝

わ
り
、

動
か

す
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ
ン

方
法

と
指

導
 

○
地

域
住

民
や

行
政

機
関

等
の

協
力

を
促

す
プ

レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
 

○
他

職
種

に
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
の

獲
得

 

○
生

活
支

援
の

指
導

方
法

 

○
事

例
検

討
会

の
開

催
方

法
 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
 

・
伝

え
て

行
動

を
促

す
技

術
 

・
根

拠
（エ

ビ
デ

ン
ス

）を
伝

え
る

生
活

支
援

の
指

導
方

法
 

・
事

例
検

討
 

４
．

地
域

社
会

に
お

け
る

認
定

介
護

福
祉

士

の
役

割
 

○
地

域
と

関
わ

る
と

い
う
こ

と
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
様

々
な

生

活
課

題
を

自
助

・
互

助
・
共

助
・
公

助
の

視
点

か

ら
解

決
し

て
い

く
取

り
組

み
 

○
地

域
社

会
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

が
互

助
に

対
し

て
支

援
を

行

う
重

要
性

 

・
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

 

・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

 

・
サ

ロ
ン

や
自

治
会

等
の

活
動

 

・
主

体
的

に
活

動
で

き
る

団
体

づ
く
り
、
し

か
け

づ
く
り
 

・
地

域
の

介
護

力
の

分
析

 

・
人

と
の

つ
な

が
り
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

3 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
日

程
の

調
整

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

手
配

 

１
．

当
該

科
目

（
職

場
の

改
善

）
は

、
長

期
間

の
自

職
場

で
の

実
践

を
挟

ん
で

実
施

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
受

講
者

及
び

受
講

者
の

所
属

す
る

法
人

及
び

施
設

・
事

業
所

に
対

し
、
こ

の
旨

を
十

分
に

理
解

い
た

だ
く
こ

と
 

２
．

当
該

科
目

を
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

各
受

講
者

が
、

各
受

講
者

の
自

職
場

で
実

践
課

題
に

取
り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
管

理
者

の
許

可
が

得
ら

れ

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
 

３
．
事

後
の

課
題

レ
ポ

ー
ト
の

作
成

に
関

し
て

受
講

者
・講

師
と

の
連

絡
調

整
 

４
．
講

師
及

び
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅱ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

５
．
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
課

題
の

提
出

日
を

研
修

実
施

前
と

す
る

。
 

○
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

の
研

修
内

容
と

役
割

分
担

の
確

認
 

１
．
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

２
．
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

３
．
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

2 
 

含 む べ き 教 育 内 容

 

大
 

項
 

目
 

中
 

項
 
目

 
小

 
項

 
目
 

１
．

地
域

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の
介

護
実

践

と
地

域
に

お
い

て
利

用
者

を
継

続
的

に
支

え
る

支
援

の
展

開
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
に

お
け

る
介

護
の

役
割

 

○
地

域
で

生
活

す
る

意
義

 

○
地

域
で

こ
れ

ま
で

の
生

活
を

最
期

ま
で

続
け

る
た

め
に

必
要

な
視

点
と

介
護

実
践

 

○
在

宅
で

の
生

活
維

持
の

た
め

の
介

護
実

践
 

○
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

○
地

域
に

お
け

る
施

設
の

役
割

 

○
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

資
源

の
活

用
と

創
造

 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
 

・
自

立
支

援
 

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
 

・
生

活
の

理
解

 

・
自

己
決

定
（意

思
決

定
支

援
） 

・
尊

厳
を

支
え

る
介

護
 

・
地

域
に

開
か

れ
た

施
設

の
あ

り
方

 

・
在

宅
生

活
を

支
え

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
社

会
資

源
 

・
ケ

ア
チ

ー
ム

の
育

成
 

２
．

地
域

生
活

を
継

続
す

る
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
作

成
 

○
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

は
 

○
介

護
職

の
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
ア

ク
シ

ョ
ン

プ

ラ
ン

の
作

成
、
実

施
、
評

価
、
指

導
方

法
 

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
 

・
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
 

・
他

（
多

）職
種

連
携

、
 

３
．

相
手

に
伝

わ
り
、

動
か

す
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ
ン

方
法

と
指

導
 

○
地

域
住

民
や

行
政

機
関

等
の

協
力

を
促

す
プ

レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
 

○
他

職
種

に
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
の

獲
得

 

○
生

活
支

援
の

指
導

方
法

 

○
事

例
検

討
会

の
開

催
方

法
 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
 

・
伝

え
て

行
動

を
促

す
技

術
 

・
根

拠
（エ

ビ
デ

ン
ス

）を
伝

え
る

生
活

支
援

の
指

導
方

法
 

・
事

例
検

討
 

４
．

地
域

社
会

に
お

け
る

認
定

介
護

福
祉

士

の
役

割
 

○
地

域
と

関
わ

る
と

い
う
こ

と
 

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
様

々
な

生

活
課

題
を

自
助

・
互

助
・
共

助
・
公

助
の

視
点

か

ら
解

決
し

て
い

く
取

り
組

み
 

○
地

域
社

会
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
 

○
認

定
介

護
福

祉
士

が
互

助
に

対
し

て
支

援
を

行

う
重

要
性

 

・
地

域
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

 

・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

 

・
サ

ロ
ン

や
自

治
会

等
の

活
動

 

・
主

体
的

に
活

動
で

き
る

団
体

づ
く
り
、
し

か
け

づ
く
り
 

・
地

域
の

介
護

力
の

分
析

 

・
人

と
の

つ
な

が
り
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

3 
  Ⅲ

．
研

修
の
方

法
 

事 前 準 備

 

＜
実

施
機

関
向

け
＞

 

○
研

修
日

程
の

調
整

、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

手
配

 

１
．

当
該

科
目

（
職

場
の

改
善

）
は

、
長

期
間

の
自

職
場

で
の

実
践

を
挟

ん
で

実
施

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

を
受

講
者

及
び

受
講

者
の

所
属

す
る

法
人

及
び

施
設

・
事

業
所

に
対

し
、
こ

の
旨

を
十

分
に

理
解

い
た

だ
く
こ

と
 

２
．

当
該

科
目

を
実

施
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

各
受

講
者

が
、

各
受

講
者

の
自

職
場

で
実

践
課

題
に

取
り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
管

理
者

の
許

可
が

得
ら

れ

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
 

３
．
事

後
の

課
題

レ
ポ

ー
ト
の

作
成

に
関

し
て

受
講

者
・講

師
と

の
連

絡
調

整
 

４
．
講

師
及

び
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）に

よ
る

事
前

打
合

せ
 

 
 

Ⅱ
類

科
目

の
最

終
領

域
科

目
と

な
る

た
め

、
実

施
前

に
、

受
講

要
件

の
確

認
と

と
も

に
、

当
該

研
修

の
目

的
や

当
該

科
目

の
位

置
づ

け
等

の
確

認
、

科
目

展
開

の
流

れ
の

確

認
、
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
の

役
割

の
確

認
等

を
行

う
こ

と
 

５
．
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

の
確

定
 

 
 
受

講
申

込
者

の
所

属
先

等
を

踏
ま

え
、
バ

ラ
ン

ス
よ

く
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
、
講

師
陣

と
共

有
す

る
こ

と
 

 
※

 
補

助
講

師
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
は

、
当

該
科

目
に

お
け

る
十

分
な

知
識

・専
門

性
を

有
し

、
講

師
な

ど
の

教
育

経
験

が
あ

る
者

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

 ＜
講

師
向

け
＞

 

○
課

題
の

提
出

日
を

研
修

実
施

前
と

す
る

。
 

○
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
と

の
研

修
内

容
と

役
割

分
担

の
確

認
 

１
．
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
目

的
等

を
十

分
に

理
解

し
た

う
え

で
取

り
組

む
こ

と
 

２
．
当

該
科

目
の

目
的

や
当

該
科

目
の

位
置

づ
け

等
の

確
認

を
十

分
に

行
う
こ

と
 

３
．
科

目
全

体
の

レ
ジ

ュ
メ

の
ほ

か
、
事

例
等

の
準

備
 
な

ど
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
金

子
努

＝
著

『
「地

域
包

括
ケ

ア
」と

は
何

か
 住

み
慣

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
と

は
』幻

冬
舎

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

新
書

、
2
0
1
8
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
田

久
保

善
彦

＝
執

筆
『
社

内
を

動
か

す
力

 
結

果
を

出
す

人
だ

け
が

知
っ

て
い

る
４

つ
の

プ
ロ

セ
ス

(グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)」

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、

2
0
1
1
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
鎌

田
英

治
＝

執
筆

『自
問

力
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 (

グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)』

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
7
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
田

久
保

善
彦

＝
執

筆
『ビ

ジ
ネ

ス
数

字
力

を
鍛

え
る

(グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)』

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
8
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
修

了
評

価
は

以
下

に
よ

り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
事

後
課

題
「
各

職
場

に
お

い
て

、
地

域
等

の
住

み
慣

れ
た

場
、

利
用

者
に

と
っ

て
最

適
の

場
に

お
い

て
の

、
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

と
実

施
状

況
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

」
し

て
提

出
す

る
こ

と
。
 

 ＜
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

評
価
の

場
合

＞
 

 
次

の
事

後
課

題
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

評
価

す
る

。
 

（事
後

の
課

題
） 

○
各

職
場

に
お

い
て

、
地

域
等

の
住

み
慣

れ
た

場
、

利
用

者
に

と
っ

て
最

適
の

場
に

お
い

て
の

、
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

と
実

施
状

況
に

つ
い

て

レ
ポ

ー
トを

作
成

し
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

○
課

題
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

、
そ

れ
ぞ

れ
、
「Ａ

・Ｂ
・Ｃ

・Ｄ
」で

評
価

を
行

い
、

「
Ｃ

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

「
Ｄ

」
で

あ
る

場
合

は
、
再

提
出

さ
れ

た
レ

ポ
ー

トを
再

評

価
す

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
の

す
べ

て
の

科
目

、
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
な

お
、
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「応
用

的
生

活
支

援
の

展
開

と
指

導
」科

目
（※

こ
の

科
目

の
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
）と

の
関

連
を

考
慮

し
た

講
義

内
容

と
す

る
こ

と
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

4 
 

推 奨 す る テ キ ス ト や 基 本 文 献

 

＜
テ

キ
ス

ト
等

教
材

＞
 

テ
キ

ス
ト
に

つ
い

て
 

①
新
規

テ
キ

ス
ト

開
発

が
必

要
 

 
 

 
②

既
存

の
文

献
等

で
十

分
 
 
 
 
③
そ
の
他
 

コ
メ

ン
ト
欄

 
○

将
来

的
に

は
、
当

該
科

目
用

の
新

規
テ

キ
ス

トを
開

発
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

 

○
現

時
点

で
は

、
講

師
が

作
成

す
る

レ
ジ

ュ
メ

で
対

応
す

る
こ

と
が

妥
当

 

○
な

お
、

「
認

定
介

護
福

祉
士

概
論

テ
キ

ス
ト
（
認

定
介

護
福

祉
士

認
証

・
認

定
機

構
）
」
を

用
い

て
、

当
該

科
目

の
内

容
を

理
解

い
た

だ
く

必
要

が
あ

る
 

 ＜
そ

の
他
の

受
講

者
向

け
基

本
文

献
＞

 

○
金

子
努

＝
著

『
「地

域
包

括
ケ

ア
」と

は
何

か
 住

み
慣

れ
た

地
域

で
暮

ら
し

続
け

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
と

は
』幻

冬
舎

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス

新
書

、
2
0
1
8
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
田

久
保

善
彦

＝
執

筆
『
社

内
を

動
か

す
力

 
結

果
を

出
す

人
だ

け
が

知
っ

て
い

る
４

つ
の

プ
ロ

セ
ス

(グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)」

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、

2
0
1
1
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
鎌

田
英

治
＝

執
筆

『自
問

力
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
 (

グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)』

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
7
 

○
グ

ロ
ー

ビ
ス

＝
著

／
田

久
保

善
彦

＝
執

筆
『ビ

ジ
ネ

ス
数

字
力

を
鍛

え
る

(グ
ロ

ー
ビ

ス
の

実
感

す
る

Ｍ
Ｂ

Ａ
)』

ダ
イ

ヤ
モ

ン
ド
社

、
2
0
0
8
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

5 
 

評 価 方 法 と 基 準

 

 
修

了
評

価
は

以
下

に
よ

り
行

う
。
（①

～
④

の
全

て
を

満
た

す
こ

と
） 

①
出

席
状

況
が

修
了

要
件

を
満

た
し

て
い

る
こ

と
。
（
全

課
程

の
出

席
。

た
だ

し
や

む
を

得
な

い
事

情
に

よ
る

3
0

分
以

内
の

遅
刻

、
早

退
は

認
め

る
。
詳

細
は

修
了

要
件

欄
を

参

照
。

）
 

②
演

習
に

お
い

て
、

発
言

内
容

、
他

者
の

意
見

に
対

す
る

対
応

、
演

習
内

容
の

理
解

力
等

を
講

師
が

評
価

し
、

一
定

以
上

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

こ
と

。
（
合

格
、

不
合

格
で

判

定
） 

③
事

後
課

題
「
各

職
場

に
お

い
て

、
地

域
等

の
住

み
慣

れ
た

場
、

利
用

者
に

と
っ

て
最

適
の

場
に

お
い

て
の

、
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

と
実

施
状

況
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

」
し

て
提

出
す

る
こ

と
。
 

 ＜
レ

ポ
ー
ト

に
よ

る
評

価
の

場
合

＞
 

 
次

の
事

後
課

題
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

評
価

す
る

。
 

（事
後

の
課

題
） 

○
各

職
場

に
お

い
て

、
地

域
等

の
住

み
慣

れ
た

場
、

利
用

者
に

と
っ

て
最

適
の

場
に

お
い

て
の

、
自

立
し

た
生

活
を

送
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

と
実

施
状

況
に

つ
い

て

レ
ポ

ー
トを

作
成

し
て

提
出

す
る

こ
と

。
 

 ＜
評

価
基
準

＞
 

○
課

題
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

、
そ

れ
ぞ

れ
、
「Ａ

・Ｂ
・Ｃ

・Ｄ
」で

評
価

を
行

い
、

「
Ｃ

」
以

上
で

あ
れ

ば
修

了
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

「
Ｄ

」
で

あ
る

場
合

は
、
再

提
出

さ
れ

た
レ

ポ
ー

トを
再

評

価
す

る
。
 

他 の 科 目 ・

 項 目 と の 関 連

 

○
Ⅰ

類
の

す
べ

て
の

科
目

、
Ⅱ

類
の

本
領

域
以

外
の

す
べ

て
の

科
目

 

○
な

お
、
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「応
用

的
生

活
支

援
の

展
開

と
指

導
」科

目
（※

こ
の

科
目

の
修

了
後

に
本

科
目

を
受

講
す

る
）と

の
関

連
を

考
慮

し
た

講
義

内
容

と
す

る
こ

と
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研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

6 
 Ⅳ

．
展

開
例
 

展 開 上 の

考 え 方

 

○
認

定
介

護
福

祉
士

養
成

研
修

の
最

後
の

科
目

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
こ

れ
ま

で
の

知
識

・技
術

を
ベ

ー
ス

に
、
こ

の
科

目
の

展
開

を
考

え
る

こ
と

 

○
当

該
領

域
科

目
で

あ
る

「応
用

的
生

活
支

援
の

展
開

と
指

導
」科

目
と

の
関

連
と

相
違

を
意

識
し

て
展

開
を

考
え

る
こ

と
 

 ＜
研

修
展
開

例
＞

 

時
間
 

テ
ー

マ
・
大

項
目
 

展
開

内
容

（
講

義
の

ポ
イ

ン
ト

、
演
習

の
展

開
内

容
）

 
使

用
教

材
 

留
意

事
項
等

 

課
題

学
習

を
可

と
す

る

場
合

の
展
開

例
 

４
時

間
 

１
．

地
域

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の

介
護

実
践

と
地

域
に

お
い

て
利

用
者

を
継

続
的

に
支

え
る

支
援

の
展

開
 

（講
義

） 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

復
習

と
介

護
福

祉
士

の
役

割
 

・
地

域
で

生
活

す
る

意
義

 

・
地

域
で

こ
れ

ま
で

の
生

活
を

最
期

ま
で

続
け

る
た

め
に

必
要

な
視

点
と

介
護

実
践

 

・
在

宅
で

の
生

活
維

持
の

た
め

の
介

護
実

践
 

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト 

・
地

域
に

お
け

る
施

設
の

役
割

 

・
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

資
源

の
活

用
と

創
造

 

P
C

､プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ポ
イ

ン
タ

ー
 

 

1
0

時
間

 
２

．
地

域
生

活
を

継
続

す
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

（講
義

・
演

習
） 

（講
義

） 

・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

つ
い

て
 

・
補

助
講

師
を

配
置

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

・
指

導
方

法
の

演
習

は
、

受
講

者
が

お

互
い

に
指

導
し

合
う

な
か

で
実

施
す

る
。
 

 

（演
習

） 

・
介

護
職

の
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

作
成

 

 
①

個
別

に
作

成
 

 
②

グ
ル

ー
プ

内
で

1
つ

を
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
 

 
③

全
体

発
表

 

（講
義

・演
習

） 

・
指

導
方

法
（作

成
方

法
、
実

践
方

法
） 

1
0

時
間

 
３

．
相

手
に

伝
わ

り
、

動
か

す
プ

レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

方
法

と
指

導
 

（講
義

） 

・
伝

え
て

行
動

を
促

す
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
 

・
補

助
講

師
を

配
置

す
る

こ
と

が
望

ま
し

 

・
生

活
支

援
の

指
導

方
法

 
 

研
修
の
企
画
・
展

開
の

手
引

き
（

講
師

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
 

地
域
に
お
け
る
介
護
実
践
の
展
開
 

7 
 

（演
習

） 

・
事

例
検

討
会

①
 

い
。
 

・
事

例
検

討
会

で
使

用
す

る
事

例
（
１

事

例
の

み
使

用
）
は

講

師
が

用
意

す
る

。
 

 

・
事

例
検

討
会

②
 

 

（講
義

・演
習

） 

・
事

例
検

討
会

の
ま

と
め

 

 

６
時

間
 

４
．

地
域

社
会

に
お

け
る

認
定

介

護
福

祉
士

の
役

割
 

（講
義

・演
習

） 

・
地

域
と

関
わ

る
と

い
う
こ

と
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
様

々
な

生
活

課
題

を
自

助
・互

助
・共

助
・公

助
の

視
点

か
ら

解
決

し
て

い
く
取

り
組

み
 

・
地

域
社

会
に

お
け

る
認

定
介

護
福

祉
士

の
役

割
 

・
認

定
介

護
福

祉
士

が
互

助
に

対
し

て
支

援
を

行
う
重

要
性

 

・
前

の
科

目
と

の
重

な

り
に

留
意

。
 

 

 
 
な

し
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